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地域社会に対する関連の稀薄性

 産業化の著しい発展によって生 じた人 口の都市

集中，経営体における合理的な組織化の進展，家

族形態の変化等により，近年，大都市に生きる人

hの 生活の様相は急激に変 ってきた。居住する地

域社会に対 しての関係の稀薄性 もその一つの表わ

れとみ られ よう。

 まず，時間的に地域社会 との接触は少なくなっ

ている。すなわち，人 口集中に伴って起った住宅

状況の悪化から，居宅に対する不満，それに伴な

う移転が多く，同一地域における永 住 者 は 少 な

く，*かつ次第に都心か ら遠隔地に住居を求めなけ

れぽならないことか ら，通勤所要時間は長 くなっ

てきている。大都市住民の大半(東 京では約3分

の2)が 給与生活者であ り，所得を生 じる労働の

場は居住の場 と異なっていることを考え合わせれ

ば，都市住民全般について居住地域 との関 わ り

は，時間的接触の面からも弱いものとなっている

ことは明らかである。

 このような物理的問題を踏まえ，さらに地域社

会への無関心，隣人への疎遠 も考えられ よう。す

なわち，戦後の急速な技術：革新，および巨大な組

織体制の圧力は，人hを して熾烈な競争社会へ と

駆 り立て，打算的， 自己中心的傾向を助長し，一

方，経済成長による国民生活の向上は，豊かな生

活への志向を一層強いものとするようになった。

これらのことか ら，給与生活者は， 自己の生活向

上に関わ りの深い職場社会を重視す る こ と とな

り，趣味や余暇活動さえも職場社会の結びつきの

中で充足するようになってきて い る。この こ と

は，他の社会集団との関係を弱化す る こ と とな

り，地域社会に対しても無関心を助長す ることに

なったと考xら れよう。

 さらに，戦後，全体主義から個人主義に向かう

傾向は，能率主義の管理社会における機能的価値

観の先行と相俟って，人間関係においても，旧来

の日本的な所謂 “人情” といわれる情緒的な関係

を薄弱なものとしており，このことは，地域社会

の隣人関係における疎遠 とも連なり，近隣に無関

心な孤立的な都市住民を生み出しているとみられ

よう。
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大都市における地域社会の今日

的意義

 ところで， この様に都市住民にとって関連の薄

いものとなっている地域社会は，他方では，逆説

的に重大な今日的意義をもっている。それは，次

の5つ の視点から考えることができよう。

(1) 居住環境 との関連 にお いて

 まず ，産業形態 の変化や人 口集 中は ，騒音， 日照権

な どの公害 問題 を生 じさせ ，さらに家族環境 の変化 な

どに よる青少年 の問題 ，流動 の激 しい社会におけ る人

々の孤立化 は，諸種 の風紀 ・治安 の問題 を居住地域に

ももた らしている。 この様 な居住地域 の問題は ，住民

の利害 の共通 性を生み ，地域 に対 しての意識， さらに

は協 力の意欲 を もつ ことが必要 となってきてい る。

(2)主 婦 層との関連 にお いて

 核家族化 ，子供 の数 の減少，家事労働 の著 しい軽減

は ，主婦 に多 くの時間的余裕 をもた らし， さらに女性

の自立 に対す る自覚か らも，主婦 の職場進出は著 し く

多 くなっている(全 婦人労働者 の半数以上は既婚者で

ある)。 しか し，都市 における 女性 の中年既婚者の職

業 は，パー トに よる就業が その3分 の1を 占め， これ

らの人 々は，職場 を居住地域 に近 い所 に求め てい る場

合 が多 い。 また，職業 を専業 として従事 してい る人に

とっては，児童 の保育 の問題 があ り， このことは，単

なる施 設の充実 のみに還元 されず ，地域y` け る何 ら

かの協 力態勢 を必要 としてきてい る。

 一方 ，専業 主婦 に とっては，地域活動 への参加や，

趣 味，スポーツ等 の活動 を通 しての地域 との関わ りは
一 層深 く

，さ らに児童 を もつ母親 に とって，相互 の関

わ りもまた地 域 と密着 した ものである。 この ように，

既 婚女性に とって最 も関わ り深 い社会集 団は，家族に

次ぎ，地域社会 である と考 えられ よう。

*昭 和55年 の 『国勢調査』に よれば，東京都におけ る20歳 以上の市民で，同一居 宅に10年 以上居住 しているものは42

 %で ある。



(3)高 齢者との関連について

 急激な高齢化の現 状か ら， この数十年 の間 に多 くの

健康な高齢者 が増 加す ることは必須 で あ る。 彼 ら の

多 くは，盛年時 の職場 を去 り，居住す る地域社会 の中

で余生 を送 ることが多 く，た とえ就労す る としても，

パー ト就業 をす るこ とが多 くな り，時間的 にも居住地

域 と関連 が深 くなる と考xら れ る。 したが って，近

い将来，女性 に限 らず， 男性 にとっても，中年以後，

最 も緊密 に変わ る社会集 団は，地域社会 であ ると予想

され る。

(4) 障害者な ど，要介助者 との関連において

 心身の障害を負 ってい るもの，あるいは寝た きりの

老人な ど日常の生 活に何 らかの介助 を必要 とす る人 々

も，健常な人 々と共に幸 福を追 求す る権利 があ り，彼

らに とって喜ぽしい生 活は健常者 と交わ って生 きるこ

とである， と言わ れている。 このた めに，従来，避地

にあ った施 設 も近年 は一般 の居住地 に建設 が進 められ

てお り，さらにデ ィ ・ケアーのサー ビスも含 め，居宅

におけ る生活 を可能 とす る方 向に進 んでい る。 このこ

とは，一般 の住民が，近隣 に対す る共助 の心を もつ こ

とによって成就 され ることであ り，近代の個人主義，

利益主義に逆 ら うものであ るが，隣人 と共に生 きる意

識 こそ人間性の開花であ り，近代社会の砂漠化に一つ

の歯止めをかけ るもの となろ う。 この よ うに して，地

域 ケアーの発展は，障害者のみな らず，健常者一 般の

向上 とな るもの と考え られ， この意味での地 域社会 の

責務 も大な るもの となろ う。

(5)人 間性 の回復 との関連 にお いて

 都市住民 の多 くは， 日常 の職場社会 におけ る組織体

制か らの軋轢，人間疎外 の中 に生 きてお り， これ らか

ら逃れ，憩 う場 は，多 くの場合，家族で あろ う。その

家族は，地域社会 の一つ の単位であ り，家族が閉 ざさ

れた ものでない限 り，居住環境の向上，主婦の交流，

学童を通 して等 々，地域 との関連は厚い もの といえ よ

う。 すなわち， “孤独な群衆”の飢渇を癒 す可能性を

もつ社 会集団 としての地域社会 を考えてい くことが必

要であろ う。

 以上の様に，種 々の視点から，今日，地域社会

の担う役割が大きいことが認められるのである。
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地域社 会 の好 ま しい姿 と し

ての 「コ ミュニテ ィ」

 以上に概観したごとく，現代の大都市住民にと

って地域社会 との関連は稀薄であ り，他方で，地

域社会の重要性は住民に日h迫 るものとなってき

ている。そこで，都市住民が望み，かつ，満足で

きるような地域社会を築いてい くことが必要とな

ってくる。そ の よ うな地域社会を 「コミュニテ

ィ」 として把握しよう。

 厂コミュニティ」とい う概念は，MacIver(1917)

がそれを導入 して以来，多 くの社会学者が種 々に

展開している。 しか し地域性，共通性，共属感情

を もつ集団であるということは，殆 どの学者の間

で共通に理解されていることと言えよう。

 日本において， コミュニティという語が，地方

行政の中でも頻 りに用いられるように な った の

は，昭和44年 ，国民生活審議会調査部会のコミz

ニティ問題小委員 会 が，『コミュニティー一…生活

の場における人間性の回復一 …』とい う報告を発

表して以来の こ とであ る。この中で定義づけら

れているコミュニティは次の様なものである。す

なわち，人間疎外の増す産業社会において，人間

性の回復の場に対する欲求は大きなものとな り，

それは個人 と家庭のみでは受けとめ切れない。そ

うしたことを踏まxて ， 「生活の場において， 市

民 としての自主性 と責任を自覚した個人および家

庭を構成主体 として，地域性と各種の共通 目標を

もった開放的で，しかも構成員相互に信頼感のあ

る集団を，われわれは，コミsニ ティと呼ぶ」 と。

 私たちは，コミュニティを或る種の枠組で定義

づける静的な把握ではなく，より動的な操作的な

意味で考えようとしている。すなわち，住民が居

住上の共通問題に対 して，多少な りとも関心をも

ち，住民全体にとっての居住地域の快適化 という

目標に向って，極めてゆるい意味一一同一居住地

域住民 という意識を もつ とい うこと. での相互

の関連を もった一定範囲(小 学校区程度)の 地域

社会を コミュニティと考える。そのようなコミュ
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ニティは，時代により地域により異なる。さらに

は，社会的成層その他の差異か らくる構成員たる

住民の資質の差異，これに伴なう希求に よって異

なった形 となるものであろう。それは決して，画

一化を目ざす ものではなく，構成員に強要を加え

るものではない。外面的な組織化を狙 うものでは

なく，むしろ構成員の共通理解 と自由意志による

居住地域に対する意識を基盤 としたものである。

 つまり，一定範囲の地域を居住地域 として意識

し，そこにおいて環境，社会資源等の共通問題を

共に考え，人間関係についても相互に気持のよい

関係を結び合ってい くような地域社会である。
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 ところで，この様なコミzニ ティは，現代の日

本においては形成していかなけれぽならない。

 コミュニティは，・そもそもMacIverの 概念から

すれば， 自然発生の基礎的集団と考xら れ てい

た。現に欧米におけるコミュニティ問題は，既に

存在している地域社会のコミュニティにおける問

題解決や，種 々の機関の機能の調整に関すること

などである。しかし，現代の日本におけるコミュ

ニティの問題は，その存在の必要性とともに，こ

れをいかに形成していくかにある。

 日本の現代社会においては，旧来の国家を中心

とした “タテ”の関係に繋がれた全体主義が打破

され，これを支える道徳思想も消え失せ，これに

代って民主主義が植えつけられ，市民性や公共性

が社会生活の規範 となってきた。 しかし，民主主

義は未だ充分に根づかず，市民性は自己中心の自

由謳歌を制御するに至っていない。さらに，欧米

においては，伝統的なキリス ト教思想が他者への

友愛の心を支えているが， 日本においては，旧来

のいわゆる “情宜”が社会構造の変化 と共に飛散

した現在，その無宗教性により， “ヨコ”に手を

つなぐ何 らの基盤理念 ももち合わせない。

 この様な状況か ら， 日本の， とくに大都市一一

そこでは個人主義が助長されている一一 の地域社

会において，市民的な連帯感に基づ く住民同志の

関 係 が 自然 に生 じ る こ とは あ り得 ず ， む し ろ この

様 な連 帯 感 の生 じ難 い 精 神 的 土 壌 の中 で， 前 述 の

様 な コ ミュ ニ テ ィを 意 識 的 に 形 成 して ゆ か な け れ

ぽ な らな い 。

 そ こ で， 厂い か に 形 成 して い くか 」 が 問 題 とな

って くる。 コ ミュ ニ テ ィの 形 成 は ， 本 来 ， 構 成 員

た る住 民 の 自主 性 と責 任 の 自覚 の 上 に 立 った 意 欲

に よ って 築 き上 げ られ て い くもの で あ ろ う。 しか

し現 実 に は ， 地 域 社 会 の 重 要 な 意 義 を 認 め な が ら

も， そ れ が 当 面 の 身 近 な 問 題 で な い限 り，一 般 住

民 の 実 際 的 な 意 思 行 動 とは 結 び つ か な い場 合 が 多

い 。 そ こで ， た とxぽ 行政 側 が ， コ ミュ ニテ ィ ・

セ ソタ ー の建 設 な どに よ って住 民 主 体 の コ ミ ュニ

テ ィ形 成 の促 進 を助 成 す る こ と も必 要 とな ろ う。

しか し ，主 体 は あ くま で住 民 で あ り， 特 定 の理 念

に基 い た一 部 の リー ダ ーや ， 行 政 主 体 か ら の一 方

的 働 きか け で成 され るべ き も の では ない 。

 私 た ち は， こ の よ うな 厂コ ミュ ニ テ ィ形 成 」 の

基 盤 を ， 行 動 科 学 の立 場 か ら考 察 して い くこ とを

目指 し てい る。

 す なわ ち， 次 の よ うな ス テ ップを 経 な が ら 「コ

ミsニ テ ィ形 成 に 向 け て の シス テ ム ・モ デ ル 」 を

設 計 し てい こ うとす るの であ る。

 第1ス テ ヅプは，地 域のエ コロジカルな状 況お よび

住民の社 会的成 層を踏 まえた 意識構造 な どの適確 な把

握であ る。 これは，地 域の諸種の資料 の 詳 細 な 分 析

と，住民の意識 をサ ンプ リングに よる面 接調査 によ り

調ぺ，統 計的方法 に より精密 に分 析す るこ とに よって

得 られる。 このためには，社会心理学，地理学，統計

学 な ど諸種 の学 問分 野か ら検 討を加 えてい く学際的 な

探究 が必要 とされ る。

 第2ス テ ップは， コ ミュニテ ィ形成の即 自的直接的

目標 の設定 である。 これは，第1の ステ ップを通 して

得 られ て くるコ ミ』ニテ ィ形成 に対す る住民の意識や

行動 の潜在的構造，形成を推進す る方向や可能性の限

界 につい ての知識を基礎 として，そ の うえで地域住民

の中 の既成活動 グル ープの リーダーや行政側の人 々と

詳細 な面接 をお こない，それ らの情報を総合 して実行

可能な 目標を定めてい く段階であ る。

 第3ス テ ヅプは， インタベ ンシ ョンの導入であ る。

すなわち， 目標に向 って行動を促進す る何 らかの働 き

かけを住民に対 して実際にお こな ってい く。

 第4ス テ ップは，その効果の測定 で あ る。す な わ

ち， 目標 に向 っての働 きかけ に よって， どの様 な動 き



があ ったか，それが住民 の意識構造 に どうい う影響 を

及ぼ したかな どについて，再 び統 計的 な調査 を行 い，

これにつ いて詳細 に分 析を加xる 。 同時 に地域 の状況

の諸種の変化 を も併せ分 析す る。

 この 様 な段 階 を く り返 しお こな っ て い くこ とに

よ って次 第 に住 民 に 適合 し た コ ミュニ テ ィが 形 成

さ れ て い く もの と考 え られ る。 す なわ ち， 私 た ち

の 目的 は， コ ミュニ テ ィの主 体 であ り客 体 であ る

地 域 や 住 民 の動 的 な状 況 に つ い て ， い か に して ，

科 学 的 に 適 確 な ， そ して 役 に 立 つ 情報 を得 る か ，

そ れ を い か に して 役立 て な が ら コ ミュニ テ ィ形 成

を 促進 して い く こ とが で きるか を考 究 す る こ とに

あ る。

 こ の よ うな 厂コ ミュ ニテ ィ形 成 に 向 け て の シス

テ ム ・モ デ ル 」 を 樹 立 して い く試 み と して ， 私 た

ち は ，東 京 首 都 圏 の うち，ま ず 武 蔵野 と三 鷹 の2地

域 を フ ィ・一ル ドと して探 索 的 な 研 究 に着 手 し た。

 武 蔵 野 と三 鷹 を 研 究 の フ ィー・ル ドとし て選 定 し

た理 由 は概 略 つ ぎ の よ うで あ る。

 武蔵野市は，昭和46年 以来，行政側が コ ミュニテ ィ

形成に関 して熱心な と りくみを してお り， 東 京 都 の

中では コ ミュニテ ィのモデル地 域 として認め られてい

る市 であ る。 しか も，昭和51年 に， 私たちは今 回 と類

似の調査 を女性有権者 を対 象 として実施 してい る(サ

ンプル600人 ， 回収426人)。 そ してこの調査以後5

年間 に，行政側 は， コ ミュニテ ィ ・セ ンターの建設，

給食 ボラ ンテ ィアの活動 など積極的に コ ミュニテ ィ形

成 の計画を進め てい る。そ こで，それが住民に どの様

な変化を もた らしたかを調べ ることは，丁度，前述 し

た 「コ ミュニテ ィ形成に向けてのシステム ・モデル」

づ くりの 「第3ス テ ップ」 とも見 なす こともで き(私

たちはイ ンタベ ンシ ョンを導入 してはいない が，市行

政側が コ ミュニテ ィ形成行動 をなした ので， それ を働

きかけ とみ なして)，5年 間 の市側 の対策 の効果 を 測

る ことも意義深 い と考 えたか らであ る。武蔵野市 にお

いては，昭和45年 と53年 にも私たち以外 のグル ープに

よって，地域住民 の意識調査がお こなわれてお り， こ

れ も一つの よい対比資料 と考え られた。

 三鷹 市は，武蔵野市 に隣 接 してお り，人 口，その流

動状況，住 民の職業，社会 的成 層，文 化的 水準等 にお

一 は じめY`0   9

いて武蔵 野市 と類 似してお り，両市 の歴史的経緯 の中

にも，合併 の意見 が双方か ら時期 を異 にして出 された

こともみ られ， この2市 は首都圏 の市 ・区の中では，

相似 と考え られ よ う。 しか も三鷹市においては，最初

のコ ミュニテ ィ ・センターの設置が昭和49年 であ り，

武蔵野 よ り2年 早 くな されてい る。 しか し，その後 の

コ ミュニテ ィ形成についての行政側の働 きかけは
，武

蔵野市 とは異な ってい る。つ まり， この両市 は，地 域

状況に関 して極めて類 似であ り， しか もコ ミュニテ ィ

形成 について(行 政 側か らの)働 きかけが異 なってい

る。そ こで，両市 の比較 は，極 めて興味深 く，今後 の

働 きかけ に大 きな示唆 を得 るもの と考 えられた。

 さらには， この2市 は首都圏生活者の “ベ ッド ・タ

ウ ン”であ り，特に三鷹市は，給与生活者の比率(65

%)が ，東京全体 の比率(67%)と 極めて類似 してい

る。つ ま り，首都圏の代表的地域のひ とつ とも考xら

れ，大都市生 活者 の全般的 な姿を探 る上 で も， この2

市 の調査 は意義ある もの と考 え られた。

5

本 モ ノ グ ラ7の 構 成

 本モノグラフは，武蔵野および三鷹の2地 域を
フィール ドとした 厂コミュニティ形成に向けての

システム ・モデル」を探索する研究の 厂第1ス テ

ップ」にかかわる結果の報告である。

 私たちは，昭和56年 度か ら昭和57i年 度 にか け

て，武蔵野お よび三鷹2地 域の，①地理的な諸種

の状況に関して，既存資料の詳細な分析を試み，

②それを踏まxて ，地域住民の意識調査を実施し

た。

 前者，すなわち①の 厂地域状況」については，

本モノグラフの第2章 に詳述される。後者，すな

わち②の 厂地域住民の意識調査」については，本

モノグラフの第3章 から第13章 にわたって，その

概要と調査結果が報告される。そして，本モグラ

フの終章(第14章)に おいて，① と②の両分析を

踏 まxた 総合的な考察をおこない，第1ス テ ップ

の研究の結実を示すこととする。
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1

武蔵野市，三鷹市の位置

 武蔵野 ・三鷹の両市は共に東京の都心から西へ

ほぼ18km区 部に隣接 し，東京の市街地の真中を

貫いて走る国鉄中央線の沿線に位置している。

 中央線をはさんで北に武蔵野市，南に三鷹市が

あ り，東から吉祥寺，三鷹，武蔵境の各駅がある

(ただし，吉祥寺と武蔵境の2駅 は武野市側に入

っている)。 東京駅から快速電車で約32分 で，副

都心新宿からであれぽ18分 で吉祥寺駅に着 く。ま

た，渋谷からは私鉄井ノ頭線が吉祥寺まで通って

お り，吉祥寺は従って乗 り換え駅 で もあ る。ち

なみに吉祥寺駅の1日 の乗車人 員 は，中央 線 で

36，267人， 井ノ頭線で26，530人 となってお り，

(昭和55年 国鉄，私鉄調べ)，新宿以西では中野駅

をしのぎ最大である(図2-1を 参照)。

 両市は，江戸時代からの幹線，五街道のひとつ

である甲州街道 と主要地方道である青梅街道には

さまれた地域にあ り，道路交通か らのイソパ クト

は小さい。両市に関わる主要な道路 としては，両

市の西部を南北に横切 り調布 と田無を結ぶ大山街

道，武蔵野市の北部を東西に横切 り立川を経て奥

多摩に向う五 日市街道などである(図2-4を 参照)。

2

武蔵野市，三鷹市の 自然条件 と開拓

 武蔵野 ・三鷹の両市は，蔵武野と呼ばれる全体

として起伏の少ない洪積台地にあって，水が少な

く，集落の発達には不利な土地柄であった。

 武蔵野といえば水に恵まれない土地として知ら

れ， とくに台地の中央部では地下水が深 くて水が

得られないため開拓が困難であった。そ うした中

で，わずかに丘陵のふもとや台地の末端，段丘崖

などには湧水があ り，それによって自然発生的に

集落ができ，その周辺部は早 くか ら居住地化した

ことが知られている。井ノ頭池は，三宝寺池，善

福寺池などと共に，台地の東部に分布する侵食谷

の湧泉であ り，いずれも標高50～60mの ところで，

ほぼ南北の一線上に分布してお り，近くから先史

時代の居住跡などが発掘されている。また三鷹市

の大沢や牟礼は，調布市の深大寺，小金井市の小

金井や貫井などと共に，多摩川の支流野川に沿 っ

た段丘崖下の湧水帯にあ り，古い集落の存在が認

められる。

 しかし武蔵野の高燥な深井地域の台地面は，近

世にいたるまで広範囲にわたって原野または森林

のままであって，開拓され居住地化が大規模に進

められたのは，江戸時代に入ってからである。と

くに玉川上水が開通(1653年)し た江戸中期以降

において顕著であった。

 武蔵野市も三鷹市も17世紀の中頃に開拓が本格

化し，武蔵野市は江戸駒込の吉祥寺の移転を伴な

い，また三鷹市は江戸大火による神田連雀町住民

の移住 Yrよ って開墾が大規模に進められた。当

時の新田開発を中心 とする耕地拡張は江戸の人 口

増加とそれに伴 う食糧問題の解決策の一つであっ

たが，こうした事実は，同時に農業技術，土木技

術の発達がいかに大 きか ったかをも物 語 って い

る。

 明治21年4月 に市制町村制が公布され，武蔵野

村，三鷹村が誕生するが，当時，北，南，西の三多

摩地域は神奈川県の管轄であったため，それぞれ

の村人たちは神奈川県民 として新時代を迎えた。

明治26年，さまざまないきさつの後に三多摩地域

は東京都(東 京府)に 編入され，大都市東京の一

員 となり今 日に至っている。

         3      1
大都市東京の発展と武蔵野市，三鷹市i

臨          1

 明治以後，武蔵野台地の村は，東京の近郊農村

として発達し，東京の拡大発展と鉄道の敷設が，

武蔵野の都市化を一段と推進するに至った。

 明治22年 ，中央線の前身となった甲武鉄道が開

通，誘致合戦の末，新宿を出ると中野の次に停車

する駅 として境駅が決定，武蔵野村は同駅周辺か

ら近代的発展がはじまった。明治24年 には荻窪駅

が，同32年 には吉祥寺駅が開設され，武蔵野村は
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2つ の駅を抱え込み着々と近代化の基盤をかため

ていった。他方，三鷹は昭和5年 まで駅の開設を

みなかった。

 東京の市街地は山手 ・下町 と二つの地形に分か

れるが，山手に住宅地が発達し，それが連続して

武蔵野台地の農村部へ延びていった。明治から大

正初期にかけて，武蔵野村 と三鷹村，2つ の村の

発展にさほど大きな違いはみ られなかっ.た。

 大正12年 の関東大震災の後，震災で家や土地を

失った人hな ど，郊外に住居を移す人が増え，こ

の頃から武蔵野台地の都市化が本格化する。その

最前線にあ り，かつ，地元の意志統一も早かった

吉祥寺がまず住宅地帯 となった。

 大正14年 に山手線の環状運転が開始され，各私

鉄線が山手線に乗 り入れ，環状線ターミナル時代

がはじまり，郊外から都心方面へ電車で通勤する

とい う人々が急増した。住宅地化の進度は各沿線

ごとに異なるが，中央線沿線がもっとも早 く，と

くに開発の進んだ武蔵野村は，昭神3年 にいち早

く町に昇格した。

 昭和6年 の満州事変を契機に，戦時色が強まる

につれ大都市近郊に重工業が建設されるようにな

り，三鷹村にも工場が急増し，それに伴って人口

も増加，昭和15年 ，武蔵野町に12年 遅れて三鷹も

町制施行に至った。この年，立 川 が市 制 を，福

生，氷川，保谷，国分寺，瑞穂が町制を施行し，

多摩地方は2市18町 をもつことにな り，大都東京

の発展が次第に広範囲に及んできてたことが うか

がえる。

 第2次 大戦によって東京の人口は350万 人にま

で減少したが，昭和25年 には630万 人，35年 には

970万人，そして40年 には約1，100万人に達し，現

在では区部の人口は減少しているものの，東京全

体では約1，160万 人とい う膨大な人口をかかえて

いる。

 人口の外延的拡大に伴い，戦前まで続いた職住

分離の傾向は戦後ますますその傾向が強まり，ま

ず 「外山の手」地区はほぼ住宅で埋めつくされ，

さらに地価の安い周辺部の住宅地化が急速に進展

した。そ うした中で武蔵野町は戦後間もない昭和

22年 に，三鷹町は同25年 に市制施行とな り以後 し

ばらくの間両市の人口は急 カーブで上昇する。武

       し

蔵野市は40年代の後半に14万人余で ピー クを 迎

え，50年代に入ると停滞ないしは減 少傾 向に 向

い，さらに三鷹市が4～5年 お くれて50年 代前半

ごろ16万7千 人余をピ■一一・クとして同様な動きを示

すようになる。 この頃か らデさらに地価の安いと

ころを求めて公営，市営の団地が都心からきわめ

て遠い場所に飛び地的に建設され，職と住の分離

がなお一層助長されること老なった。

 商業地における戦後の発展は，それ以前にすで

に萌芽をみせていた都心，副都心，近郊等の商業

地の階層の明確化 と住宅地間における商店街網の

成立，さらに外郭に副々都心的性格を帯びた商業

地の成立をみたことにある。吉祥寺の商業的発展

は，まさに近郊都市にあって副々都心的性格の代

表的な例といえよう。
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武蔵野市と三鷹市のプロ7イ ール

(1) 人ロ，世帯の特性

 昭 和55年 の 『国 勢 調 査 』 に冫よれ ば ，武 蔵 野 は

136，910人 ， 三 鷹164，526人 とな って お り， 三鷹

が3万 程 度 上 まわ う.でい るが ， 人 口密 度 で は 武 蔵

野 は12，412，5人/Km2で ， 三 鷹 の9，775.8人/Km2

よ り約2，600人 も多 い 。噛

 人 口 の年 齢 別 構 成 に つ い て み る と， 幼 少 年 人 口

(0～14歳)の 割 合 は 三 鷹 の 方 が 高 く，老 齢 人 口

(65歳 以 上)は 武 蔵 野 が か な り高 くな って い る。

しか し， 三 鷹 の 幼 少 人 口指 数 が低 下 の 傾 向 に あ

り， また65歳 以上 の 人 口の 伸 び が 急 ピ ッチ で あ る

こ とな どか ら，三 鷹 に お い て も人 口高齢 化 は急 速

に 進 展 す る こ とが 予 想 され る。

 世 帯 数 で は ， 武 蔵 野56，317世 帯 ， 三鷹 が64，554

世 帯 で あ り， 両 市 の1世 帯 当 り平 均 人 口は ，武 蔵

野2.42人 ，三 鷹2.51人 とな って お り，武 蔵 野 の方

が 小 規 模 で あ る。

 つ ぎに 世 帯 を経 済 的構 成 か らみ る と，三 鷹 に お

い て は64.5%が サ ラ リーマ ソ世 帯 で あ り， 武 蔵 野

よ りも12.4%も 高 い。 ち なみ に ，東 京 都 平 均 は

66.5%と ，両 市 よ りもさ らに高 い比 率 で あ る。 ま



た三 鷹 に は 農…家 世帯 も175世 帯 あ り， 比 率 こそ0 .3

%と あ ま り高 くな いが ， これ は武 蔵 野(58世 帯)の

約3倍 で あ る。

 世 帯 の類 型 別 に は， 核 家 族 が 武 蔵 野51.0%， 三

鷹53.6%と な って お り， これ は 東 京 都 の 平 均56.2

%よ りもか な り低 い 。

 また65歳 以上 の親 族 の い る 世帯 は， 武 蔵 野 で

15.6%で ， 約6世 帯 に1世 帯 の 割 合 で あ るの に対

し，三 鷹 で は13.6%と 低 い(東 京 都 平均 は15.8%)。

 単 身 世帯 の 割 合 は か な り高 く， 武 蔵 野 で39.5

%， 三 鷹 で は37.6%で あ り，東 京 都 の平 均33.0%

は も と よ り，23区 平 均35.8%に く らべ て も高 い。

 さ らに単 身 世 帯 であ っ て65歳 以 上 と い う世 帯

は ， 武 蔵 野 に1，375， 三 鷹 に1，242と な って お り，

武 蔵 野 は 三 鷹 よ りも130世 帯 も多 く，40世 帯 に1

世 帯 の割 合 で65歳 以 上 の 単 身 世 帯 が あ る こ とに な

る(三 鷹 は52.6世 帯 に1世 帯 の 割 合)。

 つ ぎに ， 両 市 の 人 の 動 きを 昼 夜 間 人 口か らみ て

み る と， 武 蔵 野 は40年 ごろ か ら急 カ ー ブ で 上 昇

し，55年 に103.6%と 昼 間 人 口が 夜 間人 口を上 ま

わ り， 活 発 な 街 の動 きが 感 じ られ る。 他 方 ，三 鷹

は40年 以 降81～82の 間 に あ って ，大 き な変 化 は な

く， サ ラ リー マ ソ世帯 で核 家 族 とい っ た近 郊 住 宅

地 の 特徴 そ の ま ま の よ うな静 か な ま ち と い え よ

う。

 昭 和55年 の昼 間 人 口 の 中 で と くに 流 入 人 口に つ

い てそ の 中味 を み てみ る と， 武 蔵 野 に お い て は 通

学 者 の比 率 が38%を こ えて お り，40年 の46.5%を

ピー クにそ の比 率 は 下 が る傾 向に あ る もの の
， 三

鷹 に くらべ る とか な り高 く， 夜 間 人 口の 高 齢 化 傾

向 と対 象 的 に ， 昼 間 は 若 人 の まち で あ る こ とが わ

か る。

(2) 居住の特性

 住民の入居時期についてみてみると，昭和30年

代に最初の転入の山があ り，第2の 山は昭和50年

代前半の大 きな山であり，両市の傾向はほとんど

同じである。しかし， その山のピーク と谷 の深

さ，すなわち振幅は，武蔵野の方がわずかに大き

い(図2-2を 参照)。

 つぎに，住宅の状況についてみると，持家世帯

の割合は武蔵野，三鷹ともに35 .6%の 同比率であ
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るが ， 一 戸 建 の割 合 は三 鷹 の方 が 高 い。
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(3) 学歴 ・職 業 の 特 性

 最 終 卒 業 校 で 最 も多 い の は ， 両 市 と も 厂高校 ・

旧 中学 卒 」 で あ り，第2位 は 「大 学 ・大 学 院 」 と

な って い る。 順位 は 同 じで あ る が ， それ らの比 率

を み る と 厂高 校 ・旧 中 学 卒 」に つ い て は 三 鷹(38.6

%)の 方 がわ ず か に 高 く， 「大 学 ・大 学 院 」 では 武

蔵 野(23.7%)が 約4%上 まわ っ て い る。3位 は

武 蔵 野 で は 「短 大 ・高 専 」(11.4%)で あ るの に 対

し，三 鷹 は 「小 学 校 ・中 学 ・高 小 」(15.4%)と な

って い る 。 武蔵 野 で は 「小学 校 ・中学 ・高小 」 は

11.1%に す ぎな い 。
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 いま最 も比率の高い 「高校 ・旧中学卒」を平均

的な教育とみなし，それ より高い 「短大 ・高専」

及び 「大学 ・大学院」の割合をみると，武蔵野は

35.1%， 三鷹では29.8%と な り武蔵野に高学歴化

傾向が認め られる。

 両市の職種の傾向をみると，最 も多いのは労務

職であるが，その比率は三鷹の方が高 く29.1%と

なっている。第2位 は武蔵野では事務 ・技術職，

三鷹では家事従事 ・内職者 となってお り，第3位

は武蔵野は家事従事 ・内職者，三鷹では事務 ・技

術職 とな り，武蔵野 と三鷹では2位 と3位 が入れ

かわっている。

 武蔵野が三鷹より高い比率を示している職種は

事務 ・技術職(22.5%)， 自由業 ・団体役員 ・管

理職(8.0%)， それに学生 ・生徒(14.7%)で あ

り，逆に三鷹の方が高 くなっているのは，労務職

(29.1%)， 家事従事 ・内職者，農林漁業者 ・雇用

者であ り，未就業者 も多い。

 どちらかといえぽ，武蔵野は比較的高学歴で職

業 も事務 ・技術職に加え専門的な分野ないしは管

理的職種の傾向が強い。

(4) 産業の特性

① 就 業 構 造

 両市の就業者の比率を産業3分 類でみると，三

鷹市は東京都の平均 とほぼ同じ傾向を示している

が，武蔵野は第3次 産業の比率がとくに高 くなっ

ている。これをもう少し詳しく産業大分類別にみ

ると，両市とも上位3位 にランクされる業種は，

1位 サービス業，2位 卸小売業，3位 製造業 とな

っているが，武蔵野においてはサービス業の比率

がとくに高く，次に卸小売業で，この2つ を合わ

せると55.5%に 達する。三鷹はサービス業，卸小

売業 ともに武蔵野 より低 く，合わせても51.4%に

とどまる。製造業は，三鷹が21.7%と 武 蔵野 の

17.4%に くらべるとかなり高い。また金融 ・保険

業，不動産業 も武蔵野の方が高い比率を示してお

り，総 じて武蔵野は第3次 産業の色あいが濃 く，

三鷹は どちらかといえぽ第2次 産業 の 色彩 が 強

い。

 また，三鷹には800人 弱の農業就業者がいるこ

と も特 色 の ひ とつ とい え よ う。

② 事業所 ・従業者

 両 市 の 産 業 の 特 性 を 事 業 所 ・従 業 者 の 傾 向 か ら

み る。 これ は ， い わ ば 両 市 の 外 向 き の 顔 と も い

え， 街 の状 況 を 映 して い る。 事 業 所 数 ・従 業 者 数

と もに 武 蔵 野 の 方 が 多 く全 体 と して まち の に ぎわ

いが 感 じ られ るが ， この 内 容 を 業 種 ， 規 模 な どに

ろ い て み る と次 の よ うに な る。

 事 業 所 数 に つ い て は ， 武 蔵 野 は と くY'卸 小 売 業

が51.1%と 圧 倒 的 に 高 く， 次 い で サ ー ビス 業22.8

%と な って お り， この2業 種 で73.9%を 占め て い

る。 不 動 産 業 も12.3%と 比較 的 高 く，製 造 業 ，建

設 業 は と もに4～5%と 少 ない 。 三 鷹 も卸 小 売 業 ，

サ ー ビス業 の 比 率 が 高 い が ，武 蔵 野 に く らべ る と

卸 小 売 業 は か な り低 く43.0%で あ る が ， サ ー ビス

業 の 方 は25.5%と 武 蔵 野 よ りも高 い。 ま た製 造 業

の10.8%， 建 設 業 の7.7%も 武 蔵 野 よ りも高 く，

第2次 産 業 に強 い こ とが わ か る。

 つ ぎ に事 業 所 の規 模 につ い て は，1～4人 が 圧

倒 的 に多 く武 蔵 野66.1%， 三 鷹72.4%と な っ て お

り，次 の5～9人 の規 模 ま で の と こ ろ と合 わ せ る

と武 蔵 野 で86.2%， 三 鷹 で88.1%と ， 約9割 が10

人 未 満 の規 模 で あ る。10～19人 規 模 は 武 蔵 野 で

7.9%， 三 鷹 で6.1%あ り，20人 未 満 の合 計 では 武

蔵 野 ， 三 鷹 と もに 約94%と 同 率 を 示 して い るが ，

全 体 と し て武 蔵 野 の 方 が 三 鷹 よ り規 模 が 大 きい事

業 所 が 多 い 。

 従 業 者 数 つ い て は ，三 鷹 で 製 造業32.5%が 卸 小

売 を しの い で 高 く注 目に値 す る。 武 蔵野 は事 業 所

とほ ぼ 同 様 の傾 向 を示 して い て ，卸 小 売 業 ， サ ー

ビス業 の 順 に 高 く，合 わ せ て61.1%に 達 す る。

③ 農業について

 農業は23区 に隣接する地域では とくに激減して

お り，武蔵野，三鷹 も例外ではない。

 昭和55年 の農家数は武蔵野135戸 ，三鷹463戸 ，

その うち専業農家が前者6戸 ，後者9戸 ある。農

家人口としては，武蔵野が668人 ，三鷹2，429人，

何らかの形で農業に従事している人 口は 武 蔵 野

353人 ，三鷹で1，203人お り，減少したとはいえ三

鷹の1，200余 人は無視できない存在といえよう。

、



都市化の大きな波を武蔵野 とほとんど同じように

受けながらも，三鷹において土地 と密着した人h

がこれだけ存続しているということに 注 目した

い。

④ 工業について

 工業の主な特徴は，工場数でみると武蔵野244

に対し三鷹はその2倍 近い466と なってお り，工

業出荷額等については，三鷹は武 蔵 野 の3倍 以

上にのぼる。三鷹の工業は機械器具 が 主 力業 種

(60.7%)で あり，中でも電気機器が最 も多 く27.8

%， 次いで一般機器，精密機器が続き，4位 の金

属製品も含めていわゆる高次加工型工業が72.1%

を占めている。

 武蔵野では，電気機器が最も多く23.8%で ある

が，2位 以下に食料品，出版 ・印刷，一般機器，

家具 ・装備品が13～8%の 間にある。食料品，出

版 ・印刷，家具 ・装備品等は都市需要充足型工業

といわれるものである。

⑤ 商業について

 卸売業では，商店数，年間販売額 ともに三鷹が

多く，とくに販売額は武蔵野の2倍 近 くに達 して

いる。

 小売業については，商店数，年間販売額ともに

武蔵野が多 く，とくに販売額では三鷹の約3倍 で

ある。中でも大規模小売店は圧倒的に武蔵野に多

く200店 を数えるのに対し三鷹は33店 にとどまっ

ている。 これ ら大規模店の開設時期についてみる

と，武蔵野では昭和40年 代の前半に125店 が集中

的に開設してお り，都市化の波に乗って立地した

ことがわかる。三鷹では30年 代に出店が多 くなっ

ているが，以後また出店数は減少し，大 きな動 き

はみられない。

 また飲食店数についても，武蔵野は三鷹の2倍

にのぼっている。卸売業では三鷹に一歩ゆずるも

のの武蔵野における商業力が主として昭和40年 代

前半に，かな りの勢いをもって形成 され，根づい

てきたことがわかる。

 こうした商業活動を背景 として，金融機関の店

舗数 も武蔵野では30をかぞえ，三 鷹 の2倍 であ

り，預金額，貸出額も同様の傾向を示している。
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(5) 市の財政と市民の所得

 両市の歳出額は，1人 当りでみると武蔵野が約

16.5万 円に対し，三鷹は約14万 円と武蔵野の方が

約2.5万 円多 くなってお り，市民に対する行政の

手厚い対応が感じられる。他方，財政を支える税

収入の面をみると，総歳出額が低い武蔵野の方が

多く，武蔵野市財政の自立性の高さが うかがxる 。

また1人 当 り市民税額は，武蔵野59，630円，三鷹

が45，981円とな り， これは同時に武蔵市民の所得

の高さをも示しているといえよう。

 ちなみに，『1978年民力』によれば，総合民力指

数，1人 当 り民力水準，生活近代化水準，情報化

水準，教育化水準のいずれについても武蔵野は三

鷹を上まわってお り，とくに教育化水準の格差が

大 きい。

 これ らの水準について23区 の数値 と比較してみ

ると，総合指数および1人 当り民力水準では23区 に

かなわないものの，生活近代化水準，教育化水準で

は両市とも23区をこえてお り，生活内容の充実し

ている様子が うかがえる。また武蔵野においては

情報化水準でも23区を上 まわってお り，多様化の

時代に対応しうる地域であることがうかがえる。

(6) 土地利用

 以上のような人間活動を反映する土地利用の様

子を，地 目別土地面積によってみる。

 武蔵野の都市化の早さが くっきりとあらわれて

お り，30年 代中半にすでに75%以 上が宅地化して

いる。他方，三鷹は50年 になってようやく宅地率

が60%を こえた。

 さらに武蔵野の商業地区，三鷹の工業地区の大

きさが，30年 代の後半にほぼ決まり，その後の両

市の性格を特徴づけている。

5

長期計画の中にみ る市行政の対応

(1)武 蔵 野 市

武蔵野市は，前長期計画(昭 和45～55年 度)の
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成果を うけて新長期計画(昭 和55～65年 度)を 策

定し，その基本 目標を 「平和 ・自治 ・文化の武蔵

野，新しい市民のふるさとづ くり」 としている。

 この 「市民のふるさとづ くり」は，市行政だけ

が取 り組む課題ではない，という観点を重視し，

次の7つ の基本原則を定めている。

① 市民自治の原則

② 計画的市政運営の原則

③ 地域環境保全の原則

④ 市民福祉向上の原則

⑤ 市民文化創造の原則

⑥ 広域協力の原則

⑦ 自治権拡充の原則

 これ らの原則のうち，第1の 市民 自治の原則こ

そ本市の根本原則であって，計画の策定 と実現は

つねに，市民参加をいっそう発展させ，情報の公

開 と交流を進め，市民運動， コミュニティ活動を

活発にしていくようなものでなければならないと

宣言している。

 すなわち市民 自治 とは，市民参加をつつみ込ん

だ もっと広い理念であって，武蔵野市民が 日常生

活のあらゆる時 と場所で実践する新しい 「市民の

ふるさとづくり」のすべてを意味し， 「市民参加

の計画」か ら 「市民 自治の計画」へ と脱皮するこ

とを目ざしている。

 以上のような原則に立ち，次の6つ の方針を計

画の前提 としている。

①15万 人のまち・個性豊かな3つ の圏域を形成しよ

  う。

② 広域協力と機能分担を見直そう。

③ 用地を確保し土地利用を適正なものにしよう

⑤ コミュニティ・センターづくりからコミュニティ

 づくりに進もう。

④ 情報の公開と市民参加の発展をはかろう。

⑥ 活力ある柔軟な行政を築こう。

 これ ら6つ の方針は，すべての個別事業計画を

決定 し実施するときの指針となるものである。

 さらに，市民生活の実現する施策の体系として

は，市民の権利としてのシビル ミニマムの向上を

めざし， 「地域環境保全の原則」に対応 した環境

計画， 「市民文化創造の原則」に対応した文教計

画， 「市民福祉向上の原則」に対応した福祉計画

の3部 門計画を確立する。そして，いずれの部門

計画v` いても 「ものづくり」から 厂しくみつく

り」 に 力点 を 移 して い くこ とを 明示 して い る。

 そ し て こ の新 長 期 計 画 は ， 次 の よ うな5つ の 優

先 事 業 と3つ の検 討 課 題 か ら成 る重 点 施 策 に よ っ

て そ の特 徴 が 明確 に な る。

● 5つ の優先事業

① 市民防災計画 の策定

 防災担 当部門を強化 し，大震災害を想定 した防災計

 画を早急に策定す る。

② 廃棄物処理 システムの整備

 焼却施設，不燃 ごみ処理施設お よび粗大 ごみ破砕施

 設を包含 した総合 ごみ処理 セ ンターとしての クリー

  ンセ ンターを市内 に建設す る。 また， ごみ の収集輸

 送態勢 を効率化 し，清掃行政部門 の企画管理態勢を

 強化す る。

③ 中央文化 ゾーンの創造

 旧市庁舎跡地か ら武蔵野図書館にいた る一画に，市

 民 ホール(市民文化会館)， 郷土資料館，総合教育セ

  ンターな どの市立 の文化諸施設を整備す る。

④ 市民施設 の新 ネ ットワークの形成

 市民施設は， コ ミュニテ ィレベ ル，3圏 域 レベ ル，

 全市 レベルの三層構造別 に分け て再編整備す る。 コ

  ミュニテ ィレベ ルに必置 のものは学校，保育園， コ

  ミュニテ ィセンター，児童公園 ・児童遊園 とし，3

 圏域 レベルに必置 のものは市民会館， 図書館分館，

 体育館，運動公園 とす る。

⑤ 武蔵境駅周辺再開発 の推進

 個性豊か な3つ の圏域 の形成を めざして，地元関係

 者 との協議 を精 力的 に進 め， ミニ吉祥寺 とは異 なる

  この圏域独 自の全体的 な整備構想 を確立す る。 と く

 に武蔵境駅北 口再 開発計画 の決定は国鉄中央線 の高

 架複：々 線化計画 に先行 して行 う。

● 3つ の検討課題

① 行政 の文化化，市民文化 の創造

 生活水準 の向上 に伴い，市民 の文化的欲求 はたか ま

  り，多様化 し個性化 してい く。市政は市民 と共 に伝

 統文化 の創造 につい て検討 してい く。

② 市民 の健康管理 と市民 スポーツの振興

 市民 の健康管理 と体力づ くりのため の施策は武蔵野

 市政 のなか で相対的にお くれ ていた ので，健康 セン

  タ”一 ；想を早急 に具体化 し，市民 のライフサ イクル

 を通 した体系的 な健康管理計画 を整xて い くととも

 に，市民 スポーツを真 の 「コ ミュニテ ィスポーツ」

 にしてい く方策を検討す る。

③ 高齢化社会へ の対応

  日本は高齢化社会へ の道を進 んでお り，そ の速度は

 世界v'も 比類をみ ない ほ ど急速 なものであ る。武蔵

 野市 の高齢者人 口比率 は全国平均に比べれぽ まだ低

 いけれ ども，近隣諸市 に比べれぽ格段 にたか くな っ

 てい るので，長期的 な対応方策を権討 してい く。



 武 蔵 野 は い ま， 市 民 自治 の 精 神 に の っ と って ，

広 域 的 に 開 か れ た まち の 形 成 と地 域 住 民 の 基 本 的

な 要 求 に 応 え 得 る住 み 良 い まち の 形 成 とい う，一

見 相 矛 盾 す る2つ の テ ーマ に 取 り組 ん で お り， 諸

施 策 の 実 施 に あ た って ， コ ミュ ニテ ィを 武蔵 野 市

の “市 民 生 活 の基 礎 単 位 ” と して位 置 づ け ，市 民

の 創 意 と工 夫 に よる ま ち づ く りを実 現 し て い こ う

と して い る。 し た が っ て， 市 民 の活 動 の し くみ が

今後 どの よ うにつ く りあげ られ て い くのか ， コ ミ

xニ テ ィが どの よ うに仕 組 まれ ， 力を た くわ え増

殖 作 用 を行 っ て い くのか ， コ ミュ ニ テ ィの 動 向が

ま さに 諸 計 画 実 現 の鍵 を に ぎ っ てい る といxる 。

 武 蔵 野 市 に お け る コ ミz=テ ィ地 区 と， コ ミュ

ニテ ィ ・セ ソ タ ーの 位 置 お よび 設 立 時期 が 図2-4

に 示 され る。

(2)三 鷹 市

 三鷹市は，昭和50年 に議決された基本構想にお

ける基本理念 「人間の生命の尊：重」 と 「生存の平

等の享有」，お よび都市 づ く りの基本理念 「自

然 と人間との調和」， これ らの理念 に も とつ い

て，昭和53年 策定の基本計画では，基本構想に掲

げる都市像 「人間のあすへのまち」を実現するた

めの具体的目標として， 「ふれあいをもつ生活都

市一 新しいコミュニティの創造を求めて」を基

本目標としている。その都市構造は，

① 安全と快適の高環境都市

② 希望としあわせの高福祉都市

③ 創造と向上の教育文化都市

④ 自治と参加の市民自治都市

の4つ の到達 目標が総合的に達成された理想的な

都市構造であるとしている。

 基本計画策定にあたっての基本原則としては，

次の6つ をあげている。

① 民主性の原則

② 都市主体性の原則一都市自治の原則

③ 創造性の原則

④ 実践性の原則

⑤ 地域性の原則

⑥ 総合性の原則

 さらに，計画の基底 となっている，都市のあ り

方，市民の地位，市政の方向についてては，次の

ような視点を重視する。
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① 都市のあり方

 主体である市民の生存の舞台である都市は，安

全，快適，利便，健康などの諸条件が具備されて

いなければならず，その都市づくりに当っては，

《市民》と《市民生活》に原点を求め，それを基

点として生活の主体である市民相互の厂ふれあい」

により実現されるべきものである。そのふれあい

の中か ら，お互いに幸福に生活できる高環境，高

福祉の都市がつ くりあげ られるのであり，このよ

うな都市は，市民生活の基点である地域(コ ミュ

ニティ)を 中心に形成される。

② 市民の地位

 市民は，都市づくりの主体であ り，市政の主権

者である。

 市民が，自巳の生存の目的を実現 し，また市民

による都市づくりを主体的に行 うためには，市政

の主権者 として憲法，法律によって認め られた権

利のほか次の権利を有することが確認されなけれ

ぽならない。

 ・ 市政の実情を知る権利

 ・ 市政に参加する権利

 ・ 良好な環境のなかで生活する権利

 そして，これらの権利が形成され，また真に市

民自身のものとなるためには，常に市政に積極的

な関心をはらい，参加して，自覚あ る行 動 と責

任，役割分担の実行が望まれるほか，地方 自治を

侵害する行為などに対しては行政 と一体になって

行動することが期待される。

 とくに，婦人の地位については，憲法に定める

男女平等の原則，国際連合の 「婦人に対する差別

撤廃宣言」に基づ く婦人行動計画等をふまえて，

地位の向上を進める必要がある。

③ 市政のあり方

 市政は常に 「市民の，市民による，市民のため

の市政」でなければならず，市民の信託を受けて

行 う行政 も，常にこの基本原則に則して行なわな

ければならない。

 以上のような考え方にもとづき，基本計画の目

標実現のために，図2-3に 示したような基本戦略
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と基本施策を設定 している。

 この基本計画の目標実現のための施策の実施に

あたっては，基本構想の優先順位の考え方，すな

わち，生命，安全性の確保，投資効果の平等，合

理的な投資，既存投資の蓄積の有効利用などの原

則に立 って，市民参加のもとに優先順位が選定さ

れ，次のように重点目標 と重点建設事業が設定さ

れている。

● 5大重点目標

 ① 「ふれあい」一コミュニティの醸成

 ② 安全，快適な生活環境の整備

 ③ 希望としあわせの福祉推進

 ④ 人間性をはぐくむ教育文化の創造

 ⑤ 自治と参加の推進

● 15大建設事業

 ① コミュニティ・センター健設事業

 ② 地区市民館(地区公会堂)建設整i備事業

 ③ 消費者活動センター建設事業

 ④ 三鷹駅前地区再開発事業

 ⑤ 公園と道路建設事業

 ⑥ ごみ焼却施設整備事業

 ⑦ 心身障害者(児)ケア・センター建設事業

 ⑧ 老人ケア・センター建設事業

 ⑨ 健康管理センター建設事業

 ⑩ 小 ・中学校の建設事業

 ⑪ 校外学習施設建設事業

 ⑫ 教育センター建設事業

 ⑬ 芸術文化センター建設事業

 ⑭ 図書館網(本 館，分館等)整 備事業

 ⑮ 三鷹の森総合運動公園建設事業

 三鷹においては，「ふれあいのある生活都市」を

都市の理想像 とし，市民の連帯 と相互理解，愛 と

いつくしみ，すなわち市民相互の交流 と練磨，能

人
間

の
あ
す

へ
の
ま
ち

ぐ=

ふ
れ
あ
い
を
も
つ
生
活
都
市

(基本戦略)

  愉  縅广
コ ミュニテ ィ'寓

意識 の高揚 と

環境 づ くり

コ ミ ユニ ア'イ

を核 とす る高

環 境 づ く り
[

                一

(基本的施策)

コ ミs=テ ィの 醸 成

コ ミュニテ ィ施設 の整備

安全と快適の

 高環境都市

新 しい高編祉

の体系 と風土
づ くり [

生活環境施設の整備

安全で快適な生活の実現

希望としあわせ
の高福祉都市

福祉体系の確立

豊かな人間性
をはぐくむ教
育文化づくり {

福祉推進の風土づ くり

創造と向上の

 教育文化都市

    端

自治 と参 加の

回路づ くり

「
」

創造と向上の教育環境整備

豊 かな文化 と スポーツの振興

自治と参加の

 市民 自治都市

草の根自治の推進

自治推進体制の確立

図2-3 目標実現のための基本戦略 と基本 施策(三 鷹市)



力 の交 換 が ス ム ー ズ に行 わ れ る都 市 ， か つ 「生 活

を つ くる」， 厂生 活 を は く・くむ」， 「生 活 を や す ら

ぐ」， 「生 活 を ま も る」 こ とが 実 現 され る都 市 を め

ざ し てお り， そ れ は ， 新 しい コ ミュ ニテ ィの 形成

に よ っ て達 成 され る と考 えて い る。 した が って ，

新 しい コ ミュ ニテ ィを どの よ うに芽 生 え さ せ ，醸

成 して い くか とい うこ とが最 大 の テ ー マ とな り，

コ ミュ ニテ ィが 育 つ基 盤 と して の ゾー ニ ソ グの設

定 に まず 十 分 な配 慮 を行 う。 市 のあ らゆ る施 策 は

コ ミュニ テ ィに視 点 を 合 わ せ て実 施 され
， 親 鳥 が

ひ なを か えす が ご と く， 市 の 総 力 を あ げ て コ ミュ

ニ テ ィを は ぐ くん で い こ うとい う姿 勢 で あ る
。

 三 鷹 市 に お け る コ ミュ ニテ ィ地 区 と， コ ミュ ニ

テ ィ ・セ ンタ ー の位 置 お よび設 立 時 期 が 図2-4に

示 され る。

s

町内会など既存の 自治組織 の現状

 地域の末端の組織 として最 も一般的に存在して

いる町内会 ・部落会などの自治組織は，一般には

明治21年 の市制，町村制の施行により町村の大合

併が行われ，全国7万 余あった市町村が5分 の1

近 くの1万5千 余となったが，すでに存在してい

た自治組織としての旧町村が生 き残 ったものであ

るといわれる。 こうした，本来，自然発生的 ・自

治的なものであったが，戦時体制下(昭 和18年)

地方制度の根本的な改正が行われた際に，町内会

・部落会は法制化され，縦割の一貫した中央集権

構造の中に組み込まれた。

 しかし戦後，昭和22年 の新憲法，地方自治法の

施行と同時に，ポツダム政令15号r町 内会 ・部落

会またはその連合会等に関する解散，就職禁止そ

の他の行為の制限に関する件』により解散させら

れることになったが，その後，日米平和条約発効

(昭和27年)に 伴い政令が失効した。戦後の混迷

期における住民の自衛組織 として，また，当時不

十分であった行政の補完組織 として，禁令解除を

またずに徐hY'復 活した というのが一般 の傾向と

いわれている。

 こうした経緯の後，武蔵野と三鷹はこの面に関
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して全 く異なる方向へ進むことになる。すなわち，

以来武蔵野には町内会 ・部落会の類は育たず，現

在存在する市民組織としては，武蔵野市市民文化

会議，武蔵野市コミュニティ市民委員会，武蔵野

市広報市民委員会，武蔵野市消防団等h， 数十に

のぼる目的の明確な市民組織である。 これ らはい

わゆる “なんでも処理する”という体質をもつ町

内会 ・部落会タイプの組織ではなく，明示したテ

ーマに関してのみ対応するという特質をも
ってい

る。したがって，市民は問題の解決に当っては，

ある程度まで自分で問題を整理し，どこにどのよ

うに持ちかければよいかを判断し対処 していくこ

とが必要となる。 こうした地域では，旧来の自治

組織によくみかける， “地域のことなら個人的な

ことでもなんでもよく知っている”というような

人は存在しにくい。どちらかといえば個 人 主 義

的，近代的，都市的な集団といえよう。高齢化社

会に対応する先行的施策として注目を集めている

老後保障制度が，こうした土壌からの発想である

ことは十分 うなづける。

 他方，三鷹においては，戦後，当時の保守系議

員による防犯協会の設立が，その支部組織設立に

際 して旧町内会の単位を とったことを契機として

町内会の復活をみた。当時革新系の団体等からの

反対などがあったが，市側は一切関与しない方針

をとり今日に至っている。したがって，三鷹にお

ける町内会は，ほとんど全市域に組織された住民

の代表的なものであるが，行政か らの干渉の少な

い環境の中で各単位組織ごとに独自の発展過程を

たどってきた。しかし，昭和46年 度から実施され

た，近代衛生文化都市をめざす第2次 中期計画の

中のコミュニティ ・センター構想に関連 して，昭

和45年 度か ら市か ら町内会に対して交付金を出す

ことになり，その呼びかけに対し88の 団体 炉 応

じ，現在，害虫駆除の薬剤散布，各種募金活動，

防災灯の維持管理などについては町内会に依存す

る活動もある。

 町内会会員は名目的には世帯主であるが，実際

には婦人層によって支xら れていることが多 く，

そこで町内会内部に婦人部を設けているものも少

なくない。

 三鷹には，町内会の他に，地域婦人会，'青年会
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区，コミュニティ・センターの位置および設立時期

               ● 武   蔵   野

区
号

地
番

「
ー
ユ
 
 
 
り
白

地 区 名

市

区

匿 祥寺刺 吉祥寺東1-4丁 目

1吉 祥寺劃 吉祥寺北1-3丁 目

域 C.C.開 設 年

3A 吉祥寺本爵・=4丁 目

」 匿 髄 南b寺 南町1-57目 「御殿W1丁 目
5匝 央1鰕 山2丁 目，中町1-3丁 目

6匝 栗玉 」 趨 北4，一.頭 ：癒堕 塑

71醇 保1西 褓1-3丁 目

B関 前1λ 幡町1=4丁 目，関前1=5丁 目

9 境 1          境1～5丁 目
           冒

1 昭和53年
 一                 .  一

1 昭和54年

1未 設 置

隊 設 置

1 昭和53年
.                .

(市 役 所)

101”'

11
.1境

1 昭和52年
   一

         一        一      .

堤i   桜堤1～3丁 目
     匿  -    一   「                                                   .

1 昭和55年
     一

1 未 設 置
 一     一  一   「

南1   境 南1～5丁 目
    .   圃

隊 設 骨

1 昭和51年
.

地区
番号

● 三

地 区 名

鷹 市

区 域

■ 井 の 劍 癲1-5丁 目-.'一 一 一一一『}』
2

-1㌔ 礼 騨 跣 躍 埜 蚤蜜 三詈ヤ目(1^一4，3二16)
31評 駅馴 上連雀1-5丁 目，下連雀1-4丁 目 ㎝ 一 一『一

4ほ 離 劇 鵡 翫 ：9707)目・樋 勸=町 禰 一一… 

51井
_・ 廃 蹴 讖 蜑 蘿 飜 瓦}夭字大沢(1翻)・ 一

61新 川・蝗 購1盈
.蔑1三 藹 夥1齧 晶 無 ㌦ 。)

71大 塗L黐 腱 翻 副 恥 詭踏}翫 ；1璃 娠
264)

C.C.開 設 年

1 昭和54年
    .                  一     一       一

i 昭和53年
  一

1 未 設 置
   一          一                                           .

} 未 設 置   

睡 和54年

1昭 和57年

1 昭和49年
    .        一         一

も存在してお り，これらはすべて地域単位の組織

であって，多様なテーマに対応する体質をもって

いて，武蔵野における目的志向型の組織 とは異な

る。それら三鷹の組織の主な結成動機は，会員相

互の親睦 と会員の福祉，住み よい街 づ く りな ど

で，具体的なテーマはない。

 参加様式については，有限責任のコミュニティ

の色彩が強まってきているが，全戸加入制をとっ

てお り，来住層の無関心等の問題が多 くなってい

るものの，地域集団の解体な どの動きはない。

 以上，調査フィール ドとして選定された武蔵野

市および三鷹市の地域特性について概観したが，

これらを一覧表として表2-1に 掲げた。
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      表2-1

武 蔵 野 市 と 三 鷹 市 の 地 域 特 性

項 目 ー

一

武 蔵 野 市 鷹 市

市  制  施  行  日 昭和22年11月3日

行 政 面 積(昭55.10) 11.03   km2

昭和25年11月3日

  16.83   km2

総 人

男

女

ロ(昭55.10) 136，910人

69，535人

67，557人
.         酌      一                        }                                                 齟         一             一                      齟     一        .     一         齟       一                幽      幽                          齟

1    12，412.5人/km2

164，526人

85，332人

79，194人

人 ロ 密 度(昭55，10) 9，775.8人/km2

世 帯 数(昭55.10)
iー 56，317世 帯 64，554世 帯

1世 帯当 り平均人 ロ(昭55.10) 2.42人

△1，758人

2.51人

人 口 増 加(昭55.10) ー… △860 人

昼 夜 間 人 ロ 比(昭55.10) 103.6%

地 目 別 土 地 面 積 比 率

宅 地

       商業地区

       {
       工業地区

       住宅地区

1林
その他

性

数

帯

帯

帯

帯

帯

の
帯

帯

 
 
㌦

世
世
世
上
紲
世

属
総
通
∵

灘

身

帯

帯

普

サ

農

事

核

65
親

単

 

 

ち

世

世

う

81.8%

 

率

率

率

率

 

比

 
比

蟐

比

贓

比

ン
族
膤

 

マ

 

 

 

の

世

ー

一

家

上

考

リ

 

 

 

以

身

 

ラ

 

歳

惨

サ

核

65

単

   (昭56)

   84.5%

   6.5

   2.1

   75.9

   0.0

   8.2

   0.1

   7.2

(昭55.10)

(100  %) 55，865

( 92.1%) 51，434

( 52.1%) 29.120

(  0.1%)     58

( 8.4%) 4，702

( 51.0%) 28，475

( 15.6%)  8，688

( 39.5%) 22，087

(東京都平均)

66.5%

56.2%

15.8%

33.0%

   (昭56)

   64.8%

   3.3

   8.5

   53.1

   24.2

   2.5

   8.3

(昭55.10)

(100  ラち) 63，895

( 90.0%) 57.498

( 64.5%) 41，214

(  0.3%)    175

( 8.7%)  5，573

( 53.6%) 34，234

( 13.6%)  8，715

( 37.6%) 24，046

(23区平均)

65.1%

53.4%

16.4%

35.8%
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項 目 武 蔵 野 市

社 会 経 済 分 類 別 人 ロ比

農 林 漁 業 者 ・雇 用 者

自由業 ・団体役員 ・管理職

商 工 自 営 業 主

事 務 ・技 術 職

労   務   職

学  生 ・ 生  徒

家 事 従 事 者 ・内 職 者

未就業者(分 類不能を含む)

宅

帯

帯

帯

帯

数

 

世

二
世

世

 

個

 

 
畳

 

通

 

 

建

建

並.
家

戸

同

り

 

む
 
住
僅

当

 

に

ち

 

 

 

 

帯

 

宅

う

住

住

 

 
 

世

入  居  時  期

出 生 時 か ら

昭 和39年 以 前

昭 和40～44年

昭 和45年 ～49年9月

昭和49年10月 ～54年9月

昭 和54年10月 以 降

     (総 数)

学

卒

       歴

業 者 総 数

小学校，中学校，高 小

旧 青 年 学 校

 

学

旧

高

 

 
学

枕

九

大

学

 

掌

 

 

 

就

高

短

大

在

未

中

専

院

者

者

(総 数)

(昭50.1)(15歳 以 上)

 o.a%

 8.0

 3.0

 22.5

 24.2

 14.7

 22.0

 5.4

(昭55.10)

   52，218

( 35.6%) 18，590

( 32.8%) 17，147

( 61.1%) 31，900

    20.1

(昭55.・10)

( 12.9%) 17，543

( 18.9%) 25，864

(  7.7%) 10，560

( 15.9%) 21，645

( 30.8%) 41，977

( 13.8%) 18，864

( ，100%)136，506

(昭55.10)

( 84.3%) 93，473

( 11.1%) 12，257

(  0.9%)    998

( 37.0%) 41，027

( 11.4%) 12，639

( 23.7%) 26，281

( 15.6%) 17，299

(一 一) 58

   110，830

   鷹  市

 (昭50.1)(15歳 以 上)

   0.4%

   6.i

   3.O

  l9.7

  29.1

  12.3

  22.6

   6.2

(昭55.10)

   58，166

( 35.6%) 20，717

( 37.6%) 21，876

( 55.3%) 32，169

    19.8

(昭55.10)

( 12.8%) 20，965

( 17.5%) 28，663

( 9.4%) 15，422

( 17.6%) 28，921

( 29.6%) 48，296

( 13.1%) 21，542

(  100%)163，874

(昭55.10)

( 85.3%)112，179

( 15.4%) 20，263

(  1.3%)  1，820

( 38.6%) 50，667

( 10.0%) 13，184

( 19.8%) 25，963

( 14.5%) 19，115

(  0.1%)    133

   131，427



   鷹   市

昭55.10)

>    7gs

           7

          20

         118

       ?，318

      16，804

      19，794

       3，790

       1，326

       4，532

         371

      20，083

       2，383

     (77，489)

目ll 武 蔵 野 市   三

  (

(1%

(0.2)

(9.4)

(21.7)

(25.5)

(4.9)

(1.7)

(5.8)

(0.5)

(25.9)

(3.1)

26

 (昭55.10)

     1.1%

    31.3

    67.5

  (昭55)

所数!従 業CSC

(100%)48，205

(0.2)

(o.o)

(7.5)

(32.5)

(23.4)

(2.2)

(2.0)

(7.3)

(0.3)

(22.2)

(2.4)

   100

    0

3，597

15，655

11，258

1，062

  986

3，527

   134

10，740

1，143

    (昭55.

(0.4%)

0.2)

s.7>

(17.4)

(27.2)

(7.2)

(a.s)

(5.6)

(o.s)

(28.3)

(3.6)

10)

    271

     3

    29

    128

  4，364

11，305

17，684

 4，657

  1，661

  3，670

   371

18，413

 2，346

(64，990)

(昭55.10)

      0.5%

     24.3

     27.1

(昭55)

者

猟
黼

 

売
険

信
轡

.罵

設造
灘
帰

総

・
男

 
 

業

 

 

 

 

 
 

，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気

項

一
業

農

林

漁

鉱

建

製

卸

金

不

運

電

サ

公

数

業

業

業

業

業

業
業

業
業

業

鯑

業

務

蜘

産

事業所数

(ioo%)

(0.3)

(o.o)

7.7)

(io.s)

(43.0)

(0.7)

(8.s>

(2.7)

0.1)

(25.5)

(0.4)

5，979

   1?

   0

  460

  644

2，562

  42

  522

  158

   6

1，515

  21

従業者数

(100%)

(o.o)

(o.o)

(5.0)

(14.0)

(37.2)

(7.5)

(3.2)

(4.9)

(1.1)

(23.9)

(3.2)

56，564

   48

    0

2，808

7，944

20，986

4，252

1，811

2，826

  618

13，436

1，835

事業所数

(ioo%)

(0.2)

(o.o)

(5.2)

(4.9)

(51.1)

(1.8)

(12.3)

(1.2)

(0.1)

(a2.s)

(0.4)

6，832

   12

    0

  358

  335

3，489

  125

  839

   83

    6

1，558

   27

産 業3部 門 別 人 ロ 比 率

 第 1 次 産 業

 第 2 次 産 業

 第 3 次 産 業

事 業 所 ・従 業 者 数

数

業

業

業

業

業

業

業

業

業

業

務

林 水 産

  設

  造

売 業 ・ 小 売

 融 保 険

 動 産

輸 ・ 通 信

気 ・ガス ・水道 ・熱供給

 一 ビ ス

総

農

鉱

建

製

卸

金

不

運

電

サ

公

(昭 55)

(100%)

(72.4)(
15.7)
(6.1)  
i.s)
1.s>

(1.3)(
o.s)

(0.2)
o.i)

5，94?

3，308

  934

  364

  107

  108

   75

   35

   11

   5
1…

(昭 55)

(100%)

(66.1)

(20.1)

(7.9)

(2.3)(

1.7)

(1.2)

(o
(o：鬢
(0.1)

6，832

4，517

1，374

  539

  156

  113

   84

   33

    8

    8

従 業

 総

者 規 模 別 事 業 所

窓

 1
 5

10
20

30

50

100

300

..，

..，

500人 ～

 4

 9

19

29

49

99

299
499

数

人人

人人

人人

人
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鷹 市三

  (昭55.2)

       463戸

(1.9%)   9戸

(98.1%)  454戸

      2，429人

(26.3%)  640人

(23.2%)  563人

    551百 万 円

(昭55.2)

(100%)

(4.3)

(0.4)

(一)

(0.9)

(2.4)

(0.9)

(?.5)

(1.7)

466

20

 2

4

11

4

35

8

 2

 5

  1

  7

54

66

130

20

67

(0.4)

(1.1)

(0.2)

(1.5)

(11.6)

(14.2)

(27.s)

(4.3)

(14.4)

(6.4)    30

    275，000百 万 円

武 蔵 野 市

  (昭55.2)

      135戸

(4.4%)   6戸

(95.6%)  129戸

      668人

(23.4%)  156人

(29.5%)  197人

    134百 万円

(昭55.2)

(ioo%)

(13.1)

(1.2)

(2.5)

(2.5)

(s.2)

(o.s)

(12.0)

(2.o)

244

32

 3

 6

 6

20

 2

29

 5

(0.8)    2

(0.4)     1

(o.s>    2

(0.4)     1

(o.s>    a

(5.7)    41

(11.1)         72

(23.8)         58

(o.s>     a

(4.9)    12

(一 ，)

(s.2)    20

     79，904百 万 円

-纛
爨
纛
驪
擁

冖』騨

 

項

 

農

 

農

 

一
農

農

工
食
繊
蝦
木
家
M
贓
化
踊
轟

鉄
非
金
搬
鞭

儲
武
無

 

工
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
工
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 項     目

商

売

店

販

 

店

売

 
 

売

 

間

商

年

 
商

卸

 
 

小

業

業

数

額

業

数

  (うち大 規模小売店)

   像蠹 譱
(大規模小売店開設年別商店数)

昭和19年 以前

昭和20～29年

昭和30～39年

昭和40～44年

昭和45～49年

昭和50～54年5月

魏

蜘

額

トッ
 

売

ケ

店
㍗

販

冖
食

パ
 

間

一“

嗽

年

野

萄

 

「
4

「蔵
傭

亜こ
」ー

=ー

金

店

融

うち

銀 行

関

数

行

行

額

額

 

 
銀

銀

 

 

 

 

金

出

機

 
市

方

 

舗

 

 

預

 

 
都

地

 
 
貸

(昭和54年度)(r'82民力』による)

  歳        出

  市 民 税 収 入 額

  所  得  格  差

  着 工 住 宅 戸 数

市       三

   217

63，129百 万 円

1，860

200

 3

 s

 191

       2

       3

       5

      125

      45

      20

      16

     1，350

  185，564百万 円

 (昭55.12)

      30

      13

       2

(昭56.3.末)
  329，339百万円

  156，126百万円

   22，556百 万 円(
1人 当 り)164，751円

   8，164百 万 円(
1人 当 り)59，630円

      167.7

      1，824

鷹  市

勧

数

準

準

準

準

駄

旨

水

水

皿

オ

力

匕

水

水

跚

力

民

樹

匕

匕

力

 
 
り
 
 
イ

ィ

継

瀦
報
育

 鞍

総

-
生

情

教

嗣 ()内 は23区

   (1，204.9)

   (166.6)

   (150.0)

   (106.3)

   (162.0)

14.7

125.6

190.8

109.7

189.8

(昭54.6)

    263

115，778百 万 円

1，489

 33

 2

 31

       7

      15

       4

       4

       3

      14

      753

  62，906百万 円

 (昭55.12)

      15

       4

       1

(昭56.3.末)
  128，198百万円

  ?6，246百万 円

   23，017百 万 円(
1人 当 り)139，899円

   7，565百 万 円(
1人 当 り)45，981円

      150.4

      1，773

12.7

90.7

181.7

81.5

125.3
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 コミュニティ形成のメカニズムを理解するにあ

たっては，まず第1に ， コミュニティ形成の主体

であ り客体でもある住民の，当該地域社会に対す

る意識構造を多角的に把握することが必要となっ

てくる。

 本章では，武蔵野お よび三鷹の2地 域の住民を

対象として実施した，わたしたちの 「住民意識調

査」の概要を述べる。

1

調 査 の 手 続 き

(1) 被調査者(サ ンプル)の 決定

 20歳 以 上 の 有 権 者 を 対 象 と した 。 しか し， 第1

章 で も述 べ た 通 り，地 域社 会 に 特 に 関 わ りの 深 い

層 は 女 性 で あ る。 そ の た め ， 女 性 に つ い て は か な

りの 精 度 の あ る結 果 を 得 た い と考 え ， サ ン プル の

割 当 は ， 女 性 に 厚 い もの と した 。

 サ ソ プル 数 は ， 女600， 男300と し， 両 市 と も全

地 域 か ら一 段 等 確 率 無 作 為 抽 出 法 で 抽 出 した 。抽

出は ， 両 市 と も選 挙 人 名 簿(昭 和56年7月1日 設

定 の もの)か ら行 うこ と と し， 武 蔵野 市 は56年7

月14日 に ， 三 鷹 市 は9月7日 に 実 施 した 。*

 第2章 で 詳 述 した が ， 両 市 と も コ ミzニ テ ィ ・

セ ン タ ーの 設 置 と と もに 市 内 を コ ミュ ニテ ィ地 区

に 分 け て い る(武 蔵 野 市 は11地 区 ，三 鷹 市 は7地

区)。 そ こ で，地 区 別 お よび 年 齢 別 の 市 人 口 とサ ン

プル に お け る人 数 を 一 覧 表 に して 示 す と，表3-1

お よび 表3-2の 通 りで あ る。 人 口お よび サ ン プル

に お け る， そ れ ぞ れ の 構 成 比 率 を み る とか な り類

似 した もの で あ り， 一 応 ， 偏 りの な い サ ソ プル が

得 られ た もの と考 え られ よ う。

(2) 調査の実施

 訪問面接調査によっておこな うこととした。大

都市においては，昨今とくに，本人に直接面接 し

て調査をおこなうことが困難となってきている。

しかし留置調査などによると，本人 自身の意見で

あるか否か疑わしい場合が多く，とくに今回のよ

うな地域社会の問題に関しては，同一世帯の中で

も意識や意見が異なる。わたしたちは，世帯内の

代替者の回答は排除したいと考えたので，敢て訪

問面接調査の方法をとった。

 調査員は原則 として1地 点(約2km平 方程度

の広さ)20人 のサソプルを受けもつこととした。

サソプルは男女別に分け，各市 とも，女性サソプ

ルの地点30， 男性サソプルの地点15に 分けた。被

調査者に対しては，原則 として予告をせずに訪問

した。予じめ郵便などで通知をしておいてから訪

問する方が面接可能率が高 くなるという意見もあ

ったが，一一方では，予告によって被調査者が却っ

て拒否の構えを用意する場合も多いことも考rxら

れ，結果 としては予告が必ずしも高回収率に結び

つ く確証もなく，最：初の訪問は予告なしにおこな

うこととした。

 調査員は，主として慶応義塾大学文学部(人 間

科学専攻)の 学生であり，本研究について理解を

もった学生であった。原則 として，男のサソプル

に対しては男子学生が，女のサンプルに対しては

女子学生が当ることとした。これら一般 調査員の

他に， 特にこの研究に深 くたず さわる メソバー

(約15人)が 待機し，一般調査員が 「不能」と判断

したサンプル(不 在が多い場合)に ついて再度訪

問し，回収率を上げることに努力した。

 調査員の殆 どが学生であることから，夏休みを

利用することとし，武蔵野市については昭和56年

7月15日 ～8月3日 ，三鷹市については，同年9

月11日～9月30日 におこなった。

 武蔵野市調査は比較的順調に 行 われ た。しか

し，男のサソプルは不在が多 く，面接の機会を得

るために数回の訪問を必要 とし， 大都市住民 の

近年の生活時間の様相を考え合わせても，この様

な訪問面接調査の困難を痛感した。武蔵野市調査

の際に，「市の協力ということであれ ば 調査に応

*本 研究は 「文部省科学研究費」に よって遂行 されてい るが
，武蔵野市の女性サ ンプルに対 す る調査に関 しては 「エ

 ッソ学際助成金」に よってお こな った。
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表3-1 コ ミュニテ ィ地 区別 にみ た人ロと調査 サンプル

市

  No.

武

蔵

野

市

鷹

市

1

.

2

一

3

}

4

 

5

一

6

一

7

コ ミxニ テ ィ地 区

8

9

}

0

一

 

一

-
■

11

 地 区 名

吉 祥 寺 東

吉 祥 寺 北

吉 祥 寺 西

南

.

冖

北

}

保

寺

 

央

 

墜

瑛

 
久

吉

}

中

一

中

一

西

関 前

境

桜 堤

境 南

1区 域

吉祥寺東
1～4丁 目

吉祥寺 北
1～3丁 目

吉祥寺本町
1～4丁 目

吉祥寺南1～5丁 目，

御殿山1丁 目

御 殿山2丁 目，中町
1～3丁 目

吉 祥寺 北4，5丁 目，緑
町1，2，3丁 目

西久保
1～3丁 目

八幡町1～4丁 目，

関前1～5丁 目

境

1～5丁 目

桜堤
1～3丁 目

境南
1～5丁 目

  合    計

有権者数(昭56年6月22日)

人 口(昭57.1.1)

総 数i男 女

(9)
11976

(s)
10838

(9)
1129?

(12)
16508

(s)
11184

(io)
13329

(s)
11199

(9)
11360

(9)
12394

(s>
 8096

(11)
14482

5792 6184

5364 1  5474

5555 1  5742

8239

5762

6668

5754

5917

6360

3933

7300

8269

5422

6661

5445

5443

6034

(ioo)
132663    66644

(11739618836____8560

  サ  ン プ ル

総 劃 剃 女

86

69

84

114

79

尸D

.

8

∩◎

㎝

ワ
「

-

一

ー
ユ

7
・

一

只
)

41631  55

71821  98

66019 1   900

(io)
  30

(9)
  27

(7)
  22

(9)
  56

(?)
  42

(10)
  62

(13)    x(13)
  381  76

(11) (8)
  331  46

(6) (11)
  181  67

(9) (9)
  271  51

(io)

(9)

(s)

(11)

(ioo>
 300

29

一

26

一

18

一

32

996924971049982

(7)
  42

(9)
  55

(6)
  37

(11)
  66

(ioo)
 600

司 井

2

3

4

5

ハ0

一

7
●

牟

頭

[

L

 

ネ

の

三鷹駅前周辺

上連雀 ・下連雀
野 崎

井 口，深大寺，
野崎，大沢

新川 ・北野 ・中原

大 沢 ・野 崎

   合

           

1
井 の頭

 1～5丁 目

牟 礼1～7丁 目， 北 野
1～3丁 目，新 川2丁 目

(1～3，10～14)，3一 丁目(

1二こt4，..1.3㌘ユ6)..

上連雀1～5丁 目，
下連雀1～4丁 目

上連雀6£ 一9丁目，
下連雀5～9丁 目，

野崎(1～10)
井 口，深 大 寺 ，大 沢3丁 目，

醤 懿}の一部
北 野4丁 目，中 原1～4
丁 目，新 川1，4，5，6丁 目，

.新川2，3丁 目の一 部一天

沢1，2， 一4，5，6丁「自；一

野 崎 の一 部 ，

大 字 大 沢1313

 計

有権者 数(昭56年7月9日)

(15)

24288 1 12539

(19)
 30544

(18)
 29257

(12)
 19503

(17)
27500

(7)
11489

15659

15101

10511

13879

6040

11749

14885

14156

8992

13621

5449

(100)
159977    82565        77412
114333158579155754

   1(13)1(12)_107___3869

27

}

84

…一

Q
り

5

1

一

-

 

1

1

「

0

…

4

9
臼

.

Q
V

霞
り

0

1

一

〇

一

-

一

9

(12)

(ao)

35

60

(15)
  46

(is)
  53

(18)
  54

(5)
  14

(100)
 300

(15)

  92

(21)
 124

(1g)
 107

(11)
  6?

(7)
  40

(i7>
 101

(ioo)
 600
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表3-2年 齢別 にみた人 口と調査サ ンプル

＼
㌔
20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳 ～

武   蔵

人 口(昭57.1.1)

墅_女 ⊥ 睡'数

野   市

  サ ン プ ル

(16)
 8138

(14)
 7050

(15)
 7378

(10)
 4846

(9)
 4239

(s)
 4084

(7)
 3547

(16)
 2866

(4)
 2149

(4)
 1925

(?)
 3231

(100)
49453

(13)
 6506

(12)
 5755

(13)
 6533

(10)
 4823

(9)
 4519

(9)
 4575

(s>
 4146

(7)
 3478

(6)
 2755

(5)
 2314

(9)
 4346

(loo>
49750

14644

12805

13911

9669

8758

8659

7693

6344

4904

A239

7577

99203

男

(16)
  48

(12)
  35

(18)
  54

(9)
  28

(s)
  24

(7)
  22

(s)
  24

(s)
  23

(4)
  13

(5)
  14

(5)
  15

(ioo)
 300

女

(13)

(10)

(12)

(11)

(9)

(9)

(io)

(s)

(s)

(4)

(10)

79

57

72

63

51

54

5?

49

35

25

58

(ioo>
 600

鷹    市

  人 口(昭57.1.1)
 一… 一 一T

総 致 男

(16)
 9842

(15)
 8982

(15)

 8930

(io)
 6168

(9)
 5534

(9)
 5201

(s)
 4560

(6)
 3448

(4)
 2383

(4)
 2223

(5)
 3149

(ioo)

60420

 女

(13)
 7193

(11)
 6453

(14)
 7640

(10)

 5738

(10)

 5656

(io)

 5489

(9)
 4813

(7)
 3856

(6)
 3176

(5)
 2559

(7)
 4009

(100)
56582

17035

15435

16570

11906

11190

10690

9373

7304

5559

4782

7158

117002

サ ン プ ル

男1女

(16)

(9)

(14)

(11)

(11)

(11)

(s)

(6)

(5)

(4)

(5)

49

28

42

32

34

32

25

17

14

12

15

(loo)
 300

(16)
  94

(13)
  7s

(13)
  75

(s)
  48

(11)
  65

(10)
  57

(7)
  41

(9)
  52

(4)
  24

(5)
  31

(s)
  35

(loo)
 600

じるが……」 という被調査者 もあったことか ら，

三鷹市調査の際は，予 じめ市の諒解を願い，被調

査老宛の挨拶状にその旨を刷 り加えた。しかし，

結果的には，この効果は余 りなかった。

 三鷹市調査の際は，調査員の応募者が少な く，

慶応義塾大学の文学部以外の学生10人 ，他大学の

学生16人 ，三鷹市のボランテ ィア ・グループの主

婦3人 も加わった。このように調査員が混成チー

ムであったことから，本研究への理解 不 足 もあ

り，9月30日 の調査終了時における回収率は極め

て悪く5割 程度であった。そこで更に，再度訪問

調査員として，三鷹市あるいはその近辺の在住老

に依頼 した。これは，国際キリス ト教 大学 の学

生，ルーテル大学の寮生，三鷹市ボランティア ・

グループの主婦などの12名 であった。彼らによる

再度訪問は，約2ケ 月近い期間におこなわれ，12

月初旬に調査を打ちきった。こうした努 力 の結

果，回収率は武蔵野を少 し上まわる もの とな っ

た。 しか し，このような状況であったので，三鷹

の回収票の中には多少不備の点 も見 られている。

...........2

調 査 の 内 容

、

曁
匿
3
量
區
置

§

 第1章 に 述 べ た 意 味 あ い に お い て ， コ ミュ ニテ

ィを 形 成 して い くとい う目標 に 対 して の 地 域 住 民

の 意 識 構 造 を 可 能 な 限 り多 角 的 に か つ 深 く探 る こ

とが で きる よ うに 質 問項 目を選 択 し よ う と 考x

た*。 この た め に は 先 ず ， コ ミュ ニテ ィ形 成 につ

*こ れは
，多 くの調査 でおこなわれ ている ようなア・プ リオ リに コミュニテ ィ・モデルを想定 し， これ に適合す るか否

 か をみ る といった 演繹的立場 に よる項 目設定 ではない。 また，諸種 の文献か らの多数 の質問項 目の単 なる集積か ら

 出発 しようとい う意 味での帰納的立場 に よる もので もない。 あ くまで コミュニテ ィ形成 とい う目標 に対 しての住民

 の意識 と行動 の構造 を多面的 に知 ろ うとす るものであ る。
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い て 積 極 性 あ るい は 消 極 性 を 示 す地 域 住 民 の 意 識

と行 動 を ， コ ミュ ニテ ィの基 盤 と見 られ る 次 の よ

うな 側 面 か ら み て い く こ と と し た。 す なわ ち ，

「地 域 との 関 わ り」(こ れ は 意識 や概 念 の意 味 で の

地 域 との関 わ りと， 具 体 的 活 動 を通 し て の地 域 社

会 との関 わ りの2つ の面 を 含 む)， 「市 行 政 との 関

わ り」， 「近 隣 の 人 々 との 関 係 」， 「既 成 団 体(町 内

会 ，P.T.A.な ど)と の関 わ り」， お よび 「福祉

的 な 意 識」 とい う側 面 で あ る。 そ して一 方 で は ，

住 民 の 意識 と行 動 の基 底 に あ る と考xら れ る個 人

的 な生 活 パ タ ー ンや 属 性 につ い てみ て い くこ と と

した。

 そこで次のような7つ の枠組を定め，それぞれ

の枠組の中で質問項 目を選定し，質問文を作成し

ていった。これを列挙すると以下のようである。

(1)地 域 との関わり

 地域に対す る，意識や情緒の面においての，お

よび生活面においての関わ りの程度をみる。 この

ために設定 した項 目とそれに関する質問文の主題

は次の通 りである。

   (項 目)

●地域 に関 しての概念

(質問文の主題と質問番号)

●生活圏
市 の理想像(間49)， 改良点(問7)

生活必需品の購入地(問38)

愛着感(間2)

家の周辺での問題(問4， 問5)

， コ ミュ ニ テ ィの 概 念(問50)

●地域への愛着

●地域に対する関心

(2) 地域活動への参加

 前項が地域 との静的な関わ りであるのに対し，

動的関わ り，すなわち，何 らかの活動を通しての

関わ りをみる。

 地域活動には種fjの タイプのものがあ り，どの

ような活動に積極性を示すかは，住民の類型と密

接な関わ りをもつものと考えられる。そこで，可

能な限 り多 くの観点からみられるように，種 々の

特性を表現するとみられる活動を質 問 項 目と し

た。

 質問項 目とした活動，その活動への参加志向に

み られる特性，お よび質問番号を列記すると次の

通 りである。

     (質問項 目)

●祭 りな どの行事 への参加

●地域における協同作業に参加

●周辺の問題に対して地域で協力対処

●町 づ くり活動 に参加

● マ ンシ ョン建設反対運動 に参 加

●老人 ホーム建設反対運動 に参加

●住民運動一般につい て

  (特性 と質問番号)

伝統的，集団主義的(問3)

近隣親 交的，受動的(問9)

市民的 ，主体的(問6)

理念的，政治的(問10)

市民的，主体的，功利的(問17)

利己的，主体的(問18)

市民的，理 念的(問19)

(3) 市行政との関わり

 市行政をどのように受けとめ，これに対 してど

のような姿勢を示しているのかをみる。

 この枠組に関しては，前回調査(1976年 ，武蔵

野/女 を対象)の 際には多 くの質問項 目，すなわ

ち，市行政施策の知識，市行政の知識を得るメデ

イアに つ い て ， 施 策 へ の 要 望 ， 市 主 催 の 催 しへ の

参 加 ， 市 施 設 の 利 用 ， 市 政 参 加 ， を と り あ げ た

が ， 今 回 は ， コ ミュ ニテ ィ ・セ ンタ ー一に 焦 点 を お

き ，前 回 調査 の結 果 を参 考 に し て と りあげ る必 要

性 の少 な い項 目を 削 除 した 。

 今 回 と りあ げ た 質 問 項 目 と質 問 文 の 主 題 は 次 の

通 りで あ る。
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         (項   目)

●市政 に対す る関心(市 の重点施策 の知識)

●市政 への期待 ・評価(公 的施設 の利用や要求 を通 して)・・

●市政への参加意向

       (質問文の主題 と質問番号)

  市 の重点施策 の認識(問8)， 希 望 す る 市施設(問

  13)， 市施設 の利用経験(問14)，
・…… コミュニテ ィ ・センターの認識(問15)

， コ ミュニテ

  ィ ・セ ンターの役割評価(問16)

市政 参画 への意 向と方法(問11， 問12)

(4) 近隣との交わ り

て， コミュニティ形成に関連深い近隣との親交関

係をみる。設定した質問項 目と質問文の主題は次

の通 りである。

地域や市行政との関わ りとは異なった角度とし

   (項 目)

●近隣 との交流

●近隣への依 存 ・信頼

●近隣に対する意識

       (質問文の主 題 と質問番号)

近所の人 との対話(問21)， 日頃の交際の相 手(問33)， 近隣 との

親交度(問34， 問35)， 近 隣に対 す る問題への対処(問36)

近隣か らの援助体験(問37)， 災害時の際の近隣関係(問40)

近隣関係のわず らわ しさ(間27)

(5)福 祉に関する意向

 コミュティ ・ケアーの基盤 となる福祉に関する

認識や意向をみる。設定 した質問項 目と質問文の

主題は次の通 りである。

     (項   目)

● ボランテ ィア活動へ の意 向/認 識

●要介助者に対する意識/援 助意向

●独居老人に対する援助意向

  (質問文 の主題 と質問番号)

給食 サー ビスなどの活動へ の意欲(問27)，

ボ ランテ ィア活動 の認識(問28)

近所 におけ る要介助者 の存在(問29)，

近所 の要 介助者へ の手伝 い(問30)

独居老人 の世話 をす べ き人(問31)

(6) 既成団体への所属と参加

町内会や自治会など，既成の団体への参加を コ

     (項   目)

●既成団体(24種)へ の所属/関 わ り

ミュニティの基盤 としようという意見 も多い。そ

こで，こうした既成団体への所属 と関わ りの程度

をみる。設定した質問項 目と質問文の主題は次の

通 りである。

●団体活動における情緒構造

(7) 個人の生活構造

 上記(1)～(6)の枠組における種 々の質問項 目は，

コミュニティ形成とい う観点からの住民の意識構

造を種々の角度から探る項目であった。これらに

  (質問文の主題 と質問番号)

24団 体(或 いはその他)へ の所 属(問22)，

積極的な参加(問23)，

役 割 担 当(問24)

満 足 感(間25)，

生 き が い 感(問26)

より明らかにされる構造 の基底にあると考えられ

る個人的な問 題 につ い て，性格，価値観，情緒

面，家庭，政治関心，などの側面についてみるこ

ととした。設定した項 目および質問文の主題は次

の通 りである。
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    (項  目)

●孤独感への対処
(住民意識構造の枠組 との関連)

●家庭 における関心

●政 治関心(投 票行動)

●要介助 の立場 におけ る家族依存 ・…

近隣関係

近隣関係

●価値観の表現

市政 との関わ り

… ・・福 祉 的 意 識

●性格

人

人

固

固

イ

 f

   (質問文の主題 と質問番号)

淋 しい時 の行動(問39)

家のなかでの話題(問20)

都議選におけ る投票(問41)

高齢で要介助の際，生 活を共にす る人(問32)

大切な もの(問52)

性 格 特 性(問48)

 価値観の表現 としては，『国民性調査』*に おい

てもよく用いられている 「大切なもの」をとりあ

げた。

 性格特性については，20種類を提示 し，自己判

断で，いくつでも自由に選択 してもらった。個人

のどんな性格特性が， コミュニティ形成にどのよ

うにかかわっているのかをみるために，被調査者

の性格特性を知 りたいのであるから，性格特性 リ

ス トの作成にあたっては出来る限 り多くの側面が

含まれるのがのぞましいと考えられた。 しかし リ

ス トの性格特性のなかから自分にあてはまるもの

をxら ぶという方法では，調査員の前で選びにく

い側面 もあると思われる。そこで，そのような側

面は除外し， より自然な形で回答できるような性

格特性のみを並べることにした。

 まず，基本的な性格類型として考えられている

S型(分 裂性気質)，Z型(循 環 性 気 質)， E型

(粘着性気質)の3つ か らそれぞれ 特徴的な特性

をいくつかとり出した。次に，その中で調査員の

前では 認めた くないような 特性を除外した。(こ

のような特性は リス トに入れても多くの場合は無

視されてしまうので， リス トにあげる特性の総数

●年齢(最 初の質問)

●学歴(問51)

●職業 ・就業状況(問44)

   職 業(本 人，配偶者)(問45)

   勤務地(本 人，配偶者)(問46)

●支持政党(問43)

を余 り多 くしないためにもこれらを除外した。さ

らに上記3つ の基本的性格類型に神経質的な特性

等を回答しやすい形で加え，全部で20の 性格特性

とした。なお，被調査者の性格をこのような形で

把握することについてはなお問題が残るかとも思

われるが，本研究では調査方法か らくる制約等か

ら上述のように性格特性のリス トを提示して自分

にあてはまるものをえらんでもらうことにした。

したがって，ここでの 「性格」とは，あ くまで被

調査者 自身が自分の性格をどう思 っているかとい

う意味での 「性格」である。 このような内容の性

格 とコミュニティ形成に関する項 目とのかかわ り

方をみていくこともそれな りに意義があると考え

られた。

(8) 属性などの基礎項目

 以上の7つ の枠組による質問の他に，基礎項目

として，被調査者の属性に関しての10問 を問い，

その他に， 家の状況 〔種類(一 戸建， 集合住宅)

と段階(上 ，中，下)〕 を調査員に記入させた。こ

れは被調査者の社会成層をみるため の もの で あ

る。これ ら基礎項 目は次の通 りであった。

●家族(人 数，構成)(問47)

●兄弟(数 ，順 位) (問42)

●居住年 数     (問1)

●住居所有  (最後 の質 問)

●住居状況  (調査 員記入)

 以上，質問は全体で52問 に及び，訪問面接調査

としては限界に達する量であった。しかし，質問

内容は平易であ り，日常生活における身近な問題

が多いため，殆どの被調査者が最後 まで回 答 し

た。なお，『質問票』そのものを 以下に付した の

で参照されたい。

*r国 民性調査』は
，統計数理 研究所に よりお こなわれている調査 であ り，昭和28年 以来5年 ごとに実施 され てい る。
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清
 
掃

児
竜
遊
園

環
境
衛
生

福
祉
対
策

交
通
安
全
対
策

公
園
緑
地

そ
の
他
(記

入
)

2 4 6 8 0 2 4 6

    1 1 1 1

下
水
道

駅
周
辺
都
市
計
画

教
育
文
化
施
設

青
少
年
対
策

市
営
住
宅

集
会
施
設

公
害
対
策

市
民
参
加

一
一
3一

… ー 靉 車 ㊦ むっ 団



問
9 

あ
な

た
は
，

地
域

の
町

内
会

や
自
治

会
か

ら
，

害
虫
駆

除
や
清

掃
な

ど
を
，

一
緒

に
す

る
よ

う
に
，

よ
び

か
け

 
 

 
ら
れ
た

と
し
た

ら
，

ど
う
な

さ
い

ま
す

か
?(
リ

ス
ト
}

4 屡 3 4 ， 7 .

積
極
的
に
協
力
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2 

時
間
の
都
合
が
つ
け
ば
協
力
す
る

近
所
の
人
と
の
つ
き
合
い
上
，
出
な
い

と
気
ま
ず
い
の
で
参
加
す

る

な
る
べ

く
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
 
 
 
5 

出
な
い

こ
と
に
し
て
い
る

そ
の
他
(記

入
) 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
. 

 
 
 

 
 
 

 
 

8 
D.
K.

問
10
 

あ
な

た
は

，
地

域
の
人

々
と
グ
ル

ー
プ

を
作

っ
て
，

何
か
住

み
よ
い

町
作

り
活

動
を

し
よ

う
と
思

い
ま
す

か
?

問
13
 

あ
な
た

は
，

こ
の

近
く

に
ど

う
い

う
施
設

が
も

っ
と

あ
っ
た

ら
よ
い

と
思
い

ま
す

か
?

 
 

 
⊂
リ
ス

ト
)〔

2つ
以

内
〕

oQ O◎

1 
公

会
堂

4 
集

会
所

7 
市
営

運
動
場

10
 

児
童
館

13
 

児
竜

遊
園

り 4 【 3 8 1 」 弓

 1   1

市
民
会
館

 
 

 
 

 
 

 
3

図
書
館
 

 
 
 

 
 
 
 

6

体
育
館
 

 
 
 
 
 

 
 

9

遊
び
弔
 

 
 

 
 

12

コ
ミ
}ニ

テ
ィ
・セ

ソ
タ
ー
 

 1
5

一
福

祉
会

館

老
人

ク
ラ
ブ

プ
ー
ル

保
育
所

そ
の
他
(記

入
)

 
 
 

 
16
 

D.
K.

t 
思
 

う

3 
思
わ

な
い

2 
関

心
が

な
い

4 
そ

の
他
(記

入
)

5 
D.
K.

同
11
 
〔
三
麿
市
で
は

〔
  

⊃
内
を
読
ま
な
い

〕
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
の

 
 

 
(武

蔵
野

市
は

，
市
民

参
加
の
市

政
と
い
わ

れ
て
い

ま
す
が
)あ

な
た

は
，

何
ら
か

の
方

法
で
，

市
政

に
参
加

 
 

 
し
よ

う
と
思
い

ま
す

か
?

問
14

，あ
な

た
ご

自
身

，
又

は
ご
家
族

が
，

こ
の

よ
う
な
市

の
施

設
を

ご
利
用

に
な

っ
た

こ
と
が

あ
ウ
ま
す

か
?

 
 

 
⊂
同

じ
リ
ス

ト
}い

く
つ

で
も
あ

げ
て

下
さ
い
。

1 
参

加
し
た
い
 

⇒
問
12
へ

3 
参

加
し
よ

う
と
思

わ
な
い

2一
求

め
ら
れ

れ
ば
参

加
し
た
い

4 
そ
の

他
(記

入
) 

 
 

 
5 

D.
K.

問
12
 

〔
問
11
で

闘
参
加

し
た
い

”
と
答

え
た
人

に
〕

 
 

 
ど
の

よ
う

な
方

法
で
，

参
加

し
よ

う
と
思

っ
て
い

ら
っ

し
ゃ
い

ま
す

か
?(
リ

ス
ト
)〔

2つ
以

内
〕

 
 
1 

公
会

覧

 
 
4 

集
会
所

 
 
7 

市
営
運
動
場

 
10
 

児
童
館

 { 
13
 
児
童
遊
園

う 6 「 3 8 1 」 「

   1  1

市
民

会
館

図
書

館

体
育

館

遊
び
場

コ
ミ
}ニ

テ
ィ
・
毛

ソ
タ
ー

3 
福

祉
会
館

6 
老

人
ク

ラ
ブ

9 
プ
ー

ル

12
 

保
育
所

15
 

そ
の

他
(記

入
)

 
 

 
 

 
 

 
書
6 

D.
K：

。

問
15
 

こ
の

地
区

で
は

，
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
セ

ン
タ
ー
が

あ
り
ま

す
か
?

1 3 5 7 . 0 騨

選
挙
に
よ
っ
て

自
治
会
を
通
し
て

市
民
委
員
会
の
参
加
に
よ
っ
て

近
所
の
人

と
協
力

し
て

そ
の
他
(記

入
}

2 「 」 ¶ 轟 0 8

宙
議

員
と
話

し
合

っ
て

住
民

運
動
に

よ
っ
て

そ
の

他
の
団
体

を
通

し
て

陳
情

ρ
請

願
に
よ

っ
て

、

1 
あ
 

る

4 
し
ら
な
い

2 
近

々
に
で

き
る

5 
そ

の
他
(記

入
}

3 
な
 

い

6 
D.
K.

L一
二

問
16
コ

ミ
3ニ

テ
ィ

・
セ

ン
タ

ー
が

で
き

る
と
，
地

域
の

人
々

と
，

親
し
く
交

り
易

く
な
る

と
思

い
ま
す

か
?

1 
交

り
易

く
な

る
と
思

う

1

2 
特
に
交
り
易
く
な
る
と
は
思
わ
な
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

一
4-
J

1一
ノ



}

問
17
 

と
こ

ろ
で

，
次

の
よ

う
な
場

合
，

あ
な

た
は

ど
う
な

さ
い

ま
す

か
?

 
 
 

お
宅
の

近
く
に
高

層
マ

ソ
シ

ョ
ン
が

建
て

ら
れ

る
こ

と
'に
な

り
ま

し
た
。

こ
の

た
め

に
，

日
当

り
が
悪

く
な

る

 
 
 

家
が
何

軒
も
で

き
る
の

で
，

近
所
ゐ

人
が
集

っ
て
，

反
対

運
動

を
起

す
こ

と
に

な
7ま

し
た
0あ

な
た
の

お
家

 
 
 

は
，

直
接
の

影
響

は
な

か
っ
た
(日

当
9は

悪
く
な

ら
な
い
)と

し
た

と
き
，

あ
な

た
は

，
そ
の
反

対
運
動

に

 
 
 

参
加

さ
れ

ま
す

か
?

1 2 」 4

近
所
全

体
の

こ
と
だ
か

ら
，

積
極

的
に
参

加
す

る

近
所

と
の

つ
き
あ

い
で

参
加

す
る
 

 
 

 
 

 
 

3

そ
う
い

う
運

動
に

は
一

切
参

加
し
な

い
 

 
 

 
 
5

関
係

な
い

こ
と
だ

か
ら
，
参

加
し
な
い
1

・
・
他
(記

入
) 

 
}

 
 
 
 
 
 
 
 
6D
.K
.

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
：
1

問
18
 

そ
れ
で

は
，

次
の

よ
う
な
場

合
は

ど
う
な

さ
い

ま
す

か
?

 
 
 

お
宅
の

近
く
に

老
人
ホ

ー
ム
が

で
き
る

こ
と
に
な

り
ま

し
た
。

し
か

し
，
老

人
は

火
の

不
始
末

な
ど
を

し
や

す

 
 
 

く
，

火
災
の

危
険

も
あ

る
の

で
，

老
人

ホ
ー

ム
建

設
反

対
の
住

民
運
動

が
起

り
ま

し
た

。
こ
の

場
合
，

あ
な
た

 
 
 

は
参

加
さ
れ

ま
す

か
?

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
5D
.K
. 

j j

- り 乙 ∩ 6 」 弓

老
人
t一

ム
反

対
運

動
に
参

加

老
人

ホ
ー

ム
が

で
き
る
の

は
良

い
こ

と
な

の
で
参

加
し
な
い

そ
う
い

う
運

動
に
参

加
す

る
の

は
面
倒

だ
か

ら
参

加
し
な

い

そ
の

他
(記

入
》

. 暈 f . ー ー - . 剛 ー ー ー  者 ξ 髴 .

問
19
 

あ
な

た
は
，

一
般

的
に

住
民

運
動

と
い

う
も
の

を
，

ど
う
お
思

い
に
な

り
ま
す

か
?

一
ー コ

3 5 7

ぜ
ひ

す
べ

き
こ

と
と
思

う

わ
ず

ら
わ

し
い

こ
と

と
思

う

余
り
よ
い

こ
と

と
は
思

わ
な

い

す
ぺ

き
こ

と
で

は
な

い
と
思

う

2 4 ρ 0 8

よ
い

こ
と

と
思

う

問
題

に
ょ

る
(具

体
的

に
)(

好
き
な

人
に

ま
か

せ
で

お
け
ば

よ
い

そ
の

他
(記

入
) 

 
 

 
 

9
D.
K.

)

問
20
あ

な
た

の
お

宅
で
，

近
頃
一

番
よ

く
話

さ
れ

る
こ

と
は
，

ど
の

よ
う
な

こ
と
示

ら
で

し
sう

か
?{
リ

ス
ト
}

 
 

 
話

さ
れ

る
順

に
3っ

あ
げ

て
下

さ
い
。

k-
1

1.
・

ト
・

i_
7

仁
9

L1
1

?，
_1
3

L1
5i

住
居

に
関

す
る

こ
と

結
婚

な
ど
の

こ
と

病
気

・
け

が
の

こ
と

税
金

問
題
の

こ
と

老
篌

の
問
題

近
所

の
人

の
こ
と

市
行

政
の

こ
と

_
z

 
 
4

_
s

-
8

_
to

_
iz

_
14

新
聞

・
離

誌
上

で
話
題

に
な

っ
て

い
る

ご
と

子
供
の
教
育
に
つ
い
て

老
人
問
題

物
価
に
つ
い
て
 
1

就
職
の
問
題

団
体

・政
治
・・
社
会
問
題

地
域
の
問
題

家
族
の
こ
と

16
 

D.
K.

4
一
一
6一

劉 4 1 24 . ー ー ご .. ヴ メ 『 亭 け ー ・ ー ㌃ 鬥

ー  昌 評 -   ー -     ー      …       ー         ー ■          ー ヨ            . 斗 - σ             ー               戞 「 觜 翠 `                 腎 田4 1 ー                   卍 F ー                     凹 は 斗

r } 匹  1

問
21
あ

な
た

は
，

そ
の

よ
う
な

こ
と
が

ら
に
つ

い
て

，
ご
近

所
の

入
々

と
話

し
合

う
こ

と
が

あ
ウ
ま

す
か
?

1 
よ

く
話

し
合

う

3 
殆

ど
話

さ
な

い

5 
そ
の

他
(記

入
)

2 
た

ま
に

話
す

4 
全

然
話

さ
な

い

6 
D.
K.

き ー ー ー 了 饕 ・ ー 多 ー 書 ー 塗 ー .ー ■  健 . 駒 胴 !  .   L ・ { 」    翌 鵬      ー

問
22
 

あ
な

た
は
次

の
よ

う
な

団
体

や
グ
ル

ー
プ
に
所

属
し
て
い

ま
す

か
?⊂

リ
ス

ト
)〔

い
く
つ

で
も

あ
げ

て
下

さ

 
 

 
い

〕

問
23
 

あ
な

た
が

加
入

し
て
い

る
組
織

や
団
体

で
，

積
極

的
に
そ

の
活
動

に
参
加

し
て
い

る
も
の

を
あ
げ

て
下

さ
い
。

 
 
 

`リ
ス

ト
)〔

い
く
つ

で
も
か

ま
い

ま
せ

ん
〕

X2
4あ

な
た

は
，

そ
の
団

体
(又

は
グ
ル

ー
プ
)で

，
大

事
な

役
を
担

っ
て
お

ら
れ

ま
す

か
?

問
25
団

体
(又

は
グ
ル

ー
プ
)で

の
活

動
は
，

あ
な

た
に

と
っ
て
楽

し
い

も
の
で

す
か
?

問
26
そ

れ
は
，

あ
な

た
に

と
っ

て
生

が
い
に

な
っ
て

い
ま
す

か
?

問
27
'「

融
の
生

活
の

皐
い

と
こ
ろ

は
・
隣

近
所

に
わ

ず
ら
わ

さ
れ

ず
に

朗
の

好
き
な

よ
う
'・
生

活
で

き
る

と
ζ

 
 

 
う
だ

」
と
い

う
意

見
が

あ
り
ま
す

。
あ
な

た
は
3
こ

れ
を

ど
う
思

い
ま

す
か
?

.「丁
マー

 
一一

一
「

3そ
・
他
・訓

 
 

 
 

 
  

・
D…

一
一

ー . ー 釐 》 ㊦ 薄 潮 t - -

○◎ り
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問 26  生 き が い

l I  I  i  [  .   ー .1 〕 「 . ーー ト i ー 」

ー 
- 

～ ・ ， F 1ー .. 1 -1 ー  1 ■ . 1渇   . I i  ー I     F ー

問 25  楽 し い

ー-

1『   ー ・ . ー ー1 . } 」. . .    ・ 鑒 田. . Fi 「 ー   1 - 亅 1  『1 聖 墨ー

1ー 1 .脊 1

問 24  大 事 な 役

ー ー ー i 14 ぜー ー- ヨー ー -  1  . 』 ド i  I. I t  ，    卩  脚F I  . 5 咽. 4  ・

問 23 積 極 的 参 加

1 ー. . 1 」ー 4 亅，

問 22 団 体所 属

F   { 」 ト . ーヨ  ー し    I         F      I

ー 占ー             聖 ー亅ン 羣

! 「 .

ー
.ー j I 目歯 韃.. ー

)
に る

欄け
る付

すを
当印

該○(

会
治

自

会
内

町

会
協

犯
防

団
防

消

会
子

氏

織
組

人
婦

1 2 3 4 5 6

ー 明 ー ーユ 「 唱ー 1 田 頃 ー 錘 門 籌 」. ー團 ー 蓋禪 田 . ー.F 4
 

T 
P 

T 
A

 
8 

商
店
会

，
同
業

組
合

4

1 
 
 1
  
 
 

.l l 
 

詈 1 
 

1 1 .} 1 
26
い

撫
・
・
活
動

・
て
い
・
・

 
 
 
 
 

2T
 

D.
K.

a g 一
一

1

ー 釦 ぎ ー ー 噸 峯 荘 ド

問
27
あ

な
た

は
，
給

食
サ

ー
ビ
ス

な
ど
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動
を
少

し
し
て
み

よ
う
と
思

う
こ

と
は

あ
り
ま
せ

ん
か
?

一 ー   .ー      桐

1 9 凸 3 4 5

既
に

し
て
い

る
(し

た
こ

と
が

あ
る
)

し
て

み
た
い

と
思

う
が
，

具
体
的

な
活

動
と
自
分

の
都

合
が

合
わ

な
い

時
間

が
な

く
て

で
き
な
い

そ
う
い

う
こ
と
は

考
え
て

い
な

い

そ
の

他
(記

入
)

6 
D.
K.

問
28
 

：
j：ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動
は
，

ど
の

よ
う
な

こ
と

と
思

い
ま

す
か
?

 
 

 
あ
げ

て
下

さ
い
。

⊂
リ
ス

ト
)

あ
な

た
の

お
考

え
に

最
も
近
い

も
の

を
2つ

一 1 2 3 』 1 5 ∩ 0

援
助

の
必

要
な
人

の
た

め
に

な
る

近
隣

の
人

と
手

を
つ

な
い

で
，

よ
い

地
域

祉
会

を
つ

く
る
た

め
に

な
る

グ
ル

ー
プ
活

動
を
通

し
て

友
達

作
り
や

チ
ー
A・

ワ
ー

ク
b体

験
を
す

る

他
人

を
助

け
る

こ
と
に

よ
つ
て

自
分

も
成

長
ナ

る

み
ん

な
が

幸
ぜ

に
な

る
よ

う
に

す
る

こ
と

そ
の
他
(記

入
)

7 
D.
K.

問
29
 

お
宅
の

近
く
に

，
一
人

暮
し
の

老
人

，
身

体
の
不

自
由
な

人
，

知
恵

お
く
れ

の
子

供
さ
ん

等
，

特
に
介

助
を
必

 
 

 
要

と
す

る
方

が
い

ま
す

か
?

 
 
t 

い
 

る

1 
3 

い
な
い

2 
知

ら
な
い

4 
そ
の
他
(記

入
)

5 
D.
K.

問
30
 

も
し
そ

の
よ

う
な
方

が
い

る
と

し
た

ら
，

あ
な

た
は
，

こ
れ

ら
の

方
の

た
め

に
，

ご
近
所

の
よ

し
み

で
，

何
か

 
 

 
お
手

伝
い

し
た

い
と
思

い
ま
す

か
?

憫 唖 . . こ 〕 ■ .亘 1 」  冂

1 3 5 7 .

し
よ

う
と
思

う

し
た
い

と
思

う
が

実
際

に
は
で

き
な
い

何
も

し
た

く
な

い

そ
の

他
(記

入
)

9 働 』 マ ∩ り

た
の
ま
れ
れ
ぱ
す
る

無
関
心

す
る
必
要
は
な
い

と
思

う

8 
D.
K.

一
9-
J

駆 O



問
31
あ

な
た
の

近
所

に
一

人
住

ま
い

の
老

人
が

い
た

と
し
ま
す
。

そ
の
方

が
寝

こ
ん

だ
時

は
，

誰
が

世
話

を
す

べ
き

 
 

 
で

あ
る

と
思

い
ま

す
か
? 

{リ
ス

ト
)

野
 

1 
そ
の

人
の
親

戚

1 
3 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
精

神
の

あ
る
人

k 1  
 
5 

そ
の

他
(記

入
)

it一
4

近
所
の
人

市
が
行
・
て
い

・
援
助
纖

か
・
派
遣
・
入
 

1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6D
.K
. 

j

問
32
 
〔
老
後
の
暮

し
方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
ナ

コ

 
 
 
あ
な
た
は
，
年

を
と
っ
て
体々

：不
自
由
に
な
0た

よ
う
な
時
，
誰

と
一
緒

に
暮

し
た
い

と
思
い
ま
す
か
?

一 3 』 -

配
偶

者

娘
(息

子
さ
ん

は
い

ま
ナ

か
?

親
戚
(兄

弟
，
甥

，
姪

な
ど
)

独

 
 
2 

息
子
(娘

さ
ん
は
い
ま
す
か
? 

い
る

い
る
 
い
な
い
 

)

 
 
5 

親
し
い
友
達
 
 
 
6 

老
人
ホ
ー
ム

一  7   り     
 
 
 
 
 
 
 
8 

そ
 
他
(記

入
)

繧 ㌃ 津 醤

問
33
 

あ
な

た
が

日
頃
，

よ
く
つ

き
あ

っ
下
い

る
人

は
次

の
中

の
ど

う
レ
}ρ

方
で

し
ょ
う
か
?{
リ

ス
ト
》
〔
1つ

だ
け

〕

鐸  .ー    一 同 ー       …         」

旨 ー 」

- の δ 5 7 .

隣
近
所
の
人

職
場

・
仕
事
に
関
係
の
あ
る
人

そ
れ
以
外
の
友
人

そ
の
他
(詑

入
)

∩ ∠ 』 了 の 0

地
域
の

人

趣
味

・
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
サ

』
ク
ル

の
人

い
な
い

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8 
D.
K.

{ 1

固
34
ご

近
所

と
ρ

つ
き

あ
い

に
つ

い
て
伺

い
ま
す
。

あ
な
た

は
，

近
所

の
人

々
(お

宅
の

ま
わ

り
2～

30
軒

の
人

々
)

 
 

 
と
，

ど
の
程

度
の

つ
き
あ
い

を
し
て

い
ら

っ
し
ゃ
い

ま
す

か
? 

(リ
ス

ト
⊃

 
 

挨
拶
を
交
す
程
度

 
 

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
を
作
る

 ド
物
噴

し
踟

を
す

る
.

F  
T 

そ
の

他
(記

入
)一

2 」 『 の 0

子
供
の

学
習

・
遊

び
を
通

し
て

話
す

世
間

諸
を
す

る

一
寸

し
た

も
の

の
や

り
と
り

を
す

る
(お

す
そ
わ

け
等
)

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

B 
D.
K.

i

く 一

問
35
 

あ
な
た

が
お
留

守
の
時

に
，

デ
パ

ー
ト
か

ら
贈

り
物

が
届

い
た

と
し
ま
す
。

し
か

し
，
隣

の
人

は
，
そ

れ
を
預

 
 

 
っ
て

お
い

て
く
れ

ま
せ

ん
で

し
た
。

そ
う
い

う
時

，
あ

な
た

は
そ

の
こ

と
を

ど
う
思
い

ま
ナ

か
? 

{リ
ス

ト
)

旨ー

1預
っ
て

も
ら
い
た

か
っ
た

3 
当
然

だ
と
思

う

5 
そ

の
他
(記

入
)

2
 

し
か

た
が

な
い

と
思

う

4
預

っ
て

も
ら
わ
な

く
て

よ
か

っ
た

と
思

う

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
6 

D.
Fく

.

凋 ー .  事 ー

問
36
例

え
ば

，
あ

な
た

が
お
隣

の
騒

音
(夜

遅
く
の
音

楽
な

ど
》
と
か
悪

臭
に
悩

ま
さ
.れ

て
い

た
と
し
ま

す
。

そ
う

 
 

 
い

う
と
き
，

あ
な

た
は

ど
う
し
ま
す

か
? 

次
の

中
か

ら
，

あ
な
た

の
行

動
に
最

も
近
い

も
の

を
1つ

あ
げ

て

 
 

下
さ
い

。
{リ

ス
ト

⊃

一
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
「

- . 3 5 7 9

そ
の

家
に
直

接
話

し
に
い

く

近
所

の
人

に
そ
の

こ
と
に

つ
い

て
話
す

独
り
で

が
ま

ん
す

る

役
所
や

警
察

に
訴

え
る

そ
の
他
(記

入
)

? 贈 孟 「 の 0 8

隣
の

人
に
聞

こ
え
よ

が
し
に

不
愉

快
を
表

わ
す

家
の

中
で

ぐ
ち

を
こ
ぼ

す

対
抗

し
て
同

じ
こ

と
を
す

る

無
関
心

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

10
 

D.
K.

問
37
 

あ
な

た
は

，
今
迄

に
困

っ
た
時

，
近
所

の
人

に
助

け
て

も
ら
っ
た

こ
と
が
あ

り
ま
す

か
?

1 
あ
 

り
2
 

な
 

し
a 

n.
x.

問
鵠
 

あ
な
た

禄
次
の

も
の

を
，
主

に
ど
こ
で

買
い

ま
す

か
?

{蔵
叢
}納

か
劭

を
答
・
て
下
さ
い
.

一 t 下着 類 2「
背
広

，
ス

ー
ツ

●
コ

脚
ト

 
 
3 

食
料
贔
(日

用
の
)

a
4=
Ap
t7
==
二

「
一

す
一
一

†
『

一
『
.

5 
日
用

雑
貨
(洗

剤
，

テ
ィ
ッ
シ
勘

ハ
ミ
ガ
キ
等
)

6 
本 一 8 贈 答 品

一
i2
-J

・ … 誰 啾 瓢 ㊦ 鳶 舘 蛭 - 1 ： ー h ご



.州 門 飼 齟 ー 雲 ー 駈 ヨ

ー

問
39
あ

な
た

は
，

ふ
と
さ
び

し
い

と
思

っ
た
時

，
ど
う

し
ま
す

か
? 

`リ
ス

ト
⊃

一
一
_一

._
..
..
.，

_.
11
L

.1
1.
i

1 3 4 5 7 9 σ     1

「 - - ー 毳 董 蘭 ー 妻 2  

外
出
す
る
(デ

パ
ー

ト
な
ど
都
心
へ
) 

 
 

2 
友

人
を
よ
び
だ
す

テ
レ
ビ
で
気

を
ま
ぎ
ら
わ
ナ

製
轍

礁
講

歩な
ど
s味£
扉篇

、
 

 
1

近
所
で
買
物
を
ナ

る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 
近
所
の
顔
見
知

り
の
人
が
い
老
う
な
所
へ
行

く

お
漬
を
飲
ん
だ

ウ
，
お
い

し
い

も
め
を
食
べ
た
り
す
る

そ
の
他
(記

入
) 

 
 
 

「
 
.
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11
 

D.
K.

rp
ｻ・

.大
膿

が
歳

・
た

と
し
ま
す

。
そ

の
時
T度

，
あ
な

た
は
家

に
一

人
で
v・

た
と

し
た

ら
，

ど
う
な

さ
い

ま

 
 

 
す

か
? 

{リ
ス

ト
， 一 一ー 萋

2 
ラ

ジ
オ

な
ど
の
報

道
に
も

と
噛

、
て
，

一
人
で

行
動
す

る

3 
そ

の
他
(記

入
)

問
41
先

日
の

都
議

会
議

員
選

挙
に

は
，

投
票
に

い
ら

っ
し
ゃ
い

ま
し
た

か
?

1 
は
 

い
2 

い
い

え
3 

D.
K.

間
42
 
あ
な
た
は
，

ご
兄
弟
は
何
人
で
す
か
? 

(あ
な
た
を
含
め
た
人
数
で
す
)

 
 
 
あ
な
た
は
，
何
番
目
で
す
か
?

同
睡
3 

あ
な
た
は
，
何
党

を
支
持

し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
?

 目

人 番

- 」 ¶ 7 膨

自
由
民
主
党
.

公
 
明
 
党

社
 
民

連

2社
・
会
.一
党
.

5 
共

産
党

8支
持
政
党
な
し

3 
民

社
 

党

6新
自

由
ク

ラ
ブ

9 
そ

の
他
{記

入
}

 
 

 
 

tO
 

D.
K.

同
“
 
あ
な
た
は
，
お
勤
め
を

し
た

り
，
お
仕
事
を
も
っ
て
い
ま
す
か
?

A 
も
っ
て
い
る
 
⇒

そ
れ
は
専
業

で
す
か
，
パ
ー
トで

す
か
?

B 
も

っ
て
い
な
い

⇒
3 

主
婦
 
 
 

 
4 

学
生

1専
業
 

2バ
ー
r

5鰍

、
D.
。
.1

一
12
一

ー ー

ー ー ー i ー 書 ‡ ` 、 ； 三 ー 1 ー 臨 ー ー

問
45
 
あ
な
た
の
ご
職
業

は
?

難
}・

職
業
・

?

(○
印

を
つ

け
る
)

1
本
 
人

配
偶
司

ij
i事

鰍
輜

会
祉
・
官
庁
・
事
猟

鰤
銀
行
員
姻

・
l 

 
 

i
i 1

・
蹄

系
従
蕩
者
(雛

所
の
研
究

員
・
鰤

・
プ
ロ
グ
・
・
)

：
一一

冖
一

『
一

一
一

一
j

l 
 

 
 
 

 
l

3 
労

働
系
従

事
者
(工

員
，

集
配
人

，
運

転
手

，
職
人

な
ど
}

1

15
自

由
業
(会

社
役

員
，

開
業

医
，

弁
護

士
な

ど
}

16
商

工
 
自

営
(小

売
店
主
な
ど
自
営

業
者
}

!i
 
 

 
-r

 
 8
 
農
  

 
 業

(農
業
を中

心
と
し
た
兼
業
農
家
)

「一
广一

1 
9 

林
業

・
漁

業

L一
_⊥

⊥
_L
_

 
 

 
 

11

 
 

 
 

12

問
46
 

あ
な

た
の

勤
務

地
は

ど
ち

ら
で
す

か
?

難
}
・

嫐
地
は
?

D.
K.
 

 
D.
K.

 
 

 
 

非
該

当

一 2 都 下 13
千

岬
区
冲

央
区
r区

 

 ム

匿 卜  .

4 
上
昆
3区

以
外
の
都
区
内

一
1

5そ
の
他
{記

入
)

ー
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 一
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一
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問
47
 

ご
家

族
は
何

人
で

す
か
?

 
 

 
家

族
の
方

々
の
続

柄
と
年

令
・を

お
き

か
せ

い
た

だ
き
た

い
の

で
す
が

一一         (  
才
) 

 
 

 
 

( 
 

才
) 

 
 

 
 

( 
 

才
》
1

 
 
 
 
 
 

6才
～
12
才
ま
で
の
子
供
が
い
る
場
合
に
は
，
公
立
小
学
校
か
否
か
を
聞
く

 
 
 
 
 
 
 

公
立
の
場
合
に
は
，
年
令
の
次
に

②
と
書
く

 
 
 
 
 
 
 

私
立
 

 
 

 
〃
 
 

⑭
と
書
く

問
48
次

の
中
か
ら
rな

た
に
当
て
は
ま
る
と
思
う
も
の
を
あ
げ
て
下

さ
い
。
(9
ス

ト
，

 
 
 

〔
い

く
つ
で
も
あ
げ
て
下

さ
い
〕

層 2 3 4 5 6 7 8 9 0

        1

暑 ヨ { ー 計 ー ・ 唱 ・ ・ ー i ー 山 ー 」 剖 盛 巨 肆 昇 慕

一 きちょうめん 気
が
短

い

さ
っ
ぱ

り
し
て
い

る

勇
気
が

あ
る

お
っ
ち

ょ
こ

ち
ょ
い

内
気

・
ひ

っ
こ
み

思
案

が
ん

こ

人
を
ま

と
め

る
こ

と
が

う
ま
い

自
分

が
よ
い

と
思

っ
た
こ

と
を
最

径
ま
で
や

り
通
す

11 12 1 3 14 15 16 17 1 8 19 20

ひ
と

り
で

い
る
の

が
好

き
 

 
 

 
 

1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
}

責
任
感

が
あ
る
 

 
 

 
 

 
 

 
 
.1
  

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
ぎ

く
よ

く
よ
す
・
 

 
 

 
{

物
ご

と
を
は
っ
き
り
言
ヒ・
す
ぎ
る
 
 

!

諜
蠶

れ
。い

1
人

と
う
ま
く
や
。
て
・
け
・
 

1

お
せ
っ
か
い
 

 
 

 
 

{

贈
習
慣
・
す
な
・
・
従
・
司

新
し
い

所
や

新
し
い

人
に

な
じ
め

な
い
1

. 匚 ー .

翩
あ
な
た
に
と
・
て
・
今
後

僅
鸞
}・

ま
ど
…

な
雰
囲
気
を
も
。
て
ほ

し
L・
・
思
4・
、
す
か
?

 
 

 
{リ

ス
ト
}〔

3つ
以

内
〕

1 3 5 7 9 1 3 5 7 9 1

     1 1 1 4 1 1 2

ー ー 臣 粕 、ー ー 鬢 劃 . 適 煢 澤 ナ 期 壽

古
き
武

蔵
野

の
素
朴

さ

文
化

の
香

り

昔
な

が
ら
の

ゆ
と

ウ

さ
わ
や

か
な

明
る

さ

ふ
る

さ
と
の

や
す

ら
ぎ

四
季

の
あ

ざ
や

か
さ

ふ
れ
あ

い
の

ぬ
く
も

り

ま
ち
の
清

潔
感

土
の

に
お

い

家
並
の

落
ち
つ

き

ま
つ

り
の

に
ぎ
わ

い

2 4 6 8 0 2 4 6 8 0 2

    1 1 1 1 1 ・ 2 2

い
き

い
き

し
た
町

の
動

き

ま
ち
の

は
な
や

か
さ

つ
き
合

い
の

気
や
す

さ

弱
い
者

へ
の

い
た

わ
り

盛
り
場

の
ざ
わ
め

き

自
由
の

と
き
め

き

成
功
べ

の
賭

け

人
kの

ま
じ
め

さ

都
会

的
な

し
ゃ
れ
た

セ
ソ
ス

く
ら

し
の

安
全

そ
の

他
(記

入
)

23
 

D.
K.

ー 臼 ー

. 
 

 
 

 
 

 
一
14
一
 二

==
==
=二

丿
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問
50
 

コ
ミ
3ニ

テ
ィ
と
い

う
言

葉
か

ら
，

あ
な

た
が
連

想
さ
れ

る
も
の

を
，

こ
の

表
か

ら
選

ん
で

下
さ
い
。

 
 

 
{リ

ス
ト
⊃

〔
3つ

以
内

〕

1 3 5 6 8 0 1

     1   1

運
動
会
や
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
 

 
 
 
2 

盆
踊

り
や
お
祭

り
な

ど
の
活
動

町
内
会
や
自
治
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4 

趣
味
の
教
室
や
同
好
会

知
識
や
見
聞
を
広
め
る
講
演
会
や
講
習

会
，
教
養
講
座

消
費
・
者活
動
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
7 

廃
品
回
収
な
ど
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9 

道
路
掃
除
，

ド
ブ
掃
除
な
ど
の
共
同
作
業

生
活
環
境
を
守
る
運
動
や
公
害
を
な
く
す

運
動
な
ど

地
域
の
親
睦
会
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 1
2 

そ
の
他
(記

入
) 

 
 

13
 

D。
K.

問
51
あ

な
た

が
最
径

に
出

ら
れ
た

学
校

は
，

ど
ち

ら
で
す

か
?

- 西 δ r 3 7

中
学
校
(旧

制
高
等
小
学
校
)

短
大
卒

大
学
卒
(旧

高
専
)

そ
の
他
(記

入
)

? 駒 』 ¶ 貞 b

高
校
卒
(旧

制
中
学
校
)

旧
制

高
等
学
校
卒

大
学
院
卒

8 
D.
K.

問
52
あ

な
た

に
と

っ
て
，

一
番
大

切
と
思

わ
れ

る
も
の

は
何

で
す

か
?

 
 

 
ま
い

ま
せ

ん
7

1つ
だ

け
あ

げ
て

下
さ
い
。
(何

で
も

か

長
い
間

，
ご

協
力

有
難

う
ご

ざ
い

ま
し
た
。

こ
れ

は
，

お
礼

の
品
で

す
。

つ
ま

ら
な
い

も
の

で
す

が
，
お

受
け
取

り
下

さ
い
。

ま
こ

と
に
失

礼
で

す
が

，
お
宅

は
，

持
家

で
い

ら
っ

し
ゃ
い

ま
す

か
?借

り
て
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(1)不 能理 由

(2)訪 問回数

3. 「回答者」 にっいて

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

訪 問回数 ・調査時間帯

年 齢

学 歴

家族人数 ・家族構成

兄弟人数 ・兄弟順位

支持政党

職 業

勤務地

住居所有 ・住居状況

居住年
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7
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9

9

9
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4
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0
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4

4

4

4

4
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 本章(第4章)か ら第13章 までは，つぎのよう

な構成で叙述がすすめられる。まず 本 章 に お い

て，調査サソプルについての詳細(不 能者につい

てその理由や訪問回数，回答者についでの属性な

ど)が 報告される。続 く第5章 か ら第11章 にわた

って，前章(第3章)に 述べた 「調査の内容」の

各枠組ごとに1章 を充当し，当該枠組に属するす

べての質問についての回答結果を，主 として 「属

性 とのクロス集計」(付表1～32を 参照)に 基づい

て考察を加えていく。

 以上に引き続 く第12章 においては，質問項目を

① コミュニティ形成に関しての積極性を把握し診

断する 「診断項 目」と，②その状況を説明するため

の 「説明項目」とに分けて，両者の連関の様相を

主として 厂クロス集計における比率」に着 目して

明らかにしていく。つぎの第13章 においては，「診

断項目」 相互の関係，「診断項 目」 の分類による

住民の類型化，これに対する 「説明項 目」 との連

関などを 「多変量解析」を援用して探 りながら，

コミュニティ形成に向けての社会的および心理的

基盤を検討する。

 前 章 に述 べ た ご と く， 訪 問 面接 調 査 を お こ な う

サ ン プル は， 武 蔵 野 ・三 鷹 両 市 の それ ぞ れ に つ い

て 女600人 ， 身5300人 で あ った。 以下 ， これ らサ

ン プル につ い て， 主 とし て属 性 か らみ た 特 性 を 描

い て い く。

1

サ ン プ ル 全 体 に つ い て

 まずサンプルを，市別，性別に有効回答者(以

後，単に回答者と記す)と ，それ以外(以 後，不

能者と記す)と に分け，各々について地区別およ

び年齢別の人数と比率を示すと，表4-1お よび表

      表4-1

コ ミュニテ ィ地区別にみたサ ンプル

 サン       武  蔵  野

   プル    女       男

傷 瓱区 陣嚠 不 倉li戡 一回 答i不能1塾

1.吉 祥専東

2.吉 祥寺北

3.吉 祥寺 西

4，吉祥寺南

5.中  央

6.中 央 北

7.西 久 保

8.関  前

9. 境

10.桜  堤

11.境  南

(8)34

(?)32

(10)45

(13)58

(6)24

(13)54

(8)35

(8)34

(8)34

(6)25

39
  22

24
  10

27
  171

24
  18

48
  22

19
  13

31
  16

19
  8

38

  21

32

  12

  15(1
3)56    10

(9)56

(7)42

(10)62

(13)76

(8)46

(11)67

(9)51

(?)42

(9)55

(6)37

(11)66

(7)12

(7)13

(8)15

(13)23

(11)20

(6)10

(7)13

(13)24

(8)14

(8)15

(12)21

62

  is

52

  14

32

  7

39

  15

39

  13

坐  8

52

  14

17

  5

46

  12

17
  3

34

  11

(10)32

(9)27

(7)22

(13)38

(11)33

(6)18

(9)27

(10)29

(9)26

(6)18

(11)32

(100)43128169600(100)18040120300

 サ

  ン

   フ。
    ル

コ ミュニ

テ ィ地 区

1.井 の 頭

女

三    鷹

回 答不 能1塾1

(11)47

2.牟    ネし  (14)61

3・譏 駅前(21)89

4.上 連 雀 ，

 下 連 雀 ，野(19)83 崎(
一 部)

5.井 口， 深     (10)45

 大 寺 ， 野 崎
， 大 沢

6.新 丿ll， ゴヒ  ( 3)12

 野 ， 中 原
7・奇 沢 ・ 野(22)95

  計

 (注)：(

32

  22

34

  31

28

  35

22

  24

33

  22

70

  28

6

  6

(12)69

(15)92

(21)124

(is)1071

(il>s7

(7)40

(17>loi

    甼.

IQ 一齔菰

(14)27

(9)16

(18)33

(15)28

(21)40

(18)39

(9)9

29

  11

54

  19.

45

  2?

39

  181

25

  13

37

  20

36

  5

(13)38

(12)35

(20)60

(15)46

(18)53

(18)54

(5)14

(100)43228168`(100)100)(100)187381131(100)300
 )内 数字は地区別の構成 比率(%)を 示 し，

一上 の数字 は各地 区におけ る不能率(%)を 示

す 。
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     表4-2

年 齢 別 に み た サ ン プ ル

サ
ソ※

齢

20～25歳

26～30歳

31～35歳

36～40歳

41～45歳

46～50歳

51～55歳

56～60歳

61～65歳

66～70歳

71歳 ～

     武

    女

回答1不 剣 議 ，

蔵   野

(11)47

(8)36

(12)52

(12)52

(8)35

(11)47

(10)44

(8)35

(7)30

(4)17

(8)36

41

  32

3?

  21

28

  20

1?

  11

31

  16

13

  z

23

  13

29

  14

翼  5

32

  8

38

 22

(13)79

(10)5?

(12)72

(11)63

(9)51

(9)54

(10)57

(8)49

(6)35

(4)25

(10)58

男

q不 剣 融 )

(14)25

(9)1?

(17)30

(12)22

(7)13

(7)13

(9)1?

(8)15

(4)8

(5)9

(6)11

48

  23

51

  18

坐  24

21

  6

46

【

41

29

一

35
}

11

9

(16)48

(12)35

(18)54

(9)28

(8)24

(7)22

 (8)247

8

38

  5

63

72

5

4

(8)23

(4)13

(5)14

(5)15

女

回劃 不能1
一孟 廴

(14)59

(12)52

(13)58

(S)35

(11)48

(12)50

(7)29

(9)38

(4)18

(5)23

(5)22

37

  35

33

  26

23

  17

27

  13

26

  17

12

  7

29

  12

27
  14

25

  6

26

  8

37

  13

(16)94

(13)78

(13)75

(8)48

(11)65

(10)5?

(7)41

(9)52

(4)24

(5)31

(6)35

男

鷹

嚠 不能必

(18)33

(10)19

(13)25

(ii>20

(11)21

(12)22

(9)16

(5/10

(4)8

(4)7

(3)6

33

  16

32
  9

40

  1?

38

  12

38

  13

31

  10

36

  9

1

一

4

z

43

  6

42

  5

60

『

合 計1[(100)4311281696・ ・i1(1・o)180140120(100)300(loo)43212%； 再60圃1(loo)187138

(16)49

(9>as

(14)42

(11)32

(11)34

(11)32

(8)25

(6)17

(5)14

(4)12

9(5)15

1131(100)300
(注)：()内 数字は年齢別 の構成比率(%)を 示 し，一上 の数字 は各年 齢層における不能 率(%)を 示す。

4-2の 通 りである。

 地区別，年齢別にみて，不能率には多少の差違

はあるものの，回答者 とサンプル全体 とについて

は構成比率は殆んど変 らない。したがって，得 ら

れた回答者は，少 くとも地区および年齢の構成に

関しては歪みの少ないものと考えられ よう。

”
雪

.■齧
萋
ー

雷
髷
し

2

「不 能 者」 に つ い て

隔醤

B

畧
髷

-
塁

蜜

畧
霊

9
畧

(1) 不能理由

不能理由とその分布をみると表4-3の ごとくで

ある。

 選挙人名簿が新しいものであったため，「転居」

は比較的少なかった。しかし三鷹の場合は，名簿

の設定の日から抽出の日まで2ケ 月の間隔が空い

たので，武蔵野に比べて多少 「転居」が多くなっ

ている。

 「拒否」による不能は3～4割 と，かなり高率

である。これは 「不在」による不能とほぼ同程度

であ り，訪問面接調査が次第に困難となってきて

いることがみられる。

 不能理由を年齢別にみると表4-4の 通 りで あ

る。

 「転居」は，女の場合は年齢による差は明らか

でないが，男の場合は若年層)，YY1..多く， この年齢層

で流動の多いことがわかる。 「病気」 は男女 とも

老年に多い。「不在」(長 期不在を含む)は ，女の

場合は若年層に多 く，男の場合は40歳 までほぼ同

じ比率で多 くなってお り，職業や余暇活動による

生活時間の様相がこの年代で類似していることが
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…一一一 一不能理画

不能サ ソプル
転  居 病  気

(老 衰)

   表4-3

「調 査 不 能」の 理 由

女

ヨ

↓」
タ

武
蔵
野

鷹_一

武
蔵
野

鷹

s)
  14

(is>
  30

(9)
11

(12)
14

(10)
1?

(11)
  18

(5)
   6

(10)
11

旅行 ・出張
(長期不在)

不  在

(17)        (36)
  28 1    60

(5)
9

(12)
14

(5)
6

(20)
33

(32)
38

(38)
43

拒  否

(28)

(43)

48

72

(38)
46

(29)
33

そ の 他 曇
ロ

(1)    (100)
   2 1   169

(4)
6

(4)
5

(5)
6

(100)
  168

(100)
  120

(ioo)
  113

      表4-4

年 齢 別 に み た 「不 能 理 由」

年 齢

女

武

蔵

野

鷹

禾能理由

男

武

蔵

野

鷹

20～25歳

26～35歳

36～50歳

51～65歳

66歳 ～

20～25歳

26～35歳

36～50歳

51～65歳

66歳 ～

20～30歳

31～40歳

41～55歳

56歳 ～

20～30歳

31～40歳

41～55歳

56歳 ～

1転 居

(9) 3

(2) 1

(12) 4

(6) 2

(13) 4

(i7) s

(30)13

(11) 4

(13) 4

(14) 3

(17) 7

(3) 1

(7) 2

(5) 1

(24)

(14)

(6)

7)

ハり

」
催

り
白

り
臼

病  気
(老衰を含む)

(6)

(3)

(47)

s)

(2)

(11)

(9)

(ss)

り
θ

1

4

 

 

1

り
白

1

4

nδ

00

(3)

(4)

(18)

旅行 ・出張
(長期不在)

(25)

(15)

(15)

(13)

(17)

(6)

7)

(3)

(3)

(10)

0
◎

腐
V

5

4

「
Q

1
1

1
↓

4

(s> 2

(33) 9

0
4

0
0

1

1

り
θ

(10)

(17)

(15)

(5)

4

尸
0

4

1
↓

(7)

(9)

(4)

り
θ

00

1
↓

不  在  拒  否

(47)15

(56)23

(29)10

(31)10

(7) 2

(26) 9

(14) 6

(24) 9

(22) 7

(lo> 2

(44)18

(40)12

(22) 6

(9) 2

(44)--

(55)16

(31)10

(22) 6

(19) 6

(22) 9

(38)13

(47)15

(17) 5

(43)15

(42)18

(43)16

(53)1?

(29) 6

(22) 9

(33)10

(48)13

(64)14

(20) 5

(21) 6

(44)14

(30) 8

そ の 他

(5) 2

(3) 1

(5) 2

(8) 3

(7) 3

(3) 1

(4) 1

(12) 3

(3) 1

(3) 1

(4) 1

f
誉

↓ロ

(100)32

(100)41

(100)34

(100)32

(100)30

(100)35

(100)43

(100)37

(100)32

(100)21

(100)41

(100)30

(ioo>2z

(100)22

(100)25

(100)29

(100)32

(ioo>2z

(注)： 年齢区分は，理 由別分布の差異が現われ る段階で区切 ってい る。従 って女 と男の区分は異な ってい る。

  以下の クロス表において も，概ね， この様な基準で区切 ってい る。

   ()内 数字は各年齢層におけ る理 由別比率(%)を 示す。

わかる。「拒否」 は， 男女とも51～65歳 程度の中

高年に多 く，高年になる程こうした調査に抵抗を

示すものと考えられよう。

 (2) 訪問回数

 訪問回数の分布は表4-5の 通 りである。

 訪問回数は理由によって異なる。「転居」「病気」

などは1回 の訪問で不能と決まることが半数以上

であるが，単なる 「不在」の場合は，大多数が3
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      表4-5

訪 問 回 数(不 能 サ ン プ ル)
～   訪問回数

不能
サ ガ ，レ

女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

鷹

1 回 2 回 3 回 4 回 5 回

(27)(27)(22)(9)
46 45 38                   (6)15

(36)
601(27)46(19)32(10)1?(4)

(21)(22)(19)(12)(16)

__25 26_123 14(
43)(15)(20)(9)

一一一 一49-1一 一17一 一一一231 一一

6回 以上  不 明 計

i。1(8) 一141一(1)』...11

71(4)61 .一一1

(100)
  169
(ioo)
  iss

191(9)11(2)2(100)120
101(10>11(3)3 二1(100)113

羸 鞭1回 2 回   3

       表4-6

性 別 ・ 市 別 に み た 「訪 問 回 数」

     回  4 回  5 回

女

1

2
▼

タ

璽 野(48)2。51(30)129(15)651(5)

     (51)(29)(11) (4)一一 一一 一 一一一一219_127149                 .                   一

  (2)21
  (2)18

6回 以上 不  明

武蔵野 (38)
       68

三 鷹

十慧口

     (31)(13)(4)一一5.51_24(
44)(31)(12)(9)

一一82 一一… 一一一一58一 一23 _1一_

71  (1)4

  (2)10  9  
(4)1(1)

15 一 一一一8一 一

  (1)7 1

=.「
一1

    (100)2

    (100)

(ioo)
  431
(100)
  432

 (s)
8

  (4)16
180

18?

回以上は訪問しており，約3割 は5回 以上の訪問

を重ねて不能としている。 「拒否」 は1回 または

2回 の訪問で，はっきり拒絶を示され不能となっ

たケースが約半数であるが，4回 以上 も訪問して

結局拒否 となったケースも2割 程度あった。

8' 3

「回 答 者」 に つ い て

1

    表4-7

年齢別にみた 「訪問回数」

固譜 轡
'女

男

1回 2回

20～25歳   33%  28%

26～65歳   48   32

66 歳 ～   73   15

20～55歳   37   34

56歳 ～  55   19

3回 齷(計)平 均

23%16%

12 18

9 12

13 116

11 115

(100%)2.4回

(100)1.6回

(100 ) 1.2回

(100)2.3回

(100 )2.0回

(注)： ほぼ同比率 の年 代は，合せ て比率(%)を 示す。

(1) 訪問回数 ・調査時間帯

 訪問回数を性別および市別でみた場合，その分

布は表4-6の ごとくである。

 これによると1回 目の訪問で調査可能となった

ものは，女では約半数あるが，男では約4割 程度

であり，5回 以上の訪問をして漸 く調査可能とな

ったものも，男には5%以 上ある。とくに武蔵野

においては6回 以上が4%で あったことからも，

武蔵野で男のサンプルを担当した調査員の努力が

察せ られる。

 これを年齢別にみると，両市共通に次のことが

わかる(表4-7を 参照)。

 すなわち，女の25歳以下，男の55歳以下は，調

査可能となるまでに平均的に約2.4回 訪問しなけ

ればならない とい うことである。これに比し，女

の高齢者の約4分 の3は1回 の訪問で調査可能で

ある。

 調査可能 となった時間帯の分布は，表4-8の 通

りである。女については，昼食頃までの時間帯で

約3割 は可能となる。男については，夕食頃以後

に可能となることが多い。

 (2)年 齢

 年齢別分布は，すでに表4-2に 示してある。武
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      表4-8

調 査 可 能 と な っ た 時 間 帯

回答者

女

男

調査時間    朝 食 頃 午

    (1)武蔵野

一
鷹

…
野

 

…
蔵

三
眠

三 鷹

前 昼 食 頃 午 後 夕 食 頃 夜 不  明 計

(2)

(1)

(16)1(9)1(49)1(15)
4 70 39 _211

7(28)119(16)701(41)1761(11)

1阿 一gi 一(7)12(39)(2471)

  (10)66 41 二L(100)
431

471(3)131
  (23)1(1)44 41 2_

  (13)1(9)1(44)25 16

一    (100)
      432
    (ioo)
      180

  (13)1(20)83 25___38_
一1

一

ゴ

(100)
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蔵 野 は 三 鷹 に 比 し， 老 齢 人 口(65歳 以 上)が 多

い 。 こ の こ とは ， 第2章 に お い て も 触 れ た ご と

く， 表3-2(P.32)に 示 した 市 人 口の 年 齢 構 成 に

よっ て も 明 らか で あ る。 表4-2に 示 され る通 り，

サ ソ プル 全 体 お よび 回 答 者 に お け る年 齢 構 成 も表

3-2と 同 じ様 相 を 示 して い る。

 とこ ろ で， 以後 の分 析 に お い て， 年 齢 別 に回 答

分 布 をみ て い く際 ， 年 齢 区分 の切 り方 は， 当該 の

項 目分 布 に お い て差 異 が 明 らか で あ る点 で区 切 っ

て い る。 し た が って 多 くの場 合 ，年 齢 区分 は 男女

に よ って 異 な って お り， ま た ， 各項 目 ご とに必 ら

ず し も一定 して い な い(た だ し ，予 じめ定 め た年

齢 層 に お け る回 答 分 布 を 知 ろ う とい う場 合 は 別 で

あ る)。 しか し，この 章 に お け る他 の 属 性項 目 との

関 連 ， お よび 第5章 以 降 で の 質 問 項 目 との 関 連 に

お い て は ， 多 くの 場 合 ， 次 の 区 分 を 用 い て い る。

す な わ ち ， 女 に お い て は ， 〔20～25歳 ，26～35歳 ，

36～50歳 ，51～65歳 ，65歳 以 上 〕 の5区 分 ， 男 に

お し・て セま，， 〔20～30歳 ， 31～40歳 ， 41～55歳 ， 56

歳以上〕の4区 分である。これは，女においては

家族における位置，役割の差異を，与」においては

職場社会への関わ り方の差異を示す年齢区分であ

り，他の属性 との関係， とくに地域への問題意識

に最 も深い関連を示す年齢区分 とみ られるのであ

る。

 (3)学 歴

 学歴については問51で尋ねている。質問文 と性

別，市別の回答結果の分布を示す と表4-9の 通 り

である。

 ちなみに，市別に男女を併せた比率(比 率Y'よ

る男女平均)とr国 勢調査』(昭55年10月)に よる

比率とを比較してみると表4-10の ごとくであ り，

回答者による比率は 『国勢調査』におけるものと

ほぼ合致していることがみられる。

 つぎに，学歴を年齢別にみよう。年齢を〔若年，

中年，高年〕の3区 分 とし(ピ の区分は男女によ

り異なる)，学歴を 〔新制中学(D.K.を 含む)，

新制高校(表4-9に おける コー ドで2，3，4，7

                     表4-9

                   学      歴

問51 あなたが最後に出られた学校は，どちらですか?

回答者

学 歴

女

男

1.中学卒

(旧制高等小学 校)

2.高 校卒

(旧制中学校) 3.短 大 卒 4.旧 制高
等学校卒

5.大学 卒

(旧高専)

6.大 学院

卒

7.そ の他

(記入)
D.K.

武醐(13)56(52)2；61(12)53(7)

    (16)681(49)2111(14)591(7)
三 鷹

武蔵野

三 鷹

321(13)55(1)

(11)19(36) 264)

  (1)2  11
31  (2)

(9) (42) (1) (3)17 78 1
(注)： 「旧制高等学 校卒」に反応 した女の回答者が多いが，

   べ きものを考xら れ る。

ヨ (1)4

  T)1(13)(0)1(1)1(1)一一一一29一 一58一 一1一 一 一3一 一 3
(2)

31(45)一81 .(2) 一3「一(2)⊥41    

51(45)(1)84 z(o)Q上(o)。

     これは 「旧制高等女学校」の誤りで，高校卒に入れる
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     表4-10

学歴(r国 勢調査』結果との比較)

；添 讐 鞠学

武蔵野

三 鷹

回 答 者

国勢調査

回 答 者

新 制 高校(
2，4，7)

短大，高 大学以上
専(3)   (5，6)

13%150%7%30%

国勢調査

1314711327
135018129
194811122

(注)： 学歴の欄の()内 数字は，表4-9に おけ る学歴 の

  コー ドを示す。『国勢調査』に よる比率(%)は ，表

  2-1に よる人数において在学 者(15歳 以上)の うち

  20歳 以上 と推定 され る人数を高卒 者 とみなし比率

  を算出 しなお した ものである。学歴 の区分 は4段

  階に まとめた。 回答者 の うち， 厂D.K.」 は 中学

  に，厂その他」 は高校 に併合 した。

を併合)， 大学(大学院を含む)〕の3段 階とした。

この結果を表4-11に 示す。

 これによると，女においては高年 か ら若 年 へ

と，学歴は低い方から高い方へ傾いてい くが，男

においては，若年になるに従って，学歴の低いも

のは女と同様少なくなるが，学歴の高い方も若年

に向ってやや少なくなってきていることがみられ

る。 これは，男の高年の回答者の中 に 旧制 の 高

校，専門学校等を 「大学」 と答える者が多か った

ためとも考えられるが，中年が若年 より大学卒比

率の高いことは考慮すべき点であると思われる。

 (4) 家族人数 ・家族構成

 家族人数 と家族構成については問47で 尋ねてい

る。まず家族人数についてみると，その分布は表

4-12に 示す通 りである。

＼

女

男

 ＼ 学
回
答詮戰

       ＼

羣2・ 歳一25歳

睾26歳 一5・歳

w51歳 一

   計

羣2・ 歳一3・歳

牢31歳 一55歳

牽56歳 一

   計

            表4-11

       年 齢 別 に み た 「学 歴」

      武  蔵  野

覯 瓣 》 ∵ 癖
(2)(81)1(17)_

__1_38 8
(10)(76)(14)

221169131

(23)1(66)1(11)
37 107 18

(14)

一一sp.一(73)3141(13)57(2
)」 塑 (41

24厂i7-1.

(12)1{(41)1(47)
11E 39 45

(23)1(26)1(51)
10 11 22

(12)
22「 ㊥ 夷「陣 一84

 

一
学
院

燈

論

 
 

 
 

(

 
 

大
大

 

一校
大
他
の

三
繍

短
総

4dL匸 。1(76)451(24).三 』

   (12)(73)(15)222 29 178 36

1β2-ll(32)一421一(61)7gl(7)gl

十
昌
ニ
ロ

(注)：学歴 の欄 の()内 数字は，表4-9に おけ る学歴 のコー ドを示す。

X431(16)
.71(70)3。21(14)59述(

2)
11(59)』31一 「て39)20

 -Hi   l-9)一 9 1(43)  45 1(48)  50 1

，. 一(26)[(23>一 デi(ら2)16 

180 11( 9)  17 1 (45)  84 1 (46)  86

 59

243

130

432

52

104

31
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  表4-12

家 族 人 数

問47 ご家族は何人ですか?

 家族人数

回答者

女

男

武蔵野

鷹

武蔵野

三 鷹

1 人 2人3人4人5人 6 人  7 人  8 人

(11)一  一 (18)     (20) 一 _ 一(29)一一   (15)一一   (6)      (0)
，   48 11     77一.  一  85  一一一一123  一一一  65 1 一一 一28( 
6)     (16)     (21)     (36)    一(12)  一  (8)一一  '(1)

24       69    _  92      154       52       33(
17)

一31(i2)(1922)34L(27)48 一(16)281(5)一11(3)(13)

24 一⑲19(25≧47⊥(26)49」 一r7)31.1(㌔1(1) 一

9 人  D.K.

x(o)
  (1)4
 (1)  (o>(1)5 1
1(0)OI(0)

(o> (o>

31(0)。 「(0)ユ .      (
1)

0 2

      (4)0 8
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     表4-13

年 齢 別 に み た 「家 族 人 数」

遡

女

男

武

蔵

野

鷹

武

蔵

野

鷹

20～25歳

26～35歳

36～45歳

46～55歳

56～65歳

66歳 ～

20～25歳

26～35歳

36～45歳

46～55歳

56～65歳

66歳 ～

20～25歳

26～35歳

36～45歳

46～55歳

56～65歳

66歳 ～

20～25歳

26～35歳

36～45歳

46～55歳

56～65歳

66歳 ～

1  人

(34)
  16
(6)
   5
(3)
   3
(2)
   2
(12)
   8
(26)
  14

s)
   5
(4)
   4

   0
(3)
   2
(16)
   9
(9)
   4

(52)
  13
(26)
  12
(9)
   3

(13)
0

3

0

(36)
  12
(18)
   8
(10)
   4

0

0

2  人

(9)
   4
(19)
  1?
s)

   7
(10)
   9
(38)
  25
(28)
  15

(14)
   8
(12)
  13
(4)
   3
(19)
  15
(30)
  1?
(29)
  13

6
0

FO

り
β

-
↓

7
¢

)21(

)11(

)6(

)

 
 )

00

0

 

3

(

 
 (

)91
   4

(6)
   2
(7)
   3
(2)
   1
s)

   3
(11)
   2
(62)
   8

3  人

(11)
   5
(27)
  24
(10)  e

9
(26)
  24
(25)
  16
(13)
   7

(17)
  10
(26)
  29
(16)
  13
(22)
  17
(2?)
  15
(18)
   8

(16)
   4
(21)
  10
(20)
   z
(24)
   7
(4)
   1
(24)
   5

(15)
   5
(32)
  14
(29)
  12
(13)
   5
(44)
   8
(23)
   3

4  人

(D.K.)

(30)

  14

(33)
  29

(41)
  36

(41)
  37

 s)
   5

 s)
   4

(34)
  20
(4?)
  52
(47)
  39
(43)
  34
(13)
   7
7)

   3

(16)
   4
(23)
  11
(37)
  13
(41)
  is
(35)
   8
(io)
   2

(30)

(25)

(32)

io

11

  13
(50)
  19
(17)
   3
s)

   1

5  人

(13)

(11)
  io
(23)
  20
(is)
  16
(s>
   5
(15)
   8

(12)
   7
s)

   9
(22)
  is
(9)
   7
(4)
   2
(20)
   9

6人以上

 (4)
61   2
 (3)
    3
 (14)
    12
 (3)
    3
 (9)
    6
 (9)
    5

(4)
   1
(11)
   5
(17)
   6
(2s)
   8
(13)
   3
(24)
   5

(12)
   4
(11)
   5
(20)
   8
(26)
  10
(22)
   4

0

(15)
   9
(3)
   3
(12)
  io
(5)
   4
(11)
   6
(is)
   8

   0
(9)
   4
(11)
   4
(3)
   i
(4)
   i
(24)
   5

   0
7)

   3
(?)
   3
(3)
   1
s)

   1
8)

   1

雪
昌
コ
ロ

4?

88

87

91

65

53

59

110

83

79

56

45

25

47

35

29

23

21

33

44

41

38

18

13

平均人数

2.9

3.4

4.2

3.7

2.9

2.8

3.8

3.5

4.2

3.5

2.9

3.6

2.0

3.1

3.9

4.0

3.2

4.3

2.?

3.2

3.?

4.0

3.?

2.6

 ちなみに平均家族人数を算出してみた(ただし，

不明を除き，9人 以上は一応9人 とし，男女のサ

ソプルを単純に加え合わせて計算した)。 この 結

果は，武蔵野3.41人 ，三鷹3.55人 であ り，昭和55

年10月1日 の 『国勢調査』の平均世帯人数(武 蔵野

2.54人 ，三鷹2.68人)と 比べると，両市とも若干

多 くなっている。これは，調査の際には別世帯で

あっても同居している者について同一家族として

答えた り，または別居の者を家族に加えて答えた

りするためと考えられる。

 家族人数の分布を年齢別にみると表4-13の 通 り

である。

 女では年齢36～45歳 ，男では46～55歳 の所で平

均人数は最 も多 くなっている。この年齢層では3
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                                          計

           .._一(罰(黝 欟)(襯)(雫 覆弩)態

女 壟 野(8)361(11)48「(14)(3)6111(ラ ー 一一(25)一一一一(4)(21)一(?)一 一一一28_1一_一一一一一108_!`_161一 一 …一9- 一一一30(1)2■431

一上 一剄(16)68(6)241(12)51⊥(1)(4)(2?)5 _1___18111?一1一(4)161(24)1。21(7)3。1(6).1「432

男至蓐繼 ：國 量：；計1鏘麟 闘 細 ∫塾ll隠

※!
1.

定位家族

           表4-14

         家  族  構  成

2.     13.     14.     15.     16.     17.

鵜 夫婦の囓 騰 親と子 挈鎧 親と子
8.

親 な し，

子 あ り

9.   110.

被 扶 養 状D.K.

     表4-15

年 齢 別 に み た 「家 族 構 成」

  家族
回
答 構成

_一..者__

 20～25歳

 26～35歳武

 36～50歳蔵

 51～65歳野

 66歳 ～

女

  20～25歳

  26～35歳

  36～50歳

  51～65歳 鷹

  66歳 ～

 20～30歳

武 31～40歳

蔵 41～55歳

野 56歳 ～

男
  20～30歳

  31～40歳

  41～55歳

 鷹  56歳 ～

1.
定位家族

(51)
 24
s)

  5
1)

  2
(5)
  5

0

(76)
 45
(15)
 16
(3)
  4
(2)
  2
(2)
  1

(43)
 18
s)

  3
(2)
  1
(2)
  1

(50)
 26
7)

  3

0

0

●
単

2

身
3.

夫 婦 の み
 

 

 

輻
轢

 

 

 
繍

効

5
親
佯

講
豹

4雛
億

(36)     (2)
 171  21   1
(5)     (5)
  41  141  4
(4)     (2)
  51   71   3
(7)     (3)
  81  251   3(
26)
 14

s)
  5
(4)
  4
(2)
  2
(11)
  9
(9)
  4

(38)
 16
(23)
 12

  0
7)

  3

(29)
 15
(16)
  7
(3)
  2

0

(4)
  2
(is)
 14
(5)
  7
(23)
 25
(25)
 13

s)
  5
(io)
 11
(2)
  3
(27)
 23
(20)
  9

(7)
  3
(4)
  2
(2)
  1
(23)
 10

(4)
  2
(2)
  1
7)

  4
(32)
 10

  0

(2)
  1
(1)
  1
(2)
  2
(1)
  1
(1)
  0

(2)
  1
(4)
  2
(5)
  2
(5)
  2

(2)

(s)

0

1

0

2

  0
(11)
 10
(13)
 1?
(1)
  1

0

  0
(7)
  8
s>

 10

0

0

(s)
  3
(57)
 50
(40)
 54
(1)
  1

0

  0
(10)
  5
(14)
  s

0

  0
(7)
  3
(3)
  2

0

(5)
  3
(64)
 70
(32)
 43
1)

  1

0

(7)
  3
(48)
 25
(26)
 11

0

s>
  4
(53)
 24
(36)
 21
(3)
  1

軌

状養扶被
態

 

 
 
 

&融好
劉

乳
親

佯

㎝

0

  0
(4)
  6
(9)
 10

0

0

  0
(10)
 13
(4)
  3

0

0

  0
7)

  3
(5)
  2

  0
(2)
  1
(12)
  z
s)

  2

  0
(1)
  1
(29)
 39
(41)
 45
(11)
  6

0

  0
(41)
 55
(44)
 37
(22)
 10

0

0

  0
(9)
 10
(38)
 20

0

  0
(1)
  1
(9)
  8
(47)
 21

  OI  O
(4)
  21  0
(44)
 191  0
(40)    (19)
 171  8

  0
(7)
  3
(39)
 23
(39)
 12

0

0

  0
(io)
  3

10.

D.K.

0

  0
(1)
  1
(1)
  1

0

0

0

  0
(1)
  1

0

(2)
  1
(2)
  1

0

0

(10)
  5
(4)
  2

  0
(3)
  1

十曇口

47

88

134

109

53

59

110

133

85

45

42

52

43

43

52

45

59

31
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世代家族であった り，また，子供が殆んど全員家

族内に同居している故と考えられる。

 つぎに，家族構成についてみていこう。家族構

成に関しては家族構成員 と世帯主 との属性を聞き

とり記入した。これにより，た とaxぽ，3世 代家

族に属するものが何人いるかなど，細か く構成を

みていくことができたが，コミュニティに関連を

もった分類 としては9種 に分けた。主 として子，

特に学童以下の子の有無と親世代との同居 という

ことに着 目して分類した。前者は，P.T.A.な ど

との関連 もあって地域に積極性を示すであろ うと

いうこと，後者は，高齢者を通しての地域への親

密感があろうことを想定したか らである。9種 類

の家族構成による分布をみると，表4-14の ごとく

である。

 ここで 「1.定位家族」には正確な出自家族だけ

ではなく，兄弟，祖父母，親戚などとのみの同居

家族をも含めた。要するに配偶者がなく，かつ本

人 より下の親などに当るものがいないものをすべ

て含めている。 「9.被扶養状態」 とは家族の主体

が本人の子夫婦に移行しているとみられる家族で

ある。

 家族構成を年齢別にみると表4-15の 通 りであ

る。

 これによると，当然のことなが ら家族構成は年

齢 と深い関係にあるということがわかる。すなわ

ち，若年層で 「定位家族」や 「単身」が，中年の

前半では 「学童以下の子あ り」の家族が，中年の

後半では 「学童以外の子あ り」の家族 が 多 くな

る。高年では 「被扶養」あるいは 「夫婦のみ」の

家族も多くな り，とくに武蔵野の女 にお い て は

「単身」が多いことが顕著であ り，武蔵野の老人

対策の反映であることも考えられ る。両市 とも高

齢者の単身世帯が男より女に多いことも注 目すべ

きであろう。

 (5) 兄弟人数 ・兄弟順位

 生育環境において兄弟数の多いことは，他人 と

の親交を容易にさせる要因とも考えられ，このこ

とがコミニュティとの交わ りにも関係すると考え

てこれを問32で 尋ねた。兄弟人数の分布は表4-16，

問42 あなたは，

諜1

             表4-16

           兄  弟  人  数

ご兄弟は何人ですか? (あなたを含めた人数です)

人2人3人4人5人6人7人 8人9人 以上D.K.

女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

三 鷹

(5)一
221(20)(23)8797土(19) 一(11)(12)(5)834850-21【(2)81(3)12i(1)『3

(6)
26【(19)84巨19)(21)80 89上114)62⊥(里37璽 (3)20」(3)12i(3)11

(『≧

_」4_L≦17) 30 i (26) 47⊥_(17)一3.LL(_『≧.15-i ( 9) 17 1一(6)  io I (2〕   3 二(3)  6`_(4誓)  7
(5)1(24)(23)1(17)(10)(10)(3)(1)(4)(3)

10 44 42 31 19 19 6 2 8 6

   表4-17

兄  弟  順  位

問42 あなた は，何番 目ですか?

謙
女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野 ，

三 鷹

1番 目 2番 目 3番 目 4番 目 5番 目 6番 目  7番 目  8番 目

…一 一～ 一τ1虹二て

i}⊥「』3一

9番 目    D
.K.以 下

(32)(28)(16)(10)1(6)1(3)(2)137122 70 41 26 13
(36)(22)(19)(11)(3)(2)(1)65 39 35 19 6 3

(36)155(22)95(19)831(10)42(z)281(4) 115.
  18
  (1)2

(o>(o>
5 2 2

β」一(o>一ユL⑱ 二1ρ 
(2)(4)

1 3 7
(33)(28)(15)(6)(8)(3)(1)1(1)(1)(4)61 52 28 12 15 6 2 2 2 2



一一.被調査者(サ ンプル)の 特徴一  55

     表4-18

年 齢 別 に み た 「兄 弟 数」

駅

女

武

蔵

野

20～25歳

26～35歳

36～50歳

51～65歳

66歳 以上

十
二
ニ
ロ

20～25歳

26～35歳

36～50歳

鷹 51～65歳

66歳 以上

卜曇

1人

(7)

(4)

s)

(9)

  3，4人2人
  D.K.

 (47)
  220

 (19)
  176

 (16)
  215

 (11)
  126

 (28)
  155

(49)
 23

(58)
 51

(44)
 59

(34)
 3?

(25)
 13

人
上

5
以

(4)
 2

(is)
 14

(37)
 49

(50)
 54

(38)
 20

十彗ロ

47

88

134

109

53

平均

2.7

3.4

4.3

4.4

3.9

(5)1(20)(42)(32)2287 _183_139431
(14)
 8             59

(5)
 5

(5)
 7

(5)
 4

(4)
 2

(54)
 32

(22)
 24

(11)
 14

(9)
 8

(13)
 6

(29)
 17

(57)
 63

(34)
 45

(41)
 35

(44)
 20

(3)
 2

(is)
 18

(50)
 6?

(45)
 38

(38)
 17

110

133

85

45

(6)(19)(42)(33)
_2684130142_1_432

2.3

3.4

4.6

4.5

4.2

訳

男

武

蔵

野

20～25歳

26～35歳

36～50歳

51～65歳

66歳 以上

 計

20～25歳

26～35歳

36～50歳

鷹 51～65歳

66歳 以上

卜二
吃H口

     3，4人1人 2人
     D.K.

(16)  x(40)
  41  10

(4) (17)
  21  81

(6) (9)
  31  4

(10) x(10)
  41  4

(5) (19)
  11  4

(40)
 10

(70>
 33

(43)
 20

(38)
 15

(33)
  7

5人

以上

(4)
  1

(9)
  4

(43)
 201

(43)
 17

(43)
  9

計

25

47

47

40

21

平均

s>(i7)(47>(28>30__3085511180

2.4

3.3

4.6

4.2

4.4

(18)
 6

(2)

(3)

(15)

 (45)
  15

 (25)
   ii1

 (17)
   110

 (9)
11  3

 (31)
21  4

(30)
 10

(57)
 25

(40)
 25

(44)
 15

(31)
 4

(6)
 2

(16)
 7

(43)
 27

(44)
 15

(23)
 3

33

44

63

34

13

(5)(24)(42)(29)
__101__44_79_54_1187_

2.4

3.3

4.6

4.5

3.3

                     表4-19

                  支  持  政  党
間43 あなたは，何党を支持していらっしゃいますか?

談
女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

三 鷹

 
主

 
民

 
由

L
自
党

2.

社会党
3.

民 社 党

4.   15.
公 明党 共 産党

6.

新 自 由 ク
ラ ブ

?.

社 民 連

8.   19.

支 持政 党 そ の 他 D・K・
な し

(30)

ユ詑15)641(2)gi(5)2。1(4)181(1)(

2空115_L「 ±1)_48 ilて言ア■ i3 1 (4)ヨ 』ll (…3〕「一13 i (1)(
30)

54.「9)16(3と6i(2厂3「(?)12(1)

(29)54(10)19【(3)5114ヲ7「4>一7}(2)一

31(2)71(32)138(4)18(5)23

兄弟順位の分布は表4-17の ごとくであった。

 ところで兄弟数は，年次による全般的な出生数

の変化に大いに関連があ り，このことは，出生年

すなわち年齢と関係があるとみられる。そこで年

齢別に兄弟数をみてみると表4-18の ご と くで あ

る。

 これによると，男女とも36～65歳 において兄弟

数が多いことが明らかである。 このことは，大正

5年 から昭和20年 の間に生まれた人であり出生率

(1)(41)(4)(6)
2 __一_5___179117 _1_25_(

2

2)41(36)651(4)7i(6)11

41(1) .… 。1(41)761(2)41 .(6)11

が高い時代 と合致している。 この事実は， コミュ

ニティに関する意識の分析の際に考慮しなければ

ならないであろう。すなわち，兄弟数が多いとい

う生育時の環境によって他者と交わ りやすい(近

隣と親交関係を結びやすい)パ ーソナ リティを持

っている故か，あるいは，中年とい う年代がコミ

ュニティに強い志向を持つ故かが，判然 とは分け

難いことに注意すべきであるとい うことである。

 なお，兄弟順位は兄弟数に従属 しているので，
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        表4-20

年 齢 別 ・学 歴 別 に み た 「支 持 政 党」

支持政党

年齢 ・学歴

年

齢

別

学

歴

叮牙

女

男

女

男

20～25歳

26～35歳

36～45歳

46～55歳

56～65歳

66歳 ～

十蓉
ロ

20～30歳

31～40歳

41～50歳

51～65歳

66歳 ～

武 蔵  野

 
党

6
民

L
自
系

(13)
  6

(23)
 20

(32)
 28

(34)
 31

(40)
 26

(43)
 23

4.

公 明党

(2)
  1

7)
  6

(5)
  4

(4)
  4

(5)
  3

(4)
  2

2.3.5.7

革 新 系

(19)
  9

(26)
 23

(18)
 16

(30)
 27

(17)
 11

(23)
 12

持
な

&
支
党 LJ
(60)
 28

(39)
 34

(34)
 30

(20>
 18

(28)
 18

(19)
 10

9.0

そ の 他

無 答

(6)
  3

(6)
  5

(lo)
  9

(12)
 11

(11)
  7

(11)
  6

鷹

  1.6

計  自民 党  系

  (12)
4711  ?

  (ao)
8811  22

  (31)
8?II  26

  (29)
9111  23

  (45)
6511  25

  (31)
5311  14

4.

公 明 党

(2)

(4)

(s)

(3)

(4)

(2)

2.3.5.7

革 新 系

  7)
11  4

 (is)
   184

 (14)
   125

 (as)
   222

 (20)
2   11

 (2?)
1   12

他
答

 
の

a
そ
無

政
し

持
な

&
支
党

(7s)
 45

(53)
 58

(39)
 32

(29)
 23

(is)
 10

(24)
 11

(3)
  2

7)
  8

(10)
  8

(11)
  9

(14)
  8

(is)
  7

計

59

110

83

79

56

45

(31)
134(5)2。1(23)98(32138i(10)41[431(27)11?て3)15下8)79(4'179('o>42432

(io)   (5)       (31)          (55)
  41  2        13            23               0

(13)       (19)          (54)             (13)
  71  0        10            28                7

(36)       (20)          (36)              s)
  91  01  51  9               2

(60)           s)       (15)             (18)
 24     01  61  3               7

(57)   (5)             (io)       (19)          (lo)
 12     11  41  21  2

 (25)     (s)        (10)            (54)               (6)
   1342'.       31  5             28                    52                 3

 (16)     (4)        (24)            (47)               (9)
52    71  2          11             21                    45                 4

 (42)     (2)        (16)            (30)               (9)
   1825       11  7             13                 4                    43

 (47)     (3)        (12)            (32)               (6)
   1640       11  4             11                 2                    34

 (31)        (31)            (23)               (15)
   41  021          41  3                 2                    13

   (31)(2)(21)(36)(10) (31)(4)一 一一(17)(41)一(8)一 一一一一 一a1”一 一一 一56_一一3_一一38一一65一_18_一一18058?_一31一一76151_187

中 学(新)，(27) (10)
D.K. II  161  6

高 校(新)，(32) (4)

短  大  101  14

大学 以上 (30)      171  0

中学(新)，(55) (5)
D.K. II  121  1

高校(新)，(26) (1)

短  大   19   1

大 学 以上(30)25(2)1

(zo>
 12

(23)
 72

(25)
 14

(14)
  31  5

(24)   1(42)
 181  31

(20)   x(35)
 171  29

(30)
 18

(31)
 98

(39)
 22

(23)

(13)
  8

(9)
 29

7)
  4

(5)
  1

7)
  5

(14)
 12

60

314

57

22

?4

84

(2s)
 20

(28)
 85

(20)
 12

(41)
  7

(21)
 18

(38)
 33

(6)

(3)

(2)

(2)

(s)

 (is>
   134

 (18)
10   55

 (19)
1   11

 (12)
OI  2

 (21)
2   18

 (13)
   115

(32)
 23

(d2)
 127

(49)
 29

(35)
  6

(49)
 41

(34)
 29

(15)
 11

s)
 25

?1

302

(10)
  61  59

(12)
  2     17

s)
  5

(9)
  8

84

86

他の属性 との関連において特に見るべきものはな

い。

 (6)支 持政党

 支持政党について問43で 尋ねている。 コミュニ

ティ志向が，支持政党の有無，および保守 ・：革新

あるいは公明党を支持することと，どの様に関連

しているかをみ るために，この設問を提示 してい

る。回答結果を市別，性別にみると表4-19の 通 り

で あ る。

 これによると，三鷹は武蔵野に比べ 厂支持政党

なし」が多いことが顕著である。支持政党を自民

党系(自 民党と新自由クラブ)と 革新系(社 会党，

民社党，共産党，社民連)とに2分 し，「その他」

は無答と合わせて，年齢別，学歴別の分布をみる

と表4-20の ごとくである。

 年齢別に見ると次のことがわかる。すなわち，



両市/男 女 とも若年層に 「支持政党なし」が多い。

武蔵野においては，男では40歳 ，女では35歳 を境

に，これより若年では 「革新系」が，これより高

年では 「自民党系」が多 くなることが明らかに見

られる。三鷹においては，武蔵野におけるように

は比率の逆転が顕著ではないものの，やは り概ね

同じような傾向がみられる。

 学歴別には明らかな傾向はみられないものの，

女において学歴の高い方が 「支持政党」なしが増

すことがややみ られる。
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騨 剰只憫 斈蜘 凪∵
武蔵野(33) (14) (43) (2) (7)                (1>1(loo)/

女  141  62 187  7  32  2 431

巨i客 鷹 一(35)151('2)1(42)52 183(i)一6一(9「38(1)2(100)432

        表4-21

      就 業 状 況(女)

回%d： 有 職 無 職

     表4-22

「就業状況」 と 「家族構成」の関係(女)

家族構成

就業状況     武 蔵 野/女

専 iパ ーFIB i計

定 位 家 族(81)          29

単 身

既 婚/子 な し，D.K.

子   あ   り
(学 童 以 下 あ り)

子   あ   り(学童
以 下 な し)

(48)
  23

(27)
  20

(24)
32

(27)
37

3)
  1

(10)
   5

(18)
  13

(16)
  22

(15)
  21

(17)
6

(42)
  20

(55)
  41

0)
  82

(58)
  79

(ioo)
36

鷹/女

専 剰

(71)
  48

ノく

(9)

一 ト1

(100)     (67)
  48

(100)    II (39)
  74

(ioo)
  136

(100)
  137

(23)

ρ0

一

2

9
θ

-
↓

.

り
白

Q
リ

(22)
33

(4)

(9)

無 剛 計

 (21)  (100)61   
141   68

 (29)      (100)11   
71   24

 (53)      (100)
51   301   57

(15)

(64)

  (61)      (100)
201   831  135

  (14)      (100)
951   201  148

   表4-23

従 事 す る 職 業(女)

球
武
蔵
野
/
女

三
 
鷹
/
女

業

一一一

専

ト

「

二

計

o
、ノ

一

一

業
…
専

ト=o
、ノ

彗

4.   15.

管 理 職 自 由 業

(1)
  2

(3)
  2

(2)
  4

(9)
  13

s)
  5

(9)
  18

(12)
  18

(6)
3

(10)
21

2.

技 術 系

s)
  11

(5)
  3

7)
  14

7)
  11

(15)
8

(9)
19

1.   13.

事 務 系 労 働 系

(38)
  54

(21)
  13

(33)
  6?

(44)
67

…

14

)

・

ワ

8

一

り

白(

(40)
  81

(7)
  10

(21)
13

(11)
23

(9)
14

6.

珀 営 ，.の 馨 計

(18)
  26

(3)
  2

(14)
28

(18)

(31)(2)
16

(15)      (14)
  30

27

…

1

 

}

8

 

冖

り
右

(18)
  25

(39)
  24

(24)
49

(9)
  14

(19)
  10

(12)
24

(100)
  141

(ioo>
  s2

(100)
203

(100)
  151

(100)
  52

(ioo)
  203
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       表4-24

年齢別 にみ た 「就業状況」 と 「職業」(女)
   コ   

鞭 纛       一         一        一       一                            .              一                   一             一   一

武

蔵

野

/

女

20～25歳

26～35歳

36～45歳

46～56歳

56～65歳

66歳 ～

就 業状 況 職

(74)
  35
(36)
  32
(21)
  18
(41)
  37
(22)
  14
(9)
   5

パ ー ト

鷹

/

女

(4)
   2
(19)
  1?
(20)
  17
(18)
  16
(14)
   9
(2)
   1

業

主 婦

(4)
   2
(44)
  39
(59)
  51
(40)
  36
(57)
  37
(42)
  22

輙
し
D.K.

(17)

(学7)8

(1)

(2)

(s)

(4?)

-

り
右

尸
D

尸
D

 

 

 

2

轡副鞴
(9)  (49)
   41   23
(14)    1(19)
  121   1?
(6)  x(11)
   51   10
(8)  (15)
   71   14
(6)  (5)
   41   3
s)

   41   0

.3

労 働 系

計4魔

答

 

 
そ
無

 

…

営・自エ

一

a
商

[

(11)

s)

s)

(4)

(6)

民
J

PD

尸0

4

4

0

(4)
   2
(6)
   5
?)

   6
(11)
  10
s)

   5

   0

s)
   3
(11)
  10
(10)
   9
(20)
  18
(11)
   7
(4)
   2

(ioo)
  47
(ioo)
  88
(ioo)
  87
(100)
  91
(ioo>
  65
(ioo)
  53

：fi(33)1411(14)621(43)1871(10)411(8)36(16)671(5)231(6)28」(11).49(loo>431

20～25歳

26～35歳

36～45歳

46～55歳

56～65歳

66歳 ～

(69)
  41
(32)
  35
(31)
  26
(34)
  27
(30)
  17
(11)
   5

(3)
   2
(16)
  18
(18)
  15
(is)
  13
(5)
   3
(2)
   1

s)
   5
(51)
  56
(48)
  40
(49)
  39
(52)
  29
(31)
  14

(19)(学
6)11

(1)
   1

(2)

   2

   0

(13)

   7

(56)
  25

s>

(15)

(11)

s)

(4)

(2)

PD

ワ
u

Q
ゾ

ρ0

9
臼

ー
ム

 

ー

(53)
  31
(1?)
  19
(19)
  16
(15)
  12
(5)
   3

   0

(5)

s)

(7)

(io)

(11)

Q
U

ワ
■

ρO

n
6

ρ0

0

2)
   1
(6)
   7
s)

   7
s)

   6
(5)
   3
(9)
   4

(5)

   3髄

(3)

   3

(4)
   3

(io>
   8

(11)
   6

(2)
   1

(ioo)
  59
(ioo)
 110
(ioo)
  83
(ioo)
  79
(100)
  56
(100)
  45

計ll(35)151(12)(4252)183('1)461(9)4・i(19)81(め.1・[(6)28}(6)一241(100)432
.

       表4-25

学歴別にみた 「就業状況」 と 「職業」(女)

勤難』      一  儒   一  匿   疊     齟    .

武
蔵
野
/
女

鷹
/
女

中 学(新)(
D.K.)

高校(新)
短  大

大学以上

中学(新)(
D.K.)

高校(新)短  大

大学 以上

専 業

就 業 状 況

パ ー ト 主 婦
学 生 ，無
し

D.K.

職    業

(27)
16

(32)
102

(40)
23

(32)
  23

(36)

(13)
8

(15)
46

(14)
8

(17)
12

    (11)
  1081   33

(34)    x(12)
  201   ?

(33)
20

(46)
143

(42)
24

(30)
21

(47)
141

(36)
21

(2?)
16

?)
23

(4)
2

(21)
15

7)
20

(19)
11

管
由

5

.
自

4
術

・

幺
技

理

(5)
3

7)
23

(18)
10

s>

s>

6

(17)

1.

事 務 系

(3)
2

(16)
50

(25)
14

s>
6

 (22)
241   65

 (1?)
101   10

3.   16.

労働 系 商工 自営

(io)
6

(4)
14

(5)
3

(14)
io

(12)
   7

s)

その他
 無答

十
唱言

口

 (10)  x(100)
     61  60

 (13)  x(100)
201   401  314

(2)
1

(11)
8

(6)     s)
  191   19

2)  1(2)
   11   1

(5)

?)

3

5

(5)
14

s>
5

(100)
  5?

(ioo)
  71

(100)
 302

(ioo)
  59
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     表4-26

年 齢 別 に み た 「職 業」(男)

隷
武

蔵

野
/
男

鷹
/
男

20～30歳

31～40歳

41～50歳

51～65歳

66歳 以 上

 計

20～30歳

31～40歳

41～50歳

51～65歳

66歳 以上

4.

管 理 職

   O

 s)
   3

(20)
   5

(1g)
   7

(5)
   1

5.

自 由 業

(4)

(16)

s)

(5)

0

9
臼

」
4

Q
り

-
亠

2.

技 術 系

(io)

(25)

s)

(io)

(5)

i.

事 務 系

L皇 坦⊥(6)1。

     (2)
    OI    1

 (7)  (4)
    31    2

 (9)  (12)
    41    5

 (29)      (12)
   101    4
 (15)  (8)
    21    1

   ■        一      山  .     一  一  一          「 一 } 一   冨 一         一   . .  一           一

  (31)
41   13
  (35)
131   18
  (36)
21    9
  (23)
41    9
  (14)
11    3

  (29)
    15
  (40)
    18

3.

労 働 系

計 【1(10)19(7)131(17)

(14)
   6
(15)
   8
(4)
   1
(5)
   2

   0

X13)

一241(29)5

(19)               (17)
  10
(22)        (18)
  10
( 9)      (42)      (12)
   41   18
(12)      (18)      ( 6)
   41    6
(23)      ( 8)      (15)
  3      1

17)i(31)31 58

6.

商 工 自営

止ll一剥(8)

Q
V

8

尸0

り
θ

り
臼

   0
(io>
   5
(4)
   1
(15)
   6
(io)
   2

  14

(4)
   2
(9)
   4
(12)
   5
(12)
   4
s)

   1

(16)(10) 18029 18

他

答

・

のぞ
無

ワ
「
 
 
3

 
 
 3

 
 
尸0

助

①

吻

鋤

(

   
 (

  
  (

  
  (

一 

18

……

 

 

 

ご

醫轡

 

⑩
B
鉦

ゆ(
慶
」
 
 
0

 
 
り
9 
 
」4

 

12

 

①

 

 ユ

29
学

(

(

の

吻

(

   (

0

0
 
 
0
 
 
4

ゆ

⑫

(

   (

ゆ(

 

10

 

の

 

 

19
学

(

(

0

0
  
 3

胸(

 計

(100)
  42

(100)
  52

(loo)
  25

(ioo)
  40

(ioo)
  21

 180

(ioo)
  52

(ioo)
  45

(100)

  43

(100)
  34

(100)

  13

1(14).261(9)一161(7)13↑(7)13[(100)187

     表4-27

学 歴 別 に み た 「職 業」(男)

賑
武
蔵
野
/
男

鷹
/
男

中 学(新)

(D.K.)

高 校(新)短  大

大 学 以上

中 学(新)

(D.K.)

耡
大

「

樹

}

 
 

 

高
短

「
上以学大

4.   15.

管 理 職 自 由 業

0

可

⊥

一

『
0

1

ー
ユ

一」

)

、
)

1

8

 

1

(

 
(

(9)

(3)

2.

技 術 系

 (9)
21   2

 (16)
2    12

7)
6

  s)
OI   1

(10)
   8

(13)
11

(2)
2

(12)
  10

(12)
  10

(6)
   1

(18)
  15

(17)
  15

1.   13.

事 務 系 労 働 系

(9)  (23)

   21   5

(24)    x(15)

  181   11

6.

商工 自営

無  職

齶 を)

(23)     (23)

   51   5

(8)  x(19)

   6(学10)10

(38)     ( 1)     ( 4)
  321   1           3
(6)
   1

(23)
  19

(44)
  38

(41)
   7

(ao)
  1?

(2)
   2

(is)

(12)
10

 (12)
31   2

(12)
10

(3)
   3

(11)
   9

(2)
   2

そ の 他
無  答

(5)
   1

(14)
  10

s)
   7

(12)
   2

(5)
   4

(6)
   5

十「=口

(100)
  22

(100)
  74

(ioo)
  84

(100)
  17

(100)
  84

(100)
86

 (7)職 業

 職業構成については，男女によって様相を異に

するので性別にみてみることにする。

① 女にっいて

 就業の状況について，問44で 尋ねた結果を整理

すると表4-21の ごとくである。

 有職者は約半数。 うち 「専業」のものは3分 の

1程 度で，その うち約4割 は 「主婦」 と答えたも

のである。有職者を専業 とパー トに分け，家族構

成 との関係をみると表4-22の 通 りである。
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 これによると，専業は 「定位家族」に多 く，次

いで 「単身者」に多 く，既婚者の中では 「子なし

家族」に多い。子のある家族では，パー ト就業が

多くなっている。

 有職者について専業，パート別に職業構成をみ

ると表4-23の 通 りである。

 これによると全般に事務系職種が多いが，これ

は特に専業の中で多 くなってお り，パー ト従事者

の中では労働系職種についている者が多い。仕事

の内容については， はっきり答えない者(無 答)

もパー ト従事者の中には多 く，これらの人々には

職業意識が比較的薄いものとみられる。

 就業状況および職業構成を年齢別，学歴別にみ

ると，それぞれ表4-24， 表4-25の 通 りである。

 専業従事者について年齢別にみると，M字 型を

なしていることが明らかであ り第1の 山は20～25

歳に(約7割)， 第2の 山は46～55歳(約3分 の1)

にある。これに対しパー ト従事者は36～45歳 をピ

ークに若年，高年に少な く，とくに25歳 以下と66

歳以上では極めて少ない。職業について年齢別に

みると，高水準の職種(技 術 ・管理 ・自由業)は

26～35歳 に最も多 くなっている。

 学歴別にみると，学歴の高いほど専業従事者が

多 く，高水準職 も多 くなっている。

② 男について

 男は当然のことながら，殆 どが専業従事者であ

るので，就業状況をみることは余 り意味がない。

職業構成を年齢別，学歴別にみると，それぞれ表

4-26， 表4-27の 通 りである。

 これによると全般に事務系職種が多いことがみ

られる。年齢別にみると，管理職は51～65歳 と定

年間近の年代に多 く，技術系は30歳 代に多い。無

職は20歳 代(殆 どが学生)と60歳 以上に多い。学

歴別にみると，学歴の低いほど労働系職種が多い

ことが明らかである。

 (8)勤 務地

 問46で 勤務地を尋ねている。女については，専

業(商 工自営とそれ以外に分ける)と パート別に

分けてこれをみると表4-28の 通 りである。

 これによると，商工自営は当然のことながら約

9割 が市内勤務である。パート勤務者では，両市

とも4割 強が市内勤務である。

 これに対し，男は全般に市内勤務は少ない。男

にっいて，職業別に勤務地をみると表4-29の 通 り

であ り，市内勤務の最も多い商工自営業でも武蔵

野71%， 三鷹56%と ，女に比し少ない。労働系職

種はこれに次いで市内勤務が多い。事務系管理職

等は都区部勤務が多 くなり，市内勤務は著しく少

     

贐 .
武

蔵

野
/
女

L

市 内

乞

都

  表4-28

勤  務  地 (女)

鷹
/
女

専

業

π
ハ

商工自営

自営以外

一  ト

そ の  他

十きロ

専

業

商工自営

自営以外

パ ニ ト

そ の 他

十
二
=
卩

下
都

 
の外

 
以
内

4
3
区

中
 

，区

 
田
港

代

，

翫
千
央

5.

そ の 他

(ss)

23(4)1i(4)

(34)
39(14)冠(22)

(45)
28(ii) .ヱi(5)

   (4)1   (20>25
   (26)3

無 答 1号肖

6

(22)

96( 一s>

ll__1_ 1(100)26

  (6) (4) (100)231_一一一7_一 51115  
(2)

16       (11)1(100)1一一 一一一一?…62

(92) (4)24
(40)501(15)

11∠[/L∠!非 該当2211228

25」(? .291(.9) .4・1(2).81(54).233(10b)431

 .一 (4)

(54)281(8)
191(17)211(26)
4is 31 (23)

   一

         z.
(24)

1。3「6)261(6)副(11)

       I I(100)1一一一 一   26

32(2) 一匸 ヱ/'「1⑩125

121C6)31(4)21(100)52

11 11非 該当2241229

  (2) 1(52) ((100)46________7一_226 432
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射羲
武

蔵

野

/

男

鷹

/

男

管 理 職自由業
，技術

事 務 系

系

.工
業

他
鬯

働
 

営

の

計

労

商
自

そ
憮

 

管 理 職
自由業，技術

事 務 系

労

商
自

そ
無

働

営

の

彗
口

系

工
業

他
答

1.

市   内

(12)

(io)

(25)

(71)

6

5

5

10

7

2

都

(ao>

(12)

(25)

?)

   表4-29

勤  務  地

  3.

下 鄭羅 中

  (36)        (26)101    18

  (33)        (42)
61    17

  (15)        (20)
51     3

i

2

(is)
33(13)一 一24(24)

(25)

(16)

(50)

(56)

16

9

14

9

(16)

(17)

(14)

(25)

10

io

4

(19)

(28)

0

(男)

4.
3以 外 の

都 区 内

13

22

4

0

5.

そ の 他

5   4

  (24)43 43

(6)

(4)

(io>

(21)

3

2

2

3

    1
』一

6)一 

1工

無 答

(5)

0

0

1

0

唖曇面

4

    25

(14)   26

(ioo>

(100)

(100)

(100)

50

52

20

7)

s)

14

44

12

16

2

1

    31     1               1

(27) (16)((17)51 29 32

(33)

(38)

(21)

(13)

21

22

6

2

180

s)

(2)

7)

4

1

2

0

     41     4

一(29)一 一一55一(6)一 一111(5)

0

0

0

0

9

(100)

(100)

(ioo)

(100)

63

58

28

16

22

  (loo)gl    187
 一                                         一    一                         ，

な くなる。

 (9) 住居所有 ・住居状況

 住居所有については聞きにくい質問 であ るの

で，調査協力の謝辞を述べた後の帰 り際に尋ねる

ようにした。多少の偽 りの回答があるにしても殆

どの被調査者から回答を得ることができた。住居

状況については，一戸建，集合住宅の別に調査員

の判断によって上，中，下のいずれかを記入させ

た。上，中，下は，つぎのような基準で分けるこ

ととした。すなわち，もし，その家を賃貸したと

して賃貸料月4万 円から8万 円と思 え る もの を

中，それ以上を上，それ以下を下 とした。

 住居所有と住居状況の分布は，それぞれ表4-30，

表4-31の 通 りである。

 一戸建/下 ，集合住宅/上 は少ないので，これ

らをそれぞれ 「中」のクラスに併合して，所有状

況 との関連をみると表4-32の ごとくであ り，持家

は一戸建に多いことが明らかである。

 住居所有の状況は，年齢，家族構成 との関連が

  表4-30

住 居 所 有

譜 晒 …持家

女

男

武蔵野 (58)
  250

三 鷹(55)     237

武蔵野(49)

三 鷹 (47)

鸛
幽

幺
小
(

 
。

家借

(32)
  138

(36)
  157

 (32)
891   5?

87
(37)

69

(9)

(9)

40

37

(18)
32

(17)
31

D.K.

(1)
  3

(o>
  1

(1)
  2

(o)
  0

深い。表4-33に みるごとく，年齢については，高

くなるほど一般に持家が多くなることは当然であ

ろ うが，最若年の層で男女ともやや 厂持家」が多

くなっているのは親の家にいることが多いためと

みられる。武蔵野/女 ，三鷹/男 の最 高 齢 層 で

「持家」がやや少なくなるのは，家を次の世代に

譲 り，再び，単身生活をする高齢層のあることを
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況

31

状

を表

居

 

住

＼ 住居状況
回答者＼

  武 蔵 野

女 …一..

     鷹

 
下

建
「㎜

戸

一
中

 
二
i

…

～

(21)        (29)        (6)
   891    1251    27

(ia)
76

(37)
158

(5)
22

  武 蔵 野 (19)

男

     鷹 (13)

34
(28)

50
(s)

14

25
(35)

65
(5)

io

  集 合 住 宅

上     中     下

(3)
13

(5)
20

(3)
5

(28)        (12)
   1221    52

(23)        (13)
   971    58

(27)      1(14)
   491    25

(3)  (33)        (11)
61    611    20

無記入

(1)

(o)

3

1

(2)
3

表4-32

「住 居所有」と 「住居状況」 の関係

撫
武

建

一

戸一

一下
刃，記

.中
無

レ 
 
…

上

「

蔵   野

集 合住 宅

当 中」 下

f芸
肖

(o)
0

女

男

持  家

借  家
(D.K.)

給与住宅

持  家

借  家(
D.K.)

給与住宅

(34)

(1)

(3)

86
(53)

 (15)
2

 (5)
i

(36)

(3)

32

2

0

132

21

2

(55)

(19)

(22)

49

11

(12)

(52)

(78)

30

74

31

(9)

(49)

 (53)
7

8

29

17

1)

(31)

(15)

 (100)
2   250

 (ioo)
   14144

 (loo)
   406

(29)

(25)

0

i7

8

(100)
  89

(ioo)
  59

(ioo)
  32

一 戸 建

三      鷹

   車「卞上   (無記
入)

(32)

(1)

?5

144

(61)

(22)

集 合住 宅

上 刺 下

  ?)
1

35

    (5)
   of   2

(29)     x(66)
  25      57

0

0

(ao)

(13)

14

4

(47)

(70)

17

74

26

(5)

(67)

(55)

4

46

17

o)

(30)

(24)

十
一誓
ロ

 (ioo)
   2371

 (ioo)
   15848

 (ioo)
   379

(1)

(13)

(32)

 (100)
i   87

 (ioo)
   699

 (ioo)
   3110

示すものといえよう。

 家族構成別にみると，このことが更に うらづけ

られる。すなわち，単身世帯では 「持家」は最も

少なく， とくに男の単身者では 「持家」が少な く

「給与住宅」が多い。つぎには，学童以下の子の

ある家族(30歳 代頃)に 「持家」は少なく，定位

家族，または既婚で子のない家族(親 と同居を含

む)が これに続き，大きな子(学 童以下でない子)

のある家族において最 も 「持家」が多い。

 住居所有は，社会成層 と関連があるかと考えた

が学歴 とは余 り関係なく，職業では，男の場合は

管理 ・技術 ・自由業や自営業に 厂持家」がやや多

いことがみ られた。

 住居状況については，表4-34に みるごとく，住

居所有と同様に年齢，家族構成との関係がみられ

る。すなわち，男女とも 「集合住宅/下 」は最若

年層に多く，女26～35歳 と男31～40歳 において

「集合住宅/上 ・中」が多 くなり，次第に年齢が

上がるにしたがい 「一戸建」が増し，とくに51歳

以上では 厂一戸建/上 」が多 くなって くる。家族

構成別にみると， 「集合住宅/下 」 は単身世帯に

最 も多 く， 「一戸建/上 」 は大きな子(学 童以下

ではない子)の いる家庭や既婚で子のない家庭に

多 くなっている。
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        表4-33

年齢別 ・家族構成別にみた 「住居所有」の状況

63

住居所有

年齢 ・家族構成

年

齢

家

族

構

成

女

男

女

男

20～25歳

26～35歳

36～50歳

51～65歳

66 歳 ～

持

20～30歳

31～40歳(25)

41～50歳(60)

51～65歳(75)

66 歳 ～

定 位 家ζ族

単    身

既 婚(子 なし)
 D.K.

子 あ り(学 童以下 あ
り)

子 あ り(学 童
以下 なし)

定 位 家 族

単    身

既婚(子 な し)
 D.K.

子あ り(学 童
以下あ り)

子あ り(学 童
以下な し)

(34)

(31)

(59)

(so)

(77)

(24)

   武  蔵  野

家 艦 .K.       給 与 住 宅

  (62)  (4)
161   291    2

  (53)      (16)
271   471   14

  (27)    1 (14)
791   361   19

  (16)  (4)
871   181    4

  (21)  (2)411   
111    1

10

   13

   15

   30

(ioo>
   21

(61)
   22

(29)
   14

(si)
   45

(45)
   61

(7s)
  ios

(52)

(3)

(64)

(38)

(so)

2

ー

ハ0

0
ソ

～

一

-
↓

 
 

-
↓

1

4

(50)
  21

(52)
  27

(16)
   4

(18)
   7

   0

(39)
   14

(65)
  31

(32)
  24

(38)
  52

(15)
  20

(35)
   8

(?4)
  23

(24)
   6

(30)
  15

(14)
   7

(2s)
  11

(23)
  12

(24)
   6

s)
   3

   0

   0

(6)
   3

(7)
   5

(17)
  23

(7)
   9

(13)

(23)

(12)

(32)

s)

3

ワ
8

Q
リ

ハO

Q
u

 

 

1

十
善
↓ロ

47

88

134

109

53

り
9

り
ρ

「D

O

ー
ユ

4

5

り
白

4

9
召

36

48

74

136

137

Q
り

ー
↓

E
σ

0

1

り
θ

0δ

り
臼

PO

尸○

鷹

持  家

(47)
  28

(36)
  39

(56)
  ?4

(66)
  56

(89)
  40

(21)
  11

(31)
  14

(56)
  24

(91)
  31

(54)
   7

(62)
  42

(17)
   4

(53)
  30

(38)
  51

(74)
  110

(38)

(13)

(43)

(44)

(73)

-
ゐ

Q
り

り
召

4

7
8

1
亠

 
 

-

り
4

0
0

艦.K.給 与皖

(41)
  24

(4?)
  52

(39)
  52

(31)
  26

(9)
   4
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q
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⑫
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㊤

二
⑫

σ

ω

但

②

 これを家族人数別にみると表4-35の 通 りであ

り，一戸建は家族人数が多 くなるほど多くな り，

とくに一戸建/上 において，この傾向が顕著にみ

られる。

 職業 との関連をみると，男では管理 ・技術 ・自

由業において 厂上」の住居(一 戸建，集合住宅の

(38)

(58)

(43)

(38)

(22)

5

4

2

3

5

[

0

8

3

5

2

一

1

4

2

1

1

り
白

り
白
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2

1

2

6

3

1

1

1

2

1

(12)
   7

(17)
  19

(5)
   7

(4)
   3

(2)
   1

何 れ も)が 多 くな っ て い る。

 (10)居 住 年

(31)

(16)

(is)

s)

(9)

(s>

(7)

(14)

(4)

ρ0

7

7
●

0

望
1

1

ハり

り
倉

4

0
σ

パリ

 

ー

(24)
   7

(29)
   7

(14)
   4

(18)
  10

(6)
   3

十
昌
一直

59

110

133

85

45

9
θ

FO

nδ

4

nδ

尸D

」
住

4

3

1
二

68

24

57

135

148

Q
ゾ

4

Q
O

尸0

1
↓

9
臼

9
臼

り
御

FD

FD

 居住している期間の長短は，その地域への親密

度に関連をもち，したがってコミュニティ形成に

関しても密接な関連があると考えられる0それ故，

この項目は個人の1つ の重要な属性として把える
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       表4-34

年齢 別 ・家族構成 別にみ た 「住 居状況」
'＼   住

臨識

年

齢

家

族

構

成

女

男

女

男

20～25歳

27～35歳

36～50歳

51～65歳

66 歳 ～

20～30歳

31～40歳

41～50歳

51～65歳

66 歳 ～

定 位 家 族

単    身

既婚(子 な し)
 D.K.

子あ り(学 童

以下 あ り)

子あ り(学 童
以下 なし)

定 位 家 族

単    身

既婚(子 なし)
 D.K.

子 あ り(学 童
以下 あ り)

子あ り(学 童
以下 なし)

一戸建/

 上

(19)

(7)

(21)

(32)

(21)

(10)

(6)

9

6

(36)

(23)

(43)

28

35

11

武  蔵  野

4

3

9

一戸建/    集合住宅

中・下    /上・中
無記入

(19)

(25)

(36)

(43)

(55)

9

22

48

47

29

(24)

(29)

(24)

(so)
9

(57)
9

(25)

(2)

(27)

(13)

(31)

9

1

20

1?

42

(9)

(36)

(18)

(27)

2

0

9

9

14

10

15

6

24

12

(33)

(29)

(28)

(34)

(45)

12

14

21

46

62

(48)

(3)

(40)

(30)

(59)

11

(32)

(51)

(34)

(21)

(13)

 集合住宅 /
下

 (30)
    1415

 (17)
    1545

 (io)
    1345

 (4)
    423

 (11)
?1   6

(33)

(52)

(32)

(13)

14

27

8

5

0

(25)

(40)

(32)

(42)

(19)

9

19

24

57

26

(35)

 (48)
1

10

15

30

(ao)

(40)

(i2>

8

15

5

20

6

(33)

(13)

a)

(5)

14

7

2

2

0

(17)

(29)

(12)

(12)

(5)

6

14

9

16

7

(9)

(48)

(4)

(12)

(2)

2

15

6

1

1

1曇
ロ

47

88

134

109

53

42

52

25

40

21

36

48

74

136

137

23

31

25

50

51

二声建/    集合住宅

中 ・下    /上・中
無記入

鷹

一戸建/

 上

(15)
  9

7)
  8

(23)
  31

(21)
  18

(22)
  10

s)

(2)

(14)

(32)

(23)

4

(36)

(31)

(41)

(48)

(67)

21

34

55

41

30

(17)

 (29)
i

6

11

3

(19)

(4)

(21)

(14)

(21)

(14)

(18)

(11)

(20)

13

1

12

19

31

4

0

5

6

10

(63)

(59)

(46)

9

13

27

20

s

(43)

(25)

(33)

(34)

(55)

29

6

19

46

81

(34)
  io

s)
  2

(36)
  10

(36)
  20

(65)
  33

(37)

(46)

(18)

(20)

(7)

22

51

24

17

3

(50)

(58)

(23)

(6)

(23)

26

26

集合住宅/
下

(12)

(15)

(17)

(11)

(4)

7

17

23

9

2

(25)

(11)

38

5

101   0

 (3)
21   1

  s)
31   1

(26)
  18

(38)
  9

(30)
  17

(35)
  47

(is)
  26

(34)

(63)

(36)

(45)

(14)

10

15

10

25

7

(12)

(33)

(16)

(i7)

(7)

8

8

9

23

10

(17)

(29)

(11)

(7)

(2)

5

7

3

4

1

59

110

133

85

45

52

45

43

34

13

68

24

57

135

148

29

24

28

55

51

べきである(意 識や行動ではな く個人のプロフィ

ールとい う意味で属性として 把える)。 設問では

質問1と して市への入居時期を問 うている。回答

結果は表4-36に 示す通 りである。

 表には，前回調査(1976年 ，武蔵野/女)の 結

果を居住年で揃え比率(%)を 付記した。居住年

2年 未満が今回幾分少な くなっているほかは，大

体類似の居住年構成とみられる。 なお， 『国勢調

査』との比較も試みたが，入居の定義の差異(『国

勢調査』では，同一市町村内からの移動であって

も新しい入居とみる)，20歳 以上の人口について

のデータではないなど，正確な比較をすることが
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     表4-35

家族人数別にみた 「住居状況」

魂細

女

男

1

2

3

人

人

人

4人 ，D.K.

5 人

6人 以 上

1

2

3

人

人

人

4人 ，D.K.

5 人

6人 以 上

一戸建/

 上

武  蔵  野

(2)

(22)

(15)

(21)

(28)

(45)

(27)

(12)

 1(18)

1(32)

1(40)

稗
黜

 (29)
1

17

13

26

18

14

0

6

4

9

9

6

(27)

(38)

(31)

(49)

(55)

(3)

(36)

(32)

(46)

(54)

(60)

14

21

32

39

32

17

1

8

11

23

15

9

集合住宅/
上 ・中

(42)

(34)

(38)

(36)

(18)

(48)

(23)

(47)

(28)

(14)

20

26

32

45

12

集合住宅
/下

(27)

(17)

(9)

(12)

(5)

13

13

8

15

3

of   o

  (48)1
5    15

 (14)51   
3

 (9)
16    3

 (s)
14    4

4

0

0

0

十囓一口

48

77

85

125

65

31

31

22

34

50

28

25

一戸建/

 上

(4)

(17)

(5)

(2i>

(29)

(25)

1

12

5

33

15

10

(21)

(2)

(16)

(23)

(44)

0

4

1

9

7

4

稗
黜(25)
(35)

(43)

(42)

(48)

(53)

s)

(32)

(49)

(46)

(48)

(33)

6

24

40

65

25

21

2

6

23

26

15

3

鷹

墾整讐
(38)

(33)

(36)

(25)

(10)

(20)

(63)

(42)

(40)

(30)

(23)

(11)

9

23

33

39

5

8

15

8

19

i7

7

1

(33)

(14)

(15)

(12)

(12)

(3)

8

10

14

18

7

1

(29)

(5)

(9)

(9)

(6)

(11)

7

z

4

5

2

1

卜蕃
ロ

24

29

92

155

52

40

24

19

47

57

31

9

                      表4-36

                    居   住   年

間1あ なたは・いつ頃から 僅 響 蔕}に お住みになっていますか?

入居時期

墜

女

男

前
回
調
査

武 蔵 野

三  鷹

武 蔵 野

三  鷹

居 住 年

武蔵野/
女

昭和20年
以前か ら

(9)
39

s)
36

(16)
28

s)
15

昭和20年 
～35年

(27)
115

(24)
ioa

(24)

(19)

44

35

昭和36年

 ～45年

(21)
91

(23)
98

(9)
is

(23)
42

昭和46年
 ～50年

(16)

(18)

(14)

(18)

68

77

25

33

10年 以 上

昭和51年
 ～53年

(16)
68

(16)
70

(is)
35

(21)
39

昭和54年
以 降

(12)
50

(11)
47

(is)
32

(11)
21

そ の 他

(o)

(o>

(o)

(1)

(50)

0

D.K.

(o)

①

.

「

」
 

-
」

一

0
(o)

16年一i・年2年 一5年12年 綱 その他，硼

 

 

宀

一 )1(
-
1
呷

一

0

1

0

1

(15) (17) (i7) (1)
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     表4-37

年 齢 別 に み た 「居 住 年」

年

女

入 居

  時
   期
齢

20～25歳

26～35歳

36～50歳

51～65歳

66歳 ～

昭和35
年 以前
か ら

(15)
  7
(10)
  9
(21)
  28
(65)
  71
(73)
  39

昭 和36

年 ～ 
45年

(13)
  6

(10)

  9

(34)

  46

(21)
  23

(13)
  7

武  蔵  野

昭和46
年～ 

50年

(9)
  4
(ZS>
  23
(22)
  29
(6)
  6
(11)
  6

   昭和54昭和51
   年以降年 ～
   そ の他 53年
    D.K.

(32)
  15
(27)
  24
(17)
  23
(6)
  6

0

(32)
  15
(as)
  23
s)

  8
(3)
  3
(2)
  1

1曇
ロ

47

88

134

109

53

35
前

和

以
ら

昭
年

か

(25)
  15
(12)
  13
(33)
  44
(40)
  34
(71)
  32

昭和36
年～ 

45年

(10)
  6
(10)
  12
(34)
  45
(32)
  27
(1g)
  8

鷹

昭和46
年 ～ 

50年

(14)
  8
(26)
  29
(ZO>
  26
(13)
  11
7)

  3

昭和51
年～ 

53年

(29)

(28)

(9)

(9)

攤

ガ
B劉
茄

 
 
 
 
. 
(
   (

 

ρU
 
 
 匠0

ゆ

 

①

(

 
  
 (

削

'
陣

.

17
 
31

8
 
 
 8

(4)
  a 0

計

男

59

iio

133

85

45

計 (36)(21)(16)(16)(12) 1(32)1(23)1(18)1(16)1(11)1549168685043113898777049432
20～25歳

26～35歳

36～50歳

51～65歳

66歳 ～

(12)
  3
(19)
  9
(as)
  13
(68)
  2?
(95)
  20

(4)
  1
s)

  3
(17)
  8
s)

  3
(5)
  i

s)
  2
(13)
  6
(21)
  10
(18)
  7

0

(2s)
  7
(30)
  14
(26)
  12
(5)
  2

0

(48)
  12
(32)
  15
(9)
  4
(3)
  i

0

25

47

47

40

21

(12)
  4
(ZO)
  9
(19)
  12
(53)
  18
(54)
  7

(12)
  4
(5)
  2
(33)
  21
(29)
  10
(38)
  5

(9)
  3
(25)
  11
(22)
  14
(12)
  4
s)

  1

(39)
  13
(32)
  14
(19)
  12

0

0

(27)
  9
(18)
  8
s)

  4
(6)
  2

0

33

44

63

34

13

卜二
=
口

(40)(9)1(14)1(19)f(18)1(27)1(22)(18)1(21)(12)72162535321805042333923187
    表4-38

家族構成別にみた 「居住年」

家
入
 居 冖 一

族  時 昭和35
構  期 年以前
成 か ら

一 一一 一一一.一

子 あ り(学 童 (55)
以下な し) 76

定 位 家 族 (39)
 14

女 既婚/子 なし
 D.K.

(41)
 30

子 あ り(学 童 (15)
以下 あ り) 20

単    身 (29)
 14

一

 子 あ り(学 童(71)
  以下 なし)   36

        (42) 定 位 家 族
          10

男 既惣 孟タし(56)14

 子 あ り(学 童(22)  
以下 あ り)   11

  単   身(3)1

昭和36

年 ～ 
45年

武  蔵  野

(21)
  29

(19)
  7

(20)
  15

(zs)
  35

(10)
  5

s)
  4

(9)
  2

(12)
  3

(i2)
  6

(3)
  1

昭和46

年～ 
50年

(io)
  14

(11)
  4

(12)
  9

(27)
  37

s)
  4

(12)
  6

(13)
  3

(s)
  2

(ao>
  10

(13)
  4

昭和51

年～ 
53年

(11)
  15

(22)
  8

(14)
  10

(18)
  25

(21)
  15

s)
  3

(17)
  4

(12)
  3

(2s)
  13

(39)
  12

釀
望

昭
年
そ
D
…  

Q
U
 
 
 
3

勿

 

 
⑳

(

 
   
 
(

 

10
 
 
19
 
 
10

ω

ω

⑳

(4)
  2

(17)
  4

(12)
  3

(20)
  10

(42)
  13

整
ロ

137

36

74

136

48

51

23

25

50

31

鷹

35
前

和
以

ら

昭
年

か

(49)
  73

(3?)
  25

(35)
  20

(12)
  16

(17)
  4

(43)
  22

(34)
  10

(39)
  11

(13)
  7

0

昭和36

年～ 
45年

(as)
  41

(13)
  9

(23)
  13

(20)
  2?

(33)
  8

(35)
  is

(17)
  5

(25)
  7

(18)
  10

s)
  2

昭和46

年～ 
50年

(14)
  21

(is)
  11

(11)
  6

(27)
  s7

s)
  2

(18)
  9

(14)
  4

(11)
  3

(24)
  13

(17)
  4

昭和51

年 ～ 
53年

?)
  10

(24)
  16

(11)
  6

(23)
  31

(29)
  7

0

(14)
  4

(14)
  4

(31)
  17

(58)
  14

昭和154

年 以降そ
の他

D.K.

(2)
  3

(9)
  7

(21)
  12

(18)
  24

(13)
  3

(4)
  2

(21)
  6

(11)
  3

(15)
  8

(17)
  4

計

148

68

57

135

24

51

29

28

55

24



一 被調査者(サ ンプル)の 特徴一 ・一 67

       表4-39

住居所有別 ・住 居状 況別 にみた 「居住年」

    入
     居住居所有

・ 時

 住居状況  期

持 家

乱

宅
凱

 

こ
ら
 
 
 

D

信

な

氛
毳

借

給
ー

一

女

 

 
家持

K

宅
う

a

住
疵

家
毳

趾
目

ム
ロ
(

f

 
 幺
か

男

住

居

所

有

住

居

状

況

.女

男

一 戸 建/上

一戸建/中 ・

下 ，D.K.

集 合 住 宅/
 上 ・中

集合住宅/下

一 戸 建/上

一戸建/中 ・

下，D.K.

集 合 住 宅/
 上 ・中

集合住 宅/下

昭和35昭 和36
年以前 年 ～
か ら  45年

(50)
 126

(is>
 27

(3)
  1

(70)
 62

(14)
  8

(6)
  2

(53)
 47

(52)
 80

(14)
 19

(15)
  8

武

昭和46
年～

 50年

蔵  野

(62)
 21

(s7)
 45

(9)
  5

(4)
  1

(24)
 60

(zo)
 28

s>
  3

(io)
  9

(12)
  7

(13)
 32

(16)
 23

(33)
 13

s>
  7

(15)

o)   (28)
  OI  9

(21) x(12)
 19

(24)
 37

(19)
 26

(17)
  9

(18)
  6

(7)
  5

(4)
  2

(12)
  3

(14)

(ao)

(1?)

   昭和54

聖 攤 計
(9)
 22

(22)
 31

(38)
 15

  s)
    z

 (27)
   169

 (38)
   12

 (11)
   1011

 (5)
21    z

 (27)
   3627

 (zs)
   159

(9)
  3

s)
  4

(24)
 13

(20)
  5

s)
  2

(12)
  8

(43)
 23

s)
  2

(4)
 10

(23)
 32

(20)
  8

(5)
  4

(32)
 19

(2s)
  9

(2)
  2

(6)
 10

(zo)
 2?

(21)
 11

(6)
  2

7)
  5

(20)
 11

(56)
 14

250

141

40

89

59

32

89

155

135

52

34

67

54

25

昭和35昭 和36

年 以前 年 ～
か ら  45年

(41)
 98

(23)
 37

s)
  3

(43)
 37

(19)
 13

(29)
 68

(16)
 26

(11)
  4

(30)
 26

(13)
  9

   (23)
  of  z

(33)   x(32)
 25     24

(45)
 81

(18)
 21

(19)
 11

で きな か った。

(36)
  9

(3?)
 28

(ls)
 12

(5)
  1

(28)
 51

s)
  9

(24)
 14

(36)
  9

(31)
 23

(13)
  9

(5)
  1

昭 和46

年 ～ 
50年

(16)
 39

(21)
 33

(14)
  5

(16)
 14

(17)
 12

(23)
  z

(i7)
 13

(15)
 27

(23)
 27

(i7)
 10

(16)
  4

(15)
 11

(21)
 14

(20)
  4

 鷹

昭和51

年～ 
53年

(io)
 23

(21)
 33

(38)
 14

7)
  6

(35)
 24

(29)
  9

(12)
  9

?>
 13

(26)
 31

(29)
 27

(12)
  3

(11)
  8

(30)
 20

(40)
  8

喀和54.一

簍雅 計
D.K.

(4)
  9

(18)
 29

(30)
 11

(5)
  4

(16)
 11

(ZS)
  8

 7)
  5

(5)
  9

(25)
 29

(10)
  6

0

7)
  5

(18)
 12

(30)
  6

23?

158

37

87

69

31

76

181

117

58

25

75

67

20

 居住年は年齢 との関連が強いと考えられる。そ

こでこの関係をみると表4-37の ごとくである。

 これによると，男女 とも居住年5年 以下(昭 和

51年以降)は36歳 以上で著しく減 り，51歳 以上で

は更st...一'段と少な くな り，これに反し20年以上の

居住(昭 和35年 以前から居住)が 著 し く多 くな

る。このように年齢と強い関連があることがみら

れる。

 家族構成別にみてもこのことは更にうらづけら

れる。居住年の古い比率が高い順に家族構成を並

べ表にまとめると表4-38の 通 りである。

 これによると居住年の古さの順に並ぶ家族構成

別の順位は，やは り世帯としての古さの順になっ

ている(「既婚/子 なし」が 「学童以下の子あ り」

より古いのは，前述 したように，前者には親の家

にいる者が含まれる故 と考えられる)。

 職業による差異は余 りないが，自営業のものは

男女 とも明らかに居住年が全般より長 くなってい

る(20年 以上居住が約半分である)。

 住居所有別および住居状況別にみると表4-39の

通 りであを。

 これによると，「持家」の者は 男女とも明らか

に居住年が長く，「給与住宅」の者では約60%程 度

が5年 未満の居住である。住居状況では，「持家」

との関連で推察できる通 り，「一戸建」 が 上中下

に関わ りなく居住年が長 く， 「集合住宅」 の うち

でも特に 「下」は最も居住年が短 く5年 以下のも
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のが50%(武 蔵野/女)か ら70%(三 鷹/男)も

いる(た だし，三鷹/女 では，39%)。

 このように居住年は，年齢およびこれと関連の

ある家族構成，さらにこれらと関連のある住居状

況 と関係の深いことがわかる。

 以上， 「回答者」 の属性について種hの 関連を

対比させながら検討してきた。その結果，個hの

属性が相互に関連をもつ場合が多いことがわかっ

た。したが って次章以降，コミュニティ形成にか

かわる意識 と行動に関する設問への回答状況を属

性との関連でみてい く際も，このことについて慎

重に考慮してい くことが是非とも必要となってく

る。たとえば，兄弟数が或る設問の回答結果と関

連をみたとしても，これは 「兄弟数そのもの」が

効いているのか，あるいは兄弟数を媒 介 と して

「年齢」との関連の強さを示すに過ぎないのかな

ど，個々の関連においては判然と言いきれない場

合が多いからである。わたしたちは，第13章 に報

告する多変量解析の結果において，どの要因が真

に関連してきているかを判然と知ることになるで

あろ う。
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地 域 と の 関 わ り

 本章では，「理想 とする市」の イメージ，「コミュニテ ィ」 とい う言葉か

ら連想すること，生活必需品の購入地域 とい った質問項 目についての回答

結果を検討 しながら，静 的(概 念的お よび情 緒的)な 意味 あいでの，居住

地域 に対 する住民の関わ りあいの様相 を探ってい く。

1

2
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4

5

6

市の理想像

「住み よい ところ」にす るために為すべきこ と

「コ ミュニテ ィ」 とい う言葉か らの連想

生活必需品の購入地域

地域への愛着感

家の周辺 で困ってい ること
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・
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・
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市 の 理 想 像
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國≡
鑒
塁

…
塗
置
魂

 「市の好ましいイメージ」として，居住してい

る市に対 してどういうものを欲しているかを問49

で尋ねた。すなわち，概念的な理想像を通 して，

地域に対する期待を探ってみたのである。

 質問文と回答結果は表5-1の 通りである。

                     表5-1

問49あ なたに とって，今後{聾 舗1よ どの よう嫣 囲気 をもってほ しい と思し・ますか?(り ス トを提示)

回 答

サ ン フ ル

女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

三 鷹

 
武
の
さ

 
き
野
朴

L
古
蔵
素

 
い
た
動

 
き

し
の

幺
い
き
町
き

(46)

 196

(49)

 211

(48)

86

じ               ロ          ロ

瞳1
(9)

(37)

70

て17)

16

31

3.   14.

文化 の まちの
香 り はなや
   かさ

5二凵 

昔 な が

らの ゆ

と り

 
や
明

 
わ
な
さ

乳
さ

か
る

合
気
さ

 
き

の
す

a
つ
い
や

(19)(1)(18)一(6)一 一一(12)

824762553

(13)_(1)(15)(13)(14)

573665862

(21)

 37

(13)

 25

)

0

0(

)

4

2(

5)

 66

(13)

 23

(9)

 16

(s)

 14

(11)

 20

(13)

 24

(is)

 25

8.

弱い 者
へ のい

たわ り

(11)

 49

(12)

 50

(10)

 18

 

の
め

●由

き

12

自

と

き

 

の
や

.季
ざ
さ

11
四
あ

か

場

わ

・り

ざ

き

10
盛

の

め

 
さ
や
ぎ

 
る
の
ら

軌
ふ
と
す

(7) 一一一ぐ0.)馳  ..(i5)}

 29 1 1  165

(8)   (0)   (13)

 36 1 1  156

(9)

 1?

て9) (6)

 17 111

)

5

3(

)

-
↓

1(

)

凹0

4

り
倉

1(

(s)

 15

)

8

2(

(1)

 6

(1)

 2

(3)

 6

回 答

サ ンプ ル

女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

三 鷹

 
あ

ぬ
り

.れ

の
も

13

ふ

い
く

(12)

52

(13)

 58

(7)

13

(11)

21

 

へ
け

●功
賭

14
成

の

(o>

  0

(o>

  i

(1)

1

(2)

3

 

の
感

・ち
潔

15

ま
清

(31)

 133

(31)

 132

16.

人>2の

ま じめ

さ

(2)

 10

(3)

  11

；；：；：1量

籌鴨
(g)

 34

(11)

  47

(9)

  16

(10)

  19

(9)

 39

(?)

 32

(g)

 14

(5)

  9

 
の

つ

●並
ち

19
家
落
き

(11)

 48

(s)

 36

 

し

全

 
・ら
安

…20

く

の

(37)

 160

(32)

 139

鑪 ：：

 

り
ぎ

・
つ
に

い

21

ま

の

わ

(2)

9

(2)

  7

(1)

2

22.

そ の 他

(記 入) D.K.

(1)(4)
319

(1)(2)

310

て2)

3

(1)

 1

(1)

 1

)

¶⊥

1(

(io>

 19

  表5-2

問49で 選んだ個 数

   個 数

サ ンプル     1旦
武蔵野 一(5)23

レ個b個

女

男

至 鷹%

武餬(12)21

)

7
置

一3

一b

 -¶(

)

0

ハリ

ワ
ー

1(

)

ワ
醒

0

00

2(

三 鷹(9)(19)1736

(77)
 332
(72)
 312
(ss)
 122
(s2>
 115

D.K.

)

0
σ

4

1

(

(2)
10
)

ー
ユ

ー(

)

0
ヲ

0

1
」

1(

だ
均
数

ん選
平
個

2.6

2.6

2.5

2.3

 選んだ項目数は，表5-2に みる通 り，男より女

の方が僅かに多い。

 「古き武蔵野の素朴 さ」は両市/男 女とも1位 で

あり(37%～49%)， リス トの1番 始めにおかれた

偏 りも多少あることを考慮しても，やは り両市の

住民が伝統的な 「武蔵野」とい うイメージをよき

ものとして大切にしていることがわかる。女にお

いては両市ともあまり変らないが，男においては

武蔵野の方が三鷹よりあげた比率は多い。

 次に多 くあげられた項目は， 「20.く らしの安

全」 「15.ま ちの清潔感」と比較的実利的なもの
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であ り，両市/男 女において大きな差異はない。

 次は， 「3.文化の香 り」「5.昔なが らのゆ とり」

厂11.四 季のあざやかさ」 厂18.都 会的なしゃれ

たセソス」 「19.家並の落ちつき」 といった文化

水準の高さを示す種類のものである(後 の2項 目

は比率は余 り高 くない)。 いずれも， 男女それぞ

れにおいて武蔵野は三鷹より回答比率が僅かに多

い。

 次には， 厂2.いきいきした町の動き」 厂7.さわ

やかな明るさ」 といった健全な都会の雰囲気を表

わす項 目があげられてお り，前者については男の

場合は三鷹における方が武蔵野よりかな り多い。

 次には 厂6.つき合いの気やすさ」 「8.弱い者へ

のいたわ り」 厂13.ふ れあいのぬくもり」 という

近隣親交，福祉性をもった項 目をあげたものが多

く，近隣親交の前2項 目については男女 とも三鷹

の方が武蔵野より僅かに比率が高い。

 いま，22の 項 目を次のように5つ の種類に分類

してみる。すなわち，

表5-3

＼
＼ 回 答

  ＼

① 文化 的(古 い)

 1.古 き武蔵野，3.文 化 の香 り， 5.昔 なが ら

 のゆ とり，9.ふ るさ とのやす らぎ，11.四 季 のあ

  ざやか さ，17.土 のにおい，.19.家 並のおちつ き，

 21.ま つ りのに ぎわい

② 文化的(新 しい)

 18.都 会的 なしゃれた センス

③ 大衆的(近 代的)

 4.ま ちのはなやか さ，10.盛 り場の ざわめ き，

 12.自 由の ときめ き，14.成 功への賭け

④ 親交 ・福祉的

 6.つ き合いの気やす さ，8.弱 い者 へ の い た わ

  り，13.ふ れ合 いのぬ くもり

⑤ 健全性

 2.い きい きした町 の動 き，7. さわ や か な 明 る

 さ，15.町 の清潔感，16.人 々のまじめ さ

⑥ 実利的

 20.く らしの安全：

 こ の様 に 分 類 した 時 ， それ ぞ れ の分 類 項 目に 対

す る 回答 延 数 をみ る と表5-3の 通 りで あ る。

サ ン'71L＼

擁
男

武蔵野

三 鷹

1.
1 文 化 的

 (古 い)

(48)

 539

(46)

 516

(49)

 225

(40)

 173

2.

 文化的(新
しい)

(3)

 39

(3)

 32

(3)

14

(2)

9

3.

 大衆的(
近代的)

(1)

 13

 (1)
  11

 (2)
   8

 (3)
  14

4

親 交
福祉的

(11)

 126

(15)

 166

(10)

45

(13)

58

5.一 … 〒…… … 皿6丁

贈 性 (峯貔
      を含む)

(22)(14)

253163

(22)

 259

(13)

 142

(24)

 112

(as)

 112

(12)

(is)

55

68

総延数

1，133

1，116

459

434

注 ：()内 は総延数 に対す る比率(%)を 示す。

 文化的項目をあげたものは僅かながら武蔵野に

多く，親交 ・福祉的項 目については三鷹の方が僅

かに多い。

 ちなみに， 各人が選択 した項 目の パターソか

ら，数量化皿類を適用して項 目の位置づけを試み

た。各個人の考えている 「市の理想像」が，前述

の様に先験的に区分した項目分類と合致している

か，すなわち，各個人はこれら6つ の類型のいず

れか1つ のタイプを理想としているか或いは別な

類型が現われるかを探 ってみた。数量化皿類を適

用 した結果の第1根 ，第2根 にみ合 う数値を2次

元に図示 してみると図5-1の 通 りである(こ の場

合，頻度の少ない項 目， すなわち4，10，12，14，

16，21，22を除外しておこない，図は女についての

み掲げる)。

 これによると，武蔵野においては皿類による配

置と前述の項目分類とが殆ど合致していることが

わかる(古い文化的項 目の中で9，健全性項目の中
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で7は 離 れ て い る)。つ ま り，古 い 文 化 的 タ イ プ(3，

8，11，17，19)を 望 む もの ， 親 交 ・福 祉 的 タ イ プ(6，

8，13)を 望 む もの ， 健 全 ・実 利(2，15，20)を 望 む

もの， とい う よ うに， 理 想 像 は 類 型 化 で き る こ と

が わ か る。 と くに6，8，13は 極 め て近 くに 位 置 し て

お り， 親 交 ・福 祉 の項 目を選 ぶ 人 の固 さが 顕 著 で

あ る こ とは 興 味 深 い。 これ に 反 して ， 三 鷹 では

〔3，7，8，15〕， 〔5，8，17〕の2群 が 第1軸 で対 立 的

に 分 か れ ， 第2軸 で 〔2，13〕が 〔19〕 と対 立 的 に

分 類 され ， 住 民 の抱 く市 の理 想 像 の タ イ プが 武 蔵

野 と異 な って い る こ とが わ か る。 〔3，7，8，15」を

“新 しさ”
， 〔5，6，17〕 を “古 さ”， 〔2，13〕を “活

気 ” と名 づ け る とす れ ば ， 「8.弱 い 者 へ の い た わ

り」 は 新 し さに ， 「6，つ きあ い」 は 古 さに ， 「13.

ふ れ あ い 」 は 活 気 に 吸 収 され ， 親 交 ・福 祉 志 向 が

1つ の タ イ プ とな って い な い こ とが み られ る。

 男 に つ い て は ， 人数 も少 な い こ と もあ り， 女 の

パ タ ー ン とは 異 な り， また 両 市 の 間 で も異 な って

い て ，傾 向 的 な もの は把 握 で きな か った 。

 項 目選択の類型は， このように性別 ・市別によ

って異なるが，属性 との関連は一応前述の項 目分

類にしたがってみていくこととする。

 文化的項 目を選んだ個数によって地域に対する

文化的期待度を表わす と考x， 〔2個 または3個

選んだ→1.強 い，1個 選んだ→2.普 通，1つ も選

ぽない→3.弱 い，なし〕 として，以下に属性 との

関連をみていこう(付 表2を 参照)。

 女につい ては， 「強い」人び とは高学歴，専業勤務

の層にやや多 く， 厂なし」の人 び とは老年層，低学歴

層，無職層，集合住宅/下 の層 の人び とにやや多い。

男につい ては，2市 の間に差異があ り共通 した傾向は

見 られない。同様に して，健全 と実利の 項 目 を 合 わ

せて健実的期待度を表わす と考え， これ と属性別 との

関連をみたが，女の老年層，低学 歴層に 「弱い」 人び

とが多い とい う以外に関連はみ られなか った。

 親交 ・福祉 に関 しては，項 目が少ないので期 待度 と

して 〔6，8，13の うち， 少な く とも1つ 選 んだ〕→

1.あ り，〔1つ も選 ぽない〕一》2.なし， として，属性 と
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の関連をみ ることに しよう(付 表3を 参照)。

 女については， 「あ り」 の人 び とは年齢36歳 ～50歳

層，低学歴 層，武蔵野では特 に集合住宅/下 の層 ，革

新支持層，三鷹 では給与住 宅(社 宅な ど)層 にや や多

い。男については低学歴 層，革新支持 層，武蔵野 では

30歳 代，三鷹 では56歳 以上の層にやや多 い。 この こと

は，第9章 におい て福祉 関係についてみてい く際 に，

この結果 と関連づけてみる ことがで きる。

2

 以上，好ましい地域像については属性 との関連

は少ないものの，居住地域に対してどのような観

点において期待を抱いているかということを知る

ことができた。さらに，地域に対する期待の方向

や行動的関わ りとの関連などを後の章においてみ

ていくことにする。

「住 み よ い ところ」 にす るため に
                   釜

為すべきこと

 問7で ，居住の場 としての市を更に快適にする

ためにどうい うことをしたらよいと考axて いるか

を尋ね，前節の問49よ りさらに操作的な意味にお

いて地域社会V'対 しての期待を探 り，それを通し

て地域への帰属意識をみよ うとした。

 回答は自由回答であり，要点を調査員が記述し

て戻 り，後にその回答結果を総合的に読み，分類

・集計したものである。

 質問文ならびに分類整理したカテゴ リー，およ

び回答頻度を示す と表5-4の 通 りである。

問7

表5-4

＼ 回 答

＼
サとプル ＼

あなたは・この{鑿 喇 をも っと住み よし・ところにするため に・どのよ うなことを して

い った らよいとお考えですか?
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 回答結果をみると，市別，男女別についての差

異は明らかなものは見 られない。

 前回調査(1976年 ，武蔵野/女)に おいても同

様の質問をしている。 しか し前回調査では質問の

流れが異なり，また，この設問の前に市の事業 ・

施策等につ い て リス トを提示して尋ねる質問が

あったので，その影響で市の施策などの中のある

項目を回答することが多かった。したがって，質

問自体は同じでも回答をそのまま比較することは

できない。しかし，今回の回答と同じ内容をもつ

項目の回答比率については，比較することが可能

である。ちなみに，前回調査での質問文 と回答結

果は表5-5に 示す通 りである。

 前回調査の結果と今回の武蔵野/女 の結果とを

比較すると，次のことがみられる。

 ① 今回 の無答 〔D.K.お よび，別 にない〕の比率

は51%で あ り，前回の無答 〔D.K.お よび，現在の ま

まで よい〕の比率48%と ほぼ同 じであ る。すなわち，

女につい ては約半数の人が， この様な ことが らに対 し

て具体的な提案を もっていない， とい うことが明 らか

であ る。

② 「近所 の連帯 ・福祉」 な どと答えた ものは9%
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 で，今 回調査 の回答項 目中では最高比率 であ る。前回

 結果 では 「福祉対策」 「近隣 と協力」 「住民運動を盛

 んに」 の回答 を合わせ ると8.5%で あ り，回答比率 と

 しては殆 んど同 じであ る。

  ③ 今回， 「環境，衛生，町を きれいに」等の こと

が らを挙げた ものは7%で あ り，前回結果の 「清掃環

境衛生」 「公害対策」を併せた比率5.6%と ほぼみ合

 うものであ る。

 ④ 今回， 「緑，公 園，遊び場 ，広場」 等の整備に

ついて答えた ものは6%で あ り，前 回結果 の「遊 園地」

 「緑化運動」を加えた5.6%と ほぼ等 しい。

 以 上 ， 今 回 ， 回 答 比 率 の 多 い 項 目に つ い て は ，

前 回 結 果 とほ ぼ 同 じ比 率 で あ る こ とは 興 味深 い。

 今 回 調 査 の 結 果 に つ い て ，項 目 カテ ゴ リー を ，

〔8.近所 の 連 帯 ，福 祉 〕→1.地 域 志 向， 〔11.そ の

他 ，12.別 に な い ，D.K.〕 →3.消 極 的 ， 〔1～7，

9，10，11， の項 目〕→2.中 間 ， の よ うに併 合 し， こ

れ と属 性 との 関連 を 以下 に み よ う。 全 般 に 「地 域

志 向」 に 関 して は 回答 比 率 が 少 な い の で傾 向的 な

こ とは み られ な い。 そ こ で 「消 極 的 」 に つ い て属

性 との 関連 を み て い く。

 (1)年 齢

 女 につい ては，両市 とも中年層(36歳 ～65歳)に は消

極的 は少 ない。男 につい ては，武蔵野では30歳 代に，

三鷹 では56歳 以上 に消極的は少ない。

(2)学 歴別

 一般に，学歴が高 くな るほ ど消極性は少な くな るが，

三鷹/男 につい ては高 ・低両側に消極性は少ない。

(3)職 業

  女については，僅かながら主婦層に消極的が少ない。

 男については，武蔵野では管理職 ・自由業層に消極的

が多く，三鷹では労働 ・自営業層に消極的が多い。

(4)住 居状況・居住年

 住居状況では全般に集合住宅層に，居住年では少な

い層に消極的が多い。

⑤ 家族構成

 両市/男 女とも，子のある家庭の層では消極的が少

 ない。

 以上をまとめると，地域に対して積極的姿勢を

もつ層(「 消極的」が少ない層)は ，女について

は中年層であり，男については武蔵野では中年，

三鷹では高年層である。女の場合は知識層である

が，男の場合は知識層にも無関心のものがある。

また，地域に比較的定着している人びとであり，

子供がいるとい うことによって，居住地に対して

問題意識をもつ人びとであると言えよう。

穿
■
腫
.
■
■
i
卿
.
口
■

■
i
望
i
■
■
膨

3

「コ ミコ.ニテ ィ」 と い う

言 葉 か らの連想
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 問50で ， コ ミュ ニ テ ィ とい う言 葉 か ら連 想 す る

もの を リス トで 提 示 した 項 目の 中 か ら選 ん で も ら

い ， コ ミュ ニテ ィを どの よ うに把 握 して い るか を

探 ろ うと した。

 質 問 文 と回 答 結 果 は 表s-sの 通 りで あ る。
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                     表5-6

問50 コ ミュニテ ィとい う言葉か ら，あなたが連想 されるものを，この表 から選んで下 さい。(1丿ス トを提示)

回 答
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 また，選んだ項 目数の分布と平均個数を示す と

表5-7の 通 りである。

  表5-7

問50で 選んだ個数

遮一
女

男
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三 鷹
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θ
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   選んだ      選んだ
D。K.平 均個      総個数
   数

(s)   2
.311，000 33

(10)    2.3  1，009 43

て甥一 万}繭

(5)   2.21 419 10

 選 ん だ項 目数 は ， 男 は女 に比 し，D.K.が 少 な

い が ，3個 選 ぶ もの も少 な い。 平 均 的 に は， 女 の

方 が 僅か に多 く， 女 は 男に 比 し， コ ミ ュニ テ ィの

認 識 を や や広 い範 囲 で把 え て い る とい}よ う。

 選 んだ 項 目に つ い てみ て い く と， 「11.地 域 の

親 睦 会 」 「4.趣味 の教 室 や 同 好 会 」 「5.講演 会 等

の教 養 講 座 」 を 選 ん だ もの が 最 も多 く， そ れ ぞ れ

3分 の1の 人 が 選 ん で い る。 項 目は 次 の2つ の 群

に 大 別 され る。

1. 地域活動 に関連 する項 目

町 内会 の自治会

消費者活動

廃品回収 などの活動

ボランテ ィア活動

道路掃除， ドブ掃除な どの共同作業

 10.生 活環境を守 る公害 をな くす運動

 11.地 域 の親睦会

2， 文化活動 に関連す る項 目

 1.運 動会や各種 のスポーツ活動

 2. 盆踊 りやお祭 りなどの活動

 4.趣 味 の教室や同好会

 5.講 演会や講習会，教養講座

 各 分 類 ご とに 項 目を 選 ん だ 延 数 と比 率 を 示 す と

表5-8の 通 りで あ る。
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          表5-8

澱∴ 灘囎攤囎蘯
女

男

総延数

武 剃(57)5651(43)4323[1・ …

⊥ 塵r≧ 剣(51)51481・009

武鯛i!53)2・71(46)18314 394

R!(53)2231(46)1924419

(注)：()内 数字は総 延数に対す る比率(%)を 示す。

 男については両市，全 く同比率であるが，女に

おいては地域活動関連項 目をあげたものは武蔵野

に多 く，文化活動関連項 目をあげたものは三鷹に

多い。 このことは，女については， コミsニ ティ

を地域活動 として認識しているものは武蔵野にや

や多 く，文化活動 として認識しているものは三鷹

にやや多いということであり，武蔵野市における

コミiニ ティについての施策が少し根づいたもの
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                   表5-9

問38あ なたは次のものを注 にどこで買いますか?{垈 蔵翻 市内か否かを答えて下さい.

＼ 回 答

  ¥¥
サンプル ＼

    武蔵野

 女  一一一

    三 鷹

男

武蔵野

三 鷹

   回 答'

童 ；/'7/L

  武蔵野

女  一一一

  三 鷹

1.下 着

市 唾 れ以外1責枷/両

類

…

(88)

  379

(46)

  198

(io)

  43

(51)

 218

塔
 

「

 

851

一

18

}

-

。

圏

男

    1)

     19

    1)

118 1  57

   3.食

(0) .一'''”(i)一   (i[)

  1 1  6 1  2

(0)   (4)   (0)

  O I  15 1  1

*iD・K・

2.背 広 ， ス ー ツ ， コ ー ト

   n

サ ンフル

r*i'互 囈 酬 買わな瀬
易D.K.

(6ラ).

 290

(s)

  36

(o)

一宀 一一

0

(1)

亠 幽一

(3)

2

5

(1)

(3)

1

6

(1)

1

斗* 品

(55)

  99

(23)

  43

て27)   一一』「(2). 一 (4.)一一 .  (i)

 115 1  8 1 15 1  3

(87)     (1)    (3)    (1)

 375 1  6 1  11 1  4

(39)

  70 1  1 1  9 1  1

(70)

 130 1  1 1  8 1  5

4.薬       品

           方ID・K・

(1) 1(5)

   1 1  9

(1)

て3)

n腫

(1)  (4)

   1 1  8

璽塾 }：8
9

答

市 内瞬 外1買塾 柄
(95)(3)(0)

411140

(89)一 一一 一…(7)一 一_(1)

383302

     (4)

7

(6)

  12

5. 日

加 ・K・市 内
.匳 以稲 塾 柄

(o)

  0

(o)

0

(1)    1(1)    1(91)

  4 1  2 1 390

(4)

  16

(o)

  1

武蔵野

三 鷹

(83)

359

(7)    (1)   (1)   (1)

 29 1  4 1  6 1  2

用 雑

(13)     (1)    (2)    (1) .
  57 1  6 1  8 1  2

女

男

武蔵野

三 鷹

蠧∫答]

(2)     (1)    (89)

  4 1  1 1  160

(2)    1(2)    1(g3)

  3 1  3 1 156

 貨          6.

市 唾 れ网 買わな㊥ 恥K肺
    囮「(4)

(s)

  10

(2)

  4

(3)

   5

(1)

   1
 一 冖 一

(2)

   4

一 一.一一『} 

(11)

   21

(1)

   1

   『 一塵

(3)

   5

本

(96)

 414

(ss)

380

15

(9)   (1)

39 1  2

(93)

  16?

(as)

  164

    7.

市

(o) 1(o)

  O I  1

    (2)

      9

(o)

  1

(1)

  2

(81)  (12)  (2) (4)
 351   1    51   1   8  1   17

(52)       (40)     (2)    (7)
  223117117129

内1そ翻t賊 “i両*jD.K.

              (1)4

              (1)2

(4)

8
一
(9)一 一

16

   写 真 の 焼 付

(o)

(o)

0

0

(2)

(2)

4

3

(1)

(2)

1

4

(61)

    110
 ..『 一 ㎜

(44)

    83

尸甼

(31)

   55

(1)

2

(7)

 .一
13

.一

26

(o)

    0

一

『}

(40)

    74

『 一

(1)

1

(14)
一 一 一 一齟

(2)

    3

     8・ 贈 一苓

市 内1それ朗 買枷 恒

品

内 それ以外匱撫 ・1両}jD.K.

ヒ1一)    (76)

  5 1  328

(1) x(10)

  3 1  43

てi)

方ID・K.

∴ 陛1： ：(11)(3)3654612(27)_(3)__29811512
      (74)  武

蔵野       133

男
   (72)
三 鷹 134

(17)

  3

(1)

  4

(22)

  39

(22)

  41

(2)

  4

(3)

  5

(20)

86

(s7)

 375

(2)    (0)    (69)       (24)

  4 1  0 1 124 1  43
卩σ 一

)一『(2'厂 1(ai>.一『 『 一(ssプ …

  3 1  4 1  40 1 128

6

(1)
3

 

」
4

'

¶
1

(2)

  8

(2)

  9

(1)

  3

(1)

  2

(2)   (5)   (0)

      9 1  0

て1)『 一一一(9) 一 'て了 ∫一h『

      16 1  2



とみられよう。

 選んだ項 目について属性との関連は余りみられ

ないが，「1.スポーツ活動」「4.趣味の教室」は学

歴の低いものに選ばれる率が多く，「5.教養講座」

といった文化活動は学歴の高い層に選ぽれ易い。

地域活動関連項 目については，年齢，学歴など属

性との傾向的な関連は殆 ど見 られない。

4

生活必需品の購入地域

 問38で ，生活に必要な !1のものを市内で購入

しているか否かを問い，生活圏が市域内か否かを

探 り，この意味での居住地域との親近性を見よう

とした。

 質問文と回答結果は表5-9の 通 りである。

 全般に，武蔵野市においては市内購入が多く，

すべての品物について女は男より多い。

 食料晶，日用雑貨については，女 では95%を

越え男でも93%と ，ほとんどが市内購入である。

薬品，下着類 も約90%が 市内である。これ らの品

物については女，男の比率の差は僅かである。

 写真の焼付，本については，女では8割 以上が

市内購入であるが，男では女に比べやや低 く，通

勤途上でなど，市外での購入もあることと考えら

れる。

 背広 ・スーツ，贈答品になると市内購入は女で

7割 前後 となり，男は著しく少なく，特に背広 ・

スーツで約半数程度になる。

 三鷹においては，すべての品物に関して武蔵野

より市内購入が少ない。食料品，日用雑貨，薬品

等は武蔵野における比率と大差はないが，三鷹に

おいてはこれらの品物について男 ・女による市内

購入比率の差がみられない。

 三鷹においては，写真の焼付は下着類より市内

購入が多く，これについては女は男より少ない。

下着類については，市内購入が少なく男の63%に

対し，女は46%と 半数を割る。背広 ・スーツ類，

贈答品に至っては男で約2割 ，女では1割 と極め

て少なく，特に女の市内購買率が極端に少ない。
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 両市を通 し，男については当然のことながら市

内で働 く層が市内購買率が高い。三鷹市の女の中

では中年層，持家の人が市外で購入することが多

く，特に学歴の高い層ではこれが著しく，逆に集

合住宅/下 の層では市内で購入することが多い。

この傾向はスーツ， コー ト，贈答品，下着類等に

顕著に現われている(付 表5を 参照)。

 これらのことは，武蔵野市では，吉祥寺駅周辺

の発展から，市内で消費生活を充足し得ている様

子が明らか にみ られる。これに比べ，三鷹市で

は，この意味で市内での充足はなされていないこ

とがわかる。

 一方，この種のものの住民購買圏は，階層に関

連深いことが明らかで，このことから階層の高い

ものは(特 に女性の場合)， その好みに適合する

程度に市内の発展がなされていない限 り，市域に

対 し，少なくとも消費生活の面からは親近感を持

たないであろ うことは充分推察 し得る。

5

地 域 へ の 愛 着 感

¶

瞿

盈
皀

馳
膃
口
瞿

畧

冒
瞿

B

 住民が居住地域に対して帰属的…体感をもつか

否かは， コミュニティ形成の最も基本的な問題で

ある。そこで，問2で 居住している市に対して愛

着を感 じるか否かを尋ねた。質問文と回答結果は

表5-10の 通りである。

表5-10

問2あ なたは・今住んでいる 僅 灘}1こ ，麟

  のよ うなものをお感 じにな りますか?

蹉
女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

三 鷹

1.  12.

感 じる 感 じな

   .巴 一一
(84)
 363(
79)
 343
(74)
 133

(69)
 129

(11)

 49

(17)

 74一..
)

1

7
●
3

1

(2s)
49

KD

4

他のぞ

 
ら
な

 
一

 
ち
も

一

翫
ど

で
い
…
(3)
 12

て3)

 13

(6)
 10

(3)

 6

(0) (1)
 2 1 5
(0) (1)
 0 1 2
CO)1(3)
 1 1 5
(0) (2)
 0 1 3

愛着を感 じるものは男より女に，≡：鷹より武蔵
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野に僅かながら多 くなっている。しかし最 も少な

い三鷹/男 においても69%の 人が 「感じるJと 答

えてお り，大半の人が愛着を感じているとみるこ

とができる。したがって属性別に細かくみていく

ことも余 り意味がない。しかし次のことを指摘す

ることができよう。すなわち，年齢は高いほど，

居住年は古いほど，住居は集合住宅より一戸建に

(特に集合住宅/下 は最低)， 借家 ・社宅等 よ り

持家の人に愛着を感じるものは多い。これ らの属

性は相互に関連が深 く，地域への定着度によって

愛着が深 くなると言えよう。

 ちなみに1978年 の 『武蔵野市民意識調査』にお

いても同様の質問がなされている。その質問文と

結果を示すと表5-11の 通 りである。

          表5-11

●あなたは今住んでいる武蔵野市に，何か胯 りとか，

 愛着の ような ものをお感 じにな りますか。(1978年

 r武蔵野市民意識調査』)

睡 選ll「 亟Li墨 麹 量 「D.K.__)

  53% 17% 28% 2%

 今 回 は 「どち ら と もい え な い 」 が 少 な く， そ の

分 だ け 「感 じ る」 が 多 くな って い る。1978年 『武

蔵野市民意識調査』では 「誇 り」 という言葉が入

っているためにとまどいがあったものと推察され

る◎

 「誇 り」 というような評価に基づいた概念 とし

てではなく，居住がある程度定着 した際に親密感

・固着性をもつ と考xら れ よう。

 このことは次の付帯質問(問2-1)に よってう

らづけられる。すなわち， 問2-1で は， 愛着を

感じるものに愛着の理由をきいた。質問文 と回答

結果は表5-12に 示す通 りである。

 武蔵野 ・三鷹両市，男 ・女 とも理由の項 目をあ

げた比率はほぼ類似している。すなわち， 「自然

環境」をあげたものが最も多 く30～40%で あり，

次は 「ずっと住んでいるか ら」「暮しに便利」な

ど，定着性や生活面からの理由を挙げる比率が高

く，それ以外の理由を挙げるものはそれぞれ10%

以下にすぎない。

 理由別分布は地域と関連が深 く，武蔵野では中

央北，西久保，桜堤，三鷹では井の頭地区で 「自

然環境」の理由が多 く， 「暮しに便利」は武蔵野

では吉祥寺駅に近い地域，三鷹では三鷹駅周辺地

区と上連雀，下連雀，新川，北野地区で多 く挙げ

られている。

            表5-12

問2-1 「感 じる」 と答えた人に一一一それはど うい う点ですか?

＼、.
   回サ

 ンプル 答

   武
   蔵
   野女

   鷹

男

武
蔵
野

鷹

 
自
が

 
く
境

 
多
環
い

λ
緑
然
よ

 
人

ん

 

の
じ
る

所

な
い

L
近

と
で

(3)
  (4)
 14

(10)
  (13)
 42

(4)  (
5)

  7

(9)
)21

復
り

(

ー
ユ

(40)
  (48)
 173

(32)
  (40)
 138

(34)  (
47)

 62

(31)
)44

ワ
8

(

民
り

3.

暮 しに便利

4.

郊 外 住 宅

地 とし て
よい イ メ
ー ジ

(24)  (5)
  (28)  (6)
 103 1 20

(19) 1(4)
  (24)  (6)
 83 1  19

(14)  (3)
  (19)  (4)
 25 1  5

(20)  (4)
  (29)1 (5)
 37 1  7

5.

文 化水準
が高い

(2)
2(

7
・

(2)
3(

9

(7)
)9

2

(

ー
工

(2)
  (3)
  4

 
住

る

 
と

い

 

つ
で
ら

&
ず

ん
か

 
施

つ

 
の
整

る

 
共
が

い

乳
公
設

て

 
の
よ

政
が

行
策

a
市
施

い

(5)  (
6)

 20

(4)
  (4)
 15

5(
)7(

9

)3(
)4(

pD

(3)  (
3)

 11

(5)
)6

1

(

り
θ

(1)
  (2)
  2

(3)  (
5)

  6

(22)  (
26)

 95

(31)
  (38)
 132

(23)
  (31)
 41

(21)
  (30)
 39

9.

そ の 他

(6)
  (7)
 24

(9)
  (12)
 16

(5)  (
s)

 10

D.K.
間2-1を
尋ねた人
数

(14)    (1)    (84)  (
17)    (1)   (100)

 61 1  3 1 363

   (0)  (79)
     (0) (100)     1 1 

343

(o)

0

(o)

0

(74) (
ioo)

 133

(69) (
100)

 129

(注)： 各欄の右側()内 数字は，「間2-1を 尋ねた人数」 に対す る比率(%)を 示す。
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 愛着を感じないと答えたものにも，その理由を  5-13の 通 りである。

尋ねた(問2-2)。 質問文と回答結果を示す と表   「住んで間がないから」 と答えた者 が最：も多

                       表5-13

    問2-2 「感 じた」 と答えた人に一 一それは どうしてですか?

   回 答

サ ン プル

女

男

武
蔵
野

一
三

鷹

}
武
蔵
野

=
二

鷹

 

間

 

で
い

 

ん
な

L

住
が

2.

環 境 が よ

くない

(5)   (2)
   (4)   (18) 20  1  

9

(5)
 (27)
20

(s)
   (35)
  11

cs)
   (29) 1

4

(1)
   (7)
  5

(1)   (
3)

  i

(3)
 (10)
5

3.

公共施 設
の不 備

(o)
   co>
  0

(o)   (
1)

  1

(o)

  0

(o)

0

    (注)：各欄の右側(

く，ここでも定着性と愛着の関連が見られる。そ

の他，種々の理由があげられているが，頻度はい

ずれも少ない。
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移
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(o)

0

(2)
   (10)
  3

(o)

  0

6.

そ の他 D.K.

     (3)   (2)       (
22)      (14)

      11     7

(1)    (6)    (4)
   (3)       (36)      (26)
  2  1  27  1  19

(2)
 (13)
4

(2)
 (s)
4

(5)
   (as)
  9

(s)
   (31)
 15

(2)
 (13)4

(6)
 (22)
11

問2-2

を 尋 ね た

人 数

(11)

  (ioo>
 49

(i7>

  (ioo)
 ?4

)内数字は，「問2-2を 尋ねた入 数」 に対す る比率(%)を 示す。
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i
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晒
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(17)
  (ioo)
 31

(2G)

量

冨
醒

B

B

量

匸
i

醫
量

酔

家の周辺で困っていること

 居住地域についての関心をみるために，家の周

辺で困っていることや不満の 有無を問4で 尋 ね

た。

 質問文 と回答結果は表5-14の 通 りである。

          裹5-14

 問4 お宅のまわりで，ふだんからおこまりにな
    っていることや，ご不満がありますか?

Cplb

女

男

野

㍗
鷹

蔵武

三

武蔵野

三 鷹

1976年 調査

武蔵野/女

あ る

(39)
  167
(38)
  165(
31)
 55
(34)
 63
(33)
  (38)
 142

な い

(so)

 260旧面 厂

 264

(ss)

 122

(63)

 118

(52)  (
59)

 221

そ の 他 D.K.

(1) 1(o)

  3 1  1

(o) 1(1)

  1 1  2

(1) 1(1)

  1 1  2

(0)  (3)
  o i  s

(3) x(12)

  (4)  一

 14 1  49

(.100)
49

 女 は 男 よ り 「あ る」 と答 え た もの が や や 多 く，

や は り地 域 の関 わ りが 多 い こ とが み られ る。 武 蔵

野/女 を 対 象 と した1976年 の 前 回 調 査 に お い て も

類 似 の 質 問 を して い るの で ， そ の 回 答 結 果 を 最下

欄 に 付 記 して あ る。 前 回 はD.K.が 多 い の で ， こ

れ を 除 き比 率 を 出 しな お す と(下 欄 右 側()内)

今 回 と殆 ど一 致 して お り， この様 な認 識 を もつ 比

率 は あ ま り動 か な い こ とが わ か る。

 今 回 の 調査 に お い て 「あ る」 と答 え た も の と

「そ れ 以外 」 とに分 け て， 以下 に 属 性 との 関 連 を

み てい く(付 表6を 参 照)。

(1)年 齢

 女については，両市 とも26歳 ～35歳 ，次いで36歳 ～

45歳 に 「あ り」 と答えた ものが多 く，若年 層，老年層

では少ない。 男につい ては，武蔵野 では41歳 ～55歳 ，

三鷹 では56蔵 以上 の層 に 「あ り」 の比率が高い。

(2) 職 業 ・勤務地

 女 につい ては，両市 とも，専業 の勤務を してい る層

におけ る比率 は主婦層 よ り僅かに多 く，勤務地では，

必ず しも市 内勤務が多い とは言え ない。 男 に つ い て

は，武蔵野では労働 と自営業層に，三鷹 では技術，管

理， 自由業層に僅かなが ら 「あ り」の比率が多い。

(3)家 族構成

 両市/男 女を通 し，学童 以下の子のあ る層に 「あ り」
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の比率 は多 く，特 に女におい て著 しい。

(4)支 持政党

 女 につい ては， 自民党系支持層 よ り：革新系支持層に

「あ り」 と答 えた比率がやや多いが， 男につい てはむ

しろ逆 の傾 向が ある。

(5)そ の他

 住居状況，居住年，学歴等 によっては差異がみ られ

ない。 コ ミュニテ ィ地区別にみ ると，女については武

蔵野 におい て桜堤地区 に 「あ り」 の比率がやや多 く，

男 につい ては，三鷹におい て井 口 ・深大寺地区で 「あ

り」の比率が非常に少な くで てい るものの，地区別の

サ ンプル数が少ないので， これを地区の傾向 として把

え ることはで きない

以上，属性別にみて，特に年齢，家族構成と関

連があるとみられることから，いわゆる 「子育て

の時期」からその後にかけてこの様な問題に注目

することが多いと見られる。地域への接触度(居

住歴や居住地域における生活時間の長さ)や 本人

自身の理念等には関係な く，子育てに関連して，

生活の場である家周辺の狭い範囲についてやや問

題意識をもっていると考えられよう。

 問4の 関 連 質 問 と して ， 「あ る」 と答 え た 人 に

対 し， そ れ は ど うい うこ とで あ るか を尋 ね た(実

際 に は 問4で 「あ る」 と 「そ の 他」 の 回 答 の人 に

問 うた)。11の 項 目を 掲 示 した リス トを示 し， い

くつ で も あ げ て も ら うこ と とし た。

 質 問 文 と回答 結 果 は表5-15の 通 りで あ る。

                  表5-15

問5 〔問4で 「あ る」と答えた人に〕一 それは，どのよ うなことですか?

女

男

武
蔵
野

=
二
 
鷹

武
蔵
野

=
二

鷹

1.

by虫 ・1

ね ず み

な どの

問 題

(2)
 (4)
 z

(3)
 (7)
 11

(1)
 (2)
 1

(3)
 (lo)
 6

(リス トを提示)

 
施
不

 
共
が
分

&
公
設
充

道
居
備

 
水
ど
設

τ
下
な
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・
臭
ど

 
煙

ε
煤
悪
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・
の

音
動
題

5
騒
振
問

 

・
通
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4
道
交
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築
建
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建

の
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層
家
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絃
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・
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み
理

2
ご
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糶 権の

(7) (4)
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31 1 17

(5)
 (14)
23

(s)
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(6)
 (19)
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(4)
 (10)
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7
)
(
4

2(

 
)

 
8
)
(
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(9) (13)
 (23)   (33)
39 156

(11) x(10)
 (30)   (25)
49 141

(11)
 (36)
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 (32)
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(s>
 (25)
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(1)
 (4)
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(2) (
4)
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(1)
 (2)
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(3)
 (8)
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(2)
 (s)
 10

 
)

 
3
)
(
5

1(

(2)
 (5)
 3

(3)
 (8)
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(3) (
?)
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(4)
 (io)
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(4)
 (13)
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の

)

d
い9
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9.

風 紀 ・

犯 罪 の

問 題

 
の
の
関
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と
間
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近
人
人
係

 
保
問

●童

の
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児
育
題

 
)

 
5
)
(
8

2( 

)

 

1

)

り
θ
「D

8

(

3

(

)5
)
(
8

2(
)0

)

1

ρ0

4

(

-

(

)7
)
(
4

2(

(3)
 (10)
 6

(2)
 (5)
 3

(2)
 (s)
 4

(2) (
5)

 8

(2)
 (5)
 8

12.

その他iD.K.

(s) (
14)

24

(8)
 (22)
36

(3) (2)
 (9)1(5)
 5 1 3

(5)i(6) (
16)  (17)

 10 111

 
)

 
2
)
(
3

1(

(o)

0

(5)

3

0

を
た

5
ね
数

問
尋
人

(34)

 170

(38)

 166

(31)

 56

(34)

63

(注)： 各欄 の右側()内 数字 は，r問5を 尋ねた人数」に対す る比率(%)を 示す。

 い くつでもあげるように指示しているので，あ

げた数も関心の強さを表現する指標としてみられ

よう。そこであげた数の 分布をみると表5-16の

通 りである。

 あげた項 目数は，1項 目のみの人が約60%で あ

り，3項 目以上をあげた人は約10%に 過ぎず，平

均的には1.5程 度である。

 全体の人数に対する比率をみると，2項 目以上

あげ た もの は11%～15%程 度 と極 め て 僅 か で あ る

が ， これ を属 性 別 に み る と， 高 学 歴 層 ， 一 戸 建 住

宅 層 に は や や 多 い こ とが 見 られ る(付 表7を 参 照)。

 11項 目の中 ， 多 くあ げ られ た 問 題 は ， 騒 音 ・振

動 ， 道 路 ・交 通 の 問 題 で あ り， 次 い で ， ご み 処

理 ， 風 紀 ・犯 罪 ， 公 共 施 設 不 充 分 ， 家 の 建 て こ

み ・日照 権 の 問 題 等 で あ る。 これ らの 順 位 は ， 市

に よ り， 性 別 に よ り多 少 の差 異 が み られ る。 各項
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濃
女

武
蔵
野

鷹

1個

(25) (
64)

 108

(27)
 (69)
 115

2個

(10) (
24)

 41

(9)

 (23)

 39

     表5-16

問5で あ げ た 個 数

男

武
蔵
野

鷹

(18)
 (59)
 33

(18)
 (54)
 34

3個

(3)

 (s)

 11

(2)

 (4)
 7

(g>1(2)
 (27) (5)
 151 3

(11) (2) (
33) (5)

 211 3

4個

(1)
 (3)
 5

(1) (
2)

 3

5個

(o.a) (
1)

 1

(o.a) (
1)
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⊥
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⊥
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00
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(0.2)

 (1)
 1

(0.2)

 (1)
 1

0

(1)
 (2)
 1

7個

 0

 0

 0

(1) (
2)

 1

8個

 0

0

0

0

9個

 0

0

0

0

10個 11個D.K.

0

0

0

一

〇

 (1)
OIC2)
   3

01 0

0

(1) (
2)

 1

(2) (
5)

 3

 0

藻
麹

問
尋
人
=

 

 

 

0

0

)

AU
ワ
σ

0
り
1

1
↓

0
0
(

(

 

(
U
塵
0

)

0

ρ0

0
0
1
↓
1

3

(

(

(31)(
ioo)

 56

(34)
(100)

 63

平 均
個 数

 1.5

 1.4

1.4

1.9

(注)： 各欄の右側()内 数字は，「問5を 尋ねた人 数」 に対す る比 率(%)を 示す。

目をあげた人数は少ないのでこれを属性別にみる

ことはできない。

同様の質問は，武蔵野/女 に関しては1978年 の

r市民意識調査』および1976年 の前回調査でも問

われているが，質問様式，提示項目等が異なるの

で正確な比較はできない。しかし問題点の変化を

みる意味で，参考 として表5-17お よび表5-18を

示す。

      表5-17 1978年r武 蔵野市 民意 織調査』(武 蔵野/女)

お宅 のまわ りで，ふだんか らおこま りにな っていることや， ご不 満が ございますか

つ ぎの うちおもなものを3つ まであげ て下 さい。 (複数 回答)

一_題_    目  Q答躑(%)
噌⊥

 
9
U
 
7
1

一

鰯

㈲

㈲

ω

一

ゆ

働

働

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

ー
ユ

ー
」

-

ハエ， カ， ゴキブ リ，ねずみが多い

ゴ ミの回収や くみ取 りが十分でない

排 水の処 理が悪い

日用 品の買物 の便 が悪 い

交通 機関 の便 が悪 い

騒音，振動が ひどい

ぽい煙，悪臭 がひ どい

交通事故 の危険が多い

緑が少 ない

道路が悪い

青少年に対す る環境が悪い

その他(    )

D.K.・N.A.

20

9

4

12

8

22

3

20

7

8

11

11

25

(注)： 最左欄の()内 数字は，今回の調査に対応す ると考え られ る項 目番号。
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    表5-18 1976年r前 回調査』(武 蔵野/女)

●あなたの地域で，』みんなが共通 に困 っている問題が あ りますか。

1.あ る一一.〉そ れ は ど の よ うな問 題 です か 。

2. な い   3.そ の他   4. D.K.

● 「ある」 と答えた人に一一一どのよ うな問題 ですか?

塵

介

衛

生

道
路

・
交

通
問
題

(13)    x(15)
 19 1  21

公
共
施
設

不
足

(15)
 21

駐
車
場

 
 
遊
び
場
不
足

(11)
 15

環
 
境

(日
照
権

、
工
場
)

(18)
 26

 風

 紀

 犯

 罪

(5)
  7

居

住

設

備

(14)
 20

人

間

関

係

そ

の

(1) 1(4)
  2 1  5

D

K

他

  (4)
    6

(注)： 自由回答の結果 を分類 ・整理 した もの。()内 数字 は，「ある」 と答 えた142人 に対 しての比率(%)を 示す。

 1978年 調査では回答項目を3項 目までと制限づ

けられているが，平均回答項 目数は1.4で あ り，

今回の調査の場合とほとんど変らず，この様な問

題への関心の程度は変っていないとみられよう。

 問題項目についても騒音 ・振動，道路 ・交通の

問題などが回答比率の高いことは一致している。

「ハエ，カ，ゴキブリ，ねずみ」は回答比率が高

いが今回調査の 「害虫 ・ねずみなどの問題」はさ

ほどに高い比率ではない。これは，今回調査にお

ける項目の言葉づかいの問題(ン・エ，カ，ゴキブ

リとい う具体的なものを害虫におきかえたため)

により回答率が低 くなったものと考xら れる。し

たがって，共通項 目の限 りでは回答傾向は大体類

似 とみられる。

 1976年 調査では，質問は自由回答であ り，項 目

の分類も異なるが，環境問題，道路 ・交通問題等

が多 くあげられていることは類似している。しか

し 「公共施設不足」が 「道路 ・交通」と同率とな

っていることは今回調査と異な り，今回では前者

をあげた比率は， 「ごみ処理」よりはるかに低い

比率である。このことは，ここ6年 間に武蔵野市

が高校新設，コミュニティ・センターの設置等，

公共施設の整備に力を注いだ結果を市民が評価し

た結果といxよ う。これに反し， 厂風紀 ・犯罪の

問題」は前回に比べて今回ぽ増加してお り，市の

新たな問題と考えられよう。

 何れにせよ，この設問ではこれを問われている

人が4割 以下であり，問題となっている項目の大

まかな傾向を知るに留まる。



 
へ 動 活 域蹴   

勠 の

6
{

 前章では，静的な意味あいでの地域 との関わ りを探 った が，本 章 で

は，具体的な行動 をとお して見た，よ り動的な意味あいでの居住地域に

対 する住民の関わ りあいの様相を検討 してい く。

1

2

3

4

5

6

7

地域の催 し ・行事へ の参加

清掃などの呼びかけへの協力

近隣地域で困っている問題への対処

町づ くり活 動へ の参加

住民運動(マ ンシ ョン建設反対運動)へ の参加

住民運動(老 人ホーム建設反対の運動)へ の参加

住民運動一般についての意見

4

5

6

8

9

0

1

8

8

 

 

8

8

8

9

9



84

邑

1

地 域 の 催 し ・行 事 へ の 参 加

唱

翻
■
昌
髷

鳳
矗
詈

.
蔔
囲
「■
巨

函

 問3で 祭 りなどの地域行事に参加の意向をもっ

て い るか 否 かを尋ねた。質問文と回答結果が表

6-1に 示される。

 ちなみに，前回調査(1976年 ，武蔵野/女)の

質問文と結果を示すと，表6-2の 通 りである。

 前回調査とは質問文および選択肢のとり方が多

少 異 な る の で正 確 な比 較 は で き な い が ， 「参 加 」

を 合 わ せ る と35%で ， 僅 か に 少 な くな っ ては い る

も の の ，大 体 変 化 は な い と考 え られ よ う。

 カテ ゴ リーを 〔積 極 的 参 加 ・つ きあ い で 参 加 ・

す る〕 →1.参 加 ， 〔余 り参 加 し な い 〕→2.消 極

的 ， 〔参 加 した こ とは ない ・そ の他 ・D.K.〕 →3.

不 参 加 ， と併 合 して 回 答 分 布 を み る と，両 市/男

女 と もに 殆 ど差 異 な く， い ず れ も30%前 後 が 「参

加 」 で あ り，40%前 後 が 「不 参 加」 とな って い

る。 この 結 果 を ， 以 下 に 属 性 別 に 詳 し くみ て い こ

う(付 表8を 参 照)。

                      表6-1

問3あ なたは地域 の行事(盆 踊 り，スポーツ大会，お祭 りな ど)に 参加な さいますか?

回 答

サ ン プ ル

女

男

武
蔵
野

鷹

武
蔵
野

鷹

 

に
る

 

的
す

 

極
加

L

積
参

(19)

 80

(21)

 91

(22)

 39

 

8

)

ー
ユ

01(

2.

つ きあい

 (義理)
で参加す る

(9)

 37

(11)

  48

(6)

  io

(17)

 32

 

加

 

参

い

 

り
な

翫

余

し

 

2

)

11

だU

¶1

2(

(30)

 130

(28)

 50

(34)

 64

4.

参 加 した
こ とは な い

(40)

 174

て36)

 157

(40)

 72

(38)

 7i

5

その他

(6)

 24

(1)

 5

(3)

  5

(1)

 2

6.

 そ の他

(参加す る)

(1)

3

(o)

(2)

1

  4
刪て0).

  0

D.K.

てf)鹵

  3

(o)

1

(o)
0

(0)齟

0

                      表6-2

● あなたは，お祭 りな どの地域の行事に，積極的 に参加 なさいますか。(1976年 調査，武蔵野/女)

1.       12.
 参加す る   参加 しない

(23)
99

(58)
247

3.
義理 で少 しだけ

(12)
51

4.
 そ の 他

(s>
26

D.K.

(1)
3

計

(ioo)
  426

 (1)年 齢

 女に関 しては，武蔵野市 では36歳 ～50歳 ，三 鷹市 で

は26歳 ～35歳 を ピ・一クとし， これ より若年 へ，高年へ

と比率 は下 り，武蔵野市 では51歳 以上 の参加が有意 に

少 ない。

 男につい ては，両市 とも20歳 代の参加が少 な く，31

歳以上 では年齢に よる差は 明 らか でない。

 (2)学 歴

 女 については，両市 とも中程度 の学歴 の者に参加が

多いが ，男では両市 とも学歴 の低い者に参加が多い。

 (3)職 業 ・勤務地

両市/男 女 とも無職 ・学生層は参加が少 ない。 これ以

外 の職業につい ては，三鷹市 では職業に よる差異が殆

どないが，武蔵野市 では，職業に よ り多少 の差異がみ

られ る。す なわ ち，女では，専業 のものに参加は少 な

く，男 では，労働 ・自営業層 のものに参加が多 くなっ

てい る。勤務地別にみ ると，女では職業 をもち， しか

も市 内で働い てい る者に参加は有意に多 く，男に もこ

の傾 向はか な り明らかに見 られ る。

(4)居 住 年
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 市内に住 んで2～3年 の ものでは，参加 は著 し く少

ない(三 鷹市 の女 の場合 のみ例外)が ，それ以外は，

特 に古い方が参加 をす る とい うこ とはみ られ ない。

 (5)家 族構成

 両市/男 女を通 し，単身者が最 も参加が少な く，次

い で定位家族の もの，次に既婚者で子のない者が参加

が少 な く(不 参加が多 く)な ってい る。そ して，学童

またはそれ以下の子を持つ ものが男女 を間わず参 加が

有意に多 くな っている。

 (6)支 持政党

 女 に関 しては，両市 とも革新系支持に参加が多 く，

自民系支持者に参加が少 ない。男に関 しては，三鷹市

では女 と同様の傾向がみ られ るが，武蔵野市では革新

系支持 よ り自民党支持が僅 かなが ら行事参加が多い。

2

 以上をまとめると，地域行事へ 「参加」 と答え

る集団像が多少描ける。すなわち，学童以下の子

供のいる家庭(年 齢26歳 ～45歳 位)，昼間も市内

にいるもの，支持政党は革新系統(武 蔵野/男 以

外)と い う層に多いとい うことが言えよう。すな

わち，子供を通して地域との接触が密であ り，多

少意識の高い人びとと言 うことができよう。

清 掃 な どの 呼 び か けへ の 協 力

 町 内 会 ・自治会 か らの 清 掃 な どの 呼 び か け の さ

い協 力す るか とい う こ とを問9で 尋 ね た
。 質 問 文

と回答 結 果 を示 す と表6-3の 通 りで あ る。

 ち なみ に1978年 『武 蔵 野 市 民 意 識 調 査 』 の質 問

文 と結 果 を 示 す と表6-4の 通 りで あ る。

 質 問 文 も多 少 異 な り，選 択 肢 の差 異 も大 き いが ，

〔す す ん で 協 力 ：26%〕 〔も とめ られ れ ば協 力 ：53

%〕 は ， そ れ ぞ れ 今 回 調 査 の 選 択 肢 〔1〕と 〔2+3〕

に対 応 さ せ て み る こ とが で き，大 きな変 化 の な い

こ とを認 め る こ とが で き る。

 カ テ ゴ リーを 〔1.積 極 的 に 協 力〕 →1.-協 力 ，

〔3.つ き合 い で 参 加 ，4.な る べ く 避 け る よ うに

して い る，5.出 ない こ と に し てい る，D .K.〕 →

3.消 極 的 ， 〔2.時 間 の都 合 が つ け ぽ 参 加 ，6 .そ

の 他〕 一今2.時 に よ る， とい うよ うに併 合 して
，

以下 に属 性 との関 連 をみ て い く(付 表9を 参 照)。

                       表6-3

問9あ なたは，地域の町 内会 や自治会か ら，害虫駆除 や清掃な どを，一緒にす るように， よびかけ られた とした

  ら， どうな さいますか?

回 答

サ ンプル

女

男

武
蔵
廴

 
 
 
 
三
鷹

 

 

 

}

武
蔵
野
=
蔗

 

に
る

 

的
す

 

極
力

L

積
協

 

1

)

4

6
δ

1

3

(37)

 159

(21)

 38

(23)

 43

合

ま
る

蜘

黝

都
出
す

『頒

跏

(

 (…嶮
(64)

 115

 

9

)

-
↓

4

1

6

3.

近所 の人 と
のつ き合い
上，参加す
る

(4)

 18

(6)

 26

(4)

7
一て

2)

4

4.

な る べ く避

け る よ うに

し て い る

(2)

  7

(3)

 13

(2)

  3

(3)

  5

5二 』F

出 な い こ と
に して い る

(4)

 15

(3)

 14

(5)

一て
4)

9

8

6.

その他

(4)

  16

(2-1 冖一『

  7

(3)
丑
O

r

②
3

D.K.

(3)

 14

(2)

9

てf』)一

2

5

)3(

                       表6-4

● ご近所から害虫の駆除やドブ掃除など，労力奉仕のようなかたちで協力をもとめられた場合，あなたのお考え

 に一番近いものを選んで下さい。(1978年r武 蔵野市民意識調査』)               (%)

言すんで協力す 島霧 れれぽ 醫 駿 霎齶 覊 鬻 よう鬻 懲 霧 その他，D.K.

                      …一  一一一一一一一26一一… 53一一一一 ?一一1-11一一1 4 1 4
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 (1)年 齢

 女では，両市 とも36歳 ～50歳 で 「積 極性」 を示す も

のは有意に多 く， これを ピー クに(三 鷹 では51歳 ～65

歳 も殆 ど同比率)， 若年 ・高年v'向 け少な くな り，20

歳～25歳 では両市 とも極めて少な くな っている。 男で

は，両市 とも56歳 以上 で 厂積極性」が最高(武 蔵 野で

は顕著に多い)と な り，20歳 代で最低(武 蔵 野では特

に顕著)と な ってい る。

 (2)学 歴

 一 般に差は明確 でないが，三鷹/女 ，武蔵野/男 で

は学歴の低い方が 「積極性」を示す。

 (3) 職業 ・勧務地

 女では，両 市 とも主婦Y'「 積極的」 が最 も多 く，次

にパー ト勤務者，専業従事者の順 であ る。す なわち，

昼間家にい ることが少ない ものは地域での協同作業に

参加 しに くい とい うことが明 らかに現 われてい る。

 男では，両市 とも労働 ・自営業 層の人 に 「積極性」

は多 くな ってい る。

 勤 務地別に見 ると，女では市内で職 業に従事 してい

る人は，主婦 ・無職 ・学 生層 より 厂積 極性 」を示す も

のが多い。 この ことは，市 内でのパー ト従事 者等 に地

域での 「積極的協 力」が多い ことを示す。 男の場合は

市 内で働 く人の層 と無職 ・学 生層 との差は少ない(三

鷹では 後者の方v'「 積極性」が多い)。 男の場合，パ

ー ト従事 者は少ないので，女の場合 と異な り，市 内で

働 いていて も休 日は休息を と り地域で協同作業をす る

時間が少ない人 もある ことを示す と見 られ よう。

 (4) 住居状況 ・居住年

 両市/男 女 とも一戸建ての人の方 が集合住 宅の人 よ

り 「積極 性」 を示す。特 に集合住 宅/下 の層では 「積

極 性」を示す人 が少ない。 この ことは低廉 アパー ト居

住 者には， この種の協 同作業の呼びかけ も少な く， ま

た居 住者の側 も永住 性が少な く地 域協 力を示す意 向 も

少ない ことが うかがえ る。

 居住年別では他の質問同様，最近市 内に居住 し始め

た ものは 「積極性」を示す比率が少ない。

 (5)家 族構成

 両市/男 女 とも定位家族の もの(す なわち世帯の中

で責任を もつ地位にいない もの)に は，「積極性」を示

す ものが 有意Y'少 ない。 「積極性」が高い比率を示す

層は，子の代が家の中心にな ってい るか，あ るいは子

が大 きい(中 学以上)家 庭の層であ る。 この ことは，

年齢層におけ る差異の うらづけ とな るもの と見 ること

がで きよ う。

 (6)支 持政党

 女 では両市 とも革新系支持者 に 「積極性」 を示す も

のが最 も多 い(武 蔵野 では特YY¥...顕著)。

 三鷹市 では 自民党支持者 の中で も 「積極性」 を示す

ものはかな り多い。男では両市 とも支持政党 に よる差

は多 くないが，その他の政党(公 明を含 む)支 持 の中

V'「積極的」 の も の が 最 も多 く，革新系支持者 では

〔2.どち らとも〕 の カラ ゴリーに反応 した ものが 多 く，

「積 極的」 の ものは少 ない。

 (7)そ の 他

 地域 別v'見 る と，武蔵野/女 では中央北地 区，西久

保地 区に 「積極性」 が多 く，関前 地区は少 ない ことが

見 られるが有意 な差はない。

 兄弟数別 にみる と，両市/男 女 とも兄弟数が5人 以

上 の ものの中に 「積極性」 が有意 に多 く，兄弟 の順位

では下 の もの特に4番 目以降の ものに 「積極性」が多

い ことは興 味深 い。多数 の兄弟 の下 の方 で生育 した も

のは この様 な集 団的 作業に比較 的抵抗 な く参加(協 力)

で きる とい うことを示す と考 えられ よう。

 以上をまとめ，この質問9で 「積極性」を示す

ものが多い層を描くと次のように言えよう。すな

わち，女では中年層(い わゆる “子育て期”を終

り作業もまだできる年齢層)，主婦 または 市内で

働く人びとであり，革新系支持層の人である。男

の場合は，定年を迎えた年齢層，市内で働 く人び

と(自 営業を含む)の 層である。そして男女を通

し，一戸建またはマソショソに住む層，生育時に

多数の兄弟の下に育 った も の と言えよう。つま

り，男女ともに，生活時間の多くを市内で過す人

であり，地域における居住という意識を比較的は

っきりもっている人であり，生育歴からくるパー

ソナ リティから，この種の協同作業に抵抗なく参

加できる人びとと考えられる。特に女性では，多

少進歩的意見をもった人 と考xら れよう。

ぎ      3      1

、近隣地域で困っている問題への対叫
                     B

 問6で 「お宅のまわりでふだんからお困りにな

っていることやご不満があったか」 と尋ね，それ

らの問題Y'つ いて地域協力での対処をしようと思

うかを 聞いている。この 質問は，問4で 「ない」

と答えた人にも「もし何か問題があったとしたら」
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                       表6-5

問6 あなたは，それ らの問題 について，地域 の中で，協 力 して対 処 してゆこ うと思 いますか?

  回 答

サ ンプル

女

男

 
 
 
「

武
蔵
野
…
三
鷹

 
 
 
…

武
肇

三
鷹

思 う

(40)

 172

(36)

 15?

(as)

 51

(2s)

 49

どちらとも
いxな い

($)

 33

(io)

 42

(s)

 10

(9)

 16

思わない

(14)

 59

(16)

 69

(s)

 14

(1?)

 32

その他

(6)

 25

(3)

 14

(4)

  8

(1)

  1

二；

   D.K.

一 __二 ∠=皿===

  (33)

    142

一

(35)

 150
  一 一一一.一

(54)

  97
『 一

(48)一 一一鹽

  89

として一応聞くことにした。

 質問文と回答結果は表6-5の 通 りである。

 「地域協力をしよう」 と思 うものは，女の方が男

よりかなり多い比率を示す。また，武蔵野の方が

三鷹より男女 とも僅かばか り多 くなっている。前

回の調査(1976年 ，武蔵野/女)の 場合とは質問

文が異なり前後関係も多少異なるので，今回では

D.K.が 多く(“実際に問題はないのでわからな

い”と答えた人も多い)， 「思 う」比率をそのまま

比べることはできない。そこでD.K.を 除いた

比率で比べてみることにする。前回の質問文 と結

果を示すと表6-6の ようである。

          表6-6

● あなたは，地域の中で協力 し合 って，問題に立ち

  向かお うと思いますか。(1976年 調査，武蔵野/女)

思 う

(48)

 42

どち らとも
いえない

 

7

)

り
4

13(

思わない

(18)

 16

そ の 他 D.K.

(3)3(1/_
(注)： 数字 は回答者 に対す る比率(%)を 示す 。(

字はD.K.を 除いた ものについ ての比率(%)を 示す。

一)… 一

 12

 )内 数

 前 回 と比 べ 今 回 の武 蔵 野/女 は 「思 う」 と答 え

た も のは 多 少 増 え てい る。

 回答 を 属 性 別 に 見 る と次 の 通 りで あ る(付 表10

を 参 照)。

 (1)年 齢

 「思 う」 と答 えた 比率 は，女 につ いては中年層に多

く，若年 ，高年 へ と比率は少 な くなる。特に両市 とも

20歳 ～25歳 では極 めて低 い。

 男では，武蔵野 は41歳 ～55歳 ，三鷹 では56歳 以上が

ピー クであ り，両市 とも40歳 以下 はか な り低 い比率 で

ある。

 (2)学 歴

 女 は学歴に よって，は っき りした差はみ られない。

しか し三鷹 では，学歴 の 高い 方 に 「思 う」比率は多

い。 これに反 し男では，両市 とも学歴 の低い層Yr「 思

う」比率は僅かなが ら多い。

 (3) 職業 ・勤務地

 女では，無 し ・学生 ・D.K， の層 に 厂思 う」比率が

低 くな っているが， 男では逆Y'， 僅か では あるが， こ

の層におい て高 くなってい る。

 勤務地別に見 ても大 きな差異は見 られない。

 (4)居 住年

 女につい ては両市 とも昭和54年 以降の居住者層で極

め て少ない。男について もこの傾向は見 られ る。

 (5)家 族構成

 両市/男 女 とも学童以下 の子 を もつ 家族 のものが

「思 う」比率 は高い(特Y'三 鷹/女 では非常に高い)。

そして単身者や定位家族 など，若年層 と考xら れ る層

が低い比率で あることも両市/男 女に共通であ る。

 (6)支 持政党

 武蔵野では，男女 とも革新系支持層に 厂思 う」比率

は最 も高 く， 自民党支持層に最 も低 い。 しか し三鷹 で

は，女では革新 系支持者 も自民党 支持者 も 「思 う」比

率はほぼ同 じであ り，男では革新系支持者 の 厂思 う」

比 率は反対 に有意 に低 い。

 なお，公 明党支持者 は人数 も少 な く安定 した結果 と

は言 えないが，女 の中 では武蔵野では革新系支持者 と

同様か な り高 く，三鷹 では 自民，革新 よ り低 くな って

い る6
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 (7)そ の 他

 住居状況(低 いほ ど 「思 う」比率は少ない)， 兄弟数

(1人 の者が 「思 う」 比率が高い)な ど多少の差異が

見 られ るが，両市/性 別を通 しての安定 した傾向 とし

ては認め られない。

 以上をまとめると，地域で協力して問題に対処

しようとい うような連帯的行動をとろ うとい う意

識を持つものは，中 ・高年，学童以下の子をもつ

家族に多 く，若年者，最近居住した者には少ない

とい うことのみ両市/男 女に共通である。支持政

党，学歴との関連は市別男女別に異なってお り，

連帯的行動意識の高い集団は，単純に属性からは

測 り切れないものがあるといえよう。

          4

…i
町 づ く り 活 動 へ の 参 加

彗
L

陰

匿

匿
凵
置

口

 問10で ，地域の人びととグループを作って住み

よい町lrYyする活動への参加意向があるかを尋ねて

いる。質問票では問9の す ぐ後に続 くので，被調査

者はこれ(問9)と 関連づけて考えると思われる。

したがって，「住みよい町づ くり活動」に，町の清

掃など比較的具体的な イメージ を描 くであろ う

が，問9が 協同作業をはっきり示したのに対 し，

問10で は作業的なことを必ずしも連想せずプラニ

ソグなどを想像する場合もあると考えられる。 さ

らに 「地域の人びととグル・一プを作って」 とい う

ことで，前間の受動的行動と異な り積極的行動を

とるかが問われている。すなわち，この設問では

積極的に地域に対し集団行動をとる意向があるか

を問 うている。

 質問文と回答結果を表6-7に 示す。殆ど同じ質

問が前回調査(1976年 ，武蔵野/女)に あるので，

その質問文と結果も示すと表6-8の 通 りである。

                     表6一?

問10 あ なたは，地域の 人々とグループを作 って，何 か住み よい町 づ くり活動 を しよ うと思 いますか?

  回 答

サ ンプル

女

男

1.

思 う

「武
蔵
野

鷹

武
蔵
野

鷹

(30)

 131

(3?)

 161

(30)

 54

(41)

 7?

2.

関心 が ない

(s)

 35

 

8

)

4

11(

 

7

)

ー
工

9(

 

3

)

4

32

3.

思 わ な い

(43)

 183

(42)

 181
ゴ

(48).

 8?

 

7

)

匚U

l青
δ(

 

他

 

の

4
。
そ

(10)

 43

(7)

 30

'

匚
」

)

-
↓

8(

(2)

3

5.

時 間 が な い D・K・

(7)  1(2)

 28  1  9

(o)

(2)

1

3

(1)

1

(3)

 11

(2)

 4

(3)

 s

         表6-8

●あなたは婦人同士，または地域の人び ととグループ

 を作 って，何か住み よい町づ く りの活動を しようと

 思いますか。(1976年 調査，武蔵野/女)

1.

思 う

(32)

134

2.

関心 が
 な い噌

(11厂 一r

 71

3.

思 わ な
い

(31)

130

4.

そ の他

(14)

63

十曇
口

 

K

5
。
D

(7)

28

(100)

426

 前 回 調 査 の結 果 は 今 回 の武 蔵 野/女 と類 似 の比

率 で あ り， こ の よ うな意 識 が 全 体 的 に は 変 って い

ない こ とが わ か る。

 カ テ ゴ リーを 〔1〕→1.積 極 性 ， 〔3〕→3.否 定

的 ， 〔1，3以外 〕→2.中 間 ， の よ うに く く り， 以 下

に 「積 極 性 」 を 示 す も のを 属 性 別 に み てい く(付

表11を 参 照)。

 (1)年 齢

 女では両'市とも36歳 ～50歳 に最 も多 く， これを ピー

クに若年，高年へ と次第r'少 な くな ってい る。男につ

いては，武蔵野では41歳 ～55歳 ，三鷹 では56歳 以上が

最 も多い。

 (2)学 歴

 女につい ては武蔵野で，男については三鷹 で学歴 の

高い層に比率が多 くな ってい るが傾向的な もの として

はみ られない。



  (3) 職業 ・勤務地

  女については，武蔵野ではあ まり差 がないが専業 ・

 パー ト ・主婦 の順 であ り，三鷹 ではパー ト・主婦 ・専

 業の順 とな ってい る。

  勤務地 別に見 る と，女 では両市 とも市 内で働 く者に

 「積極性」比率 は最 も多 い。 この ことか ら，女 の場合 こ

 うした活動 に関心 を もつ のは，主婦 よ りむ しろ働い て

 い る人 ，特 に市 内で働 いてい る人 である と言 えよ う。

  男の場合 は，武蔵野 では労働 ・自営業 の層に多 く，

 勤務地別Y'見 ても市 内勤務者に比率が高 く， この職業

 層が関心 をもってい ることを裏付け してい る。三鷹で

 は職業別に大 きな差はみ られないが，僅かなが ら管理 ・

 自由 ・技術職や事務職の層の方が 自営業層 よ り 「積極

 性」 の比率が多い。勤務地別にみて も区内勤務者に最

 も多 く，職業層 との関連を うらづけてい る。

  このことか ら，男の場合Y'は ，武蔵野 と三鷹 では こ

 うした活動に関心を示す層が異な ることがわか る。

  (4) 住居状況 ・居住年

  住居で は全般に一戸建 の方が多 く， 特に集合住宅/

 下は，両市 とも男女を通 して 「積極性」 を示す ものは

 少な くな っている。

 居住年 では新 しい居住者 に 「積極性」 を示す ものが

 少 ない。 この ことは他 の多 くの設問 と同様 である。

  (5)家 族構成

  他の多 くの設 問 と同様，両市/男 女 とも単身世帯 ・

 定位家族yｰい る者 は 「積極性」比率が少 ない。既婚者

 の中 では，学童以下の子供 の有無は余 り関係な く，両

市/男 女 とも，む しろ親 と同居 してい るものに 「積極

性」を示す ものが多い。 この ことは，老 人問題 と関連

 して地域活動を考え る故であ るように思え る。

  (6)兄 弟 数

 全般に兄弟数の多い方 が，そ して特に4番 目以下 の

人 々に 「積極性」がやや多い。

  (7)支 持政党

 女 については，両市 とも革新系支持層 に 「積極性」

は有意 に多 い。 男について も武蔵野 ではやは り革新系

支持 層に最 も多 いが，三鷹 では自民党支持層 の方が高

い比率 を示 してい る。

  (8)そ の 他

 女につい てコ ミュニテ ィ地区別にみ ると，武蔵野で

は中央 ・西久保 ・関前の区域に，三鷹では牟礼 ・・非 口

 ・新川 ・中原 の区域に多い。

 以 上 を ま とめ る と， こ の質 問 で 厂積 極 性 」 を 示

す 人 び と の層 は ， 前 節 でみ た 層 と少 し異 な って い

る こ とが わ か る。 まず ，両 市/男 女 を 通 し，居 住 年
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の 少 な い もの， 集 合住 宅/下 に住 む も の(こ の両

者 に は 関連 が あ る)の 中 に は 「積 極 性 」 が 少 な い 。

この こ とは前 節 の設 問 同様 で あ るが ， 家 族 構 成 で

学 童 以下 の 子 の有 無 は関 係 な く， む し ろ親 と同居

の者 に 「積 極 性 」 が 多 い。 つ ま り子 を 通 し て の地

域 との接 触 では な く， む し ろ老 人 問 題 を 通 し て の

地 域 へ の志 向 と考 え られ る。

 さ らに ， 女 では 中 年 ， 学 歴 は 高 く仕 事 を も って

お り， 革 新 系 支 持 者 で あ り， 地 域 活 動 の 意 識 を か

な りは っ き り持 って い る人 び と と言}よ う。 一 方

男 では ， 武 蔵 野 と三 鷹 で は 様 相 を 異 に して い る。

武 蔵 野 で は 中 年 の 自営 業 また は 労働 の 仕事 で 市 内

で 働 い て お り， 学 歴 は低 い 方 で あ るが 革新 系 支持

者 で あ り，三 鷹 で は 高年 ，管 理 ・技 術職 ， 自由業

で 区 内 に 通 って お り，学 歴 も高 く， 自民 党 支持 の

人 び とで あ る。

 調 査 に お け る歪 み が 少 な い もの で あ る な ら， 男

の 場 合 ，武 蔵 野 と三 鷹 の両 市 で は 厂住 み よ い町 づ

く り活 動 」 の イ メー ジが 異 な って い る の では ない

か とも考 え られ る。

.............................................5

i住 民運動(マ ンション建設反対運動)

  への参加

 問17で ， 自分 に 直 接 の 影 響 が な くて も， 家 周 辺

の 居 住 環 境 の 問 題 に 対 処 す る運 動 へ の 参 加 の 意 向

を 聞 い て い る 。 この 設 問 は コ ミュ ニテ ィ ・セ ソタ

・一に 関 す る 質 問 の 後 に きて い る の で 質 問 の 流れ の

影 響 は あ ま りな く，具 体 的 な環 境 問 題対 処 の活 動

とし て と られ る も の と思 え る。

 質 問 と回答 結 果 は表6-9の 通 りで あ る。

 積 極 的 参 加 の比 率 は， 歳 蔵 野 ・三 鷹 とも殆 ん ど

同 じで あ る。 女 は 男 よ り僅 か に 高 い比 率 を示 し て

い る。

 カ テ ゴ リーを ， 〔1〕→1.積 極 的 参 加， 〔2〕→2.

消 極 的 参 加 ， 〔3・4・5・0〕 →3.不 参 加 ， とい うよ

うに 併 合 し， 以 下 に 「積 極 的 参 加 」 の 比 率 の 高 い

層 を 属 性 別 に み て い く(付 表12を 参 照)。

 (1)年 齢

 両市/男 女 とも高年 齢層に 「積極 的参加」が多 く，

若年層には少な く女では顕 著に少ない。

 (2)学 歴
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                       表6-9

問17 ところで，次のよ うな場合，あなたはど うなさいますか?

   お宅の近 くに高層マ ンシ ョンが建て られ ることにな りま した。このために，，日当 りが悪 くな る家が何軒 もで

   きるので，近所の人が集 って，反対運動を起す ことにな りま した。あなたのお家は，直接の影響はなか った

   (日当 りは悪 くな らない)と したとき，あなたは，その反対運動に参加 されますか?

¥，
  ・、 回

サン帰 置

女

男
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野

鷹

武
蔵
野

鷹

 

こ
積
す
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に
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1
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と
極
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(33)

140

(33)

(as)

141

(23)
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43

2.

近所 とのつ き
あいで参加す
る

(22)

94

(27)

117

(13)

23

(28)

53
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参加する

(5)
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  0

(5)
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い

4
鷸

肱
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い
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ら
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だ

し

(20)

(21)

85

89

(24)

44

(21)

40

(s)

  35

(8)

(9)

33

(9)

38

  16

(11) 修ρU

1

0

1

一

2

一

(s)

  36

 )

  38

 ワ “

  15

 両市/男 女 とも，中程度 の層に最 も少 ない。高 と低

の うちでは低い層に多 くなってい る(武蔵野/男 は逆)。

 (3) 職業 ・勤務地

 職業に よる差は比較的少 ないが，女性につい ては，

両市 とも事務職，次 い で 技 術 ・管理職， 自由 Y>多

く，勤務地には傾向的 なものはみ られない。

 (4) 住居状況 ・居住年

 住居 では 一戸建/上 の層 の人び とに多 く(武 蔵野/

女 は一戸建/中)， 武蔵野市では 集合住宅/下 ，三鷹

市 では集合住宅/中 ・上に少ない。

 この ことはマ ンシ ョン建設反対運動が両市の間で異

なることを意味す るもの と言え よ う。す なわち，武蔵

野市では この運動が一般的住民運動 として土着化 して

い るので，すべ ての地域活動に無関心を示 している集

合住宅/下 の層がやは り低い比率を示 し，三鷹市 の場

合は， この運動を一般的地域活動 とい うより，む しろ

自分の利害に関連づけて考えるので，集合住 宅/中 ・

上の層に無関心の ものが多 くなるのではなか ろ うか。

 居住年ではやは り最 も新 しい居住者 に無関心が多 く

な ってい る。

 (5)家 族構成

 年 齢層か らみた通 りに比較 的高齢層 ，す なわ ち家族

構成 では中高校 以上 または成人 の子を もつ もの， ある

いは次世 代の家族 にいる ものの層 に 厂積極的参加」が

多 くなる。

 (6)支 持政党

 女 につ いては両市 とも革新系支持層に有意に多い。

男につい ては，武蔵野市 では革新系支持者に多いが，

三鷹市 では革新系支持層には最 も少な く自民系支持者

o.

D.K.

(4)

19

(4)

16

(2)

  3

(s)

12

に多 くなっている。

 (7)そ の 他

 女につい て コミュニテ ィ地域 でみ る と，武蔵野では

中央地区に多 く，境南地区で少 な くなってい る。

 以上をまとめると，こうした運動への参加 と意

識は，「清掃などの協同作業への参加」 とも 「住み

よい町づ くり活動への参加」 とも多少異なる様子

が うかがえ.る◎

 高年齢層で女では主婦，男ではホワイ トカラー

の層，革新系支持者層(三 鷹市/男 は異なる)に

多いこと，武蔵野 ・三鷹両市における住居層の差

異などから，一方では問題意識の強さ，また他方

では個人の レベルでの生活環境の防衛といった幾

つかのことがらが意識の底に低迷しているように

考えられる。

6         1

1住 民運動(老 人ホーム建設反対の運1

動)へ の参加

 前間(問17)と 類似であるが，この間18で は運

動の目標そのものが自分の周辺地区の利のみを追

求する運動であってもこれに参加する意向が「否」

かを問 うた。質問文 と回答結果は表6-10に 示した

通 りである。

 反対運動に参加するものは，女7%， 男4%と
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                       表6-10

問18 それ では，次の ような場合は どうな さいますか?

   お宅の近 くに老人ホームがで きることにな りま した。 しか し，老人は火の不始末な どを しやす く，火災の

   危険 もあ るので，老人ホーム建設反対の住民運動が起 りま した。 この場合，あ なたは参加 され ますか?

サ ンプ ル

回 答

女

男

武
蔵
野

鷹

武
蔵
野
「
三
鷹

1

老人 ホーム反対
運動v'参 加す る

(7)

28

(7)

  28

(4)

一ω
8

8

2.

老人ホー ムがで
きるのは良い こ
となので参加 し
ない

(47)

201

 3.

そ うい う運動に
参加す るのは面
倒だか ら参加 し

.ない

 (13)

(66)

283

(49)

  89

(s7)

  125

57

(12)
51

(9)

16

(13)

  25

4

そ の 他

(13)

57

(4)

  18

(21)

37

(5)

9

5

参加しない
D.K.

(14)   1(s>
  62   1   26

(7)

29

(12)

  21

(4)

  8

(5)

(5)

一て

6)

23

9

12

少 な く，選 択 肢 は リス ト提 示 を し て い な い の で2，

3，4，5の 区 分 は 判 然 としな か った 。

 した が っ て こ の質 問 に よ っ て地 域 活 動 志 向を 探

る こ とは で きず ， 細 か い 分 析 は お こ なわ ない こ と

とした 。

7

住 民 運 動 一 般 につ い て の 意 見

 特 定 の 条 件 を設 定 し た際 の住 民 運 動 に つ い て 参

加 意 向 を問 う2つ の質 問 に よ り， 具 体 的 な イ メ ー

ジを 想 起 した 後 に ， 一 般 的 に 住 民 運 動 に つ い て意

見 を た ず ね た 。 質 問 文 と回 答 結 果 を 示 す と表6-11

の通 りで あ る。

 両 市/男 女 の回 答 比 率 は よ く類 似 して い る。 い

ま， カ テ ゴ リーを 〔1・2〕→ 肯 定 ， 〔4，8〕一>2.中

間 ， 〔3，5，6，7〕→3.否 定 の よ うに 併 合 し， 以 下 に

属 性 と の関 連 を み よ う(付 表13を 参照)。

                       表6-11

問19 あなたは，一般 的に住民運動 とい うものを， ど うお思 いにな りますか?

サ ン
プル

回答
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男
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(7)

 28

(7)
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6

好
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け

(7)

 28

(10)

 44

(s)

 15

(10)

 19

(i)

2

(1)

3

(2)

  4

(o>

 0

8.

そ の 他

(13)

 56

 

1

)

3

7(

(17)

 31

(4)

7

D.K.

(14)

 59

(14)

 59

(?)

 13

(5)

 10

 (1)年 齢

 女については36歳 ～50歳 に 「肯定」 の比率 が最 も高

く， これを ピー クに若年 ，高年 へ と次第 に 厂肯定」 の

比率は低 くなる。男については中年 において(武 蔵野

では41歳 ～55歳 ，三鷹 では31歳 ～55歳 あた り)「肯定」

の比率が高 くな る。

 (2)学 歴

全般 に，学歴 の高 い層に 「背定」 の比率 が高 く(三鷹/

男では中 ・高学歴 は 同程度)， 学歴 の低 い層 では 「否

定」 の比率 が極め て高 い。
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 (3) 職業 。勤 務地

 女については，主婦 ・パー ト就業者層に 「肯定」比

率が高 く，無職 ・学生 層では最 も少 ない。男につい て

は，事務職(武 蔵野)， 技術 ・管理職 ・自由業(三 鷹)

において 「肯定」比率が高 く，労働職 ・自営業におい

て 「肯定」比率は最 も低 く，「否定」比率は最 も高い。

 勤務地別には 明瞭 な傾向は見 られない。

 (4) 住居状況 ・居住年

 住居状況に よる差異は，男女/両 市に よって異な り

傾向を把握す ることはで きない。居住年については前

節 までの多 くの地域関係の設問の場合 と異な り，居 住

年の少ない層において 「肯定」 の比 率がかな り高 く，

三鷹/男 では最 高を示 し，他 の場合 は居住年層に よる

差異は比較 的少 ない。

 (5)家 族構成

 単身世帯 の層 では 「肯定」 の比率が少 ない とい うこ

と以外に，全体 を通 して傾向的 なことはあ ま り見 られ

ない。

 (6)兄 弟 数

 女では兄弟数が多 く順位は下の ものの層で 厂肯定」

比率が高 く，男では逆 に兄弟数が少な く順位 も上 の層

で 「肯 定」比率が高い。

 (7)支 持政党

 女では，革新系支持 層に 「肯定」 は際 立 っ て 多 く

(武蔵野 では特 に顕 著)， 自民党支持層には最 も少 ない

(武蔵野 では特 に少 ない)。男 の場合は，女 の場合 よ り

差 は明らかでな く，特 に三鷹 では革新系支持層に 「肯

定」 はそれ ほ ど多 くない。

 以上をまとめてみると，この質問に対する 「肯

定」(積 極性)層 は，女においては①中年，②学歴

は高 く，③専業の仕事を持っていない人びとであ

り，④革新系支持層に多 く，男に お い ては①中

年，②学歴は中以上で，③ホワイ トカラー，④革

新系支持層にやや多 くなっている。

 居住年数と勤務地別で差異の少ないことから地

域 との接触の緊密性 とはあまり関連がなく，家族

構成 とも関係は少ない。一方，兄弟数が女では多

い方に，男では少ない方に 「肯定」が多いことは，

女では集団行動志向の人 び とで あ り，男ではむ

しろ個人 として行動していこうとい う人びとであ

ると考えられる。このことから，男女による判断

や志向の根拠の差異が覗える。すなわち，女にお

いては革新的イデオロギーを持ちそのエネルギー

を地域で(職 場ではない)発 揮し，それを集団行

動に結びつけるものと考えられ，男においては個

人的に考え判断 してこれを是 とするものであり，

意識の段階に留まっている(自 分の現実的行動 と

は結びつかない)も のではないかと考えられる。

 地域における活動への参加に関する6個 の質問

(問18は 割愛)を 総合して， 属性との 関連の差異

から地域への関わ り方の違いをみていこう。

 「地域行事への参加」は，地域と生活的な関わ り

の深いもの(勤 務地が市内，小さい子をもつ)が

積極的であり，「家周辺の困った問題」は，ある程

度の居住年数があり，女では主婦，パ ートなど，

男では無職に多いが，小さい子をもつ家族のもの

に多 く，時間的余裕をもち地域への関心をもって

いる人びとに多いことがわかる。

 「清掃等の呼びかけに参加」は，協同作業 とい う

ことであるので意識は高 くなくても集団行動に志

向している人 と言えよう。これら3問 に対して，

次の3問 は，地域との関連の深さよ りむ し ろ イ

デオ ロギーの面での志向が強 く効いているように

思える。特に 「町づ くり活動」と 「住民運動」は

女では学歴の高い層に多 く，意識の高い人びとで

あ り，特に 「町づ くり活動」はさらに強い地域志

向が加わっている。「マソション建設反対」は 生

活環境 との関係が加わ ってきていると言えよう。
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 本章 では，市がお こなってい る事業や施策や運動に対す る知識 と関

心のあ りかた，市の諸施設(と くに， コ ミュニテ ィ ・セ ンター施設)

の利用状況 などを問題 に しなが ら，市行政 に対す る住民の関 わ りあい

の様相 を探 ってい く。
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市 行 政 に 対 す る 関 心 詈

 問8で 市が行 っている事業，施策，運動などに

ついての知識を問い，これによって市行政 との関

わ りをみようとした。

 リス トに示した項 目は，歳蔵野市が施策や事業

として力を入れて行っているとしている項 目であ

り，1976年 の前回調査に：おいても1978年 のr市 民

意識調査』においても， リス トに指示されている

項 目である(後者では 質問が 異なるので 厂市民参

加」は入 っていない)。三鷹市については， 市 の

施策に関する資料などか ら， これに加えるべき項

目が特にないとみなされたので同じ項 目をそのま

ま用いることにした。

 複数回答 であるが， 今回は3つ 以内に限 定 し

た。あげた個数の分布は表7-1の 通 りである。

 両市の間には殆ど差異がなく，女は男より平均

的にやや多 くあげていることがみられ，女の方が

行政側の施策への 関心が やや高いと言えよう。

D.K.は 約10%(三 鷹/男 では やや多い)で 全

般的に 市の行政 施策を 受けとめている と言えよ

う。

          表7-1

       問8で 選んだ個数

曇
女

男

一武
蔵
墅

 
 
 
}

 

  
 
 
 
 

 

鷹

武

蔵

野

三

 

「 
 
 
 

一

鷹

1個

(15)

 65

 

9

)

疏
U

61(

 

2

)

」仙

32

 

1

)

OQ

71(

2個 3個D.K.

(21)  一(55)■  ( 9)

 9212361 38

(21)  (53)  (10)

 9012291 44

(19)  て46)『一てf2)幽一一.

 341 831 21

(28) 一(42)  'て14) 舮

 521 781 26

総個数

957

936

均
数

平
個

2.22

2.17

35911.99

369 1.9?

(注) ()内 数 字は人数に対す る比率(%)を 示す。

                      表7-2

問8{垈 響 幕}が 特に力を入れて行っている鞣 鰊 運動などのうち，あなたがよく知っていらっしゃるも

  のをあげて下 さい。(リ ス トを提示 して3つ 以内を選択回答)

濃
女

男

1.

上 水 道

一

16

}}のr

T)醢
76

12

ω

面

蓋

三
鷹
劃

二 39
應

2.

下 水 道

(is)

(55)

69

238

(17)

3.

道  路

7)

29

x(10)

ぐ7)

41

  31 1   12

(55)      x(11)

102 20

辺
膕

周
嘔

4
駅
都
…鋤

一(

89

(is)

77

(27)

49

(16)

30

5.

清  掃

(12)

  52

(12)

50

で7)

k4)

12

8

育
設

 
 
施

 
 
化

a
教
文
①1

(13)

68

56

(15)

  27

て13) 一…

  24

7.

児童遊園

(9)

37

(11)

48

(11)

19

(10)

  19

16，

市 民 参加

s)

  36

8.

青 少 年
対  策

(i6ア ー一一

  45

(6)

25

7)

12

(4)

7

13.

交 通 安 全

対 一.策

(6)

9.

環境衛生

(11)

47

(9)

39

s)

14

s>

15

掵 回答 需営住宅1橲祉対策

   i弐   』(τ1)      (57)

   轟  5 246
女     (2)          (22)

  鷹

  讓

男  野

鷹

7

(3)

96

(37)

   5 1   66

(2)一 一x(13)一 一『.一.

4 24

12.

集 会 施 設

(12)

  52

(11)

46

icg>

25

33

(12)  (7)

  21 1   12
.

(14).… 一一一`. ( 7)

  2? 1   13

14.

公 害 対 策

(4)

19

(3)

12

(3)

6

(3)

5

15.

公 園 緑 地

(27)

  117

(12)

  53

(22)

一

(9)

39

17

7)

(9)

32

  17

(6)一 『 一-一

12

17.

そ の 他

て一i)

5

(2)

7

(3)

5

(2)

3

D.K.

1(g厂 一

   38

(10)

44

てi2)

21

(14)

  26
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                      表7-3

 ●武蔵野市がおこな っている事業，施設，運動 などをご存 知ですか。 よ く知 ってい らっ しゃるもの をあげ て下 さ

 い。(リ ス トを提 示 して5つ 以 内を選択 回答)(1976年 調査，武蔵野/女)

上 水 道 下 水 道 道 路 熱+齧 清 磯 化癜 児童遊鴫 纔 環境衛生

(23)….x(32)一 一一 …(14)一 一一一一[α「 一 二r一(30)一一=x(14)=一(12)『 τ一 πδ厂=.=砌 一一=；

  39         55         23         31         51       25       20       16         21

軆 壁 福遊 墾 箜 設 寿 通険 公b対 策 爛 地 市民参加 その他(D.K.1つもあげない)
(5)一  (is>一『 一“一kめ=～  ⑧ 一 一一 一1碕… 一一 x(13)一一一=一二(3)  II(o：i> 一(s) 二.π

   8        32         8        14        10       23       6       0.2       10

 質問文 と各項 目への回答結果は表7-2の 通 りで

あった。

 ちなみに，武蔵野/女 を対象とした1976年 の前

回調査の質問文と結果を表7-3に 示す。

 前回調査では5つ 以内と限定 していたので，あ

げた個数は全体的に多い。下段の数字は回答人数

に対する比率(%)で あるが，全体的に多く今回

との比較をなし難いので， この比率の合計を今回

の武蔵野/女 の総比率 と同じに調整した。()内

の数字(%)が それである。

 この調整比率にもとついて，今回の武蔵野/女

の回答比率 と比べてみる。上水道，下水道，清掃，

道路などを 挙げたものは 相対的に 少なくな り，

福祉対策をあげたものが著しく増し，半数以上の

ものがこれをあげている。このことから，武蔵野

市がこの5年 間に福祉対策に力を入れたとい うこ

とを市民(特 に女)が 受けとめていることがみら

れる。武蔵野/男 では福祉対策をあげたもの37%

と，他の項 目よりは，はるかに多い比率であるが

女と比べると約3分 の2程 度である。公園緑地，

集会施設 についても前回調査の調整比率13%，

4%に 対しそれぞれ27%，12%と 大きくのびてお

り，コミュニティ ・センターなどの建設に力を入

れたことをよく反映している。武蔵野で男が女よ

り多 くあげている項目は駅周辺都市計画であ り，

女が福祉 に関心を 持つことに 対比して 男の関心

の対象は居住地域における生活に関係ある問題よ

り，むしろ通勤途上などに接触の多い場所の合理

性にあることは注 目すぺきことである。

 三鷹市では前回の調査はなく，以前 と比較する

ことはできない。福祉対策については女で22%と

武蔵野の前回調査に近い比率を示してお り，男は

13%と やは り女に比べてこの問題への関心は うす

い。三鷹市ではここ数年間に下水道整備に非常に

力を注いでおり， 市内の90%が 整備 され東京周

辺市街地区第一を誇 っているが，このことは，市

民に充分浸透 しており，男女とも55%と 半数以上

のものが これをあげている。上水道，集会施設で

男は女より僅かに多い比率を示すが清掃，公園緑

地 と生活に身近な問題については女の方が多い。

全般的に武蔵野と三鷹とを比べると，福祉対策，

下水道について著しく異なるほかは，上水道(三

鷹に多い)，公園緑地(武 蔵野に多い)で やや差が

あ り，それ以外では両市の回答パターンは類似し

ている。

 各市ごとに， 多 くあげられている 項目に つ い

て，その項 目をあげた人の属性別特徴をみていこ

う。

(1) 武蔵野市について

 ① 福祉対策 をあげたもの

 女では，年齢 では中高年 層，家族構成 では親 と同居

している 人 び とであ り老親扶養 世帯 と見 られ る人 び

と，一戸建居住 層，居住年 の長 い層 である。そ して，

市 内での パー ト勤務者 または主婦層 であ り， 高学歴

層，革新系支持層に多 い。

 男では，年齢 では熟年(41歳 ～55歳)層 ，家族構成

では単身層，続いて学童以下の子のい る層に多 く，住

居状況は関連が ない。そ して低学歴層であ り，労働 ・

自営業層に多 く，支持政党は殆 ど関連がない。
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 すなわち，女では意識の高い人 び とで，身近 な生活

の中で 福祉 に 関心 を もつ 人 び とである と言 えよ う。

これに対 し，男では 自分 の身近 な生活 とは比較的関係

が うす く，単に知識 としてこれ をあげた と考 えられ よ

う。

 なお， 女 では， 集会施設 をあげた人 の属性 の 特 徴

は，福 祉対策 をあげた人 の 属性 の特徴 と殆 ど一 致 す

る。

 ② 駅周辺都市計画 ・1公園緑地 をあげた もの

 女では，年齢では26歳 ～35歳 ，20歳 ～25歳 と比較的

若年層に多 く，職業では無職 ・学生層に著 し く少ない

ほかは差異が少 ない。学歴では中 の層は多 く，支持政

党，住居状況な どY'は 関連がない。

 男では居住年の少ない層に多 く，駅周辺都市 計画は

高年齢層(56歳 ～)に 少ないが，公 園緑地 をあげた も

のは年齢に よる差違がない。職 業では，前者 について

は事 務職 層，後 者については管理 ・自由業 層に多 く，

その他の属性 とは殆 ど関連がない。

(2) 三鷹市 につ いて

 ① 下水道 をあげ たもの

 女 では，年齢では36歳 ～50歳 ，高学歴層に多 く，職

業では差異は ない。男では，年齢では41歳 ～55歳 層，

学歴ではやや低い層に多 く，労働 ・自営業(市 内勤務)

層に多い。男女 とも住居状況に関連深 く，一戸建居住

者層で居住年が長いほ ど，あげてい るものが多 く，男

では集合住宅/下 の層では著 しく少ない。

 ② 福祉対策をあげた もの

 男女 ともに高年 齢層，革新 系支持層に多い。 女では

市 内でパー トで働 くものに多 く，学歴 は高 くなるほ ど

多 くな り，住居状況 には差異 はない。 男では無職層，

学歴 は低 いほ ど多 くなってお り，住居 は一戸建居住者

層 に多 く，集合住宅/下 の層 では著 し く少 ない。

 ③ 駅周辺都市計画 をあげ たもの

 女では， 年齢では 若年層に多いが， 職業では主 婦

層，革新系支持層に多 く，集合住宅/下 の層では著 し

く少ない。男では，年齢では高年齢層であ るが，高学

歴層，ホ ワイ トカラー層，都 の中心区部 に通 勤す る層

に著し く多い。

以上，あげた施策の主なものについて属性 との

関連をまとめると次のように言えよう。

 女では，これらの施策をあげた人びとは，年齢

層と関連もあるが，全般に意識の高い人びと(高

学歴，革新系支持)で あると言えよう。 これに対

し，男では，福祉対策や三鷹市における下水道を

あげた人びとは，地域での生活時間も長 く，比較

的地域に密着 している人 と言えよう。駅周辺計画

や公園緑地をあげた人びとは，前者 と少し層を異

にし，女の若年層や男の居住年の短い層など地域

との関係は比較的少ない人びとであり，男ではホ

ワイ トカラー層であり，全般に合理性志向の人び

ととも言えよう。 これ らのことか ら，市政の受け

とめ方も施策により，住民の属性により，種 々の

接点でうけ とめているとい うことを見ることがで

きる。

乱

2

希 望 す る 市 施 設

ヨ

 問13で は ，居 住 地 域 で の生 活 を よ り快 適 にす る

社 会 資源 と して どの よ うな施 設 を望 ん で い る か を

尋 ね ， これ に よ り地 域 にお け る コ ミュニ テ ィ とし

て の連 帯 感 へ の希 求 を見 る と とも に市 行 政 側 へ の

期 待 を探 っ て い こ う とし て い る。

 質 問 文 と回答 結 果 を表7-4に 示 す 。

 「別 に な い 」rD.K.」 は 約20%近 くあ り， こ の

種 の社 会 資 源 に 無 関 心 の も の もか な りあ る と考 え

られ よ う。 武 蔵 野 市 に お い ては ，1978年 の 『市 民

意 識 調 査 』 に も殆 ど同 様 の 設 問 が あ るが ， リス ト

に 示 した 施 設 は 多 少 異 な る の で 正 確 な 比較 は で

きな い(1978年 調 査 で は ，公 会 堂 ，市 民会 館 ， 福

祉 会 館 ，老 人 ク ラブ ，遊 び場 ， コ ミュ ニテ ィ ・セ

ソタ ーは な く， そ の 代 り，幼 稚 園 ， 老 人 休 養 施 設 ，

が は い って い る)。 しか し， 図 書 館 ， プ ール ， 体

育 館 ， 運 動 場 ， 児 童 遊 園 の 回答 率 が 高 い こ とな ど

は ， 今 回 調 査 と類 似 し て い る。

 両 市/男 女 を 通 し， 最 も高 い 比 率 は 図 書 館 で あ

る。 次 に は(市 別 ，性 別 で 順位 は 多 少 異 な る が)，

プ ール ， 体 育 館 ， 市 営 運 動 場 とい う体 育 関 係 の 施

設 で あ り， 続 い て は 遊 び 場 ， 保 育 所 ， 児 童 遊 園 と

子 供 の 健 全 育 成 の 施 設 で あ る。 コ ミュ ニテ ィ ・セ
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                     表7-4

問13 あなたは， この近 くに どうい う施設が もっとあ った らよいと思いますか?

(リス トを提示 して2つ 以内を選択回答)

   回答
サ
ンプル

女

男

 武 (6)
 蔵

=Jj

   て3)

 鷹
武
蔵
野
三
 
鷹

醜 睡 館融
    (4)

26

12

一てiア

(6)

  11

(3)

  6

15

6

(4)

'
(3)

8

6

(4)

  17

(4)

1?

(3)

  6

(3)

G

4.

集 会 所

(2)

10

(2)

10

(4)
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閲⑤

9

人

ブ

・

 

ラ

ε

老

ク
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館
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書
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5

図

動

(32)

123

(30)

136

4

一

5

(23)

42

一

(5)一

23

  21

(i)

(3)

2

5

営
場
.

 
 
動

乳
市
運

8.

体 育 館

(6)   x(13)

  24 1  55

(10)  .(一一9)『…'一'

  44 1  40

(21)
38

(25)

46

(19)

(21)

   回答9.
サ        。

ン プル  フ ー ル

34

女

男

一 
 
 

「

職

野
皿三
鷹
武
蔵
曁

 
 
 
}

112.

保 育 所

13.      14.コ ミ ュ  15.』 一

児童遊園 諺 ヱ●セ そ の 他

40

10.   111.

児 童 館 遊 び 場

(1g；

(19；：：： ⑨

(22厂 「(5)

   39
 (14)     (2)

40

(7)

28

鷹

9

27 3

(10)

  45

(s)

36

(13)(6)

5524

(li)  1(s)

(11)

19 15

20
.一

(3)

6

(9)

(10)

40

42

(9)

16

r8)
15

(6)   (5)

  27 1  23

(6)

(7)

  13

(9)

  16

(7)

2628

  (2)4
(2)

3

16.

別 に な い

(11)

48

(6)

(4)

 D.K.

s)

35

  (13)

27 1  58

  (6)

8 1  11

(4)

7

(15)

28

ソターや集会所は既に整備されている地区も多い

故か，回答率は低い。

 図書館， 体育関係の 施設をあげた ものは， 両

市/男 女を通 し，年齢は若年層，学歴は中 ・高，職

業は男では労働 ・自営業層以外の層，市外で働 く

人びと，居住年は少ないという層に多い。これら

は，地域社会に余 り興味をもたないと考えられる

層の人び とであ り，それらの人びとが，こうした

文化，体育関係施設をあげていることがわかる。

 子供の健全育成施設に関しては，学童以下の子

供のある家庭の人に有意に多 く，年齢は中年，職

業は女では主婦またはパート勤務層，男では事務

または 管理職 ・自山業層， 比較的 新しい 居住者

層，支持政党は，女は：革新系，男は自民党系の層

の人に多い。

 コミュニティ ・センターをあげたものは6～9

%と 少ないので，属性別の特徴を見ることはでき

ない。両市とも各々コミュニティ ・センター(以

下C.C.と 略 記)が 設 置 され て い る地 区 と未 設 置

の地 区 に分 け ， 各 々でC.C.を あげ た結 果 を見 て

い く と表7-5の 通 りで あ る。

 C.C.末 設 置 地 区 で も， 欲 し て い る施 設 とし て

C.C.を あげ て い る人 は ， そ れ 程 多 くない 。 男 女

と も， 三 鷹 は 武蔵 野 よ り や や 多 い こ とが 見 られ

る。C.C.が 既 に 設 置 され て い る地 区 で 欲 しい 施

設 に これ を あ げ る とい うこ とは ，既 設 のC.C.が

遠 す ぎ る こ と も考 え られ るが ，C.C.に 関心 が 少

な く，既 に 設 置 され て い る こ と も よ く知 らず に あ

げ て い る場 合 も多 い と考 え られ ， 無 関 心 の1つ の

尺 度 と考 え られ よ う。

 こ の回 答 の結 果 か ら， 住 民 の 欲 しい 施 設 は 体 育

関 係 や 児 童 の 健 全 育 成 施 設 で あ り， これ は 直 接 的

に コ ミュ ニテ ィの 連 帯 感 に つ な が る もの で は な い

が ， 今 後 コ ミュ ニテ ィ形 成 を 推 進 す る上 で は ，体

育 や児 童 に 関 す る 施 設 を媒 体 とし て進 め て い く可

能 性 の あ る こ とを示 唆 す る も の と言 え よ う。
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表7-5「 コ ミ ュニ テ ィ・セ ン タ ー」 を希 望 した 数

＼

地  区

サ ンプル

＼
C.C.既 設 置 地 区

武 蔵 野(地 区No.1，2，5，7，8，11)

三 鷹(地 区No.1，2，5，7)

C.C.未 設 置 地 区

武 蔵 野(地 区No.3，4，6，9，10)

三 鷹(地 区No.3，4，6)

女

武剃 妻庶

(2.8)   (7.3)

215 1 248

(9.7)  (13.0)
216 1 184

   男
武副 毳

)8

3

・

(
U

ご
り

ー
」

(

(9.1)
77

(4.3)
92

(12.6)
 95

(注)：()内 数字は，地区内人数に対 してC.C.を あげた比 率(%)を 示す。

表7-6「 利 用 し た 市 施 設」 の 数

  利用数

サ ンプル

女

男

武
蔵
翌

庭

武
蔵
野

 
一

鷹

1

(22)

94

(19)

81

(2s)

50

(24)

45

2

(12)

52

(15)

66

(14)

26

(16)

30

3

(13)

55

(15)

66

(15)

27

(13)

25

4

(9)

39

(11)

48

(6)

11

5

(6)

2?

(s)

27

(s)

10

(s)1(8)

14115

6

(s)

24

(5)

21

(3)

5

7

標
)

ρり

茸
q

1

)

0

 )

7
u

⑫

1

「q

)

4

2()

00

2(

8

(2)

 9一一
(2)

 8

(1)

 2

9

(2)

 7

(1)

6

10

尸
0

…

 

0

〇

一)

1

 

…-

1

}(

2

…)

5

 

㊤

(1)'

 5

(1アー

 4

(3)

 5

11 12 13

=

o

ニ=
}

 
0

=冖汗

3

…α

(o)

 1

(1)

2

0

D.K.

(14)

 61

(1)一 ① 一(8).

  21  352

    (8)

  OI  150

)

-L

1(

0

墾 飃癒1
(9)

39

(13)

55

(11)

20

(11) .(13)

20 24

1，128

1，153

444

418

平 均

2.62

2.67

2.47

2.24

3

市 施 設 の 利 用 経 験

を少 ない 利 用 者(4)， 〔D.K.お よび 利 用 しな い〕を

否 定 的 層(5)と し， これ を 属 性 別 に み て い く とつ ぎ

の よ うで あ る(付 表14を 参 照)。

 問14(あ なたご自身， またはご家族が， このよ

うな市の施設をご利用になったことがあ りますか

?)は ，本人またはその家族が利用した市の施設

を問い，これによ り行政側か ら提供されている社

会資源の利用状況を見，これを通して市の施策に

対する認識について探るとともに，今後 コミュニ

ティの連帯感を深めるのに役立つ施設整備に関す

る示唆を得 ようというものである。

 いくつでもあげるように指示しているのであげ

た個数も利用の広さを物語るものと言えよう。個

数別分布は表7-6の 通 りである。

 平均利用種類数はやは り女の方が男よ り多 く，

男の中では武蔵野が三鷹よ り少し多い。この個数

を，〔6以上〕を最多利用者(1)，〔4，5〕をやや多

い利用者(2)，〔2，3〕を平均的利用者(3)，〔1のみ〕

 (1)年 齢

 両市/男 女 とも 「最多利用」 は 中年層 に多 く，「否

定的」は若年，高年に多い。

 (2) 職業 ・勤務地

 女 では両市 とも，市 内で働 くもの， パー ト勤務者に

多 く，主婦層が これに次 ぐ。

 男につい ては，武蔵野では管理職 ・自由業層，市内

勤 務のものが多 く利用 してお り，「否定的」は 労働 ・

自営業層に多い。三鷹 では，「最多利用」「否定的」の

いずれ も無職 ・学生層に多い。

 (3)学 歴

 両市/男 女 とも 「最多 利用」は 中程度 の ものに 多

い。「否定的」は，女では低学歴層に多い。

(4)支 持政党



一 一市行政 との関わ り一  99

 両市/男 女 とも，「最多利用」 は革新系支持層 の方が

自民党 支持層 よ りやや多い。男につい ては 「否定的」

もまた革新系支持層に多い。

 (5) 住居状況 ・居住年

 両市/男 女 とも 「否定的」は，集合住宅/下 の層，

居住年の少ない層に多い。

 (7)兄 弟数 ・兄弟順位

 両市/男 女 とも，「否定的」は兄弟数の少ない(1～

2人)層 に多 く(三 鷹/女 には差異がない)， 「最多利

用」は，兄弟数が多 く，順 位 も下 の方lyや や多い(三

鷹/男 には差異がない)。

 (6)蒙 族構成

 両市/男 女 とも，「最多利用」 は学童 以下 の 子供 の

ある家庭に多 く，「否定的」は単身世帯の ものに多い。

 以上をまとめると，市の施設の利用は，家族状

況，年齢層によること，地域での生活時間が比較

的長 く，ある程度の地域での居住歴のあるもので

表7-7施 設別 にみた 「市施設の利用経験」
        ロ コ      コ                 ロ    

鷺
女

男

武
蔵
野
}三

靄

蔵
野
 三

鷹

調葹
一

公 会 堂

諺：＼

(31)

  133

(32)

  140

(24)

  43

(as)

  48

市会民館

(15)

  66
.

(14厂

60

女

男

(14)

  25

(13)

  24

福祉会館 集 会 所

(24)   (7)
  103 1  29

(18)  x(13)
  79 1  58

(17)   (9)
  31 1  16
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19
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(49)} 一闇『一一一6)

墜 」今
    幽 一 一  .  . 一  }
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x(41)
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(s>
  2?

(6)

て4)
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7
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  7z

児童遊園

  24

(4)

  7
冂

(2)

3

市  営運 動 場

(23)

  101

s)

36

(23)

42

(14)

a7

体 育 館

(9)

  38

(14)

  59

(12)

  22

(i2)

22

遊 び 場 保 育 所

(8)   (9)

  36 1  38

(11)

46

(14)

  26

(io>

  19

(17)

71

(7)  (26)
  32 1  111

(9)   (21)

  17 1  37

て一3)     (19)

   6 1  36

コ       ヘ ユ  の

テ ィ セ

ン タ ー

(35)

151

(35)

  149

(24)

  44

(29)

  54

そ の 他 な  い

(1)

(3)

o>

5

13

  O

o)

0

(9)

39

(13)

55

D.K.

(14)

61

(s)

  35

(11)  i(8)

  20115
(13)   x(11)

  24 1  20

表7-8利 用経験 の高い市施設
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あ り，生育環境によ り集団行動に抵抗なく入れる

ものと言うことができよう。

 利用施設別に整理 した回答結果は表7-7の 通 り

である。

 また，利用経験の比率の高いものか ら順に6つ

を並べてみると表7-8の ようになる。

 これから次のことがわかる。図書館の利用は男

女ともかな り高くなっている(図 書館の利用者層

は，前節における 「希望する市施設」で図書館を

あげた 人びとの属性 と類似している)。福祉会館

は，女の場合，武蔵野では三鷹よりかな り高い比

率である。このことは，前間の市行政の施策に関

する知識のうらづけともなっていると言えよう，

すなわち，力を入れている施策として福祉対策を

あげたものは女で57%男 で37%で あったが，その

半数近い比率のものが何 らかの形で福祉会館を利

用してお り，市の福祉施策 とのつなが りをもつて

いるということが見 られる。

表7-9地 区別にみた 「コ ミュニテ ィ・セ ンターの利用経験」

市

武

蔵

野

鷹

コ ミュ ニ テ ィ地 区

C.C.

置

区

設

地

L.C.

未設置

地 区

置

区

設

地

1，吉 祥 寺 東

2.吉 祥 寺

5.中

7.西

8.関

11.境

北

…
央

」
保

寺

一

 

 

久

前

南

計

西

一
南

～
北

一
 

一
堤

一

寺
至

三

…

能

槌

央
…境
…

評

 
吉
一古

中
三

琶

&
τ

蓋

薪

翫

…

ホ頭

一
旦

一

井
軍

弄
野

コ

 

 

コ

 

」

2

皿
5

礼

丁

沢
寺大

大
深

・

 

・
崎

百

C

置

G

殳

C.C.

未設置

地 区

7.大 沢 ・野 崎

   計

 三鷹 駅前 周辺 ・3. 上連雀・下連 雀

4.野     崎

6.新 川 ・北野 ・中原

    女

薔馨劉cc利 蹶

34下44)15

32(56)18

241(33)8
35(63)22

34(47)16

56(50)28

215(50)107

45(24)11

58(12)7

216(20)44

54(22)12

341(32)11
251(12)3

47(45)21

61(46)28

451(4?)21
95(36)34

248(42)104

891(19)17
831(28)23
12(42)5

男

一嗇黝GC編 数
12便 _L
13(31)4

201(45)9
131(39)5
241(29)
21(29)6

103(30)31

151(20厂 一3

23(17)4

1・1(0)。

14(14)2

15(27)4

77(17)13

27(44)12

16(75)12

40112
       『

9(33)3

92139
331(21)7
28(14)

         計  184i(25)匿45 951

(注) *は分館設置 を意味 し，()内 数字 は比率(%)を 示す。
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 コ ミ ュニ テ ィ ・セ ソ タ ー の利 用 に 関 し て は ，

1978年r武 蔵 野 市 民 意pHx調 査 』 に よ る と， 境 南 ，

西 久 保 の 設 置 地 区 で48%， 吉 祥 寺 北 ，吉 祥 寺 西 ，

関 前 の 末 設 置 地 区 で26%の 人 が 利 用 した と言 って

い る こ とが 記 され て い るが ， そ の数 値 と大 差 な い

比 率 が 得 られ て い る(r市 民 意 識 調査 』 で は 「コ ミ

ュ ニテ ィ ・セ ンタ ーを 利 用 し た こ とが あ ります か

?」 と聞 い て い る の で， 今 回 の様 な複 数 回答 よ り

多 くあげ られ て い る と考 え られ る)。

 さ て， コ ミュ ニ テ ィ ・セ ソ タ ーを 利 用 した 人 び

とは ど の よ うな人 で あ るの か 。 そ の 属 性 を 以 下 に

み て い こ う(付 表15を 参 照)。

 (1)地 区

 コ ミュニテ ィ ・セ ンター利用者は まずそ の地域に セ

ンターが整備 され てい るか否か と関連が深い ことは 明

らかであ る。そ こで これを コ ミュニテ ィ地区別に見 て

ゆ く。地区別の比率を示す と表7-9の 通 りであ る。

 まず武蔵野市についてみ る。女では西久保(63%)，

吉祥寺北(56%)， 境南(50%)に おいて利用をあげた

率は有意 に多 い。西久保 ，境 南はセ ンターが最 も早 く

整備 され た地域 であ り，吉祥寺北 は比較 的後(昭 和54

年)に 開館 され た地域 である。利用 をあげ た率が有意

に少 ない のは吉祥寺南(12%)と 桜堤(12%)で あ り，

いずれ もセ ンターが設置 され てい ない地区であ る
。

 全体を センター設置地区(1，2，5，7，8，11)と未設置

地区 とに分けてみ ると，設置地 区は50% ，未設置地 区

は20%と 明 らかに差違 がみ られるが，未設置地 区の中

で も，境地 区な どは約3分 の1の 人 がセ ンターを利用

した ことが ある と言 っている。

 男の場合 はサ ンプル数が少 ない ので，地区別に細か

く見 てい くことは できない(サ ンプ リング誤差が大 き

く比率は不安定であ る)。 しか し，設置地区では30% ，

未設置地区では17%と やは りセ ンターの設置 ・未設置

に よ り，セ ンター利用をあげた比率は著 しく異な って

い る。三鷹 市では井の頭 ，牟礼 ，井 口，大沢 にセ ンター

が設置 され てお り， 他は 目下建 設準備中 である。女 で

は三鷹駅前地 区で非常に少 な く，牟礼，井 口，井 の頭

でやや多 いこ とがみ られ る。井 の頭地区は本館は設置

され てい ないが分館は設置 され てい る。設置地区(2 ，

5，7)と未設置地区(1，3，4，6)とに分けてみ ると
，前者

では41%， 後者では29%と 明 らかに設置地 区に利 用者

が多い。男について設 置 ・未設置地 区別に見 る と，前

者 では42%， 後者 では22%と やは り明らかに差がみ ら

れ る。
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 (2)年 齢

 女 では両市 とも36歳～50歳 に有意に多 く， これ を ピ
ー クに若年

，高年 へ と少 な くなってい る。男につい て

は武蔵野 では56歳 以上，三鷹 では41歳 ～55歳 を ピー ク

としてい る。

 (3)学 歴

 三鷹/女 ，お よび武蔵 野/男 では義務教 育のみの も

のは利 用率は最低 である。 その他については性 別，市

別 で学歴 に よる差異 は殆 ん どみ られ ない。

 (4)職 業

 女 では両市 ともパ ー ト就業者 の中に利用者が最 も多

い(50%)。 この ことは主婦専業でず っと家に こもって

い る人び とよ り，パー トに よって少 し働 こ うとい うよ

うに外に出てい く意欲のあ る人がセ ンターを利用 す る

ことが多い と言xよ う。 男については
，武蔵 野では労

働 ・自営業者層 にやや多 く，三鷹 では事務職 に多 くな

っている。

 (5) 住居状況 ・居住年

 両市/男 女 とも一戸建に居住す る人の中には多 く，

全般に集合住宅/下 の人は利用が少ない。居住 年では
，

昭和36～50年 頃か ら住 んでい る人に多い(武 蔵 野/男

では，古いほ ど利用 者比率が高い)。

 (6)家 族構成

 両市/男 女 とも学童以下 の子供 をもつ ものに利用す

る人が多い。女では単身世帯や既婚で子供のいない世

帯の人は利用 してい る人が有意に少ない。男で も同様

の傾向が見 られ るが顕 著な ものはみ られない
。

 (7) 兄弟数 ・兄 弟1頂位

 兄 弟の多 いもの，順位 は下 の ものほど，利用 してい

る者 の比率が僅か なが ら高 くなってい る。

 (8)支 持政党

 女では両市 とも革新 系支持者に利 用者が多 くな って

い るが(三鷹市 では有 意に差 がある)，男では両市 とも

自民系 支持者層 に多 くな っている。

 以 上 ， コ ミ ュ ニテ ィ ・セ ンタ ー を利 用 し て い る

人 び とは まず セ ソ タ ーが 設 置 され てい る地 域 の 住
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人であ り，中年の人びとで学童以下の子あるいは

老親を仲介 として利用していることが多いように

考えられる。古 くか ら住んでいて一戸建の家に住

んでいる人の方が利用しているようであるが，三

鷹では土着の人(20年 以上住んでいる人)で は利

用が少ない。兄弟順位で下位のものにやや利用者

が多いことは，生育環境によるパーソナリティと

多少の関連があるように思える。男女による支持

政党の違い，職業層の女 と男では利用者層に差異

があるように見 られる。すなわち，女では革新的

であ り，家にこもっているよりパー トで職場に出

ようという種類の人びとで，男では必ずしも革新

的ではなく，武蔵野では中年層の自営業層，三鷹

では比較的若年層の人が多少利用するとい うこと

であろう。

4

  コ ミ ュニ テ ィ ・セ ンター施 設

、 への認識      1

 問15で コ ミュニ テ ィ ・セ ソ タ ーが あ るか 否 か を

た ず ね ， こ の施 設 に対 す る認 識 を探 った 。 質 問 文

と回答 結 果 を示 す と表7-10の 通 りで あ る。

         表?一10

問15 この地 区では， コ ミュニテ ィ ・セ ンターがあ り

   ますか?

サ
ンプ ル

回答

女

男

武
蔵
野

鷹
武
蔵
野

鷹

1.

あ る

(55)

 238

(50>

215

(55)

 99

(54)

 100

襲
の(

1?

(7)

32

(3)

(s)

、し

翫

な

 

0

)

8

91(

.
(27)

 115

 (19)
   356

 (20)
   3812

4.

知 ら な

14，

(19)

 82

(13)

 55

 

3

)

00

81(

5. 16.

そ の 他D.K.

(o>

1

(3)

13

(o)一(3)

1

(1)

2

(19)(0)

350

14

(3)

5

2

)1(

 実 際 の設 置 地 区 ・未 設 置 地 区別yr各 コ ミュニ テ

ィ地 区 の 回 答 結 果 を 示 す と表7-11の 通 りで あ る

(男は サ ソ プル数 が 少 な い た め 各 コ ミュ ニ テ ィ 地

区別 に は比 率 を付 記 し な い)。

 コ ミュ ニテ ィ設 置 地 区 で は 「あ る」 と答 え る も

の が 多 い こ とは 当然 で あ る。 武 蔵 野 で は女83%，

男74%と 正 答 率 は か な り高 く， 女 は 男 よ りは るか

に 高 い 。 三 鷹 で は 女65%， 男82%で 女 の 方 が か な

り少 な くな って い る。 この こ とは ， 井 の 頭 地 区 に

は 分 館 が 設 置 され て い るだ け で あ るの で ， これ を

「あ る」 とみ る も の と 厂まだ ない 」 とみ る もの と

が あ る故 と考 え られ る。 しか し，7の 大 沢 ・野 崎

地 区 では セ ソ タ ーが 最 も古 く(昭 和49年 に)設 置

され て い るに も拘 らず 「あ る」 と答 え て い る もの

が 少 ない 。 これ は セ ソ タ ーが 南 端 に 設 置 され て い

る の で こ の地 区 の北 端 部 で は 「あ る」 とい う意 識

が 少 ない 故 と考 え られ よ う。

 セ ン タ ー未 設 置 地 区 では 「ない 」 また は 「近 々

Y'で き る」 と答 え る のが 正 答 で あ る。 正 答 は 全 体

で44%程 度 に 過 ぎず(武 蔵 野/女39%・ 男44%，

三 鷹/女47%・ 男45%)で あ り， 「あ る」 と誤 答

した も のは30%近 くに も及 ぶ 。 と くに 武 蔵 野 の吉

祥 寺 西 ・中央 区 域 にお け る女 に 誤 りが 多 い。 これ

は 自分 の居 住 地 区 の区 域 を正 確 に知 らず 隣 接 地 区

の セ ンタ ー を思 い浮 べ 「あ る」 と答x ..る者 が 多 い

故 で あ ろ う。

 自分 の コ ミュ ニテ ィ地 域 に セ ソ タ ーが あ るか な

いか を知 らない 人 は 全 体 で約2割 程 度 で あ る。 こ

れ は ， セ ンタ ー 設 置 地 区 で は 約1割 程 度 であ る

が ， 未 設 置 地 区 では コ ミュニ テ ィ ・セ ン タ ー とい

う施 設 に対 す る意 識 が うす い故 か 「知 らない 」 と

い う人 が 約30%近 くい る。 これ を 市 別 に み る と，

武 蔵 野 では 女33%， 男26%と 女 の方 が や や 多 く；

三 鷹 市 では 女24%， 男28%で 男 の方 が 僅 か に 多

い。

 「知 らな い」(ま た はD.K.)と 答 え た 者 に つ い

て属 性 別 に み る と 次 の 通 りで あ る(付 表16を 参

照)。

 (1)年 齢

両市/男 女を 通 して 若年層に 顕著に多 く， 中年層

(女では36歳 ～50歳 ，男 では41歳 ～55歳)Y'一は少 ない。

(2)職 業

無職 ・学生の層に多い。

 (3) 住居状況 ・居住年

 両市/男 女を通し，居住年の最も短い層w顕 著に多

い。住居別では集合住宅/下 の層に特に多い(三 鷹/
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女は有意差 なし)。

 (4) 兄弟数 ・兄弟順位

 兄弟数4人 以上，4番 目以下の人び との中には知 ら

ない人は少ない。

 (5)家 族構成

 単身世帯 や定位家族 の人 に多 く，学童以下 の子のあ

る家族 には少ない。

 (6)そ の他

学歴や支持政党 は関連が ない。

 以上をまとめて みると，厂地域 との関わ り」や
「市行政 との関わ り」の項 目において積極的でな

かった人の属性 と，学歴，政党支持以外は類似し

ていることが見られる。すなわち，コミュニティ

・セソターの所在の認識は地域や行政に対する志

向の積極性と関連のあることが把握できた。
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コ ミニ ュニテ ィ ・セ ンター の

役 割へ の評 価

 問16で コ ミュ ニテ ィ ・セ ソ タ ー の設 置 に よ り地

域 の人 々 との親 交 が 容 易 に な るか と質 問 し， セ ン

タ ー とい う施 設 が 地 域 親 交 す なわ ち ユ ミュニ テ ィ

づ く りに 向け て有 効 で あ る と評 価 し て い るか 否 か

を み た。 質 問 文 と 回 答 結 果 を 示 す と表7-12の 通

りで あ る。

による差違はないと見なされる。

 以下に，属性 との関連を探ってみよう(付 表17

を参照)。

 (1)年 齢

女では年齢に よる傾向はみ られないが，男では高齢

(56歳以上)に 最 も高 く，若年(20歳 代)Yy も低い。

 (2)学 歴

 女では差異がないが，男では両市 とも低学歴層に評

価が高 くな ってい る。

         表7-12

問16 コミュニテ ィ ・セ ンターができると，地域 の

   人々と，親 しく交 り易 くな ると思いますか?

画答
サ

ン フ。レ

交 り易 くな
ると思 う

  武(62)

女讐劒1：

    (53)武
豊

三
鷹

男

  96

(5?)

106

他のぞ

易

は
り
と

い

交

る
な

に
な
わ

特

く
思

(22)

96

(28)

122

(30)

  54

(31)
58

D.K.

(7)  一(9)

  32 1  38

(3)

12

(5)

9

(3)
5

7)

29

(12)

(10)

21

18

 「交 り易 くなると思 う」は， 女では両市 とも62

%， 男では武蔵野53%， 三鷹57%で ，女は男より

親交に関してセソターを有効 と評価 していること

がわかる。

 この回答結果をコミュニティ地区別に整理して

みると表7-13に 示した通 りである。

 武蔵野の女では，境南地区において 「交 り易く

なると思 う」が82%に 達し第1位 であり，中央北

が48%で 最低である。三鷹では， 女では井 口 ・

深大寺地区が73%で 最高であり，他は余 り差がな

いo

 男については，サンプル数が少ないため地区別

にみることはできない。

 センター設置の有無により地区別に分けて見る

と以下のようである。すなわち，女では両市とも

設置地区の方が評価が高いが，男ではこれら地区

 (3) 住居状況 ・居住年

 居住年が数年以下の ものは評価 も低 くな っている。

住居状況については，三 鷹/女 では関連がみ られない

が，他はすべて集合 住宅/下V'.い て評価が低 い。

 (4)そ の他

 職 業，勤 務地 ，家族構成 ，支持政党等 に関 しては明

瞭な傾向はみ られない。

 この 設 問 で 「交 り易 くな る と思 う」 と答xた 比

率 は か な り高 い もの の ，属 性 との 関連 が 少 な い こ

とは ， この 回 答 の根 拠 が人 に よ って種 々で あ る か

らの よ うに 思 わ れ る。 ち な み に ， 問50の 厂コ ミュ

ニテ ィ とい う言葉 か らの連 想」 との 関 係 を み る と

表7-14に 整 理 し た ご と く，市 別 ・性 別 に よ っ て関

連 が 全 く異 な る こ とが わ か る。

 す な わ ち 「コ ミュ ニテ ィか らの連 想」に お い て ，

・武 蔵 野/女 で は … …4 ，1，8(趣味 の会 ， 体 育 活 動 ， ボ

ラ ンテ ィア活 動)

・武 蔵 野/男 で は … …8(ボ ラ ン テ ィア活 動)

・三 鷹/女 で は …… …2 ，1(盆 踊 り， 体 育 活 動)

・三 鷹/男 で は … … …5(講 演 会)

を それ ぞれ あげ た も の の 中 で 「交 り易 くな る と思

う」 の比 率 は最 高 とな っ て い る。 つ ま り 「交 り易

くな る と思 う」 の根 拠 は ， 市 別 ， 性 別 ご とに コ ミ

xニ テ ィに 対 し上 記 の よ うな こ とを 思 い 浮 か べ 回

答 し て い る と考 え られ る。 こ の こ とは ， 後 述 す る

よ うに コ ミュ ニ テ ィづ く りに 当 っ て考 慮 す ぺ き こ

と と な ろ う。
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表7-13地 区別にみた 「コミュ：=ティ・センターの役 割へ の評価」

市

武

蔵

野

鷹

コ ミュ ニテ ィ地 区

C.C.

設 置

地 区

C.C.

未設置

地 区

C.C.

設 置

地 区

C.C.

未設置

地 区

1.吉 祥 寺 東

2.吉 祥 寺 北

5.中    央

7.西  久  保

8.関    前

11.境    南

二～肖

3.一舌 祥 寺 西

4.吉 祥 寺 南

6.中  央  北

9.   境

10.桜 堤

   計

1.井  の  頭*

礼

一
.
沢
 
崎

焉

大
…
野

牟2

深

・

・

・
崎

沢

一
計

ロ

 

 

 
一

井

野

大

…

廴

L

 三鷹駅前周辺 ・3. 上連雀 ・下連雀

4.野     崎

6.新 川 ・北野 ・中原

   計

嗇黝 交わり易く

女

なる と思 う

  (59)34 20
  (59)32 19

    (46)

_.24..__一_11

  (63)35 22
  (59)34 20
  (s2>56 46

    (64)215 138
    (67)45 30
  (55)58 32  (48)54 26
  (74)34 25
251(56)14
  (59)216 127
471(66)31
611(62)38

  55
951(65)62
  (ss>248 164
  (56)89 50
831(55)46
121(75)9
  (5?)184 105

 

[く

う

 

易

思

 

冖り

と

 

.わ

る

男

 交

な

 
{ー

 
別
数

 
.区
答

 
飼

回

12

13

20

13

  5

 10

 12

  5

24

21

0
ゾ
一

Q
ゾ

  (49)103 50
15 ユ0

23

10

14

Q
哩

民
U

l

     10

15 8
77i(60)46
27116

  16 9
  40 25
  9 4
  (59)92 54
33 16
28118
34118
95((55)52

      (注)：*は 分館設置 を意 味し，()内 数字は比率(%)を 示す。

    表7-14 「交 り易 くなると思 う」(問16)と 「コ ミュニテ ィという言葉か らの連想」(問50)と の関係
＼  r交9易 くなると思 う」の比率(問16) -rガ  } … 房 一… 一㎜'一一一

塾議 壷 壷(両56)、丶≧ ≦ 艮 麺 一Lr_一 〆⊥置壷1』爵工室一』一鳶 π
   1・ 運 動 会 や 各 種 の ス ポー ツ活動   64( 9) 61 (11) 47(一8) 60( 6)

   2・ 盆 踊 りや お 祭 りな ど の 活 動   53(一2) 64 (14) 58( 3) 42(一12)

  4・ 趣 味 の 教 室 や 同 好 会  65(10) 58 (8) 56(1) 60(6)

  5.知 識 や 見 聞 を 広 め る 講 演 会   59( 4) 52 (2) 5g( 4) 65(ll)

  8.ボ ラ ン テ ィ.ア 活 動  63(8) 58 (8) 69(14) 59(5)

(注)：()内 数字は，性別 ・市別平均 との差 を示す。
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C

s

市 政 参 画 へ の 意 向 と 方 法

 問11は ，市民の側から積極的に市政に参加して

いく意向があるか否か，そしてあるとしたら，実

際に具体的な方法を考えているか否を尋ね，市政

参加意向の強さを測ろうとする質問である。この

間11で 厂参加しようと思わない」または 「無答」

の人以外には問12の 質問を問 うた。

 問11お よび問12の 質問文とそれぞれへの回答結

果は表7-15と 表7-16に 示す通 りであった。

 ちなみに1976年 の前回調査での同じ質問 と回答

結果を示す と表7-17お よび表7-18の 通 りである。

これを今回の武蔵野/女 と比べてみる。質問文や

選択肢が異なるので正確な比較はできないが，次

のことが見られよう。市政に 厂参加したい」比率

は前回，今回とも殆ど同じである。無答は今回少

な くなっている。否定の答は前回，今回でその強

         表7-15

問11 (武蔵野市は， 市民参加の市政 と い われ てい

   ますが)あ なたは，何 らかの方法で，市政に

   参加 しよ うと思いますか?〔 三鷹市では()

   内を読まない〕

濃
女

男

武
耋

三
嚢

肇

.鷹

参加 し た
い

(29)

 124

よ
わ

し
思

加

と
い

参

う
な

れ
加

ら
参

い

め
ぽ
た

求
れ

し

    (15)    (47)

     66 1 204

(26)(15)(53)

11063230

(32)  (7)

 58 1  12

(26)

49

(17)

32

(49)

 88

(54)

 101

そ の他 D.K.

(6)  (3)

 24 113

(2)  ⑤ 一冖

  8 21
(s)    (4)

15

(1)

2

7

3

)2(

度が異なるので明確な比較はできないが，今回の

方が若干増加してお り中間回答が否定の方に流れ

たと考え られよう。一方，参加の方法では，「住

民運動によって」「近所の人 と協力して」 とい う

                      表7-16

問12 〔問11で 参加 したい と答えた人に〕

   どのよ うな方法で，参加 しよ うと思 ってい らっしゃいますか?(リ ス トを提示 して2つ 以 内を選択 回答)

サ ンプル

回答

女

男

鷹
武
蔵
野

聾惶華碣謄聖
武(14)(29)(7)<14).

蘇 61 29
  (16)(38)1(4)  (9)
    68 1 16

一鷹

    民 運 動

     よ って

(6) (11)x(10)(21)

 24 1 44

(5) (13) ( 7)(17)

 23 i 31

(15)(32) (7) (15) (4)  (9) ( 8)(16)一

 27 1  13 1  8 1  14

(16)(36)x(5) (11)x(5) (11)x( ?)(16)

 30 1  9 1  9 1  13

市民委 員 その他の

会 の参加 団体 を通
に よって して

(2) (4) (5) (10)
  9 1  21

(2) (4) (4)  (9)一

  7 1  17

(4)(9)

  8

(4)(g)

  7

(3) (7)

  s

(7)(16)

 13

舞墨 茜
(16)(32) (7) (14)

 68 1  31

(12)(29)x(6) (14)

 52 1  26

( 9)(20)x(8) (18)

 17 1  15

(11)(24)x(4)  (8)

 20 1  7

その(LJ D・K・驪f

(1)(2)

 5

(1)(2)

 3

(1)(2)

 2

(o>

0

(?)(14)

  29

(5)(13)

  23

(6) (13) (47)

  11
一③ (

?)一

  6

(50) (100)
  214

(42) (100)
  181

  (ioo>
  85

(44) (100)

  83

         表7-17

●a 武蔵野市は 市 民参加の 市政といわれています

   が，あなたは市政に参加 しよ うと思 いますか。

   (1976年 調査，武蔵野/女)

密 加し嚇 穩 凱 その他5・D・K・計

(30)    x(32)    x(12)    x(14)    x(11)    x(100)
  128 1   137 1    52 1    61 1    48 1  426

回答が増えていることが顕著である。市政に参加

しようとい う意向のあるものの うち，地域連帯に

より参加していこうとい うものが僅かながら増し

てきていることが見 られ よう。

 武蔵野 ・三鷹両市を比べると，次のことがみら

れよう。

 男女 とも，武蔵野の方が三鷹 より僅かに参加の

意向が多 く，否定的のものが少ない。両市 とも男
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                    表7-18

●b 〔aで 「参加 したい」 と答えた方に〕

  どの よ うな方法 で参加 しようと思 ってい らっしゃいますか。(1976年 調査，武蔵野/女)

選
挙

に

 

よ

っ
て

 

3

)

』
径

01(

(27)

市
民
議
会
 

=

 

へ
の
参
加

ω
4

③

住
民
運
動

 

=

に
よ

っ
て

葡

 
 
 

 
 

(

自
治
会

を

=

 
 
通

し
て

万

 
 
 

 
 

「(

市
会
議
員
と

…「

話
し
合
っ
≦

③
21913

 
鋤k⑥⑧

陳
情

・
請
願

 

に
よ

っ
て

・

 
 

 

 
 

一

鹹
馨

そ

の
他

の

 
団
体

か
ら

『
η
証

一 

…ー

 

33

一

ー

⑳ 

 

 
一

21

(

 
 
 
 ㎝ 

(

③
13

⑧

そ 十
二
ニ
ロ

(人
数

)

.

 

 

「

の

他

厂

 

 

 ②

 10 1426

(6)   158*

(注)：*は 今回調査での問12の 人数。下欄は158人 に対す る比率(%)を 示す。

女 の 比 率 が ほ ぼ 同 じで あ る こ とは ， 他 の地 域 で の

行 動 に 関 す る 質 問(女 は 男 よ り積 極 的)に 比 べ て

政 治 的 行 動 に は 男 が 参 加 す る傾 向 が 強 い た め とみ

られ る。

 参 加 の方 法 に つ い て は ，両 市/男 女 とも あ ま り

差 異 が な い が ， 「住 民 運 動 に よ っ て」 「近 所 の人 と

協 力 し て」 で は 女 が 男 よ り，武 蔵 野 は三 鷹 よ り，

多 い こ とが見 られ る。

 い ま， 問11と 問12を 合 わ せ ， 次 の よ うな カ テ ゴ

リー に分 け て市 政 参 加 へ の意 向 の強 さ を表 わ す も

の とす る。

 問11    問12      問11×12

1.参 加 したい  4.住 民運動に..。1.地域連帯に よ       
一〉  よって    る参加

2.求 あ られれぽ
 参加 したい

4.そ の他

 D.K.

3.参 加 しよ うと

 思わない

  7.近 所の人 と
   協力 して

→簸 拶 の方法…2樋 黼 参加

→D.K.

獵1}一 的
…4 .否 定 的

 この様なカテゴリーに分けた回答結果を，属性

別にみてい くと，その関連は次の通りである(付

表18を 参照)。

(1)年 齢

「地域連帯 に よる参加」 は，両市 とも女 では36歳 ～

50歳 ，男 では56歳 以上に多 く，「否定的」は男女 とも，

高齢層，若年層の両方に多 くな ってい る。

 (2)学 歴

 両市 とも女では高い層に 「参加」 が多 く，男では逆

に低い層に 「地域連帯に よる参加」 は多い。 「否定 的」

は男女 とも高い層にに少ない。

 (3) 職業 ・勤務地

 女 では両市 とも， パー ト勤 務層Y'「 地域連帯 に よる

参加」 が多 く，専業 層に 「通常 的参加」が多 く，勤 務

地 は必 ず しも市 内に多い とは言えない。 男は両市 とも

無職 層に 「地域連帯 に よる参加」が多い。

 (4) 住居状況 ・居住年

 住居状況につい ては，女 では集合住宅/下 の層，居

住年3年 未満の層は 「参加」はやや少な く「否定的」が

多い傾 向にあ る。男には傾向的な ものは見 られない。

 (5)支 持政党

 「地域連帯に よる参加」は， 女については 両方 とも

革新系支持層が有意に多いが，男については武蔵野で

は公明党，三 鷹では革新系支持層にやや多 く見 られ る

ものの，サ ンプル数が少ないのでは っきりした傾向は

把え られない。

 (6)家 族構成

 女については両方 とも単身世帯 に 「参加」 が少な く

「否定的」が有意に多い。男について も同様に，「地域

連帯参加」は定位家族，単身世帯に多い。
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 (7)そ の他

 兄弟数，兄弟順位については，両市/男 女を通 して

の傾向は見 られない。女性については，地域 別にみ る

と 「地域連帯に よる参加」は武蔵野では西久保地区，

三鷹では牟礼地区に多 く，厂否定的」は 武蔵野では 吉

祥寺東 ・桜堤地区に，三鷹では，井 「1・深大寺地区に

多い。

 以上をまとめてみると，男女によって著 しい違
いのあることがわかる。すなわち，女では中年で

意識の高い人びとに 「地域連帯参加」を志向する

人が多い。職業ではパー トが多 く，また，勤務地

や家族構成(子 供や親の状況)とは関連が少ないこ

とから，家族を媒体とする地域との関わ りとは関

連なくむしろ個人的特性によってこの志向性が示

されているようにみられる。これに反し男では，

年齢(高年)， 学歴(低)， 職業(無 ・学 ・D.K.)

とい う具合で，むしろ地域との接触に 「地域参加

志向」が見られることから，態度によるものと考

えられる。
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近 隣 と の 交 わ り

 本章では，近所の人び ととの親交度，近隣 からの騒 音や悪臭への対処

の しかた，また近所づきあいそのもののわずらわ しさ， などを問題 に し

なが ら，近隣関係の様 相を探 ってい く。
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近所の人びととの話し合い

「日頃の交際の相手 」と しての近隣者

近隣との親交度

近隣への対処 一 騒音 ・悪臭の場合一

近隣からの援助経験

近隣関係のわずらわしさ
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1

 近 所 の 人 び と と の 話 し合 い

1       匪

 問21で ，まず 「お宅で近頃一番よく話されるこ

と」はということを尋ね(リ ス トを提示して3つ

選んでもらう)，次に 「そのようなことがらについ

て近所の人びとと話しあうことがあるか」を問 う

ている。これによって近隣との間に会話がしぼし

ば交されるように親交ををもっているかどうかを

見，居住地域の人びととの連帯意識と共助行動の

可能性を探ろ うとした。

 質 問 文 と回 答 結 果 は 表8-1に 示 す 通 りで あ る。

 両 市 と も女 の方 が話 し合 う こ とが多 く， 男女 と

も三 鷹 の方 が武 蔵 野 よ り僅 か な が ら話 す こ とが 多

い様 子 が み られ る。 女 では 「話 す 」 者 と 「話 さ な

い」 者 が殆 ど半 々で あ り， 男 では 「話 す 」 者 は 約

30%程 度 で あ る。

 カ テ ゴ リー を 〔1.よ く話 し合 う〕→1.話 す ，

〔2.た まに 話 す ，5.そ の 他〕→2.中 間 ， 〔3.殆

ど話 さ ない ，4.全 然 話 さな い ，D.K.〕 →3.話

さ ない ， の よ うに ま とめ ， 属 性 との 関 連 を み て ゆ

く(付 表19を 参 照)。

                      表8-1

問21あ なたは，その ような ことが らについ て， ご近所の人 々と話 し合 うことがあ りますか?

  回 答

サ ンプル

女

男

武
蔵
野

鷹

 武
蘚

三
鷹

よ く話 し合 う

(23)

  97

(24)

 104

(15)

2?

(9)

16

た まに話す

(21)

  92

(2s)

  112

(13)

24

(23)

43

殆 ど話 さない

(20)

  87

(19)

(24)

一'一で

：8)一

82

43

52

全然話さない

(33)

 144

(29)

  125

(44)

f
(35)

79

66

その他

一て
1)

(o)

4

1

(2)

(1)

4

1

D.K.

(2)

  7

(2)

  8

(2)

3

(5)

9

(1) 年齢 ・家族構成 ・職業

 まず女につい てみ る。両市 とも 「話す」は26歳 ～35

歳に多 く，高年齢にな るにつれ 「話す」は少な くな り

「話 さない」が多 くな る。若年層(20歳 ～25歳)で は

「話す」は有意に少ない。

 この ことは，家族 構成 か らもうらづけ られる。す な

わち，学 童以下 の子を もつ家族 では有意 に多 く，定 位

家族 にい るものは 「話す」 は少な く 「話 さない」 が極

めて多 い(と もに有意差 あ り)。職業別 でみ る と，主婦

に最 も多 くパー ト勤 務が これ に次 ぐ。

 男につい てはサ ンプルに よる歪み もあ り両市 の間 で

傾 向に安定性が少 ないが， 中年前期(30歳 代)層 ，事

務職層に 「話す」は少な く，「話 さない」人は若年層 ま

たは高年層にやや多い。家族構成では定位家族の層に

「話す」比率は 有意に少な く，学 童以下の 子供のあ る

家族層では有 意に多い。

 (2)支 持政党

 公 明党支持者は少 な くs比 率は安定 した数値 では な

いが，女につい ては両市 とも 「話す」比率は この層に

最：も多 く，特に三鷹市では有意に多 い。男 に つ い て

は，は っき りした傾向は見 られない。

 (3)学 歴

 女 では傾 向的な ものはみ ら れ な い が ，男では 「話

す」 比率 は低学歴 の層に有意 に多い。

 (4)そ の他

 居住年が少 ない と 「話す」比率 はやや少 ない傾 向が

見 られ るほかは，住居状況，兄弟数 な どには傾 向的 な

ものはみ られ ない。

 以上から，この質問による近隣交流は男女とも

居住地域での生活時間が長いこと，小さい子供が

いる家庭で，子供を通しての対話があるとい うこ

とであり，学歴は低い方，女では公明党支持者に

多いようである。
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「日頃の交際の相二」としての飆

 問33で ，日頃つきあっている人はどういう人か

を， リス トの中から1つ だけ選んでもらい，これ

によって隣り近所や地域の人が 「最もよくつきあ

っている人」 としてどの程度挙げ られるか，また，

これを挙げた人は どういう層の人かを探った。質

問文 と回答結果を表8-2に 示す。

 女では，各カテゴ リーの比率が両市とも殆んど

同じであ り，近所の人や地域の人をあげたものは

約40%で あ る。 男 で は ， 両 市 の 間 に 多 少 差 異 が あ

り， 「近 所 ・地 域 の人 」 は 武 蔵 野 市 では14%の 人

が あ げ て い るが ，三 鷹 市 で は8%に と どま る。「職

場 関 係 の 人 」 で は ，三 鷹 は武 蔵 野 よ り10%多 い。

 カテ ゴ リーを ， 〔1.隣 近所 の人 ，2.地 域 の 人〕

→1 .近 隣 ， 〔3.職 場 ・仕 事 関 係 の人 〕一・2.職 場

関 係 ， 〔4.趣 味 ・ス ポ ー ツな どサ ー クル の人 〕→3.

趣 味 関 係 ， 〔5.そ れ 以外 の 友 人 ，6.い な い，7.

そ の 他 ，0.D.K.〕 →4.そ の他 ， の よ うに 併 合

して ，属 性 との関 連 を以 下 に み て い こ う(付 表20

を参 照)。

                       表S-2

問33 あなたが 日頃・よ くつきあ っている人は次 の中のどうい う方 でし ょうか?(リ ス トを提示 して1つ だけ選択 回答)

回 答

サ ンプル

女

男

…武
蘚

三
鷹

武
爆

三
鷹

隣近所の人

(33)

 141

(35)

 149

 

8

)

1

01(

(s)

 ii

地域の人

(s)

 27

(4)

 17

(4)

  7

(2)

 4

職場 ・仕事
に関係 のあ

る人

(21)

 89

(21)

 90

(57)

 103

(s7)

 126

趣 味 ・ス ポ
ー ツ な どサ
ー クル の人

(13)

  56

(13)

 56

(14)

 25

(io)

 19

それ以外の
友人

(21)

 89

(23)

 99

(11)

 19

(13)

 24

いない

『碕 〉 .一一.

  13

(2)

  10

(4)

z

2

)1(

そ の他

(3)

 14

 

1

)

¶
」

3(

(1)驢

  1

D.K.

)1(

2

厂

0

ω

(o>

(1) 1(o)
1

0

0

(1) 年齢 ・職業

 年 齢別の様相 を男女別に対 比 し て み る と 興味深 い

 (図8-1を 参照)。

 まず女 につい てみ よう。「近隣」をあげ る ものは20歳

～25歳 の層 に有意 に少 な く，26歳 以上 では どの年齢層

もか な り多 くなってい る。職業別にみ ても主婦層に有

意に多 く，パ ー ト・無職層 ・専業 の順に少 な くなって

い ることが明 らかであ る。三鷹では特に26歳 ～35歳 お

よび66歳 以上に有意に多 く，前老は学童以下の子供を

通 しての交流，後者は高齢で趣味でのつ きあい もな く

r近隣」が増す と考え られ る(武蔵野の場合は 「趣 味」が

この年齢で多 くな る)。

 厂職場関係」をあげた 人 は，当然 の ことなが ら，20

歳～25歳 に有 意に多 く，年齢 が増す につれ少 な くな り，

高齢者 では有 意に少ない。職業 別にみて も専業 に有意

に多 く，次 はパー トである。

「趣 味」 は，26歳～35歳(子 育てに忙 しい時期)に おいて

最 も少な く，20歳 ～25歳 が これに次 ぐ。後者 は武蔵野

では高齢 になるに従い比率が増 し，66歳 以上 で有意に

多 くなるが，三鷹 では36歳 以上は殆 ん ど変 らず，66歳以

上 では逆にやや少 な くなる。 このこ とは職業 との関連

か らもみ られ る。武蔵野 では，無職層に 「趣味」をあ

げ る人が有意に多いが，三鷹では， この ことはみ られ

ない。 こ うした ことか ら，女性の生活パ ター ンが両市

の間で多少異な ることを うかがい見 ることがで きる。

 次に男についてみる。両市 とも 「近隣 」をあげた比

率は，40歳 以下に非 常に少な く，職 業で事 務職 ・管理 ・

自由職 業層に少ない ことと対応 している。 そ して56歳

以降にな ると有意 に多 くな っているが，三鷹 では武蔵

野 よりかな り低 い。武蔵野 では自営業層 で多 くなって

お り，41歳 ～55歳 の中年後期 で も多少 「近隣」 をあげ

ている。
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(20歳 ～25歳)
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一  ≡一}   皿}}  一

一

一r  準
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趣 味

(注)： [=  ___] は武蔵堅f， 匚 コ は三鞭 示す。

図8-1年 齢別にみた 「日頃の交際の相手」

 「趣味」をあげた ものは20代 に多い ことは 理解 で き

ることであ るが，武蔵 野では36%と 極 めて高い比 率を

示 している。職業 では，武蔵野 では無職 層に有意 に多

い が三鷹 ではそれ程 に差 はない。 また管理 ・自由業層

に もか な り多 くでてい る。

 この よ うに年齢層 ・職業層に よる差異が極め て明瞭

であ り，両市 の差異 も多少見xる ことは興味深い。

 (2)学 歴

 両市/男 女を通 して学歴 の低い ものほ ど 「近 隣」 を

あげた ものが多 くな ってい る。

 「職場」 や 「趣 味」 をあげた ものは，女 では 学歴 の

高い方 に多 く，男では学歴 に よる差 は少 ない が，低い

層では少な くなっているρ

 (3) 住 居状況 ・居住年

 「近隣」 をあげた ものは，両市 とも居住年が長い もの

に多 く，男については特にその差 が大 きい。住居 が一

戸建居住老 層に多 い ことも明らかに見 られ る。

 (4)そ の 他

 女 の場合，家族構成で学童以下の子 の あ る 家族は

「近隣」をあげ るものが 有意に 多い。兄弟数について

は男女 とも多い方に僅かなが ら多 く現われ るよ うであ

る。

 以上をまとめると，日頃最もよくつきあってい

る人として 「近隣」をあげるものは，年齢や職業

により地域での生活時間の長いもの，趣味で楽し

むことの少ないもの，地域に古 くから住み，学歴

は低 い 方 で あ り，比較的多数の兄弟で育ったも

の， という像が描かれよう。
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魯
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曇
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冒
冨

畧
富

巳

3

近 隣 と の 親 交 度

3

9

 問34で ， 近所(お 宅 の まわ り2～30軒 ぐ らい と

限 定)の 人 び と と， どの程 度 の つ きあ い が あ る か

を尋 ね ， それ に よ って近 隣 との協 力 の可 能 性 を み

よ う と した。 質 問文 と回答 結 果 は表8-3の 通 りで

あ る。

                    表8-3

問34 ご近所 とのつ きあいについて伺います。あなたは，近所の人 々(お 宅のまわ り2～30軒 の人 々)

   と， どの程度のつ きあいを してい らっしゃいますか?(リ ス ト)

＼.回h

サ ンプル ＼     ＼

女

武
蔵
野

   鷹
   武   蔵

男 」iL

鷹

 
習
通

学
を
す

 
の
び
話

供
遊
て

2
子
や
し

 

す
度

 

交

 

を

 

拶

L

挨
程

(39)

 167

(37)

 160

(sl)

 110

(63)

 117

(9)

 37

(7)

 29

(4)

7

(2)

4

3.

趣 味 の サ ー
クル を 作 る

(o)
1

て2)

8

3

)2一(

(3)

5

 

を

 

し

 

話

 

間

る

4
。
世
す

(17)

 71

(19)

 81

(10)

 is

(s)

 14

5.

物 の貸 し借
りをす る

(2)

 10

(1)

(2)

6

(3)

3

6

6.    17.
一 寸 し た も

の の や り と そ の 他

りをす る

(2s)

 122

(32)

 139

(16)

 28

(15)

 28

(4)

  19
.てfプ

  5

(2)

4

(3)

5

 

い

 

合

い

 

き
な

&

つ
が

(1)

  2

(o)

  1

(1)

  1

(1)

1

D.K.

)

1

一)

1

0

}
0

(

 

 
(

(1)

2

(4)

7

 カテ ゴ リーを 親 交 の 深 さに よ って3段 階 に 分 け

る こ と と し， 〔3.趣味 の サ ー クル ，5.物 の 貸 し借

り，6.も の の や りと り〕 一>1.深 い 親 交 ， 〔2.子 供

を通 し，4.世 間 話 し，7.そ の 他〕→2.中 度 の親 交 ，

〔1.挨拶 ，2.つ き合 わ な い，D.K.〕 →3.疎 遠 ，

の よ うに併 合 す る。 こ の よ うに併 合 し て み る と

「深 い親 交 」 は 両 市 とも 男 では 約20% ， 女 では30

～35%で あ り， 「疎 遠 」 は 男で は 約3分 の2近 く

い るが 女 で は40%に 達 しな い 程 度 で あ って ， 男 女

に よ る近 隣 親 交 の 差 異 は 明 らか で あ る。 な お ， 女

で は 三 鷹 の 方 が 武 蔵 野 よ り 「深 い 親 交 」 が や や 多

い こ とが み られ る。

 これ を 属 性 に分 け て み て い こ う(付 表21を 参 照)

(1)年 齢

 女 につい ては，両市 とも 「深い親交」は中 ・高年に

多 く(武蔵野は中年，三鷹は高年)， 若年，高年へ と次

第に少な くな り，若年においては 「疎遠」が著 しく多

い。 「中度の親交」は， 「子供を通 じて」が 多 い 故

か，26歳 ～35歳 に最 も多い。

 男については，両市 とも 「深 い親 交」 は，56歳 以上

に最 も多 く，年齢 が若 くなるにつれ次第 に少 な くなる。

 「疎遠」 は この逆 とな り，武蔵野 では特 に若年 と高年

の差が著 しい。 「中度の親交」は武蔵野 では 「深い親

交」 と同様若い方に少な く，三鷹では逆に(「 疎遠」

と同様)高 齢ほ ど少な くな ってい る。

 (2)学 歴

 全般に低学歴 の方 が親 交が深い。武蔵野/女 につい

ては高学歴 に 「深 い親交」が多 く，「疎遠 」もまた多い。

 (3)職 業

 女 につい ては武蔵野 では主婦層 に特 に，三鷹 では主

婦，パ ー ト勤務者層 に 「深い親交」が多い。

 男につい ては無職層，労働 ・自営業層に親交は多 く

な ってい る。

 (4) 住居状 況 ・居住年

 両市/男 女を通 じ一戸建 の方 が親交 がやや深 く，集合

住 宅/下 の層，昭和51年 以降の居住者 層では親交 は浅

い 。

 (5)家 族構成

 両市/男 女 とも単身者，定位家族の ものは親交が う

すい。

 (6) 兄弟数 ・順序

 全般に兄弟数 の多い ものに親交 の深 い ものが多 い。

 (7)そ の他

 支持政党 との関連 は， はっき りした傾 向はみ られ な

いo
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 以上をまとめると，近隣 と親交を結ぶ ものは当

然のことながら女に著 しく多く(約6割)， 特に中・

高年層に多い。男では全体に少なく(約3分 の1)，

その中でも56歳以上の高齢層である。そして，男

女とも比較的低学歴，一戸建居住のものに多く，

兄弟数の多いものにやや多いことがみられる。

 要するに交際範囲の少ない人びとであり，生活

空間が居住地域にある人であり，パ ーソナ リティ

として他者とうちとけ易い人(多 数兄弟で育った

人)と 言えよう。

 問35で は，留守の際に贈物が届いた時，それを

預っておいてもらいたかったか否かを問い，それ

により近隣に対 し素朴に開放的に交わる意志があ

るか，あるいは閉鎖的であるかを見 ようとした。

質問文と回答結果は表8-4の 通 りである。

表8-4

問35 あなたがお留守の時に，デパー トか ら贈 リ物が届いたと します。 しか し，隣 りの人は，それを預 っ

  ておいて くれませんで した。そ うい う時，あなたはその ことを どう思いますか?(リ ス トを提示)

回 答

サ ン プル

  武蔵野

女  一 一一一

  三 鷹

  武蔵野

男 一 …・・

  三 鷹

 

ら
た

 

も

つ

 

て
か

 
 
つ
た

L

預

い

(29)

 126

(33)

 141

(41)

  73

(38)

  71

2.

しかたが な
い と思 う

働
222

(48)

206

(47)

  $4

(46)

86

 

思

 

と

 

だ

 

然

a

当
う

(7)
 30

(7)
 28

(s)   1(1)

 14  1   2

(3)   (1)

  6   1   2

4.   1'5.

預 って もら
わ な くて よ  その他
か った と思

一廴___  一_

(2)   (3，) 一一 …

  8  1  12

(2)   (3)

  10  1  13

     (1)

一)一3一(

2

6

 
K

 
D

ε

こう

い
い
な

う

は

そ
と

(4)

 19

(4)

 19

(2)

3

(1)

1

(3)

 14

(4)

15

(z)一.一

2

(s)

 15

 「(預っておいてくれなか った ことを)当然と思

う」ものや 「預 ってもらわなくてよかった と思 う」

ものは近隣との親交に否定的タイプと考えられる

が，これは9%程 度(三 鷹/男 は4%)に すぎな

い。 「預っておいてもらいたかった」と回答する

ものを近隣親交に肯定的立場をとるものと考える

と，この肯定的回答は女より男の方に約10%近 く

多い。

 これを年齢別にみると両市/男 女ともに20歳 ～

25歳 の層に多 く中年層に少なくなってお り，今ま

での多 くの質問への回答パターンと異なることが

わかる。職業別にみても，主婦，無職層より働い

ている人(男 ではホワイト・カラー)の層の中に肯

定的回答が多い。このことはこの設問が近隣親交

とは余 り関連なく，外で働 く人にとって 「預って

おいてもらう」ことは生活における簡便であり，こ

のために肯定的回答となっていると考えられる。

それ故，これを近隣親交の尺度とすることはでき

ないが，少な くとも肯定的回答をしたものは近隣

に対して閉鎖的ではないとみることはできよう。

酢         4

1近 隣への対処 黯.悪 臭の場合一

§

 問36は ，隣家の騒音 ・悪臭など，隣家の原因で

自分の生活にとって不快なものがあった場合，こ

れに対処し，その隣家にどのような行動をとるか

を問い，これによって近隣との交流 の あ り方 を

み，協力的親交の可能性を探ることを狙った設問

である。質問文と回答結果は 表8-5の 通 りで あ

る。
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                    表8-5

問36例 えば，あなたがお隣 りの騒 音(夜 遅 くの 音楽 など)と か 悪臭 に悩ま されていたと します。そ

   うい うとき， あなたは どうしますか? 次の 中か ら，あなたの行動に最 も近いものを1つ あげ

   て下 さい。 (リス トを提示)

回 答

サ ン プル

女

男

野

「

鷹

璽

三

武蔵野

三 鷹

 
人
え
に
を
 
一

の
こ
し
快
宏

2
鸚

縮
麹
ω

 
 
 
 
 
 
(

 

に
し

 
家

話
く

 

の
接

い

L
そ
直

に

ω(

175

(41)

 175

(52)

93

(5?)

106

  1

(1)

2

(1)

』

(1)

2

2

3.

近所の人
にその こ
とについ
て話す

て10)

42

(9)

37

(6)

 11

(3)

  6

 
が
る

 
で
す

 
り
ん

5
独

ま

 
で
こ

 
中

を

 

の
ち
す

4
家

ぐ
ぽ

(15)

 64

(is)

 68

(s)

10

(9)

 i7

(is>

7s

6.

対抗 して
同 じこと
をす る

(o)
0

(21)  (0)

 90 1  0

(11)

20

(10)

18

(1)

  2

(2)

  3

&
 

無

警

え

 
や
訴

所

に

7
。役
察

る

(s)
25

(5)

20

(9)

16

(6)

12

(4)

18

(4)

16

(11)

(6)

19

11

9.

そ の 他

(4)

(1)年 齢

  is

て3)…-『

11

 カ テ ゴ リ..一.を， 〔1.そ の家 に 直 接 話 しに い く〕

→1.卒 直 交 流 ， 〔2.聞 こえ よが し，3.近 所 に 話

す ，6.対 抗 し て，7.役 所 や 警 察 に 〕 →2.不 満 を間

接 的 発 散 ， 〔8.無関 心 ，9.そ の 他 ，D.K.〕 →2'.

無 気 力， 〔4.家 の中 で ぐち，5.独 りで が ま ん〕 →

3.内 向型 ， の よ うに 併 合 し， そ れ ぞれ へ の 回答 パ

タ ー ン をみ てみ る と表8-6の ご と くで あ る。

(1)

2

(2)

4

n.x.

(3)

 14

(3)

13

表S-6

 

的
散

乞

接

 

間
発

L

流交直卒

＼ 答
 
＼

 

 

 

回

＼
、
ガ

、

勃
＼

女

男

武蔵野 41 17

2'. 3.

無 気 力 内 向

11 1  33

(3)

三 鷹  41

武蔵野   52

三 鷹  57

15

…
17

}
15

10 1  3?

11 1 33

10 1 37

 両市 とも卒直交流，無気力は男に多 く，内向型

は女に多い。不満発散は男 ・女とも殆んど同比率

になるが，細かいカテゴリーで見れば，比率は少

ないものの 「3.近 所の人に話す」 が女に多 く，

「7.役所や警察に訴える」は僅かながら男に多い

ことが見られる。これにより女の “井戸端”的交

流志向，男の公的機関志向が覗われる。

 併合したカテゴリーで属性別にみると，次のこ

とがわかる(付 表22を 参照)。

5

(4)

  8

 女 では，両市 とも卒直交流は26歳 ～35歳 に多 く，男

については，武蔵野では41歳 ～55歳 ，三鷹では40歳 以

下 の層で最 も多 く，市に よ り多少の差違がみ られ る。

両市/男 女 とも老年 層では卒直交流は少ない。

(2)学 歴

 両市/男 女を通 し，低学歴 層では卒直 交流 は著 しく

少 な く，内向型 が多い 。

(3) 職業 ・勤 務地

 両市/男 女 を通 し，卒直交流 は市外 で働い ている人

(男では ホ ワイ ト・カラー層)に 多い。

(4) 住居状況 ・居住年

 全般 に卒直交流は一戸建 よ り集合住宅 に多 く，特 に

集合住宅/下 の層に多い。居住年では，女については

昭和51年 ～53年 に居住 し始めた ものに最 も多 く，54年

以降ではやや少な くな る傾向がみ られ る。 男について

は傾向的な ものはみ られない。

(5)支 持政 党

 両市/男 女 を通 し，卒 直交 流は， 自民 党 支 持 層 よ

り革新系支持 層に顕著 に多い。

(6)そ の他

 家族構成，兄弟数 との関連には，傾 向的 なものはみ

られない。

 以上をまとめると，卒直的交流をする人のタイ

プを次のように描 くことが出来 よう。すなわち，

年齢や職業 との関連から，物 ごとを事務的に処理

する生活態度が身についている人びとであろうこ
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とが想定され，また革新系支持者に 多 い こ とか

ら進歩的意識をもつ人びとと考えられる。一方，

速やかな改善を求めることが住居状況(集合住宅)

から必然的である人びとでもあ り，女の場合では

居住がある程度古い(15年 以上)人 びとは近隣親

交があっても卒直には言い難 く，また，極めて最

近から(2～3年)の 居住者は余 り気にしていな

いので，ちようど居住年が3～5年 の人びとに卒

直交流が多 くなるとも考えられよう。

 つまり，この設問では近隣親交の程度は測 り得

ないが，近隣に対 し率直的に接 し得 る人びとのタ

イプをみることができる。 コミュニティづくりに

関しても一つの示唆とすることができよう。

3

5

近 隣 か ら の 援 助 経 験

 問37で ，困った ときに近所の人から援助を受け

たことがあるかを尋ね，これにより近隣に対して

好印象を持っているか否かを見た。質問文 と回答

結果は表8-7の 通 りである。

         表8-7

問37 あなたは，今迄に困 った時，近所の人に助けて

   もらった ことがあ りますか?

  回 答

サ ンプル

女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

≡： 鷹

あ り な し

(46)
 199
(39)
  70

(48)
207[(48)2。7

D.K.

1(49)  212

'
1

    

(4)

 .一16

1(5)  21
(59)1061(2>4

(40)74157)106(4)?
 「あ り」 と答 え た もの は 女 の 方 が 男 よ り僅 か に

多 い 。 「な し」 と 「D.K.」 を 併 合 して ， 以 下 に

属 性 との 関 連 とみ て み よ う(付 表23を 参 照)。

(1)年 齢

「あ り」 と答xた ものは両市 とも女 では26歳 ～35歳 ，

男 では41歳 ～55歳 に多い。

(2) 住居状況 ・居住年

全般 に一戸建 よ り集合住宅 の方 に 「あ り」 と答 えた も

のが多い(た だし三鷹/男 は例外)。 住居所有 につい て

み ると女 では明 らかに社 宅居住層 に 「あ り」 と答 えた

人 が多い。居住年別 には差異 はみ られ ない。

(3)支 持政 党

公 明党 支持の人数 は少ないので安定 した結果 としては

み られないが， 「あ り」 と答 えた ものは両市/男 女 を

通 して公 明党 支持 層に最 も多 く，次 は：革新系支持層 で

あ る。

(4)家 族構 成

両市 を通 し女 では学童 以下 の子 を もつ家族 に，男 では

これ と定位家族 の両方 に 「あ り」 と答xた 人 が多い。

(5)そ の他

学歴 ，職業 な どには傾 向的 な ものは見 られ ない。

 以上をまとめてみると， この設問で 「あり」 と

答えたものは近隣に対し肯定的な態度をもってい

る人であ り，さきにみた問35で のタイプと似てい

るが， この設問では地域での生活時間の長さ，す

なわち地域 との接触の密度はあまり関連なく，む

しろ住居状況別か らみられるように居住状況が近

隣 と近接している人びとであり，支持政党からの

類推によっても理念的に近隣友好の気持をもった

人びとと考えられよう。

6

近 隣 関 係 の わ ず ら わ しさ

 この間27'に おいては，生活行動の場 としてで

はなくむしろ生活意識において，地域での連帯感

に対しての拒否的な意向を探 り，隣人親交を逆の

側か らみていこうとする。

 質問文 と結果は表8-8の 通 りである。

 質問では 厂そ う思 う」とい う回答が出易いよう

にバイアスがかけられているが，それでも 「思わ

ない」とい う回答が4割 近 くある。このことは近

隣に無関心といわれている都会人も半数近 くが，

たとxタ テマエにもせよ隣人関係を無視していな

いことがわかる。武蔵野においては， 「一概に言

xな い」といった中立の答が多く 「その他」が著

しく多くなっている。このために肯定，否定の比

率を単純に比較することはできない。

 この設問では，コミュニティ形成の観点からみ



          表8-8

 問27' 「都会の生活の 良い ところは，隣 り近所 に

    わず らわ されず に自分の好 きなよ うに生活

    できるところだ」 とい う意見が あ ります。

    あなたは， これ をどう思 いますか?

∵澱 ∴ 均う思う急わなし3師 『4.D.K.

女 武蔵 野(42)179(29)(19124)81(11)47.一

    三 鷹(45)193(43)(6)(7)18427-28

男 爛(36)65(39)71('3)(11)242。

   三 鷹(44)82(43)(5)81-1。 而)一14

れば， 「思わない」 という否定の方が地域に積極

的な態度 とみられ。そこで 「思わない」 と答えた

ものについて属性別にみていく(付 表24を 参照)。

(1)年 齢

 女につい ては武蔵野では36歳 ～50歳 の層，三鷹 では

26歳 ～35歳 の層，男については武蔵野では30歳 代層，

三鷹 では41歳 ～55歳 層に 「思わない」 が多 く，他の多

くの設問において地 域に積極性を示す年 齢層に比 べて

両市/男 女す べて一段 階若 い年齢 層である ことは注 目

す べ きことであろ う。す なわ ち，行動 としては必ず し

も未 だ積極性 を示 さない として も，潜在的 に地域 の人

間関係 につい て肯定的 に傾 きつつ ある年代であ ると考

axるこ とがで きよ う
。

(2)学 歴

 男女 とも，武蔵野においては低学歴層に，三鷹 にお

い ては高学歴層に否定が多い。

(3) 職業 ・勤務地

 女については，武蔵 野では主 婦層 ，三 鷹 で は 専 業

(市内勤務)層 に，男については，労働 ・自営業層 に否

定 が多い。

(4)そ の他

 住居状況，居住年，支持政党，家族構成，兄弟数 な

どとの関連 では全般的 には 明らか な傾 向 は み られ な

いo

 以上をまとめると，女については武蔵野 ・三鷹

両市における意識の差異が多少みられる。すなわ

ち，武蔵野ではこの設問を実際の生活に即した隣

人関係を想起しつつ答xて いると思えるが(属 性

との関連の様相が前節までの近隣親交と類似して
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いる)，三鷹においては， 高学年層， 専業有職層

に否定が多いことなどか ら比較的，生活の規範 と

して答axて いる様子が見える。このことは，少な

くとも女における両市の間の居住地域に対する意

識の差異の一つの現われ とみ られよう。

E.

7

災 害 時 に お け る近 隣 関 係

 問40で ，大地震とい う様な危急の際に隣人と行

動を共にするか，あるいは1人 で行動するかを尋

ね，意識の上での隣人への志向性をみようと考え

た。質問文 と回答結果は表8-9の 通 りである。

        表8-9

問40大 地震がお こったと します。その時，丁

   度，あなたは家に一人でいたと した ら，

   ど うな さいますか?(リ ス トを提示)

回 答

サ ン フ。ル

1.

近所 の人 と
行動 を とも
にす る

女蝿 里 堕
  三 鷹(60)        261

男 武覦(5')92

  三 鷹(44)
        82

2.
ラ ジオ な ど

の 報 道 で ，
一・人 で 行動

(29)

   124

(32)

   137

(39)
   71
(45)
   84

3.

そ の 他

(s>一
  2?

(6)
  22

(7)
  13

(5)
  10

D.K.

(2)
 10
(3)
 12
(2)
 4
(s)
 11

 隣人志向は女は男よりかな り多く，武蔵野は三

鷹 より僅かながら多い。 これを属性別にみていく

と以下のようである(付 表25を 参照)。

(1)年 齢

 武蔵野/女 ，三鷹/男 におい ては若年層に隣人志向

が多 く，特に最高齢層におい ては両市/男 女 とも隣人

志向が少ない ことは興味深い ことであ る。 この質問で

は リス トを提示 してい るので，質問の意味の と り違 い

や調査員の聞 き違 いはない もの と考え られ，高齢者の

単独行動志向については，今後 ，考慮 すべ き問題 と思

われ る。

(2)住 居状 況

 女においては集合住宅層 の方 が一戸建住宅層 より隣

人志 向が多 く，男においては この差 は見 られ ない。
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(3)支 持政党

 回答者数が少な く安定 した ものではないが，女につ

いては両市 とも公 明党 支持 層において隣 人志 向が多い

ことは注 目すべ きであろ う。

(4)家 族構成

 全般に学 童以下 の子のあ る家族は隣人 志向が著 しく

多い(三 鷹/男 においては顕著ではない)。

(5)そ の他

 学歴 ，職 業，居住年 ，兄弟数な どとの関連では傾向

的な ものは見 られない。

 以上をまとめてみると，この設問による 「近所

の人と行動をともにする」とい う回答は，一般 的

な意味での隣人志向としてはみなされないと考え

られる。むしろ生活の知恵として自分の身の安全

に何が最適かを考えて選んだ回答であ り，そこで

「近所の人」が意識に浮かんだとしても，そのこ

とは恒常的な近隣志向とは別なことと考えねばな

らないであろ う。
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 本 章では，ボ ランテ ィア活動に対す る受け とめかた，身体障害者や

一人住 まいの老人に対す る世話 とい った問題 をと りあげ
，地域住民の

福祉に関す る意向 を探 ってい く。
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ボランティア活動への参加の意向

∈

 福祉 関 係 の 設 問 と して ，問27で ボ ラ ンテ ィア活

動 に つ い て尋 ね て い る 。質 問 文 と回 答 結 果 は 表9-1

に示 す 通 りで あ る。

                    表9-1

問27 あなたは，給食サービスなどのボランテ ィア活動 を少 ししてみ よ うと思 うことはあ りませんか?

漂
女

男

武
蔵
野

」
武
蔵
野
一

鷹

1.

既 に して い る

(4)

 19

(4)

17

(4)

7

(2)
3

 
が
が

 
い
合

 
た
都

い

 
み

の
な

 
て
分

わ

λ
し
自

合

(20>

 85

(25)

 lOG

(6)

10

(12)

23

3.

時間 がな くて
で きない

(20)

 88

(23)

97

(22)

40

(32)

60

5 
と
な

 
こ
い

 
う
て

 
い
え

 
う
考

4
.そ

は
い

(44)

 189

(44)

 191

(61)

 109

(51)

 95

そ の 他

(9)一

 39

(4)

(5)

16

9

(1)

  2

D.K.

(3)

11

(1)

5

(3)

5

(2)

4

 武蔵野/女 に対する前回調査で 「ボラソテ ィア

活動を実際にしたことがあるか」とい う問に対し

「ある」と答えたものは11%で あった。これに比べ

今回の武蔵野/女 では 「既にしている」は4%と 意

外に少ないように思xる 。しかし前回では 「した

ことがあるか」とい う過去の経験を聞いたのに対

し，今回は意向を尋ねているので過去に経験があ

っても将来する意向のあるもののみが 厂既にして

いる」 と答xた からとも考えられる。いずれにし

てもこの活動に積極的に参加した，あるいは，し

ようという意向のものは僅かである。選択肢に単

に 「してみたい」 というものが落ちているが，こ

う答えたものは僅かであり，これは 「2.してみた

いと思 うが自分の都合に合わない」に併合した。

 両市とも男の方が女より否定的に傾いているこ

とがみられる。

 両市を比べると，女については武蔵野と三鷹は

ほとんど同じ回答状況であ り，男については武蔵

野に僅かながら否定的のものが多い。市行政が福

祉対策に力を入れていることを充分に受けとめて

いた武蔵野市民であるが， 自らの福祉活動には特

に積極性を示 していないことがみ られる。

 カテゴリーを， 〔1.既にしている，2.し てみた

い が 都 合 が 合 わ な い 〕→1.肯 定 的 ， 〔3.時 間 が な

い ，5.そ の 他 〕→2.中 間 ， 〔4.考 え て い な い，D.

K.〕 →3.否 定 的 ， の よ うに 併 合 し， 属 性 との 関 連

を み て み よ う(付 表26を 参 照)。

(1)年 齢

 女 につい ては 「肯定的」 は武蔵 野では51歳 ～65歳 ，

三鷹 では36歳 ～50歳 の層に多 く，両市 とも26歳～35歳

の層に少 ない。26歳 ～35歳 の層 は子育 て期 であるので

「肯定的」 は 少 な く 「中間」回答が 多 くなる。「否定

的」は66歳 以上 に最 も多い。

 男につい て は 「肯定的」回答は 少 な く，特に30歳

代，40歳 代(三 鷹 では20歳 代 も)の 働 き盛 りの時期に

は少ない。

(2)学 歴

 両市 とも女では低い層に 「肯定的」が少な く 「否定

的」が多い。男では逆に低い層に 「肯定的」 が多い。

(3)職 業

 女では両市 とも主婦層に 「肯定的」が最 も多 く，男

では，は っきりした傾 向は見 られない。

(4) 住 居状況 ・居住年

 両市/男 女 とも，住居 では一戸建 の方 が，居住年 で

は古い方がやや 「肯定的」で ある。

(5)家 族構成

 女 では両市 とも単身世帯 のものに 「肯定的」が少
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ない。

(6)支 持政党

 女 では両市 とも 「肯定的」は革新系支持に多いが，

男では傾 向的 なものは見 られ ない。

(7)そ の 他

 女 では兄弟数 の多い ものに 「肯定的」がやや多い よ

うにみ られ るが，男 では傾 向的は ものはみ られない。

いうこと以外には属性との関連は明らかなものが

みられない。一般に福祉活動は未だ男性とはかな

り距離のある問題とみることができよう。

2

ボランテ ィア活動に対する認識

 以上をまとめると，肯定的が多いのは女では中

年層，主婦層，高学歴層，革新系支持層と地域活

動全般に積極的な層と類似している。男について

は低学歴層に多 く，働き盛 りの年代には少ないと

 問28で ， ボ ラ ン テ ィ ア活 動 は ど うい うこ と と思

うか を 尋 ね ， 「ボ ラ ンテ ィア 活 動 に つ い て の 認

識 」 を み よ うと した。 質 問 文 と回 答 は 結 果 表9-2

に示 す 通 りで あ る。

              表9-2

問28 ボ ランテ ィア活動は， どのよ うなことと思いますか?

   あなたのお考えに最も近いものを2つ あげて下 さい。 (リス トを提示)

＼  回 答 ＼

サンフ＼

女

男

 武
 蔵

一_野_

 鷹

武
壁

鷹

1.

援助 の必要
な人 のため
になるこ と
をす る

(43)

π41)

185

178

(45)

81

(44)

82

2.
近隣 の人 と
よい地域社

会 をつ くる
こと

(24)

104

(18)
7s

(ZS)
50

(26)

49

3.
グルー プ活動
で友達作 りや
チー ムワー ク
の体験をす る

(13)

57

(15)

   66

(14)

  25

(14)

27

4.

他人を助け
て自分 も成

長す ること

(58)

249

(58)

  252

(51)

91

(39)

73

5.      6.

みんなが幸 せ
になる ように

す るこ と

(42)

179

(39)

169

(41)

73

(41)

76

そ の 他

(1)

(1)

6

5

(1)

2

(3)

5

D.K.

(3)

   13

(5)

20

(1)

2

 両市/男 女の間に殆ど差異はみられない。しか

し 「他人を助けて自分も成長」が男にはやや少な

く，特に三鷹/男 に少ないこと，「近隣の人とよい

地域社会をつ くる」は女の中で武蔵野が三鷹 より

やや多いことなどがみられる。このことから武蔵

(4)

7

野が三鷹に比べ，僅かばか り意識が高いようにも

みられる。

 この質問は殆ど同じ内容で前回調査(武 蔵野/

女)に おいても問うているので，これと比較 してみ

る。前回調査の質問文と回答結果を示すと表9-3

                  表9-3

●ボランテ ィア活動 は，次 の うち， どの ような ことと思 いますか。い くつで もあげて下 さい。

 (1976年 調調査，武蔵野/女)

1

9
臼

3

4

5

6

7
・

援助の必要 な人のためにな ること

近隣の人 と手 をつ ないで， よい地域社会をつ くること

よ りよい社会をつ くるために何かす ること一一教育，司法，都市行政な どか ら

自分の成長，発展にな ること

グルー プ活動を通 して友だち作 りやチー ムワー クの体験をす ること

自分 を含めて，みんなが しあわせにな るように努力す ること

その他

D.K.

233人(55)

153人(36)

121人(28)

53人(12)

91人(21)

249人(58)

 8人(2)

58人(14)

(注) ()内 数字 は比率(%)を 示す。
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の通 りである。

 前回調査においては質問文の流れが異なり，選

択肢 も6個 で選択肢文にも差異があ り，また選択

の仕方も異なるので正確な比較はできない。 しか

し前回の回答において3番 を除いた選 択 総 個数

(784)は 今回のそれ(780)と 殆ど同数であるので，

選択肢各 々の比率は，今回の武蔵野/女 のそれと

粗い意味で比べることができる。

 これをみると 「他人を助けて自分も成長」が今

回において著しく増してお り，他のカテゴリーは

いずれも少な くなっている。この変化は 厂他人を

助けて」とい う言葉が挿入されたための増加であ

るのか，あるいはボランティア活動への認識が変

ってきた(自 分の人間的成長のためという意義が

強 く認識 されるようになった)こ とからなのかは

判然 としない。この項 目以外では，各カテゴリー

の選ばれた比率は相対的に殆 ど変化はないことが

み られる。

 そこで次に，今回調査でカテゴリーの 「2.近隣

の人 とよい地域社会をつ くる」 と 厂5.みんなが幸

せになるように」の少なくとも何れかをあげた人

についてみていくことにする。5は 広い視野を示

すもので2は 地域社会への積極的志向を示すもの

である。前回結果においてこの何れかを挙げたひ

とは，地域社会への積極性を測る他の項目に対す

る反応 と強い関連をもっていた。これが2と5を

注 目して とりあげる理由である。いま，〔2また

は5を あげた 人〕→1.高 い認識 〔それ以外の人〕

→2.普 通，とすれば，各々の人数は表9-4の 通 り

である。

表9-4

サ ン プル

n

7ｰ/L

女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

三 鷹

高い認識

(so)

  260

(52)齟
  223

(59)
  106
(58)
  109

(注) ()内 数字は比率(%)を 示す。

普  通

(40)
  171

(48)
  209
(41)
   74
(42)
   78

これを属性別にみると以下のようである(付 表

27を 参照)。

(1)年 齢

 武蔵野/女 ，三鷹/男 では高年齢 になるほ ど，武蔵

野/男 では中年 層(30歳 ～55歳)に おい て 「高い認識」

が多い。三鷹/女 では年 齢に よる差異 は見 られない。

(2)学 歴

 武蔵野では 中程度に，

識」が多い。

三鷹では高学歴に 「高い認

(3) 職業 ・勤務地

 女では両市 とも主 婦層に多 く， 男では武蔵野 では労

働 ・自営業層 ，市 内勤務者 に，三鷹 ではホ ワイ トカラ

ー層に多 い。

(4) 住居状況 ・居住年

 三鷹/男 におい ては差異がみ られ ないが，女に おい

ては住居 では一戸建層 に多 く，居住年は古い(昭 和36

年以前か らの居住者)層 に，次い で新 しい(51年 以後

の居住者)層 に多 くなってお り，「高い認識」の人 々の

中には選択肢を選ぶ根拠 の異な る人 々が混在 してい る

ことが見 られ る。

(5)家 族状況

 両市/男 女 とも，定位家族層，単身世帯層において

「高い認識」が少な く，学童以下の子供のい る層 も子

育て期で忙 しい故か少ない。

(6)支 持政党

 武蔵野/女 におい ては革新系支持層の方が 自民党支

持層 よ り 「高い認識」が多いが，武蔵野/男 ，三鷹/

男女においては逆に 自民党支持層におけ る方が革新 系

支持層におけ るよ り 「高い認識」の比率は高い。

 以上をまとめると，ボラソティア活動への認識

は，武蔵野市においては一般に地域社会に積極的

な層に根づいているが，三鷹市(特 に男)に おい

ては活動とは別に概念として認識 している人が多

いように思われる。

.1聾●唖肥鱈

3

「要 介 助 者」 の 存 在

...

 問29で ，近所に介助を必要 とする人がいるか否

かを尋ね，近隣に対する福祉的姿勢の有無をみよ

うとした。質問文と回答結果を示すと表9-5の 通

りである。
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        表9-5

問29 お宅の近 くに，一人暮 しの老人，身体の

  不 自由な人，知恵お くれの子供 さん等，

  特に介助 を必要 とす る：方がい ますか?

回 答

サ ン フ。ル

女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

三 鷹

調
蔵
)

年
武
女

76
(
/

19
査
野

-

し

(16)
 70
(13)
i 57

 2.   13.   14.

る 知 ら ない い ない そ の 他

 (17)    x(67)

   73 1 286

 (19)
   82

(11)
 19
(s)
 14
(16)

 69

   (s7)
     289
(22)    1(s7)
 40 1  120
(29)    1(63)    1(o)
 54 1  1171 0
   (47)(34)
         0
 146     200

(o)
  0(
o)
  0
(o)
  0

D.K.

(o)

  2

て1)

  4

(1)

  1

(1)
 2
(3)

 11

 前回調査(武 蔵野/女)に おいても同 じ質問を

おこなっているので，その結果を同表の最下欄に

付記した。

 「いる」と答えたものは，今回と全 く同じ比率

であることは興味深い。これは男より女に，三鷹

より武蔵野に僅かながら多いごとがみられる。

「いない」と答えたものは今回著しく増し，両市/

男女 とも約3分 の2に 達している。ちなみに，武

蔵野，三鷹両市 と周辺類似地区における障害者や

独居老人の人数は表9-6の 通 りである。

表9-6

市 区

武 蔵 野 市 。

三 鷹 市 。

口

幻

人

仟

134

世帯数

(千世帯)

54

a

 歳
上

65
以
(人老居独

人 数

    b        Ic

    寝たきり老人   心身障害者

轡 卸 数轡 圭人数継o

小 金 井 市 。

162164
100 38
175165

?45(7.3
5135.2

1803.01232.0

50315.5

230

180

計

数

合

人

調 布 市■i

2.2巨 副
一.9.612，266

1.81，53519.52，228

        8.63，388    857

人  口
1，000人
に対す る

比

16.9

13.8

33.9

          皇・51
65154715.4(220

2.211，81?

府 中 市 。

武蔵肺 ・i【

183

三 鷹 市・ ；【

136＼1

1561＼1

           2.21，953

2603.111741¥11，005

21・12・91113＼1
.282一

10.412，525

10.72，720

7.411，439

1.8605

 14.4

14.9

 10.6

  3.9

(注)： 。印 は昭 和53年 ，*印 は 昭 和48年 の資 料 。

 表中の合計人数は，1人 でa，b， cの 中の2つ

以上に重複がないと考えたときの人数である。

 一応，この合計人数を介助を必要 とする者 と考

えると，両市 とも(特 に三鷹市)， 昭和48年 か ら

53年 の5年 間で，これ らの人びとが著しく増えて

いる。これらの人びとが1世 帯に2人 以上いない

とするならぽ，武蔵野では 約25世 帯に1人 ，三

鷹では約30世 帯に1人 の割合でこの様な要介助者

がいるわけである。25～30世 帯とは日頃出合 うこ

との多い比較的近辺の人びととい うことであろう

が，平均的にほぼその程度の範囲に要介助者がい

るとしても， 「いない」と断定的に答えたものが

3分 の2に も達している。 このことは，都市生活

にお け る 隣 人 へ の 無 関 心 を 示 す もの と み られ よ

う。 しか し， 「い ない 」 とい う答 え は 「この 周 辺

に つ い ては 知 って い る。 しか しそ うい う人 は い な

い 」 とい う意 味 に うけ とめ るな ら， 隣 人 へ の 無 関

心 は 事 実 で あ る と して も， 「知 らな い」また は 「無

答 」 の 回 答 よ り多 少 は 地 域 志 向 が あ る と もみ られ

よ う。 この よ うに 解 釈 す るな ら， 今 回 調 査 に お い

て 厂知 らな い 」 が 減 少 し 「い な い 」 が 増 した こ と

は 住 民 の 地 域 へ の 姿 勢 の進 歩 とみ るべ き もの と も

考}xら れ る。

 そ こで ， 〔1.い る〕→1.あ り， 〔3.い ない 〕→2.無

関心 ， 〔2.知 ら ない ，4.そ の 他 ，D.K.〕 →3.消 極

的 ， の よ うに カ チ ゴ リー を併 合 し， 属 性 との関 連
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を み て い く(付 表28を 参照)。

(1)年 齢

 女 では36歳 以上 に福祉志 向が多 くな り，三鷹では51

歳～65歳 の年齢層 に顕著に多い。

 男女 を通 し，若年層 では福祉志 向が少な く，女では

35歳 以下，男 では40歳 以下に消極的が多い。

(2)学 歴

 武蔵野 では低い方 に，三鷹 では高い方 に福祉志 向が

多い。

(3) 職業 ・勤務地

 女では無職，主婦層，あ るいは市 内で働 くものに福

祉志 向がやや多い。

(4) 住 居 ・居住年

 女 については，住居 は一戸建，10年 以上住 んでい る

ものに福祉志 向は多 く，集合住宅層 で とくにに昭和54

年以降 の居住者 には顕著 に消極的 が多い。男 につい て

も大体 同様 な傾 向がみ られ る。

(5)家 族構成

 両市/男 女を通 し，単身世帯，定位家族の ものに福

祉志向は少 な く， と くに単身世帯では消極的が顕著に

多い。

(6)そ の他

 支持政党には傾向的な ものはみ られないが，武蔵野

/女 では，福祉志 向は革新系支持層 に顕著 に多い。

 以上をまとめてみると，この設問での福祉志向

には hの 要素が からみ合って いるように 思え

る。すなわち地域 との接触が ある程度 深いこと

(住居状況 ・居住年別に見 られる)，近隣関係で積

極的傾向があること(年 齢，職業などからみられ

る)，福祉的関心のあること(学歴等からの推測)，

など である。それ故に， 属性別に みたとき必ず

しも明瞭な差異が現われてこないものと考えられ

る。

塁
量

羇
雷
量

嵒

量

醤
・
呂
箪

4

「要介助者」への援助の意向

1

 独居老人や心身障害者などが近 くにいるか否か

を尋ねた問29で の回答の諾否にかかわらず，その

ような方がもしいれぽ何か手伝ってあげる意向が

あるか否かを問30と して尋ねている。質問文と回

答結果は表9-7に 示す通 りである。

              表9-7

問30 も しその ような方がい るとした ら，あなたは， これ らの方のために，

   ご近所の よ しみ で，何かお手伝い したい と思い ますか?

回 答

サ ン フ。ル

女

男

武
蔵
野

 
れ
る

 
ま
す

 
の
ぼ

●
た
れ

2 

と

 

う

 

よ

う

.し

思

1

(53)

227

劇
叢

三
鷹

(57)

(49)

(35)

246

88

65

(16)

てL7)

6?

(10)

74

18

(14)

26

3.    14.    15.
したい と思     何 もした
うが実際 に 無 関心  くない
はで きない

(14)      (1)      (3)

   53 1   2 1   15

     (1)  (3)

        6 1   13

(16)

  ss

(io>

  19

(31)

  58

(5)

9

(5)

9

(s>

11
'て

3)

6

6.

す る必 要

は な い と

思 う

(1)

   5

(1)

   5

(2)

4

て4)一 一

   7

?.

 その他

(10)

D.K.

(3)

  43 1   13

(2)  '(3) 一

   7

(14)

  13

(3)

   26 1   5

て3.ア }rて6)甲 …}'『

5 11

 ちなみに前回調査(武 蔵野/女)で も殆んど同

様の質問をしているので，質問文 と回答結果を表

9-8に 示す。

 前回 と今回を比べると，前回では 「同 じ地域の

住民 として」が今回では 「ご近所のよしみで」と

してあるところが質問文における主なちがいであ

る。今回の方が 「諾」の回答が幾分出易い質問文

であるかもしれない。しかし，この語句の差だけ

で 「しようと思 う」が25%(前 回)か ら53%(今 回)

に増加したとは考えられない。しかも今回は 「た
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                 表9-8

   ●あなたは，これらの方がたの ため に，同 じ地域の住民 と して，あなたの

    できることで少 しでもお手伝 い したいと思 いますか。(1976年 調査，武蔵野/女)
                                                                              ア            

  1.積 極的 にしよ うと思 う   2. したい と思 うが実際にはで きない

  3.無 関心   4.別 に何 もした くない   5.そ の他   6.D.K，

1.

積 極 的 に し
よ うと思 う

(25)

105

 2.     13.

L墨 望_無 閑 心
 (57)    (3)
   244  1    13

4.     15.

型曝 し そ
C3)   IC4)

   13

     6.
の 他   D.K.

     (s)

 18  1    33

(100)

  426

の ま れ れ ば す る」も加 えれ ば 約70%の 人 が 「す る」

とい う回 答 で あ る。 こ の こ とは ， や は り今 回 の方

が 前 回 よ り肯 定 の 意 向 の人 が増 え た と考 え て も よ

い で あ ろ う。 これ は単 な る “タ エ マ エ” の考 え で

“ホ ン ネ” とし て実 際 に 行 動 す るか 否 か と
は 異 な

る こ とで あ るか も しれ な い。 しか し， 兎 に 角 “タ

テ マ エ” と し てで も， こ うした 意 識 が 増 し て きた

こ とは ， 武 蔵 野 に 限 らず ， 近 年 都 市 社 会 に お け る

福 祉 対 策 と くに コ ミュ ニ テ ィ ・ケ アに つ い て の 啓

蒙 の実 りと考 え られ よ う。 今 回 の調 査 結 果 を み る

と， 女 に つ い て は 武 蔵 野 ・三鷹 両 市 の 間 に 殆 ど差

異 は な い が ， 男 に つ い て は 武 蔵 野 は 三 鷹 よ りか な

り 「す る」 意 向 が 多 く， 女 に 近 い傾 向 とな って い

る。三 鷹 は これ に 比 べ か な り 否 定 的 に 傾 い て お

り， 女 との差 異 は著 しい。

 カ テ ゴ リーを， 〔1.し よ うと思 う〕→1.意 向 あ り

〔2.た の まれ れ ば す る，3.し た い と思 うが 実 際 に

は で きな い〕→2.消 極 的 ， 〔4.無感 心 ，5 .何 も した

くな い，6.す る必 要 は な い，7.そ の 他 ，D.K .〕

→ 否 定 的 ， の よ うに 併 合 し
， 以 下 に 属 性 との関 連

を み よ う(付 表29を 参 照)。

(1)年 齢

  「意向あ り」の ものは，女については武蔵野では中

高年，三鷹 では高年 に最 も多 く，若年 へ老年 へ と少な

 くなる。 男につい ては武蔵野 では中年，三鷹 では高年

に最 も多 い。

(2) 住 居状況 ・居住年

 住居 では一戸建 の方 に 「意 向あ り」が多 く，集合住

宅/下 では最 も少 ない。 ただし三鷹/女 につい ては，

これ と全 く逆 の傾 向で集合住宅 の特 に下 におい て最 も

多 くなってい る。居住年 でみ ると，全般的 に古い方 に

「意 向あ り」が多 く，居住歴が数年間にす ぎない もの

の中 では著 し く少ない。

(3)支 持政党

 両市/男 女を通 して革新系に 「意向あ り」が多い。

(4)家 族構成

 全般に 定位家族， 単身世帯に 「意 向あ り」が 少 な

く，大 きな子(中 学以上)の あ る家族に多い。

(5)兄 弟数

 両市/男 女 とも4人 以上では 「意向あ り」 がかな り

多い。

(6)そ の他

 学歴では全体を通 しての傾向的な もの は み られ な

い。職 業について も女では余 り差 異な く，男では，武

蔵野 では技 術 ・管理 ， 自由業に少な く，三鷹 では この

職業 において 「意 向あ り」 が最 も多 くなるな ど傾 向的

に把 える ことはで きない。

 以上をまとめてみると，福祉的援助活動に関し

て意向のあるものは，中 ・高年層，比較的古 くから

住んでいる人びと，革新系支持層に多少多いとい

うことである。しかし学歴，職業などの生活様相

を特徴づけることとは余 り関連がなく，むしろ多

兄弟で育った人に多いことからパーソナ リティの

うえで他者に向か う姿勢をもった人びとに多い，

とい うことも言えよう。
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「独 居 老 人」 の 世 話

畳
i
曙

 福 祉 関 係 の前3問(問27， 問29， 問30)に お い

て は 本 人 の 意 向 を尋 ね た の に対 し， この間31で は

一般的にかつ概念的に要介助者(独 居老人)に ど

う対処すべきと考xて いるかを把えようとしてい

る。 「一人住まいの老人」は今後の高齢化に向う

時代に身近な問題であり，概念的 とは言え，特に

中年以上の者は自分を想定し，ある程度の具体性

を踏 まえて回答したものも多いと考えられる。

 質問文と回答結果は表9-9の 通 りである。

              表9-9

問31あ なたの近所に一人住まいの老人がいたと します。その方が寝 こんだ

   時は，誰が世話をすべきであると思いますか?(リ ス トを提示)

サ濡∴

女

男

武
蔵
野

鷹
武
蔵
野

鷹

1.      2.

そ の 人 の親 戚

(49)

213
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kf4厂
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(52)       x(16)

   225 1    68
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4
市
る
ら

(25)

109

(23)

   13 1   101

(3)一  『(20) .一一

6

(5)

10

5.

そ の 他

(4)

16

D.K.

一

(2)

”て

4)

36

(25)

4?

15

(3)

5

(1)

2

て2一)『

9

10

(1)

2

(3)

    6

 「近 所 の人 」 と答 えた も の の比 率 は 女 の方 が 男

よ り僅 か な が ら多 く， 地 域 志 向 につ い て の 男 女差

が こ こに も 表 わ れ る。 両 市 の 差 は 殆 どみ られ な

いo

 カテ ゴ リーを ， 〔2.近 所 の 人〕→1.近 所 の人 ，

〔3.ボ ラ ンテ ィア精 神 の あ る人 ，4.市 の援 助 組 織

か ら派 遣 の人 〕→2.公 的 ・善 意 の人 ， 〔1.そ の人 の

親 戚 ，5.そ の 他 ，D.K.〕 →3.親 戚 な ど， の よ う

に併 合 し， 以下 に属 性 との 関連 を み よ う(付 表30

を 参照)。

(1)年 齢

  「公的 ・善意 の人」 と答 えた ものについ てみ る と，

女 につい ては，武蔵野 では51歳 ～65歳 ，三鷹 では36歳

～50歳 に， 男につい ては，武蔵野 では56歳 以上，三鷹

では31歳 ～55歳 におい て比率は最高 とな り， これ よ り

若年 へ，高年 へ と次第 に少 な くなっている。 このこ と

は他 の地域志 向項 目のパター ンと類似 してい る。

  「近所 の人」 と答xる のは，女では26歳 ～50歳 ，男

では30歳 代 に少 ない。

  「親戚 など」 と答 えるものは必ず しも老年層に多 く

ない ことは，現代の高齢者に既に親戚 などに頼れ ない

状態にあ るとい うことを示 してい ると考xら れ よ う。

(2)学 歴

 女 については低学 歴層にr公 的 ・善意 の人」 と答え

 るものが多 く，男については低学歴層 に 「近所 の人」

 と答え るものが多い。全 般に高学歴 層は 「親戚 な ど」

 と答え るものが多い。

 (3) 住居状 況 ・居住年

 住居状況に よる差異はみ られないが，居住年 の少な

い層では 「近所の人」 と答えた ものの比率は最 も少な

 く， 「親戚」 と答xる の もの比率は最 も多い。

 (4)支 持政党

 女については 「近所の人」 や 「公的 ・善意の人」 と

答え るものは僅かなが ら革新 系支持層に多いが，男に

ついては傾向的な差異はみ られない。

(5)そ の他

 家族構成，兄弟数 とは関連が見 られない。

 以 上 を ま とめ る と， 「近 所 の 人 」 また は 「公 的

・善 意 の 人 」 と答xる 人 の 層 は 前 の 多 くの 設 問 に

お け る よ うに 年 齢 層 と関 連 の 深 い地 域 志 向 の 人h

の 層 とや や類 似 して い る。 しか し， 全 般 に 属 性 と

の 関 連 に お い て傾 向 的 な 差 異 が 少 な い こ とは ， 回

答 の 根 拠 が 人 に よ って 種 々で あ る こ とを 意 味 して

い る よ うに 思わ れ る。
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既成団体への所属と参加

 本章では， 自治会 ・町内会をは じめとする24種 の地域 内の既成 団体 を
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 既 成 の団 体 に 所 属 して い るか ， そ の 団 体 に 対 し

て どの よ うな意 識 で ど の よ うな 強 さの 関 わ り合 い

を も っ て い るか ， とい うこ とは コ ミュ ニテ ィづ く

りと深 い関 連 が あ る と考 え られ る。 そ こで 既 成 の

諸 種 の団 体(24種)を リス トで 提 示 し， そ れ に 所

属 し て い るか 否 か を 問 い ， 続 い て 所 属 して い る団

体 の活 動 へ の参 加 の積 極 性 ， 団 体 で の役 割 ， 楽 し

さ， な どに つ い て 尋 ね た 。

1

既 成 団 体 へ の 所 属 状 況

 問22で，一般に知 られている諸種の団体(24種)

を リス トで提示し，所属 している団体を幾つでも

列挙してもらった。 リス トに掲載された24集 団は

1978年 の 『武蔵野市民意識調査』において提示さ

れたものと同じである。この1978年 調査で示され

た集団は武蔵野市，三鷹市の在住者が所属するで

あろうと考えられる集団が列挙されてお り，全 く

同じ種類の集団を提示したことによって1978年 の

調査結果との正確な比較ができる。

 今回の質問文とリス トに示された団体の種類，

これに対する回答結果，ならびに1978年r武 蔵野

市民意識調査』の質問文と結果を表10-1に 示す。

(1) 団体 所属の数

 今回の調査において，回答者 が列挙 した団体数 の分

布 は表10-2の 通 りである。

 これ に よる と， 列挙 した数 は，女では三鷹 の方 が，

男では武蔵 野の方 が僅 かに多 い。1978年r武 蔵 野市民

意識調査』 においては，「いずれ に も参加 し な い」 も

の31%， 平均所属 団体数1.5で あった。今 回の私た ち

の調査 における武蔵野/男 女の平均 を とる と，前老は

32%， 後老 は1.6と な り，極め てよ く類似 してお り，

この3年 間 では変化 のない こ とがみ られ る。

 しか し，1976年 の前 回調査(武 蔵野/女 に対 し て)

では， 「団体 に属 してい る」 と答xた ものは僅かに15

%で あ る。 ちなみ にこの時の質問文を示す と以下の よ

うであ った。 ここでは，具体的 な団体名 を 提 示 せ ず

に，一単に 「属 してい るか」 と問 うてい る。そのため，

か な り意識的に(自 発的 ・積極的 に)参 加 した場合 に

限 り 「属 してい る」 と答 えたであろ うな ど，質問文の

違いに よる差異が大 きい もの と考え られ る。

●あなたは何かの団体に属 してい らっしゃいますか。

1. 属 し てい る

2. 属 し て い な い

3.そ の 他

4. D.K.

一9一一19-1 どの 団 体 で す か

 ↓
19-2そ こでは どんな活動を

._一 してい らっし 聖います か

 この場合 「属 してい る」 と答えた人 が少 ないので，

その付帯設問の 「どの団体」 の問に よる団体の種類 別

頻度 も少 な く，今回 との比較 はで きない。 それで も，

やや多い頻度 のあ った ものはP.T.A(11人 ，13%)

奉仕 団体(7人)， 宗教 団体(6人)で あった。 なお，

属 している団体 をあげた もの(13%)に 対 し 「そ の団

体 では， どうい う活動 をしているか」 を 問 うた と こ

ろ，半数 以上 は無答 であ り， 団体 参加 は消極的 である

こ とがわ かった。

 今 回の調査 では，1978年 時点 に比べ るとやは り団体

参加 が積極的 になってい る とみ られ よ う。

(2) 列挙 された団体の種類別頻度

 団体 の種類別 に， 「所属 してい る」 と答 えた人数の

比率 につい てみ てい く。

 まず，1978年r武 蔵野市民意識調査』 と今回 の武蔵

野におけ る比率(男 女それぞれの比率)の 平均 とを比

べ る と大体 よ く類似 してい るこ とが見 られ る(表10-1

を参照)。 ただ し， 町内会， 自治会に対す る比率の相

異が 目立つ。 この ことは，武蔵野においては多 くの地

域で町内会を作 ってお らず(こ れは武蔵野の一つの特

徴であ る)， 市 全域にわた っては 町 内会所 属が少ない

ことは当然であ る(三 鷹 と比べて も顕 著に少 な い)。

1978年 調査は市 全域 について行われ ていないので，調

査地点が丁度，町内会組成 の地域 であ った故 と考え ら

れ る。

 つ ぎに，男女 の差異 を明 らか にしなが ら，団体所属

の全般的様相 をみ てい こ う。

 女 につ いては ，三鷹 では町 内会 に所属 と答xた もの

が約3分 の1で すべ ての種類 の団体 の中 で1位 で あ

り，次 に同窓会(25%)，P，T.A.(29%)， 趣味の会

(18%)と 続 く。武蔵野 では，前述 の様に町 内会は少 な

く，1位 はP，T.A.(20%)， 次に趣味の会(18%)， 同

窓会(17%)と 続 き，同窓会が三 鷹に比べ少ない こと

が 目立つ。

 男については，両市 とも1位 は同窓会で4分 の1を

越え， 次が三鷹 においては 町内会(28%)で あるが
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                      表10-1

          問22 あなたは次のような団体やゲループに所属していますか?
             (リストを提示していくつでも選択させる)

＼ 一  サガ ル   女   一 一. 身 …丁

    体1二 ≧こ≧一一爽1廴7i紅 薦一一爽.塹 工三一一一鷹

男 女

 里_                            武 蔵 野

   1自 治 会 「1(11)46(14)6。(14)261(9)1711(7)  
2fp]'

一一 内 一 (15)63⊥(14)145「(15)271(28)52「.(2・)

_3防 逃 飾 舍」L.7)32 一(5)2■(9)16(5)鹵9「(7)  
4

.一_堕 墨IL£1) 一4L(1)一5工 ¶31π1)2「 「(1)一 一

_旦 些 乏_窒 ■L包2L」(3)13(6)11-1(τ 訓 … 一(6)

  6一 人.組 一 織.L(5)23.5：)20「 ¶2「(o)一 一〇 「(1)一

_7-P.T.A.一 「(20)88 一⊥(19)82「(7)12一[6)11「 一{(17)一 一一

….』 適 塾 壁 槌 」1(4)町Ll璽3⊥(9)16「 て7)14.「(s)『

  9 .組 一i一 「L(o)。 「(o)■c2)3 [(2)4「1(2)一

_1唖 壁 墜 .酬L(2)⊥1(2) _；T(可 下 丁”(2)3「r.(2)一  

1墜.・ 二た 繊 」L9)10⊥(2)1。 「 て2)3「 ∬2「 「(3)'『

一 笙 豐 過 雖 」 一一(1)一 一」(1)L4一 「(2)3[1)2一 「(1)  
13
.題 ボ7ン テ∴ 」r(2) (09 )ユ.]て1)11(0)。.「(1)

坐 一鐸⊥ 塾 一R-II(o)一 。r(o)q .「 『1「(o)-「 馳『(o)  
15人2

.ラ ニ ー」(4)17〕 一(2)一71('2)3.「(1)一2「(1厂

_16塵 塑 一一A⊥(18)」9 .L(18)76「(10)18⑫ 一23.「 …(12)一 『

丿7ろ ポ ー廻 生 ⊥(6)24(9)37」(13)24「(10)is「 一(6厂'

  }邑 置二狩6：X77×7711(1)一4一 」一(o)1r(2)31(1)2Tπ ポ ー

」?墨 遨 団.控 ⊥7)31■ 互 と311(7>12-1(3)5「 一て5)一

腿 治雖 些 党 ⊥ ∬ と⊥ 土9) …2(4)一7「 て2)詞 「(2)『
21

一労一 働 組 亘 一L(3)15.(4)16(16)29「(12，)2； … 「(10)

一2亀 嬲 のn会 一⊥.◎2@ .L轡211(23)42一.1(9)161i.「9)『
23fp1窓 途!L』1)

…72(25)11。 「一一(28)50.「(30)561「(24)一 π  
24
_県 一 _△. 今_…⊥.一(1)一_5 1L、1.3)_15」 (一6)i.「II『 て8)15 一「 『一て4) {

_一 墅 迄 鯉 ≦記X) .⊥ 一(2)8一(4)18L(2)31(3厂5「 「3)『

豊 讐 肇とi遷1生L讐 ジ1霈 ■1圏駢 …{(31)『
網(列 挙 された総嬲l!(140)

.605」.『67)723r(181>325r('53)287「(152)一

 (注)： 最右欄は，1978年 『武蔵野市 民意識調査』(「現在 ， あなたが加入 してい る 組織や団体を 残 らずあげ そ〒き

   継 霧 彎 宴憙纛.)内 数字は油1瀦 燉 に対する比率(%)を 厩 蜘 ま・比率(%)が ・・5未
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      表10-2

所 属 し て い る 団 体 数

   団体数
        1
.ー とカ ビ__ ._

女

男

黶隆
         

   (22)武
蔵
野

鷹

39

(22)

41

2

(18)

 79

(21)

 89

(21)

37

(22)

42

3

(12)

53

(13)

 56

(13)

24

(11)

20

4

(6)

28

(s)

28

(6)

 11

7)

13

5

(2)

 io

(3)

 14

(3)

6

(2)

4

6

o)

2

1)

7 1 8 1 9

o>

 o>

31  2

(3)

11  0

 0)

   2

 1)
61  2

(1)

2 0

(1)

  2

0

0

「

3

一

一DC

いずれに

も所属 し
ていない

(34)

  147

(25)

110

(29)

     53

(1) (32)

2 60

D.K.

(1)

  4

て1)

  5

0

(2)

3

列挙され
た総団体
数

605

723

325

287

平均所属
団体数

1.4

1.7

1.8

1.5

武蔵野に おい ては前述の よ うに15%と 少な く(し か し

自治会は町内会 とほぼ同率で14%)， 職場の同好会，

(23%)， 労働組合(16%)と 職域関係の団体が2位 ，3

位 となってい る。

 三鷹では，労働組合(12%)は4位 であ るが職場の

同好会は少ない(9%)。 女には少なか った商店会 ・同

業組合は男につい ては両市 とも多い。つ ま り男におい

ては職域関係の団体が多い ことが明 らかであ る。趣味

の会， スポーツ団体は，両者を併せれぽ両市/男 女 と

も22～23%程 度でほぼ同 じであ るが，女においては，

やは り趣味の会がス ポー ツ団体 よ り多 く，男において

は この二者は殆 んど同率であ る。

 P.T.A.は 両市 とも 男においては少な く，は るか

に下位で ある。

(3)列 挙 した数 と団体 との関係

 加入 の団体数が少 ない場合 と多い場合で団体の種類

が異 なるか否かを見た。1つ の団体 のみに加入 してい

る人，2つ の団体に加入 してい る人，3つ 以上の団体

に加入 してい る人等 をそれ ぞれ別 々に集 計 し て み て

も，列挙 された団体 の種類別頻度の順位は変わ らなか

った。

ない場合もあろう。したがってこの設問では，こ

うした受動的加入に関しての実態を正確には把え

られず，そのことを 「想起」したか否かによる数

字が現われたに過ぎず，これを帰属意識と言える

ものか否かは疑わしい。

 私たちの知 りたいことはむしろ，団体に意識的

に加入し，活動しているか否かであり，これは次

の設問で明らかになるので，この問22に 関しては

属性との関連など細か くみることを割愛した。

『
2

所属団体 における活動の積極性

q

 この設問では 「所属している」団体を問 うてい

るが，被調査者が 厂所属」 ということをどのよう

に解釈して答えているかは明確でない。自らの意

向で加入していない場合，たとえぽ町内会，氏子

会等のように居住していることによって自動的に

加入者になっている場合には，メソパーになって

いることを想起して 「所属」 と答えることも，ま

たはそれを想起しないで 「所属」としては列挙し

 前間ではむしろ 「加入」を想起した所属団体を

調べたが，この間23で は，加入している団体の中

で積極的な活動をしている団体を挙げてもらい，

能動的に関わ りをもっている団体をみていこうと

するものである。質問文 と回答結果は表10-3の 通

りである。1978年 『武蔵野市民意識調査』でも類

似の質問があるのでこれをも付記してある。

 まず女についてみる。積極的参加をしていると

答xた 団体総数は，前間同様三鷹が武蔵野よ り僅

かに多い。団体別に様相をみていくと，両市とも

「趣味の会」が1位 であ り，P.T.A.， 同窓会が

これに続き， 自治会，町内会等の地域団体に対し

てはずっと少なくなる。

 これに反し，消費者団体， コミsニ ティ組織，
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                       表10-3   問
23 あなたが加入 してい る組織や団体で，積極的にその活動 に参加 しているもの をあげ て下 さい。

卜_～...__一 一一q些茎ヒを提示 してい くつでも選択 させる)

虻一∵こ ∴一疲1蜜∴4∴ ∵lli∴∴ ～蔵女.
  1，旦iq.一 竃1(1)16(35)(4)17(28)1(4)7(27)「(2)3て18)「(2一 一一  

2
一町一 … 内_会 」(3)12(19)1(7)(19)1(2)28 3(11)一 「3)(126)1「 丁

一.些 …空 脆 会 (1)(16)(1)3(15)(3)5て31)一(2>3(33)(2)『

4 消   防   団

5馬
_テ 会

6婦 人 組 織

?P.T.A.

8 商 店 会 ，同 業 組 合

9青 年 組 織

10消 費 置 厘
一一倥.、.

11コ ミュ ニ テ ィ組 織

12住 民 運 動 団 体

13給 食 ボ ラ ンテ ィア

14講 ・ 無    尽

15老 人 ク ラ ゾ

16趣  味  の 会

17ス ポ ー ツ 団 体

18言 二狩 ≦ ：JJ 77`X 77

19宗  教  団 体

20政 治 団 体 ・政 党

21労 働  組  合

22職 場 の 同 好 会

23同   窓   会

一一腿 △_会.〕1(0)   (2)3(a7>(2>(ZO>II3 (1)

_塁.堕(塑.一1≦% 一  1て丁1(33)1(2)(fiO)II(33 一}一

L墾 董 響 箜 ヨ 翫 26)_11(1)： 一一一(29)一 一一一一(32)一 一一一一 一 一一一 一一一1一一一一一一53一一60一一一 一一一(46)(0) (2)0 3

   墨._ ql」(60)26。(43)1(67)290(40)一 「(76)(42)T(47)137 88(31)「(121) 一

  (注)： 最右欄は，1978年r武 蔵野市民意識調査』(「あなたが加入 してい る組 織や団体 で，.一漬極的 にそ  一一     活動に参加 し
てい るものを3つ まであげて下 さい」)で の結果 を示す。各欄 内の左側()内 数字

     は回答者 人数 に対す る比 率(%)を 示 し，右側()内 数字 は所属団体総数 に対す る比率(%)を 示     す
。△ 印は，比率(%)が0.5未 満 であるこ とを意味す る。

  (0)1(25)1(1)(402)(1>1(33)1(1)1(50)1!(△)  (
1)

5(24)1(0)1(8)1(2)3(2?)(0)0(0)1(1)

  (3)14(61とL(2)、(35)(o>(00)1(o)。(一 〇〉 「i厂 一一 『  (
8)(39)(7)(39)(3)(50)(1)(9)(8)

一34一 一!一一一32一 一一一一一6一 一11  
(1)(25)(2)(42)(4)(44)1(3)(43)1(5)

4一 一一一 一一8- 7 6
(1)

0(0)ユ(o>(o)0」(1)1(33)1(2)3(75)丁 『1

  (1)5(63)(1)4(44)1(0)0(0)1(1)1(33)1(1)  (
2)

8(80)1(i>4(40)「1)2(s7>「 一て1)(1002)1「 て2厂 『

一(1)5(83)1(1)(753)1(1)1(33)1(11三(50)ll(1)冖 ㎜ … 『  
(2)

8(89)(0)1100)(1)(100)1「(0)1て 列 「Ci厂 『

  (o>(00).1(o)。(o)1てo)。(o)「(o)一1(o)1(0).  

(1)6(35とL(1)4(5? 一 【(丁(33)1-1(1)(50)1 0一 『  (
12)(67)

53⊥ 一『2)51(67)1(9)(8916)(6)(512ガ 『一〈12).}… 『'.  (

4『ユ5(63)_L_≦.8)33≦ 『9>l l⊥『10)  (?518   ){「( 5) 9(56)一 1  ( 7)   一一}『1

  (0)(25)(0)(100)1(1)(33)一(1)(100)1(0)1__ 1 1 2(
4)

18(58)1(5)20(65)1(4)8(67)1(1)2(40)(4)一 一一一

(0)
1(25)[.(6)一 。(萌 π3)5価(1)1(33)(1一 一

(1)(27)(2)(50)`(4)(24)一(4)一(36)II
-4一一一一1 -81718                            11(4)_

(2)一 一(50)(2)(48)一1一 一(15)一(64)1(5)(63)

10 10 27 10                              s>
(7>

Zs(39)1(9)4。(36)〈7)13(26ア 「(5)1。('8)                            1(8)

    1(20)1(1)4(27)

    6(75)1(2)9(50)
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住民運動団体，給食ボランティア等の地域運動団

体においては，所属の比率は少ないものの，所属

者の うちで 「積極的参加」をしているものは非常

に多い。「積極的参加」の比率のみに注目す る な

ら，地域団体 とほぼ同率に近いほどである。職場

の同好会についても(三鷹においては労働組合も)

同様の傾向がある。

 1978年 調査では問い方 も異な り3つ までとの限

定 もあるので正確な比較はできない が，趣 味 の

会，P.T.A.， 同窓会において 比率が 高いこと

など今回と類似の傾向がみられる。

 次に男についてみよう。「積極的参加」を し て

いると答xた 団体数は武蔵野は三鷹の約1.5倍 で

あ り，武蔵野の方が全般に団体参加が積極的であ

ることがみられる。これを団体の種類別にみてい

くと，武蔵野で 「積極的参加」が最 も多い団体は

職場の同好会であるが，三鷹ではこれは余 り顕著

ではない。この他では，スポーツ団体，趣味の会

が比率が高 く，次に同窓会，労働組合等が続 く。

町内会または自治会の 「積極的参加」は女の場合

と同様4%程 度であ り低い方である。

 要するに積極的に参加をしている団体となると

加入している団体数の約4割(三 鷹では3割)程

度であ り，この程度が意識的に参加しているもの

とみなされよう。

 いま，問22か ら問26ま での設問に対 して列挙し

た総数 と比率を一覧表にして示すと表10-4の ごく

とである。

      表10-4

問22～ 問26の 設問で列挙された団体総 数

サ ン プ ル
回

答

女

男

武蔵野

三 鷹

武蔵野

三 鷹

問22.
 所属 団体

 総  数

(140)

(167)

605

723

(lsi>

(153)

325

287

問23. 厂積極的

 参 加」 の 団体総数

(60)    (43)

   260

(67)    (40)

  290

(76)    (42)
  137

(47)    (31)
   88

問24. 「大事
な

 役」 の団 体総 数

(27)    (19)

  115

(24)    (14)

  ioa

(43)    (24)

   78

(20)    (13)

   38

問25.

 「楽 しい」
の団体総数

(63)    (45)

  272

(67)    (40)

  289

(73)    (41)

  132
』

(47)    (31)

    88

問26.
「生 きがい」
の団体総数

(36) (26)

  156

(34)    (20)
  146

 (32)    (18)

    58
}て

17；厂一一 一(ii>一一-

    32

(注)： 各欄 内の，左側()内 数字は 回答者人数 に対す る比率(%)を 示 し，右側()内 数字は所 属団体総数に

  対す る比率(%)を 示す。

 所 属 して い るそ れ ぞ れ の 団体 に お い て大 事 な 役

を担 って い るか とい う質 問(問24)に 対 して 厂担 っ

て い る」 と答xた 総数 は 前 掲 の 表10-4の 通 りで あ

る。 武蔵 野/男 に お い て や や 多 い(24%)が 他 に

お い て は 少 な く， 団体 別 に もみ るべ き もの は 少 な

い が 次 の こ とを 指 摘 して お こ う。

 女 に お い て 「大事 な 役 」 を担 って い る とis'：x.a た

団体 で 最 も多 い の はP.T.A.(回 答 者 の5～6

%)， 次 が 宗 教 的 団体(2～3%)で あ り， この順

位 は 両 市 と も同 じで あ り比 率 もほ ぼ 同 じで あ る。

両 市 と も， そ れ 以外 の 団体 に お い て は ，す べ て2

%に も達 しな い。 男 に お い て は， 武 蔵 野 で は職 場

の 同好 会(6%)が 最 も多 く， 次 い で 同窓 会， ス

ポ ー ツ団体 ，商 店 会 ，宗 教 団体(何 れ も4%)と

続 き ，次 に趣 味 の会(3%)で あ り， 自治 会 ， 町

内会 が2%を 僅 かに 越 え て い る。 三 鷹 で は まず 同

窓会 ，次 に労 働 組 合 ， ス ポ ー ツ団体 と続 くが， い

ず れ も3%と 少 な く他 はす べ て2%に 達 し な い。

問24か ら問26の 設問 に対 す る 団体 別 顕 度 を一 覧 表

に し て示 す と表10-5の ご と くで あ る。 また ， 問22

で の 「所 属 状 況 」， 問23で の 厂積 極 的 参 加 」 問26

で の 厂生 きが い」 に対 す る回 答 比 率 を ま とめ 図 示

す る と図10-1の ご と くであ る。
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＼ 遡
＼ ＼ 回
   ＼  、、＼

 団  体

1 自

                 表10-5

問24 あなたは，その団体(ま たはグループ)で ，大事な役を担っておられますか?

問25団 体(ま たはゲループ)で の活動は，あなたにとって楽しいものですか?
問26そ れは，あなたにとって生きがいになっていますか?

         問24大 事な役     問25楽 し い     問26生 きがい

  答      女     男     女     男     女     男

  .≧蕉 璽壁E旧瓱亟野ト遮亟壅一驫麺i≦塵亟墅巨埀纛些 鷹

2 田∫

紅 会1(2)β[

内

4

3 防  犯

4 消   防

5 氏   子

今」(2)71(2)9「.

協  会
ー 

 

ー

7

3

4

4

   3

。111

z a s z

.21(2)一(48)(13)1931

0
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弖

9
臼

噌⊥

.

0

2

0
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-
」

4

1
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0
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・

-

[

1 1'
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1 0

O
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組

{

0

2

   。 。1
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(3)(48)(1)
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引
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ー
q
.

0
}

0
}

0

り
ρ

り
脅

-
」

0 3

6婦  人

?    P. T.A.

8 商店会，同業組合

9青 年 組 織

s)(5)
2521

り
タ

0

一

-
↓

1(4)37

1
劃
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瀏

ー

劉

(4)(83)(3)(55)
019110
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(2)(11)
010

      zi of

ll。1。 「31

411(2)81

0

-
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到
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9
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-
亠

0

.

2

一
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11… ニテ・組劇
4

12住 民 運 動 団 体

14

15 老

1
対

一ー
到

一l
d

一ー
剖
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1[.31

4

「

-

」

0

0

13給 食 ボ ラ ン テ ィア

  講 ・ 無    尽

り
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量 ぎ ≧髪 七 ド!1(4)(5)(83)(8)(95)x(12)(86)(6)(6?)(3)(54)(5)(62)(7__81__520_35_21121_13123一_1一 一13-ll _一22_1_O))(54)1(2)13412

19宗 教 団 体ll(2)(3)1(49
_11)7](4)(61)19(5)(65)20(4)7 一一(53)(68)(6)(77)2124(5)9.3

2・靆 堕 璽 」
一一LpLβ]一L」 」 止 ⊥ 一」 一ヨ15

2堕 」動 輩 合 J，isl -J  11 2131
22嬲

一哩 亙 全.IL4L、 一ZIP6>1。i 3)112(3)(66)(21)(88)1437(5)(63)10 Gi I(56)90
23同

一一匙.釧(3)12i(2)1(48)Bi(ρ)51(9)(53)(1438)(56)62(11)(38)1(12)(41)(31923)(17)(4)12(16)18(4)84

24県 込
.…今iL QL一」ql 313i 51..」z -51111

一マ ∴ コL

 ll「    一一一一一 一 一一一一(2)(56)一一一__4_23_611011___15_5__0_1(24)(43)(20)(63)(67)(73)(47)(36)(34)(32)(i7)(14)(24)(13)(45)(40)(41)(31)(26)(20)(18)(11)1027838272_289_132_88_156_ _._1465832

   (注)： 各欄 内の左側()内 数字は，回答者人数に対す る比率(%)を 示 し，右 側()内 数字 は，所属

     団体総数に対す る比率(%)を 示す。なお，頻度の少ない ものについては比 率を省略 した。
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団体活動に対する満足と価値づけ

 問22で 列 挙 した そ れ ぞ れ の団 体(ま た は グル ー

プ)に お け る活 動 は 楽 しい も ので あ るか を 問25で

尋 ね て い る。

 列 挙 して い る団 体 総 数 に 対 して 約6～7割 程 度

 (三鷹/男 で は5割)の 団 体 に お い て 「楽 しい」

と感 じて い る こ とが わ か る(表10-4を 参 照)。 これ

は ， 全 体 と して は 厂積 極 的 な 参 加 」 と同程 度 の比

率 で あ るが ， 団 体 別 に み て い く と， 必 ず しも積 極

的 に 参 加 して い な くて も 「楽 しい」 と答 え て い る

団 体 が あ る こ とがわ か る。

 女 に つ い て み る と両 市 とも まず 趣 味 の会 ， 次 に

同 窓 会 で あ る。 回答 者 全 体 に対 す る 比 率 で み る

と，前 者 は両 市 とも16～15%と 殆 ど 同 じで あ る

が，後 者 に つ い て は 武蔵 野 で は9%， 三 鷹 では14%

とい う ぐあ い で， 三 鷹 では か な り多 い 。 続 い て 武

蔵 野 に お い ては ，P.T.A.(5.3%)， ス ポ ー ツ団

体(4.6%)， 婦 人 組 織 ，宗 教 団体(い ず れ も4.4%)

と並 ぶ 。 三 鷹 に お い て は 次 に ス ポ ー ツ団 体(8%)

で あ り， 次 に 宗 教 団 体(4.6%)， 町 内 会(4.4%)

P.T.A.(4.2%)と 並 ぶ。 この順 序 ・比 率 を見

る と，武 蔵 野 ，三 鷹 の差 異 を 多 少見 る こ とが で き

る。 す なわ ち ， 同 窓会 ， ス ポ ー ツ団体 とい った 親

交 や趣 味 の様 な場 に お い て 厂楽 しい」 とい うも の

が三 鷹 に 多 く，P.T.A.， 婦 人 組 織 等 の団 体 組 織

活 動 の場 に お い て 「楽 し い」 とい うも のは 武 蔵 野

の方 が 多 くな っ てい る。 これ ら の差 異 は 僅 か で あ

るが 注 目す べ き こ とで あ る。

 男に つ い てみ る と， 武 蔵 野 で は 職 場 の 同 好 会

(11%)， そ して 趣 味 の 会(9%)と 続 く。 三鷹 に

お い て は ， 同 窓 会(12%)， 趣 味 の 会(10%)， ス ポ

ー ツ団 体(6%)， 職 場 の 同 好 会(5%)と 並 ぶ。 武

蔵 野 との差 異 は ，職 場 の 同好 会 に つ い て 著 し く，

ま た ス ポ ー ツ団体 に つ い て も か な りみ られ る が，

こ の4種 が上 位 に挙 が っ て お り， 他 のす べ て の団

体 に お い て4%を 越 え る も の が な い とい う点 に つ

い ては 両 市 に お い て共 通 し て い る。
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 団体(ま たはグループ)で の活動が，個人の生

活にどれ程の重要度を占めているかを探るために

「生きがい」 という表現を用い，問22で 列挙され

たそれぞれの活動が生きがいになっているかを問

26で尋ねた。回答結果は前掲の表10-5に 示されて

いるとお りであり，列挙している団体数の約3分

の1(三 鷹では約6分 の1)程 度が 厂生きがい」

になっていることがわかる。

 これを団体別に詳しくみていこう。

 女については，まず趣味の会(9～10%)， 次い

で宗教団体(5～6%)， スポーツ団体(3～5

%)， 同窓会(3～4%)と 続 くことは順位 ・比率

ともに両市共通であ り，武蔵野では次に婦人組織

(3%)，P.T.A.(2%)， 老人 クラブ(2%)が

2%を 越えているが，三鷹では上記4種 類の他は

すべて2%に 達 しない。

 このことから問25で と同様，両市の類似点 とと

もに僅かの差異がみられ，さらに武蔵野における

老人 クラブの充実 も多少見ることができる。

 男については，三鷹では趣味の会(6%)以 外

は殆ん どみ るべ きものはなく，スポーツ団体，

職場の同好会は僅か2%， 他に 「生きがい」にな

る団体は殆 ど挙げ られていない。武蔵野について

はスポーツ団体，趣味の会(い ずれも7%)の 他

に宗教団体，職場の同好会(いずれ も5%)， 同窓

会(4%)と 続き，政党政治団体，商店会 ・同業

組合が2%を 僅かに越xて いる。

 いずれにしても団体活動が生きがいになってい

ると答えたものは僅かであ り，団体別に明らかに

見ることはできないか，問25の 回答 結 果 と合 わ

せ，男女ともに武蔵野の方が三鷹よ り団体活動に

よ り深 く関わ っている様子が僅かなが らみ られ

る。

喜

ま

4

と め i
 以上，団体関係の設問への回答結果は次のよう

にまとめることができよう。
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 問22に よる 「所 属 す る 団体 」 とし て挙 げ られ た

もの は 必 ず し も帰属 意識 を も った 団体 とは考 え ら

れ ず ，特 に町 内 会 ， 氏 子 会 等 は 回 覧板 の伝 送 とか

祭 礼 の 寄 付金 の 均 等 割 等 に よ って僅 か に帰 属 を想

起 し た も の を挙 げ て い る場 合 も あ り， コ ミュ ニテ

ィづ く りに関 連 を も つ 団体 帰 属 の表 現 とは な らな

い と考 え られ た 。

 問24に よ る 「大 事 な役 の担 当」 に つ い ては 厂担

っ て い る」 と答Z..た 人 数 は 僅 か で あ り， 団 体 別 に

み た 場 合 に は 安 定 の あ る数 字 と な ら ない 。

 問25に よ る 厂楽 しい 」 と問26に よ る「生 きが い」

に よ って は ， どの よ うな 団 体 に 対 して 個 人 個 人 が

そ の 人 間 的 生 活 の 面 で 深 い 関 わ りを も って い るか

を み る こ とが で きた 。 これ に よ って 現 代 の 都 市 に

生 活 す る人 び とが 集 団 活 動 に お い て 情 緒 的 な 満足

を得 られ る とす れ ぽ ， そ れ は 多 くの 場 合 ，趣 味 関

係 の もの ， あ るい は 旧交 を通 して人 間 関 係 を 暖 め

る も の で あ り， 男 の 場 合 は職 域 で の交 友 に 関 した

もの も挙 げ られ る が ，地 域 に 関 して の 集 団 との 関

わ りは現 段 階 に お い て は個 人 の生 活 に何 らか の メ

リッ トを もた らす もの で は な い とい う こ と もみ る

こ とが で きた 。 そ れ 故 ， こ の2問 の 設問 につ い て

の回 答 も， コ ミュニ テ ィ形 成 とい う 目標 に 対 し て

は ， 直 接 的 に 関 連 の うす い こ とが わ か った 。

 そ こ で， コ ミsニ テ ィ形 成 との関 連 とい う点 か

ら， 団体 に 積 極 的 参 加(問23)を し て い る とい う

こ と と， そ れ が ど うい う団体 で あ るか ， とい うこ

とに よ って 範 疇 化 し よ うと考 え た 。 こ の場 合 ， 団

体 別 に 「積 極 的 参 加 を して い る」 と答xた 頻 度 を

も考 慮 に 入 れ た の で ， 男 と女 に よ って カテ ゴ リー

の 分 け 方 は 異 な った もの とな って い る。

 ま ず 団 体 の 中 で は ，1.自 治 会 ，2.町 内 会 ，3.防

犯 協 会 ，4，消 防 団 ，5.氏 子 会 ，8.商 店 会(同 業 組

合)は 地 域 的 な 集 団 と考 え られ ， これ らの 集 団 の

い ず れ か に積 極 的 に 関 わ って い る もの を 〔1.地 域

関 係 集 団 に積 極 的〕 と した 。 これ に つ い て は 男 女

共 通 で あ る。 これ に属 さな い もの に つ い て は 男 女

別 々に 次 の 様 な カ テ ゴ リー に分 け る。 す なわ ち，

女 に つ い て は6.婦 人組 織 ，10.消 費 者 団 体 ，11.

コ ミュニ テ ィ組 織 ，12.住 民 運 動 団体 ，13.給 食

ボ ラ ソテ ィア の5つ の 集 団 の いず れ か に 積 極 的 と

答 え た も の を 〔2.組 織 活 動 的 集 団 に積 極 的〕 と

し， 次 に上 記1.，2.の い ず れ に も属 さな い もの の

うち ，7.P.T.A.に 積 極 的 と答 え た もの を 〔3.

P.T.Aに 積 極 的〕 と した 。2.組 織 活動 的 集 団 に

積 極 的 ，3.P.T.A.に 積 極 的 は ， いず れ も コ ミュ

ニテ ィ形 成 と関連 の深 い 団体 活動 で あ る の で， 頻

度 は 余 り多 くな い が ， この 様 な カテ ゴ リーを作 る

こ とは重 要 な こ と と考 え られ る。 しか し， 男に つ

い ては これ らの カ テ ゴ リー に属 す る もの は殆 どな

く， こ の よ うな範 疇 化 は で き な い。 そ こ で 男に つ

い ては ，16.趣 味 の会 ，17.ス ポ ー ツ団 体 の いず

れ か に 積 極 的 と答 えた も のを 〔2.趣味 関 係 集 団 に

積 極 的 〕 とし， 次 に 上 記1.，2.の い ず れ か に も属

さ ない も の の うち，21.労 働 組 合 ，22.職 場 の同 好

会 のい ず れ か に 積 極 的 と答 え た もの を 〔3.職域 関

係 集 団 に 積 極 的 〕 と した 。 これ らは 直 接 的 に は コ

ミュ ニ テ ィ形 成 との 関 連 は うす い が ， この 様 な 団

体 活 動 に 積 極 的 とい うタ イ プが 間 接 的 に は コ ミュ

ニ テ ィ と何 らか の 関 連 づ け を して 考 え る こ とが で

き るか と推 測 した か らで あ る。

 さ らに ， 男 女 と も，上 記3グ ル ー プの い ず れ に

も属 さな い が ， 他 の い ず れ か の 集 団 に積 極 的 で あ

る もの を 〔4.そ の 他 に積 極 的〕 と し， つ ぎに ，積

極 的 参 加 は し て い な い が ， いず れ か の 集 団 に所 属

し て い る ， と答 え た も の を 〔5.参加 の み〕 とし，

最 後 に， 所 属 の 集 団 を1つ も あ げ な か った も の を

〔6.不参 加 〕 とした 。 こ の6つ の カ テ ゴ リー を一

応 団体 参 加 指 標 の カ テ ゴ リー とし て， 各 カ テ ゴ リ

ー の頻 度 と比 率 を性 別
， 市 別 に み た のが 表10-6で

あ る。

 これ に よ る と， 「1.地域 関 係 」 に つ い て は 性

別 ， 市 別 に 差 異 が み られ ない が ， 「5.参加 のみ 」

は 僅 か な が ら≡：鷹 に 多 く， 「6.不参 加 」 は 女 で は

武 蔵 野 ， 男 で は 三鷹 に 僅 か に 多 く な っ て い る。

「2.組 織 活 動 的 集 団 」 につ い て は， 女 は 武蔵 野

は 三 鷹 よ り 多 く， 男 は 「2.趣 味 関 係 集 団 」 「3.

職 域 関 係 集 団 」 の2つ と も 武 蔵 野 は 三 鷹 よ り 多

いo

 これ らのカテゴリーごとの分布を属性別にみて

いこう(付表31を 参照)。
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表10-6

団 体 活 動 へ の 参 加 の 程 度

＼ カテゴリ冖
サンプル＼

＼

女

野蔵武

鷹三

＼ ＼ ぞ テゴリー

   む   サンフル ＼＼

男

武蔵野

三 鷹

i.

 地域関係 集団
に積

 極的

(9)

39

(11)

   48

1.
係
積

関
に

域
団
的

地
集
極
①一.(

20

s)

15

2.

 組織活動 的集
団に 積極的

(6)

   25

(2)

xo

2'.

 趣味関係
 集団に積

極的

(16)

28

(10)

19

ん
的・極

T
積

焦
に

欲

(5)

23

(5)

21

3'.

 職域関係
 集団に積
 極的

てi2).一

(7)

21

13

4.

その他に
積極的

(17)

(25)

74

106

4.

その他に
積極的

(s)

11

(闢7)

   13

5.

参加のみ

(2sj
119

(31)

132

5

参加のみ

(26)

4?

(34)

64

6.

不 参 加

(35)

  151

(27)

  115

6

不 参 加

(29)

   53

(34)

   63

(1)年 齢

 女 においては，カテ ゴリーの1.，2.，3.，4.に つい

て，いずれ も中 ・高年層 に多い。「3.P. T. A， 」 に

つい ては，36歳 ～50歳 の層 に多い ことは 当然 のこ とで

あ る。男におい ては， 「1.地域関係」は56歳 以 上 の

層， 「2'.趣味関係」 は20歳 代層，3'.職 域関係は30歳

代層 といずれ も両市共通で，男の団体活動のパ ター ン

につい て年齢 による差異が 明らか である。

 「6.不参加」の カテ ゴ リーについては，男 と女の両

方 とも20歳 代に最 も多 く，r一_；年層の無関心が明 らかに

み られ る。

(2)学 歴

 「1.地域 関係」 は男女 とも学歴 の低 い層 に多い(武

蔵野/女 では中 の層)。 このことは， 女 におい ては特

に低学歴層が趣味関係の団体に参加せず，団体活動を

す る とすれぽ地域関係の活動 とな るため と考 え ら れ

る。 女 に お い て 「4.その他に積極」が高学歴 層に多

く，武蔵野/男 において 「2'.趣味関係」 が低学歴 層

に少ない ことは， これを うらづけ る。三鷹/男 におい

ては2'.，3'.の カテ ゴ リー と学歴 との関連 はみ られ な

いが，武蔵 野においては， これ らのカテ ゴリーは高学

歴 層に多 くな っている。

 女においては 「6.不参加」 も低学歴層 に多 く，女 の

低学歴層は無関心 あるいは地域団体活動 となると推察

され る。

(3) 職業 ・勤務地

 女についてみ ると， カテ ゴ リーの1.，2.，3.は武蔵野

ではパー ト勤務層に，三鷹 では主婦層に多 く， この こ

とか らもこれ らの団体活動への積極的参加者は両市 に

おいて少 し層が異なる ことが推測 され る。 「6.不参加」

が両市 とも専業 層，無職 ・学生 層に多い ことは，前 者

は忙 し く後者 は無関心 のため と理解 され る。 なお，勤

務地 別にみ る と，1.に つ いては両市 とも市 内勤務層 に

最 も多い。 このこ とはやは り地域 との接触時間 の多い

故 と考xら れ る。

 男につい てみ ると，1.に 関 しては両市 とも労働 ・自

営業層に多 く，武蔵野では勤務地別に見て も市 内勤務

層に多い。「2'.趣味関係」 に関 しては，三鷹 ではやは

り自営業層，武蔵 野では無職 ・学生 層に多 く，両市 に

多 少差 が見 られ る。 「6.不参加」 につ いては 両市 とも

無職 ・学生層 に多 い。

(4) 住居状況 ・居住年

 「1.地域関係」については，両市/男 女 とも一戸建

層，居住年の長い層に多 く，女においては2.に ついて

も同 じことが言xる 。「6.不参加」については1.と 逆

に集合住宅層，居住年の短 い層に多 く， これ らの団体

活動 も地域 への定 着性に何 らかの関連 がある とみ られ

る。

(5)家 族構成

 女 につい ては，；定位家族 と単身世帯では1.，2.，3.

の団体活動 に積極的参加 をしてい るものは殆 どな く，

「4.その他 に積極的」 にか な りの比率 を占め ている。

これは， これ らの家族層が趣味関係に参加 してい るも

のが多いか らであ る。「3.P.T.A.に 積極的」は言 う
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まで もな く学 童以下 の子のある層に著し く多 い。

 男についてはやは り 「1.地域 関係」 は定位家族 ，単

身世帯に少な く， この層は 「2'.趣味関係」，「3'.職域

活動」に多 く，特に 「趣味関係」 に関しては単身 層に

おいて最 も多い。

 これ らか ら， コ ミュニテ ィに関連のある団体活動 に

関係深いのは，やは り既 婚家族 である ことがわか る。

(6)兄 弟数

 「1.地域 関係」 は兄弟数5人 以上 の層に最 も多 い(三

鷹/男 では1人 の層に最 も多 く，次が5人 以上 の層 と

な っている)。 「6.不 参加」 は両市/男 女 を通 して兄

弟数 の少 ない層に多 く，4人 以上 の層 に少 ない こ とが

明 らか にみ られ る。 これ らのこ とか ら，団体活動 に関

しては生 育の際 の兄弟数に よ り形成 され るパ ーソナ リ

テ ィと関連 のあるこ とが見 られ る。

(7)そ の他

支持政党 につい ては傾 向的 なものは られ ない。

 以上をまとめると，「1.地域関係集団に積極的」

は中 ・高年層，低学歴層であり， 職 業，家 族 構

成，居住年等か ら居住地域への関連が深い層の人

びとであり，生育歴か ら他者 と交わ り易い人びと

と言 うことができよう。女についての 厂2.組織活

動的集団に積極的」は意識の高い人々であ り，武

蔵野に多いことも特徴的なことであろう。「3.P.

T.A.に 積極的」は学童のいる家族層 である。

「6.不参加」は男女とも他の多 くの設問での消極

的層 と同様であった。

 これらのことから，この団体参加指標は，コミ

ュニティ形成に関して注目されるべき一つの項目

であると考える。
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1

淋 しいときにどうするか

 問39は ， 都 会 の生 活 の中 で淋 しい と 思 った と

き， どの よ うに して気 晴 しをす るか を尋 ね ， そ の

行 動 と地 域 に お け る コ ミxニ テ ィへ の志 向 との関

連 を探 ろ う とい うも の で あ る。 質 問 文 と回 答 結 果

は 表11-1の 通 りで あ る。 なお ， こ の質 問 は リス ト

を 提 示 し2つ ま で を選 ぶ 複 数 回 答 で あ る。

 「2.友人 を よび だ す」 「1.外 出す る」 「6.近 所 の

家 へ 行 く」 「7.近所 で 買 物 を す る」 とい う 回 答 は

女 に 多 く， 「4.趣 味 の こ とをす る」 「5.遊戯 を しに

出か け る」 「9.飲 ん だ り食べ た りす る」 は 男 に 多

い 。 この こ とは ， 気 晴 しの 方 法 が 男 女 に よ って 異

な る こ とを 示 して お り， 淋 しい と感 じた 場 合 ， そ

れ に 対 処 す る女 の 行 動 は 近 隣 との 関 係 を 結 ぶ 傾 向

で あ る こ とを 示 して い る。

 そ こで 特 に ， カ テ ゴ リーの 中 で 厂6.近所 の 家 へ

行 く」 「7.近所 で 買物 をす る」 「8.近所 の 知 人 を 訪

ね る」 の 項 目の い ず れ か を あげ た 人(「 近 隣 志 向

者 」 と名 づ け る)に つ い て 属 性 別 の 関 連 を み る こ

とに し よ う(た だ し， 男 に お い て は この 該 当 者 が

極 め て 少 な い の で 女 に つ い て の み 検 討 して い く)。

 近 隣 志 向 者 は ， 武 蔵 野 で46人(11%)， 三鷹 で

44人(10%)と ほ ぼ 同 率 で あ る。 年 齢 は 武 蔵 野 で

は36歳 ～50歳 層 ， 三 鷹 で は26歳 ～35歳 層 ， 両 市 と

も主 婦 層 ， 給 与 住 宅(社 宅 等)層 ， 学 童 以 下 の 子

の あ る 家族 層 ， 多数 兄 弟 層 に多 い。 こ の こ とは ，

近 隣親 交 を 探 る種 々の設 問 に お い て積 極 性 の み ら

れ た属 性 と類 似 し て お り， 女 性 の場 合 ， 孤 独 感 へ

の対 処 の 行動 は 近 隣 関 係 に お け る積 極 性 と類 似 の'

意 識 構造 に お い て な され て い る よ うに み られ る。

 これ は ， 次 の こ とか らも うらづ け られ る。 す な

わ ち ，こ の問39に も とつ い て 「近 隣 志 向 者 」と 「そ

れ 以外 」 との群 に分 け ， ほ か の21項 目 との関 連 を

見 た とこ ろ ，多 くの質 問 で 「近 隣 志 向者 」 は 積 極

性 に傾 い た反 応 を し て い る。 こ の傾 向は 特 に 武 蔵

野 に お い て著 し い。 しか も 以下 の質 問 項 目につ い

ては 両 市 を通 し て こ の こ とが 明 らか で あ る。 す な

わ ち，Q16.(C.C.に よる親 交)， Q21.(近 隣 と

の対 話)，Q27.(近 隣 関 係 の わ ず らわ し さ)，Q31.

(独居 老 人 の 世 話)，Q33.(「 日頃 の交 際 」の 相 手)で

あ り， いず れ も近 隣 親 交 に関 連 した 項 目で あ る。

 なお ， 他 の カ テ ゴ リー， た と え ば 「4.趣味 の こ

とをす る」 「3.テ レビを み る」 「2.な し」 な ど も他

の幾 つ か の質 問 項 目と関 連 が 見 られ るが そ れ は 直

接 的 関 連 では な く， 他 の属 性 項 目(た とえ ば学 歴)

を 媒 介 と し て い る も の と考 え られ る。

2一 一一 一.一

家のなかで話題 にす ること

 家庭における話題はどうい うことがらを含んで

いるのであろうか。それは，家庭内の問題に留ま

っているのか否か，近隣や地域の問題あるいは一

                     表 11-1

問39あ なた は，ふ とさび しい と思 った時， どうしますか? (リス トを提示 して2つ まで選択回答)

梁 答

女

男

武
蔵
量
三

鷹
武
蔵
野
}三

鷹

1.

外 出す

る

(18)

 79

(13)

 56

(11)

19

(12)

23

2.

友人 を よ
び出す

(23)

 99

(22)

96

て13)

 24

(14)

 2?

3.

テ レビ

を み る

(i7>

71

4.

趣 味 の こ
とを す る

(33)

 140

(18)    1(s9)

 79 1 169

(16)

29

(18)

34

(39)

(45)

70

84

食

る

軌
飲
す

 
知
ね

 
の
訪

所
を

&
近
人
る

 
買
る

 
で
す

所
を

乳
近
物

家
 
の
く

所
行

6
近

へ

 
を

 
戯
に

a
遊
し

(1)

  5

(o)

  0

(4)

)冖⑱

8

14

(6)

 27

(7)』 一一

  28

(2)

3

(4)

18

(2)

 10

(1)

(3)匿 一(1)

5

1

1

(1)

2

(1)

6

(o)

0

(1)

1

(4)

(s>

16

24

(21)

38

(19)

 36

●
の

10

そ
他

(s)

36

(s)

35

(7)

 12
『⑤ “鹵

 9

D.K.

(3)
11

(4)

19

い
わ

し
思

い

淋
と
な

(s)
36

(6)

24

(4) (6)

 7 iio

(8) (3)

15 1 5



一 個人の生活構造一 一一 141

                 表11-2

問20あ なたのお宅で，近頃一番よ く話 されることは，どのよ うなことが らで しょうか?

  話 される順 に3つ あげて下 さい。(リ ス トを提示)
    コ                                           

逮
女

「

了
▼

り

一『武 一

 蔵
 野

鷹_
 武
 蔵

_墅

 鷹

 
育教

て

 

の
い

供

つ

2
子

に

 
す

 
関

 
に
と

 
居

こ

L
住

る

(26)

111

(31)

133

(27)

(2'7)

一画
答.

49

51

(39)

   167

(39)

   170
一⑯.

(33)

64

サ ンプ ル

62

3.

結 婚 な ど の
こ と

(9)

(10)

39

(10)

42

 7)

18

14

4.    15.
     病気 ・け が老人 問題
     の こ と

(，9)

  38

s)

33

(7)

一

(3)

13

6

(25)

  106

(21)

  89

(24)

  43

(17)

31

 

つ

 
に

 
価

て

ε
物

い

(32)

  13?

(31)

134

(21)

女

武
蔵
野

  38

(25)

47

7.

税金 問題 の
こと

男

鷹
武
蔵
野

(21)

(19)

89

80

(22)

39

(zo)

38

 
治
題

 
政
問

 

・
会

.体
社

10
団

・

 

題

 

問

 

の

 

後

a

老

(19)

80

(i7)

8.

就職 の問題

鷹

(14)

罰て
9)

72

26

16

(6)一

  26

7)

  30

7)

  12

s)

s>

   35

( 6)

15

11.

近 所 の人 の
こ と

(4)

18

(6)

   271    26

(11)   (5)

20

(14)

27

9

7>

14

12.

地 域 の 問 題

13.一

市 行 政 の こ

と

(3)   (5)

  14

(4)   (3)

  1?

(6)  (6)

  11

(6)  て12)

  11

21

13

14.      115.

家族のこと饗 諾欝
     こ と

(25)      (32)

   1091   140

 (26)

ii

3

(28)

114

  50

(21)

  39

(38)

163

(34)

61

(35)

66

D.K.

 s)

   35

て7).一 『

   32

 s>

   15

(13)

   25

般 的 な社 会 や 行 政 の問 題 も含 まれ て い るの で あ ろ

うか 。 こ の よ うな家 庭 の話 題 に 含 まれ る関 心 領 域

の あ りか た は コ ミュ ニ テ ィ形 成 と関 連 づ け て み て

い くこ とが で き る ので は な い か と考 え られ る。 そ

こで 質 問20が 設 定 され た 。 質 問文 と回 答結 果 は表

11-2の 通 りで あ る。

 この 質 問 で は ， リス トを示 し， 順 位 を つ け て3

つ を選 ん で も ら った。1番 目，2番 目，3番 目の

順 位 に よ って選 択 項 目の頻 度 分 布 に大 き な差 異 は

み られ な か った の で， 表11-2に お い て は ，1位 ，

2位 ，3位 にお い て選 択 され た 頻 度 の合 計 とそ の

比 率 を掲 げ た(た だ し，D.K.は ， ひ とつ も答 え

なか った 人 数 で あ る)。 約8割(三 鷹/男 で は 約7

割)の 人 が3位 の項 目まで を あ げ て い る。

 多 くの 人 が あ げ た 項 目は ，「2.子供 の 教 育 」 「15.

新 聞 ・雑 誌 上 で の 話 題 」 で あ り， 次 い で ， 「6.物

価 に つ い て 」 「14.家 族 の こ と」 厂1.住 居 に 関 す る

こ と」 「5.病気 ・け が の こ と」 「7.税 金 問 題」 な ど

で あ った 。 性 別 ・市 別 に よ って 多 少順 位 は異 な る

が ， これ らの7項 目が頻 度 の 多 い項 目で あ る こ と

は 両市/男 女 を通 して共 通 で あ る。 それ 以 外 の項

目の 中 で は， 「9.老後 の 問 題 」 が 女 に 多 く 「10.団

体 ・政 治 ・社 会 問 題 」 が 男 に多 い こ とが 顕 著 で あ

る。 これ らの回 答 分 布 に よ る と， 家 庭 で 多 く話 さ

れ て い る こ とは ， 上 記7項 目に 見 られ る よ うに ，

家 族 の 日常 生 活 に 関 連 の深 い こ とで あ る こ とは 明

らか で あ る。

 「11.近 所 の 人 の こ と」 「12.地 域 の 問 題 」 「13.市

行 政 の こ と」 は ， ほぼ5%前 後 で あ り極 め て 少

な い 。

 家 族 の 日常 生 活 以 外 の こ とが ら， す なわ ち，

10.，11.，12.，13， の 中 の 少 な く とも1つ 以上 を

あ げ た人 は ，生 活空 間 が家 族 の外 に拡 が っ て い る

人 と考 え られ ， コ ミュニ テ ィ形 成 に 向け て積 極 的
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な態 度 を と る可 能 性 が あ る ので は な い か と考 え ら

れ る。 そ こ で， 「1.社会 ・地 域 関 係 の 話 題 を もつ

人 」と 「2.そ れ 以外 」 との2つ の カテ ゴ リー に併

合 し， 属 性 との 関 連 を み て い こ う。 特 に カテ ゴ リ

ー の1に 属 す る人 に つ い て 詳 し くみ て い く(付 表

32を 参 照)。

(1)年 齢

 武蔵野においては，女では51歳 ～65歳 層，男では56

歳以上層に多 く， これは地 域や隣人関係に積極的 な層

と同 じであ る。

 三鷹 においては，女については51歳 ～65歳 層に多 い

が，20歳 ～25歳 の層で も同様の比 率である。三鷹 の男

については年 齢層に よる差異 は全 くない。

(2)学 歴

 武蔵野 においては男女 とも高学歴 に多 く，三鷹 にお

いては学歴 の中 ・高 の差異 は明らか でないが，男女 と

もや は り低学歴 には少 ない。

(3)職 業

 両市 とも男 に関 しては，無職 ・学生層にやや多 く，

女 に関 しては逆に この層に少ない。

(4) 住居状況 ・居住年

 両市/男 女 とも，一一戸建/上 の層に多 く，女におい

ては持家層に，男においては給与住宅(社 宅等)層 に多

く，借家層では少ない。

 居住年でみ る と， 両市/男 女 とも新 しい 層に 少な

く，特に武蔵野では古い層に多い。

(5)家 族状況

 全般に既婚で子のない層に多いが，三鷹/男 におい

ては定位 家族層に多い。

       表11-3

問41先 日の都議会議員選挙には，投 票に

   い らっしゃいま したか?
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実際の
投票率

  51%2

(39)  (1)

(2?)

166

49

3

(1)

1

(40，) '(o)

74 0

43%

48%

40%

 以上をまとめると， 「社会 ・地域関係の話題」

をもつ人は，ある部分は，地域や隣人関係におけ

る積極層と重なっているように見えるが，一方，

比較的知識階級層，中以上の階層に多いこともみ

られ，単純な関連に帰着させることはできない。

嚢

3

選 挙 へ の 関 心

 投票行動，特に地方自治体に関する選挙への投

票は，地方行政への関心の1つ の指標となるであ

ろう。 とりわけ今回は，都議会議員選挙が私たち

が武蔵野市で調査を実施した旬 日前(7月5日)に

おこなわれてお り，市民が自分の投票行動をよく

記憶していると考えられた。そこで問41が 設定さ

れた。

 質問文と調査結果，および実際の投票率は表11
-3に示す通 りである。

 まず実際の投票率との著しい差異に注目すべき

であろ う。

 この様な投票行動についてのアンケー トでは，

回答者の嘘つき率は14%と い うことが過去の調査

研究*で 示されているが，今回の調査においては，

それを更に上まわ っており，とくに男(特yy武 蔵

野)に おいては20%を 越えている。これは，この

質問が地域に関することであり，特に男にとって

無関心の項 目が多 く，質問に対してもいい加減に

答えたものが多いためと考えられる。

 しかし，この調査で 「はい(行 った)」 と答えた

ものは少なくとも選挙に何らかの関心はあったの

ではないかと考えられ， この設問に対 して一応

厂行った」 と答えたものについて属性との 関連を

さぐってみよう。

 なお，三鷹市での調査は，武蔵野の2ケ 月後で

あったので，記憶が薄れていることを危惧したが

無答は武蔵野に比べ多くはなか った。

(1)年 齢

*「面接調査法 の諸問題」統計数理研究所彙報第3巻1号
，1955。
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 女 については，武蔵野 では36歳 ～65歳 層が73%で 最

も多 く，三鷹 では66歳 以上層が76%で 最 も多い。両市

とも若年層 ほど少な くな る。

 男 につい ては，武蔵野では41歳 ～55歳 層が91%と 極

め て多 く，三鷹 では女 と同様最高年齢(56歳 以上)層

が94%と 極め て多い。 これ らの年齢層では 「行かなか

った」 と答え ることに抵抗があ った もの とみ られ る。

女 と同様，両市 とも若年層ほ ど少 な くな っている。

(2)学 歴

 女については，武蔵野では傾向的な ものはな く，三

鷹 では高学歴 層に多い。

 男については， 両市 とも低学歴 層に 多 くな って い

る。

(3) 職業 ・勤務地

 女 につ いては，両市 とも極 めて僅か なが らパー ト勤

務層 に多 く，勤務地 では市 内勤務層 に多い。

 男につ いては，両市 を通 しての職業 による傾 向はみ

られ ないが，両市 とも無職 ・学生層に少ない こ とは明

らか であ り，勤務地では市内勤務者に著 し く多 くな っ

てい る。

(4) 住居状況 ・居住年

 全般に一戸建層に多 く，特に中 ・下層に多い。住居

所有 につい ては持家層に多 く，借家層には少ない。居

住年は最 も新 しい層には少な く昭和50年 以前か らの層

に多い。

きるが，実際の投票層はこの回答層より4分 の1

ないし3分 の1も 少ないものであることに注意し

なければならない。

4

 以上を まとめると，厂投票に行 った」 と答xた

層は，概略的にみると全般的に地域や近隣関係に

積極性を示した層と類似しているとみることがで

  齢 をとって動けな くな った とき

1一 緒に軋 たいのは誰か

 問32で ，老齢になり介助を必要とするようにな

った場合，誰 と一緒に暮 したいかを尋ねている。

質問文 と回答結果は表11-4の 通 りである。

 回答が息子または娘の時には前者であれぽ 「娘

さんはいますか」， 後者であれば 「息子さんは い

ますか」 という付帯質問がある。これにより，息

子志向 ・娘志向が必然的のものか，あるいは他の

可能性があってもそれを選んでいるのかをみよう

とした。

 表11-4の 中では，この付帯質問の回答数と比率

が 〔 〕内に示される。「息子」「娘」それぞれの

「計」欄の数に充たない分は 付帯質問に対する回

答が 「無答」であった ことを 意味している。「無

答」は 「まだ 子がない」とい うものが 殆 どで あ

る。なお，子がまだないため 「息子」または 「娘」

とはっきり答xる ことができないが，単に 厂子」

と答えた場合には一応 「息子」 として扱 った。

 回答結果を みると，「配偶者」 と答えた ものは

男に多く， 男女とも三鷹は 武蔵野より多 く， 三

              表11-4

問32 〔老後の暮 し方についてお聞き します〕 あなたは，年 をとって体 が

   不 自由にな ったよ うな時，稚と一緒に暮 したいと思いますか?
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鷹/男 では半数に近いものが 「配偶者」 と }N て

いる。平均寿命において男女差が7歳 あるので，

「配偶者」 と答えるものが 男に多いことは 当然で

あろう。 これに 反し，「息子」または 「娘」 と答

えたものは 女に多 く， 武蔵野は 三鷹より多い。

「娘」 と答えたものは 多」には著しく少ない。 付帯

質問により，息子の場合は娘が，娘の場合は息子

がいるかとい う問いかけでは，無答を別 とすれば

「いる」 と 「いない」はほぼ同率であり，息子(ま

たは娘)と の同居希望はいずれの中でも必然的な

ものとは考えられない。

 「老人ホーム」「独 り」はいずれも5%程 度であ

り，性別，市別の差はみられない。

 「考えていない」 と 「無答」は 男ではかなり多

く，この様な問題に関して男には無関心のものが

多いことが 明らかである。なお， こうした 回答

は，男女いずれも若年層に著しく多い(男約2割 ，

女約1割)こ とは当然 と考えられる。全般に男，

女によって回答 パターンが異なるので， 男女 別

に属性との関連をみていく。

 まず女についてみよう。

 「配偶者」，「息子」，「娘」 と答えた 比率につ い

てみると，年齢，学歴，住居状況，居住年 との関

連では両市の傾向が全く一致してお り興味深い。

この傾向は，両市の様な住民層におけるある程度

安定した様相とみることができよう。

 年齢 については，35歳 より若 い層 では 「配 偶者」 が

多 く，高年 になるにつれ て これ は少 な くな り 「息子」

が増 して くる。高年 になる と，現実 問題 として “配偶

者 と一緒 に” とい うこ との実際上 の不可能 さに直面す

るか らで あろ う。20歳 ～25歳 の層 で 「息子」が 「娘」

に比べ多い のは，単 に 「子」 と答 えた もの(子 がない

ので性別 を明言 できないため)を 「息子」に含め てい

るか らで あ り， この年代が息子志 向とい う意味ではな

い こ とに注意す る必要があ る。26歳 か ら50歳 にかけ て

「娘」 が多 くな り，51歳 以上 では 「息子」 が急増 し

「娘」は僅かに少な くな る。 この ことは 日本におけ る

家族形態の変遷を よく物語 るもの と言え よう。す なわ

ち51歳 以上では現実的には娘 との同居の可能性は少な

いが，50歳 以下 の層ではその望みを多分に持 ってい る

ことが明 らかであ る。

 学歴について み ると， 低 い ものは 「子」(特 に 「息

子」)に頼 り，中 ・高では 「配偶者」 と答xた ものが多

 くな ってい る。

 住居状況では，一戸建層，持家層の ものは 「息子」

に，集合住宅層(特 に集合住宅/下 の層)， 借家層(武

蔵野 では社宅層 も)で は 「娘」 と答 えるものが多い。

 居住年 では，古い層 に 「息子」が多 く，比較的新 し

い層 に 「配偶者」や 「娘」が多 くな り，最 も新 しい層

では 「娘」が少 な くなる。 これ らの住居状況や居住年

 との関連 は年齢層 に よる影響 がある と考}xら れ る。

 支持政党別 では，両市 を通 して傾 向的 なものはみ ら

れず ，「支持政党 なし」 「無答」 の層 で 「息子」「娘」

が少 な く 「配 偶者」が多 い ことがみ られ るのみ である。

 家族構成 でみ る と，既 婚/子 無 しの層 では 「配偶者」

が著し く多 く， 学童以下 の 子 あ りの層 では 「娘」 は

 「息 子」 より多 くなってお り， 大 きい子(中 学以上)

あ りの層 では 「息子」 が著し く多 くなってい る。 この

 ことは年齢層 に よる差異 を うらづけるもの とみ られ よ

 う。

 次 い で ， 男 に つ い て み よ う。 「娘 」 と答xた 比

率 は 少 な く， これ を 属 性 別 に み る こ とは で き な

い。 そ こで 「配偶 者 」 と 「息 子」 の 回答 に つ い て

属 性別 に み る。 全 般 に両 市 に共 通 し た傾 向 が 少 な

く， 次 の こ とに つ い て の み記 す こ とが で き る。

 年齢別 にみる と，41歳 ～55歳 層 に 「配 偶老」 と答x

た ものが最 も多 く，若年 層，高齢 層では少 な く，特 に

高齢 層では 「息子」 と答 えるものが多い。

 学歴別 にみ る と， 高学歴 ほ ど 「配偶者」が多 くな

り， これ と逆 に低学歴 では 「息子」が著 し く多い。

 職業別 にみ る と，管理 ・自由業，事務職では 「配偶

者」が多 く，労働 ・自営業，無職層 では これが少ない。

 住居状況では，集合住宅/下 には 「配偶者」が少な

く，持家層，一戸建上の層には これが多い。

 以 上 の， 属 性 との 関 連 を 整理 して 示 す と図11-1

の ご と くで あ る。

 「老 齢 に な り介 助 を 必 要 とす る よ うに な っ た 場

合 ，誰 と一 緒 に 暮 した い か」 とい う質 問41へ の 回

答 の分 析 結 果 を要 約す れ ば ，お お よそ 以下 の よ う

な点 が指 摘 され る。

 まず 第1に ， 日本 の家 族 に お い ては “老 人 ホ ー

ム” や “独 り” で 生 活 して い こ う と 考xる も の

は ， や は りまだ 極 め て 僅 か で あ り， これ は ， 男
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女に共通である。7割 以上の人(女 では76%)が

「配偶者」あるいは 「息子」または 「娘」と暮 す

つもりであると答xて お り，家族に頼る傾向が明

らかである。

 男については，階層の高いと思われる層におい

ては 厂息子」より 「配偶 者」と答えるもの が 多

く，別居(老 夫妻)家 族を想定 している様子がみ

られる。

 女については，高齢の/¥)寡 婦の状態である可

能性が強 く，高齢者ほどこのことを現実問題とし

て捉え，「子」(特 に 「息子」)との同居を考えてい

る。しかし中年層や住宅の安定を得ていない層で

は，「息子」との同居の困難をみている故か，「娘」

と同居したいと答}xる ものも15%程 度いる。

 これ らのことから，今後も老人問題は地域に還

元されることが多いことが充分に見 通 され る。

「娘」との同居も多少増加していくことも予想さ

れ，このことが，妻，老母とが連繋した地域にお

ける何らかの活動の可能性を暗示していると言え

る。

5

曇 自分にとつて一番大切なもの  9
3

 問52で ，被調査者本人が一番大切と思っている

ものを1つ だけ あげて もらった。この設 問 は，

『国民性の調査』 において とりあげられてきた設

問であり，生活における価値観の一面が表われる

ものと見 られ，個人の特徴の一つの標識 と見るこ

とができよう。質問文 と回答結果は表11-5の 通 り

である。

 『国民性の調査』(1973年)で は，カテゴリーの

           表11-5

問52あ なたに とって，一番大切 と思われる ものは何ですか?

   1つ だけあげ て下 さい。 (何で もかまいません)

》聾 鐙
        (31)

女

男

武
蔵
野

鷹
武
蔵
野

(40)

132

173

(25)

   45

(23)

      43鷹

2.3.

心

(23)      (12)

         51    97

(1?)

73

(13)

   24

(14)

(11)
48

(9)

16

(12.)

4.

人間関係

s)

34

て9)

41

(11)

20

(7)
           13     2226

的

目
象●抽

項

5

(21)

   89

(16)

69

(31)

55

(25)

46

 
的

目

質●物
項

6

(注)：1，4，5，6の カ テ ゴ リーは そ れ ぞ れ 次 の よ うな 項 目を 含 む 。

(3)

15

穴5)

D.K.

(3)

   13

(2)

    201     8
一

( 7) r}… 一 ”r( 4)  一一.一..

13

てゴ7)

13

    7

(i3) 一一一一一皿 一

-
亠

4

FD

6.

24

家 族 関 係 ： 〔家族 ，子 ，家庭 ，配 偶者 ，親 ，親族 ，先祖，子の成 長・家庭 の和〕

人 間 関 係 ： 〔友人，友情，人 との和 ，信頼，協力，その他の人間関係〕

抽象的項 目 ： 〔生命，愛， 自由，幸 福，結婚，趣味，信念，宗教，精神修養，克 己，生 き方 ，

     自己開発， 自分〕

物質的項 目 ： 〔金，地位，身分，仕事，環境，住宅，宝石な ど〕

分け方が多少異なるものの次の様な結果が得 られ

ている。すなわち， 家族関係30%， 健康 ・生 命

20%， 金 ・財産8%， 抽象的(愛 情，精神，信用，

国家，社会など)30%， その他12%で ある。これ

と今回の調査結果を比ぺてみると大きな差がない

ことが わかる。 『国民性の調査』 結果(1973年)

でと同様，「抽象的項目」は男に多 く，「家族関係」

は女に多いことがみられる。

 属性との関連を以下にみていこう。

(1)年 齢

 「家族関係」は，女においては26歳 ～35歳 層，男に

おい ては30歳 代層 に多い。 「健康」 「真心」が 「家族

関係」 よ り多少高年齢層に 多い こ とは 了解可能で あ

る。反面，「人間関 係」 が若年層 に多い(武 蔵野/男 に



おいては異 なる)こ とは興 味深 い。 ひ とつ の解釈 とし

ては，職域 において始 めての経験 として他者 との関係

に気 をつけ よ うとしているものが多い故 とも考 えられ

る。

(2)学 歴

 「家族関係」「健康」「真心」に関 しては， 全体を 通

して傾 向的 なものは み られない。「人間関係」に関 し

ては，女では高い方，男では低い方 に多い ことがやや

見 られ る。

 「抽象的項 目」 は， 男女 とも学歴 の高 い方 に多 く，

この ことはr国 民性 の調査』結果(1973年)と 同 じで

ある。

(3)職 業

 厂家族関 係」 は，無職 ・学生層 には 少 な く， 女 では

主婦 に多い。「人間関係」は， 女では 専業層，無職 ・

学生層に多 く，「抽象的 項 目」に関 しては， 無職 ・学

生層 または技術 ・管理 ・自由業に多い。

(4)支 持政党

 全般に，「家族関係」お よび 厂健康」 に ついて は，

保守系におけ る方 が 革新 系 におけ るより多 く，「抽象

的項 目」 についてはその逆 であ り，革新系 における比

率 は 自民系のそれ より著し く多 い。

(5)家 族構 成

 「家族 関係」 につ いては，全般 に子 のある家族(特 に

学童以下 の子 あ り)に おい て多 く，男 では特に定位家

族，単身世帯 には 少 ない。「人間関係」に つい ては，

女 では単身世帯，次いで定位家族に多いが，男におい

ては傾 向的 なものはみ られない。「抽象的 項 目」は 女

では単身世帯，既婚者(子 な し)の 層に多 く，男では

明 らかな差異はみ られない。

(6)そ の他

 ほかの属 性 とには傾 向的 な ものは認め られ ない。

 以上をまとめると， 回答 結果は 『国民性 の調

査』結果(1973年)と 大体同様の傾向があること

が確め られた。この回答は，個人の特徴の一表現

としてみることができよう。

.

.
自
塁

臼
逼

■
8

露
置

置

回隔

6

自 分  の 性  格

亀

 地域における集団への帰属意識や地域における

諸活動への対応は，各個人のパーテナ リティとも
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密接に関連すると考えられる。そこで問48で ，20

種の性格特性を リス トで提示し，その中から自分

に当てはまると思 うものをい くつでもあげてもら

うこととした。質問文と回答結果を表11-6に ，ま

た各人が選んだ個数の分布および平均を表11-7に

示す。

 表11-7か ら，女の方が僅かながら多 く選ぶ傾向

があることが うかがえる。

 属性との関連をみていくと以下のよ うである。

女においては，両市 とも，若年層(20歳 ～25歳)，

中年層(36歳 ～50歳)， 高学歴層が多く選んでお

り，男においては，武蔵野では高年層が，三鷹で

は高学歴層が多 く選んでいることがわかる。しか

しそのほかの属性とは関連がみられない。

 個々の性格について，属性との関連が顕著であ

るものをあげてみるとつぎのようである。

 ・「2.きち ょうめん」 は，両市/男 女を通 し，高齢 層

に多 く選 ぽれている。

 ・「3.気が短 かい」 は，女 においては若年層 に多 く，

男においては属性 との関連 はみ られ ない。

 ・「6.おっち ょこち ょい」 は， 女 に多 く， 両市/男

女 を通 し若年層 に多 く選ぼれ てい る。

 ・「7.内気 ・ひ っこみ思案」は， 女 に多 く， 女 の中

では主婦層に多 く専業層に少ない。なお，女の中で兄

弟数が多 く順位 も下の方に この性格をあげた ものが多

い こ とは興味深 い。

 ・「9.人を まとめ る」を選んだ ものは 少な く， 特に

女においては少ない。両市/男 女を通 して，中高年層

(性別，市 別に より細かい年齢層は異なる)，高学歴 層

に多 く，兄弟数の多い層に多い。 なお，男においては

自民党支持層 に多い。

 ・「11.ひとりでいるのが好 き」 は，女 に多 く特 に単

身世帯層 に顕著 に多 い。

 ・「12.責任感が ある」は，両市/男 女を通 し，高齢

層 に多い。男 に おい ては 技術 ・管理 ・自由業層 に 多

く，一戸建/上 の層に顕著に多い。男女を通 し，持家

層に多い ことか ら，階層 として中 よ り上 の層に多い と

言xよ う。 さらに，兄弟数の多 い層に多い ことがみ ら

れ る。

 ・「14.物ご とをは っき り言 う」 は，女 においては低

学歴層 に著 し く少 な く，専業層 に多い。

 ・「16.頼まれ る とこ とわれ ない」は，男女 とも最 も

多 く選ぼれ た性格特性 である。女 におい ては，主婦に
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              表11-6

問48次 の中か ら，あなたに当てはまると思 うもの をあげ て下 さい。

   い くつでもあげて下 さい。(リ ス トを提示)

サ就悪

女

男

武
蔵
野

 

鷹
武
蔵
野

三
 
鷹

i.

明 るい

(42)

(48)

180

206

(31)

  56

(38)

7i

2.

きち ょ う

め ん

(2s)

(31)

(31)

  56

(33)

  61

3.

気 が 短 い

  (26)

1191  110

  (23)

135     97
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50
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気
る

翫
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り
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つ
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4
さ
し

(42)

  181

(45)

  196
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  51
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  73

(10)

  45

て7)'…}

  32

て12) 一

21

s)

12

6.

お っち ょ

こち ょい

(42)

  181

(42)

  180

(21)

3?

(14)

2?

7.

内 気 ・ひ
っ こみ

思 案 一

(22)

93

(23)

98

(17)

31

(13)

25

8.

が ん こ

(ao)

86

(23)

99

(27)

  48

(27)

  50

9.

人 を ま と
め る

7)

  31

(16)-幽…}

41

10.

最後 まで
や り通す

サご冫∴

女

武
蔵
野
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●と
る
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11
ひ

い
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(ZS)

110

(37)

  158

(38)

  162

男

(14)    x(42)

  261  76

鷹
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蔵
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(26)

112

(19)

  35

(15)

28

(1?)
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(36)
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115
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(24)

44

⑪ 齟』

48

(16)

71

116.     117.

頼 まれ る 人 と うま

と こ とわ くや っ て

れ な い い け る

(58)    x(39)

  2511  169

(56)    x(40)

  2431  173

(9)

17

(14)

  26

(51)

  92

(46)

86

(42)
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て32，)
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せ
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&
お
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(10)

  45

(6)

  2?

(5)
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(6)

12

19.  120.
規則や 新 しい人
習慣に にな じめ
従え る ない

(29)

123

(30)

128

(2s)
47

(24)

45

(io>

(10)

43

41

(11)

19

(9)

  17

選 ば れ た
                           コ                   

謙1個

 表11-7

「性 格 特 性」

女

男

の 個 数

武
蔵
野

 

 

鷹

武

蔵
野

鷹

(5)

221

(3)

121

2 個 3 個

(9) (17)
  381   72

(s> 1(ao)

  241   88

(10)  (9)

  181   16

(2) 1(14)

4 26

(17)

31

(23)

43

4 個

(17)

72

(18)

'
(16)

7s

28

(19)

  36

5 個

(13)

55

(13)

  56

(13)

24

(15)

28

6 個

(io)

  43

7 個

(9)

37

8 個

(5)

23

((s)    1(10)1(7)

  351   421   31

(9)

16

(6)

11

(7)

12

7)

   13

s)

11

(1)

1

9個 ～

(15)

66

(15)

63

(12)

てL1)

21

21

D.K.

(1)

3

1)

  3

(2)

  3

(2)

4

平 均
個 数

5.3

5.5

4.9

4.8

著 し く多 く， 男女を通 して 住居が給与住宅(社 宅等)

の層に多い よ うに見 られ る。 さらに，女においては兄

弟数が多いほ ど多 く選ぼれてお り，男においては革新

系支持層で多 く選ぽれてい る。

 ・「19.規則や習慣に従え る」は，男女 とも高学 歴層

に多 く選ぼれてい る。

 以上から，性格が性や年齢によって特徴づけら

れるもの，生育時の家族構成(兄 第数)や 教育に

影響されるもの，さらに，性格から生活の仕方や

政治的志向が関連づけられるもの等をみることが

できた。
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 ちなみに，これ らの性格特性の選択パターンに

対して数量化III類を適用してみた。性格特性の種

類の類型化，個人の類型化ができれば，その類型

と他の項目との関連を探ることができると考えた

からである。各性格特性に与えられた数値を第2

根にみ合 う値までとり，これを2次 元に描き出し

た結果が 図11-2に 示される。

 性格特性の選び方は男女によって異なるとして

識籍鰔疎 ，

灘2(
r，_一〇.22)

r，

`：3`

'
ノ
'

'

   14，簡鴨

    {、4、 ＼ 、    ＼

、1、    11 一一 一+一一一一一=一' 16-

18

15 9

   5

(藪∋

2

19

17iIT-

 
 
 
 
12

 

10

，
'

i

20
13

ロヨ  ユつエ

 (η…=0.26)

叢 窮ノ鋤

.'丶

＼ ＼
 ＼  、一一 ヤ1一 ← 一
   、一'

    g515

17

14

、
、
、

 、
 、
 、
  、
  、

7

18 、

15

5 G

xz(
η1霜α21)

.，
3

     /

    i
    '
   '
   '
 ，   ∂
   '8ノ

+τ ；一一 一一1

9

'
4、

 ノ1216

1/

  191?

霊 驚/翻

20

   11       13
0一一〇一z」L一 晝一 一一一一一ト ー  一_1一_；τ1

xa(2
YZ=0.29)

11

7

、    20
も

19＼ 望

  ロユ    

、♂82

 10

馬
'

4

ハ
8

、
彑

'

'

 
3

0

ナ        ト の 

     (毎呈=0.33)

㌦

、
、瓢

 丶
 、
  、
  、
  丶

x2(2

r2=：o.26)

丶
3
り

广
田
丶

6

18

     14

一一t一一 一一一一15-10

   12
9

_17
，'ql

l/9

16i
i 
2 i

   (ri-0.31)

z

 ，1

 /P

!
   20

1

藍曾_.._暑____， 一.ぼ1

1   、3(ri-0.33)

丶 、、

＼
、         7

  丶、

                図11-2

「自分にあてはまると思 う性格の特徴」 の選択パターン(数 量化III類 に よる分析の結果)
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も， 両 市 の差 異 は 余 りない もの と考 え られ る。 そ

こで， 両 市 で類 似 の位 置 づ け が され る も の のみ を

と りあげ る(こ れ は 一 応 安 定 した もの と 考 え られ

るか らで あ る)。

 まず ， 〔7.内気 ，11.ひ と りが好 き，13.く よ く

よ，20.新 しい 人 に な じめ な い〕とい う4つ の性 格

特 性 は ， 男 女 を通 し共 通 の位 置 づ け が み られ ， 内

向 的 な 性格 特 性 が1群 を なす こ とが 明 らか に示 さ

れ る。 これ は ， 第3章7節 で述 べ た 性 格類 型 のS

型 に あ た る もの と考 え られ る。

 次 い で ， 〔3.気が 短 い ，8.が ん こ〕， 〔1.明 るい ，

4.さ っぱ りして い る〕 も各haか らdの4図 を 通

じて 近 い 位 置Yrあ る こ とが み られ る。 〔3.気 が 短

い ，8.が ん こ〕 は ， ど ち らか とい えば ， 性 格 類 型

のE型 に あた り， 〔1.明 るい ，4.さ っぽ りして い

るはZ型Yy近 い 。

 そ の他 に 関 し ては ， 両 市 を 通 した 顕 著 な類 型 は

み られ ない 。

 このような類型または各 々の性格特性が，コ ミ

ュニティ形成に関する項 目にどのように関わって

いるかについては，後章において詳しく検討され

る。
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 これまで第5章 から第11章 をとおして，質問の

内容領域ごとに，各質問に対する回答の結果を性

別 ・市別に整理して示し，そして回答結果と回答

者の属性との関連を検討してきた。

 本章からは，いままでの分析をさらに統合化し

て深 く検討してい く。

 まず，コミュニティの形成をより有機化させ促

進させていくのに重要な関係を有していると考え

られる 「地域住民の意識や行動」に注 目する。実

際には，今回の調査での質問項 目のなかからそれ

らを選定してい く。選定された質問項目は，コミ

zニ ティ形成に向けての地域住民のかかわ りのあ

りようを把握し診断することに関連している項目

とい う意味あいからコミュニティ形成へ向う過程

の 『診断項目』と呼ばれる。

 つぎに，これら地域住民の意識や行動のあ りよ

うに影響を及ぼし，あるいは規定している諸要因

を想定する。これらの要因は，一般には住民の個

人的属性や性格特性である。やは り，今回の調査

項目のなかから，これらの要因に相応する項 目や

事項を選定して くる。これらの項目 ・事項は，コ

ミ.zニティ形成に向けての地域住民の意識や行動

のあ りようを説明する項目とい う意味でコミュニ

ティ形成へ向 う過程の 『説明項目』と呼ぼれる。

 さて，本章で試みる分析は，以上のコミュニテ

ィ形成へ向 う過程の 「診断項目」と 「説明項目」

とのあいだに存在する相互連関の構造を抽出し，

コミュニティ形成を有機化させ促進 していくため

の構図を探 ることである。

孛 1

  コミュニティ形成 に向 う過程 の

  「診断項目」 と 「説明項 目」廴

蓄

F

(1)地 域 との 関 わ り (第5章 で 扱 った 領 域)

 第5章5節 で述 べ た とお り，地 域 に対 す る帰 属

意識 一一体 感 ，地 域 へ の 関心 ・問 題 意識 は ， いず

れ も コ ミュ ニテ ィ形 成 と直 接 的 に 関 係 が深 い。

 しか し この領 域 で と りあ げ た7項 目の質 問 の う

ち，1.市 の 理 想 像(問49)，3.「 コ ミzニ テ ィ」

とい う言 葉 か らの連 想(問50)は ， いず れ も “概

念 的 な も の” で あ り， 住 民 の コ ミュ ニテ ィに対 す

る “直 接 的 意識 や 行動 ” で は な く， む しろ個 人 そ

の もの を 特徴 づ け る項 目 と考 え られ る。 そ こで ，

これ ら2つ は 「説 明項 目」 と して と り扱 う。

 4.生 活 必 需 品 の 購 入 地 域(問38)は ， 消 費生 活

に お け る地 域 との 交 流 の 様 相 を とお して地 域 に対

す る帰 属 意 識 を み る もの で あ った 。 しか し，地 域

の 消 費 都 市 的 特 性 が 極 め て 強 く影 響 して お り， コ

ミュ ニ テ ィ形 成 に 関 して は 直 接 的 な 関 連 が うす い

と考 え られ る。 そ の た め ， この 項 目は 「診 断 項 目」

「説 明項 目」 の い ず れ と して も用 い な い こ とに す

る。

 5.市 に対 して の愛 着 の 有 無 とそ の理 由(問2)

で ，愛 着 の 有 無 に つ い て は ，大 多数 の 回 答 者 が

「愛 着 あ り」 と答 え て い るの で ，本 章 で の分 析 に

用 い る こ とは で きな い。 しか し 厂理 由」 に つ い て

は ， 少 な くと も 能 動 的 な理 由(2，4，5，6，7)で あ

るか 否 か で愛 着 度 の強 さを み る こ とが で きる と考

え ， これ を 「説 明 項 目」 と して 用 い る こ とに す

る。

 7.家 の 周 辺 で 困 って い る問 題(問5)に つ い て

は ， この設 問 が 問4と の 関 連 質問 で あ り， これ を

問 わ れ た人 が 半数 に み た な い こ と， ま た 回 答 の 各

カテ ゴ リーが ，地 域 の 問 題 を知 る上 で は 役 に立 つ

が ， コ ミュ ニテ ィづ く りの 意識 や 行動 とは直 接 的

に 関 連 が うす い こ とな どか ら， 厂診 断 項 目」 と し

て は 用 い な い 。 た だ し， 「困 っ て い る こ と が ら」

と して あ げ た 問題 の数 は ，地 域 に対 す る 関心 の表

現 とみ る こ とが で き， これ を 「説 明項 目」 と して

用 い る。

 した が って ，地 域 との 関 わ りに 関 す る質 問 領 域

で は ，2.市 を 「住 み よい所 」 にす る た め に なす べ

き こ と(問7)，6， 家 の 周辺 で 困 って い る問 題 や不

満 の有 無(問4)の2問 を 「診 断 項 目」 とし て用

い る こ とに な る。

(2)地 域活動への参加(第6章 で扱 った領域)

 この領域における質問項 目は，第5章 の静的な

意味での地域 との関わ りの質問項 目と異なり，住

民が地域の種 々の場面に際し， どのような行動を

とるかとい う項 目であり， コミュニティ形成 と密

接な関係をもつ住民の行動様相であり，いずれも

「診断項 目」 として とりあげる。ただし，6 .老人
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ホーム建設反対運動への参加(問18)は ，第6章 で

触れた通 りの理由で除外する。

(3)市 行 政 との 関 わ り(第7章 で 扱 った 領 域)

 コ ミュ ニ テ ィ形 成 は ， 住 民 主 体 で あ り な が ら

も， 市 の行 政 と深 い 関 わ りを も って 推 進 され る も

の で あ る。 した が って ， ど の様 な関 わ りを も って

い るか とい うこ とは コ ミュ ニ テ ィづ く りの 推 進 に

か か わ る1つ の 大 事 な 要 素 で あ る。

 1.市 が 力 を 入 れ て お こな って い る施 策 な どの 認

識(問8)は ， 市 政 に 対 す る知 識 を 問 うて い る もの

で あ り， コ ミュ ニテ ィ形 成 に 直接 的 に 関 係 す る 行

動 で は な い。 し た が って この項 目は 厂説 明項 目」

とし て と り扱 う。 こ の場 合 ， リス トに提 示 した 種

，々 の 施 策 の うち最 も多 く知 られ て い る も の， す な

わ ち ，武 蔵 野 で は福 祉対 策 ，三 鷹 で は下 水 道 対 策

を知 って い るか 否 か に よ っ て市 政 に対 す る知 識 の

尺 度 と した 。

 2.希 望 す る市 施 設(問13)の 質 問 に お い て， コ

.ミュ ニ テ ィ ・セ ン タ ーが 多 く挙 げ られ てい る な ら

、ば ， これ を 「診 断 項 目」 と して 用 い よ うと考 え て

い た 。 しか し， コ ミュ ニ テ ィ ・セ ソ タ ーを 挙 げ た

、もの は 僅 か で あ り， 他 の 施 設 は 個 人 的 生 活 の 希 求

、に よ る もの で あ る とみ られ た の で ， こ の 項 目 は

「診 断 項 目」 と して は と りあ げ な い こ と と した
。

しか し 「説 明項 目」 と して は と りあ げ る。

 3.市 施 設 の利 用 経 験(問14)で は ， コ ミュ ニテ ィ

・セ ソタ ー を利 用 した か 否 か を 「診 断 項 目」 に 入

れ る こ と とした 。 さ らに 利 用 した 施 設 の種 類 の数

(数に 制 限 な く挙 げ させ て い る)を 厂説 明 項 目」 と

し て扱 うこ と と した 。

 4.コ ミュ ニ テ ィ ・セ ン タ ー 施 設 の認 識(問15)

は ， セ ン タ ー設 置 地 区 と未 設 置 地 区 に よ って 回 答

は 大 い に 異 な るの で ， 「診 断 項 目」 厂説 明 項 目」

の い ず れ か ら も除外 した 。

、5.コ ミュ ニテ ィ ・セ ンタ ーの 役 割 へ の評 価(問

16)は ， セ ンタ ー の 設 置 が な され て い る地 区か 否

か に よ って 回 答 に影 響 は あ る が ， そ の こ とを含 め

て コ ミュニ テ ィ形 成 に深 い関 係 が あ る と考xら れ

るた め 「診 断 項 目」 と し て と り扱 う。

 6.市 政 参 画 へ の意 向(問11・ 問12)は ， 前 回 調

査 に も用 い た 質 問 項 目で あ り， 厂診 断 項 目」 の な

か で も電 要 な も の の1つ で あ る。

(4)近 隣 との 交 わ り (第8章 で 扱 った 領 域)

 近 隣 と親 交 関 係 を 結 ぶ とい うこ と も コ ミュ ニ テ

ィ形 成 に 不 可 決 の要 素 で あ る。 そ こで これ らに 関

す る質 問 項 目 も 「診 断 項 目」 に と り入 れ る。 た だ

し，4，留 守 な どの 際 の 届 け 物(問35)に つ い て ， お

よび ，5.隣 家 へ の 対 処一 騒 音 や 悪 臭 の 場 合(問36)

は ， 近 隣 との 親 交 関 係 の 尺 度 とな らな い項 目で あ

る こ とが 明 らか とな った の で ， 本章 で の分 析 で は

と りあ げ な い。

 6.近 隣 か らの援 助 経 験(問37)は ，過 去 の体 験 で

あ り， これ が 近 隣親 交 へ の態 度 に ど う影 響す る か

を み る もの で あ り， 「説 明項 目」 とし て 用 い る。

(5)厂 福 祉 」 に 関 す る意 向(第 二9章で扱 った領 域

 コ ミュ ニテ ィ形 成 は コ ミュ ニテ ィ ・ケ ア の問 題

と関 連 し て い る の で， 福 祉 に関 し て の積 極 性 は コ

ミュニ テ ィ形 成 へ の積 極 性 の指 標 と考 え られ る
。

そ こで こ の領 域 の5項 目は す べ て 「診 断 項 目」 と

して 扱 う。

(6)既 成団体への所属と参加(第10章 で扱った領

  域)

 既成の団体に対する関わ りのタイプは，コミュ
ニティとい う新たな地域集団に対 しての態度 と関

連づけてみることができよう。そこで第10章6節

に説明した団体参加指標を 厂説明項 目」 としてと

りあげることにする。

 第10章6節 に述べた通 り，団体における大事な

役(問24)， および，生き甲斐(問26)は 該当者が少

なく，満足感(楽 しい)(問25)は コミュニティ形

成との関連が うすい。このため，これら3問 に関

しての回答は，本章の分析ではとりあげない。

(7)個 人の生活構造(第11章 で扱 った領域)

 個人の生活構造は，個人の属性 と同様に，「説明

項 目」として用いる。ただし，3.都議会議員選挙へ

の投票(問41)は 虚偽の回答が多いこと，また，4.

高齢で要介助のさい生活を共にしたい人(問32)は

コミュニティ形成 との関連が少ないことからとり

あげないことにする。
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(8)個 人 の 属 性

 年 齢 ， 学 歴 ， 職 業 ， 勤 務 地 ， 住 居 状 況 ， 住 居 所

有 ， 居 住 年 ， 支 持 政 党 ， 家 族 構 成 ， 兄 弟 数 ， 兄 弟

順 位 ， コ ミ ュニ テ ィ地 区 な ど の 「属 性 」 は す べ て

「説 明 項 目」 と して 扱 う。

 以上 を ま とめ ， 本章 で の 分 析 の た め に選 定 され

た 「診 断 項 目」 お よび 「説 明項 目」 を一 覧 表 に し

て示 す と，表12-1お よび 表12-2の ご と く で あ

る。

          2       1 
「診断項目」に対する 「説明項目」 1

乳の関連      1

 さて，コミュニティ形成に向けての地域住民の

意識や行動の状況を把握 ・診断する 厂診断項 目」

として表12-1に 示 した21項 目を選定 した場合，

これら 「診断項 目」に対 して回答者の属性を含む

ところの 「説明項 目」がどの様な関連を有 してい
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             表12-2
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るか，すなわち， 「説明項 目」それぞれのいずれ

のカテゴリーが 「診断項 目」に対して深い関係を

もっているか，を検討していこう。

 このために次のような数値を算出する。すなわ

ち， 「診断項 目」(た とえば，A)へ の積極的かか

わ りを示 す 比 率 をp(A)と し， 「説 明 項 目」(た

とえ ば ，年 齢)の1つ の カテ ゴ リー(た とえ ば，

若年 層)に 属 す る 層 がA項 目に対 して積 極 性 を示

す 比 率 をp年 ，若(A)と した と きの ，p年 ，若(A)

とp(A)と の差 を 正 規 化 した 値 ，す な わ ち
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       P年 ，若(A)_p(A)z (A)=陣5

1炉

(ここでn年 ，若は年齢が若年 層の人数)

を 算 出 す るの で あ る(こ のZ値 は ， 比 率 の差 の検

定 に 用 い る値 で あ る)。

 そ れ ぞ れ の 「説 明項 目」 の カ テ ゴ リー ご とに，

21個 の 「診断 項 目」 に対 す る値 を算 出 し， そ の分

布 状 況 を 付 図1～ 付 図19に 示 した 。 図 では ，Z

値 に対 応 し て 厂診 断 項 目」 が 記 号(A～W)で 位 置

づ け られ て い る。 図 の読 み と りか た は 以 下 の よ う

で あ る。 す なわ ち，Z値 が ±1の 範 囲 に あ る とす

れ ば ， そ の 厂説 明項 目」 カテ ゴ リーは あ ま り効 い

て い な い こ とを 意 味 し，+の 方 向 に大 きな数 値 で

位 置 す る記 号(A～W)の 多 い ほ ど， 当該 「説 明項

目」 の そ の カ テ ゴ リー に属 す る人 び とは コ ミュ ニ

テ ィ とのか か わ りに 積 極 的 で あ り， 逆 に 一 の方 向

に位 置 す る記 号(A～W)が 多 い 程 ， そ の カ テ ゴ リ

ー に属 す る 人 び とは 消 極 的 で あ る こ とを 意 味 す

る。 た だ し図 に お い て は ，±2.8を 越 え る値 の 場 合

は ， す べ て+あ るい は 一2.8の 位 置 に示 して あ る。

 以 下 に ， 「説 明 項 目」 ご とに 厂診 断 項 目」 との

関 連 を 詳 し くみ て い こ う。

(1)属 性説明項目一年齢

 女については，両市とも36歳～50歳 層が最 も積

極的であ り，積極性を示す項 目もJ，F， D， R，

B，L， H， Mと 両市共通に効いている項 目が多

い。そしてこの年齢層をピー・クに若年層，高年層

へ と次第に消極性に向かい，特に20歳～25歳 層に

おいては殆 どの項 目に関してZ値 は大きな負の値

(すなわち，積極性を示す比率が著しく少ない)を

とる項 目が多 く，この年齢層が コミz ティとの

かかわ りに消極的であることが明らかである。

 男については，41歳 以上の層に積 極 性 が多 い

が，女の場合ほどには顕著でない。両市共通に積

極性を示す項目は，41歳 ～55歳 層ではE，B，A，

Dと 地域活動関係の項目であ り，56歳 以上の層で

は，N， D， K，0と 近隣親交などに関する項目で

ある。30歳 代層，20歳 代層と若い層ほど次第に負

の値を示す項目が多くなることが顕著である。

(2)属 性説明項目一学歴

 年齢の様には両市共通の顕著な差異はみられな

いo

 女については，中程度のものはすべての項 目が

平均近 くにあるが，低 ・高学歴については項目に

よる差異が大きい。低学歴では，G， Nな ど，近

隣との共助の項目で積極性を示し，高学歴では逆

にN，V， Qな どの面において消極性が強 く， B

(地域の問題意識)で積極性が示される。

 男においては，低学歴層に積極性比率の高い項

目が多い。特にN，M， K，0，C， すなわち近隣親

交，行事参加の項 目で両市共通に積極性の強いこ

とが示される。高学歴層は，武蔵野では消極的，

三鷹では積極的傾向があ り，両市の様相が異なっ

ている。

(3)属 性説明項目一職業

 女については，主婦層において積極性を示す項

目が多く，中でもN，D，M，0，R，E，Hは 両市

共通であ り，地域親交を中心に地域での協力活動

などに積極的であることがわかる。 パ ー ト勤 務

層，無職 ・学生層と次第に積極性を示す項 目は少

なくなる。専業層はZ値 が負(積 極性が少ない)

である項 目がかなり多 く，これらの項 目をみ る

と，両市共通に地域親交関係であ り，専業層の消

極性が理解できる。

 男については，職業による差異が少な く，武蔵

野において労働 ・自営業層が僅かに積極的項目が

多い。

(4)属 性説明項目一勤務地

 女についてぽ，市内勤務の層， 勤 務 な し(無

職，学生，主婦)層 に積極性を示す項 目が多く，

他の勤務地のものには負の値(積 極性の比率が少

ない)の 項 目が多い。勤務なし層で大きなZ値 を

示す項 目はN，0，Rと 近隣親交的項 目であり，市

内勤務層で大きなZ値 項 目はC，D， J，Fと 地域

への積極的参加項目が多 く，この2つ の層の差異

が明らかである。

 男については勤務地別に余 り差がないが，武蔵

野においては市内勤務層に積極性を示す項 目がや

やみられる。 しかし，これは職業別の自営業層に



お け る もの とほ ぼ 同 じ こ とを 示 して い る とみ られ

よ う。

(5)属 性説明項 目一住居状況

 性別による相異より，むしろ市別による相異が

みられる。すなわち，武蔵野では男女とも一戸建

/中 ・下の層が積極性を示す項 目が最も多 く，一

戸建/上 はむしろ積極性の少ない(Z値 が負)項

目が多い。

 両市/男 女を通して，集合住宅/下 の層は積極

性の少ない項目が多いことがわかる。いずれにし

てもZ値 が±1を 超える項 目は，性別 ・市別で異

なっていて安定した傾向はみられない。

(6)属 性説明項 目一住居所有

 住居所有による差異は，三鷹/女 を除き，持家

層に積極性が多 く，借家層において逆の傾向があ

ることは明らかである。

 差異の明らかな項目をみると，武蔵野/女 にお

いてはJ，F，Bが 持家では多 く借家では少ないこ

と， 男においてはD，Bが 持家に多い 項目であ

り，特にDは 借家に著しく少ないことも両市共通

である。第6章 でふれた通 り，家の周 りの共同作

業などは持家層が対象であることが多いので，こ

れは当然のこととみられよう。これ ら以外の項 目

については両市を通しての共通性はない。

(7)属 性説明項目一居住年

 女については，昭和36年 ～50年 の層に積極性を

示す項 目が最も多 く，これをピークに，より古い

層，より新しい層へと積極性を示す項 目は少な く

なる。新しい層で負の大きな値をとる項 目の中で

はJ，G，V，E，U，Dが 両市に共通であ り，地域

に新しい人びとは福祉や地域における運動などに

興味を示 さないことがみられる。

 昭和35年 以前の層に昭和36年 ～50年 の層よ りや

や積極性が少ないことは，女にのみみられること

である。古い層には高齢者が多 くなるが，女の場

合は地域に土着の人びとが住民の比較的新しい運

動に対して積極性を示さないことは，コミュニテ

ィ形成を考えるうえ.で考慮すべき問題であろ う。

両市に共通して大きな負の値をとる項 目がAとQ
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であ る こ と も興 味 深 い 。

 男 に つ い て は ， 両 市 共 通 に 古 い 層 か ら新 しい 層

へ と積 極 性 を 示 す 項 目は 正 か ら負 へ と移 り， 新 し

い 層 が コ ミュ ニ テ ィに 関 心 の うす い こ とが 明 らか

に み られ る。 古 い 層 で 積 極 性 を 示 す項 目の うち ，

両 市 共 通 の もの はN，B，D，Kで あ り， この 層 の

人 び と(高 齢 者 が 多 い)が 近 隣 と よ く交 わ って い

くこ とを 希 望 して い る様 子 が み られ る 。新 しい 層

で 負 の 値 の 大 きい 両 市 共 通 の項 目はN，K， C，V

P，0で あ り， 古 い 層 とは逆 に， 近 隣 と交 わ る 意

志 が あ ま りな い こ とが 見 られ る。

(8)属 性説明項目一支持政党

 女については，革新支持層に積極性を示す項 目

が最も多 く，特に武蔵野においては顕著である。

その他の政党，公明党，自民党の支持層の間では

Z値 の分布は殆ど差異がない。しかし武蔵野では

自民党支持層は僅かながら負に傾いてお り， 「支

持政党なし」と 「無答」の層は，両市とも負の方

向にZ値 の大きい(積極性の少ない)項 目が多い。

Z値 の端にきている項 目の うち，両市共通のもの

に着目し，層の特性をみていくとつぎのようであ

る。 自民党支持層では両市共通に，近隣親交 とコ

ミュニティの評価(N，0，K)に ，公明党では近

隣親交 と町づくり活動(N，F)に ，それぞれ積極

的である。 これに対し， 革新系支持層ではH，

L，G，F， Jと い う項 目について積極性比率が多

く，住民運動，市政参加，町づ くり活動，C.C.

利用と，意識の強い運動的な項目に積極性の強い

ことが顕著であ り，支持政党による差異が明らか

に浮彫 りにされる。

 男については支持政党による差異は少ないが，

三鷹では 「自民党支持」 「支持政党なし」「無答」

の層がやや積極性を示す項 目が多 く， 武蔵 野 で

は多い順に自民系，革新系，その他の政党，支持

政党なしの順である。両市ともに自民系支持層の

方が革新系支持層より僅かながら積極性を示して

いる。自民党 支持層 においては 両市共通項 目は

K，Jで あ り，コミュニティ ・セソターを支持し

ている様子がみられる。

(9)属 性説明項 目一家族構成
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 両市/男 女とも，定位家族層，単身家族層にお

いて消極性項 目が最 も多い。女においては，学童

以下の子のある層において積極性項 目が 最 も多

く，なかでも特に著しいC，N， Jを 始め， Q，M，

P，E，F等 ，いずれも両市に共通した積極性を示

す項 目であ り，この家族層は，近隣 と親しく，行

事に参加，C.C.を 利用，町づくり運動もしよう

とい うように，多 くの分野で積極的であることが

顕著 である。定位 家族層ではN，0，M， D， C

と，近隣親交項 目および行事や作業などの地域的

参加に極めて消極的であることが明らかである。

単身層は，C.C.を 利用せず，行事参加も消極的

であることがわかる。

 男においては，単身層ではE，F， D，Cと 地域

活動的参加において消極的であ り，学童以下の子

のある層ではE，Jの みが，中学以上のみの子の

ある層ではK，Dの みが両市共通に積極性を示す

項 目であ り，家族層の特徴は女の場合ほどには明

らかでない。

(10)属性説明項目一兄弟数 ・兄弟順位

 両市/男 女を通して，2人 の層においては積極

性を示す項 目が少なく，全般にZ値 による分布の

範囲が狭い(項 目による積極度の差異が 少ない)

ことが目立つ。

 3～4人 層から5人 以上層へと積極性を示す項

目が増 し，特に5人 以上層では顕著である。5人

以上層で著しく積極性を示す項 目のうち，D(清

掃への呼びかけ)は ，両市/男 女に共通であ り，

この他，女においては，近隣との交際が深 く，ボ

ラソティア活動(給 食サービス)に も積極性を示

す こと(0，R)が 両市に共通に現われてお り，

兄弟数が多い方がコミュニティ活動に積極性をも

つ ことが示される。なお，兄弟順位では明らかな

差異はみ られず，4番 目以下の層が，両市/男 女

を通してやや積極的項 目が多いことがみ られるの

みである。

(11)属 性 説 明 項 目一 コ ミニ ュテ ィ地 区

 コ ミュ ニ テ ィ地 区 別 で は ， 各 カ テ ゴ リーで の 回

答 者 数 が 少 な く， 安 定 した 傾 向 と して把 握 す る こ

とは で きな い 。 特 に 男 に つ い て は ，地 区 別 に み る

こ とは で き な い。

 女 につ い て は， 今 回 の 回答 者 の結 果 か らは ， 表

12-3に 示 した よ うな特 徴 が み られ る。

表12-3 コ ミュニテ ィ地区別の特徴(女)

去
武

蔵

野

鷹

積極性を示す
項目の多い地区

②.北 祥寺北

6.中 央北

⑦.西 久保

9.境

11.境 南

②.牟 礼

⑤.井 口 ・深大寺

消極性を示す
項目の多い地区

①.吉 祥寺東

3.吉 祥寺西

4.吉 祥寺南

1.井 の頭

4.野 崎

(注)： 番 号 を○ で 囲 ん だ地 区 は ， コ ミュ ニテ

   ィ ・セ ンタ ー が 設 置 され て い る 。

 積 極 性 を示 す項 目の多 い地 区 は ，武 蔵 野 に お い

て はC.C.設 置 と関連 な く，三 鷹 に お い て は2地

区 と もC.C.設 置 地 区 で あ る。 この こ とは必 ず し

も設 置 と関 連 の な い こ とを示 す が ， いず れ に して

も地 区別 に は 回 答者 が少 な く， この結 果 を地 区全

般 の様 相 とは み なせ ず ， 地 区 の特 性 と関 連 づ け て

強 調す る こ とは で き な い。

(12)質 問説 明項 目一 問49.市 の理 想 像

 第5章1節 で ふれ た よ うに ，市 の理 想 像 とし て

種hの こ とが らが あ げ られ て いた 。 これ らの 「市

の理 想 像 」 と コ ミュ ニテ ィ形 成 に 向け て の 「診 断

項 目」 との関 連 をみ る。

 21種 の理 想 像 の それ ぞれ に つ い て， そ れ を 選 択

した 層 ご とにZ値 の分 布 を み て い った 。 こ の と

き， 選 択 した も のが 著 し く少 な い(ほ ぼ10%以 下)

項 目は 省略 した の で ， 結 果 的 に と りあ げ た 項 目

(理想 像)は1，2，3，5，6，7，8，11，13，15，17，19，20の

13項 目で あ る。

 これ ら13項 目の うち ，+1以 上 のZ値 が 大 きい

項 目(理 想 像)を 性 別 ，市 別 に列 挙す る と 表12-4

の 通 りで あ る。

 多 く現 わ れ て い る理 想 像 は ，1.古 き武 蔵 野 の 素

朴 さ，6.つ き合 い の 気 や す さ，8.弱 い 者 へ の い た

わ り，13.ふ れ 合 い の ぬ く も り， で あ り，6，8，13

の 親 交 ・福 祉 的 理 想 像 を選 ん だ 層 は 「診 断項 目」



表12-4 Z値 の大きい 「市の理想像」

   武蔵野
女

   三剰i

男
武蔵酬

1， 2， 3，         8，13，

   3，   6，  8，  20，

1，     5，6，7，  13，

三 劇11，2，5，6，8，13，

のい ず れ の 項 目に お い て も積 極 性 を 示 して い る こ

とは 興 味 深 い 。

 これ ら13理 想 像 の そ れ ぞ れ の 選 択 者 層 に つ い て

Z値 の 大 きな 項 目を み る と， 性 ， 市 を 通 して共 通

の もの は 少 な い 。

 「1.古 き武 蔵 野 」 を 選 ん だ人 々の うち で は ，武

蔵 野 に お い て は 男 女 を 通 してJ(C.C.の 利 翔)に

つ い て積 極 性 の 多 い こ とが示 され て い る。 厂6.つ

きあ い の 気 や す さ」 を選 ん だ人 々の うち で は ，三

鷹 に お い て は 男 女共 通 にP(近 隣 関 係)，C(行 事

参 加)に つ い て積 極 性 を示 す。 「8.弱 い者 へ の い

た わ り」 を選 ん だ人 々の うち で は ，V， C，N， E，

Dが 女 に共 通 で あ り， こ の うちV，C，Nは 三 鷹 の

男 に も共 通 して積 極 性 の 多 い項 目で あ り， こ の像

を 好 ま し い とし た人hは ，近 隣 親 交 や福 祉 に積 極

性 を示 し て お り， 意 見 の整 合 性 が み られ る。 「13.

ふれ あ い の ぬ くも り」 を選 ん だ人 々の 中 では ， 武

蔵 野 に お い て は 男 女 を 通 してP，C，Fに つ い て

積 極 性 が 多 く， こ の うちFは 三 鷹 の 男 に も共 通 で

あ る。 この こ とか ら， この理 想像 を 選 ん だ 人 々

は ，単 に近 隣 親 交 に留 ま らず ， 協 力 し て “町 づ く

り活 動 ” も し よ う とい う意 欲 が あ り， そ の意 味 に

お い て “ふ れ あ い” を 選 ん で い る こ とが うか が わ

れ る。

 以 上 ， こ こで は 両 市/男 女 を 通 して 共 通 性 の あ

る も のを と りあ げ た が ， 親 交 ・福 祉 に 関 した 市 の

理 想 像 が ， コ ミュ ニ テ ィ形 成 に 向け て の 「診 断 項

目」 と関 連 が 深 い こ とは 興 味 深 い 。

(13)質 問 説 明 項 目一 問50.厂 ：コ ミュ ニテ ィ」

  とい う言 葉 か らの 連 想

 「コ ミュ ニ テ ィ」 とい う言 葉 か ら連 想 され る11

項 目の そ れ ぞ れ の 選 択 者 層 に つ い て ，Z値 が 正 の

方 に 大 き く傾 い て い る(積 極 性 を示 す 項 目の多 い)
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連 想 項 目を み る と以 下 の4項 目 で あ っ た(こ れ

は ， 両 市/男 女 を 通 して 共 通 で あ る)。 す なわ ち，

1.運 動 会 や 各 種 の ス ポ ー ツ活動 ，4.趣 味 の教 室 や

同 好 会 ，5.知 識 や 見 聞 を 広 め る講 演 会 や講 習会 ，

11.地 域 の 親 睦 会 ， で あ る。

 「1.ス ポ ー ツ活動 」 を選 ん だ人 々に つ い て は ，

積 極 性 の 多 い項 目の うち で 両市 共 通 の もの に は顕

著 な もの は 少 な い が ， 女 に お い て はK，P， J， 男

に お い て はCが あ げ られ る。 す なわ ち ，女 に お い

て は主 にC.C.の 利 用 とそ の 役割 評 価 で あ り， 男

に お い て は 行事 参 加 とい う こ とで あ る。 女 にお い

て は ， ス ポ ー ツ活 動 → コ ミュ ニテ ィ ・セ ンタ ー一〉

コ ミュ ニテ ィ とい う よ うな把 握 が な され て い る よ

うで あ り， 男 では ， ス ポ ー ツ活 動 一→行 事 → コ ミュ

ニテ ィ とい う よ うに 概 念 把 握 が な され て い る こ と

が み られ よ う。

 「4.趣 味 や 同好 会 」 を選 んだ 人hの うち では ，

女 に お い て はJ，K， す なわ ちC.C.の 利 用 とそ の

評 価 が ， 男 にお い てはJ，E， す なわ ちC.C.利 用

と地 域 の問 題 へ の対 処 とが ， そ れ ぞ れ 共 通 し て積

極 性 の多 い項 目で あ る。 これ も， 前 述 の ス ポ ー ツ

活 動 と同様 ， 趣 味 一〉コ ミzニ テ ィ ・セ ンタ ー→ コ

ミ ュニ テ ィ とい う把 握 が な され て い る とい うこ と

が 言 え よ う。

 「5.講演 会 」 を 選 ん だ 人 々に つ い ては ， 「1.ス

ポ ー ツ活 動 」 や 「4.趣味 」 とは 様 相 を 異 に す る。

積 極 性 の多 い共 通 項 目は ， 女 に お い てはD，C，H

で あ り， 地 域 で の行 事 や 活 動 ・運 動 と の強 い 関 連

が み られ る。 男 に お い て は0，Jが 両 市 共 通 に 積

極 性 を 示 す 項 目で あ り， これ は 近 隣 親交 とC.C.

利 用 で あ って ， 女 の よ うに 活 動 ・運 動 との 関 連 は

み られ な い 。

 厂11.地 域 の親 睦 会 」 を 選 ん だ 人hに つ い て み

る と， 女 に お い て は ，J，F，C，Kに 関 して 共 通

して 積 極 性 が 著 し く多 い 。 す な わ ち ，C.C.の 利

用 と評 価 ， 行 事 参 加 ， 町 づ く り活 動 で あ り， コ ミ

ュ ニテ ィを この よ うに 把 握 して い る人 々は ， 行 事

に も参 加 し町 づ く り活 動 に も意 欲 を もつ こ とが わ

か る。 男 に お い て は ， 女 の よ うに 明 らか な もの は

み られ ず ， 積 極 性 の 多 い 両 市 に共 通 の項 目 もQと

Wで ， 近 隣 親 交 ， 福 祉 的 項 目の うち の2つ の み で

あ る。
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 以 上 を ま とめ る と， 女 の 場 合 ， 「1.スポ ー ツ活

動 」 厂4.趣味 」 を 選 ん だ 人 々は ， ほ ぼ 類 似 タ イ プ

で あ り， これ らの 人 々はC.C.を よ く利 用 して い

る。 「5.講演 会 」 を 選 ん だ 人hは ， 地 域 で の 活

動 や 運 動 に 積 極 性 を 示 す 人hで あ る。 「11.地 域

の親 睦 会 」 を 選 ん だ 人 々は ， コ ミ2ニ テ ィ形 成 に

最 も緊 密 な 関 係 を もつ 人hで あ り， 今 後 多 くの 市

民 が コ ミュ ニテ ィに 対 して この 様 な把 握 を す る よ

うに 指 導 す る こ とが コ ミュ ニテ ィ形 成 に 向 け て の

第 一 歩 の よ うに考xら れ る。 な お ， この こ とは ，

女 の 場 合 で あ って ， 男 の場 合 に は ，全 般 に地 域 コ

ミュ ニテ ィ とか な：り遠 い距 離 に あ る こ とが察 せ ら

れ る。

(14)質 問 説 明 項 目一 問2-1.「 市 へ の 愛 着 」

  の 理 由

 居 住 し てい る市 に 愛 着 を 感 じ る人 は 大 多 数 で あ

るが ， この うち ， 愛 着 の理 由が 少 な くと も惰 性 的

な もの で は な く，何 らか の 点 に お け'る評 価 に 基 づ

い た もの ，す な わ ち ，2.自 然 環 境 ，4，イ メ ー ジ，

5.文 化 水 準 ，6.市 の 施 策 ，7.公 的 施設 の整 備 の う

ち の い ず れ か を あ げ た もの に つ い てZ値 の分 布 を

み て い く。

 両 市/男 女 を通 して ，正 の値(積 極 性 の比 率 が

高 い)が 多 い こ とは 明 らか で あ る。Z値 が+1.0

以上 の項 目をみ る と， 女 に お い てはL(市 政 参 加)

と0(近 所 とのつ き あ い)が 両 市 に 共 通 の項 目で

あ り， こ の2項 目は 性 質 の異 な る も の で あ る こ と

か ら， こ の様 な理 由で の愛 着 層 の うち に は ， コ ミ

ュニ テ ィに 対 し て種 々 の意 向 を もつ 人 が 混 在 して

い る と考 え られ る。 男 に お い て は ，Z値+1.0以

上 の 両 市 共 通 の 項 目はK(C.C.の 役 割 の評 価)と

R(ボ ラ ンテ ィア 活 動)で あ り， 親 交 ・福 祉 性 に

や や 関 連 が あ る と考 え られ る。

(15)質問説明項目一問5， 家の周辺で困っている

  問題(問 題数)

 この質問は，問4で 「困っていることがある」

と答えた人にそれは何かを尋ね，答xた 問題の種

類数を地域への関心の指標としたものである。す

なわち，多数あげたものは地域への関心があり，

コミュニティにも積極性を示すのではないかと考

tた
。 そ こで あ げ た問 題数 が2つ 以上 ，1つ ， 無

答 ま た は非 該 当 の3つ の層 に分 け ，Z値 の分 布 を

み る こ と とした 。

 女 に お い ては ，2つ 以 上 を あげ た 層 では 正 へ の

傾 きが み られ ，特 にA，C，E，F，G，JL，0に つ

い ては 両 市 共 通 にZ値 が 大 き い。 地 域 へ の参 加 や

市 政 との関 わ り(C.C.の 利 用 ， 市 政 へ の 参 加)

にお い て， 特 に積 極 性 が 強 い こ とが 顕 著 が あ る。

なお こ の層 では ， 両 市 共 通 にK(C.C.の 評 価)の

項 目に つ い てZ値 が 一1以 下 で あ り，C.C.利 用

では 積 極 的 で あ りなが らC.C.と 親 交 との関 連 は

薄 い と考 え て い る こ とが み られ ， コ ミュ ニ テ ィ形

成 を 考 え るに あ た って は こ うした 人 々へ の 慎 重 な

考 慮 が 必 要 と され よ う。

 男 に つ い て は ， 問 題 を2つ 以 上 あ げ た 層 と1つ

の み を あ げ た 層 との 間 に差 異 が あ ま り み ら れ な

い 。

(16)質問説明項 目一問8.市 のカを入れている施策

 武蔵野については福祉対策を，三鷹においては

下水道対策をあげている層について，Z値 の分布

をみる。

 女においては，J，G，Rが 両市共通に積極性を

示す比率が多 く，施策に関心をもっている人hは

C.C.を 利用し，地域の運動や活動に多少積極性

をもっていることがわかる。

 男においては，両市に共通してZ値 が+1以 上

の項 目はP，J，Kで あ り，この層の人々が近隣を

受容し，C，C.を 利用 ・評価していることがみら

れる(な お，市の重要施策が両市において異なっ

てお り， これを 知っているとい う共通点 とは 別

に，福祉対策(武蔵野)に 印象づけられている人 々

と下水道対策(三 鷹)に 印象づけられている人h

とでは，差異があることも考えられる)。

 武蔵野においては，男女を通して近隣親交 ・協

力活動項 目に積極性がみられ，三鷹/女 において

は家周辺の問題やその対処に積極性がみられる。

これは前者を福祉対策，後者を下水道対策と対応

づけてみると理解しうる様相である。

(17)質問説明項目一問13.希 望する市施設

 近くに欲 しい施設 として，地域親交に関連ある



施 設(市 民 会 館 ， 福 祉 会 館 ， 集 会 所 ，C.C .)の う

ち， 少 な く とも1つ を 答 え た 人 々に つ い て ， 「診

断 項 目」 と の関 連 を み る こ と とした 。 この 層 の

人hは ， 女/武 蔵 野(65人)， 女/三 鷹(56人)， 男/

武 蔵 野(32人)， 男/三 鷹(34人)で あ り， 人数 は

あ ま り多 くな い が地 域 親 交 に 関連 の あ る 施設 を選

ん だ 人 々 と して1つ の 層 とし た。 こ の 層Y` い て

は ，Z値 は や は り正 の値 が多 く， 両 市/男 女 を通

し てK，Gが ， さ らに 女 に お い てはC， 男Y` い

てはA，Vが 共 通 にZ値 十1以 上 を 示 して い る。

この こ とか ら， この 層 の 人hがC .C.を 評 価 し，

地 域 を 住 み よ くす る こ とに 積 極 性 を 示 して い る こ

とがわ か る。

 これ 以外 の施 設 とし て， ス ポ ー ツ関 係 や 図書 館

を と りあげ て層 を作 っ てみ た が ，Z値 の分 布 に は

み るべ き も のが なか った 。

 児 童 館 ，遊 び 場 ， 保 健 所 ， 児 童 遊 園 な ど， 児 童

関 係 の 施 設 を選 ん だ人 々の 層 で は ，Z値 が+1以

上 の項 目が多 いが ， これ は家 族 構 成 で学 童 以下 の

子 の あ る 層 とほ ぼ 同 じで あ る の で，Z値 の意 味 づ

け は 割 愛 す る。

(18)質問説明項目一問14.市 施設の利用経験

 利用した市施設の種類数による区分ごとにZ値

の分布をみる。利用経験の多い層においてはZ値

の大きい項 目が多い。

 それ らをみると，両市/男 女を通してJ(C.

C.利 用)で最も高い値を示してお り，施設を多種

類利用するものは，そのうちの1つ としてC.C.

利用の多いことが明らかであ る。 こ のほ か，C

(行事参加)も三鷹/男 以外はすべて積極性の比率

の多いことが目立つ。 さらに女においてはF ，M，

男においてはM，U，Lに ついてZ値 が高いが，項

目の種類が散 らぼってお り，特定の傾向は把めな

いo

(19)質 問 説 明 項 目一 問37.近 隣 か らの 援 助 経 験

 「あ り」 と答 え た人 々に つ い てZ値 の 分 布 を み

る と，正 の大 きな 値 が 著 し く多 い。 女 に お い て は

M，N，0，C， J，B，F，Kが 両 市 共 通 に 積 極 性 の

比 率 の高 い項 目で あ り， 近 隣 親 交 ， 地 域 と の関 わ

り，C.C.の 利 用 と評 価 に お い て積 極 性 を 示 し て
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い る こ とが 明 らか であ る。 男 に お い ては ， 女 に お

い て ほ ど顕 著 では ない が ，M，0， F， E， C， J，

U，Vに つ い て 両 市 共 通 にZ値 は や や 大 きい が ，

項 目が 多 種 に わ た って い て 特 定 の 傾 向 は把 え.られ

な い 。 しか し， 福 祉 関 係 の2項 目(U，V)が あ る

こ とは 意 味 の あ る関 連 とみ る こ とが で き よ う。

(20)質問説明項 目一所属団体への積極的参加

 第10章 でふれた団体参加指標のカテゴ リー別に

Z値 の分布をみた。

 まず女についてみていこう。地域関係団体と組

織活動関係団体に積極的参加の層では，Z値 の高

い値を示す項 目が多い。地域関係団体に積極的参

加の層では，両市共通にZ値 の高い項 目はN，

C，F，G，E，Mで あり，この層の人hは 地域活動

や近隣親交に積極性が強いことが示される。組織

活動関係団体に積極的参加の層では(三 鷹におい

ては人数が少な く安定した結果ではないが)， 両

市共通にZ値 の高い項 目はJ，F， L， G， Cで あ

り，やは り住民運動的活動や市政参加，C.C.の

利用とい うような意識の高い革新的活動に積極性

をもつことが示される。以上の2つ の層において

は既成団体への参加状況 とコミュニティ形成に向

けての 「診断項 目」に対する反応との間に明らか

な整合性がみられる。

 上記2つ のいずれの団体にも積極 的 に参 加 せ

ず，P.T.A.に は積極的参加をしているという

人 々の層においては，上記2層 よりやや弱いなが

らもZ値 はかなり正に傾いている。両市共通にZ

値の高い項 目はJ，D，Fで あ り，地域活動への参

加およびC.C.利 用に関して積極性の強いことが

みられ，P.T.A.に 積極的な人hは これらの集

団活動にも積極的であることが把握できる。

 上記3つ の団体以外のいずれかの団体に積極的

な人 々の層については，Z値 が+2以 上となる項

目はなく，+1～+2の 間において両市に共通の

項 目はみられない。

 積極的参加は1つ もな く単に既成団体に所属し

ているとい う人々の層ではZ値 は全般に僅かなが

ら負に傾いており， 「診断項 目」に対して積極性

を示す反応は顕著でない。

 既成団体に1つ も所属 していない人 々の 層 で
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は，Z値 は大きく負に傾いている。しかし，この

層の人hは ，20歳 代層，低学歴層に多 い こ とか

ら，コミュニティ形成に向けての 「診断項 目」に

対する消極性は， “属性”によるものか，あるい

は既成団体所属なしとい う “タイプ”によるもの

かは，この段階では明らかでない。

 つぎに男についてみよう。地域関係団体に積極

的参加の人々は，人数は少ないものの，コミュニ

ティ形成と深い関係があるので1つ の層としてみ

ることとした。この層においては，Z値 は明らか

に正に傾き，この傾向は武蔵野において特に顕著

にみられる。両市共通にはD，M， N， Jの 項目で

Z値 が高 く，やは り地域活動，地域親交に積極性

を示すことがみられる。

 地域関係以外の団体に積極的参加の人々は，第

10章 で触れた ように， その団体により， 趣味関

係，職域関係，その他の3層 に分けると，人数 も

少なく安定性 もないので，一括して1つ の層 とし

てみることとした。この層の人々は，三鷹におい

ては殆 どの項 目についてZ値 が高く (地域関係団

体に積極的参加の 層より， さらに 正に傾いて い

る)， 特に地域に対する 意識および活動の項 目に

おいて強い積極性を示 している。 しかし武蔵野に

おいては，この層に何の特徴もみられない。

 積極的参加はな く，団体に単に所属をしている

のみとい う人々の層では，Z値 は僅かながら負に

傾き，団体に所属なしの層では，Z値 の負への値

きがやや強 くなっている。

 以上をまとめると，女については， 「団体参加

状況」と コミュニティ形成に 向けての 厂診断 項

目」への反応 とが関連の深いことがわか り，男に

関しては，この関連が両市共通に顕著なものは少

ない， とい うことである。

(21)質 問 説 明 項 目一 問39.淋 しい と きの 行 動

 淋 し い とき， 近 所 の関 係(カ テ ゴ リー6，7，8)の

なか で 淋 し さを ま ぎ らわ そ う とす る 「近 隣 志 向者

層」 (女 のみ)に つ い てZ値 の分 布 を み る。

 両 市 とも+1以 上 の値 を とる項 目が 多 い 。 こ の

うち ，両 市 共 通 の項 目を み る と，N， C，P，0，M，

Qで あ り，近 隣 関係 のす べ て の項 目お よび行 事 参

加 に お い て積 極 性 の強 い こ とが示 され ， 回 答 に整

合性のあることがわかる。逆に言えば，この設問

が，近所関係のカテゴリーをこのようにまとめた

場合，コミュニティ形成に向けての 「診断項 目」と

くに近隣関係項 目と強い関連をもつことがみられ

る。 しか し，近隣関係における積極層 と属性が類

似していることから，この設問 との関連はむしろ

属性との関連に還元されるものと考えられよう。

(22)質 問 説 明 項 目一 問20.家 の なか で の話 題

 社 会 ・地 域 関 係 の 話 題 を もつ人 々(カ テ ゴ リー

10，11，12，13の うち， 少 な くと も1つ あ げ た 人 々)

の 層 に つ い てZ値 の 分 布 を み る。

 女 に お い て は 正 の値 を と る項 目は 多 く(三 鷹 に

お い ては 顕 著 では ない)， この 層 の 人 々が 「診 断

項 目」 に 関 し てや や 積 極 性 を 示 して い る こ とが わ

か る。 しか し，Z値 が+1以 上 の値 を と る両 市共

通 の項 目はJとUの み であ るが ，C.C.利 用 と関

連 の あ る こ とは み られ よ う。

 男 につ い ては ， 逆 に三 鷹 にお い て+1以 上 の値

を とる項 目が 多 い。 両 市 に共 通 し て+1以 上 の値

を とる項 目は0，Sの み で あ り， 傾 向的 な も のは

み られ な い。

(23)質問説明項目一問23.大 切なもの

 個人の価値観の一一表現であると考えられる大切

なものについて6つ のカテゴリー(1.家 族関係，

2.健 康，3.真心，4.人 間関係，5.抽 象的項 目，6.

物質的項 目)に 分け，それぞれの層におけるZ値

の分布をみた。

 物質的項目を選んだ層のみ両市/男 女共通にや

や負に傾いている様相がみられたが，他の層にお

いては正負いずれにも顕i著な傾 きを示さない。物

質的項目を選んだ層は負に傾いてはいるものの，

この層の人数は，両市/男 女とも少な く(10人 ～ ，

20人)， しかもZ値 一2.1以 下の値をとる項目は

なかった(ち なみに，この 「説明項 目」について

のZ値 の分布状況の図示は省略した)。

(24)質問説明項目一問48.性 格

 20種 の性格特性を示し，い くつでも選択させて

いるので，各性格特性を選択した層についてZ値

の分布をみた。



 選択の様相は，男女によって異なると考xら れ

るが，市による差異は考えられない。そこで男女

のそれぞれに分けて，Z値 の分布が両市共通の傾

向を示し，かつ正または負に傾いているか，ある

いはほかの著しい特徴がみられた性格特性につい

てのみ詳しくみていく。

① 女 に っ い て

  「5.勇気 が あ る」 を選 ん だ 層 は ，Z値 が 高 い正

の 値 を示 す 項 目が 多 い。 この うち， 両 市 共 通 の項

目はL，F，0，G，H，U，Rで あ り， 地 域 活 動 や市

政 参 加 な ど， 意 識 が 高 く革 新 的 な項 目に お い て強

い積 極 性 を示 し てお り， さ らにR，Uな ど福 祉 的

項 目に お い て も積 極 性 が み られ る。

  「6.お っ ち ょこ ち ょい 」 を 選 ん だ 層 は ， 両 市 と

も正 の値 へ の傾 きが み られ る もの の ，+1以 上 の

値 に お い て 両 市 の 共 通 項 目は み られ ず 安 定 した 関

連 は 把 握 で きな い 。

  「9.人を ま とめ る こ とが うま い」 を 選 ん だ 層

は ， 両 市 と も+1以 上 の項 目が か な り多 い。 この

うち ， 両 市 に共 通 の項 目はF，C， U，Vで あ り，

福 祉 的項 目 と町 づ く りや 行事 な どの地 域活 動 参加

に 積 極 性 の強 い こ とが み られ る。

 「10.よ い と思 った こ とを最 後 ま で や り通 す 」

を選 ん だ 層 は正 の値 へ の傾 きが み られ ，+1以 上

で両 市 に共 通 の項 目はF，B，Eで あ る。 こ れ ら

は地 域 の問 題 や 地 域 活 動 に 関 した 項 目で ， こ の様

な方 向 と の関 連 のあ る こ とが み られ よ う。

 「12.責 任 感 が あ る」 を 選 ん だ 層 は ， 著 し く大

きいZ値 は み られ な い もの の ，正 へ の傾 きが あ り，

+1以 上 で 両 市 に 共 通 の 項 目はJ，G，F，0，U

で あ り，C.C.利 用 と地 域 活 動 お よび近 隣 との親

近性 に お い て や や積 極 的 で あ る こ とが み られ る。

 「16.頼 まれ る とこ とわ れ ない 」 を 選 ん だ 層 で

は， 正 の値 を 示 す 項 目は 多 い が ， 値 の 大 きな もの

は あ ま りな い 。+1以 上 で 両 市 に 共 通 の 項 目 は

G，K， Vで あ り， ボ ラ ンテ ィア 活動 や 住 民運 動 に

積 極 性 を示 す こ とは ， こ の性 格 特 性 の 関連 とし て

十 分 考 え られ る こ とで あ ろ う。

 厂17.人 と うま くや っ て いけ る」 を 選 ん だ 層 に

お い て は正 へ の傾 きが あ り， 値 は あ ま り大 き くな

い も の の+1以 上 で 両 市 に共 通 の項 目はJ，U，
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0，M， Fと 比 較 的 多 く， C.C.利 用 ，近 隣 関係

に お い て 積 極 性 を示 して い る こ とが み られ る。

 「19.規 則 や 習慣 にす な お に 従 え る」 を選 ん だ

層 に つ い て は ，正 へ の傾 き は み られ る も の の ，三

鷹 に お い て は+1を 僅 か に越 え る に過 ぎ な い項 目

が 多 い。 し か し ，+1以 上 で両 市 に共 通 の項 目は

D，F， J，K，M， Uと か な り多 く， C.C.の 利 用

と評 価 ，地 域活 動 な どに積 極 性 がみ られ ， 近 隣 と

の親 交 に も多 少 は 関 連 が あ る と考 え られ る。

 こ の他 ， 「7.内気 」 「11.ひ と りでい るの が 好

き」 「13.く よ くよす る」 な ど内 向的 性 格 特 性 を

選 ん だ 層 では ， 項 目に よ るZ値 の散 らば りが 非常

に 大 きい こ とが 目立 ち ， と くに 「11.ひ と りで い

る のが 好 き」 を選 ん だ 層 で はZ値 が 負 に傾 い て い

る。 つ ま り， コ ミュ ニテ ィ形 成 に 関連 した ほ とん

どの 「診 断項 目」 に つ い て 消極 的 で あ る こ とが顕

著 で あ る。

 Z値 の分 布 状 況 の 図示 は ， コ ミュ ニテ ィ形 成 に

関連 の深 い と考 え られ る9，10，12，16，17の 性 格 特

性 を選 ん だ 層 につ い て のみ 掲 げ た 。

 ② 男に っい て

 「2.き ち ょ うめ ん」 を 選 んだ 層 は ， 正 のZ値 が

多 いが ，+1以 上 で両 市 に 共 通 の項 目はJ(C.

C.利 用)の み で あ り， み るべ き もの は あ ま りな

い 。

 「9.人を ま とめ る こ とが うまい 」 を選 ん だ 層 で

は ， 正 方 向 へ の 傾 きが か な り顕 著 で あ り，+1以

上 で 両 市 に共 通 の項 目はD，F，Gと 地 域 活動 関 係

の項 目に お い て 明 らか に積 極 性 が示 され る。 “人

を ま とめ る こ とが うま い” こ とは ， コ ミュ ニ テ ィ

形 成 と関 連 の深 い性 格 特 性 で あ る こ とが わ か る。

 「10.最 後 ま でや り通 す 」 を 選 ん だ 層 で は ， 正

方 向へ の傾 きは 明 らか で あ るが ，+1以 上 で 両 市

に 共 通 の 項 目はD，J，Uで あ り， C.C.の 利 用 と

近 隣 へ の 親 交 が や や 見 られ る とい う程 度 で あ る。

 「12.責 任 感 が あ る」 を選 ん だ 層 で は ，Z値 は

正 で あ って も いず れ も比 較 的 小 さ く， 両 市 に共 通

した 項 目もみ られ な い。

 厂14.は っ き り言 い す ぎ る」 「16.頼 まれ る と こ

とわ れ ない 」 を そ れ ぞ れ 選 ん だ 層 で は ，Z値 は 正

の値 が 多 い が ，+1以 上 の 値 を と る両 市 に共 通 の
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項 目は それ ぞれ1つ(前 者 で はU， 後 者 ではP)

で あ り，安 定 し た 関連 は み られ な い。

 「17.人 と うま くや っ て いけ る」 を 選 ん だ 層 に

つ い て は ，武 蔵 野 の み で正 の値 が 多 く， 安 定 した

もの は み られ な い。

 そ の 他 ，5，13，15，18，20は 選 択 した 人 数 が少 な

く，安 定 し た傾 向 は み られ な い。

 以上 を ま とめ る と，性 格特 性 に お い て， 女 につ

い て は コ ミュ ニテ ィ形 成 に 向 け て の 「診 断 項 目」

との 関 連 が か な りみ られ た が ， 男 につ い て は傾 向

的 な 関連 が み られ な い。 こ の こ とは ， 男 の居 住 地

域 へ の態 度 の 消極 性 を示 す もの と考 え られ る。 な

お ， この 性 格特 性 との 関 連 に つ い て は ，後 章 で再

び ま とめ て ふ れ られ る。

 本 章 で は， 質 問項 目を， コ ミュ ニテ ィ形 成 に対

して 直接 的 に 影 響 が あ る と考xら れ る地 域 住 民 の

意識や行動を測る項目(す なわち，コミュニティ

形成へ向う過程の 「診断項 目」)と，地域住民の意

識や行動の基盤 となっていると考えられる各人の

属性や潜在的特性を測る項 目 (すなわち，コミュ

ニティ形成へ 向 う過程の 「説明項 目」)とに分け

て，それぞれの 「説明項 目」のどのカテゴリーが

「診断項 目」に対 してどのように効いているのか

をみてきた。 その結果を 要約的に 整理すれば 表

12-5に 示 した ごとくである。

 大まかに見れぽ，まず女と男では，単純な反応頻

度分布 も異なるものが多 く，さらに hの 「説明

項 目」別のZ値 分布の様相 も異な り，性別によっ

て意識構造が異なっていることが容易に察せ られ

る。武蔵野と三鷹の間の差異は，ある面については

みられるものの，概括的にみれぽ両市はかな り類

似した様相を示 しているとみ ることができよう。

                      表12-5

各 「説 明項 目」のなかでZ値 が全 「診断 項 目」 を通 して高い値を示 す(コ ミュニテ ィに積極 性を示す)カ テゴ リー一覧

＼

 説明項目

年

一
学

サンプル

  '＼

   齢

職

勤   務

住  居  状  況

歴

・
業

一
地

住  居  所  有

一

 

一

 
 

 

居

冖[
支

=
家

些

持
喉

年 (昭和)

 政  党

族  構

兄 弟

成

一
数

兄  弟  順  位

コ ミ ュ ニ テ ィ 地 区

市 の 理 想 像

「コ ミュニ テ ィ」 とい

う言 葉 か らの連 想

地域 で困 った問題(数)

市 施 設 の利用経験

既成団体への所属と参
加

女

武 蔵 馴 三 鷹

男

武 蔵 剛 三 鷹

36～50歳 36～50歳 56歳 ～

 低

56歳 ～

   至一瑠

無L，無各 一輛)1

一戸建イ虹 ド]'

低

主 婦

市 内

労働 ・自営

市 内 市 内

一戸建/上
1一 戸倒 中刷

一戸建/上

自 家 社宅など 自 家

36～50年 36～50年 35年 以前 35年 以前

革新系

学童以下あり

 5人以上

4番 目以降

 革新系

学童以下あり

自民党

学童以下あり 学童以下あり

5人 以上      5人以上

4番 目以降

西久保，境南 井 口，深 大寺

5人 以上

4番 目以降

弱 い者へ のいたわ り，
ふれ あい のぬ くあ り

  地域 の親睦会

1霾 聯 觴 デトき合いのぎやすさ1
地域の親睦会

2以 上 2以 上

4以 上 4以 上

一 i贓 の灘 会

2以上      2以上

4以上      4以上

縫 活動団体嚇 的騰 嬲 郷 萱脚 嬲糶 埜嚠 欝 係跏 こ積



13
一  轟

ニ
 
ユ

、
ミ

「
1ミ ユ畠 ア イ形 成

断 一 多変 里 解 析1

.「7承 ρ`輛 雪π
ノ菖・曜胤孤、一 冊 ，5瞬冊 一.%tR^MINS.、觚 輛 画一一

監

             J

  陰i翻        ■醒
 ■■ii血蜩

            』

.箆繊`JN：L御 ぐて賊1犀 「. 岱薫 πP噌評一

基 盤 の 把 握 と

よ る試 み 一一・

翫-両柳碗ア『一 胴 」購 酔澱三蘇蹣漉漏〒備 翫   匹、.

         診

1. 「診断項 目」相互の連関 一 クロス集計にもとつ く分析 一

ウ
飼

0
0

4.

(1)

(2)

項目別にみた場合

市別にみた場合

「診断項 目」 相互の連関i，MDA・ORに よる分析一 一

「診断」項 目の分類 一 数 量化III類 に よる分析一一一

(1) 「診断項 目」のゲルー ピンゲ

(2) ゲルー ピンヴ された 「診断項 目群」の特徴

(3) 前回調査(1976年 ，武 蔵野/女)と の比較

(4) 男のサンプルからの分析 結果

(5)各 類型 におけ る 「個人」 の分類(女 の サンプルにつ いて)…178

各類型の潜在的構造 一 一数量化II類 による分析一一一

(1) 武蔵野/女 について

(2) 三鷹/女 について

碑

68

68

69

η

η

初

お

㎎

1

1

 

 

1

1

1

1
」

1

ー
ム

ー
晶

181

981

091



166

 前章では， コミュニティ形成 基 盤 の 「診断項

目」(21項 目)と 「説明項 目」(25項 目)を 設定し，

これら項 目のあいだの相互連関を分析した。

 「説明項目」の効き方は 「診断項 目」によって異

なるものもみ られ，そして，これ らの差異は 「診断

項 目」の枠組による違いとは限らなかった。「診断

項 目」は，枠組の差異のほかにも，意識が進歩的で

あるか保守的であるか，地域への関わ りの接点や

深度など， hの 次元の意識 と行動の構造を測る

項 目が混在しており， これ らの多様な差異と住民

層とは複雑にか らみ合 っていることがみ られた。

 本章では，以上の分析結果をふまxて ，先ず，

住民の反応が類似である項 目(す なわち，Aな る

項目Y'関 して積極性を示せぽBな る項 目について

も積極性を示す，とい うような項 目)を 集め項 目

の類型化をおこない，コミュニティ形成に関して

の住民の意識構造の次元を明らかにしていくこと

を試みる。しかる後に，明らかにされた次元のそ

れぞれにおいて積極性/消 極性を示す要因を 「説

明項 目」の中から探っていく。

 本章における分析は，主として女の回答者につ

いて細か く分析していく。男の場合は，サソプル

数が少な く，そのために抽出される次元の安定性

が低いので明確な結論を導 くことが難しい。した
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       「診断項目」相互の連関(武 蔵野/女)
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     表13-2

「診断項 目」相互 の連関(三 鷹/女)
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がって，男の回答者についての分析結果は参考と

するに留める。

1

  「診断項 目」相互の連関
一クロス集計 にもとつ く分析一
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 まず ， 「診 断 項 目」21項 目相 互 の連 関 を ク ロス

集 計 か らみ て い く。 この 場 合 ，数 値 が安 定 の あ る

もの と して み られ る よ うに ， 各項 目別 の項 で ふれ

た よ うに カテ ゴ リーを併 合 し，2～4段 階 と した 。

 各項 目の カテ ゴ リー は積 極 性 ← 〉消極 性 の順 序
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を一応考えることはできるが確定的なものではな

いので，名義尺度とみなすこととした。

そこで，項 目相互の連関の度合をx2の 値に着 目

して探ってい くことを考えた。Xz検定をによる独

立性の棄却水準を次の様に設定し，これにより項

目相互の連関の度合をみていくことにしよう。す

なわち，

  項 目間 のx2値

     x2jxo2(0.01)

x。2(0.01)>X2≧x(0.10)

xo2(0.10)>X2≧x  (0.50)

Xo(0.50)>Xs

項 目間 の連関度

か な り高 い(1)

やや高い  (2)

低い   (3)

殆 どない (4)

これらの区分は，単に相対的な連関の度合をみ
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るためのものであって，検定の意味ではない。4

つの区分に対応する棄却水準の値は，単に，すべ

ての項 目間の組み合わせの数が，ほぼ均等に4区

分に分け られることを狙って定めたものである。

 以上の手続きにしたがって， 「診断項目」21項

目の相互の連関の度合を市別に整理したものが表

13-1と 表13-2に 示される。

 (1) 項 目別 に み た 場 合
1連 関 の 度 合 が 高

い(す なわ ち，1の)項 目個数 が

多 く，平 均 連 関 度 も高 い(す な わ ち ，数 値 が 少 さい)

.項目は ，武 蔵 野 に お い て はF，J， L， M，0

で あ り， 三 鷹 に お い て はD，F， L， M ，0で あ

り，F， L， M，0は ， 両 市 共 通 に， 他 項 目と の

連 関 の多 い項 目で あ る こ と がわ か る。

 一 方 ， 連 関 の殆 ど な い項 目(す なわ ち，4)の

個 数 が 多 く， 平 均 連 関 度 の数 値 が 多 い(す な わ ち ，

連 関 度 が 低 い)項 目は ， 武 蔵 野 に おい てはQ，S，

Wで あ り， 三鷹 に お い て はK，P， Q， R， S，

Wが 顕 著 で あ る。 これ ら の項 目は ， 他 項 目 との 連

関 が 少 な く， こ の項 目に 積 極 性 を 示 して も他 の 項

目に 関 して の 積 極 性 とは 独 立 で あ り， 異 な った 要

因 が 作 用 して い る こ とが 見 られ る。

 (2) 市別 に み た 場 合

 まず ，連 関 度 に つ い て 両 市 を比 較 す る。 同 じ項

目の組 合 せ を作 った際 ，両 市 の連 関 度 が全 く一 致 ，

1段 階 違 い ，2段 階 違 い ，3段 階 違 い の4種 に 分

け て， それ ぞれ に該 当す る項 目数 を診 断 項 目別 に

整 理 してみ る と， 表13-3の ご と くで あ る。

 表13-3に よる と， 連 関 度 が全 く一 致 して い る も

のは ， 全 体 で約 半 数 ，1段 階 違 いを 合 わ せ る と8

割 を 越}る 。 項 目間 の連 関 の様 相 を 通 し てみ た 場

合 ， 武 蔵 野 ・三 鷹 の両 市 が か な り類 似 して い る こ

とが わ か る。 この こ とは ， 回 答 の 安 定 性 を 示 す も

の と も考 え られ る。

 しか し両 市 の 一 致 度 を 項 目別 に み る と， 細 か い

点 で 両 市 の 差 異 が 見 られ る。 す な わ ち ，項 目M，R

で は 「3段 階 違 い」の項 目が3つ あ り(Mに 関 して

はL，R， S，そ し てRに 関 して はC， M， W)， 項

目H，K， P， V， Wで は 「全 く一 致 」 の数 は6

～7で あ り， 「1段 階 違 い 」 を 合 せ た 数 も15以 下

       表13-3
「連関度」について両市の差違別分布

          (項目ごとにみた場合)

項 目

(記号)
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で あ り， 他 の項 目に比 べ て差 異 がみ られ る。

 つ ぎ に， 連 関 度 の高 い(す なわ ち，1ま たは2

の)個 数 を， 項 目別 に， 両 市 につ い て比 較 し てみ

る(図13-1を 参 照)。

 相 関 係 数 を 計 算 す る と0.71で あ り， 両 市 間 の類

似 性 が か な り高 い こ とが これ か ら もわ か る。い ま，

回帰 直 線 に1σ の幅 づ けを した 場 合 ， こ の1σ の
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範 囲 の外 に あ る項 目は ， 両 市 の間 で何 らか の意 味

で差 異 の あ る項 目と考 え られ よ う。K ， J，R，Vは

コ ミュニ テ ィ ・セ ソ タ ー関 係 と福 祉 関 係 の 項 目で

あ り， これ らの 項 目に 関 して 武 蔵 野 は 三 鷹 よ り連

関 の あ る項 目が 多 い 。 この こ とは 次 の よ うに 理 解

で き よ う。 す な わ ち， 第7章 お よび 第9章 で ふ れ

た よ うに ， 武 蔵 野 に お い て は ， これ らの 問 題 に つ

い て 住 民 が か な り関 心 を も って お り， 浮 動 的 回 答

が 少 な く， そ の 故 に 他 の項 目 と整 合 性 を も って い

る， と考 え られ る。W(独 居 老 人 の 世 話)， さ ら

にA(住 み よい所 にす る ため に)，'E(地 域 で 困

っ て い る問 題 へ の集 団 的 対 処 につ い ては ， 武 蔵 野

は 三 鷹 よ り他 項 目 と の連 関 が 少 ない 。

 さて，表13-1お よび 表13-2の 連関度表に対し

て以上の如くの考察を加えたが，これを総合して

項 目の位置づけをみるためには多次元解析によら

ねばならない。そこで次節において，この連関度

表にMDA-ORを 適用して解析を試みよう。

          2

「診 断 項 目」 相互 の連 関

一一MDA-ORに よる分析 …

 連関度は類似性←〉非類似性を示す尺度とみな

すことができる。そこで項 目間の非類似性(非 類

似度が高いほど高い値)を 基にMD A-O Rの 方

法を適用する。

 いま，2項 目(ゴ，の 間の距離(一 般にS次 元)

を 砺 ，とし，

    お

 4乞ブ=Σ(Xis 一一 Xjs)2
    8=1

     (Xisは ゴ項 目のag S次 元におけ る座標)

とす る。 この場 合 ， ゴ，ブ の組 み 合 わ せ に よ り非

類 似 性 の 各段 階 が 決 って い るの で こ の 段 階 別 に

砺 の分 布 を と っ た場 合 ，改1)〉 ♂(2)〉 改3)〉 ♂(4)

(こ こでd(ん)は 非 類 似 性 の段 階 が 々で あ るす べ て

の組 合 わ せ に対 す る 砺 の平 均 値 を表 わ す)の 条

件 の下 に 相 関 比 が 最：も大 き くな る よ うに 貌， σ=

1・2， …LIは 項 目総 数)を 決 め るの で あ り
，S

は1(1次 元)か ら出 発 し， 次 第 に 高 次 元 に 展 開

し， 次 元 を あ げ て も相 関比 の増 加 が 徴 少 とな った

場 合 に そ の 次 元 まで で 留 め ，xi、(S=1，2，_S)を

定 め る。

 次 元 を3次 元 まで と した 場 合 ，項 目に 与 え られ

た 数 値 を 最 初 の2次 元 に 関 して描 く と，図13-2お

よび 図13-3の よ うに な る。 図 の な か の η(・)2は，

次 元 を3次 元 と した際 の 相 関比 の2乗 で あ る。

 図 を み る と， 関 連 の 少 な い項 目，す な わ ち ，武

蔵 野 に お い て は ，S， Q， Wが 第1軸 で対 立 的 に

極 め て 著 し く離 れ て お り，三 鷹 に お い て は，Sと

W
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Kが 第1軸 で，R，WとP，Qか 第2軸 で，対立し

て極めて離れて位置している。これらの特異な配

置をする項 目について クロス集計の結果を考え合

わせ省察すると以下のことが見出だされる。

 S(ボ ランテ ィア活動の認識)に ついては，「説明項

目」か らの効 き方 も他の項 目と異な り(政党 が効いてい

る)，他の「診断項 目」とは独立 な動 きを示す項 目である。

 Q(大 地震の際の行動)に ついては，武蔵野におい

ては年齢が強 く効いてお り，他の項 目では積極 性を示

さない若い年 齢層が 「近所 と行動」 と答えている もの

が多 く，三鷹 においては住 居状況が効いてお り，比較

的積極性の少ない集合住宅 の層が 「近所 と行動」 と答

えてい るものが多 いな ど，他の 「断診項 目」 とは異質

な反応 を示 している項 目である ことがわか った。 これ

らの結果 を合 せ考える と，Qは コ ミュニテ ィ形成 に直

接的 に関わる項 目とい うより，む しろ個人的な行動 と

して，性 格な どと同様 「説 明項 目」 として扱 う方が妥

当 と思わ れて くる。そ こでこの設問 に対す る回答 パタ

ー ンは，後 に再 び とりあげ るこ とにす る。

 W(独 居老人 の病気 の際 の世話)に つい ては，両市

とも年齢51～65歳 層 で 「近所の人」 と答 えるものが

多 く， これ も他項 目 とは異 なった効 き方を してい る。

 以上 のS，Q，Wの3項 目は，回答 のパターンが他項

目と著し く異 な ってお り，このため に連関度 も低 く，他

の 「診 断項 目」 とは異 質である と考 えられ る。 したが

って， 以降の多次 元解 析におい ては，「診断項 目」 か

らは除 くことに した。 あま り特異 な ものが入 っている

と，それを選別す ることに引 っば られて他 の項 目の弁

別が明かにな らないか らである。 コ ミsニ テ ィ形成 に

関す る住民の意識構造の診断に対 しては，S， Q，W

の3項 目の 反応 は 別途に 考慮す る， とい う ことであ

る。

 項 目B(家 の周 りで困 ってい ることの有無)に つ いて

は，武蔵野では2軸 で離れてお り，三鷹 では離 れて位

置 してはいない。 しか も， この項 目Bと 高 い連 関を示

す項 目はかな り少ない。高 い連関度をみせている項 目

にE(問6.近 隣地域で囲 っでい る問題への対処)が あ

る。 しか しこれは，項 目B(問4.家 の周 りで困 ってい

ることの有無)へ の回答に関わ らず， 「問題があ った

と仮定 して，問題への対処」1を問 うことにしていた と

ころ，問4で 「ない」 と答えた ものは問6で は 「わ か

らない」厂無答」 が極めて多 く， このために高 い連関

が生 じて きた もの と考え られる。 この ような項 目Eと

の特殊な連関は，他の項 目との位 置づけに も影響 を及

ぽす ことが予想 されるので，項 目Bも 以後 の多次元解

析では 「診断項 目」か ら除 くこととした。

 また，三鷹 においては，項 目K(Q16. C. C.と 親

交 との関係)も 極めて特異な位 置関係を示 しているの

で， これ も 「診断項 目」 か らは除外す る ことにした。

 結 局 ， 武 蔵 野 に お い て はS，Q， W， Bを 除 い

た17の 「診 断項 目」Y'対 して ，三 鷹 に お い て はS

Q，W， B， Kを 除 い た16の 「診 断項 目」 に対 し

て ，MDA-ORを 再 度 適 用 して そ れ ぞ れ の相 互 連

関 を 分 析 して み た 。 そ の 結 果 を 図13-4お よび 図13

-5Y`示 す 。 両 図 と も， 次 元 を3次 元 まで 高 め た と

きの ，1次 元 ，2次 元 の項 目配 置 を表 して い る。
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 次元を3次 元までとしたとき，(相 関比)2は ，

武蔵野で0.52三 鷹で0.56で あり，連関度の段階別

に 「診断項 目」をかな り弁別できる，と言えよう。

 図13-4と 図13-5か ら以下のことがわかる。すな

わち，N， P，0， M， U， C(仮 に第1群 と名

づける)は ，両市共通に比較的近い所に位置 して

いる。 これらに対立して両市共通にH，L， G，

V，D(仮 に第2群 と名づける)が 位置してお り，

さらに武蔵野においてはA，Eが 最も顕著にN，

Pと 対立してお り，三鷹においてはRが 最も顕著

にP，0と 対立している。第1群 の うちC(行 事

参加)以 外は近隣関係Y'関 連した設問であ り，こ

れに対し第：2群は，H， L， Gが 住民運動や市政

参加の様な比較的進歩的態度を示す ものであり，

D(清 掃などを共にする)お よびV(要 介助者へ

の手伝い)は ，H， L， Gと は少し意味は異なっ

ているが，いずれにしても運動的参加の項目であ

る。武蔵野においてのみ第2群 に属するA，Eは

市民運動的とい うよりむしろ地域に向う積極性を

示すものであり，三鷹においてのみ第2群 の系統

に属するRは 「ボランティア」とい う福祉性の活

動である。

 以上のことから，両市の間の類似性と相異性 と

を探ることができよう。すなわち，何 らかの住民

運動的なものと近隣親交的なものとが分離 される

点は，両市に共通である。そして前者は，武蔵野

においては地域に向う積極性 と連なるものである

が，三鷹においては福祉的活動と関連をもってい

るとい うことがみ られ よう。

 両市を比較した際，とりあげた項 目が両市にお

いて異なっていた。つまり，三鷹ではKを 途去し

ている。このために差異が生じていることも考え

られるので，武蔵野においてもKを 除去し，再度

計算を行なって項 目配置を検討してみた。しかし

その結果は，Kを 含んでいる場合と全般的配置に

おいて殆ど変らず，前述の状況を覆えす ものはな

かった。

 ちなみに，男に関して， 「診断項 目」21項 目に

同様の手続きをとおしてMDA-ORを 適用してみ

たところ，図13-6お よび図13-7Y`示 したごとくの

結果を得た。前述したごとく，男は サ ソ プル数

(回答数)が 少ないので，x2の 値は女の場合より

全 般 に小 さい 。 した が って ， 女 と同 じ水 準 で 棄 却

水 準 を 区 分 す る と， 区 分1お よび2は 頻 度 が 少 な

くな る。 そ こで ， 区 分1，2を 併 合 し，全 体 で3

つ の段 階 に 区 分 してMDA-ORを 適 用 した。

 図13-6お よび 図13-7を み る と， や は り両 市 と

もQ，S， W， Bは 離 れ て位 置 し て お り， これ ら

4項 目を 「診 断 項 目」 か ら除 くこ と の妥 当性 が 男

の分 析 結 果 か ら も確 認 され たか た ち と な った 。

 以上のMDA-ORを 適用しての 「診断項 目」相

互の位置づけは，「診断項 目」のすべての組み合せ
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(2項 目)間 の従属性に基づいて計算・分析された

ものである。したがって，多項目間の同時的連関

は考慮されてはいない。そこでつぎに，この同時

的連関を考慮した 「診断項 目」の類型化を試みる。

3

  「診断項目」の分類
一数量化皿類 による分析一

 (1) 「診 断 項 目」 の ゲ ル ー ピ ンゲ

 「診断 項 目」 に対 す る 回答 パ タ ー ソ の 同時 的 連

関 を 考 慮 し て項 目を 分 類 す る には ， 類 量 化 皿類 の

適 用 が 最 も適 切 と考 え られ る。 この 場 合 ，MDA-

ORを 適 用 し た 分析 で除 か れ た項 目の うち， Bは

Eと 本 来 的 な連 関 が あ る ので ， や は り除 去 す る こ

と と し， またQは 「説 明 項 目」 に 加 え る方 が 妥 当

と考 え られ るの で ， これ も除 去 す る こ と と した 。

しか し，S， Wは 含 め て お こな う こ と と した 。 S

とWは ， す べ て の2項 目相 互 の 関 連 に基 づ い た 場

合 ，特 異 な位 置 と な っ た が，同 時 的 連 関 か ら出 発 す

る数 量 化HI類 の 方 法 に よ って も同 様 に 特 異 な位 置

づ け に な る こ とは 断 定 で きな い か らで あ る。 した

が って ， こ こで は19の 「診 断項 目」 に つ い て数 量

化 皿 類 を 適 用 し，項 目の 分 類 を お こな って い く。

 と ころ で ， 各 「診 断項 目」 の 回 答 カ テ ゴ リー数

は ，殆 どの場 合 ，積 極 性 ・中 間 ・消極 性 の3つ で

あ り，L， Nは4つ ， J， K， Sは2つ で あ る。

これ ら19の 「診 断項 目」 の すべ て の 回答 パ タ ー シ

に数 量 化m類 を 適 用 して も，項 目 ・カ テ ゴ リー の

配 置 は散 乱 し，傾 向 を把 握 す る こ とは 困難 で あ ろ

う と予 想 され る。 そ の ため ，MDA-ORを 適 用 し

た場 合 の結 果 を 一 応 の 目安 と し て， まず は12項 目

前 後 の項 目数 か ら出発 し て分 類 を試 み て い くこ と

に し た。

 た と え ば， 武 蔵 野 の場 合 ， まずK，U， N， P，

R，0，M， F， C， J， V， D， Wに つ い て 計

算 し配 置 を み て， 次 にA，E， G， H， L， D，

V，F， M， C， J， S に つ い て 配 置 を み る。

そ し て， 両 方 に入 っ てい るM，C， J， F， V，

Dは ど ち ら の群 に 近 い か ， あ るい は い ず れ の項 目

が 同 じ方 向 の カ テ ゴ リーに つ い て 近 くに 位 置 す る

か と い うよ うにみ て い く。 「1.積 極 性」 「2.中 間 」

「3.消 極 性」 を 示 す カテ ゴ リーが ， そ れ ぞ れ 塊

りとな って 位 置 す る よ うな 項 目群 を ， 試 行 錯 誤 的

に(種 々 の項 目の組 み 合 わ せ に つ い て 数 量 化m類

を く り返 し適 用 して)探 して い く。

 た とxぽ 図13-8は ， 項 目A，C， E， F， L，

M，N，0， R， S， Vに 対 して 計 算 を お こな っ

た 結 果 で あ る。 図 を 見 れ ば ， 〔A，F， L〕 ， 〔M，

N，0〕 ， 〔C，E， R， V〕 とい う様 な項 目群 に

分 け られ るで あ ろ うとい う見 当 を つ け る こ とが で

き る。 この よ うな こ とを ，項 目の 組 み 合 わ せ を 変

え て 安 定 性 を み な が ら く り返 しお こな い ，最 終 的

に ，武 蔵 野/女 に おい ては4群 ，三 鷹/女 に お い て

は3群 の か な り安 定 し た項 目群 を得 る に至 っ た。

 た だ し ， 項 目S (ボ ラ ソテ イ ア活 動 へ の 認 識)

と項 目W(独 居 老 人 の 世話)は ， や は り両 市 と も

極 め て異 質 な位 置 を 占 め， こ の異 質 性 の故 に他 の

項 目が 引 っぱ られ て全 体 が 歪 む 様 相 が み られ た 。

そ こ で， これ ら2項 目は 別 個 に 考 慮 す る こ と と し

た 。 さ らに ， 項 目U(要 介 助 者 の存 在)も ， い ず

れ の群 に加xて も離 れ て位 置 す る項 目で あ った の
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断 項 目A，C， E， F， L， M， N，0， R， S， Vに 適

用 した 場 合 の 例)
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で ， これ も別 個 に 考 慮 す る こ とに した 。結 局 ，武

蔵 野Y`.い て は16の 「診 断 項 目」 が4つ の項 目群

に 分 類 され る こ と とな った 。

 三 鷹 に お い て は ，上 記3項 目(S，U， W)の

ほ か に ， さ らにK(C.C.と 親 交)とP(近 隣

の わず らわ し さ)が 異 質 で あ り， どの群 に加 え て

も分 離す る こ とがみ られ た。 三 鷹 に お い ては ，K

はMDA-ORを 適 用 した 場 合 に お い て も同様 で あ

り， 項 目KとPに お い て積 極 性 を 示 す 人hは 他 の

項 目と連 関 が な く， 整 合 性 の あ る答 が 得 られ て い

な い と い うこ とが わ か る。 こ のた め 三 鷹 で は 結

局 ，14の 厂診 断 項 目」 が3つ の項 目群 に 分 類 され

る こ と とな った 。K， Pに つ い て は別 個 に 考 慮 す

る こ と と した。

 両 市 に お け る項 目の グル ー ピ ン グは類 似 の もの

もあ れ ば異 な る もの もあ る。 こ こに両 市 の類 似 性

と相異 性 を更 に 明瞭 に み る こ とが で きる。
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 図13-9か ら 図13-15に わ た って ， 武 蔵 野/女

お よび三 鷹/女 の 「項 目群 」 の それ ぞれ に 数 量 化

皿類 を 適 用 した 結 果 の 各項 目 ・カテ ゴ リー の2次

元 の配 置(第1， 第2の 固 有値 に み あ う各 項 目 ・

カ テ ゴ リーの 数 値x， ，x2に よ る2次 元 の配 置)

が 示 され る。

 (2)ゲ ルーピンゲされた 「診断項目群」の特

    徴

 数量：化皿類の適用によってこの様に項 目がグル

ーピングされて位値づけられたとい うことは，同

一群に属する項目に対する反応が類似であったこ

とを示すものである。そこで，グルーピングされ

た 「項目群」のそれぞれが示す性質(共 通性)を

みてい くこととする。

 ① 武蔵野/女 について

●第1目 項群(図13-9を 参照)

  A： 問7(住 みよい所にす るために為すべ き

     こと)
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   三鷹/女=第1項 目群

  F： 問10(町 づ くり活動に参加)

  L： 問11× 問12(市 政への参加と方法)

 この3群 の問における共通性は，いずれも進歩

的意識をもって活動参加をするか否かの問題と考

えられよう。すなわち，これらの問に積極性を示

す回答は，自己の実際的行動に基づくより，むし

ろ理念的な意識が先行するものと考えられ よう。

 そこで，この項 目群すなわちA，F， Lの3問

に対する反応によって積極性から消極性へと弁別

されてい く軸を 「理念的活動型」(第1類 型)と

名づけることとす る。

●第2.項 目群.(図13-10を 参照)..

  G： 問17(マ ソショソ建設反対運動に参加)

  H： 問19(住 民運動にっいての意見)

  R： 問27(ボ ラソテティア活動一給食サービ

     スな ど一への意欲)

  V： 問30(要 介助者への手伝い)
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 この項 目群においては，福祉的な活動項 目と住

民運動的活動項 目とが併合されている。このこと

は三鷹においても同様である。地域におけるボラ

ンテ ィア活動への志向は，住民運動などの志向と

類似していることがみられるのは興味深い。 この

項 目群は，地域(近 隣)で 連帯して自分達の生活

をまもり，よいものにしていこうという 「連帯活

動型」(第2類 型)の 軸と考えられよう。

 なお，H1， H2は.そ れぞれ1一カテゴリー，2一

カテゴリーの群の中では多少離れているものの，

他の何れの項 目群 よりこの第2項 目群Y` いて近

くに位置づけされるので，この群に入れている。

この設問が意見を問 うているので，直接的活動の

イメージより，むしろ理念に近いものとして印象

づけられ，多少の分離をみたと考えられよう。

●第3項 目群(図13-11を 参照)

  C： 問3(地 域行事：に参加)

  D： 問9(清 掃などの呼びかけへの協力)
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三鷹/女 ：第3項 目群

  E： 問6(近 隣 地 域 で 困 って い る問 題 へ の対

     処)

  J： 問14(C.C.の 利 用 経 験)

  K： 問16(C.C.と 親 交 との 関 係)

 この項 目群 に おい ては ， 近 隣 地 域 に お け る親 交

活 動 と コ ミ ュニ テ ィ ・セ ソ タ ーの 利 用 お よび 評 価

の項 目とが 併 合 され て い る。 武 蔵 野 に お い て は ，

コ ミzニ テ ィ ・セ ン タ ーに 関 す る行 動 や 意 識 が 身

近 な 地 域 活 動 に 結 び つ い て い る とい うこ とが把 握

で き る。

 これ らは ， 「地 域 活 動 型 」(第3類 型)の 軸 と 名

づ け られ よ う。

● 第4項 目群(図13-12を 参 照)

  M： 問21(家 庭 の話 題 につ い て近 隣 と話 す)

  N： 問33(日 頃 の交 際 相 手)

  0： 問34(近 所 の人 と のつ きあ い の 程 度)

  P： 問27'(近 隣 関 係 の わ ず らわ し さ)

 こ の項 目群 は ， す べ て 近 隣 親 交 に 関 す る項 目が

集 って い る。 項 目N(日 頃 の 交 際 相 手)に つ い て

は ， カテ ゴ リーが 他 の 項 目に お け る よ うに 積 極 か

ら消 極 へ と並 べ られ る もの で は な い。 しか し， こ
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の分 類 結 果 か ら， 〔1.近 所 ・地 域 の人 〕 が 積 極

性 に， 〔2.職 場 の人 〕 が 消極 性 に ， 〔3.趣 味 の

人 〕 が 〔2.〕 よ り更 に 消 極 的 方 向に 離 れ ， 〔4.そ

れ 以 外 の人 ， い ない ， 無 答 〕 が 中 間 の カテ ゴ リー

に 位 置 づ け られ る こ とが 明瞭 に 理 解 され る。

 これ ら の項 目群 は ， 「近 隣 親 交 型 」(第4類 型)

と名 づ け られ よ う。

 ② 三 鷹/女 に つ い て

● 第1項 目群(図13-13を 参照)

  A： 問7(住 み よい 所 に す るた め に す べ き こ

     と)

  E： 問6(近 隣 地 域 で 困 って い る問 題 へ の 対

     処)

  F： 問10(町 づ く り活 動 に 参 加)

  J： 問14(C.C.の 利 用 経 験)

  L： 問11× 問12(市 政 へ の 参 加 と方 法)

 A，F， Lは ， 武 蔵 野 の 第1項 目群 と同 じ理 念

的 活 動 の 項 目群 で あ るが ，三 鷹 に お い て は ，E，

Jが これ ら と併 合 され る こ とに お い て 武 蔵 野 との

差 異 を 示 す 。 項 目Eは 「地 域 の 中 で 協 力 して 対 処

して ゆ こ うと思 い ます か 」 と問 うて い るの で ， 質

問 の ニ ュア ンス と して は 理 念 的 活 動 に 近 い もの で

あ り，A， F， Lと 同 一 群 とな る こ とは 了 解 し う

る。 しか し項 目Jが この 項 目群 に 併 合 され て い る

こ とか ら，C.C.利 月j者層 が武 蔵 野 よ り 理 念 型

層 に 傾 い て い るの で は な い か と考 え られ る。言 い

かxれ ば ， 三鷹 に お い て は ， 一 般 住 民 は ， 未 だ ，

C.C.に 充 分 な じん で お らず ， C.C.と い う施

設 を 理 念 的 活 動 と結 び つ け て 認 識 して い る 人 々 も

多 い の で は な か ろ うか ， と考 え られ る とい う こ と

で あ る。 この こ とか ら，項 目N(問16.C.C.と

親 交 との 関 係)に 対 す る 回 答 が三 鷹 に お い て特 異

な位 置 とな った こ と も説 明 し得 る と考 え られ る。

 この項 目群 は ，武 蔵 野 に お け る第1項 目群(理

念 的 活動 型)に ，第3項 目群(地 域 活 動 型)の 一

部(E，J)が 併 合 され た もの で あ る。 し た が っ

て， 「理 念 的 地 域 活 動 型 」(第1類 型)と 名 づ け る

こ とが で ぎ よ う。

● 第2項 目群(図13-14を 参照)

  D： 問9(清 掃 な ど の呼 び か け へ の協 力)

  G： 問17(マ ン シ ョン建 設 反 対 運 動 へ の 参

     加)

  H： 問19(住 民運動についての意見)

  R： 問27(ボ ラソティア活動一給食サービス

     など一への意欲)

  V： 問30(要 介助者への手伝い)

 ：武蔵野の第2項 目群と同じ項 目(G，H， R，V)

にDが 併合されたものであり，武蔵 野 と同様 に

「連帯活動型」(第2類 型)を 弁別する軸と考える

ことができよう。

●第3項 目群(図13-15を 参照)

  C： 問3(地 域行事に参加)

  M： 問21(家 庭の話題について近隣と話す)

  N： 問33(日 頃の交際相手)

  0： 問34(近 所の人とのつきあいの程度)

 これも武蔵野の第3項 目群とほぼ同じであ り，

武蔵野におけるP(問27'.近 隣のわず らわしさ)

に代って，Cが 加わっている。武蔵野においては

「お祭 りなどの地域行事に参加」は第3類 型(地

域活動型)に 分類されていた。三鷹においては，

これは地域活動としてではな く近隣親交として認

識されていることが解 り，地域行事への態度は市

によって異なることが明らかになった。

 この項 目群(第3類 型)は ，武蔵野の第4類 型

と同様 「近隣親交型」の軸と考えられよう。

 以上，項 目の分類は，両市において概略的には

類似であり，しかも個々の僅かの差異の中から住

民の意識構造の差異をみてい くことができた。す

なわち，武蔵野においては地域活動型の軸は住民

の類型化の1つ の軸となるような塊 りをなすが，

三鷹においてはこの様な分類はなし得ず，これに

属する項目は，他の群に分在することとなる。つ

まり，三鷹においてはこうした活動意識が根づい

ていないということがみられよう。

 (3) 前回調査(1976年 ，武蔵野/女)と の比較

 1976年 に実施した武蔵野/女 を対象とした前回

の調査から得 られた項 目分類 と今回のそれ とを比

較 してみよう。質問文の前後関係やワーディソグ

さらには回答カテゴリーにおいて異なるものもあ

り，正確な比較はできないが，同一あるいは類似

の項 目を選んで比較を試みる。

 比較のため選ぽれた質問項 目は，以下の7つ で
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ある。すなわち，

  A： 住みよい所にするために為すべきこと

  E： 近隣地域で困っている問題への対処

  F： 町づ くり活動に参加

  L： 市政への参加と方法

  M： 家庭の話題について近隣と話す

  S： ボラソティア活動への認識

  V： 要介助者への手伝い

 この うち，M以 外 の質問項 目については，第5章 か

ら第9章 において，質問文その もの，お よび，それへの

回答比率を対 比 して示 しておいたのでそれ を参照 され

たい。項 目M(問21.家 庭 の話題 につ いて近隣 と話す)

は ，1976年 調査 では，問17と して 「家庭で よ く話 され

る話題」(今 回 の調査 の問20に 同 じ)を 尋ねた直後に

「これ らの問題を解決す るためには どの ようにな さい

ますか」 と問 うてお り，回答が 「家族以外 の人 との関

連」 を答えたか否か に よって カテ ゴリー を 分 け て い

る。 この質 問17は 問題提起が不 明瞭 であ った ので今回

の調査 では除い てお り， これ に近い質問 としてM(問

21)を 代替 したのであ った。
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類

         表13-4

男のサ ンプ ルか ら得 られた 「診断項 目」 のヴルー ピング

犂⊥ 一「1一瓦蔵 野7死 」 一二一玉
E，F， G， H， V， W

鷹/男

  第1類 型

(理念的連帯活動型)

  第2類 型

(地 域 活 動 型)

  第3類 型

(近 隣 親 交 型)

項   目

(相 関 比)2

項 目

(相 関 比)2

項   目

(相 関 比)2

η12==0.32，  η22=0，22

A，C， D，

η12==0.25，  η22=0.16

M，N， O

7，K， L， P

η12ニ=0.63， η22；=0.41

A>E，G， L， R， V

yJ12==0.35，  η22=0.31

C，F， J， K， P，W

η12==0.29，  η22==0.21

D，M， N， O， U

η11：=0.36，  η22==0.25

(注)：(相 関 比)2は ， 第1と 第2の み を 掲 げ た 。

 上 記 の7項 目に 対 して 数 量 化 皿 類 を 適 用 した 結

果 を ， 図13-16(1976年 ，武 蔵 野/女)， 図13-17

(今 回， 武 蔵 野/女)， 図13-18(今 回， 三 鷹/女)

に 示 す 。

 1976年 調 査 の分 析 に あた っ ては ， こ の7項 目か

ら 〔E，F， L〕 ， 〔A， M， S， V〕 の2群 に 分

け た。 今 回調 査 の武 蔵 野/女 に つ い ては ， これ だ

け の項 目につ い て 強 い て 分 け よ うとす れ ぽ 〔A，

F， ：L〕〔E，M， S， V〕 とな り， 三 鷹/女 に

つ い て は 〔A，E， F， ：L〕 〔M， S， V〕 と分

け る こ とが で き よ う。

 1976年 調査(武 蔵 野/女)の 〔E，F， L〕 ，今

回 調 査(武 蔵 野/女)の 〔A，'F，L〕 ，三 鷹/女

の 〔A，E「 ， F， ：L〕は ， いず れ も 「理 念的 活動

型 」 と考 え られ る項 目群 で あ る。 この 「理 念 的 活

動 型 」 は ， 少 な く と も これ ら2都 市 に お い て 女 の

地 域 に 向か う意 識 構 造 を み た 場 合 に ， 明 らか に弁

別 を な し得 る1つ の 軸 と考 え られ よ う。

 (4) 男めサンプルからの分析結果 『

 前述したように，男のサソブルは人数 も少なく，

回答の整合性も低い。その故が；数量化皿類の適

用によっても安定した結果をもたらさない。すな

わち，項 目を1つ 入れ替えることによって，他の

項 目の2次 元の位置づけが著しく変動するものも

あ り，女の場合のように，カテゴリーの段階別に

項 目分布が塊 りとなるような項 目群を見いだすこ

とは困難であった。個々の反応パターソの分離度

を示す(相 関比)2も ，全般的に女の場合 より低い。

しかし，一応の項 目分類をなし得たので，それを

補足的に提示しておくと表13-4の ごとくである。

 項 目Wは ，女の場合は削除したが， 男 の場 合

は第2類 型に無理なく位置づけられた。これに反

し，武蔵野/男 はR(ボ ランティァ活動への意

欲)，三鷹/男 ではH(住 民運動についての意見)

が，何れの類型に入れても異質であ り，類型化の

項目 としては用いられ なかった。 この ことは，

福祉Yy対 して関心の高い武蔵野においても，男は

「給食サービスなどのボラ、シテ，ア活動」Yこは無

関心であ り，三鷹においては，男は 「住民運動」

などにあまり関心がな く，そのために他項 目との

関連がない(す なわち，意見に統一性がない)た

めとも考えられる。

 各類型を，女の場合と同様の規準で名づけてみ

た。 武蔵野/男 の第3類 型のように， (相関比)2

も高 く，近隣親交関係の項 目のみが明らかに1群

をなしているものもあるが，類型化は全般に，女

の場合のように明瞭なものではない。したがって，

男`.Y'ついてのこの項 目分類は素描に過ぎず，参考

に留めるものとす る(ち なみに，2次 元の項 目配

置の図示も省略した)。

 (5) 各類型における 「個人」の分類

    (女のサンプルにっいて)

 さて，以上の分析をとおして，それぞれの類型

を構成する項 目の各カテゴリーに対して数値が定

まった。固有値つま り(相 関比)2の 値からみて，

第2根 にみ合 う数値までを問題とすれば十分であ
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「診断項 目」 の各類型 での 「個 人の回答パ ターン」 の分類

表13-5

武蔵野/女

讃
1.積 極 的

2.や や積極的

3， やや消極的

4.消 極 的

1.理 念的2.連 帯 3.地 城

 活動型 活動型 活動型

53

172

115

91

56

175

124

74

54

187

131

59

4.近 隣

 親交型

  58

197

131

45

説
三  鷹/女

類  型     1.理念的
      地域活動型

1.積 極 的

2.や や積極的

3.や や消極的

4.消 極 的

43

78

173

138

2.連 帯  3.近 隣

 活 動型  親 交型

51

191

127

63

59

170

151

52
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る こ と もわ か った。

 そ こで ， 第2次 元 ま で の 数 値(x， ，x2)を 各

個 人 の 回 答 パ タ ー ソに あ て は め て い こ う。 す なわ

ち ， 各 個 人 が 回 答 した カテ ゴ リー に与 え られ た数

値 の 平 均(各 項 目群 の 全 項 目に つ い て 加}xて い

き， そ の値 を 項 目数 で 除 した 値)を も って ， 個 人

の値 ω1，y2)  yi y：，は そ れ ぞ れx， ， xzに ょ

る数 値 一 一とす る。 こ の 鮪 ，yzの 値 を2次 元 の

座 標 とし， これ に ， そ の項 目群 の各 項 目に 対 す る

回答 カ テ ゴ リー と， そ の よ うな カ テ ゴ リー のパ タ

ー ソを とった 人 数 を 記 す 。 そ し て，2次 元 の位 置

と回答 パ タ ー ソを 参 照 し， か つ 頻 度 が バ ラ ソス が

とれ る よ うに グル ー プ を 構 成 して い く。 す なわ

ち ， こ こで は， ク ラス タ ー分 析 に よ らず ， 手 作 業

で 分離 線 を きめ て い くの で あ る。1例 を 示 す と図

13-19の ご と くで あ る。

 つ ぎに ，各 弁 別 軸(類 型)に お い て ，積 極 性 か

ら消極 性へ と5～7段 階 の 分類 を し， この分 類 に

した が って 「説 明項 目」 との連 関 を み て い く。 あ

ま り差 の な い段 階 は併 合 し，何 れ の類 型 に お い て

も4段 階 ，す な わ ち ，1.積極 的 ，2.や や積 極 的 ，3.

や や 消 極 的 ，4.消 極 的 ，に 分 け る こ と と した 。この

よ うな 手続 きを とお して得 られ た 各段 階(以 下 ，

ク ラス と呼 ぶ)に 該 当す る人 数 を 表13-5に 示 した 。

 表13-5Y`示 した 人 数 は ， 各 類型 を軸 とす る多 次

元(武 蔵 野 に お い て は4次 元 ，三 鷹 に お い て は3

次 元)の 空 間 に お け る回 答 頻 度 の 周 辺 分 布 を 意 味

す る も の と考 え られ る。 多 次 元 の頻 度 分 布 は 頻 雑

にす ぎ る の で，い ま，クラス1と2をpositive(P)，

3と4をnegative(N)と し て併 合 した 場 合 の多

次 元 パ タ ー ソ の頻 度 を 表13-6と し て示 そ う。

 こ の よ うに， クラ スを 併 合 し た頻 度 を み る と，

す べ て の類 型 に お い て ，積 極 性 ま た は 消極 性 を 示

す もの は約3分 の1で あ る。 ち なみ に ，2つ の類

型 間 の頻 度 分布 を示 す と表13-7の とお りで あ る。

 しか し， こ こで は ，類 型 に も とつ い た 多 次 元空

間 に お け る位 置 づ け よ りも， む しろ 各類 型(弁 別

軸)に 投 影 した と きの位 置 づ け で ，各 個 人 を み て

い こ うと考 え る。 そ し て， 次 節 に お い て， 「説 明

項 目」 と の連 関 を 詳 細 に 分 析 す る。

表13-6
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表13-7
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  各類型の潜在的構造
一数量化II類 による分析一

 各 類 型 と 「説 明項 目」 との ク ロス集 計 を参 照 し

な が ら， 類 型 に あ ま り関 連 し な い項 目，す な わ ち ，

「兄 弟 順 位 」 「問13 .望 む市 施設 」 「問52.大 切 な

も の」 を 削 除 し， も と も と 「診 断 項 目」 に 入 れ て

あ った 「問40.大 地 震 の 時 の 行動 」 を 加 え ， 計28

の項 目を類 型 の潜 在 的 な 構造 を推 定 す る た め の項

目 とし て使 用 す る。 分 析 の結 果 を 述 べ る ま え に，

これ ら28の 項 目の以 下 の も のに つ い て少 し く補 足

説 明を 加 えて お くこ とが 必 要 で あ ろ う。す なわ ち，

 ● 厂コ ミュニテ ィ地 区」 は， コ ミュニテ ィ ・セ ンタ
ーの設置年度 と地域的特徴 を考 え合わせ て

，武蔵野 は

 5， 三鷹は6の 地区 に併合 した。

 ● 「問49.市 の理想像」については，少な くとも6，

8，13の 何れかをあげた もの と，それ以外 ， とに区分

した。

 ● 「問50.コ ミュニ テ ィとい う言葉 か らの連 想 」 で
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は，「趣 味」， 「講演会」， 「地域 の親睦」を と りあげ て

3項 目とし，各々をあげた もの とそれ 以外 とい う2カ

テ ゴ リー とした。

 ● 「問22× 問23.団 体への積極的 参加」 に つ い て

は，第10章2節 でふれた通 りの カテ ゴ リーの分 け方 に

よる(付 表31を 参照)。 このなかでは 「組織 活動 団体」

rP.T.A.」 な どは人数がかな り少ないが，しかし こ

れ らは特徴的な ものであ り，他 と併合 しては意味を失

な うので，その まま残す こととした。

 ● 「問39.淋 しい時の行動」については，選択肢6，

7，8， すなわち 「近所」 と関連を もつ項 目を選んだ

か否かに よって分けた。

 ● 「問48.性 格」については，関連が強 く人数 もか

な りあ る5項 目(5，10，12，16，17)を 選び，それ

ぞれ，それをあげたか否かに よって カテ ゴ リーを分け

た。

 さ て，28の 項 目に 数 ：量化II を 適 用 して ， 各 類

型 の潜 在 的 な 構 造 を 探 って い こ う。 数 量化II類

は ，項 目の各 カ テ ゴ リ y` 値 が 与aら れ た と し

た と き， 各 人 につ い て， す べ て の項 目の反 応 カ テ

ゴ リ Y'関 して与 え られ た数 値 の項 目平 均 を 算 出

し， この値 に も とつ い て， 各 個 人 の ク ラスYy関 す

る相 関比 の2乗 が最 大 とな る よ うに ， 各 項 目 ・カ

テ ゴ リーの数 値 を きめ て い く， とい う 方 法 で あ

る。(ク ラス の数 一1)個 の ラ ン クの 固有 方 程 式 の

解 と して 求 ま るが ， こ こで は ， そ の最 大 根 にみ あ

う固 有 値 ， つ ま り(相 関 比)2， 固 有 ベ ク トル の値

(各項 目の 各 カテ ゴ リーの 数値)の み を と りあ げ

る。 この こ とは ， 最 大 根 が 第2根 に 比べ て か な り

大 きい の で ，最 大 根 に み あ う値 で 充 分 で あ る と考

えた か らで あ る。

 サ ソ プルY'比 し項 目数 が 多 い ので ， 弁 別 は か な

り効 率 が よ く， 相 関 比 は0.6前 後 で あ る。 ク ラス

間 の弁 別 の様 子 は 図13-20(武 蔵 野/第4類 型 の

例)に 示 され る。 各 類 型Y'対 す る28項 目の 各 カテ

ゴ リーに 与 え られ る数 値 ， お よび ， こ の数 値 の 各

項 目に おけ るrange， クラ ス に対 す る各 項 目の単

相 関 係 数 お よび偏 相 関 係 数 を 一 覧 表 のか た ち で表

13-8お よび表13-9と し て示 した 。

 単 相 関係 数 ， 偏 相 関 係 数 ，rangeの 何 れ もが ，

項 目の効 き方 を 示 す 指 標 で あ る。 と くに， 偏 相 関

係数 は 他 の項 目の条 件 を 一 定 とし た と き， そ の項
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      表136-9

数量化II類 による分析結果(三 鷹/女)

質

問

M

51

44

項  目

年

学

職

齢

歴

業

住 居 状況

一『丁 一一

1

43

47

42

住 居所 有

居 住 年

 (昭和)

政 党

家族 構 成

兄 弟 数

カ テ ゴ リ ー

20歳 ～25歳

26 ～35

36 ^一iU

51 ～65

66

中

高

大

親

耡

上

(
 
 
 

(

学

校

以

 

 

学

業

ト

婦

K

 

 

翫

 

【

 

 

学

専

パ

主

無

一 戸 建/上

一 戸 建/中 ・下

集合住宅/上 ・中

集合住宅/下

自

借

社  宅

家

家

等

35年 以 前

36～50年

51～53年

54年 以 降 ，D.K.

自

革

そ

無

民

新

の

K

 

 

 

肱

家位

党

系

他

族

身

し

有

無

 

 

無

家

子

下

下

 

 

/

以

以

位

婚

童

童

定

単

既

学

学

人

人

9
θ

4

 

 

～

～

～

人

-
二

〇
〇

E
D

人数

59

110

133

85

45

71

302

59

151

52

183

46

76

181

11?

58

忽

駱

望

詔

拓

7。

狙

り
白

1

 

 

 

 

1

1
■

5

0
ゾ

4

4

1
↓

ワ
5

nδ

0

1
⊥

 

 

 

り
4

68

24

57

135

148

110

180

142

第1類 型に対 して

数 値(
xl)

range

一 〇
.07

-0 .02

-o .os

 o.is

 O.05

-0
.31

 0.01

 0.30

-0
.03

 0.32

 0.03

-0 .39

0.23

相 関
係 数

(一 〇.os>

0.06

第2類 型に対 して

数 値

(xz)

.㎞
隅

L

一
)

一

eD

り
臼

一

17 0

一 〇
.so

-0
.46

 0.2s

O.31

0.64

一塑僅

 0.33

-0 .00
   0.51-0 .18

-o .os

-0 .05

 0.0310.2?

 o.22

-o .os

 O.14   0
.46 0

.04

-0 .32

一 〇
.16

 0.2s

-0
.16

 0.02

一 〇
.54

-0
.12

-0
.35

0.29

0.14

 o.02

-0 .13

 0.14

0.42

0.83

o.27

(0.14)
0.11

(一 〇.03)

0.05

(0.18)
0.10

(0.12)⑩

0.11

(o.Zs)③

0.21

(0.10)
o.os

 0.03

 0.os

 O.05

-0 .40

 0.05

 0.09

-0 .11

-o .i2

一 〇
.32

 0.29

0.73

一 〇
.os

 O.06

 0.32

-0
.45

-0 .05

 0.23

-0
.21

-0
.03

一 〇.31

-0
.31

-0 .13

-0
.20

 0.43

 0.09

-0 .15

 0.is

range

1.32

相 関
係 数

(0.23)
0
0.20

礎)
0.48

(0.12)
o.os

(o.ol)
0.210.04

1.04

o.77

0.44

0.74

0.28

(0.05)
0
0.15

(0.12)
0
0.13

第3類 型に対して

(x、停 ・ang・羅

 0.05

 0.21

-0 .0710.44

-0 .23

 0.03

 0.13

 0.0310.44

-0
.31

-0
.12

-0
.05   0

.37 0
.1?

一 〇.20

 0.11

-0 .05

 0.13

-0 .241

ヒ

ー0 .09

 0.11

-o .os

 O.241

 0.061

-0
.371

-0 .35

   0.21

(0.11)  0.04
0.oz
   O.36

   -0.19

   -0.89

(021)0
，10

0.15 11 0.05

   0.43

   -o.02

(o.ii)
o.os

 0.13

-0 .10

0.03

0.3?

0.19

0.61

0.54

1.32

0.23

(0.03)
0.11

(一 〇.lo)

0.10

(o.as)
⑩

0.11

(o.os>
0.10

(0.05)
o.os

(0.09)
0
0.1?

(0.21)⑤

0.15

(0.43)0

0.29

(一 〇.04)

o.07
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質

問

恥

49

50

項  目

アニユ
区

ミ
地

コ

イ

都 市 イ メー
ジ

カ テ ゴ リ ー

1.井 の頭

2.牟 礼

3.三 鷹 駅 周 辺

4.上 連 雀(6～9丁 目)

 下 連 雀(5～9丁 目)

5.6.井 口， 深 大 寺 ，

  新 川 ， 中 原：

7.大 沢(除3丁 目)野 崎

少 な くと も6，8，13

そ れ 以 外

f嫉 繼 」謝 た
      5.「 講演会」をあげた5
.講 演会      それ以外

ll.地 域 親
  睦

2塵 …

尸
0

 
 

00

14

家 周辺 で困
ったこ と

重 点 施 策

利 用施 設
種 類 数

  援助をうけ37
  た体験

22

×
23

団体に積極
的参加

11.「地 域親交」 をあ
 げた

それ以外

積 極 的 理 由

それ以外(惰 性)

上

 

当

以

K

該

 

臥

 

，
ヒト

り
白
 -

」グ

「下水道」をあげた

それ以外

4  以  上

2，3

1

な し ，D.K.

あ り

な し，D.K.

地域関係団体に積極的
参加
組織活動関係団体に積
極的参加
P.T.A.に 積極的参加

それ以外に積極的参加

参  加  の  み

参 加 せ ず，無 答

人数

第1類 型に対 して

芻劃

剴

矧
劃

ー

7
■

-

A
コ

4

ハ0

8

Q
σ

Q
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尸D

ワ
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「D

望
1

∩
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-

り
白

r

ー
ム

5

ρO

FD

-

ρり

 

ー

り
θ

一

8

4

一
9

2

1

0

nδ

Q
ゾ

…

り
θ

Q
り

8

0
ゾ

り
白

-
↓

一

-
↓

-
亠

第2類 型に対て し

緋 ・ang・潔 黔 辮ang・

0.121 1 1「
     1

 0.06'

一 〇.os

-0 .1910.36

一 〇
.06

0.17

 0.12

-0
.06

 0.15

-U
.U9

圖
一1：ll

卜
 0.28

 0.19

 0.62

 0.2010.83

-o .21

-0 .02    0
.04 0

.02

 0.28

 0.12    0
.52-0 .31

-0 .29

0.18

0.24

0.45

0.ii

O.47

(n.07)
0.09)

(0.12)
0.06

(0.10)

o.os

!O.00)
⑦0.15

(0.12)

0.04

(0.18)
UO.16

(0.26)
④

0.20

i一・・121

0.321
0.10i

 O.0410.77

一一〇
.45

-o
.00

 0.05

-0 .03

 0.09

-0 .06

 0.05

-0 .03

 0.07

-0 .04

 0.361

-0 .25

-o .as

 o.as

-o .os

o.os

0.15

てし対に型類3第
 
瓶

楠

数

一
相
係

一

撰

「

㎝
「榔

 

 
関
数

し

一

て

一
相
係

199

233

48

io

21

106

132

115

 0.061

-0 .05

 0.34

 1.17

 0.26

 0.as

-0 .25

-0 .28

0.11

1.45

(一 〇.io)

0.01

(0.30)⑥

0.16

(0.15)
0.04

(0.31)
0
0.23

一 〇
.11

 0.13

 0.31

 0.05

-0
.23

-0 .32

 0.09

-o .os

 0.32

 0.79

 0.56

-0 .04

-o .is

-0 .06

(o.os)
0
0.13

(0.10)
0.02

(o.os)
0.04

  ]一〇，17旨

_0.021
_0.211

 0.0410.44

 0.23

0.12

0.13   0
.20

-o .07

 0.03

-0 .02

(0.09)一 〇.01

0.080.02
0.01

   (o.os)II-o.21
0.11   0.03
       0.12

0.61
(o.Zo) 
0.18

0.52

0.24

0.63

(o.07)

0.10

(一 〇.03)

 o.07

(0.19)
 ⑤

 0.14

0.17

0.97

(0.14)
0.05

(0.19)
⑥

0.14

 0.01

-0 .01

4

4

n
δ

…

0

0

0

 

0

0

0

匿冒
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責

・2

・4

B
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ハ0
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Q
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0

0

0
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〇
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85の0

(》

賞
」

4

0
◎

ワ
8

0

0

0

0

00

0

0

0

0

A
V

 

一

 

 

一

(0.14)
⑧

0.12

(0.16)
o.os

o.of

O.33

0.02

   (o.os>
0.05 10.02

    0.os)
   .00

o.07

0.06

』

0.32

(0.03)⑦

0.13

(o.os)

0.01

(0.05)

0.03

(0.03)

0.02

(0.20)
0.09

   (0.31)
0.57 ②0.22

0.95

(0.32)0
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質

問

恥

39

20

d8

40

項  目

淋しい時の
行動

話  題
1～3番 目

性

格

5.勇 気

10.や り

 通 す

12.責任

 感

16.頼 ま

 れ

と
ま

人

う
く

凱

大地震の時
の行動

各類型 における

クラス

各類型における

相関比

カ テ ゴ リ ー 人数

少な くとも6，7，8   44

それ以外      388

10～13.社 会 ・地域な  76

どそれ以外      356

5 を 選 択  32

否         400

10 を 選  択

否

12 を 選 択

否

択選を16

否

択選を17

否

近 所 の 人 と

一一  人   で

162

270

148

284

243

189

173

259

261

171

1.積

2.や や

3.や や

.4.消

的

的

的

的

 

極

極

極

積

消

極

第

第

第

1

2

3

根

根

根

第1類 型に対 して

数 値

(xl)

一 〇
.23

0.03

0.16

-0
.03

1.11

-0 .09

-0 .05

0.03

一 〇.02

0.01

一 〇
.oa

O.03

-o
.07

0.05

一 〇
.03

0.05

range

0.26

0.19

1.20

0.08

0.03

相 関
係 数

(o.oo)
o.os

(o.os)
0.05

(0.21)
00.21

(一 〇.09)

0.03

(一 〇ユ2)

0.01

  (一 〇.05)

0.05 10.02

0.12

o.os

(一 〇.06)

0.04

(一 〇.ol)

0.03

姦ラ雁 人 数

1.46

0.38

43

78

一 〇
.04     17`3

一 〇
.62     138

η2  η

0.36  (0.60)

0.14  (0.37)

0.12  (0.35)

第2類 型 に対 して

数 値

(xl)
range 相 関

係 数

(o.00
0.03

第3類 型 に対 して

一 〇
.15  0

.170
.02

0.38

-0 .08

0.48

-0 .04

一 〇.09

0.05

一 〇
.05

0.03

0.19

-0 .25

o.os

-0 .05

0.05

-o .os

0.46

0.52

0.14

o.os

0.44

0.13

0.13

警。、獰 ・ang・

猛 ：4405

   0.49

(o.os)
0.11

(o.os>
o.os

(一 〇.05)

0.04

(一 〇。09)

0.02

(o.i7)
ｮ0.13

(0.09)
0.04

(0.05)
0.04

0.06

-0 .01

一 〇
.as

O.02

相 関係 数

(0.21)
ｮ0.12

薮ラ櫨 人 数

1.1? 51

0.16  191

一 〇
.34     12?

一 〇
.73 63

η2  η

0.29  (0.53)

0.12  (0.35)

0.12  (0.34)

  (0.03)
0.07 10.02

0.30

一 〇
.06  0

.100
.04

0.13

-0 .07

0.04

-0 .06

0.13

-0 .09

0.14

-o .a2

0.20

o.io

0.22

0.36

(0.01)
0.06

(一 〇.oo)

0.04

(0.09)
o.07

(0.14)
0.04

(0.13)
o.os

(0.22>ｩ
0.14

姦ラ聡 人 数

o.7s 59

0.50  170

一 〇.46     151

一1 .18

η2  η

0.42  (0.65)

0.20  (0.45)

0.13  (0.36)

52

(注)： 「相 関係数」 の，上 段()内 の数値 は単純相関係数 を意味 し，下段 ゴヂ ックの数値は偏相関係数 を意味

  す る。偏相 関係数 の左肩に付された○ 印番号 は， それ ぞれ の 「類型」 内での 「順位」(係 数 の大 きい順位)

  を表 わす 。
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クラス間の弁別(武蔵野/女/第1類 型の場合)

目が各類型のクラス弁別にどれほど効いているか

を示すものであ り，これ とrangeを 考え合わせ

て，効いている項 目に考察を加えていく。なお，

各カテゴリーに与えられる数値は，他項 目との関

連の上で求められた値であるので，その値の大小

がそのまま各類型における積極 ←〉消極のクラス

を測る尺度にはならない。したがって， クロス集

計表により，そのカテゴリーにおける分布が積極

性に傾いているか否かを合わせてみてい く必要が

ある。

 (1) 武蔵野/女 について

●第1類 型 「理念的活動型」の特徴

 「問5.家 周辺で困ったこと(の 種類数)」 が偏

相関係数において1位 で，rangeも1位 であ り，

非常に効いている項 目であることがわかる。 とく

に 「2以上」 というカテゴリーは数値 も高 く， ク

ロス集計表(付 表2～3)か らも有意に効いている

ことが示されている。このことから，地域に対す

る関心の高さは 「理念的活動」での積極性を示す

ものと言}xよ う。

 なお，前節でふれた1976年 の前回調査(武 蔵野

/女)に 数量化皿類を適用して得 られた「理念的活

動型」に対しても17個の 「説明項目」を用いて数

：量化II を適用してみた。その結果においても，

この項 目は最 も効 い て い た。 それ 故 ， 「問5.家 周

辺 で 困 った こ と」 とい う項 目が この類 型 で の積 極

← 〉消 極 性 に 関 連 深 い とい うこ とは ， 安 定 性 の あ

る現 象 とみ て よいだ ろ う。

 「コ ミxニ テ ィ地 区 」 は ， 偏 相 関 係 数 で3位 で

あ り， 〔古 祥 寺 西 ， 吉 祥 寺 南 〕 地 区(C.C.は 未

設 置)や ， 〔西 久 保 ， 境 南 〕 地 区(C.C.設 置 が

古 く， セ ン タ ー活 動 は か な り活 撥)が ， 数 値 か ら

も ク ロス 集 計 表 か ら も積 極 性 を 示 して い る地 区 で

あ る こ とが わ か る。 この こ とは ，C.C.の 設 置 と

は 無 関 係 に ， これ らの地 区 に 意 識 の 高 い人hが 多

い とい うこ とを 意 味 し て い る。

 「団体 参 加」 は ，偏 相 関 係数 で は4位 で あ る が

rangeは2位 で あ り， か な り効 い て い る項 目で あ

る。厂組 織 活 動 関 係 の 団体 に積 極 的 参 加 」 の カ テ ゴ

リーが 最 も高 い 値 で あ り， ク ロス 集 計 表 か らは ，

これ が 「地 域 関 係 団 体 参 加 」 と と もに 積 極 性 を 示

し てい る。 や は り こ うし た 活 動 を して い る人h

が ， コ ミュ ニテ ィに 関 して も意 識 が 高 く，活 動 に

も積 極 性 を 示 す とい うこ とが わ か る。

 「学 歴」 は ， 高 い方 が数 値 も高 く， ク ロス集 計

表 に お い て も高 い方 が積 極 性 に 多 くの比 率 を 示 し

て い る。

 そ の 他 に効 い て い る項 目を み る と， 「居 住 年 」や

厂職 業 」， 「年 齢 」 や 「家 族 構 成 」 で あ るが
， 前 二
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者は後二老 と内部相関が比較的にあるので，カテ

ゴリー値をそのまま積極性の尺度とみることはで

きない。

 その他，偏相関係数について10位 までの項目を

あげるとすれぽ，「利用施設種類数」(5位)， 「住

居状況」(10位)が やや関連があると言えよう。

●第2類 型 「連帯活動型」の特徴

 すべての類 型 を通 し て，最 も相関比 が 低 く

(η2=0.24)， 弁別の悪い類型である。

 「支持政党」 が，項 目の中で最 も強 く効いてお

り(偏相関係数，rangeと もに1位)， このことは

武蔵野の特徴と言えよう(三 鷹では，類似の類型

/第2類 型において1位 は年齢である)。 積極性

を示 しているのは 「革新系」であ り，このことは

数値およびクロス集計表か ら明らかにみ られる。

 偏相関係数で2位 は 「利用施設の種類数」であ

り，「4以上」と答えた層は 数値も高 く， クロス

集計の結果か らもこのことが うらづけられる。公

共施設もよく利用する人hは ，住民運動的活動に

積極性を示すことが明らかである，と言える。

 偏相関係数の3位 は，「性格」のなかでの「頼ま

れるとことわれない」とい う項 目であ り，8位 の

「責任感がある」とともに性格要因の方が政治意識

や生活行動のような社会関連の項 目より効いてお

り，この第2類 型の潜在構造には個人の性格特性

が占める割合が多い，ということがうかがえる。

 「年齢」(偏相関係数で4位)は ，やは り中年層

で数値が高 く， クロス集計の結果からも 「36～50

歳層」に積極性がみられる。

 厂住居状況」「住居所有」「居住年」と居住に関

する項目も10位以内の効 く項 目となっているが，

前二者は内部相関もあ り，1つ の項 目の数値その

ものには余 り意味がないが，居住の状況が 「連帯

的活動」に関連があるとい うことは明らかである。

●第3類 型 「地域活動型」の特徴

 最 も効いている項 目は 厂利用施設種類数」であ

り，多種利用しているほど積極性が示され，施設

利用を中心に活動に積極性をもっていることがわ

かる。

 次に効いている項 目は 「コミュニティ地区」で

あ り，数値，クロス集計の結果のいずれにおいて

も，積極性を示す順位はC.C.設 置年の古い順に

なってお り，この類型に対するセソター活動の重

要性がみられる。

 次いで，「支持政党」 「団体参加」 「家族構成」

が偏相関係数が高 く，「政党」では 「革新系」，「団

体」ではrP.T.A.に 積極的参加」，「家族構成」

では 厂学童以下の子のある家族」の層において積

極性が示される。

 続いて 「コミュニティとい う言葉からの連想で
“講演会”をあげたか否か」 と 「大地震の時の行

動」が効いている。前者はやや意識の高さを，後

者は近隣親交を示す ものであ り，この類型が，こ

の両方にまたがったタイプのものであることを う

らづけているとみられよう。

 次には 「職業」が効いてお り，「パー ト従事者」

が積極性を示していることもこの類型の特徴と言

えよう。

●第4類 型 「近隣親交型」の特徴

 最も効いている項目は， 「職業」(「主婦」 層が

積極性を示す)，「家族構成」(「学童以下の子あり」

層が積極性を示す)で あ り，次いで 「近隣からの

援助をうけた体験」(「有 り」の層が積極性を示す)

が効いている。このことは 「近隣親交」のタイプ

をよく表現していると言}よ う。

 次には，「家周辺で困っていること」と「団体参

加」が効いている。これ らは第1類 型や第3類 型

にも効いていた項 目であるが，効き方は多少異な

る。とくに 「団体参加」では 「地域関係団体に積

極的参加」がかな り高い数値を示し，これはクロ

ス集計からもうらづけられる。

 続いては 「コミュニテ ィ地区」が効 い てい る

が，これも第1， 第3類 型 と異な り 〔中央北，境，

桜堤〕〔吉祥寺北，関前〕〔西久保，境南〕の地区

が積極性を示 し，設置の関係ではなく，地域の社

会的成層により近隣親交のパターンを示している

ということカミわかる。

 「市に愛着をもつ理由」が，この類型でのみ，・

偏相関係数で10位 以内に入ってきて，効 く項 目の

中にはいる。これも近隣親交型の特徴を示すもの

と考えられる。

 (2) 三鷹/女 について

●第1類 型 「理念的地域活動型」の特徴

 武蔵野の第1類 型 とは多少異なるので，項 目の
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効 き方 も多 少 は 異 な っ て くる こ とは 予 想 され て い

た 。 しか し， そ の差 異 は 著 しい もの で あ った 。

 まず ， 偏 相 関 係 数 お よびrangeの 何 れ に よ っ

て も， 第1に 効 い て い る項 目は 「団 体 参 加」 で あ

る。 しか し， 「住 民 運 動 関 係 に 積 極 的 参 加」 の カ

テ ゴ リーは 人 数 が と くに 少 な く(10人)， この た め

に こ の項 目が 第1に 効 く こ とに な った と も考 え ら

れ る。 と もあ れ ， この カテ ゴ リー に属 す る人 の半

数 は ， この類 型 で 「積 極 的 」 に 属 し て い る。

 第2に 効 い て い る項 目は ， 性 格 の なか の 「勇 気

が あ る」 で あ る。 これ を あ げ た 人 数 も比 較 的 少 な

いが ， 武 蔵 野 と大 体 同 数 で あ り， 武 蔵 野 で は 少 し

も効 い てい な か った こ とを 考}x合 わ せ れ ば ， や は

り三 鷹 の特 徴 とみ る こ とが で き よ う。 す な わ ち ，

三 鷹 に お い て ， この は 様 な 活動 を す る人 々は 厂勇

気がある」と自認している人々であり，社会的関

連の項 目以上に個人の性格特性が効いていること

に注 目すべきであろう。

 第3に 効いている項 目は 厂家族構成」であ り，

厂学童以下の子あり」の層が数値も高 く積極性を

示している。

 偏相関係数で第4位 から第7位 までに効いてい

る項目は，「家の周辺で困ったこと」「市に愛着の

理由」「利用施設数」「コミュニティの連想に “講演

会”をあげたか」であ り，地域的なことが らと関

係の深い項 目である。

 そして， 次に8位 以下で効いている項 目に職

業，学歴，支持政党が続 く。このように，第1類

型に効 く項 目の順位は，両市の間に差異があ り，

このような理念的な地域活動に向かう人 々の意識
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構 造 も， 両 市 の 間 で異 な る こ とが うか がrxる 。 ち

な み に ，28項 目の 第1類 型 に対 す る偏 相 関 係 数 に

も とつ い て ，両 市 間 で 相 関 図 を 描 い て み る と図13-

21の よ うに な る。

 図 を み る と， 「困 った こ と」 「団体 参加 」 「家 族

構 成 」 「利 用 施 設 種 類 数 」 な どは ， 比 較 的 両 市 共

通 に効 い て い る項 目で あ る こ とが わ か る。しか し，

「居 住 年 」 「コ ミ ュニ テ ィ地 区 」， 「年 齢 」 な どの

項 目は武 蔵 野 のみ に， 「勇 気 」 「市 へ の愛 着 理 由」

「コ ミュ ニテ ィの連 想(講 演 会)」 は 三 鷹 のみ に 効

い て い る。 こ の こ とか ら， こ の タ イ プ の活 動 参 加

は ， 三 鷹 に おい ては ， 個 人 の心 理 的 ・社 会 的 行 動

特 性 に よ って 積 極 性 を 示 す が ， 武 蔵 野 に お い て

は ， よ り普 遍 化 して お り画 一 化 して い る とみ る こ

とが で き よ う。

●第2類 型 「連帯活動型」の特徴

 三鷹の第2類 型は，武蔵野のそれと殆ど類似し

ている。そこで，項 目の効き方も類似しているか

否かをみていこう。

 偏相関係数にもどついて両市の間に相関図を描

くと図13-22の 通 りである。

 図からつぎのことがわかる。三鷹では 「市への

愛着理由」がかなり効いている項 目(2位)で あ

るが武蔵野では効いておらず，武蔵野では 「支持

政党」が効いているが三鷹では効いていない。こ

のほか，「住居状況」「責任感がある」は武蔵野に

おいてかな り効いているが三鷹では全く効いてお

らず， 「学歴」 は三鷹では効いているが武蔵野で

は効いていない，とい う差異がみられる。しかし

これらの項目を除けぽ，他の項目の効き方は両市
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でかな り類似をみせている。

●第3類 型 「近隣親交型」の特徴

 これは，武蔵野の第4類 型とみ合 う類型である

が，項 目群は全 く同じではない。そこでまず，項

目の効き方について両市を比較してみる。武蔵野

における第4類 型に対する偏相関係数の値と三鷹

における第3類 型に対するそれとで相関図を描い

てみると図13-23の ごとくである。

 「家族構成」の偏相関値が著しく高いことは両

市共通であり，「学童以下の子あ り」 の 層で最も

積極性を示し， 「定位家族層」 で最も消極性を示

すことも両市共通である。

 「援助をうけた経験」や 厂団体参加」 も両市共

通に効いている項 目である。しかし，「団体参加」に

ついては，三鷹では「地域関係団体に積極的参加」

がこの類型に対して最も積極性を示しているが，

武蔵野では 「組織活動関係に積極的参加」である。

  「職業」は武蔵野では最 も効いている項 目であ

ったが，三鷹では偏相関係数で10位 であり余 り効

いていない。このことは，三鷹においては「職業」

と 「家族構成」との内部相関が高く(0.41)，後者

に吸収されたからと考えられる。

 この他，「家の周辺で困ったこと」「市への愛着

理由」などは，武蔵野では比較的効いている項 目

であるが三鷹では殆 ど効いておらず，かxっ て，
厂居住年」 「支持政党」などが効いている。 さら

に，「大地震の時の行動」 や 「コミュニティの連

想で “地域親睦”をあげたか」 とい う項 目も，三

鷹では比較的効いている項 目である。なお，三鷹

における 厂支持政党」で，この類型に最も積極性

を示すカテゴリーは 「その他の政党」であ り，こ

れに属する人の半数は公明党である。

 三鷹の第3類 型には 「地域行事に参加」が併合

されてお り，このことか らも三鷹においては，地

0.3
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域共同体的近隣親交の様相が見られる。 これに対

し，武蔵野の第3類 型は，人間関係の意味での近

隣親交型とみることができよう。

 項 目の効き方の差異も，両市における近隣親交

の内部構造の差異の表現とみられよう。

 以上，武蔵野/女 および三鷹/女 のサソプルよ

り得 られた 各類型に おける 「クラス」(積 極 ←〉

消極を示す)と 「説明項 目」28項 目との関わ り方

を数量化 皿類を適用して吟味してきた。関わ り方

を検討することを とおして，武蔵野 ・三鷹両市の

共通性および差異性が理解できた。また，各類型

を特徴づけている潜在的な構造も把握することが

できた。

 なお，両市の男のサンプルについても数量化ll

類を適用して同様の分析を実施した。しかし，女

のサソプルの場合と同じ項 目を用いると，項 目数

がサソプル数(回 答数)に 比してかな り多くな り，

相関比は高い値を示して，結果(項 目・カテゴリ

ーの数値)は 再現性の低い意味のうすいものとな

ってくる。この理由から，男のサソプルの結果に

ついては割愛した。
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 第1章 で述べた通 り，本研究にお いて 私 た ち

は， 「コミュニティ形成」を促進 していくための

行動科学的なシステム ・モデルを探索 していくこ

とを目標に，その第1ス テップとして，フィール

ドとして選定 した武蔵野 ・三鷹の2地 域において

「地域概況の分析」をおこない(第2章) ，これを

踏 まえて 「地域住民の意識調査」 を実施し(第3

章)， その結果について 分析をおこなった(第4

章～第13章)。 この結果，コミュニティ形成に向

う社会的および心理的基盤に関する貴重な情報が

数多く得 られた。

 本章においては，まず，住民の地域に対する意

識構造における男女の差について要約しよう。こ

の種の多 くの調査においては男女を分けて分析せ

ず，属性の1つ として性別を扱っている場合が多

い，しかし，地域住民の意識を解析するにあたっ

て，地域社会との接触に関しての性別による差異

は，その社会的生活空間の差異により決定的なも

のと考えられる。したがって男女を合わせて 「住

民」として捉xた 場合には，明瞭に分析できる意

識構造も判然としないものにな りかねない。そこ

で住民意識の分析にあたっては男女別々に行な う

ことが必要であろ うことが示唆される。

 つぎに，本研究で選定した2地 域における住民

意識(男 女別)の 調査 ・分析の結果得られた情報

の概要を示そ う。これは，武蔵野 ・三鷹両市の共

通性(類 似性)の 中にみられるもの，すなわち巨

視的見地における特色と，両市の相異性の中にみ

られるもの，すなわち微視的見地における両市各

々の特色とに分けて見てい く必要があろう。この

ことは本研究の結果を将来ほかの地域に適用して

考える際，考慮すべき重要なことと考えられるか

らである。この両市の共通性と相異性を見ていく

際，住民意識の調査結果は地域概況 との関連にお

いて考察されることが必要である。

 そして最後に，これらの巨視的 ・微視的立場に

より把握した情報に基づいて，研究の次のステッ

プに向けての示唆を提示し，さらに住民意識調査

の方法論についても触れる。

転

一 一1

地域に対する意識 ・行動 にお

ける男女差

ヤ

s

 住民の意識調査に関しては当初 より男女におい

て異なることを想定 し，とくに居住地域に対 して

女性が深 く関わっていると考えられることから，

サンプルの割当も女性を多く抽出す る こ とに し

た。第5章 以降の分析 もす べ て 男女別におこな

い，その様相を対比してきた。

 分析の結果，当初の想定のとお り，男女により

地域との関わ り方の異なることが明らかに見られ

た。この差異は，個々の質問における回答への積

極性の多少， 回答全般の整合性の多少， 「診断項

目」と 「説明項目」との連関など，多 くの点にお

いてみられた。

 地域住民と一口に言 うことが多いが，今後ます

ます女性の社会的進出が多 くなることを考えあわ

せれば， 「住民」を世帯単位として 見るべきもの

ではなく，男と女とを分けて考えることがより効

果ある対処を導き得るものと考えられる。

(1) 「積極性」における男女差

 第12章 で述 べ た コ ミ ュニ テ ィ形 成 に 向 う過 程 の

「診 断 項 目」(21項 目)に つ い て， 各 々の項 目で積

極 性(positive)を 示 す と考 え られ る カ テ ゴ リー，

逆 に 消極 性(negative)を 示 す と見 られ る カ テ ゴ

リー に それ ぞれ 反 応 し た比 率 に着 目し て 男女 を比

べ てみ る と， 図14-1に 示 した とお りで あ る。

 積 極 性 を示 す カ テ ゴ リー の比 率 で有 意 差(5%

水準)が 認 め られ た項 目は9項 目に及 び， 有 意 差

は 認 め られ な い もの の差 の あ る もの は7項 目で あ

り，差 の 全 くみ られ な い もの或 い は 男 の 方 が む し

ろ 積 極 性 が や や 多 い と み られ る もの は 問10， 問

19， 問11×12， 問27'， 問28の 項 目の み で あ る 。 こ

れ らの項 目は ， 概 念 的 な もの(問28)ま た は理 念

的 参 加 活 動(問10， 問19， 問11×12)が 殆 どで あ

る(問27'は “タ テ マ エ” の表 現 で あ ろ うか)。

 以 上 の 事 実 か らみ て ，地 域 に対 す る態 度 は そ の
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積極度によって男女により著しく異なることが明

らかである。

(2) 「整合性」における男女差

 回答間の整合性が男の回答に少ないことは，第

5章 から第12章 までに触れた多くのクロス集計の

分析の中にも見られる。たとxば ，或る項 目に対

する属性の効き方は類似であっても回答パターソ

の類似性が少ないとか，或いはまた他の調査結果

等から当然類似であろうと考えられる質問間に類

似性がみられないなど，一貫性が女の場合 より少

ないことがみ られた。

 このことは，項 目間の類似度の比較などによっ

て数値的にはっき りと捉えることは難しい。男の

サソプルが少ないことか ら，男女によってカテゴ

リーの分類を変えている場合 もあ り，また男につ

いては，女についておこなった様なx2値 による項

目間の近似度 も，女 と同じ尺度によっては算出さ

れないなどによるものである。 しか し， このこと

は，第13章 に示 した21個 の 「診断項 目」の類型化

(数量化皿類を適用)の際に明らかになる。すなわ

ち表13-4(p.178)に 示された 「診断項 目」の分

類による2次 元配置は，積極性H消 極性を示す カ

テゴリーの位置づけが女の場合のように凝縮性が

少なく，回答に一貫性の稀薄なことを示していた。

(3) 「属性との連関」における男女差

 21個 の 「診断項 目」に対する属性の効 き方につ

いても，次のように男女によってその効 き方の差

異が著しい。すなわち，女では中年，高学歴，主

婦層が積極性を示すが，男では高年，低学歴，自

営業層であ り，男においては殆 ど居住地：域への接

触度(主 として時間的)に よってのみ積極性が示

されるものとみられる。支持政党において，女に

おいては革新系支持者が積極性を示 しているのに

対し，男においては自民党系支持者が積極性を示

していることもこれを うらづけていると考えられ

る。

以上のことから，男女の差異の著しいことは明

瞭である。

 地域社会の問題に対 しては世帯(家 族)単 位で

関わることが本来であるとしても，少なくとも現

代の日本の社会において男女の生活 空 間 が異 な

り，地域の実際的活動や社会資源の利用等の関わ

りを通した地域との関係は，男と女によって著 し

く異なることは事実である。 したが って今後，

「コミュニティ形成」を促進 していくにあたって

も，家族単位に向けて対策を検討することはもと

より，さらに男女差を充分に考慮 して，男と女に

対してそれぞれ異なった対策をたてていくことを

考える必要があろう。

2

武蔵野 ・三鷹両市の共通性
一 巨視的見地からみた特色一一

 第5章 から第13章 にわたって住民の意識調査の

結果を詳細に分析 したが，両市の共通性は次の様

な段階においてみることができよう。

(1) 「単純集計」の結果から

 第5章 から第11章 まで各項 目に対する回答分布

を示してきたが，両市の間で，僅かな差異は認め

られるものもあったとしても，殆 どの項 目におい

て回答の分布は著しく類似していた。 とくに21個

の 「診断項 目」について積極性H消 極性の比率を

描いた図14-1に おいても明らかなように，両市の

間には殆ど差が認められない。ちなみに，これ ら

の項目について両市の間の差異を男と女各々につ

いてx2検 定により調べてみると，5%水 準で有意

差を示す項目は男女各々3項 目ずつであ り，18項

目については有意差が認められない(有 意差のあ

る項目については後述)。 したがって， このよう

な質問項目に対しての回答パターンは，両市にお

いて極めて類似していると言えよう。

(2) 「診断項 目」と 厂説明項 目」の連関から

第12章2節 に 詳 述 され て い る通 り， 「説 明項 目」



の効き方の程度や効いているカテゴリー等 も，両

市間で多少の差異がある場合もあるが(た とえば

支持政党， 都市イメージとの連関など)， 概ねは

両市間の差異は少ないと考xら れる。

 付図1～19を みても， 効き方を 示すZ値 の全体

的な様相は，切女 とも両市間で類似している場合

が多い(全 体的なZ値 の傾向について両市に差異

がみられる 厂説明 項目」は， 男に ついては2項

目，女については3項 目であ り，これ以外の 「説

明項 目」に関しては殆 ど類似の様相 を 呈 してい

る)。最も積極性を示す(値 の高い)カ テゴリーに

ついても両市は極めて類似している(表14-5を 参

照)。

(3) 「診断項目」相互の連関から

 診 断 項 目の 中 での 相 互 連 関 の 類 似 性 に つ い て は

第13章1節 で 述 べ た 通 りで あ り，21項 目の 相 互 連

関 度(21C2=210通 り)の うち， 両 市 を比 較 す る と，

「全 く一 致 」 が45% ， 「一 段 階 の差 」 が35%で あ

り， 相 互 連 関 の 状 況 は8割 程 度 が 両 市 間 で ほ ぼ ・一

致 して い る とみ られ ， 両 市 の 意 識 構造 の類 似 は さ

らに 確 め られ る。

(4) 「多変量解析」による項目類型から

 項 目の類型に関しては，女性回答者については

次の通 りである。理念的活動 と考え られ る項 目

(A，F，L)と 近隣親交に関する項目(M， N，0)

とは明瞭に分れて分類され，その中間に連帯的活

動に関する項 目(G，H， R， V)が1群 をなすと

いうことについては両市共通の結果である。この

ことは，後述されるような地域概況をもった大都

市地域における一般的傾向と考えられよう。これ

は前回調査(1976年 ，武蔵野/女)の 結果からもう

らづけられることである。ただし，今回の調査結

果の特徴として，住民運動的問題に対する反応と

福祉活動に対する反応とが類似性を示 して同一群

となったこと，しかもこれは両市共通の現象であ

ったことは注目すべきであろ う(前 回調査では，

とり扱った項 目も異なるが，福祉活動は近隣親交

的項 目と近似 していた)。 住民運動的活動は， 現
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在においては，単に理念的活動 というよりむしろ

福祉活動 と同じ水準の地域活動であ り，さらに福

祉活動はいわゆる情宜的なレベルではなく，住民

としての意識に基づいた或る種の地域連帯の活動

として把握されていることがみ られる。なお男の

回答者については，数量化皿類による類型に明瞭

なものは得 られなかったものの，理念的活動とし

てE，G， V， 地域親交活動 としてC， J，K， P，

近隣親交的項 目としてM，N， Qが 両市共通の項 目

であった。

(5) 厂項目類型」に対する 厂説明項目」の効 き

  方から

 これについては女性に関してのみ分析結果を得

ている。

 理念的活動項目群による，積極性H消 極性を弁

別することに有効な説明項目は，次のものが両市

共通のものであった。 すなわち， 厂家の周辺で困

ったこと(種 類数)」 「団体参加」厂家族構成」「利

用施設数」などが両市共通に最 も効いてお り(2

市において別個に効いている項 目については後節

で扱 う)，次いで 「職業」「住居状況」「政党」等

の属性 項目が続 く。厂団体参加」は他の項 目類型

にも効いている項 目で あ り，厂住民運動関係団体

に積極的参加」の層が最：も積極性を示しているこ

とも両市共通である(た だし，近隣親交項 目群に

対しては三鷹市では積極性を示すカテゴリーは異

なる)。「家族構成」 もすべての項 目群に効いてい

る項 目であるが，積極性を示すカテゴリーは両市

共通ではない。 「家の周辺で困ったこと」 と 「利

用施設数」は理念型項目群のみに効 く項目であっ

た。とくに前者は，前回調査の際 も効いている項

目であ り，この種の意識 ・行動が理念的活動と結

びつ くことも両市に共通して言えることと考えら

れる。

 連帯的活動項 目群に対して最 も効いている項 目

は両市共通に 「年齢」であるが，最 も積極性を示

す年齢層は両市において多少異なる(武 蔵野36～

50歳，三鷹51～65歳)。 その他， 「住居状況」「居

住年」「コミzニ ティ地区」厂学歴」等の属性と，

「利用施設数」「頼まれるとことわれない」 とい う

性格とが両市共通に効いている項目である。
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 近隣親交型項目群に対しては，厂家族構成」「団

体参加」「近隣か ら援助を受 け た経験」の項 目が

両市共通に効いている。

 以上のことから，項 目類型の固さと同様，効い

ている ー「説明項 目」の共通性からも，武蔵野 ・三

鷹のような地域概況をもつ地域においてのかな り

安定 した結果 として，女性の地域社会への意識構

造をみることができる。

 以上，単純集計， クロス集計，さらに多変量解

析によって両市の多 くの共通性をみてきた。これ

ら両市においては，回答の状況か らかな りの部分

の共通性が得られるとい うことが明 らか に な っ

た。つぎに，これらの共通性の根源を地域概況の

中にみていこう。

(6) 地域概況にみる共通性

60年 を経，かな り高度の生活環境状況およびそれ

と関連した住民階層(半 数以上がサラリーマソ世

帯，学歴 ・職種 も水準が高い)の 地域で，行政側

もコミュニティづ くりに積極的な態勢にある地域

においては，住民の意識構造は次の通 りである。

 すなわち，住民 としての地域に対する意識およ

びその潜在構造は，男女において著しく異なる。

男は，女に比し，居住地域 コミュニティに対して

の積極性は少なく，意識構造において整合性も少

なく，積極性に関連する属性も異なるのである。

3

武蔵野 ・三鷹両市 の相異性
一微視的見地か らみた特色一

 第2章 に詳述されている通 り，武蔵野および三

鷹市は 東京の西部 に位置し， 早 くか ら発達した

国鉄中央線の沿線上3つ の駅にまたがって位置し

ている。都心から18kmの 地点にあ り，山の手台

地から連続 した台地であ り，都中心部からの連続

した住宅地の延長上に位置している。いずれ も，

大正末期から次第に住宅地 として開拓された所で

ある。農業世帯 も極めて僅か残っているものの，

戦後のいち早い市制施行 とともに新宿副都心化に

従って，高度成長経済の波に乗 り，給与生活者の

住宅地として発展してきた地域であり，生活近代

化水準*は 都内でも最も高い。一方，行政側も，

人口増大に伴な う市の発展と共に市の新しい施策

をたて，住民参加の市政，コミュニティの形成に

力を注ぎ，コミュニティ ・セソターの建設も意欲

的に行ってきている市である。

 以上述べた両市の共通性から，概略的に次のこ

とが言えよう。それは，巨視的見地に立 った1つ

の結論とも言 うことができる。すなわち，都心か

ら約20km(約1時 間)， 副都心か ら約20分 程度

の地理的位置，首都の住宅地 として開拓されて約

 両市の相異性を，まず，住民意識調査の分析結

果のなかにみていこう。

(1) 厂単純集計」の結果から

 質問項目に関しての回答 パ タ ー ソ(多 くの場

合， カテゴリーは 積極.一.消極を示す段階に併合)

について 両市の 差異を男女別にx2検 定で調べた

結果，有意差(5%水 準)の あった項 目は表14-1

に示す通 りである(差 を生 じたカテゴリーとその

カテゴリーにおいて，比率の多い方の市名，およ

び差を生 じた性別 とを付記しておく)。

 このうち，「診断項 目」については女では2(F，

P)， 男では3(F，G，V)の みである。「F/問10.

町づ くり活動への参加」は，男女ともに三鷹に積

極性比率が多い。このことは，三鷹においてこの

様な連帯的活動を肯定する意向がやや多いという

こととみられよう。rP/問27.近 隣関係のわず ら

わしさ」を否定する者が三鷹/女 にやや多いこと

も，三鷹における近隣志向を示す ものとみ られ よ

う。男の回答者について，「G/問17.マ ソショソ建

設反対運動への参加」が三鷹/男 にやや多 く，rV/

問30.要 介助者への援助の意向」が武蔵野にやや

多いことは，いずれ も周囲の動向に影響された理

*生 活近代化水準 とは，所得格 差，一人 当畳数 ，上水道 ・下水道供与人 口比，医療施設，(対 昼間人 口比)等 に ょる数

 値であ る。r'78民 力』 に よる と，武蔵野191， 三鷹182で あ り，他 の地区(160以 下)よ り群を抜いて高い。
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表14-1武 蔵野 ・三鷹市間で回答比率 に有意差 を生 じた項 目
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既成団体への所属

所属団体における積極性

自分に とって一番大切 なもの

{

{

{
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家

健

抽

有意差
を生じ
た性

 

 

男

男

男

女

・

・

 

 

女

女

女 ・男

女 ・男

 男

女 ・男

女 ・男

 女

 男

女 ・男

 男

女 ・男

 女

 男

 女

 男

女

女

比率の
大なる
市

武蔵野

三 鷹

三 鷹

武蔵野

武蔵野

三 鷹

三 鷹

三 鷹

武蔵野

三 鷹

武蔵野

三 鷹

武蔵野

武蔵野

武蔵野

武蔵野

三 鷹
武蔵野

三 鷹

武蔵野

念的な(現実的行動意欲とは異なったものによる)

希求とみることができるのではないだろうか。

 「診断項目」以外で 差のある項 目は， 「説明項

目」としてとりあげている問49， 問50， 問8， 問

22，問23の5項 目および問38で あ り，いずれも地

域の状況(市行政の姿勢を含む)の如実な反映とみ

られよう。

 すなわち，「問49.市 の理想像」の文化的期待に

関して武蔵野/男 が比率が多いことは，武蔵野市

民の文化水準の高いことと呼応しており，親交 ・

福祉的 期待に関 して三鷹/女 が 比率が 高いこと

は，市政のス ローガソの1つ に “ふれあい ・ぬ く

もりの町 ・三鷹”が掲げられていることの反映と

みられよう。

 「問50.コ ミュニティとい う言葉からの連想」で

は，三鷹においては “各種スポーツ活動”， 武蔵

野においては “ボランティア活動” と答えた もの

が多いことは，それぞれの市におけるコミュニテ

イづくりへのアプローチが，まさに各々，これ ら

の活動を通しておこなわれ或いはおこなわれよう

としているものであり，市の姿勢が市民によく浸

透しているとみられよう。同様のことは 「問8 .

市政に対する関心」についても明らかにみられ，

それぞれの市の重点対策を市民がよく知っていた

とい うことが言xよ う。

  「問22お よび問23.既 成団体への所属および積

極性」においても市民性の特徴が表われていると

言えよう。すなわち，団体所属で “町内会”は武

蔵野においては組織していない町が多いので，当

然，三鷹の方が多い。これに反し，所属している

団体における積極性からみれば，自治会に対 して

武蔵野市民(男 女とも)が 積極性を示すものが多

いことがみられる。

 男について，職場の同好会，趣味の会，スポー

ツ団体の所属者の中での積極的参加の比率が武蔵

野が三鷹に比し多いことは，市民の文化水準に関
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わ りの深いことである。女について，武蔵野では

婦人組織，三鷹ではスポーツ団体への積極的参加

比率が高い。 これ も，前者は市民(と くに女性の

意識の高いものについて)の 革新志向を，後者は

市のスポーツ奨励の姿勢の反映を示す ものと言え

よう。

 「問38.生 活必需品の購入地域」の差異は，第

2章 で詳述されている通 り，武蔵野の消費都市 と

しての特性の正直な表現とみられよう。

 「問52.大 切なもの」の回答の差異 も両市の市

民性の表現とみられよう。

 以上，単純集計の結果における差 異 に つ い て

は，市の概況が市民の生活行動に反映したことを

示すものが多く，意識やその内部構造の差異は殆

んど表われていないことがみ られる。

(2) 「診断項目」と 「説明項目」の連関から

「説 明項 目」 が 「診 断 項 目」(21項 目)に 対 し て

表14-2厂 診断 項 目」 に対 する効き方 におい て武蔵野 ・

    三 鷹市 間で差異 のみ られる 「説 明項 目」

説 明項 目 カテ ゴ リー

学   歴   咼   い

職    業     労  働 ・自  営

住 居 状 況 一戸建/中 ・下

住 居 所 有 持   家

支 持 政 党 自 民 党 系

       革  新  系

       革  新  系

       無 し，D.K.

       ふれあいの市 の 理 想 像
          ぬくもり

       弱い者への
          いたわり

団体への所属と 地域関係以外の
  積極的参加  団体に積極的

差異の
ある性

男

男

女 ・男

女

女

女

男

男

女

男

男

三

 

 コ

瀉

+

○

○

○

+

+

一

+
 
○

武
蔵

野

 
 
 
=

一 

十

十

十
 
 
 
十
 
十
 

嚊 

十

0 十

十

(注)：+… 診断項 目(21項 目)に ついて積極性を示 す

    もの(Z>0)が 多い。

  ○…診断項 目(21項 目)に ついてZ値 の平均 は

    0に 近い。

  一…診断項 目(21項 目)に つ いて消極性 を示す

    もの(Z<0)が 多 い。

どの様に効いているかについては，前節の類似性

のところで説明されている通 りであ る。す なわ

ち，個hの 厂診断項 目」 との連関は別 として，全

般的な効 き方は両市において殆 ど差異がない。両

市において効 き方が異なる 「説明項 目」(およびそ

のカテゴリー)は 表14-2の 通 りである。

 表14-2を みると， コミュニティへの志向を示す

人々の層が男については両市に多少差異のあるこ

とがわかる。すなわち，武蔵野では労働 ・自営業

層，革新系支持層であるが，三鷹では高学歴層，

支持政党無し層，地域関係以外の団体に積極的参

加をしている層であ り， 市の理想 像 とし て “弱

い 者への いたわ り”をもっている層 である。 し

たがって， 三鷹においては 比較的に 文化的な 給

与生活者層が，武蔵野では自営業層が 想定 され

る。      、

 女については殆 ど差異がなく，つぎのことだけ

が見 られる。すなわち，住居状況か ら武蔵野では

いわゆる “土地付き”の人の層が積 極 性 を示 す

が，三鷹ではこのことは関連がない。さらに武蔵

野では革新系支持層が著 しく地域に積極的であり

自民党系支持者は消極的であるのに対して，三鷹

では自民党系支持者 も積極性を示 している。

 市の理想像で “ふれ合いのぬ くもり”をあげた

人は，武蔵野では積極性を示すが三鷹では， この

都市像をもつことと地域社会志向とには関連がな

いo

 以 上 ， コ ミュ ニテ ィ形成 に ポ ジテ ィブ で あ る住

民 層 は ， 両 市 に お い て(と くに女 に は)差 異 が み

られ る もの は 少 な い こ とがわ か る。

(3) 「診断項目」相互の連関から

 「診断項 目」相互の連関度についての 両市の差

異(女 について)は第13章2節 で述べられている。

連関度の2段 階以上の違いが6以 上の項目(表13-

3を 参照)を 拾い，その項目に対 して連関がより

強かった方の市名を記入してみると表14-3の 通 り

である。

 厂コミぼニティ・セソターの役割評価」の設問と

他の 「診断項 目」 との連関において，両市は最 も

著 しい差異を示す。武蔵野における方が他の項 目
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表14-3 「診断項 目」 相互の連関度において武蔵野 ・三 鷹市 間で差異のみ られ る項 目

項
目
記
号

=

K

1正

R

P

項  目  の  内  容

C.C.の 役 割 へ の評 価

住民運動一般につい ての意見

tラ ンテ ィア活動へ の参加 の意 向

近隣関係のわずらわしさ

2段 階
以上の
差異があ

る項
目数_

8

7

6

6

差異を生 じた項 目，連関度 が より強 い市

   (ゴチ ックは3段 階違 い)

一
R

三

」
武

P
武

R
武

一
〇
武

F
武

0
武

Q

三

…「
N
武

D

三

M
武

H
武

…ゴ

武

C
三

K
武

F
武

「…
E
武

B
武

C
武

C
武

W

三

V
武

P

武

U

武

0
武

W

三

V
武

との連関度が高いことからも，コミュニティ ・セ

ソターに対する意識が三鷹においては一般に定着

していないことがみ られ る。「ボラソティア活動

への参加の意向」についても，三鷹/女 の回答は

現実性か らやや離れ，理念 として答}xて いるよう

にみ られる。 「住民運動についての意見」 に関し

ても同様のことが 言えよう。「近隣関係のわ ずら

わしさ」は前節で述べた通 り三鷹の方が積極性は

多いものの，それらはG，F， Hな ど地域社会へ

の参加の問題やR，Vな どの福祉関係の積極性と

の連関性が少な く，近隣関係との整合性に留まっ

ている(Qと の連関が強い)も のとみられる。

(4) 「多変量解析」による項 目類型から

 数量化皿類による項目類型から両市の差異をみ

ていこう(第13章3節 を参照)。項 目類型を両市対

照して整理すると図14-2の ごとくである。

 両市の差異の細目については第13章 でも述べ ら

れているが，これ らを総合すると，女については

次のように見ることができよう(男 については，

両市の差異を見るほど安定性ある結果 と考えられ

ないので割愛する)。

① コ ミュ ニテ ィ ・セ ン ター の 利 用 に つ い て

 武蔵野においては，C.C.利 用者はC.C.を 評

価し(親交に役立つ と評価)， 他の実際的な地域活

動に対しても類似の反応を示すが，三鷹において

は，これが理念的項目と同一群に位置づけられ，

C.C.の 評価は異質(他 項目との整合性をもたな

い)で あ る こ とに よっ て除 外 され る。 これ らの こ

とか ら， 三 鷹 に お い て は， コ ミュニ テ ィ ・セ ンタ

ー とい う施 設 が住 民 全 般 に充 分 に 浸透 し て い な い

こ とが み られ ，C.C.利 用者 が一 部 の理 念 的 活 動

志 向 の 人 々に限 られ て い る の で は な いか とみ られ

る。

② 地域活動，連帯活動について

 武蔵野においては，地域活動，連帯活動がそれ

ぞれ明瞭に群化されていることから，これらの活

動意識が住民一般に咀嚼されていることがみられ

よう。一方三鷹においては，地域活動は理念型と

併合されることから，これらの活動が住民(女)一

般に理念として把握されていることがみ られ よ

う。さらに連帯型においても，比較的現実性をも

った活動(D，V)に 対 しての 厂拒否」が異質な位

置づけを見せる(図13-14を 参照)こ とは，実際的

問題に迫 った設問では，思わず “ホソネ”(拒 否)

を答えたものが異質 となって表われることとみら

れ，活動への参加に対する回答はややタテマエ論

であるのではないか と考えられる。

 すなわち，三鷹においては地域における活動に

対する意識は，タテマエの域を出ず，具体的行為

とは遠いものではないか と考えられるのである。

③ 地域行事への参加について

 お祭 りなどの地域行事はコミsニ ティ形成の一

つのきっかけ となることが多い。しかし，これへ

・め参加意識は両市において異なることに注 目しな

ければならない。すなわち，地域行 事 へ の参 加
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● 第1項 目群(理 念的活 動型)顧 一。。一一

● 第3項 目群(地 域活動型)一

一 一一 一一● 第1項 目群(理 念的地 域活動 型)
    i

鰯鑾爨鋼 ノ
                     '
                    '                   '
                  '                  '               
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A： 問7(住 み よい所 にす るため になす べき こと)

E： 間6(近 隣地域 で困 ってい る問題へ の対 処)

F： 問10(田 丁づ く り活動 に参力卩)

J： 問14(C.C.の 利用経験)

L： 問11× 問12(市 政へ の参加 と方 法)

C： 問3(地 域 行__irに参加)

D： 問9(清 掃 な どの呼びか けへ の協 力)

E： 問6(近 隣地 域で困 っている問題 への対処)

J： 問14(C.C.の 利用経験)

K： 問16(C.C.と 親交 との関 係)

● 第2項 目群(連 帯 活動型)

  G： 問17(マ ンシ コン建 設 反対運動 に参 加)

  H： 問19(住 民運動 についての意見)

  R=問27(ボ ランテ ィア活動 一給食 サー ビスな ど一

      へ の意欲)

  V： 間30(要 介助 者への手伝 い)

● 第2項 目群(連 帯活動型)

D： 問9(清 掃な どの呼 びかけへの協力)

G： 問17(マ ンシ ョン建設反対 運動 に参加)

H： 問19(住 民 運動 についての意見)

R=問27(ボ ラ ンテ ィア活動 一給 食サ ービスな ど一

    へ の意欲)

V： 問30(要 介助者へ の手伝 い)

● 第4項 目群(近 隣親交型)

爨：驪 劉

● 第4項 目群(近 隣親交型)

C：
M：
N：
0.繰 鎧 鋼

図14-2 数量化皿類によ る 「項 目類型」 の武蔵野 ・三 鷹市 間の異同

は，武蔵野においては清掃やC.C.利 用の活動と

類似に意識されているが，三鷹においてはその様

な活動とは別に近隣が親しく交わる一つの機会 と

して把握されていることがみられる。

(5) 「項目類型」に対する 「説明項目」の 効 き

  方から

 各類型(項 目群)に おいて積極性⇔消極性の段

階を 「説明項目」により弁別することについては

第13章4節 で詳述されて い る。厂説明項 目」の効

き方は意識の潜在構造を示すものであ り， これに

関しての両市の差異は次のように把握できよう。

 理念的活動および地域的活動への参加の要因に

おいて両市間で差異を示す ものをみると，武蔵野

においては社会的要因(居 住年， コミュニティ地

区)や 年齢，学歴等の属性が 効いているのに 対

し，三鷹においては個人的要因(パ ー ソナ リテ

ィ/勇 気，市への愛着理由など)が 効いているこ

とが理解された。すなわち，地域活動が武蔵野に

おいては普遍化されていることがみられ，一方三

鷹では，地域活動への参加が特殊なものとして意

識されていることがわかる。

 以上のことは連帯的活動への参加の要因の差異

によってもうらづけされる。地域におけるこれ ら



のコミュニティ志向の活動は，武蔵野においては

一般市民(女)の ものとして定着してきているが
，

三鷹においては未だやや浮き上がった もの であ

り，一般市民が抵抗なく参加意識をもつには至っ

ていないということがみられよう。

 以上，住民の意識調査の結果からみた両市住民

のコミュニティ志向およびその意識構造における

両市の差異をみてきた。つぎに，これらの差異を

うらづける地域概況の差異を第2章 から拾い上げ

ていこう。

(6) 地域概況にみる相異性

 両市の発展の歴史をみると，武蔵野は常に三鷹

に先んじて都市化をしてきてお り，現在の農業の

残存状況からも，三鷹には未だどこかに農村的雰

囲気の残滓が感じられる。 これに反し，武蔵野は

吉祥寺駅を中心に商業の発展も著 しく，学歴や職

業，1人 当 りの歳出や市民税の物語る社会的階層

からも，文化的水準において三鷹にまさっている

ことが見られる。

 デモクラフィックな状況をみると，武蔵野は三

鷹に比し転入者の多少について年度による差異が

大きいこと，昼間人口の夜間人口に対する比率が

大きいこと等から活気ある町であることが察せら

れる。さらに，65歳 以上の人口が多 く，これに対

応し給食サービス等のボランティア活動を始めと

し行政側は福祉対策を充実 ・浸透 させている。

 行政側の対策は両市とも福祉対策や市民参加を

重視し， これ ら対策の基盤 としてコミュニティ形

成を市政計画の中に大 きく位置づけている。市政

計画の要綱の中には両市の差異は全 く見 られない

ものの，現実の施策の中にはかな りの差異がみ ら

れる。武蔵野市は， 昭和46年 以来， 革新市長の

下に極めて熱心にコミュニティ・センター建設を

中心 とした コミュニティ形成に力を注いできてい

る。これに反し，三鷹市では大沢のコミュニテ ィ

・センターは武蔵野より早 くに建設したものの
，

その後，他地区のセンター設置 ・運営に関しては

武蔵野よりやや緩慢に進んだといえよう。

 武蔵野においては，市から独立したボランティ
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ア ・センターも開設(昭 和53年)さ れ，福祉対策

は積極的に進められたが，三鷹市においては，市

が最も力を注いできたことは下水道対策であ り，

ほぼ100%の 完成により，東京でも環境条件にお

いて屈指の近代化を示す地域となった。しか福祉

対策などについては，武蔵野のような画期的な展

開は示していない。

 三鷹市におけるコミュニティ形成は市の対策要

綱で “醸成”とい う言葉で表現している通 り，酵

母を入れ発酵 ・醸成させながら育てていくとい う

方針であ り，とくにスポーツ等の文化活動を通 し

て浸透 させていこうとい うものである。武蔵野市

の場合は，コミュニティ ・セソター設置に力を注

ぎ，センター活動を通 してのコミュニティ形成を

狙 っていることがみられる。

 この様な地域状況，行政側の姿勢の差異は，ま

さしく住民の意識構造の差異 として表われている

ことが理解できよう。

紘

4

コミニュティ形成に向けての

働 きかけ

、

 以上，本研究の第1ス テップ(地 域の概況分析

を考え合わせた住民の意識調査)で の成果の概要

を整理してきた。以下では，これらに基 づ い た

「コミュニティ形成」への働 きかけを，①両市の

共通性を踏 まxた 普遍的事項 と②両市それぞれの

特殊性の上に立 った個別的事項 とに分けて示唆す

ることを試み よう。

(1) 普遍的事項

① コミュニティ形成の働きかけは，まず，住民

の中でも特に女性を働きかけの中心に考えて進め

る方が効果的であろ う。男性，とくに若年 ・中年

の男性サラリーマンで勤務地が市外の人にとって

は地域社会としてのコミュニティに対応する意向

は極めて少ない。そこで，たとえば家族 ぐるみで

参加できる催 しなどを 計画しても， これに参 加

し，そのことが地域への交流を深めることになる
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家族(と くに夫)は 限 られた人々であろう。そ う

したことよりむしろ，母親(35～50歳)を 対象 と

する催し→母親同志の共通話題→地域社会への関

心→地域における何 らかの活動→ コミュニティと

しての連帯感→家族への浸透→家族全体での コミ

ュニティへの接近， という進行過程を狙っていく

ことの方がより効果的であるように思われる。

 男性の中では， とくに50歳以上の年代あるいは

市内勤務(特 に自営業)の 人hに 向くような催し

(講演会，スポーツ活動など)を 通して地域 へ の

関心を深めることも一つの方法ではなかろうか。

② 市行政の姿勢は，その広報活動が充実してい

る限 り，比較的よく市民に反映する もの であ る

(1976年 の武蔵野/女 の調査において市報の講読率

は78%で あった)。

 武蔵野市においてはボランティアなどの福祉活

動を通しての連帯感から，三鷹市においては文化

(スポーツを含む)活 動を通し て の地域への関心

から，コミュニティづくりへめ接近を計画してい

る行政側の姿勢を市民は感じとっている。このよ

うな市の姿勢は，市民によく浸透 していくもので

あることを踏 まえ，今後の指針を打出す ことがで

きよう。

③ 両市の調査を通して，地域 コミュニティへの

積極性には，既成団体との関わ りがかな り関連の

強いことが把握できた。しかし，少なくとも女性

については，これは組織活動への積極的参加の有

無が効いてお り，既成の地域団体(町 内会など)に

単に所属しているとい うことは余 り関連がない。

 コミュニティづ くりの運動においては，しぼし

ば，町内会などの地域組織団体を基盤に運動を展

開しようとい う例がみ うけられる。 もちろん地域

の諸種の条件にもよるであろ うが，少なくとも首

都圏のように比較的文化度が高く給与生活者の多

い地域においては，本研究の結果か らもこの方向

は妥当でないと考えられる。た とえ，地域団体の

一部の人の活動が活発なものであっても，それを

軸として発展させようとすることは，次代を担 う

若年や中年の世代に呼応した新しい意味のコミュ

ニティではな く，旧来の全体主義的連帯感の強要

になるのではないか と考えられる。

 むしろ，何らかの組織団体に所属して積極的に

活動している中年女性の活力を地域社会に還元す

ることを 目ざす方が，今 日的意義に適 うものと考

えられる。

④ 住民の文化水準，職業構成，市行政のコミュ

ニティ対策等において武蔵野，三鷹に近いような

地域であるならば，少なくとも女性に関しては，

その活動意識において今回の結果と同様の類型が

現われることが 多いであろう。 「理念的活動型」

と 「地域親交型」の2つ ，さらに中間の 「連帯的

活動型」を含め，このような類型が女性の中に内

在していることを考慮に入れて対策をたててゆく

ことが必要であると思われる。

 理念的活動に積極性を示す人hは ，とにかく外

面的に極めて活発であるが故に，そのような動向

が，女性の，ひいては住民のすべての意向である

かのような錯覚を人々にもたらすことが多い。一

方において，こうしたタイプの活動には必らず し

も積極的でなくても，近隣親交あるいは連帯活動

に積極性をもつ人hも 多いことを看過することな

く対応していくべ きであろう。

 それぞれのタイプの活動への積極性を進めつつ

も，より巾の広い他のタイプとの共通部分を広げ

ていくような方向への指針をもつことが必要であ

ろう，ということである。

(2) 個別的事項

① 両 市 いず れ も， コ ミsニ テ ィ ・セ ンタ ー の設

置 を 基礎 に コ ミュ ニテ ィ対 策 を進 め て い る。 しか

し，三 鷹 の方 が コ ミュ ニテ ィ地 区 の範 域 が 広 い故

か ， セ ンタ ー・の 利 用 が一 般 的 に普 及 して い な い よ

うに み られ る(利 用 者 は 多 くて も特 定 の人 々に限

定 され て い る傾 向 が み られ る)。 三鷹 に お い て は ，

セ ソ ター が よ り一 層地 域 の連 帯 性 に機 能 し て い く

よ うに対 策 を た て た方 が よい の で は なか ろ うか 。

 と くに， 武 蔵 野 の西 久 保 地 区 に お い て， セ ン タ

ー利 用を 中心 とし て地 域 社 会 志 向 の積 極 性 は 著 し

い。 こ の様 な地 区 の あ り方 も， 今 後 の一 つ の参 考

資 料 とな ろ う。
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② 両市の間には，地域社会に対する住民の意識

構造において，かな りの差が認められた。すなわ

ち，地域への志向が，武蔵野におい ては 普遍 化

し，三鷹にお い て は個人のレベルに留まってい

る。このことか ら，武蔵野においては，やや もす

れば，意識が各個人の主体性の中に根づかない危

険性をもち，三鷹においては，地域活動が特定の

人々の層に限定されるとい う危険性をもつとい う

ことがみられよう。今後の対策の中には，この点

の留意が必要ではなかろ うか。

5

③ 三鷹 に お い て は ， コ ミュ ニテ ィを 文 化 活 動 と

関 連 づ け て把 握 して い る こ とが 多 い よ うに み られ

る。 文 化 活動 が 一 つ の よい き っか け で あ り，市 の

文 化 向上 に も役立 つ こ とで あ る とし て も， そ の こ

とか ら 地 域 連 帯 感(決 して 狭 い 意 味 で は な い)，

そ して さ ら に コ ミュ ニ テ ィ意 識 が 生 まれ て くる こ

とが よ り望 ま し い こ と では な か ろ うか 。 コ ミュ ニ

テ ィ ・セ ソ タ ーを 中 心 と した 文 化 活 動 が ， さ らに

地 域 連 帯 の方 向 に 向 か うこ とが 適 しい こ とで は な

いか と考 え られ る。

④ 武蔵野においては，コミュニティを福祉活動

などを通した地域連帯として把握することが，住

民にかな り広 く根づいてきている。 しか し，一方

ではこうした福祉活動に決然 とした拒否の反応を

示す人 々も現われてきている(前 回の1976年 調査

との比較において みられる)。具体的な活動に身

近に接 し，かえって逆方向に向か う人Itの 出現

は，活動の見直しを行なう必要を感 じさせるとと

もに，福祉の方向の巾をさらに広 くする必要を示

唆するものとも感じられる。

 以上，本研究の第1ス テ ップにおける成果を踏

まえて研究の第2の ステップに向けての一つの示

唆を提示 したが，何れにしてもコミュニティ形成

の問題は，現代における大都市社会におけるある

程度の普遍的な回答を踏まえつつ，しかも各地域

の特殊性を考x合 わせて試行錯誤的におこなって

いくこととなろ う。

地域住民意識の調査と分析へ

の覚え書き
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 最後に，私たちのとった研究の方法について若

干の補足をのべて本モノグラフを閉じることにし

たい。

 第1章 で述 べ た 通 り， 私 た ちの と った 立 場 は ，
“コ ミ

ュ ニテ ィ形 成 とい う 目的 に 向 っ て 最 も 有 効

に ” とい う観 点 か ら，地 域 住 民 意 識 の 構 造 を 探 ろ

うとい うこ とで あ った 。 した が って ， 研 究 対 象地

域 に お け る 住 民 の 意 識 構造 が 何 らか の ア ・プ リオ

リに 設定 され た モ デ ル に どの 程度 適 合 し て い るか

を検 討す る とい う よ うな接 近 法(演 繹 的 ア プ ロー

チ*)で は な い。 ま た， コ ミ ュニ テ ィ意 識 に関 す る

モ デ ルを 計 量 的 な操 作 に よ っ て， ア ・ポス テ リオ

りに 抽 出す る接 近 法(帰 納 的 ア プ ロ ーチ*)で もな

い 。 こ うした 住 民 意 識 の モ デ ル を 構 築 して い く こ

と よ りもむ しろ ， コ ミュ ニテ ィ形 成 に 最 も役 に 立

つ 情 報 を 得 るた め の ， い わ ば ，操 作 的 ア プ ロ ーチ

で あ る と言 え よ う。 計 量 的 な 方 法 を 用 い て類 型 を

描 出 した 点 に 関 して は ， い わ ゆ る帰 納 的 ア プ ロ ー

チ に類 似 して い るか の よ うにみ られ る で あ ろ う

が ， 目的 と方 向 に お い て異 な って い る。 したが っ

て “無 思 想 に” “計 量 的 技 法 に 依 存 ”*す る こ とで

は な く， 目的 に照 して計 量 的 方 法 の 中か ら有 効 と

思 わ れ る方 法 を 選 択 し て用 いた の であ る。

 私たちは，常に目的に対して有効な方法を考え

た。統計的な方法は，でき得る限 り仮定をおかず

に使えることが望ましい。また，種々の段階に入

って くる誤差についても考慮することが必要であ

り，その誤差によって起る歪みを考慮した上で結

論を導 くことが必要なのである。

 質問文は数に制限があるので，精選する必要が

ある。 このために，まず必要な項 目の枠組を作 り

これに従って質問文を作っていくことが必要 とな

る。 コミュニティ形成の問題は，地域状況 と密接

*神 戸都市問題研究所(編)rコ ミ
ュニテ ィ行政 の理論 と実践』勁草書房，1979年 ，P.11
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な関係があ り，したがって質問文 も各地域によっ

て異なるものも多いであろう。すなわち，質問文

には，比較的普遍的なものと，地域の特性を摘出

するための地域性の強いものとが混合することに

なる。しかも，類型は質問項 目に(あ る時は質問

文にも)依 存す るので，ある種の限定の下で普遍

的な結論を導 くことになるのであ り，普遍性をそ

れ以上に拡張してモデル化することは危 険 で あ

る。

 本研究の第1ス テップにおける研究成果の報告

を終えるにあた り，私たちの重視した立場が，常

に 「役に立つ」情報を得ることであって，理論的

な興味ある結論を導くことを第一の目的 としてい

なかったことを再度強調しておこう。私たちの提

示 した 「コミュニティ形成」に向けての示唆は，

本研究の第2ス テ ップにおいてその妥当性が確か

められていくはずである。
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● 付表一一一一.

 各質問項 目に対 する回答状況 を 「被調査者の属性」別に整理 した結果を，

付表32と して示 した。各表 の小 数点つ き数字 は，市別 および性 別 にみた

テ ゴ リーの人数 に対 す る比率(%)」 を意味 して いる。

                          付表 1

属性 の 「カテ ゴ リー 」とそれに該 当 す る 「人数 」
              1
     き駄 ・     一1汝'

募 性∴L
...卵 ヂ ー ・

.1髄 」茎 鳶
一 ..一 一 一..一..- 一 「. 一}.. 一}皿

1.20歳 ～25歳 47 59年
2.26歳 ～35歳 88 110
3.36歳 ～50歳 134 133

齢 4.51歳 ～65歳 109 85
5.66歳 ～ 53 45

一.冖 丁一 一 一
学 1・低(新制中学程度以下) 60 7i

2.中(新 制高校・短大程度) 314 302

歴 3・ 高(旧制高専 ・大学以上) 57 59
一一一}一 _一 一 一■「 一一

職 1.専 業 勤 務
141 151

2・ パ ー ト勤務 62 52
3・主   婦 187 183

業 4・ 無職，学生，D・K. 41 46
一  .一  .一  一   一一 一 一 ̀  國  一. _

 

勤
1.市  内 96

一 一 一一.一.

  103
2.都   下 25 26

務 3・ 千代 田・中央 ・港区(中 心 区) 29 29
地 4.上 記以外の区部(区 部) 40 46

5・ 無 職 ，D.K. 241 233
.一一 一._■r■■           . 一一 一Li一.. 一 一 皿-

住 1.一 戸建/上 89 7s
居 2.一 戸 建/中 ・下 155 181
状 3・ 集合住 宅/上 ・中 135 11?
況 4・集合住宅/下 52 58

一P一__ 一謄 ㎜ 一一 一 一-『.一 閲一

住 1・持   家 250 237
居所 2・借   家 141 158

*'
3.社 宅 な ど 40 37

『 一 一一  .}   齟一  一. 一_  _ 一..b ㎜ 一 一

居 1・昭和35年以前から 154 138

住
2・ 昭和36～50年 か ら 159 175
3・ 昭和51～53年 か ら 68 70

  年
『 一 ..

4・ 昭和54年 以 降か ら 50 49
一一}          .一.「 一 _ マ ー一   一 皿m   一 一_

支 1・ 自民 党，新 自由 ク ラブ 131 115
持 2.公 明 党 20 15
政
党 1瀚 徭麟i共 産党社腱 98

21
79
19

5.無 し，D.K. 161 204
一邑 一.一 一 一 一一.一 一

 『

家
1・定 位 家 族

36 68

族
2・単   身

48 24

構
3・ 既 婚/子 無 し

74 5?
成 4・既婚/子 あり(学童以下あ り) 136 135

5.既 婚/子 あり(学童以下なし) 13? 148
冖 一-h 」『 」 一.  一

兄 1.1   人
22 26

弟
2.2   人

87 84
3.3～4人 183 180

数 4.5人 ～ 139 142

兄
弟
順
位

1・1番 目

2.2，3番 目

3・4番 以 降

157

178

96

147
192

93

… 津 ，. 雄  _   1'厂 一 《

全ご 饗 てめ ご .こ 43・ X32

嘱.・煙.

年

齢

          鵠 一

ポ 、 桝 ウー 」
  r

佳
  20歳～30歳  31歳

～40歳

  41歳～55歳
  56歳～

1鑾 難 」

         ]

  付 表2～

「属性 の各 力

学

歴

職

業

勤

務

地

住
居
状
況

住
居
所
有

居

住

年

支
持
政
党

家
旋
構
成

兄

弟

数

兄
弟
順
位

1.技 術 ・管理職 ・自由業

2.事 務 職

3・ 労働職 ，農 ・工 ・商 自営業

4.無 職 ，学生，D.K，

i熱舞艷1
1.一 戸建/上

2.一 戸 建/中 ・下

3・ 集合住 宅/上 ・中

4.集 合 住宅/下

家

家

ど

 

 

な

 

 

宅

持

借

社

-
凸
9
臼
0
り

1・ 昭 和35年 以前 か ら

2・ 昭 和36～50年 か ら

3.昭 湘51～53年 か ら

一

1.自 民 党，新 自由 クラブ

2・ 社 会党，民 社党，共産党，社民

3・ そ の他 の政 党

4.無 し，D.K.

」

ー民t

1・定 位 家 族

2.単   身
3.既 婚/子無 し
4・既婚/子あり(学童以下あ り)
5.既 婚/子 あり(学童以下なし)

人
人

 

 

人

～

 

 

祠

人

-
凸
9
6
60
PO

-
亠
9
臼
00
4

目

目

降

 

番

以

番 

3

番

-
晶
り
臼
4

1
晶
9
一
η0

濠 瓢 捧 ・(N)  ヒ汀 -

7一 湘一__.. .ここ
.鶚一一  一

 F 7吊 吊 慧               ぴ倍 蒜-刊

      亠 一              亠一

・麹
、匡=劇一ζ 二=

42 52
52 45
43 59
43 31

22

『.一.皿 『 一

    17

?4 84

    84
.一. 

86

50

    一-

63

52 58

34 44

   44
r一 一.

22

33 51
24 29
43 32
43 55

   37
冖 一

zo
              一一

34  1  25
67  1  75
54  1  67
25  1  20

一一 一 『 一 一 一.      冖 一 曽閲 τ  一

89 8?
59 69
32 ai

『.一. 一

7a 50

41 75

67 62

一 一一 一r一       一 一 一

54 54
38 31
23 26
65 ?6

一   一.一.

23 29

31 24

25 28

50 55
51 51

一一 一. .」 一.一

凸δ
0

匚
σ
ー
ム

ー
凸
∩δ
8

畳
り

9
醐

4

ワ
謬

7
■

一一18Q

   1044?954

1舅 「      『  一 . .    一
  一    .

…愚87
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      付表 2

問49 市 の理想 像 一文化 的 期待 一

回   性 答

力  市

  テゴ
属性   リ
カテゴリー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
㈱
鯉

学

校

学

学

中

高

大

 

ー

ウ
臼
0
9

 
業

ト
婦
K

業
 
 

 
n

 
 

一

学

職
専
パ

主
無

 

1
2
60
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、
 

n

務
 

心

勤

市
都
中
区
無

 

14
ワ凵
碗δ
4
一b

 住居 状況

1.一 戸 建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 住居所有
1.自  家
2.借   家
3.社 宅 等

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 

党

党

系

他

K

党

 

 

 

 

 
・

政

民

明

新

の
D

持

 

 

 

 

 
，

支

自

公

革

そ
無

 

-
凸
9
臼
らδ
4

PO

 
族
身
し
有
無

燬
鞴

家

定

単

既

学

学

 

ー
ム
リ
自
り0
」触
5

 兄 弟 数

1.1  人

2.2  人

3.3～4人

4.5人 ～

 

目
目
降

位

番
以

瓶
番
藩

兄

1

2

4

 

1
凸
り
臼
00

女

武蔵野

-

釟

 

弓

3R. 40.

2   3

普通 なし

  22.

45.  30.  26.

42.  40.  18.

31.  49.  ?0.

40.  43.  17.

i8.  25.一 38.+

32.  33.  35.+

39. 43. 19.

42.  35.  23，

43.  38.  lg.

34.  47.  19.

i5.  45.  20.

41・  1フo- 41・ ゆ

43. 36.  21.

32.  44.  24，

48.  41.  10.

2H.  50.  23.

37.  40.  23.

36.  44.  zO.

41.  40.  19.

43.  37.  20.

21■0 44●  35●i

39.  42.  20.

40.  3B. 7.1.
33.  35.  33.

40.  a3.  ls.

4Q.  3b.  25.

41.  40.  19，

24.一 48.  28.

41.  41.  1B.

25.  45.  30.
38.  40.  22.
43.  52.   5.
37.  38.  25.

56.+

33.

36.

42.

32.

32.
36.

37.
42.

34.

41.

40.

19.一25.

35. 31.

42. 22.

41. 17.

46. 22.

14・. 55・ ◇

39. 25.

4k・ 19.

40. 17，

39. 27.
41. 18.

42. 1Q.

i    三 鷹

[華ll証鉦一
34.  45.  21.

32.  54.  14.
3b.  49.  15.
29.  46.  26.
41.  40.  19.
29.  33.  3H.+

30.  35.  35.+
34. 48.  19.

37. 46.  17.

39.  42.  19.

25.  52.  23.
34.  46.  20.

24.  43.  33.

37.  35.一 28.

31.  58.  12.

29.  67.+  4.一

37●  52●  11・

32. 45. 23.

42.  34.  24.

31.  50.  19.
32.  49.  20.
34.  40.  26.

3b.  45.  19.
32.  44.  23.
22.  51.  27.

30.  46.  25.

39.  43.  18.
34.  47.  19.
24.  51.  24.

38.  39.  23.
77.  47.  27.
27.  52.  22.
32.  47.  21.
34.  46.  .?.0.

34.  54.  12.
42.  42.  17.
35.  42.  23.
30.  50.  20.

34.  39.  2b.

23.

32.

31.

40.

58.

56.

44，

39.

19.

12.馴

26.

zi.

35.  43.  22.

30.  49.  20.
38. 41. 22.

     性回

答  力  市

  テゴ

属性   リ
 カテゴリー

全   体

 

歳

歳

歳

齢

30

40

55

 

～

～

～

～

 

歳

歳

歳

歳

年

20

31

41

56

 

1
亠
9
臼
∩δ
4

 学  歴
1.中 学(新)

2.高 校(新)

3.大 学 以 上

 
由
務
営
K

業
自
 
自
U

借

甑

厚

職
技
事
労

無

 
1
2
3

4

 
内
下
区
部
凡

地
 

 
、

U

務
 

心

勤
市
都
中
区
無

 
ー
ウ一
6δ
4
=り

 住居 状況
1.一 戸 建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住

自
借
社

 

-凸
り臼
Qり

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 支持 政党

1.自 民 党

2.革 新 系

3.そ の 他

4.無 ，D. K・

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単  身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

4

～

弟

 
 
～
人

兄

1

2

3

5

1
凸
り
臼
∩0
4

 兄弟噸 位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

武蔵野

1   2   3

強い  普通  なし

38.  43.  19.

38.  52.  10.
31. 38. 31.+
k9.  37.  14.

37.  44.  19.

41.  36.  23.

36.  43.  20.
39.  44.  17.

32.  42.  26.
48.  kO.  12.

35.  32.  32.+
36.  55.   9.

36.  33.  30.

17.一 46.  37.+

51.  35.  14，

37.  51.  12.

41.  49.  11.

5b.+ 35.   9.
27.  52.  21.
i9.  41.  20.
44.  32.  24.

38.  46.  16.

37.  36.  27.
41.  47.  13.

36.  44.  19.

44.  41.  15.
37.  42.  21.

48.  31.  20.

34.  45.  21.
30.  43.  26.
35.  51.  ].4.

39.  48.  13.
26.  45.  29.
36.  44.  20.

52.  34.  14.
33.  47.  20.

64.

40.

33.

39.

21.
50.
47.
37.

14.
10.
zo.
24.

42.  37.  21.

34.  50.  16.
41.  38.  21.

  三 鷹

1   2   3

強い 普通  なし

25.  40.  35.

27.  37.  37.

22.  44.  33.
?4.  42.  34.

2b.  35.  39.

18.  47.  35.
23.  35.  43.

28.  44.  28.

25.  48.  27.
29.  43.  28.
18.  30.  52.+
23.  32.  Q5.

20.  37.  4；.

28.  38.  34.

3&.  47.  16.一

22.  38.  40.

20.  45.  35.

36.  32.  32.

17.  45.  37，

25.  39.  36.

35.  35.  30.

25.  k3.  32.
19.  42.  39.
35.  29.  35.

24.  40.  36.
27.  36.  37.
23.  45.  32.

20.  43.  37.
39.  42.  19.
23.  27.  5Q.
22.  42.  36.

34.  2B.  38.

17・  46.  37・

32.  4b.  21.

22.  44.  35.

22.  37.  41.

zo.

25.

28.

20.

30.

45.
38.
41.

50.

30.

34.

39.

?8.  35.  37.

?1.  45.  34.
26.  38.  36.

(注)：数値に+ま たは 一 の符号がある場合は，その属性カテゴリーに対応する回答比率(%)の 差の検定値(第12章 で説明されているz値)

  が+ま たは 一2以 上であったことを意味 している。以下，付表32ま で同じ。



回答

  カテゴ
属性   リ

カテ ゴ リー

性

市

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
㈱
㈱

肚

学
校
学

学
中
高

大

 
14
り自
り0

 

業
ト
婦
κ

業
 

 
 
n

 
 

[

学

職
専

パ
主
無

 
1
9
θ60
4

 
内
下
区
部
K

地
 

 

、

U

務
 

心

勤
市
都
中
区
無

 
1
9臼
3
4
階0

 住居状 況

1.一 戸建/上

2.一 戸 建/中 ・下

3・ 集合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住

自
借
社

 

1
9臼
6δ

 

前

年

年

降

年

以
50

53

以

住

年

～

～
年

居

35

36

51

騒

 

-
▲
9
凵
3

4

 

党
党
系
他
K

党

 
 
 
 
 
・

政

民
明
新

の
D

持

 
 

 

 

，

支

自
公
革
そ
無

 

ー
ウω
09
4
尸ひ

 家族構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有

5・学童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

ー

ウ
齧
3

4

 兄弟 順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

付表 3

問49 市の理 想 像 一親 交 ・福祉 的期待 一

女

武蔵野 」

1
，2、 ⊥

26. 74.

23. 77.

19の 81.

31. 69.

2ら ・ 76.

?_6. 74.

33. 67，

26. 74.

ie. ea.

2b. 74.
16. 84.
28. 72.
24. 7b.

22. 78.
70. 80.
21. 79.
23. 78.
?9. 71.

22. 78.

26. 74.

22. 78.

38●+ 620一

24. 76.
iO. 70.
20. 80.

30. 70.
23. 77.
19. 81.
7A. 72.

 

 

◆

●
 
■
 
 ●

3

二
丿
7
7

2

9冫
3

●
 
0

4

1

1

2

77.

65.

63● 働

86.

79.

17. 83.
25. 75.
24. 76.

27. 73.
?7. 73.

i6.

16.囎

●

 
●

【
ン

O

ハ!

つ
冫

64.
84.+

75.
70.

27. 73.
20. @0.
3?_. 69.

三 鷹

1   2'

あ り な し

34. 66.

24. 76.

35. 65.
39. 61.

34. 66.
29. 71.

37. 63.
34. 66.
31. 69.

32. 68.

37. 63.
37. 63.

26. 14.

41. 59.
il. 69.

17. 83.
30. 70.
34. 66.

29. 71.
34. 66.
38. b2.
33. 67.

32. 6R.

32. 68.

51.+ 49.一

38. 62.

33. 67.
33. b7.
29. 71.

30. 70.
53. k7.

3B. 62.
42. 58.
33. 67.

25.

4.一

40.

30.

36.

31.
33.
33.
37.

75.
96.i
60.

61.
64.

69.

67.

67.

63.

29. 71.
3N. 62.
33. 67.

一..一 「胃

一 一 一 

 .一

    性回

答 力   市

  テ   
コ9

.『 ” 一 一

  婁
属性   リ i    一

カテ ゴ リー あ り
 一 一 皿 丁一 一一7一

全   体

..一『 一

22.

 年  齢
1.20歳 ～30歳 ?_4.
2.31歳 ～40歳 29.
3.41歳 ～55歳 16.
4.56歳 ～ 19.

 学  歴
1.中 学(新)

32.
2。 高 校(新)

27.
3.大 学 以 上 15.

 職  業
1.技 ・管 ・自由 28.
2.事  務 zi.
3.労 働 ・自営 21.
4.無 ，学 ，D.K. 1ｩ.

勤 務 地
1.市   内

15.
2.都   下 42.今
3.中 心 区 14.
4.区   部 23.
5.無 ， D.K.

24.

住居状況
1。 一戸 建/上 18.
2.一 戸建/中 ・下 22.
3・ 集合/上 ・中 24.
4.集 合/下

24，

住居所有
1.自  家

ユ9.
2.借   家 31.
3.社 宅 等 16.

屑 住 年
1.35年 以 前 17.
2.36～50年 29.
3.51年 以 降 24.

支掩政党
1.自 民 党 17.
2.革 新 系 34，

3.そ の 他 39.
4.無 ，D.K. 14.

家族構成
1.定 位 家 族 22.
2.単   身 26.
3.既 婚/子 無 し zo.
4.学 童以下有 24.
5・学童以下無 zo.

兄 弟 数
1.1  人 zi.
2.2  人 13.
3.3～4人 26.
4，5人 ～ zz.

兄第順位
1.1番 目 22.
2.2，3番 目 ie.
3.4番 以 降 32.

一 . 一一 

武蔵野

 

し

2

な

78.

76.

71●

84.

81.

68.
73.
85.

72.

79.

79.

87_.

85.

58.一

Ab.

77。

76.

82.

7H.

76.
7b.

el.

b9.

84.

83.

71.

76.

$3.
b6.
61.
86.

78.
74.
80.

76.
80.

79.

87.

74.

78.

78.
82.
b9.

213

男

i

三 鷹

z

あり なし

27. 73.

29. 71.
22. 78.
22. 78.
3Q. hl.

29. 71.

27の 73.

26. 74.

77. 73.

22. 78●

32. 6A.

27. 73.

31. 69.
21. 79.

?.5. 75.
27. 73.
25. 75.

?4. 76.
'2. 68.
22. 78.
25. 75.

33. 67.

16.一 8k.+

32. 6A.

34. 6b.

24， 71.

lA. A2.

30. 70.
35. 65.

23. 77.
?2. 78.

38. 62.
21. 79.
39. 61.
22. 78.
22. 78.

50.
25.
25.
26.

50.
75.
75.

74.

29. 71.
2A. 73.
21. 79.
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     性
回答

ヵ  市
  テゴ
属性   リ

カテゴリー

全 体

 年  齢

1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4，51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
鑼

学

中

高

大

 

1

2

3

 
業

ト
婦
K

業
 
 
 
U

 
 

一

肇

職
専
パ
主
無

 
1
9臼
60
4

 

内
下
区
部
K

地
 

 

、 

n

務

 

毛

勤

市
都
中
区
無

 

-
n乙
nδ
4
「V

 住居状 況
1.一 戸建/上

2.一 戸 建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 
家

家
等

有所
 
 

宅

居住
自

借
社

 

1
9臼
3

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 
党

党
系
他
K

党
 
 
 
 
 
・

政

民
明
新

の
D

持
 

 
 
 

 ，

支
自

公
革
そ
無

 

ー
ウ9
3
4
尸0

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

 

人
人
人

数

 

4

～

弟

 

 

～
人

兄

1

2

3

5

 

1
9
臼
3

4

 兄弟 順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

 

域
向

1 

地
志

%

6.

o.

o.

o.

2.

7.

9.

7.

9.

3.

z.

z.

7.

4.

7.

5.

0.

■

●
 

O

O

'◎

0

0

孟
q

A.

9.

0.

6.

1.

z.

6.

            付表 4
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          付 表 5

問38 生活 必需 品の 購入 地域 一下 着類 につ い て一

     性
回答
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  テゴ
属性   リ
カテゴリー

全 体

 年  齢
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付表 6

問4・B 家の周辺 で困 って い るこ と一困 って い るこ との有 無 一

     性回

答

  カテゴ 市
属性   リ

カテゴ リー

全 体

 年  齢

1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳
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2.一 戸建/中 ・下
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4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 
 

宅

居住
自

借
社

 

-亠
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Qり

 居 住 年

1.35年 以 前
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3.51～53年
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党
党
系
他
K

党
 
 
 
 
 
.

政

民
明
新

の
D

持
 

 
 
 

 ，

支

自
公
革
そ
無

 

ーム
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3
」望
5

 家族構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4・学童以下有

5・学童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

ー

ワ
U
3

4

 兄弟順 位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

武蔵野

1 2

あ り ない，他

  D.K.

39. 61.

21.一

44.

43.

41.

?E.

79.+

56.

57.

59.

72.

35. 65.

37. 63.

53.+ 47.一

43. 57.

39. 61.

41. 59.

12● 卿 88.◆

37. 62.

32. 68.

52. 48.

50. 50.

弓7. 63●

42. 58.

39. 61.
40. 60.
29. 71.

42. 58.
34. 66.

33. 68.

39. 61.
40. 60.
35. 65.

40. 6p.

34. 66.
45. 55.
47. 53.

43. 57.
36. 64.

2a. 72.
25. 75.
42. 58.
44. 56.
39. 61.

41.

37.

37.

42.

37.

38.

44.

59.

63.

63.

5A.

63.
62.
56.

三 鷹

1 2

あ り ない，他

  D.K.

38. 62.

37.

46.

45，
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63.

54.
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72.

82。 φ

21.一 79.+

40. 60.

47. 53.

42. 58.

37. 63.
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33. 67.

43. 57.
42. 58.

29. 71.
39. 61.
36. b4.

37. 63.

36. 64.

4?.. 5A.

38● 62●

35. 65.
42. 58.
41. 59.

32. 68.
42. 58.
43. 57.

37. 63.

33. 67.
40. 60.
44. 56.

47. 53.
3H. 62.

A1. 59.

37. 62.
33. 67.
kb. 54.
32. 68.

50.

33.

38.

39，

50.

67.

62.

bl.

44. 56.

33. 67.
39. 61.

讃
全 体

 年  齢

1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

 学  歴
1.中 学(新)

2.高 校(新)

3.大 学 以 上

 
由
務
営
K

業
自
 
自
a

借

防
蹼

職
技
事
労
無

 
L
幺
3
。4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、
 

U

務

 

心

勤

市
都
中
区
無

 

-凸
ウ一
角0
4
「0

 住居 状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 住居所有
1.自  家
2.借  家
3.社 宅 等

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 支持 政党

1.自 民 党

2.革 新 系

3.そ の 他

4.無 ，D. K.

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

 兄 弟 数
1.1  人

2.2  人

3.3～4人

4.5人 ～

 兄 弟噸位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

       男

蹠 野 .上

嘉壷ユ
31. 69.

29. 71.

15， 一 85.+

47.+ 53.一

35. 65.

23. 77.
32. h8.
31. b9.

3Q. 70.

27. 73.
35. 95.
32. b8.

39. bl.
12. 87.
42. 58.

21. 79.
32. 68.

35. 65.
31. 69.
26. 74.
32. 68.

36. 64.

79. 71.
19. 81.

40. 60.

20. 80.
27. 73.

35. 65.

32. 68.

so。 70。

26. 74，

9.口

32.

36.

36.

31.

●

 
●

 
●

 

●
 

●

1

8

ム
」

ム

¶
9

◎
・

《
V

'◎

《

》
∠
◎

43. 57.
30. 70.

25. 75.
37. 63.

33.
23.
41.

67.

77.
59.

三 鷹

1   2

あ り な い，他  D
.K.

34. 66.

29. ア1.

33. 67.

34. 66.

47_. 58.

29. 71.
31. 69.
37. 63.

43. 57.

24. 76.

34. 66.

32. b8.

37. 63.

2H. 72.

34. 66.

31. 69，

ao。 60.

52. 48.
36. b4.
27. 73.
25. 75.

40. 60.
30. 70.
23. 77.

46. 54.

25. 75.
34. 66.

31. 69.

29. 71.
27. 73.
39. 61.

kl. 59.

2ユ. 79.

21. 79.

44. 56.

31. 69，

6p. 40.
23. 77.
30. 70.
43. 57.

37. 63.
30. 70.
36. 64.
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           付表 7

問5 家 の周辺 で 困 ってい るこ と一選 ん だ項 目数 一
一一 一 一.

   性
一一ヒー一  一一『 一

女回答

 力  市  テ

   コ◎

一..」 一}㎜ 尸 一.一 一

武鯔 _.一1

一.一

一.
属性   リ    ー 1   2   3  1  1
カテ ゴ リー 2以 上1，D・K・ 非該 当 2以 上

   一『 嗣    一.  一 一        一   『 一 一一 ・  r   . .   一 丁 _ 』

全   体 14. 26. 61. 12.

 年  齢
1.20歳 ～25歳 2.一21. 77.+ 7.
2.26歳 ～35歳 5.一 40.+ Sb. 15.
3.36歳 ～50歳 20.+ 23. 57. 14.
4.51歳 ～65歳

20. 2：i. 57. 13.
5.66歳 ～ y. 19. 72. z.

 学  歴
1・中 学(新) 12. 23. 65. 7.
2.高 校(新)

3。 大 学 以 上
14. 24. 62.

16. 37. 47.一
12.
17.

 職  業
1.専   業 14. 3D. 5h. 12.
2.パ ー  ト 15. 24. 61. 12.
3.主   婦 15. 27. 5R. 12.
4.無 ，学 ，D.K。 5. 10.一q5.+ ll.

勤 務 地
1.市   内 14. 25. 61. 1F.
2.都   下 R， 24. h8. 4，
3.中 心 区 14. jA. 4R. 4.
4.区   部 13. 3H. 50. 13.
5.無 ， D.K. 15. 23. 63. 12.

住居状況
1.一 戸 建/上 lh. 27. 57. 9.
2.一 一戸 建/中 ・下 id. 22. 60. 13.
3.集 合/上 ・中

10・ 30. 60。 9.
4.集 合/下 6. 25. 69. 17.

住居所有
1.自  家
2.借   家

17. 26. 57.
10. ?_5. b5.

11.

1：i.
3.社 宅 等

8. 25. b8。 8●

居 住 年
1.35年 以 前 18. 22. 6C. J2.
2.36～50年 13. 26. 60. 14.
3.51～53年 li. 24. 63. 11.
4.54年 以 降

2.一 3H. SO. 6.

支持政党
1・ 自 民 党 12. 24. 54. 14.

2.公 明 党 15. 30. 55. o.

3.革 新 系 15. 32. S3， 14.
4.そ の 他 ?4. 19. 57. zi.
5.無 ，D.K. 12・ 24。 63. 10.

家旗構成
1・ 定 位 家 族 3. 28. 69. 1Q.
2・単   身 4・ 21. 75.や 8.
3.既 婚/子 無 し 16. 26. 58. 11.
4・学童以下有 15. ?.9. 5b. 16.
5.学 童以下無 18. 23. 59. io.

兄 弟 数
1.1  人 0. 41. 54， 19.
2.2   人 13. 24. 63. 6.
3.3～4人 ]3. 25. h2. 13.
4.5人 ～ 1H. 25. 57， 12.

兄弟顧位
1.1番 目 11. 27. b2. 12.
2.2，3番 目 13. 25. 61. 9.
3.4番 以 降 19. 25. 56. LA，

『 一 ，P 一 一一 一

三 鷹

    2   3

2以 上1，D.K.非 該 当

27. b2.

31. b3.

32. 53.

32. 55.

15.。72。

16. A'1_.+

コ」4●● 79● ◆

29. 59.

31. 53.

30. 58.

25. ，53.

c6. 6?..

22. 67，

27. 57，

3P. 5A.

25. 71.

?5. 61.

25. 63.

28● 63.

24. b4.

32. 58.

22. 60.

24. 65.

29。 SH.

32. 59.

20. 6R.

29. SA，

31. 57.

31. 63.

19. 67.

40. 60.

?0. 56.

26. 53.

ze. 62。

31. 59.
29. 62.
23. 67.
31. 53.
22. 68.

31.

27.

26.
27.

50.

67.

61●

61.

33. S5.

24. 67，

20. bl.

回答

  力
   テ    

コ，属性   
リ

カテ ゴ リー

性

市

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴
鑼

学

中

高

大

 

1

2
0
り

 

由
務
営
K

業
自

 
自
n

管

葱

職

技
事

労
無

 

-
▲
2

0
0
4

 
内
下

区
部
K

地
 

 
、

n

務
 

心

勤
市
都
中
区
無

 
1
9臼
3
4
PO

 住居状 況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 住居所：有
1.自  家
2.借  家
3.社 宅 等

 居 住 年

1.35年 以 前

2。36～50年

3.51年 以 降

 
党
系
他
K

党
 
 
 
 
●

政
民
新

の
D

持
 
 

 

，

支
自
革

そ
無

 
1
9
83
4

 家族構成
1.定 位 家 族
2.単  身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有
5・学童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 

～
人

兄

1

2

3

5

1
凸
n乙
3

4

 兄弟 順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3・4番 以 降

男

_一壁 墅 一_」 朋
 1   2   3

2以 上1，D.K.非 該 当

11.  cO.  50.

12.  17.  71.

6・  120  33● う

iQ.  ze.  53.一

9.  26.  5S.

9.  14.  77.

8. 24， 68.

14.  18.  68.

12.  20.  hH.

12.  15.  73.

6.  29，  b5.

14.  IA.  58.

v.

4.

23.+

●

●

う
乙

4
，1

30. 61.
12. R3.
19. 5R.

19. 79.
19. 68.

15.  21.  65.

10.  21.  69.

9.  ly.  72.

120  20●  68.

12.  2，4.  b4，

12. 19. 69.

b.  13.  91.

14.  26.  60.

7●  15●  780

10.  16.  73.

9.  26.  65.

Si.  24.  66.

13.  17.  70.

12.  14.  74，

0.  9. 91.+

10●  23・  68・

lb.  24.  hO.

1P.  ld.  54.

8・  24●  69●

14. .56.

7. ?_3.

b. 19.

22.+16・

50.

70.

75.

63.

10.  25.  65.
5.  1P.  77.

26.+ 15.  59.

三 鷹

 1  2   3

2以 上1，D.K.非 該当

15・  19●  66・

13.  15.  71.

16.  18.  57.

19.  15.  66.

10・  32●  58●

6.  24.  71.

14.  17.  69.
17.  20.  63.

・22
9  21●  57・

10.  14.  76.

14.  20.  66.

9. 23. 69.

15.  ?_2.  h3.

21●   7・  72●

13.  220  66●

16.  15.  69.

s. 3F. he.

24●  28●  48・

16.  20.  h4.

12.  15.  73.

10.  15.  75.

20.  ?_1.  60.

13●  17.  70●

6.  1F.  77.

26●+ 20●  54・

5.一 20.  75.

1P，  lb.  bb.

17.  15.  b9.

10.  19.  71.

L2.  15.  73，

17.  7.2.  61.

ZR.  14.  59.

8.  12.  74.

7.  14.  79.

220  22・  56・

A.  24，  b9.

zo.

9.

1δ.

15.

zi.

11.

13.

40.

14.

13.

28.

4n.

77.

70.

57.

16. 63.

19. 70.

23， 64.
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    .一一性回

答     市

  カテゴ
属性   リ

カテゴリー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
醗

学

中

高

大

 

1

9
臼
nδ

 

業
ト
婦
K

業

 
 
 
U

 

 

[

学

職
専
パ
主
無

 

ー
ウ臼
nO
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

n

務

 

心

勤
市

都
中

区
無

 
1
9臼
∩0
4

『0

 住居状 況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 
家
家

等

有所
 
 

宅

居住
自
借
社

 
-1
9臼
00

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 
党

党
系
他
K

党
 
 
 
 
 
●

政

民
明
新

の
D

持
 

 
 

 

，

支
自

公
革
そ
無

 
1
9
臼3

4
尸0

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4・学童以下有
5・学童以下無

 

人
人
人

数

 

4

～

弟

 

 

 ～
人

兄

1

2

3

5

 

1
亠
ウ
凵
3

4

 兄弟 順位

1・1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

       付表 8

間3・C 地 域 の催 し ・行 事 への参 加

武蔵野

1   2   3

参加 消極的 不参加

28.  26.  46.

17.  23.  60.

32.  30.  39.

42.E 23，  3S.一

18.鴨 260  56・ ゆ

15.一 30.  55.

2S.  2P，.  47.

30.  26.  44.

19.  23.  SA.

女

23.  26.  52.

34.  31.  35.

32.  24.  45.

20.  32.  49，

41，f

12.

7.。

O
 
●

O

q
》

2

りζ

19. 41.
2k. 64.
41. 52.
33. 48.

26. 4h.

20.  27.  53.
32.  2fl.  40.
28.  24.  47.

27.  23.  50.

28.  26.  46.

?4.  30.  46.

40.  10.一 50.

24.  31.  45.

34.  24.  42.

34.  21.  4b.

12.一 24.  64.+

28.  21.  50.

25.  15.  bO.

37.  29.  36.一

14.  33.  52.

?，4.  29.  47.

11.一 33.  56.

10.一 23.  67.E

ie.一 2e.  ss.+

53.+ 24.  23.一

?_Q.^ 27.  53.

18.  23.  59.
21.  30.  49.
34.  21.  45.

26.  31.  43.

24.  32.  44.
30.  20.  50.
31.  2b.  43.

三 鷹

1   2

参加 消極的 不参加

；z. 30.

19。 。

46.+

36.

22.

24，

31，

25.

35.

36.

16.一

20.一 35.

36. 30.

31. 25.

35. 27.

35. 31.

34. 32.

15.鴨 30.

「

 
一一
 

加
一

 
・

 
 

 。

…

 
 

 
 
。
。

・
 

 
 ・

。
・

・
 

 
 。

・

・

…

。

・

・
 

 
 
●

●

.
 

 
 ●

●

。

 
 

 
 
●

.

●
・

 
 

 
 
。

一

●

“

。
 
 

 。

。

●

。
 

 
 ●

●

・

-
参

 
四

 
2、

募
勁

 

q

墾

 

鬚

篝

 

馨

墾
刀

 

鶉

鷺

 
払
p
菊

 
鎗

碧

 

 蕘

募

 
 
22

捻

舞

 

盤

窕

 

討
貌一 一

 

テ

 
ト

 

カ
 
 
  
ゴ

回答

撃

性

ご

蕪

響

響
讖
黙幅

繋
贈
蝋
購

韈
柵
辮
蝋
麟

欝
蹶

無

 
 
 
 
 
 
 
 
 

彦

え

 

 
L

釜

  

亙

え

  
L

畿

ま

 
 
L

盆
4

 
L

ま

  
L

釜

 

 
L

釜
4

 

 
L

萱

ま

  
L

蓋
嵐

 

彦
翫
一

一 

冖 }
 

加3参 不

●

 

二

：
“

 
●

：

 
.

：
“

 

ゴ

：
.

 
.

：
●

 
.

：

 
 ●

：
.

 

 

 

 

 

：

 ・

 

 

 

 

 

 

 

一刃墾鴛的姉訟馨鶚”疆翳塞範%婦斃莠鉾鋤勤弧訟妬詮款娠弧孰警

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

武蔵野

男

5Q.+

23.

25.

zo.

29.

23.

38.

33.

30.

32.

26. 26.
31. 30.
3H. 32.
33. 31.

?.9. 31.
35. 30.
41. 24.

36. 31.
31. 34.
29. 26.
33. 20.

26. 34.
47. 27.
35. 33.
21. 42.
35. 26.

18.聯 32.

O.鱒37。

26. 30.

56.+ 24.

25. 34.

35. 35.

：32. 31.

32. 27.

32. 32.

29. 33.
33. 30.
37. 27.

 2   3

消極的 不参加

28. 43.

21， 55.

27. 42.

35. 33.

28. 42.

36. 23.
20. 5q.
32. 42.

30. 44.

29. 42.

12.麟 44.

36. 41.

39. 21.一

29. 46.

26. 47.

26. 47.

22. 51.

38. 35.

27. 34.

28. 46.

16。 68.φ

30. 36.
22. 59.+
31. 31.

35. 33.
24. 37.

22. 57.+

30. 31.
26. 42.
26. 57.
2A. 4p.

35.

zo.一

32。

32.

29.

43.

81.←

52.

16.働

41.

43. 21.

30. 50.
24. 48.
29. 35.

31. 39.
26. 47.
26. 41.

三 鷹

1   2   3

参加 消極的 不参加

27.  34.  39.

15.  33.  52.

31.  44，  2k.一

29.  34.  37.

35.  23.  42.

41.  24.  3S，

26.  33.  40.

24.  37.  38.

27.  40.  33.
29.  40.  31.
30.  27.  43.
14.  1$.  6$.+

31.

17。

25.

29.

25.

29.

59.小

38.

31.

15.

39.

za.

3$.

40.

60.

20.  40.  40.

33.  35.  32.

25.  33.  42.

15，  30.  55.

31.  36.  33.
20.  32.  48.
29.  35.  35.

46.+ 32.  22.一

24.  39.  37.

15.一 31.  55.+

30. 31.

52.+ 16.一

15. 31.

lA. 45.

21.

12.

25.

25.

24.
29.
32.
47.+

39.E 29.

39.
32.
54.

37.

55.
58.
43.
27.

31.

10.  40.  50.

20.  25.  55，+

32.  39.  29.

28.  33.  39.

22.  37.  41.
33.  33.  35.
23.  33.  44.
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        付 表 9

問9・D 清 掃 な どの 呼 びか けへの 協 力

回答

  力

属性

テ ゴ

  リ

カテ ゴ リー

性

市

全 体

 年  齢

1.20歳 ～25歳
2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴邂
学

中

高

大

 

1

9
臼
Q
U

 
業

ト
婦
K

業
 
 

 
n

 
 

[

学

職
専
パ
主
無

 
-ー
ウ臼
3
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

n

務

 

毛

勤

市
都
中
区
無

 

-
n乙
3
4
PO

 住 居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 

家
家
等

有所
 
 

宅

居住
自
借

社

 
1
9
臼00

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 

党
党
系
他
K

党
 
 
 
 
 
・

政

民
明
新

の
D

持
 

 

 

 

，

支
自

公
革
そ
無

 
14
9臼
3
4
EO

 家族構成
1・定 位 家 族
2，単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

ー

ワ
U
3

4

 兄弟順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

武蔵野

 2
  上
3

三 鷹

1

協力 時に 消極的
   よる

33.  55.  13.

13.一

23，

43.+

●

 
●

Q
'

(
)

3

3

 

 

 

 

◆

●
 
●
 
●
 
O
 
●

7

《
V
O

3

/0

1

 
 
1
凸
-

う
偏

φ

噸
●
 
●
 
●
 
●
 ●

0

う
臨
ΩU
◎
'
3

7

7

4
，
4

4
・

35.  42.一 23.+

32.  56.  11.

32.  60.   9.

24.一

39.

40.+

20.

ゆ

 

 

 

騨

●

 
●

 

●
 

●

 
●

4

.
6

1

も
R

}

6

ム
T

-
凸

う
乱

 

つ
冫

65.◇ 11.

52. 10.

k9. 11.

51. 29.+

45. 11.

68. 16.
76.+ 3.
89.+ 5.
k9. 15.

33.  52.  16.
34.  53.  13.
34.  58.   8.
25.  58.  17.

34.  53.  13.
27.  60.  13.
45.  48.  8.

34.  51.  15.

34.  54.  12.
35.  59.   6.

20.  64.  16.

 

 

◇

O
 
●
 
●

O

AU
に
ノ

3

2
/
4

●

 
0

8

ツ

「

2
ノ

丙ζ

52. 18.ゆ

55. 15.

4A.  7.

57.  5.

61. 12.

8.一 78.+ 14.

19.一 67.  15.

il.  61.  8，

37.  54.   9.

41.+ 42.一 18，

45，  41.  14.

z4●  640  11●

28.  58.  14.

42● ・レ 46● 儡 12・

29.  59.  13.

31.  57.  12.

42.  45.  14，

-

力協
 

的

3

極

 

肖

ガ

に
る

 

時
よ

37.  49.  14.

12● 一61●

25● 騨 63● ◇

48.+42.

48.+ 4k.

44. 29.駟

k2.

38.

22.騨

31.

37.

44.

28.

39.

47.
68.+

56.

52.

46.

35.

42. 50.

15.一56.

17.幽62.

30. 59.

40. 44.

42.

3R.

35.

29.

39.

31.

49.

 

φ

 
 
の

●
 
●
 
●
 
●

6

1◎
9

8

つ冫

ム7
2

1

41.

33.

46.

42.

31。

15.働

21.

32.

3b.

53.+

?.3.

30.

34.

47。 や

33.

34.

48.ゆ

39.

46，

54.

59.

43.

58.+

46.

44，

44，

57.

67。 や

49，

bO.

4b.

42.

50.

54，

67.

58.

58.+

32の 。

62.

54.

49，

44.

54，

49，

41.

27.ゆ

13.

10.

8.

27.壷

18。

ik.

10.

13.

12.
10.
37.E

8.

27.

zi.

1ユ.

16.

18.
16.
10.
12.

18.
11.
5.

zo.
10.

14.

14.

10。

7.

9.

16.

19.

31.や

12.

11.

7.瞬

14.

is.

17.

17.
9.

14，

17.

11.

     性回答
ヵ  市

   テゴ
属性   リ

カテゴリー

全 体

 年  齢

1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

 学  歴

1.中 学(新)

2.高 校(新)

3.大 学 以 上

 
由
務
営
K

業
自
 
自
n

借

働
淳

職
技
事
労
無

 
L
乞
鉱
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

U

務

 

心

勤

市
都
中
区
無

 

1
9臼
0り
4
尸0

 住居 状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 
家
家

等

有所
 
 

宅

居住
自
借
社

 
-亠
9臼
3

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 

党
系
他
K

党
 
 
 
 
・

政

民
新

の
D

持
 

 
 

，

支

自
革
そ
無

 

-
A乙
Qり
4

 家旗構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有
5・学童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

1
凸
9
臼
00
4

 兄 弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

武蔵野

1   2

協力 時に
   よる

3

消極的

1

21.  67.  12.

2.彌se.+

15. 73.

30. 53.

37.+ 53.

36.

18.

20.

20.

19.
29.
18.

33.
8.

2.1.
12.
3C.

24.
30.
15.
S.

zs.

5.一

31.

29，

22.

12.

30.

21.

3Q.

11.一

10.
12.
lb.
9.

41.の 23.

76.  7.

67. 1：.

68. 12.

77.  4.

56. 15，

64. 18.

55. 12.

67. 25.+
70.  9.
86.E 2.

54. 16.

59. 18.

55。 口 15●

76.  7，

gg，+ 4，

58. 13.

81.や14.

bb.  3.

5E. 12.

6A. 10.
76. 12.

54.の 17.

74.  5.

57. 13.

78. 11.

0.一 91.E

O・ 需 94●+

20の 64.

30. 60.

35● ◆ 49● 囀

0.100.+

7. 83。

15. 72.

45.+ 41.一

17●

z2.

29.

9.

6，

16.

10.

16.

o.

10.

13.

lk.

72. 11.
69.  9.

53. 18.

三 鷹

1   2   3

協力 時に 消極的
   よる

23.  65.  12.

12。  71・  17●

22.  64.  13.

27.  bb.   7.

35.  55.  10.

24.  59.  18.

21.  63.  15.
24.  69.   7.

22.  70・   A●

17.  71.  12.

34.  55.  11.

18.  59.  23.

25.  61.  14.

28.  52.  21.

19.  81.   0， 一

16.  73.  11.

i5.  50.  15.

44.+ 52.   4.

21●  71●   8●

19.  63.  18.

15.  70.  15.

30.  63.   7.

13.  70.  17.
2b.  61.  13.

30.  64，   6.

?.0.  69.  11.

21.  61.  18.

20.  69.  11.
16.  81.   3.
31.  54.  15.

25.  61.  14.

17.

H，

21.

zz.

35.か

30.

zo.

lb.

33.

72. 10.
58. 33.+
71.  7.
71.  7.
55. 10.

so.

66.

73.

56.

20.

14.

io.

11.

22.  62.  16.

20●  70●  10●

31.  62.   8.
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     性回
答

  カテゴ 市
属性   リ

 カテゴリー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2。广26歳～35歳

3.36歳 ～50歳

4，51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴鑼
学

中

高

大

 

ー
ム
ワ
一
3

 
業

ト
婦
凡

業
 
 

 
n

 
 

[

掌

職
専
パ

主
無

 
1
2
り0
4

 
内
下
区
部
凡

地
 

 
、
 

n

務

 

心

勤
市
都
中
区
無

 
ー
ワ鰯
3
4
尸0

 住居状 況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 

家
家
等

有所
 
 

宅

居住

自
借
社

 

1
2
0◎

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4。54年 以 降

 

党
党
系
他
K

党

 
 
 
 
 
.

政
民
明
新

の
D

持
 

 
 

 
 ，

支

自
公
革

そ
無

 

1
9U
3
4
PO

 家旗構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

1
1
り
臼
3

」望

 兄弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3，4番 以 降

付 表 10

間6・E 近隣 地域 で困 ってい る問題 への対 処

女

武蘭 一1
    3

三 鷹

 

わ
い

3 

思
な

2

間

 
中

1

D

 

思

40.  46.  14，

230嘘 62・+

4q. 49.

44. 43.

47. 38.

30. 57.

15.
11.
13.
16.
13.

47_.  42.  ]7.

40.  4b.  13.

；5.  S1.  14.

38.  SO.  13.

44.  35.  ?1.

44.  44.  11.

22.一 61.  17.

43.  48.   9.

28.  56●  16・

41.  41.  17.

30.  43.  28.+

41.  46.  12.

4b.  34.一 20.

3b.  55.+  9，

42.  41.  16.

35.  56.  10.

44.  45.  14，

40.  46.  13.

35.  55.  10.

42.  44.  14，

47.  42.  il.

29.  53.  IA.

26.一 5A.  16.

36. 51.

50. 35.

51.+ 34.一

38. 33.

35. 53.

44.

25.一

39.
47.
37.

55.

37・

40.

39.

13.

15.
15.
29.
11.

47.  8.

60. 15.
43. 18.

45.  A.
45. 18.

41.

53.

48.

42.

42. 47.
40. 45.

35. 48.

S.

10.

12.

1?.

11.

15.

17●

 

わ
い

3 

思
な

・
繝

1

、P

 

思

36.  49.  16.

20D騨

35.

44.

40.

31.

27.

37.

44，

36.

31.

41.

24，

40.

27.

37.

26.

38.

41.
37.

31.
40.

38.

3'3.

38.

37.

42.

31.

zz.一

41.

33.
41.
?_6.
33.

●

 

 

 

↓

●
 
 ●

 
 O

 
 ●

 
 ●

-

匚
丿

P)

ツ
・

《
》

2

2

，
つ
冫

ム
マ

3

46.

30.

34，

42.

37.

36.

37.

53. 27。 か

49. 15.

41. 15.

47. 13.

58. 11.

63.+ 10.

47. 16.

31.一 25.

48. 16.

52. 17.

44. 15，

59. 17.

4a. i3.
54. 19.
50. 12.

50. 24.
46. 16.

50.  9.
49. 14.
47. 22.
43. 17.

50. 11.

42. 25.+

5ら 。  8.

49. 14.

k2. 17.

51. 1フ.

59. 18.

53，  b.一

40. 27.

44. 15.

47. 26.

47. 20.

56. 24.
54. 21.

53. 12.
39. 13.
49. 16.

42.

55.

48.

44.

46.
46.

53.

12.

15.

18.

15，

17.
18.
11.

     性回

答     市

  カテゴ
属性   リ

 カテゴリー

全 体

 年  齢

1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴
㈱
鯉

学

校

学

学

中

高

大

 

1

9
謝
00

 
由
務
営
K

業
自
 
自
a

借

励
洋

職
技
事
労
無

 
ー
ウ臼
3
4

 
内
下
区
部
K

地
 

 
、
 

n

務
 

心

勤
市
都
中
区
無

 
ー
ワ凵
3
4
尸0

 住 居状況
1.一 戸 建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 

家
家
等

有所
 
 

宅

居住

自
借
社

 

-凸
2
凸0

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 

党

系

他

凡

党

 

 

 

 
.

政

民

新

の
D

持

 

 

 

，

支

自

革

そ
無

 

-
▲
り
臼
り0
4

 家旗構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

1
ゐ
ウ
U
3

4

 兄弟顯 位

1.1番 目
2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

1
1

武蔵野

1   2

思う 中間

 

わ
い

3

思
な

三 鷹 .」

2H.  64.   8.

zi.

21.

40.

3i.

3z.

za.

27，

26.

27.

24.

3b.

27。

25.

30.

26.

32.

21.

34.

33.

12.

34.
27.
16.

33.

27.

?.4.

26.
34.

26.
28.

22.
13.
2k.
40.
31.

43.

13.

26.

37，

31.

22.

3H.

64.

75.

53.

60.

b4.

59.

68.

70●

65.

65.

55，

58.

71.

65，

70.

57.

68.

60.

b3.

72.

58.

61.

84.+

58.

71.

6b.

67.

61.

61.
65.

74.
71.
60.
60.
61.

57.

63.

68.

59.

62.

68.

59.

■
 
●
 ●
 ●

ム
「
ら

7

7

1

5.

12.
S.

4.

A.

12.

9，

15.
4.

5.
5.

11.

12.
6.
4.

16.

a.

12.

o.

8.

2.

10.

7.

5，

13.

8.

4.

16.

16.

0.腰

8●

o.

23.+

6.

4.

■

O

の

7
'

1

7
冫

 

1

 

わ
い

3 

思
な

2

間

 

中

 

bつ

-

思

26.  57.  17.

17.  60.  23.

18.  60.  22.

34.  58.   8，

39●  450  ユ60

35.  53.  12.
20.  S7.  23.

iO.  57.  13.

27.  56.  17.

26.  60.  14.
23.  59.  18.
32.  45.  23.

22.  55.  24.

21.  62.  17.

34.  59.   6.

zs.  sb.  is.

35，  50.  15.

36.  5?..  12.

32.  53.  15.

19.  64.  16.

15.  50.  35.十

30.  55.  15.
25.  55.  20.
19.  65.  16.

36.  48，  16.

?，0.  65.  15.

26.  53.  21.

26.

10.●

●
 
●

に
ノ
0

2冫
3

65.  9.
71. 19.
42. 73.
50. 20.

21.  52.  2H.

8●  620  29・

29.  61.  11.

36.  53.  11.

25.  59.  16.

60●f 30.  10●

20.  59.  20.

19.  66.  15.

35.  46.  19.

28.  49.  24，

21・  680  11●

33.  49.  18.
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      付 表 11

問10・F 町づ くり活動 への 参加

飜   コサ

属性   リ
カテゴリー

全 体

 年  齢

1.20歳 ～25歳
2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
邂

学

中

高

大

 

1

9
U
3

 

業

ト
婦
κ

業

 
 

 
n

 

 

【

学

職

専
パ
主
無

 

1
9凵
りδ
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

n

務

 

心

勤
市

都
中

区
無

 

1
9
凵6δ
4

「V

 住居状 況
1.一 戸建/上

2.一 戸 建/中 ・下

3・ 集 合/上 ・中

4.集 合/下

 
家
家
等

有所
 
 
宅

居住
自
借
社

 
-晶
2
り0

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 

党

党

系

他

K

党

 

 

 

 

 
・

政

民

明

新

の
D

持

 

 

 

 

，

支

自

公

革

そ
無

 

-
孔
9
U
ハφ
4

一b

 家族構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

ー
ム
66
00
4

 兄弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

武蔵野 」
 1   2   3

積極的 中間 否定的

30.  27.  42.

 

 

◆

■
 
■
 
●

-

P)

O

ハ∠

ハζ
4
，

O
 
●

ツ
F
O

う
輪
3

28. 51.
26. 49.
25. 34.
31. 42.
25. 45.

27.  28.  45.
30.  27.  43.

39.  26.  35.

33.  31.  36.
31.  23.  47.

27.  26.  47.
37.  24.  39.

35.  33.  31.一

24.  32.  44，

31.  17.  52.

30.  28.  43.

29.  25.  46.

28.  29.  43.
39.i 21.  40.

24.  33.  43.
23.  29.  48.

34.  25.  41.

22●0 30●  48.

35.  33.  33.

33. 29.

32. 2b.

32. 24.

14.の 28.

●

 
●

 
●

《

》
一
う

う

」

2

4

ム
了

●
 
0

9

【丿

2

う
亀

22.

15.一

23.
36.
36.

lk.

31.

29，

35.

29.
30.

33.

25.
15.

27.
33.
30.

22.
33.
32.
23.
28.

41.

3ユ.

27.

23.

30.

27.
23.

三 鷹

 1   2   3

積極的 中間 否定的

37.  21.  42.

15..

39.

46.ゆ

●

 
 ●

2

7
「

ム
・

嶋
ζ

29，

23.

15.

20.

24.

32. 25.
39. 19.

32. 24.

30. 21.

50. 13.

44. 22.

20.鱒24。

44. 16.
31. 12.
21. 33.

28. 24.
39. 22.

46. 18.
3S. 24.
37. 17.
34. 21.

38. 20.
35. 20.
43. 30.

30.

45.+

O

 
●

勵-

Q
'

3

う

偏

●

 
●

 
●

負
)

0

1

2
/

fO

罍
冫

●
 

●

♂◎

-

【
〈

2
ノ

22.

18●

20.

27.

19.
13.
16.
11.

25.

15.一 26.

29. 17.

35. 25.

47.+ 18.

41. 20.

27.
33.
36.
43.

23.
23.

24.
15.

33. 27.

37. 20.
45. 14.

56.+

3B.

39，

38.

49.

42.

41.

44，

50.

37.

33.一

57.+

41.
58.

46.
aa.
39.

36.
41.
46.
45.

42.
46.
27.

47.
37.
43.
45.

43.

27.

33.

63.

44，

59.+
54.
40.

36.
39.

50.

44.

40.

42.

41.
43.

41.

回答

  カテゴ
属性   リ

カテゴリー

性

市

全 体
      亅

 年  齢

1.20歳 ～30歳1
2.31歳 ～40歳3

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴
㈱
鯉

学

校

学

学

中

高

大

 

-
乙
り
臼
り0

 

由
務
営
K

業

自
 
自
n

借

伽
蹼

職

技
事
労
無

 

ー
ワ一
3
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、
 

U

務

 

心

勤

市
都
中
区
無

 

-轟
2
3
4
FO

 住 居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3・ 集 合/上 ・中

4.集 合/下

 
家
家
等

有所
 
 
宅

居住
自
借
社

 
-
り臼
00

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 

党
系
他
K

党
 
 
 
 
●

政

民
新

の
D

持
 

 

 

，

支
自

革
そ
無

 

-
り臼
凸δ
4

 家族構成
1・定 位 家 族

2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 

～
人

兄

1

2

3

5

1
る
ウ
θ
3

4

 兄弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

劈

武蔵野

 1   2   3

積極的 中間 否定的.

1

30.  22.  48.

31.  21.  4A.
29.  19.  52.
33.  23.  44.
28.  23.  49.

36.  18.  45.
29.  lb.  55.
30.  27.  43.

22.  Zo.  5s.
29.  29.  42.
35.  12.  53.
36.  23.  41.

36.  18.  45.
29.  25.  46.
23.  16.  60.
33.  28.  40.

30.  22.  49.

26.
33.
31.

24.

29.
25.
41.

31.
41.
22.

so.

42.

30.

23.

30.
16.
24.
46.+

25.

21.

23.

33.

31.

29.

2b.
35.

24. 50.
27. 4Q.
17. 52.
16. bO.

24. 47.

20. 54.
19. 41.

25. 44.

7.一 51.

27. 51.

20. 50.

29. 29.一

2b. 43.

17. 60.

13. 57.
13. 71.+
36. 4Q.

14. 40.
31. 43.

zi.

37.

15.

24.

57，

40.

52.

45.

26. 44.
zo. 5i.

15. 50.

三 鷹

 1   2   3

積極的 中間 否定的

4i.  Za.  30.

33.  33.  35.
38.  24.  38.
42.  29.  29.
58.  26.  lb.

35.  24.  41.

39.  30.  31.
44.  28.  28.

44.  29.  27.
43.  28.  29.
41.  23.  36.
27.  41.  32.

41.  35.  24，

31.  24.  45.

44.  28.  2e.

51.  20.  29.

25.  40.  35.

60.  12.  28.
47.  29.  24.
31.  31.  37.
30.  35.  35.

52.  22.  26.

33.  32.  35，

29.  39.  32.

46.  26.  28.
41.  25.  33.
37.  34.  29.

50.  22.  28.
32.  29.  39.
35.  42.  23.
41.  28.  32.

31.

21.葡

46.

42.

53.

50.
30.
41.
50.

24. 45.
37. 42.
39. 14.
25. 33.

24. 24.

20. 30.

39. 32.

34. 25.

13.一 37.

44.  29.  2b.
38.  34.  z9.
44.  15.  41.
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回答

  カ
  テ
   コウ

属性   リ

カテ ゴ リー

性

市

全 体

 年  齢

1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴鑼
学

中

高

大

 

1

9
臼
ハ6

 
業

ト
婦
凡

業
 
 

 
U

 
 

【

掌

職
専
パ
主
無

 
-亠
9臼
3
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

U

務

 

毛

勤

市
都
中
区
無

 

1
2
ハδ
4
一b

 住居状 況
1， 一 戸建/上

2.一 戸 建仲 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住
自

借
社

 

-
り臼
弓0

 

前

年

年

降

年

以

50

53

以

住

年

～

～
年

 

 

 

ユ

 

居

3

3

5

5

 

1

2

6δ
』
τ

 

党
党
系
他
K

党
 
 
 
 
 
●

政

民
明
新

の
D

持
 

 
 
 

 ，

支

自
公
革
そ
無

 

1
9留
3
4
尸0

 家抜構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有

5・学童以下無

人

人

人

数 

4

～

弟

～
人

兄

1

2

3

5

1
亠
9
臼
り0
4

 兄弟順 位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

               付 表 12

問17・G 住 民運 動 への 参加一一一マ ンシ ョン建設 反対 運動 の場合 一一

i

参加

32.

15.噸

25.

34.

41.

40.

43.

30.

35.

27.

32.

3a.

27●

33.

24.
31.
25.
34.

33.

34.

33.

25.

34.
33.
20.

40。 や

33.

25.

16.一

Ze.

25.

45.寺

48.

27.

25.
21.

26.
34.

41.+

32.

29.

28.

40.

31.

30.
41.

野武

「
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加 一 消参一一的
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7

 
 

8

9

8

1

 

 

1

7

6

6
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1

1

0

2
 

 

0

9

9
 

 

9

0

9
 

 

 

4

8

7

7

 
 

 
 
2

3

0

8

8

 
 

4

7
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鑿
鎌
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欝鳳

蘓

 
 
 

彦

え

 
 
L

盈

 

毒

え

 
L

畿

ま

 

彦

え

 
L

象

 
L

盆

 
 

亙

え

 
 
L

釜

ま

 

と

え

 

亙
3
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狛

箋

盤

嚢
り

笋

詒

狛

器

巽

聽
娼
砺

犯

笋

葬

認

 葬

蕘
姐

蟹
28

多

器
袖
勢

認
菊

鷹三

 

的2極加 消参

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噛

.

 

 

.

.

.

.

・

 

 

・

…

。

。

・

 

 

。

。

・

。

・

 

 

。

・

・

…

●

 

 

●

。

●

●

 

 

・

●

・

●

。

 

 

●

。

。

●

。

 

 

.

.

●
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・

●

瓦

蕘
蝕

爨

 
”

劣

28

斐
弱

墾

斐
貌

鬢
狛
舖

窕
姐

毳

劈

 
3。

舞

墾

 菱

鱒

碧

 窕

珮
四

莢
陀

女

 
的1極

加 積参
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・

●
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●
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●

B

馨
q

紜

 

篝
%

碧

斃

養
”

㌶

窕
乃
四

劣
貌

蓼

銘

 甜

鱈

窕

B

塁

鬻

莠
%
”

蕘
菊

 
[野 

 

 

 

 

「   加  3参   不 ・   的一蔵2極加r

b[武 消塗3  
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◇
 
 
 
  

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
  

や
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噂

.

 

 
.

.

.
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.
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・

・

・
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・

・

・

・

・

 

 
・

・

・

・

 

 
・

・
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…

。

 

 
・
・

・

…

。

・

・

●

 

 
●

。

●

●

 

 
●

●

●

り

多
貌

騫

認
節

銘

靜

箋
q

墾

靉
狛
仙

器
綿

鑿

磊

鰺

鬚
狛

銘
%

妻

巻
狛
四

薨

讐

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一

藝

鐘

婁

藝

蒙外

鏤

蠡

萋

藝

鞍仙

茎

男

.L
 

ロ

 

カ

3

参

54.

64，

63.

42.

47.

55.

62.
48.

40● 騨

46.

69.

70.+

61.
50.
51.
49.
62.

38.

57.

56.

6B.

47.

61.

63，

51.

44，

64.

SO.
42.

57.
65.

65.

68.

52.
52.

45.

71.
63.

52.
49.

57.
55.
47.

三 鷹

 1 2  3

積極的 消極的 不参加参
加 参加

23.  37.  kO.

19.  38.  42.
18.  31.  51.
27.  37.  36.
29.  42.  29.

41.  29.  29.

19.  36.  45.
23.  4Q.  37.

24.  41.  35.
24.  38.  38.
23.  32.  45.
18.  32.  50.

25.  43.  31.

17.  31.  52.

22.  28.  50.

18●  45・  36・

40.  20.  40.

28.  20.  52.
25.  45.  29.
ie.  3a.  4a.

25.  35.  40.

25.  38.  37.
22.  35.  43.
19.  39.  42.

16.  44，  40.

27.  33.  40.

24.  35.  40.

30.  35，  35.

16.  48.  35.

31.  42.  27，

18.  32.  50.

28.  28.  45.

17.  33.  50.
32.  54.  14.一

18. 33. 49，

24.  39.  37.

30.

30.

16.

2b.

60.
34.
41.

30.

io.
36.
43.
44.

29.  35.  35.
16.  45.  39.
26.  23.  S1.
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       付表 13

問19・H 住民 運動 一般 につ いての意 見

回答

  カテ
   コ“

属性   リ

カテ ゴ リー

性

市

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

 学  歴

1.中 学(新)

2.高 校(新)

3.大 学 以 上

 

業
ト
婦
K

業
 

 
 
U

 
 

一

勤

職
専

パ
主
無

 
-
▲2
3
4

 
内
下
区
部
凡

地
 

 
、

n

務

 

毛

勤
市
都
中
区
無

 
1
9臼
3
4
尸0

 住 居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住

自
借
社

 

-凸
2
00

 

前

年

年

降

年

以

50

53

以

住

年

～

～
年

 

PO
ハb
1

4
轟

居

3

3

5

5

 

1
亠
9
θ
3

4

 支持政 覚
1.自 民 党

2.公 明 党

3.革 新 系

4.そ の 他

5.無 ，D. K.

 家抜構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4・学童以下有

5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 

～
人

兄

1

2

3

5

1

9
臼
nO
」q

 兄弟順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

武蔵野

1   2   3

肯定 中間 否定

35.  39.  26.

30.  40.  30.

32.  43.  25.
40.  37.  23.
35.  39.  27.
30.  38.  32.

32.  32.  37，

34.  40.  25.

40. 40.  19，

}

32.  42.  26.

32.  39.  29，

39.  39.  23.

29.  34.  37.

33.  39.  28.

32.  44.  24.

24.  59.+ 17.

45.  18.一 38.

35.  kO.  25.

35.  36.  29.
32.  42.  26.
39.  39.  23.
31.  38.  31.

34.  40.  26.

34.  34.  3?..

40.  50.  10.一

37.  40.  23.

30.  42.  28.
37.  35.  28.
38.  32.  30.

i

26.一

40.

51.+

●

 
●

2

Q
-

一う

内
ζ

40.
zo.
31.
24.
48.+

34.卓

40.

18.

24.

23.

25.  42.  33.
31.  37.  31.
41.  35.  24.
36.  45.  19.
34.  36.  31.

18.  50.  32.
34.  31.  34.
33.  43.  24.
39.  3A.  23.

34.  37.  29.
32.  40.  28.
kO.  41.  20.

三 鷹

1   2   3

肯定 中間 否定

31.  37.  31.

20.

30.

40.+

28.

31.

21.
32.
39.

30.

37.

36.

13.。

31.
35.

25.
33.
32.

28.
31.
32.

36.

30.
31.
k3.

34.

30.

30.

33.

28の

33.

42.

32.

29.

44.
38.

35.
36.
33.

30.

40.

31.

35.
37.
37.
4Q.

40.

12.曹

37.

41.

38.

36.

39.
40.
28.

38.

39.

27.

37.
39.
37.

33.

37.

53.

33，

42.

37.

19.賜44.

8.囀46.

28. 40.

35. 36.

39.+33.

31. 46.

27. 35.
32. 37.
34. 38.

30. 38.
32. 35.
32. 41.

36.
32.
25.
35.
36.

49.+

27.

31.

35.

2フ.

27.

41.

29.

S4。t

37.

26.

30.

37.

30.

27.

36.

32..

30.

30.

29.

31.
33.
35.

35.
13.
zs.
26.

33.

37.
46.
32.
30.

29.

23.
38.
32.

28.

32.
33.
27.

回答

  力  市
   テ
    コゆ

属性   リ

 カテゴリー

全 体

匪一.

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴邂
学

中

高

大

 

ー
ム
ウ
臼
備0

 

由
務
営
K

業

自
 
自
U

借

伽
蹼

職

技
事
労
無

 

1
9臼
3
4

 

内
下
区
部
K

地
 

 
、

且

務

 

毛

勤
市
都
中

区
無

 
-占
9一
3
4
ε0

 住居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3・ 集 合/上 ・中

4.集 合/下

 住居所：有
1.自  家
2.借   家
3.社 宅 等

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 支持 政党
1.自 民 党

2.革 新 系

3.そ の 他

4.無 ，D. K.

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

ー
ム
9
臼
0り
4

 兄弟 順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

武蔵野

1   2   3

肯定 中間 否定

L

36.  38.  26.

29.

37.

44.

35.

32.

3b.

37.

32.

48・

24.

36.

36.
42.

33.
30.
43.

26，

33.

46.

36.

31.
37.
47.

36.

37.

36.

31.

42.

39.

35.

22.
35.

ze.
k4.
39.

50.
37.

33.
37.

44.

27●

38.

kO. 31.

3a. 2s.
33. 23.
42. 23.

23. 45.+

45. 19.

37. 26，

50. 18.
3S. 17.
32. 44.+
34. 30.

30. 33.

46. 12.
42. 2b.
44. 26.
30. 27.

41. 32.
42. 25.
33. 20.
36. 28.

39. 29.
39. 24.
34. 19.

36. 28.
29. 34.
46. 18.

41. 26.
34. 24.
48. 13.
35. 29.

39. 39，

42. 23.

52. 20.

32. 2A.

35. 25.

43.  7.
33. 30.
36. 31.
43. 20.

36. 19.
39. 34.
41. 21.

三 鷹

1   2   3

肯定 中間 否定

35.  42.  22.

35.  52.  13.
40.  33.  27.

37.  37.  25.
26.  ks.  2e.

18.  47.  35.
39・  37●  24.

3S.  47.  19.

43.  38.  19.
33.  43.  24.

27.  4S.  27.
36.  45.  18.

41●  39■  20●

24.  45.  31.

25.  50.  25.

36.  45.  18.

so.  zs.  zs.

40.  44.  16.
33.  47.  20.

34.  37.  28.
40.  40.  20.

38.  41.  21.
30.  46.  23.

39.  35.  2b.

28.  50.  22.
33.  37.  29.
44.  42.  15.

31.  k3.  2b.
35.  45.  19.
38.  38.  23.

37.  42.  21.

41●  52●   7●0

29.  58.  12.

36.  36.  29.

36.  38.  25.

33.  37.  29.

30.  70.   0.

48.  27.一 25.

38.  39.  23.

22.一 54.  24.

44.  40.  16，

31. 41. 28.

28.  k9.  23.
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           付 表 14-1

問14 市施 設の 利用経 験 一利 用 す る施 設の種 類 数 一(女)

       性

 回答ヵ  市
    テゴ属性    

リ

 カテゴリー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
遡

学

中

高

大

 

1

9
凵
り0

 

業

ト
婦
凡

業
 

 
 
n

 

 

【

学

職
専
パ
主
無

 

-亠
9一
nφ
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

a

務

 

心

勧

市
都
中
区
無

 

1
9θ
∩0
4
P◎

 住居 状況
1.一 戸 建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 
家

家
等

右所
 
 

宅

居住
自
借

社

 

-▲り臼
00

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年
3.51～53年

4.54年 以 降

 

党

党

系
他

凡

党

 

 

 

 

 
.

政

民
明

新

の
D

持

 

 

 

 

 ，

支

自

公

革

そ

無

 

-
占
ワ
凵
几0
4

PO

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無し

4.学 童以下有
5・学童以下無

人

人

人

数

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

1

9
醐
q
U
4

 兄弟順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

武蔵野
_一」 一 三 鷹

1   2   3   4   5

最多 やや多 平均的 少ない 否定的利用 
い利用 利用  利用

15.  15.  25.  22.  23.

13.

12.

25.+

11.

4● の

13. 23.

1ユ.

22.+23.

12. 22.

13. 21.

   19，

34。 ◆27.

   13.の

●
 
●

8

藍ノ

2

?
」

32.

15.

17.

27.

38。 や

12.  12.  25.  13.  38.+
17.  14.  24.  24.  21.
9.  25.  28.  21.  18.

16.  13.  26.  18.  28.
21.  18.  24.  23.  15.
14.  16.  25.  26.  19.
7.  20.  22.  12.  39.+

25.E

16.

io.

5.

]，3，

11.
22.+

●

 
●

¶
る

0

1

¶
凸

14.  27.  18，  17.

12.  2k.  24.  24.

21.  21.  28.  21.

10.  20.  25.  40.+

17.  25.  22.  23.

21・  21●  26●  20●

19.  22.  15.  21.

10.  27.  24.  27.

8.  33.  27.  23.

15.  20.  22.  22.  21.

130   9●卿 30.  22・  26●

16.  13.  23.  23.  25.

14.  16.  25.  23.  21.

21.+ 19.  24.  16.  19.

12.   9.  29.  26.  24.

0.一 10.  20.  30.  40.+

11.  15.  23.  26.  25.
S.  15.  35.  25.  20.

21.  16.  23.  21.  17.
19.  24.  29.  14.  14.
15.  14.  25.  19.  27.

11.  19.  25.  22.  22.

6●   O●. 17●  23●  540◆

4.一  5.一 2b.  38.+ 27.

27.◇ 190  29・  ユ80   7・ 騨

12.  21.  23.  17.  27.

5.
14.

16.
15.

9.

15.
17.
14.

27.

25.
24.
25.

lk，

24.

19，

25，

45.◆

zz.

23.

21・

12.  13.  28，  22.  25.

15.  20.  22.  21.  22.

20.  10.  25.  24.  21.

 
多
用

-
最
利

 2   3   4   5

やや多 平均的 少ない 否定的
い利用 利用  利用

12.  17.  31.  19.  21.

14.

12.

20.ゆ

4.一

7.

8.

27.+

21.

9，

9.

34.
36.

31.
26.
20.

20.

13.

15.

29..

22.

6.  13.  27.  15.

14.  16.  31.  22，

14・ 31.噸 34.  7.曝

12. 17. 30. 19，

17.  23.  33.  17.
14. 16. 31. 20.

4.  15.  28.  17，

24.

12.'

13.贈

32，+

42.+

39.+

18.

15.

22.

10.

zo.

35。 ゆ

17.  24.  32.  12.  16.

12.  ?3.  19.  31.  15.

8.  8.  46.  21.  17.

11● 11. 30. 1ア. 30.

12●  16●  30・  21●  22●

13.  20.  34.  12.  21.

15.  16.  29.  18.  22.
9.  17.  32.  26.  16.

10.  19.  29.  16.  26.

14.  17.  32.  lb.  20，

9.  ie.  ze.  zo.  24.

19.  14.  30.  27，  11.

15.  20.  28.  19.
13.  17.  35.  17.

11.  19.  31.  19.
4.  12.  2?..  24.

19.

18.

20.

37.◆

B.  16.  32.  21.  23.
20.  20.  27.  20.  13.

16.  19.  29.  19.  16.
16.   5.  26.  21.  32.
13.  19.  31.  17.  21.

10.
o.
7.

22.+
9.

8.

14.
ii.
15.

16. 39.

4. 21.

7.驃19.

27.+33.

15. 30.

15.
14.
22.
14.

27.
36.
26.
31.

18. 18.
25. 50.+
30.+ 37.+
10.。 7.炉

22. 24.

31.
15.
18.
20.

19.
20.
22.
20.

13.  20.  28.  20.  19.

11.  15.  32.  17，  25.

14.  18.  32.  20.  15.



           付表 14-2

問14 市施設の利用経験一利用する施設の種類数一(男)

 回答   カ

テ
属性   ゴリ

 カテ ゴ リー

性

市

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴趨
学

中

高

.大

 

1
4
9
臼
り
0

 

由
務
営
凡

業
自

 
自
n

借

伽

蹼

職
技
事
労
無

 
-
り臼
り0
」優

 
内
下
区
部
K

地
 

 
、

U

務
 

毛

勤
市
都
中
区
無

 
ー
ウ臼
∩0
4
尸0

 住 居状況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住
自

借
社

 

1
9一
6◎

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 

党
系
他
K

党
 
 
 
 
●

政
民
新

の
D

持
 

 

 

，

支

自
革

そ
無

 

ー
ウ一
几0
4

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単  身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

兄 弟 数
ー̀

ウ
一
3

FO

-
凸
2

3

4

人

人
3～4人

15人
～

 兄 弟順位
1・1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

武蔵野

 1  2  3  4  5
最多 やや多 平均的 少ない 否定的利用 

い利用 利用 型里一

勇

12.  12.  29，  28，  19.

2.  7.

17. 17.
14.  7.
12. 14.

21・ 38.

25. 21.

47・ ◆21。

26. 33.

31.
19.
12.

16.

9.   9.  36.  36.   9.

15.  16.  20.  22，  27，

10.   8.  36.  31.  15.

18.  10.  28.  32.  12.

10.  10.  29.  29.  23.

d2・  12●  32●  18.  26.

7.  16.  30.  30.  18.

24.+

12.

7●

9.

8.

15.  30.  15.  15.
21.  21.  33.  12.
9.  28.  35.  21.
5.  28.  35.  23.

14.  38.  19.  22.

9.  15.  32.  29.  15.
15.  12.  28.  31.  13.
13.   9.  31.  22.  24.
4.  12.  24.  28.  32.

12.  12.  31.  26.  18.
7.   7.  31.  31.  25.

19.  19.  22.  28.  13.

17.  11.  31.  26.  15.
15.  17.  29.  22.  17.
4.   9.  28.  33.  25.

11.  13.  33.  24，  19.

13.  11.  32.  18.  2b.

17.   9.  17.  48.+  9.

9.  12●  29●  29●  20・

 

 

 

◇

●
 
O
 
●
 
■
 
●

4

3

2

4

R
V

 

 

1
4
う
』

o.
7.
9.

22.+

9.  26.  35.  26.

3.  19.  26.  48.+

4.  24.  36.  24.

20.  30.  18.   8.一

14.  39，  31，  $，.

zi.
13.
12.
B.

zi.
37.
27.
31.

36.

20.

34，

20.

21.

23.
18.
20.

7.  12.  25.  35.  21.

11.  11.  35.  27，  16.
24.+ 12.  26.  15.  24.

     三 鷹

1   2   3   4   5

最多 やや多 平均的 少ない 否定的利用
  い利用 利用 利用

7.  16.  29.  24.  24.

12.  10.  21.  29.  29.

7・  24・  18●  290  22●

8.  19.  41.  17，  15.

0.   6.  39.  23.  32.

b.  iz.  z4.  zv.  29.
10.  12.  25.  25.  29.
6.  20.  35.  22.  17.

6.  13.  3A.  24.  19.

5.  17.  31.  22.  24.

9・  18●  18.  34●  20・

14.  ik.  23.  9.  41.

14.  16.  25.  27.  18.

7.  21.  28.  28，  17.

b.  13.  44.  22.  16.

2.  15.  31.  27.  25.

10.  15.  15.   5.  55.+

e.  20.  56.+  0.一 16.

9.  17.  31.  23.  2Q.

7.  13.  19.  33，  27.

0.  10.  25.  30.  35.

10●  200  37・  14● ● 20・

6.  13.  19.  32，  30.

3.  10.  32.  35.  19.

14.  12.  34.  20.  20.

8・  16●  35・  25●  16●

2・  ユ8●  19●  26●  35● 手

4.

13.

12.

7●

28.+
o.

0.
9.

2.

●

 
O

 
●

 
●

0

7

「

ノO

Q
・

1

 

 

9

●
 
●
 
●
 
●

ツ冫

6

0

2

1

1
6
 
 
らζ

10.
4.

11.
33.+

37.

139口

●
 
●

-

0

3

塗
ノ

24， 22.

23. 35.

35. 23.

zi. 20.

24. 24.

8.一25.

●
 

●

◎

'
7
7

ハ
ご

♪

陣

8. 45.+

10.

16.

ユ1.

22.

20.
18.
34.
33.

29.
zo.
25.

40.

23.

27●

19.

14.

62.+

32.

11.騨

20.

20.

36.◆

22.

17.

6.  16.  24.  29.  25.
10.  11.  34.  19.  26.
5.  23.  31.  26.  15.
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付表 15

問14・J 市 施 設の利 用経 験 一 コ ミュニテ ィ ・セ ンターの 場合 一

回    性
 答  力  市

  テ
   コ
属性    リ

カテ ゴ リー

全 体

 年  齢

1，20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
鑼

学

中

高

大

 

1

9
凵
Q
り

 

業

ト
婦
K

業

 
 
 
n

 

 

【

学

職
専
パ
主
無

 

1
2
Q9
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、
 
n

務

 

心

勤

市
都
中
区
無

 

1
2
Qり
4
PO

 住 居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 住居所有
1.自  家
2.借  家
3.社 宅 等

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 

党
党
系
他
κ

党
 
 

 
 
 ・

政

民
明

新

の
D

持
 
 

 
 

 ，

支
自

公
革
そ
無

 

ー
ワ齧
3
4
尸0

 家抜構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

兄 弟 数
1

9
臼
00
尸0

1

9
臼
60

4

人
人

3～4人

5人 ～

 兄弟 順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

武蔵野

1   2

利用  否

35. 65.

 

 

◇

●
 
●
 
●

1

2丿
◎
'

凸ζ
3

ム
7

●
 
 ●

∩
∪

藍
丿

3

う
驫

79.

67.

51.鄲

70。

75.

28. 72.

36. 64.

35. 65.

31.
SQ.+

●

 

■

f
◎

【
ζ

7
冫

う
倫

46.+

24.
31.
25.
34.

29，

50。 ゆ

28.

19.●

69.

50.一

64.

78.

S4.一

76.

69.

75.

66.

71.

50● 聯

72.

81，+

ら1・ φ 59・ の

23.騨 77● ←

38. 63.

 

O

◆

十

●

 
●

 

●

 
●

2
丿

に
丿

◎
'

▲

1

6

尸う

7

「
R

〕

 

↑

帋

 
隅

●

 
 ●

 
●

 
 ●

7
・

气
ノ

ー

6

3

ム
7

ら
《

-

凸

33. 67.
40. 60.
43. 57.
33. 67.
32. 66.

28. 72.

10● 鴨 90・ ◆

22.一 78.+

49● ◇ 51・ 働

39. bl.

23.

29.

36.

40.

77.
71.

64.
60.

33. 67.
34. 66.
40. 60.

1

三 鷹

2

利用  否

34. 66.

●

 
●

Q
7

尸
)

へ
∠

3

49。 う

20・ 骨

24.

71●

b5.

51.口

80.+

76.

23● 囎 770◇

36. 64.

39. 61.

31.
50.+

●

 
●

《
V

《
<

2
/

2

69.

50.一

64.

78.

42. 58.
42. 58.
37. b2.

24. 76.
32. 68.

45. 55.
34. 66.

29. 71.
33. 67.

38. 62.
31. 69.

?.7. 73.

35. 65.

39. 61.

34. 66.

18●r 82● 噸

■

 
 ■
 
 O

A
V

7
ノ

Ω
U

う
』

層
♪

ム

T

●
 
 ●

ノ0

5

弓
ζ

9
冫

35.

8。 翩

18.一

48.+

32，

27.

37.

33.

36.

74.

67.

52.一

74.

65.

b5.

92.や

82.+

52.一

6A.

73.

63.

67.

64，

34. 66.
34. 66.
35. 65.

     性回

答

  カテゴ 市
属性   リ

 カテゴリー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

 学  歴
1.中 学(新)

2.高 校(新)

3.大 学 以 上

 

由
務
営
凡

業
自

 
自
U

借

甑
洋

職

技
事
労
無

 

ーム
9U
OO
4

 
内
下
区
部
K

地
 

 
、
 

U

務

 

心

勤
市
都
中
区
無

 
1
2
丹0
4
匚0

 住居状 況

1.一 戸建/上

2.一 戸 建/中 ・下

3・ 集合/上 ・中

4・ 集 合/下

 
家
家
等

有所
 

 
宅

居住
自
借
社

 
-占
り凵
3

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 支持 政党

1.自 民 党

2.革 新 系

3.そ の 他

4.無 ，D・K.

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有

5.学 童以下無

兄 弟 数
1

2

3

5

1
凸
2

60

4

人
人

3～4人

5人 ～

 兄弟順 位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

武蔵野

1   2

利用  否

i

24. 76.

7.一 93.+

27. 73.

30. 70.

33. 67.

?_3. 77.

27. 73.
23. 77.

22. 78.
25. 75.
29. 71.
23. 77.

42.+
25.
26.

14.
19.

58.，

75.

74.

86.

$1.

29. 71.
25. 75.

24. 76.
16. 64.

26. 74.
19. 81.
31. b9.

32. 68.
27. 73.
15. 85.

31. 69.
za. 76.
26. 74.
18. 82.

9.

io.

20.

40.+

27.

29.

20.

z4.

27.

91.

90.

80.

bO.一

73.

71●

80.

76.

73.

21. 79.

26. 74.
29. 71.

1   2

利用  否

29. 71.

●
 
 ●
 
 ●

 
 0

3

1

凸

¶
ム

つ
冫

う
鼻

3

ム
π

-
凸

77.

69.

59.卿

87.

29. 71.
25. 75.
33. 67.

25. フ5.

40. 60.

23. 77.

23. 77.

O

 
●

 
●

噌
↓

1

7
「

3

う
篇

ム

T

■
 
O

O

O

2

3

b9.

79.

53.勵

80.

70.

32. 68.
36. 64.
24. 76.

15. 85.

32. 68.

26. 74，

26. 7k.

28. 72.
32. 68.
26. 7k.

37. 63.
26. 74.
19. 81.
28. 72.

 

 

鱒

●

 
●

 
●

R

V
7

「
1

2
フ

ー

-
凸

■

 
●

ハ∪

瞞1

4

【ζ

30.

25.

24.

39.

62.

83.

69.；

60.

73.

70.
75.
76.
61.

26. 74.
30. 70.
31. 69.
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付 表 16

問15 コ ミュニテ ィ ・セ ンターの 有無 への 認識

     性回

答  力  市

  テゴ
属性   リ

カテゴリー

全 体

 年  齢

1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
㈱
鯉

学

校

学

学

中

高

大

 

1

9
臼
∩0

 
業

ト
婦
K

業
 

 
 
n

 
 

[

学

職
専
パ
主
無

 
-
り臼
り0
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

n

務
 

毛

勤

市
都
中
区
無

 

1
9臼
3
4
尸0

 住 居状 況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 
 

宅

居住
自

借
社

 

-亠
9日
3

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年
4.54年 以 降

 

党
党
系
他
K

党
 
 
 
 
 
●

政

民
明
新

の
D

持
 

 

 
 

，

支
自

公
革
そ
無

 

ー
ワU
3
4
尸0

 家抜構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有

5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

1

9
臼
O
J
4

 兄弟順 位

1.1番 目

2.a，3番 目

3.4番 以 降

女

武蔵野

 

へ
・
魏遇

2
猷

 

る

一
-

あ

55.  23.  22.

36.一

56.

56.

60.

60.

 

 

◇

●
 ●
 
●

7

Ω
)
。1

1

・↓

9冫

●

 
●

7
/

9
冫

2

1
6

47.+

26.

13.一

17，

26.

48.  27.  25.
55.  24.  21.
61.  12.  26.

51.  19.  30.E

52.  29.  19.

610  25●  14● 腰

46・  17●  37・ ◇

59.

40.

41.

35.輙

60.

18. 23.
36. 24.
24. 34.
25. 40.+
23. 17.

52，  29.  20，

67● ・卜 21●  12● 囀

53.  21.  26.

33.一 23.  44.+

62.+ 22.  16.一

43.一 23.  35.+

58.  25.  18.

60.  25.  15.一

58.  23.  18.

46.  25.  29.

44.  10.一 46.+

●

 
O

 
■

「5

0

气
4

5

眞
ノ

'◎

●

 
 ●

Ω
)

啣
冫

ム
「

置
ノ

28. 19.

20. 30.

20. 14.

29. 2k.

19. 28，

↓

◆

 

 
騨
 
●

●
 
●
 
O
 
●
 
0

4
.
2

6

1

5

ム
丁
卩う

つ
偏
1

1

●

 
●
 

●

 
●

 
O

◎
'

9

6

4

R
}

1
6

1
凸

-

凸
う

」

ハζ

■

O
 

 
◇

O
 
O
 
O
 
●
 
●

6

9

R
)
5

R
V

3

2

筐丿
6

5

41.

57.

55，

56.

23.
14.
22.
29.

52. 22.
56. 22.
59. 24.

36.

29.
zz.
15.

26.

21.
17.

三 鷹

一

 

へ
・
飜

 

ヘ
 
 
 ロ

2
猷

1

る

 

あ

50.  34.  16.

36.一

50.

59.+

●
 
●

9

ハ)

4

ム
▽

32。 32.や

35. 15.

33.  8.一

35. 15.

36. 24.

49.  37.  14，

49.  34.  17.

54.  31.  15.

52・  32●  170

56.  37.   8.

51.  34●  15●

33.一 39.  28.+

64.十 30.   6.一

58.  23.  19.

33.  33.  33.+

35.一 43.  22.

47.  36.  17.

59.  28.  13.
49.  39.  12.
46.  32.  21.
47.  33.  21.

52.  33.  15.

51.  34.  16.

32.一 43.  24.

S2.  37.  11.

54.  34.  12.

47.  30.  23.

33.一 33.  35.+

k7.  37.  16.

60.  33.   7，

57.  28.  15.

S3.  32.  16.

48.  35.  17.

47.  32.  21.
33. 33. 33.+
47.  37.  16.

53.  35.  12.
51.  34.  15.

46.

51.
49.

51.

49.
51.
48.

31.
32.
34.
3b.

23.

17.

17，

13.

35. 16.
31. 18.
39. 13.

戴
全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴鑼
学

中

高

大

 

-
り
臼
Q
り

 

由
務
営
K

業
自
 
自
U

借

伽
厚

職
技
事
労
無

 
-
亠9
耐3
4

 

内

下

区

部

K

地

 

 

、

n

務

 

毛

勤

市

都

中

区

無

 

-
亠
ワ
θ
り0
」肇
「0

 住 居状 況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住

自
借
社

 

-亠
9U
OO

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 支持 政党

1.自 民 党

2.革 新 系

3.そ の 他

4.無 ，D. K.

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

4

～

弟

～
人

兄

1

2

3

5

ー
ム
9
臼
∩0
4

 兄弟 順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

  武釐 一 、11
・麟 鉦

三 鷹

55.  24.  21.

45.  17.  38.+
60.  19.  21.
56.  33.  12.
58.  28.  14.

59.  27.  14.

50.  23.  27.

59.  24.  1$，

50.  40.+ 10.

62.  12.一 27.

59.  26.  15.

50.  18.  32.

73.4 21.   6.一

58・ ・ 25●  17・

47.  26.  2e.

58.  23.  19.

43.  24.  32.

65●  24●  12・

54.  25.  21.

54.  28.  19.

48.  12.  40.+

55.  29.  16.
56.  20.  24.
53.  16.  31.

bl.  26.  12.

54，  29.  17.

49.  18.  33.+

63.  24.  13.
55.  34.  11.
61.  17.  22.
46.  20.  34.E

35.  26.  39.+
58.  10.  32.
64.  12.  24.

54.  36.+ 10.
59.  25.  16.

50.

57.

56.

53.

58，

51.

56.

zi.
13.
24.
31.

29.

30.

20.

16.

18. 24.
28. 20.
26. ia.

3
飜

 

レ
K

2 

な
n

1

る

 

あ

53.  27.  20.

48.  19.  33.+

b2.  20.  18.
58.  31.  12.
42.  42.  16.

53.  24.  24.

5A.  26.  15.

49.  2s.  23，

)

57.  22.  21.

bo.  21.  i9.

41.  39.  20.

50.  32.  18，

63.  24.  14.
45.  34.  21.

50.  22.  28.
53.  24.  24.
50.  40.  10.

48. 48.+  4.

59●  24●  17・

52.  25.  22.

45.  15.  40.+

52.  31.  17.
sa.  zo.  zz.
48.  29.  23.

54.  30.  16.

52.  29.  19.
55.  21.  24.

52.  31.  17.

55.  19.  26.

42.  38.  19.

58.  22.  20，

55.  14.  31.
58.  17.  25.
39.  36.  25.

53.  31.  lb.
59.  29.  12.

50.

52.

53.

56.

so.

18.

28.

31・

20.

30.

19.

13.

54.  26.  19.
55.  20.  25.
49.  41.+ 10.
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回答

  カテゴ
属性   リ

カテ ゴ リー

体

性

市

全

 年  齢

1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
㈱
㈱
肚

学
校
学

学
中
高
大

 
-
n乙
3

 
業

ト
婦
K

業
 
 

 
n

 
 

【

常

職
専
パ
主
無

 
1
9臼
3
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

U

務

 

心

勤

市
都
中
区
無

 

1
2
3
4
ρb

 住 居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 
家

家
等

有所
 
 

宅

居住
自

借
社

 
1

2
ハ0

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4・54年 以 降

 

党

党

系

他
κ

党

 

 

 

 

 
.

政

民

明

新

の
D

持

 

 

 

 

，

支

自

公

革

そ

無

 

ー
ム
9
臼
り0
」倦
『0

 家抜構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4・学童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1
2

3

5

1
凸
ウ
U
ハ0
4

 兄 弟順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

          付 表 17

問16・K コ ミュ ニテ ィ ・セ ンターの役 割 への評価

女

武蔵野 」
1   2

有効 不明

61. 39.

49. 51.
68. 32.
60. 40.

68. 32.
53. 47.

62. 38.

63. 37.
53. 47.

)
55. 45.
71. 29.
65. 35.
54. 46.

69.

40。 囀

52.

SA.
63.

61.

63.

b7.

44.一

31.
60.+
48.
43.

37.

39.

37.

33.

56。 ゆ

63. 37.
57. 43.
70. 30.

66. 34.
58. 42.
62. 38.
5s. a2.

65. 35.

50. 50.
67. 33.
62. 38.
57. 43.

se.

46.一

64.

63.

65.

68.

55.

61.

65.

42.

54.噸

36.

37.

35.

32.
45.
39.

35.

59. 41.
63. 37.
61. 39.

三 鷹

1   2

有効 不明

62. 38.

63. 37.
55. 45.
63. 37.

69. 31.
62. 38.

62. 38.
63. 37.
59. 41.

)
b2. 38.
58. 42.
60. 40.
76. 24.

59. 41.
b5. 35.
58. 42.

63. 37.
64. 36.

62. 38.
61. 39.

63. 37.
64. 36.

62. 38.
60. 40.
70. 30.

bl. 39.
b7. 33.
b3. 37.
49. 51.

70. 30.
47. 53.
67. 33.
53. 47.
58. 42.

60. 40.

75. 25.
61. 39.
55. 45.
68. 32.

58.

63.

62.

63，

42.

37.
38.
37.

56. 44.

65. 35.
67. 33.

     性回

答  力  市

   テ 。
    コ

属性   リ

 カテゴリー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴
㈱
鯉

学
校
学

学
中

高
大

 

L
乞
3

 

由
務
営
κ

業
自

 
自
n

借

跡
蹼

職
技
事

労
無

 
-
亠
∩6
角0
4

 
内
下
区
部
K

地
 

 

、

n

務
 

毛

勤
市
都
中
区
無

 
-る
ワ一
隔0
4
尸0

 住 居状況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住

自
借
社

 

ーム
9醒
り0

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 
党
系
他
K

党
 
 
 
 
●

政
民
新

の
D

持
 
 
 

 ，

支
自
革

そ
無

 
1
9θ
3
4

 家族構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

兄 弟 数
噸↓
2

00
「0

ー
ム
リ
臼
60
4

人

人
3～4人

5人 ～

 兄 第順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

武蔵野

1   2

有効 不明

53. 47.

38，

40.

67.

70.+

77，+

49.

S1.

54.

54.

50.

55.

5$.

58.

40.

56.

59.

50.

66.+

44.

44.

S6.

Q6.

59.

62.

59.

40。 葡

65.
bl.
39.

45.

35.

52.

48.

54.

65.

57.

50.

49.

61.

57.

45.

65.

62.

60.

33.

30.一

23● 一

51.

49.

46.

46.

50.

45.

42.
k2.

6Q.
44.
41.

50.

34・ 脅

56.

56.

44.
54.
41.

37.
41.

60.+

35.

39，

61.

55.

6S.

48.

52.

46.

35.

43。

50.

51.

39.

43.

55.

35.

1

三 鷹

2

有効 不明

57. 43.

40● 鱒 60● ◆

b4. 3b.

59. 41.

68. 32.

71. 29.
51. 49.

59. 41.

)
62. 3$.

64. 3b.
50. 50.
36. 64.

63. 37.
a9. 52.

59. 41.
62. 38.
35. 65.

56. 44.
61. 39.
55. 45.
45. 55.

61. 39.
s2. 4s.
55. 45.

66. 34.

56. k4.
50. 50.

67. 33.

65. 35.
38. 62.
53. k7.

38.一

42.

68.

56.

69，

62● ゆ

58.

32.

44.

31.

30。 70.

52. aa.

61. 39.

59， 41.

53. 47.

59. 41.

59・ 41.
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付 表 18
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否
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性

市 
力答回

 

 
h リゴ  

 

 
 一

テ
 
 

 
到

 
 
 
 
性

好    属

”

雛
 
 
 
 阿
 

轟団騨
  
 
 
 
 

靉
 騨
 

霧

熱

 
 
 
L

逢

ま

  
L

釜

  
L

ま
4

 

L

畿

ま

  
L

蓋
4

 

L

盆

  

と

ま

 

L

ま

ま

  
L

裂

ま

 

L

釜
4

 

L

葦

女

 
 

一
1

1
1

問it× 問12・L

三 鷹

3
消
極
的

2

通
常
的
参
加

1

地
域
連
帯
参
加

市 政への参 画

τ

否
定
的

11.  13.  22.  53.

7.  17.  17.  59.

14.   7.  26.  53.

15.  20.+ 20.  46.

9.  12.  24.  55，

4.   7.  ?.4.  64.

工O●   7.  21.  62●

11.  13.  24.  52.

14.  22.+ 17.  47.

13.  17.  17.  53.
15.   6.  19.  60.

11.  14.  25.  50.
2.   7.  33.  59.

14.

k.

17.

13.

10●

15.  ?_1.  50.
23.  19.  S4.
21.  17.  46.
9.  11.  67.

12.  26.  52.

16.  17●  17・  50●

12.  13.  25.  51.

9.  13.  27.  51.

10.  10.  10.一 69.+

13.  13.  22.  52.
H.  14.  22.  57.
16. 11. 30. 43.

7.

14.

16.

8.

●

 
●

 
●

∩
V

(
冒
Q
7

¶
亠

 
 

-

●
 

●

-
轟
◎

'

2

17.  20.  56.

14.  23.  49，

9.  20.  56.

8●  27●  う7・

14.  21.  55.

27.  40.  33，

io. 23. as，

5.  21.  53.

]4，  22.  56.

6.  18.  18.

8.  4. 12.

9.  16.  23.

14.  11.  22.

13.  14.  26.

59.

75.+

53.

53，

48.

15.  15.  23.  46.

10. 18. 14. S8.

10.   B.  23.  58，

13.  16.  25.  45.

12.

9.

15.

14.

12.

14.

24. 50.

19. 59，

25. 46.

性

回答   市

 カ
  テ
   コ
    リ

属性

カ テ ゴ リー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

 学  歴
1， 中 学(新)

2， 高 校(新)

3。 大 学 以 上

 
由
務
営
K

業
自
 
自
n

槽

甑
厚

職
技
事
労
無

 
L
幺
3
。4

 
内
下
区
部
K

地
 

 
、

a

務
 

心

勤
市
都
中
区
無

 
1
2
角0
4
「0

 住居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下
3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 住居所有
1.自  家
2.借  家
3.社 宅 等

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年
3.51年 以 降

 
党
系
他
K

党
 
 
 
 
.

政

民
新

の
D

持
 
 
 

 ，

支
自
革
そ
無

 

1
9臼
3
4

 家族 構成
1・ 定 位 家 族

2.単  身

3.既 婚/子 無 し

4.学 童以下有

5.学 童 以下 無

兄 弟 数
-
凸
2

Q
U
卍0

ー

ワ
一
∩φ
4

人
人

3～4人

5人 ～

 兄弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

武蔵野 1
 丁  2

三 鷹

3

消
極
的

2

通
常
的
参
加

1

地
域
連
帯
参
加

4

否
定
的

12.  19.  19.  49.

5.  21.  19.  55.

15.  15.  15.  54.

12.  23.  28.  37，

16.  19.  16.  49.

73.   9.  14.  55.

9.  26.  18.  47，

12.  17.  23.  49.

4●  20●  18●  58●

15.  13.  25.  46.

15.  24.  18.  44.

16.  23.  16.  45.

19.  24.  15.  42，

21.   4.  25.  50.

2.  30.  14.  53.

19.  12.  23.  47，

5.  22.  22.  51.

3.  29.  24.  44，

16.  15.  18.  51.

11.  2L.  17.  SO.

16.  12.  ?4，  48，

11.  24.  19.  46.

12.  15.  19.  54，

16.  16.  22.  47，

14.  24.  18.  44，

17.  10.  24.  49，

7.  21.  18.  54.

9.  26.  20.  44，

16. 24， 24. 37，

26.；  9.  26.  39.

8.  15.  14.  63.+

4.  13.  2?..  61.
6.  19.  16.  58.
16.  20.  12.  52.
16.  18.  20.  46.
14.  24.  24.  39.

0.  29.  29.  43.
10.  13.  30.  47.
14.  19.  15.  52.
14.  22.  18.  47.

10.  24.  21.  46.

15.  15.  20.  50.

12.  21.  15.  53，

通
常
的
参
加

地
域
連
帯
参
加

4
否
定
的

3
消
極
的

11・  140  21●  54。

b.  23.  12.  60.

13. 13. ?.4. 49.

10.  12.  29.  49，

16.   6.  16.  61.

lA.   6.  24.  53.
b.  13.  23.  5A.

14.  17.  19.  50.

a.  21.  19.  Sz.

17.  10.  28.  45.

2.  16.  18.  64，

18.   5.  14.  64，

4.  22.  22.  53.

10.  14.  21.  55.
lb.  13.  16.  56.
15.  13.  24.  49.
10.   5.  20.  65.

16.  20.  20.  qk.
13.   9.  25.  52.
6.  15.  19.  bO.
10. 25. 10. 55.

15.  10.  26.  48.
9.  17.  14.  59.
3.  19.  19.  58.

12.  10.  26.  52.
12.  13.  24.  51.
8.  19.  13.  bO.

11・ 13. 20・ 56.

16.  13.  16.  55，

4・  15・  27●  54●

11.  16.  21.  53.

7.

4.

11.

13.

14.

28.+

zs.

11.

11.

8.

10. 55，

17， 54.

25. 54，

22. 55.

25. 53.

20.  20.  10，  50.

11. 14. ?_3. 52，

6.  IA.  19.  57，

15.   9.  24.  S2，

i3.  zi.  iz.  54，

5.  14.  26.  55.

18.   5.  26.  51.
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       付表 19

問21・M 近 所の 人 び と との話 し合 い
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性回

市 
テ答，

 
[リゴ 

ト  ゴ

鷹

”

雛

綾測
 

轟団
観
麟
 

瓢驪
 
 納騨
繍
 

欝

蝋

 
 
 
L

釜
4
翫

 

よ
3

 

L
乞
&
4。

 

彦
翫
4
臥

 

産

え

 
 

左
3

 

査
3。
4。

 

L
之
ε
4
臥

 

L
2。
3
4
臥

 

彦
3
4

 

産

3。

3

話 さ
な込

50●

81.か

43.

40.一

45.

b4.

52.

46.

b4，i

59.+

50.

37.翩

70.+

k6.

54.

79.+

70.ゆ

44.

51.

52.

44.

52.

52.

49.

38.

52.
44.
56.
55.

37.一

27.

44，

32.

62.+

90.+

54.

51.

32● 霞

47.

58.
58.
48.
46.

51.
51.
45.

     性
回答

ヵ  市
   テゴ
属性   リ
カテゴリー

全 体

 年  齢

1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴
㈱
鯉

学
校
学

学
中
高
大

 
L
乞
翫

 
由
務
営
K

業
自
 
自
n

借

伽
洋

職
技
事
労
無

 
1
2
へδ
4

 

内
下
区
部
凡

地

 

 
、

n

務

 

心

勤

市
都
中
区
無

 

ーム
9θ
へ0
4
「0

 住居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 住居所有
1.自  家
2.借  家
3・社 宅 等

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 

党
系
他
κ

党

 
 
 
 ●

政

民
新

の
D

持
 

 

 

，

支

自
革
そ
無

 

ーム
2
60
4

 家族構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3。既婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数

4

～

弟

～
人

兄

1

2

3

5

1

9
8
3

4

 兄弟 順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

武蔵野

1

話す

一

蟻 ⊥ 話す中嘸
15.  16.  69.

7●

10.

21.

23.

36.+

14.

11.

 

 

◆

●
 
●
 
●
 
●

ハζ
R
V
9

6

1

 
 2

1
凸

30.+

8.

7。

12.

19.

21.

18.
9.

12.

lbe
12.
19.

22.
15.
7.

22.

16.

9.

11.

9，

3.

20.

20.

18.

o.
3.

14.
27.+

10.
15.
26.

5. 88.+

23. 67.
Zi. sa.
12. b5.

18. 45.一

16. 70.

14. 75の

20. 68.

12. 81.

24. 47.駒

4. 75.

27. 42.一

8. 83.

14. 79.

14. 74.

14. 68.

12. 68.

15. 67.
20. 70.
12. 76.

15. 70.
14. 75.
22. 59.

17. 61.

17. 68.
13. 79.

17. 61.

21. 63.

13. 78.

12. 77，

4. $7.

13. 84.

20. 60.

20. 60.

16. 67，

7. 93.

23. 73.

9. 76.

24. 49， 一

11. 79.

16. 69.

24. 50.願

  三 鷹

1   2   3

9.  24.  68.

12.  10.一 79.

4.  36.  60.

e.  32.  59.

10.  13.  77.

24.； 24.  S3.

2.一 30.  ea.

12.  17.  71.

10.  32.  59.

7.  14.  79.

7.  34.  59.

14.   5.一 A2.

10.

7.

3.

9.

15，

39.+
21.

13.
24.
5.

51● 騨

72，

a4.

67.

80.

iz.  zs.  eo.

8.  28.  64.

6.  24.  70.

15.   0.一 85.

10.  26.  63.
3.  23.  74.

16.  lb.  6a.

10.  30.  60.
7.  23.  71.

10.  19.  71.

6.  30.  65.

10.  29.  61.

12.  19.  69，

9●  180  72●

14.
12.

14.
5.
4.

30.+

14.
4.

7.

10.

4。 帰

25.
31.
31.

O

 
●

 

●

 
●

O

ム

，
ム

了

O

 

鑵
ム

2
/

9
」

7b.

83.

61.

64，

65.

70・

73.

62.

72.

15.  18.  68.
5.  29.  66.
5.  23.  72.
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付表 20

問33・N「 日頃 の交際の相手 」 と しての近 隣者

回答

  力

属性

テ ゴ

  リ

カテ ゴ リー

全 体

性

市

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳
5.66歳 ～

歴
㈱
㈱
肚

学
校
学

学
中
高
大

 
L
乞
a

 

業

ト

婦
K

業

 

 

 
n

 

 

[

学

職

専

パ

主
無

 

-
乙
り
臼
00
4

 
内
下
区
部
K

地
 

 
、
 
n

務
 

毛

勤
市
都
中
区
無

 
-
りθ
3
4
【り

 住居状況
1， 一戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中
4.集 合/下

 住居所有
1.自  家
2.借  家
3.社 宅 等

 居 住 年
1.35年 以 前

2。36～50年
3.51～53年

4.54年 以 降

 

党

党
系

他

K

党

 
 

 

 

 
.

政

民
明

新

の
D

持
 

 

 

 

，

支

自

公
革

そ
無

 

1
9
θ
3

4

尸D

 家旋構成
1・ 定 位 家 族

2.単   身

3.既 婚/子 無 し

4.学 童以下有

5.学 童以下無

 
人
人
人

数

 

4

～

弟

 

 
 
～
人

兄

1

2

3

5

 

ー

ワ
一
3

4

 兄弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

武蔵野

1

近

隣

4

そ
の
他

3
趣
味
関
係

2

職
場
関
係

39.  21.  li.  27.

11。 顧

44.

40.

44.

43.

51.+  9.  30.

27.   5.一 24.

17，  13.  30.

14.  16.  27.

6.^ 25.+ 26.

50.  13.  12.
i9.  20.  13.
2b.  30.  14.

21● 鳳 50● ◆

39. 23.

54.+ 2.一

32●  2.駟

25，

27●

30.

6。 。22.

13. 26.

14， 30，

32.+ 34.

42.  27.  11.  20.

16.一 56.+ 12.  16.

7.一 55.+ 14.  24.

13● 一 58・+  3・  28.

49.+  k.一 15.  32.

30.  16.  18.  36，

42.  18.  16.  24，

ai.  26.   a.  z5.

40.  23.   8.  29，

40.  16.  15.  30.
35.  33.+ 10.  23.
50.  10.  10.  3p.

44.  19，  17，  21.

42.  16.  11.  31.

37.  25.  15.  28，

26.  34.+  4.  36.

43，

50.

49.+

29.

30● 囀

ib.

10.

19.
5.

29.+

ユ4. 27.

5. 35，

11. 20.

24. ら3。

13. 29.

11●0 56・ ◆ 110  22●

21.一 40.+ 10.  29，

31.  23.  16.  30.

57・ ゆ 11・ 騨  7・  25・

39.  13.一 19.  29.

36.  27.   5.

29.  29.  13.

34.  21.  12.

52.+ 14.一 16.

32.

30.

j2.

19.一

40.  21.  13.  26.

35.  23.  11.  31.

45.  16.  17.  23，

1
1

近

隣

z

三 鷹

3

趣
味
関
係

職
場
関
係

3Ho  210  13.

7● 口 47● や 12●

49.+ 16.   P..

400  コL9●  16.

36.  21.  15.

53.+  2.一 13.

46.  20.   7.

40.  19.  15.

19.一 32.+ 12.

23● 囀 44.◆  90

38.  25.  19，

53● や  2● 騨 14の

33.  13.  15.

42.  30.+ 11.

19.一 50.+ 1S.

O.脚 50● ・卜 170

15.一 48.十  9.

48●+  5●0 14●

340  16・  1ε ・

i9.  19.  13.

43.  21.  10.

33.  33.+ 12.

35.  19.  15，

41.  25.  9，

49.  19.  14，
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    付 表 21
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ま

 
 

彦
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盆

一

回答

  カテゴ
属性   リ

 カテゴリー

全 体

性1

市1

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～
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学

中

高
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9
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営
K

業

自
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勤
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都
中
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4
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2.一 戸建/中 ・下

3・ 集合/上 ・中

4.集 合/下

 
家
家
等
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自
借
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-
凸2
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1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降
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1.自 民 党

2.革 新 系

3.そ の 他

4.無 ，D. K.

 家族構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

兄 弟 数
-
凸
9
一
〇〇
鯉0

ー
ム
リ
凹
3

4

，

人
人

3～4人

5人 ～

 兄弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

一一尹

i

深い 中度の 疎遠親交 
親交

蹄 野 .一一!..
 2   3

19.  16.  65.

12.   2.一 86.+

12.  15.  73.

26.  23.  51.

28.  23.  49.一

27.  27.  45，

18.  18.  65.

18.  12.  70.

18.  14.  68.
12.  13.  75.
24.  26.  50.
25.  14.  bl.

36● や

12.

19.

14.

14.

24. 39.一

12. 75.

9. 72，

14. 72.

22. 65.

29.  18.  53.
18.  16.  66.

17.  13.  70.
12.  20.  68.

20.  19.  61.
15.  10.  75.
22.  19.  59.

24.  22.  54.

27.  15.  59.

9.一 10.  81.+

24.  28.+ 48.一

18.  13.  6B.

9.  17.  7A.

18.  8.  74.

17.   4.  78.

3● 騨 13●  84● や

40.+  8.  52.

24.  18.  58.

14.  25.  61.

7.

13.

18.

27.

14.

7●
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SO.

6A.
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18.  12.  b9.
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親交 親交

21.  12.  67.

13.  13.  73.
20.  13.  67.
22.  12.  66.

32.  10.  58.

35.  12.  53.
19.  17.  64.
20.   8.  72.

21.   8.  71.
17.  12.  71.
20.  20.  59.

32.   9.  59.

20.  18.  63.
31.   7.  62.

16.  13.  72.
16.  13.  71.
30.   5.  65.

44.+ 16.

16. 11.
16. 10.
25. 20.

40.卿

73.

73.

55.

24.  13.  63.

22.   7.  71.
10.  23.  68.

24.  16.  60.

23.  11.  67.
16.  11.  73.

9.一 17.  74.

?3.  13.  65.

31.  8.  62.

25.  11.  64.

17.  17.  66.
17.  12.  71.
14.  IA.  68.
22.  13.  6S.
27.   6.  b7.

20.
18.
18.
28.

0.
11.
11.
17.

80.
70.
71.
56.

19.  12.  69.
19.  10.  71.
26.  18.  54.
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        付 表 22
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45.  23.  32.

29。0 24●  47・ や

54.  20.  2b.

65.  16.  19.

67.  16.  17.
57.  22.  21.
45.  18.  36.
50.  18.  32.

5S.  22.  24.
66.  14.  21.
S6.  22.  22.

bO.  20.  20.
40.  10.  50.+

60.  24.  16.
47.  21.  32.
61.  15.  2k.

75.  15.  10.

52.  21.  2.8.
55.  19.  26.
74.  13.  13.

54.  26.  20.
59.  19.  23.

56.  13.  31.

A6.  26.  28.

65.  23.  13.

58●  12●  31・

61.  14.  2.5.

66.  17.  17.
62.  17.  21.
39.  29.  32.

60.  13.  27.
55.  22.  24.

60.  30.  10.
52.  14.  34.

59.  20.  20.
56.  19.  26.

57.

54.

b2.

zz. zi.

18. 29.
15. 23.
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態
㌔瓢

市

一

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
㈱
㈱

肚

学
校
学

学
中
高
大

 
-
り臼
60

 

業
ト
婦
K

業
 

 
 
n

 
 

一

鵲

職
専

パ
主
無

 
ー
ム9
一3
4

 
内
下
区
部
K

地
 

 
、

n

務

 

心

勤
市
都
中
区
無

 
1
9習
3
」q
PO

 住 居状況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3・ 集 合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 
 

宅

居住

自
借
社

 

1
9一
60

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～ ・53年

4.54年 以 降

 
党
党
系
他
K

党
 
 
 
 
 
.

政
民
明
新

の
D

持
 

 

 

 

，

支
自
公
革

そ
無

 
1
64
3
4
「0

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 
～
人

兄

1

2

3

5

1

り
臼
3

4

 兄 弟順位
1.1番 目

2，2，3番 目

3.4番 以 降

付 表 23

問37 近隣からの援助経験

女

武蔵野 三 鷹

上
 

り

ー

あ

2

し
K

な
n
.

 

り

ー

あ

48. 52.

45.

59.+

50.

41.

43，

55.

41.一

50.

59.

57.

33.一 67.t

SO. 50.

53. 47.

51.

45.

A8.

44.

52.

28.囎

62.
50.
47.

45.

43.

53.

58.

45.

51.
60.

49.

47.

49.

50.

48.

60.

54.

33.

45.

50.

40.

41.

67.+

36.一

55，

47.

49.

47，

50.

49.

44.

49.

55.

52.

56.

48.

72.+

3A.

50.

53.

55.

57.

47.

42.

55.

49.

40.

S1.
53.
51.
50.

52.
40.
46.
67.
55.

50.

60.

59.

33.一

b4.+

45.
53.

51.
53.

50.
51.
56.

2

な し
D.K.

46. 54.

36.

S6.+
 

 

●

●
 
■
 ●

ツ
「
ツ
r
◎
'

4

4

2

64.

44● 鵜

53.

53.

71.+

35. 65.

47. 53.

54， k6，

47. 53.

48. 52.

48. 52.

35. 65の

50. 50.
54. 46.
42. 58.

37. 63.
45. 55.

36. 64.
49. 51.
48. 52.
4$. 52.

44. 56.

46. 54，

59. 41.

44. 56.
51. 49.
kl. 59.
39. 61.

47. 53.

73.+ 27.一

44， 56.

37. 63.

45. 55.

35.

33.

39.

59.ゆ

45.

46.

45.

47，

45.

65.

67.

61.

41.一

55.

54，

55.

53.

55.

50. 50.
43. 57.
46. 54.

     性
回答

ヵ  市
   テゴ

属性   リ
カテゴリー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴鑼
学

中

高

大

 

1

9
臼
00

 

由
務
営
凡

業

自
 
自
n

借

伽
蹼

職

技
事
労
無

 

1
9U
西δ
4

 

内
下

区
部
K

地
 

 
、

U

務

 

心

勤
市

都
中

区
無

 
1
9θ
3
4
「0

 住 居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 住居所有
1.自  家
2.借  家
3.社 宅 等

 

前

年

降

年

以

50

以

住

年

～
年

居

35

36

51

 

1

り
臼
り0

 

党

系

他
K

党

 

 

 

 
.

政

民

新

の
D

持

 

 

 

，

支

自

革

そ

無

 

ー
ム
9
臼
00
」触

 家抜構成
1・定 位 家 族
2.単  身

3.既 婚/子無し
4・学童以下有

5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

ー
ム
9
臼
00
4

 兄弟順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

壁囲
 

し
K

2 

な
n

 

り

ー

あ

1

三 鷹

39. 61.

40. 60.

37. 63.

49， 51.

30. 70.

41. 59.

36. 64.
40. 60.

40. 60.
40. 60.
35. b5.
39. 61.

36. 64.

46. 54.

35. 65.

44， 56.

35. 65.

29. 71.
43. 57.

37. 63.
44. 56.

36. 64.
k4. 56.
38. 63.

42. 58.
34. 66.
39. 61.

37. 63.
45. 55.

52. 48.
32. 68.

48. 52.

23. 77.
32. 68.
50. 50.
37. b3.

W3.
43.
39.
35.

57.
57.
61.

65.

40. 60.
41. 59.
32. 68.

2

あ り な し   D
.K.

40. 60.

3$. 62.
38. 62.
46. 54.
32. 68.

41. 59.
37. 63.
42. 58.

40. 60.

40. 60.

ら1. 59.

36. b4.

49. 51.

34. 66.
31. 69.
40. 60.
35. 65.

56. 44.

kl. 59.

36. 64，

25. 75.

47. 53.

28・T 72・ ◆

45. 55.

62.φ 38● 騨

32. 68.

31. 69.

30. 70.
29. 71.
54. 46.
46. 54.

AA. 52.

29. 71.
29. 71.
45. 55.
39. 61.

60. 40.
25. 75.
41. S9.
46. 54.

43.

38.

38.

57.
63.
62.



     性回答
ヵ  市

  テゴ
属性   リ
カテゴリー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
㈱
鯉

学

校

学

学

中

高

大

 

ー

ウ
臼
3

 

業
ト
婦
K

業
 

 
 
n

 
 

[

学

職
専

パ
主
無

 
ー
ウ臼
00
4

 

内

下

区

部

凡

地

 

 
、

n

務

 

心

勤

市

都

中

区

無

 

-
亠
ウ
臼
nδ
4

尸0

 住 居状況

1.一 戸建/上
2.一 戸建/中 ・下

3・ 集 合/上 ・中

4。 集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住

自
借
社

 

1
9凵
り0

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 支 持政党
1.自 民 党

2.公 明 党

3.革 新 系

4・ そ の 他

5。 無，D. K.

 家抜構成
1・定 位 家 族
2.単   身

3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有

5・学童以下無

 兄 弟 数
1.1  人

2。2  人

3.3～4人

4.5人 ～

 

目
目
降

位

番
以

鵜
番
藩

兄

1

2

4

 

1

9
臼
00

235

      付 表 24

問27・P 近 隣関 係の わ ず らわ しさ

女

武蔵野

1

定否

.
三

了

醗
.

 
L
一

野

冖
・
壁

29. 71.

21.
34.
35.
24.
21.

33.

29.

26.

?.4.
z4.
35.
22.

 

 

葡

●

 
●

 
●

¶
亠

'《
}
7
F

3

1
ゐ

●

 
●

0

う
』

7
フ

7
7

28.
34.
24.

27.

30.
25.
33.

27.
30.

29.
30.

27.
35.
37.

24.
2s.

17.

12.一

19，

41.+

31.

18.
24.
30.
32.

24.

29，

35.

79.

66.

65.

76，

79.

67.

72.

74.

76.
76.
65.
78.

69.

a4.

93.や

70.

68.

72.
66.

7b.
73.

70●

75.

68.

73.

70●

71.

70.

73.
65.
63.
76.

75.

83.

87.+

81.

59.騨

69.

e2.

76●

70.

6B.

76.

71。

65.

三 鷹

2

定

 

肯

A3. 57.

42.

51.

41.

32.一

49.

37.

43.
'49

，

45.

42，

43.

35.

53.+

35.

33.

35.

ら1.

38.

44.

43.
45.

43.

40.

54.

38.

47，

44.

37.

43.
47.

37.
26.
46.

46.

29，

35.

50.

39の

so.
40.
43.

42.

46.

39.

45.

58.

49.

59.

68.+

51.

63.

57.

51.

55.
58.
57.

65.

47● 卿

65.

67.

65.

59.

62.

56.

57，

55.

57.

bO.

46.

62.
53.

56.
63.

57.

53，

63.

74，

54，

54.
71.

b5.
50.
61.

50.
60.

57.
5B.

54.

61.

55.

     性回

答  力  市

  テゴ

属性   リ
カテゴリー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

 学  歴

1.中 学(新)

2.高 校(新)

3.大 学 以 上

 
由
務
営
K

業
自
 
自
a

借

伽
厚

職
技
事
労
無

 
-亠
9一
3
」4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

n

務

 

・心

勤

市
都
中
区
無

 

1
9
臼
3
4
5

 住 居状況
1.一 戸建/上

2.一 一戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 
家
家

等

有所
 

 
宅

居住
自
借
社

 
1
9臼
り0

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 

党
系
他
K

党
 
 
 
 
●

政

民
新

の
D

持
 

 

 

，

支

自
革
そ
無

 

ー
ウ凵
3
4

 家族構成
1・定 位 家 族

2.単   身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

ー

ウ
臼
3

4

 兄弟 腰位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

武蔵野

1   2

否定 肯定

_1

39. 61.

31. 69●

46. 54.

40. 60.

4p. 60.

45. 55.

45. 55.

33. 67.

42. sa.

35. 65，

50. 50.

34. 66.

67.+
33.
37.

33.
30.

33.一

67.

63.

67.

70●

41. 59.

40. 60.
41. 59.
32. 6A.

38. 62.

39. 61.
44. 56.

44. 56.
44. 56.

31. 69.

43. 57.
42. 58.
30. 70.
38. 62.

30. 70.
29. 71.
52. 48.

52. 48.
31. 69.

29.
30.
44.
41.

49.

32.

35.

71.
70.

56.
59.

51.
68.

65.

亅
三

1   2

否定 肯定

43. 57.

38. 62.
44. 56.

51. 49.
35. 65.

41. 59.
39. 61.
46. 52.

38. 62.
47. 53.
48. 52.
41. 59.

43. 57.
45. 55.
44. 56.
45. 55.

35. 65.

52. 48.
49. 51.
39. 61.

25. 75.

47. 53.
33. 67.
55. 45.

32. 68.

56・ ◆ 44● 禰

37. 63.

50. 50.
4K. 52.

42. 5$.
37. 63.

41. 59，

42. 58.

46. 54.

40. 60.

47. 53.

60.

27.騨

●
 
●

2

1

一)

ム
ー

40.

73.+
48.
59.

51. 49.
39. 61.
38. 62.
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回    性 答

力  市
  テ
   コ

属性   リ

カテ ゴ リー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴

㈱
㈱

肚

学
校
学

学

中
高

大

 

ーム
9臼
0σ

 

業
ト
婦
K

業
 

 
 
n

 

 

一

学

職

専
パ
主
無

 

1
2
3
4

 
内

下
区
部
K

地
 

 
、 

U

務

 

心

勤
市

都
中

区
無

 
ー

ワω3

4
尸0

 住居状 況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 住居所有
1.自  家
2.借   家
3.社 宅 等

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 
党
党

系
他
K

党
 
 
 
 
 
●

政
民
明
新

の
D

持
 
 
 
 

 ，

支
自

公
革

そ
無

 
1
96
3
4
EO

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

4

～

弟
 

～
人

兄

1

2

3

5

ー

ウ
齧
0
σ
4

 
目
目
降

位

番

以

柵
番
β
番

兄
1
2
4

 
1
9臼
3

          付 表 25

問40・Q 災 害時 におけ る近 隣 関係 一地震 の 場合 一

女

武蔵野

1 2

近所 それ
の人 以外

63. 37.

74. 26.

z2. ze.

66. 34.

55. 45.

450韓 55・ ←

53. 4ア.

66. 34.

54. 46.

64. 36.
65. 35.
b3. 37.
56. 44.

65. 35.
6A. 32.
66. 34.
bO. 40.
61. 39.

56. 44.

63. 37，

64. 36.

69. 31.

60. 40.
63. 37.
75. 25.

53● 願 47● ◆

70. 30.

65. 35.

66. 34.

63. 37.

70. 30.

64の 36.

52. 48.

61. 39.

67.

56.

55.

75.+

S5.

64，

64，

63.

61.

33.

44.

45.

25.一

45.

36.

36.

37.

39.

59. 41.
63. 37.
67. 33.

-
1

三 鷹

1   2

近所 それ
の人 以外

60. 40.

bi.

71.+

55.

61.

49.

39.

29.一

45.

39.

51.

59. 41.

63. 37.

47● 騨 53● 寺

58. 42.
60. 40.
65. 35.

52. 48.

63. 37.
42. 58.
62. 37.
57. 43.

62. 38.

46.一 54.+

5b. 44.

72.+ 26.一

69. 31.

54. 46.
b6. 34.
76. 24.

53. 47.
62. 38.
b9. 31.
65. 35.

57. 43.
73. 27.
66. 34.
6e. 32.
S8. 42.

51.

62.

54.

73。 や

55.

69，

54.

b3.

59.

49.

37.

46.

27.鄲

ら5.

31.
46.

37.
41.

66. 34.
60. 40.

53. 47.

回答

  カ
  テ
   コ，

属性   リ

カテ ゴ リー

性

市

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴
㈱
鯉

学

校

学

学

中

高

大

 

1

9
U
60

 

由
務
営
K

業

自
 
自
a

借

悔
蹼

職

技
事
労
無

 

1
9一
3
4

 
内

下
区
部
K

地
 

 

、 

n

務

 

心

勤
市

都
中
区
無

 
ー

ワ耐3

4
尸0

 住 居状況
1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 
家
家
等

有所
 

 
宅

居住
自
借
社

 
ー
ウ
一∩δ

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 支 持政党
1.自 民 党

2.革 新 系

3.そ の 他

4.無 ，D. K・

 家族構成
1・定 位 家 族

2.単   身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 

 
～
人

兄

1

2

3

5

1

り
臼
り0
」望

 兄弟 順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

1

武蔵野

近所
のムー

2

それ
以外

51. 49.

40.

60.

60.

42.

45.

50.

54.

62.

44.

56.

43.

55.

62.

56.

49.

i8.

53.

51.

56.

40.

55.

42.

56.

51.

46.

5k.

52.
S3.
48.
51.

52.

32。 顧

40.

66.◇

53.

29.

53.

48.

61.

49.
SQ.
59.

60.
40.
40.
58.

55.

50.

46.

38.

56.

44，

S7.

45.

37.

44.

51.

62.

47.
49.
44.

60.

45.

58.

44.

49.

54.

46.

48.
47.

52.
49.

48.

b8.+

60.

34.一

47.

71.
47.
52.
39.

51.
50.
41.

男

」
!

三 鷹

1   2

近所 それ
の人 以外

44. 56.

52. 48.
3b. 64.
44. 56.
4z. sa.

59. 41.
44. 56.

41. 59.

37. b3.

43. 57.

59● ・卜 41● 口

36. 64.

39. 61.
31. 69.
56. 44.
47. 53.

45. 55.

44， 56.

43. 57.

46. 54.

40. 60.

44. 56.
36. 64.
61. 39.

52. 48.
36. 64.
k7. 53.

50. 50. '
48. 52.
42. 58.
38. 62.

49. 52.
46. 54.
36. b4.
45. 55.
k3. 57.

70. 30.
3b. 64.
44. 56.

44. 56.

49. 51.
40. 60.
44. 56.
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付 表 26

回答

  カ
  テ
   コや

属性   リ

カテ ゴリー

全 体

性

市

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
鑼

学

中
高

大

 

L
幺
3

 

業
ト
婦
凡

業

 
 

 
n

 

 

桝

学

職

専
パ
主
無

 

-凸
9臼
∩δ
4

 
内
下

区
部
K

地
 

 

、

n

務
 

心

勤
市
都
中

区
無

 
1
9臼
弓δ
4
PD

 住居状 況
1.一 戸建/上

2.一 戸 建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 住居所有
1.自  家
2.借   家
3.社 宅 等

 居 住 年
1.35年 以 前

2.  36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 
党
党

系
他
K

党
 
 

 
 
 .

政
民
明
新

の
D

持
 

 

 

 

，

支
自
公
革

そ
無

 
ー
ウθ
3
4
卩b

 家簇構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

 
人
人
人

数

 

4

～

弟

 

 

 ～
人

兄

1

2

3

5

 

1
亠
9
臼
3

4

 兄弟 順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

間27・R ボ ラ ンテ ィア 活動 への参 加の 意 向

女

三 鷹

 1   2   3

肯定的 申間 否定的

24.  29，  k6.

17.

15.騨

30.
31.

17.

23. 60.

40.； 45.

29. 41.

28. 40.

21. 62.+

18.  27.  55.
25.  29.  46.
73.  35.  42.

■

 

●
 

●

 
●

-

【
フ

ー

(
)

2

1

占
7
ノ

ハご

35. 45.

39. 4A，

25. 44，

22. 59.

23.  34.  43.
24.  28.  48.
14.  31.  S5.
13.  43.  45.
28.  25.  47.

29.  26.  45.

26.  28.  45.

18.  32.  50.
25・  3三3●  42・

26.  28.  45.
20.  31.  44.
25.  30.  45.

29.  30.  42.

24，  29.  47.

18.  26.  56.

20.  34.  46.

22.  29.  49.

15.  20.  65.

32.  33.  36.一

24.  29.  48.

22.  29.  48.

22.  19.  58.
17.  29.  54.
26.  26.  49.

24.  35.  40.
26.  28.  45.

14.

18.
z2.
32.+

27.
29.

31.
29.

21. 32.
27. 25.
24. 33.

59.

53.

47.

40.

46.

4a.

43.

武蔵野

一

 1   2   3

肯定的 中間 否定的

2$.  2b.  45.

」

 

 

◇

●
 
●
 
●

5

ー
ム
8

つ
亀
2

「冫

●

 
●

R
)

【ζ

2

り
4

15.一

31.

29.

z5.

25.

s3.

26.

27●

27・

17.

22.

32.

38.

29.

26，

zi.

30.
27.
27.

28.
31.
29.
20.

25.

27●

34，

42.

27.

24.

21.

33.

30.

29.

31.

24.

24.

37.+

24.

29.

33.

27. 47.

26. 53.

28. 34.一

28の 44.

16. 62.+

23. 62.や

28. 40.

20. 51.

34.+41.
29. 46.
21. 46.
17. 57.

29. 44，

38. 35.

37. 4b.

43.+35.

19.一49，

24. 38，

29. 43.

26. 49.

22. 57.

25. 45.

26. 47，

32. 41.

23. 49.
30. 39.
27. 44.
20. 59.

23. 51.
27. 47.
27. 39.
26. 32.
27. 46.

35. 41.

17. 62.

21. 46，

24. 47.

28. 43.

27.
36.
27.
19.

G2.

40.

49.

44.

34.+41.
22. 48.
22. 45.

     性回

答

  カテゴ 市
属性   リ

カテ ゴ リー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

歴鑼
学
中
高
大

 
L
幺
翫

 
由
務
営
凡

業
自
 
自
n

借

伽
厚

職
技
事
労
無

 
1
9一
Q9
4

 

内
下
区
部
凡

地

 

 
、

且

務

 

心

勤
市

都
中
区
無

 

1
9臼
3
4
尸0

 住居状 況
1.一 戸建/上

2.一 戸 建/中 ・下

3・ 集合/上 ・中

4.集 合/下

 
家

家
等

有所
 
 

宅

居住
自
借

社

 
1
04
り0

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 

党
系
他
K

党

 
 
 
 .

政

民
新

の
D

持

 
 

 

，

支

自
革
そ
無

 

1
9U
3
4

 家族構成
1・定 位 家 族

2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5・学童以下無

人

人

人

数 

4

～

弟

～
人

兄

1

2

3

5

1

9
U
3

4

 兄弟 順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

三 鷹

 1   2   3

肯定的 中間 否定的

9.  27.  63.

男

14.

a.

5.

ユ2●

14，

8.

10.

6.

6の

iz.

16.

18.
o.
5.
9.

14.

o.
19.+

■

 
●

▲
T

龕b

●

●

●

2

7

」
∠
0

1

●

●

●

2

ツ
ノ
7

1

11.
11.
13.
6.

9，

13.

4，

8.

12.

14.
10.
11.
6.

10.

8，

12.

29. 57.
27. 65.
35. bO.

19. 70.

23. 64.
36. 55.
20. 70.

32. 62.
27. 67.
29. 59.
20. 6A.

30. 52.
37. 62.
26. 67.
26. 65.

19. 68.

29. 71.
22. 58.

31. 65.
28. 64.

20. 67.

36. 58.

31. 63，

25. b2.
32. 61.
27. 66.

24.

37.

17.

28.

26.

29.

28.

24.

29.

zi.
27.
25.
33.

26.

31.

21.

65，

53.

70.

b6.

65.

58.

68.

68，

59.

64.
b3.
65.
bl.

64.

61.

b8.

三 鷹

 1   2   3

肯定的 中間 否定的

14.  33.  53.

13.  33.  54.
11.  33.  56.
14.  36.  51.

19.  29.  52.

18.  18.  65.

12.  38.  50，

15.  31.  53.

13.  35.  52.

17.  34.  48.

11●  36・  52●

14.  18.  6H.

10.  43.  47.
10.  24.  66.
13.  22.  6b.
18.  42.  40.
20.  15.  65.

28.+ 32.  40.
11.  36.  53.
13.  34.  52.

10.  20.  70.

17.  37.  46.
13.  28.  59.
6.  35.  5e.

14.  38.  48.
15.  33.  52.
13.  29.  58.

9.  37.  54.

13.  4B.  39.

12.  23.  b5.

18.  28.  54，

10.  34.  55.

4.  29，  67.

21.  32.  46.

?.0.  25.  55.

1Q.  43.  47.

20.  40.  40.
18.  2Q.  61.
10.  35.  54.
15.  39.  46.

1H.  34.  49.
13.  30.  58.
10.  38.  51.
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       付 表 27

問28・S ボ ランテ ィア活動 へ の認識

「

鷹

・

髄

.

  

 
・

●

●

・

 

 

 

 

。

。

●
 

 

 
・

●

・

・
 

 

 
●

.

・

●

…

●

・
 

 

 
。

・

●
 

 

 
・

。

。 

 

 

 
●

9

●

・

 
 

 

 

・

.

。

●

。

 
 

 
・

●

●

●

 
 

 
・

・

●

2

 

 

4

4

1

5

 
 

 

1

5

8

 
 

7

0

2

1

 

 

7

8
7

8

5

 

 

8

1

5

0

 

 

7

3

2

 

 

2

1

2

 
 

 

7

5

0

7

 

 
 

5

0

3

5

7

 

 

0

0

4

5

 

 

0

6

64   4443    443  3454   43433   2445   345   444   3553    55433   2543   ら43

……

男

三ー
 
い

識- 高認

.
 
 
 
。
●

.

●
 
 
 
 
●

●

●
 
 
 
・

。

●

・
 
 
 
●

●

。

。

●
 
  

●

・

●

・
 
 
 
・

.

。
 
 
 
●

●
・
 
 
 
 
・

.

●

。
  

 
 
.

●

・

・

●
 
 
 
。

・

●

・
 
 
 
.

●

●8  6695    952  3089  32325  2950  378  898   3503    50753  0065  0445  5556    556  6645  56566  7555  65ら  555   6456    45566  8556  656

一

野蔵

・

髄

●

 
 

 
●

●

・

●
 

 

 

 

●

●

。

 

 

 
。

・

。

●

  

 
●

。

・

●

・

  

 
・

…

 

  

。

.

・
 

 

 
●

.

。

 

 

 
 

…

。

 

 
 

 

。

●

●

●

●

 

 

 
・

●

…

。

●

1
 
 
0
7

7
2
 
 
 

1

6
5
 
 
2

2
9

8
 
 
4

7
1
7
1
 
 

5
2
6
6
 
 

3
7
4
 
 

7
9

0
 
 
 

0
7
2
3
 
 
 

2
2
2
2

3
 
 

0
7
6
7
 
 

9
2
44  5334    434  4424  23544  3443  434  344   3454   55343  .5442  344

]……

武

 
い
識1 高認

…

●

・
 
 
 
 

。

…

●

●

●
 
 
 
・

…

。
  

 
●

。

●

。
 
 
 
。
・

●
 
 
 
。

.

●
 
 
 
 

…

●
 
 
 
 
・

…

。 

 
 
・

●

●

。
 
 
 
●

●

・

9

 
 

0

3

3

8

 

 

 

9

4

5

 

 

8

8

1

2

 

 

6

2
9

3

9

 
 

5

8

4

4

 

 

7

3
6

 

 

2

1

0
 

 

 

0

3

8

7

 

 

 

8

8

8

8

7

 

 

0

3

4

3
 

 

1

8

65  5665    565  55フ5  76455  6556  565  656   7545   44656  5557  655

一一
性一

…

回

市 
テ答力

 

【リゴ  
冖

 
 
喫撃

蕪
 
  

謎
飜騨
纂 
  
 

撰
 
 鞘

讐

熱

 
 
 
L
2
3
4

 

 

L
2。
3

 

L
幺
紘
4

 

L
乞
3。

4
臥

 

L
乞
3
4

 

L
乞

翫

 

L
2
3。

 

 

L
幺
3
4

 

 

L
乞
3
塩
臥

 

-、
乞
3
4

 

L
幺
紘

一…{

…

一

一

.

 

：

：
・

 

：

・

 

●

：
・

 

：
●

：

 

：

：

 

・

：

 

ド

：
●

 

：
・

：

 

：

：
●

 

：

：

 

：
.

鷹

・

龍

8
 
  
6

0
7

1
7
 
  
9
9
2
 
 

9

0
4

2
 
 

0
6

2
8

6
 
 

9

8
3
0
 
 

9

6
1
 
 

0
5

0
5
 
 

8
3
3
6

9
 
 

4
4

2
7
9
 
 

1
0
9
9
 
 

0

7
84   45454   444  4645  54644  4454  445  4554  45524  55444  3544  544

一
.

三

 
い
識1 高認

●

 

・

：

：

 
 
.

：

 

：

：

 

：

：
●

 

：

：

 

：
の

 

融

：
・

 

●

：

：

 

：
●

：

 

●

：
・

 

●

：

2
 
 
 
4
0
3

9
3
 
  
1
1
8
 
 

1
0
6
8
 
  
0
4
7

2
4
 
 
 
1
2

7
0
 
  
1
4

9
 
  
0
5
0

5
 
  
2
7

7
4

1
 
  
6
6

8
3
1
 
  
9

0
1
1
 
  
0
3
25   55545  555  5454  55355  5546  554  6455  54475  44555  6555  555

女

1
通
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野

2

普

0
 

 

3

2

0

5

4
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7

9
 

 

3

7

7

1

 
 

5
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5

8

8

 
 

8

2

1

4

 
 

0

8

5

 
 

7

0

3

2
 

 

8

0

4

4

8
 

 

3

7

2

6

4

 

 

2

0

0

0
 

 

6

8

04  5ら433  434  4334  44423  4344  434  3444  33324  53343  3444  335

蔵

9
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
一

武 
[

 
い
識1 高認
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o
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 ●

 
●
 
●
 
 
 
 
■
 
●
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●
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o
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 ■

 
●
 
●
 
 
 
 
■
 ●
 
●
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●
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●
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●
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●
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●
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o
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●
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 ●0  78056  531  7339  52532  2896  025  3078  20662  72846  8000  4206   45666  565  5665  55576  5655  665  6655  67675  46656  6666  665                                                                    

…

一

一

性回

市 
テ答，

 

冖リ・   
【コ

 
 
到性好 属

覊

撫矧闘

飜回騨

欝
 
 

瀞
  騨
 

饗

蘓

 
 

 
L
幺
翫
塩
臥

 

-，
2。
3，

 

-，
乞
3
4

 

L
乞
翫
4.

翫

 

L
幺
3

4

 

L
幺
&

 

L
幺
甑
4

 

L
乞
3
4

臥

 

L
2

3
4。
翫

 

L
幺

翫
4

 

1，
乞
3

一
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    付 表 28

問29・U 要 介助 者の 存在

     性回

答

  カテゴ 市
属性   リ

カテ ゴ リー

全 体

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
㈱
鯉

学

校

学

学

中

高

大

 

-

り
臼
り0

 

業
ト
婦
K

業
 

 
 
n

 
 

冖

学

職

専
パ
主
無

 

1
9
θ3
4

 勤 務 地
1.市

都
中
区
無

9
U
3

4

FO

内
下
区
部
凡

 
 

、 

n

 
 
心

 住 居状況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3・ 集 合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所

 
 
宅

居住

自
借
社

 

-↓
ウ鉗
り0

 

前

年

年

降

年

以

50

53

以

住

年

～

～
年

 

PD
ρ0
1

4
凸

居

3

3

5

5

 

1

2

3

4

 支 持政党
1・ 自 民 党

2.公 明 党

3.革 新 系

4.そ の 他

5.無 ，D. K.

 家族構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無し
4・学童以下有

5.学 童以下無

 

人
人
人

数

 

4

～

弟

 

 

～
人

兄

1

2

3

5

 

1

9
留
3

」q

 兄弟 順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

  武蘭  i

漏 、劃 ボ，
lb.  66.  17.

4.一

15.

19.

18.

17●

62. 34.E

67● 18.

63. 17.

70. 1?...

70. 13.

20.  72.   $.

15.  67.  19.
21.  60.  19.

13.  66.  21.

16.  69.  15.

17.  69.  14，

22.  51.' 27.

18.   68.

0● 鴨60.

14.   66.

13.   6$.

18.   66.

15.
40.E
21.
zo.
15.

lb.  71.  13.

17.  70.  13.
18.  59.  24.
10.  69.  21.

17.  72.  11.一

13.  62.  25.+

23●  48● 隅 30● ・レ

21.  72.   6.一

140  67・  18●

16.  59.  25.
6.  56.  39..

 

 

↑
 

 
顛

●
 
●
 
■
 
●
 
●

R
}
5

6

9

0

1

 
 
2

「亠
-
凸

6.

12.
16.
17.
20.

5.

10.

17.

20.

67. 15.
85. 10.
62. 12.

67. 14.
66. 24.a

78●

50.一

62.

69.

69.

82.

67.

63.

68.

17，

37.+

22.

14.

12.

14.
23.
19.
12.

13.  70.  17.

19.  63.  18.
18.  66.  17.

」

鷹三

 2   3

無関心 消極的

13.  67.  20.

■
 
■
 
●
 
●
 
●

7

9

4

1

”◎

 

 

-
凸
う
」
-
凸

71.
61.
74.
64.
62.

7. 72.

15. 69.

lk. 53.一

13. 65.

13. 77.

14. 6フ.

13. 61.

17. 70.

8。 62.

8. 62.

9. 67，

13. 67.

17. 64.
14. 70.
10. 62.
10. 69.

z2.

30.*

13.顯

15.

22.

 

 

十

〇
 
●
 
●

ー

ツ
・
4

2

1
る
2
♂

23.
10.
19.

26.

13.
31.
29.

24.
20.

is.

15.
27.+
21.

15.  69.  16.
12.  65.  23.
5.  62.  32.

12.

17.

14.

o.一

78● ◇ 10● 卿

67. 16.

53● 帰 33.φ

57. 43.+

16. 73.

i3.+53.

16. 71.

21. 53.

B.一64.

7.

s.

19.

8，

19.+

15.

10.

12.

16，

 

 

O

●
 
●
 
●

4

4
・
3

7
F
5

く
ノ

●

 
O

O

O
丿

■-

'0

62，

75.

61.

71.

11● ロ

ユ3.

13.

26.

27.+

19.

37..

28.

22.

12.鳳

23.

15.

27.う

13.一

16.  60.  24，

8・ 勵 73●  ユ9●

20●t 65●  15●

     性回答
ヵ  市

   テゴ
属性   リ

カテゴリー

全 体

 年  齢

1・20歳 ～30歳

2・31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

 学  歴
1.中 学(新)

2.高 校(新)

3.大 学 以 上

 

由
務
営
K

業
自
 
自
n

管

態

職

技

事

労

無

 

ー
ム
9
θ
60
4

 

内

下

区
部

K

地

 

 

、

n

務

 

心

勤

市

都

中

区

無

 

1

9
臼
り0
」級
「
U

 住 居状況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4・ 集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住

自
借
社

 

1
9一
3

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 
党
系
他
K

党
 
 

 
 .

政
民
新

の
D

持
 

 

 

，

支
自
革

そ
無

 
ー
ワ一
∩0
4

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5・学童以下無

 
人

人
人

数

 

4

～

弟

 

 

～
人

兄

1

2

3

5

 

1
凸《
4
3

4

 兄弟 順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

男

武蔵野

1   2   3

あ り 無関心 消極的

11.  67.  23.

5.  62.  33.

13. 54.  33.

12.  79.   9.一

12. 74.  14.

23.  68.   9.
14.  66.  20.

5.  67.  29.

16.

2.一

●

 
●

ρ)

1

1

¶
↓

6b. 18.

65. 33.

71. 15●

66. 23.

12.  70.  IA.
8.  54.  37.

14.  67.  19.
5.  70.  26.

14.  6@.  19.

15.  71.  15.
7.  75.  18.

13.  57.  30.
e.  60.  32.

11.  75.  13.一

10.  63.  27.

9.  50.  41.+

ユ2●  759  12● 勵

12.  63.  24.

7.  60.  33.

15.  76.   9.一

13.  68●  18●

9.  70.  22.

6.  57.  37，+

9.  61.  30.

3.  52.  45.+

12.  72.  16.

14.  64.  22.

12・  78・  10● 囎

14，  57.  29.

7.  70.  23.

11.  66.  24.

12.  69.  20.

●

●

●

7
7
5

9

 

1

65. 28.

68. 18.
b8. 24.

三 鷹

1   2   3

あり 無関心 消極的

]
7.  63.  30.

4.  56.  3A.
11.  49.  kO.
7.  73.  20.

10.  71.  19.

0.  59.  41.
4.  b5.  31.

13.  60.  27.

)

11.  71.  17.一

5●  55・  ら0・

5.  64.  32.

9.  55.  36.

12.  65.  24.

10.  62.  28.
3.  69.  28.
5.  5$.  36.
5.  60.  35.

12・  76●  12・

8.  68.  24.

6.  52.  42.t

5.  60.  3S.

B.  71.  21.

7.  54.  39.
6.  58.  35.

10.  62.  28.
5.  65.  29.
8.  6Q.  32.

6.  76.+ 19.
0.  52.  48.+
4.  62.  35.

13.  58.  29.

10.

8.

o.

9.

8.

59.

42。 勵

b8.

65.

69.

31.

50.+

32.

25.

24.

10.  50.  40.

11.  50.  39，

4.  71.  25.

9，  63.  28.

10.  57.  32.
5.  65.  30.
d.  67.  26.
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       付 表 29

問30・V 要介 助者 への 援助 の意 向

     性回

答  力  市

  テゴ

属性   リ_

カテ ゴ リー

全 体

 年  齢

1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
㈱
鯉

学

校

学

学

中

高

大

 

1

9
臼
nδ

 
業

ト
婦
K

業
 
 

 
n

 
 

一

蝋

職
専
パ

主
無

 
1
2
3
4

 

内
下
区
部
民

地

 

 
、
 

a

務
 

心

勤

市
都
中
区
無

 

ー
ウ劃
3
4
尸0

 住居 状況

1.一 戸 建/上

2.一 戸建/中 ・下

3・ 集合/上 ・中

4.集 合/下

 住居所有
1.自   家
2.借   家
3.社 宅 等

 居 住 年

1，35年 以 前

2.36～50年

3。51～53年

4.54年 以 降

 

党

党

系

他

K

党

 

 

 

 

 
.

政

民

明

新

の
D

持

 

 

 

 

 
，

支

自

公

革

そ
無

 

1

9
刮
00
」q
PO

 家抜構成
1・定 位 家 族

2.単   身
3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

1
る
9
臼
nδ
4

 兄弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

武蔵野

1   2   3

意向 消極的 否定的
あり

53.  29.  18.

47.  23.  30.+

43.  36.  20.

bO.  30.  10.一

5A.  27.  16.

43.  26.  30.+

53.  27.  20.
54.  29.  16.
42.  32.  26.

50.  29.  21.

60.  21.  19.

56.  32.  12.一

39.  29.  32.+

58.  23.  19.
52.  28.  20.
41.  28.  31.

50.  33.  18.

52.  32.  lb.

53.  27.  20，

54.  29.  17.

54.  30.  16.

44.  31.  25.

54.  30.  16.

51●  28●  21●

48.  28.  25.

55.  25.  19.

55.  30.  15.

53.  32.  15.

38.一 34.  28.

51.  28.  21.

50.  25.  25.

58.  31.  11.

62.  14.  24，

50.  32.  19，

28. 28.

33. 31.や

34. 14.

32. 15.

23. 17.

1

44.

35.一

53.

53.

61.

55.  23.  23.
47.  30.  23.
53.  30.  17.
55.  29.  15.

50. 31.
56. 26.
51. 32.

18.

19.

17，

三 鷹

1   2   3

意向 消極的 否定的
あり

57.  33.  10.

42.一

55.

59.

65.

60.

39.
35.
31.

32.
27.

61. 35.

61. 30.

34.一42.

57. 30.
54. 38.

59. 33.
52. 35.

56. 37.
62. 19.

50. 42.
52. 30.
58. 32.

50. 33.
57. 35.
58. 34.
b2. 24.

55. 33.
61. 30.
51. 41.

bk. 26.

56. 33.

56. 37.

41・ 。45.

59. 34.

60. 33.

67. 19.一

89.+ 5.一

49・ 囀 40● 尋

49. 34.
h2. 21.
56. 37.

54. 37.
63. 29.

50. 38.
54. 35.

53. 37.
b5. 26.

50. 39.
59. 31.
62. 28.

19.+

1Q.

10.

k.一

13.

O

 
●

 
●

4

◎

'
ム

マ

 

 

2

13.

8.

8，

13.

●

●

●

●

●

齒!

◎
'

8

7
'

◎
'

 

1

 
 
1
亠

17.

A，

8，

14.

11.

9，

8，

9.

11.
7.

14.

7.

7●

14.

5.

11.

●

 
●

 
●

 
●

 

0

8

7

覺-

◎
'

R
)

1

ー
ム

iz.
12.
10.
9.

11.
10.
10.

     性回

答  力  市

   テゴ

属性   リ

 カテゴリー

舅

武蔵野

   1
一 意向

  あり

 2   3

消極的 否定的

1

2

3

ー
ム
ウ
θ
3

4

ー

ウ
臼
Q
U

49.  21.  31.

 

 

◆

●

 
●

 

■
 

●

2
/

7
・

一う

3

ム
」

2
丿

'
◎

一う

21. 36.

15. 48。 ゆ

21. 14.願

26. 21.

55.  27.  18.
5k.  19.  27.
43.  20.  37.

42.  2b.  32.

50.  15.  35.

53.  21.  26.

52・  20●  27●

55.  21.  24，

33.  21.  46.

42.  19.  40.

59.  23.  19.

51.  19.  30.

50●  21・  29●

52.  22.  25.

50.  17.  33.

36.  24.  40.

53.  25.  22.
39.  19.  42.
56.  13.  31.

47.  26.  26.

66● ◆ 150  20●

ao.  ie.  42，

52.  24.  24.
63.  13.  24.
35.  30.  35.
43.  18.  38.

35.  2b.  39.

39.  19.  42.
40.  28.  32.
58.  14.  28.
57.  22.  22.

290  21.  50・

33.  20.  47.

51.  22.  27.

61.  18.  22.

50. 1$.
45. 23.

56. 21.

32.

32.
24.

  三 鷹

 1   2   3

意向 消極的 否定的
あ り

35.  45.  20.

25.  46.  29.
36.  44.  20.
34.  49.  17.
52.  35.  13.

47・  35.  18●

30.  46，  24.

37.  45.  17.

41.  41.  17.
31.  55.  14.
34.  39.  27.
27.  41.  3?_.

39.  43，  18.

41.  41.  17.

28.  47.  25.

31.  53.  16.

35.  30.  35.

46.  40.  12.

33.  52.  15.
33.  42.  25.
30.  35.  35.

39.  46.  15.

32.  43.  25.
29.  45.  2b.

50.+ 36.  14.
31.  53.  16.

27.  42.  31.+

28.  57.  15.
39.  39.  23.
38.  38.  23.

37.  41.  22.

31.  45.  24.

29.  37.  33.

39.  43.  19.

31.  45.  24，

41.  49.  10.

40.  60.   0.

30.  30.一 41.+

30.  54.  15.

44.  41.  1S.

34.  49.  18.
30.  43.  28.
46.  44.  10.
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付表 30

問31・W独 居老人 の世 話

     性回
答

  カテゴ 市
属 性   リ

カテ ゴ リー

全 休

 年  齢
1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5。66歳 ～

歴
㈱
鯉

学
校
学

学
中
高
大

 
L
2
。3

 

業
ト
婦
K

業
 

 

 
U

 

 

[

学

職

専
パ
主
無

 
ー
ワ
胴3
4

 
内
下
区
部
K

地
 

 
、

U

務
 

心

勤
市
都
中
区
無

 
1
9凵
00
4
尸0

 住 居状況

1.一 戸 建/上
2.一 戸建/中 ・下

3・ 集合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

有所
 

 
宅

居住

自
借
社

 

ーム
9臼
【0

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 

党
党
系
他
K

党
 
 

 
 
 '

政
民
明
新

の
D

持

 

 

 

 
，

支

自
公
革
そ
無

 

1
9一
凸」
」-
ρb

 家抜構成
1・定 位 家 族
2.単  身

3.既 婚/子無し
4・学童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 

～
人

兄

1

2

3

5

1

9
ω
ら0
4

 兄弟 順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

女

武鯛 _」
 1   2   3

近所 公的 ・ 親戚
の人 善意の人 など

13.  31.  55.

23.  19.  57.

12.  23.  65.
11.  32.  57.
13.  40.f 47.
13.  36.  51.

10.  40.  50.
13.  31.  56.
19.  25.  56.

17.  33.  50.

8.  27.  65.

11.  32.  57，

20.  32.  49.

9.  34.  56.
20.  24.  56.

31.+ 24.  45.
13. 30. 58.
12.  32.  56.

8.  38.  54.

12.  32.  56.
20.+ 27.  53.
12.  27.  62.

13.  34.  54，

15.  28.  57.

13.  30.  58，

8.  37.  55.

20.+ 28.  52.

13.  38.  49.

8・  16● 驪 760←

13. 31. 56.
20.  35.  45.
14.  39.  47.
5.  38.  57.

14.  26.  60.

19.  22.  58，

19.  29.  52.

14.  34.  53.

10.  30.  60.

13. 34. 53.

5.

14.
17.
9.

45.
37.

27.
32.

50.

49.

56.

59，

11.  34.  55.
17.  27.  56.
9.  35.  55.

1

所

 

近

16，

5.一

16.

ie.

21.

11.

15.

17.

10.

15.

13.

19.

11の

ii.
19.
12.

17.
18.

22.
11.

17.
19.

15.

ユ6.

19，

17.

17。

16.

6.

17.
o.

18.
16.
16.

12.
21.
16.
16.
17.

27●

ii.

15.

18.

16.
15.
lb.

性

}一 一.一『..一

     一..

三 鷹
一 一..}一._

回答

 力  市
  テ

『

  2   3

 公的 ・ 親戚善意
の人 など

一.一.  一 一 『 一_一. 一_ _i

    甲
   コ

属性   リ     ー

カテ ゴ リー

了 一

近所
の人.一.一

26. 58. 全   体 ii.

● 17. フ8。 →
 年  齢
1.20歳 ～30歳 12.

25. 5a. 2.31歳 ～40歳 8.
32. 50. 3.41歳 ～55歳 12.
27. 52. 4.56歳 ～ 14.
22. 67.

28. 56.

27. 56.
19. 71.+

 学  歴
1.中 学(新)
2.高 校(新)
3.大 学 以 上

lA.

14.

7。

25. 60.
 職  業
1.技 ・管 ・自由 4.

z9. sa. 2.事   務 13.
26. 55. 3.労 働 ・自営 12.
28. 61. 4.無 ，学 ，D.K. 16.

勤 務 地
26. 63. 1.市   内 9.
27. 54. 2.都   下 8.
25. 62. 3.中 心 区 7●
26. 57.

27， 56.

4.区   部

5.無 ， D.K.
16.

14.

住居状況
26. S1. 1.一 ・戸建/上 6.
30. 59. 2.一 一戸 建/中 ・下 13.
21. 62. 3・ 集 合/上 ・中 13.
28. 53. 4.集 合/下 8.

住居所有
27. 58. 1・自  家 11.
25. 59.
27. 54.

2・借   家
3・社 宅 等

10.

13.

居 住 年
2k. 59. 1.35年 以 前 12.
31. 51. 2.36～50年 12.
20. 64， 3.51年 以 降 4.
24. 69.

支持政党
24. 59， 1.自 民 党 13.
33. 67. 2.革 新 系 13.
28. 54. 3・ そ の.他 26.+
42. 42. 4.無 ，D.K. 3.鳳
25. 59，

家抜構成
22. 66. 1.定 位 家 族 9.
17. 62. 2.単   身 10.
32. 53. 3.既 婚/子 無 し 16.
28. Sb. 4.学 童以下有 10.
26. 57. 5.学 童以下無 ユ2.

兄 弟 数
15. 58， 1.1  人 7.
20. 69.+ 2.2  人 10.
28. 57. 3.3～4人 14.
30. 53. 4.5人 ～ 8.

兄第順位
22. 61. 1・1番 目 11.
25. 60. 2.2，3番 目 11.
35. 4s， 3.4番 以 降 12.

一  . 一}」 「_r- ..一 7「 一     屠-   一圃冖    一     ■ 一}..

男

   武蔵野

    2   3

  公的 ・ 親戚
の人 善意の人 など

   23. 66.

19. 69.

21. フ10

23. 6S.

30. 56.

23. 59.
20. 66.
26. 67.

20. 76.
27. 60.
32. S6.

ib. 6s.

39.+

12.
21.
19.
24.

52.

79，

72●

45.

62.

26. 68.
21. 66.
22. 65.
28. 64.

21. 67.

17. 73.

41.+ 47.一

22. 65.

29. 59，
21. 70.

28. 59，

26. 61.

13. 61.

22. 75.

9. 83.

26. 65.
24. bO.
26. b4.
25. 63.

14.
23.
21.
29.

79，

67，

65.

63.

25. 64.

19. 70.

29， 59，

1 三 鷹

 1   2   3

近所 公的 ・ 親戚
の人 善意の人 など

9. 30. bO.

15.  25.  60.
2.  36.  62.
5.  36.  59.

16.  23.  61.

12.  35.  53.

11.  29.  61.

7●  31・  62●

l

g.  33.  59.

5.  36.  59.

14.  25.  61.

14，  18.  68.

12.  33.  55.
0.  24.  7b.
3.  25.  72.

16.  35.  49.
5.  30.  65.

12.  32.  56.
5.  35.  60.

12. 27. 61.
10.  25.  65.

8.  36.  56.

12.  32.  57.

6。 13.・81.f

18.f 22.  60.
5.  35.  60.
6.  32.  bl.

9.  37.  54.

10.  32.  58.

O●  23の  77・

12.  28.  61，

17.  28.  55.

12.  17.  71.
14.  43.  43.
2.  38.  60.
8.  24.  69.

20.  20.  60.
9.  34.  57.

b.  29.  65.
11.  31.  57.

9.  34，  57，

11. 29. 60.

5.  28.  67.
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      性

 回答   市   カ

テ
属性   ゴリ
 カテ ゴ リー 尸

全 体

 年  齢

1.20歳 ～25歳
2.26歳 ～35歳

3.36歳 ～50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴
㈱
鯉

学
校
学

学

中
高
大

 

ー
ウ臼
3

 

業
ト
婦
K

業
 

 
 
n

 

 

[

学

職
専
パ
主
無

 

1
9回
り0
4

 
内
下

区
部
K

地

 

 
、
 
U

務

 

心

勤

市
都
中
区
無

 

1
9臼
∩0
4
尸0

 住居 状況
1.一 戸 建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 
家
家
等

有所
 
 

宅

居住
自
借

社

 

-凸
2
n6

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 
党
党

系
他
κ

党
 

 
 
 
 .

政

民
明
新
の
D

持
 
 

 
 
 ，

支
自

公
革
そ
無

 

1
9U
∩0
4
尸0

 家旗構成
1.定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

兄 弟 数
1

9
臼
60

PO

1

9
臼
り0

4

人
人

3～4人

5人 ～

 兄 弟順位

1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

       付表 31-1

問22 既 成 団体 への 所属 と参加(女)

女

武蔵野

1   2   3   9

地域 組織活P.T.A.そ れ
関係 動関係    以外

5   6

参加 不参加
のみ

9.   6.   5.  17.  '28.  35，

2.   2●  13●  21.  62・ ・卜

2.   3.  11.  27.  52.+

4.  13.+ 17.  29.  19.一

100   1●0 24・  26●  2P●

9.   0.  17.  34.  36.

 
 
 
れ
外
皿

 

 る

蟹

 
そ
以

三

 
A

3

T

 

R

 
活
係

2
織
関

 
組
動

 

域
係

1 

地
関

o。 一

3.

16.+

ii.
/+●

●

 
●

 
●

に
ノ

¶
↓

「ζ

 

1

S，

15.

10.

Q.一

16。 φ

8.

7。

3.

3.

5.

12.

8.

c3.

fi n，

5.

19.

8.

li.
9.

2.

8.

10.

1.5.+

14.

6.

i，

o.輛

5.

12.

13.

o.

2.勵

7.

1フ 。+

70   3・  12.  33●  40。

b.   b.  lb.  27.  35.

5.   5.  32.+ 26.  3Q.

3●   2.  21.  26・  40・

13.+  a.  10.  ZQ.  24.

6・   3●  16.  260  34●

5●   0.  20●  37●  39●

6●   7・  15.  za.  32.

0.   0.  20.  32.  40，

3.   0.  24.  ?.1.  45.

：9.   3.  20，  30.  39，

6.   6.  17，  29.  34，

9.   2.  20.  30.  33.

6・  n.  23・  21・  29.

4.   h.  12.  34.  36.

4●   O.  10。  25●  54.+

7.   a●  2n●  290  28● 暉

3.   4.  13.  27.  4H.+

8●   8●  13●  25●  360

4.   3.  23.  3?..  25.一

4.   7，  19，  25.  33.

6.   7.   6.一 31.  41.

0●   ら●  10●  20・  64● ・卜

5.  8.

5.  Q.

10.  4.

5.  5.

4.  5.

18.

35.+

15.

づ3.

13.

31. 31.

20. 30.

31・ 24.q

24. 19.

24. 4A，+

0.   0.  22.  27..  53.+

4.   C.  15，  ?.7.  54.+

4.   0.一 26.  31.  34.

4・  12.や 11・  20●  32●

11.+  4.  1H.  26.  27.

0.

5.

5.

9.

7.  b.

6.  4.

1R.+ 3.

●

●
 

●

●

9

匚
ノ

一㌧
'
=
丿

9.

15，

19.

17.

4. 21.

6. 16.
b. 14.

27. 55.

25。 4x.壷

25. 39，

3i. 19.一

28.

26.

30.

33.

43.+

24.聯

 5   6

参加 不参加

一一璽塾

11.   2.   5.  25.  31.  27，

2.一 〇.  o.

5.  3.  5.

14.   5.+ 17.+

1c●   Oo   O● 一

16.  0.  D.

14.  0.  3.
12.  3.  5.
5.  3.  8.

ユ1●   3.   1.0

6.  2.  ?.

13.   2.  ln，+

11.  0.  0.

15.  4.

12.  0.

e.  w.

7.  2.

12.  2。

z.

G.

4.

0.
8.+

4.   7.+ 12.+

14.  3.  ?_.
9.  0.  6.

9.  J.  2.

1?.  4.  S.

9.  1.  5.

]1.  Q.  i.

14.  2.  4.

B。  3.  7.
4.  i.  1.

6.  0.  4.

lb.  2.  4.

27。  O.  0.

14.  5.  A.

11.  11.+ 11.

6.鱒 1.  ら.

1.一 1.

o.  a.

10.  2.

13.  4.

14.  2.

●
 

●

●

●

O

(
)

O

O

O

匿
ノ

 

 

 

ー

8・  0. 12.

11.   4.   C.一

9.  3.  5.

15.  1.  6.

10.  3.

11.  2.
13.  1.

●

●

●

6

4

ゐ
▼

31.

24.

23e

26.

22.

18.

26.

7.4.

z2.

51.

27_.

35.

zi.

35，

37.

15，

25.

?a，

zc.

27.

33.

?_4.

z2.
'39

.

za，

19.

26.

31.

25.

33.

25.

26.

23.

zs.

37.

z； ，

19.

26.

15，

26.

24.

26.

24，
'L3

.

27●

27.

26。

3Q.

41.+

z?.

41.a

弓7.+

16● 葡

15.一

3F.

3u. 31.
30. 25.
31. 2?.

29. i?.

3顎. 27.

33・ 20.一

22. 33.

35. 23.

19・ 35.

25. 29.

3Q. 4F.+

3n， 23.

30. 1臼.

34. 27.

25. 33.

33. 24.

3n. 24.
34. '1..H.

lfi. 32.

2S. 26.

3b. 21.
33. 34.
22. ?7.

29. 24.

3?.  7.

20. 10.

21. 7.1.

33. 33.う

21●  49●+

3?. 2c，.

3n. 3r，，

3?. 21.

33. zn.

3R. 27.

26. 33.

2，7. 37.

35. 1，h.一

30. 2F.

30● 29.

32。 2'.



付表 31-2

径...

 回答ヵ  市
   テ

属性  ゴリ
 カテ ゴ リー 一

全 体

 年  齢
1.20歳 ～30歳

2.31歳 ～40歳

3.41歳 ～55歳

4.56歳 ～

 学  歴
1.中 学(新)
2.高 校(新)
3.大 学 以 上

 

由
務
営
K

業
自

 
自
n

借

笛
洋

職
技
事

労
無

 
1
9
θハδ
4

 
内
下
区
部
L

地
 

 

、

n

務
 

心

勤
市
都
中
区
無

 
-亠
9鉗
0◎
4
尸0

 住 居状況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3.集 合/上 ・中

4.集 合/下

 

家
家
等

右所
 

 
宅

居住

自
借
社

 

-凸
2
ハ6

 居 住 年

1.35年 以 前

2.36～50年

3.51年 以 降

 支持政 覚

1.自 民 党

2.革 新 系

3.そ の 他

4.無 ，D. K.

 家族構成
1・定 位 家 族
2.単   身
3.既 婚/子無し
4.学 童以下有
5.学 童以下無

人

人

人

数 

 

4

～

弟

 
 

～
人

兄

1

2

3

5

1

2

0◎
4

 兄 弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3.4番 以 降

問22既 成団体への所属と参加(男)

武蔵野

勇

 

れ
外

4 

そ
以

 
域
係

3
職
関

 
味
係

2
趣
関

 
域
係

- 
地
関

5   6

参加 不参加
のみ

il.  16.  12.  6.  25.  29.

0.一

io.

16.

19.

18.

14.

7.

●
 

●

 
■

 
●

R
V

8

6

7

“

 

 

2

27.+

0.

12.

z.

14.

1A.

1(1，

13.

o.

15.

5.

13.

17.

7.

7.

22.+

13.

9.

2.翩

o.

3.

12.

1?..

20.

14.
3.

7.

22.+

8.

11.

a8。

24. 10.

10. 17，

19. 14.

12.  5.

5.  9.

20.  9.

14. ユ4.

14. 14.
15. 13.
12. 15.
20.  5.

15.  3.
8. 17.

12. 1?.
23. 16.

lb. 11.

15.  9.
13. 12.

19. 17.
16.  4.

i3. io.

17. 17，

19. 15.

14.  8，

20. io.

1S. 16.

19. 13.

18.  6，

13. 13.

12. 12.

17. 13.

23. 16.

o.一 iz.

14. 10.

zo. io.

?_1.

23.

16.

臼.

5.  12.一 50.+

2.  31.  31.

12.  ?_b.  14.一

7.  35.  ?3.

0.  41.  27，

5.  20.  31.

$.  27.  29.

6.  30.  28.
8.  25.  31.
3.  24.  21.
7.  25.  36.

3.  24.  ?7，

4.  42.  29.

2.  26.  37.

1?，  25.  21.

8の  19●  32●

3.  24.  32.

7.  27，  30.

6.  28.  19.

8.  24.  48.+

7.  30.  ?_5.
5.  25.  3h.

b.  16.  31.

7.  29.  25.
5.  3?.  27.

6.   19.   36.

4.  2n.  22.

8・  26●  2F●

4. 3C. ?0.

6，  29.  37，

0.  17.  52.i

10.  13.  35.

12.  24.  44.

b●  3A.  200

4.  27.  2Q.

o.  o.

7. 10.

lb。  6.

10.  6.

17。  8.

ユ5. 110

15. ?.1.

21.

zo.

29.

25.

43.

37.

?5.

29.

3.  25.  39.
9.  30.  24.
6.  21.  21.

 i
三 鷹

鵲榛

一 

域
係

一3
職

関

2
味
係

 
趣
関

4  5  6
それ 参加 不参加
以外 のみ

A●  10●   7・   7●  34●  34.

4.

9.

F.

13.

18.
b.
A.

a，

3.

14.

9，

t?.

1鉢.

o.

z.

20.

十●
 
●
 
●
 
●

0

7

7

0

2

13.

6.

0.

18.ｫ
7.

z.

Q，

13.

0.

8.

7.

0.

14.

5.

12.

za.

7.

5.

11.

●

●

●

7

9

8

15.  k.
9. 11.
5.  5.

13.  3.

12.  6.
11. 10.
9.  5.

11.  5.

7。  7.

14. 14.

9.  0.

12.  6.
10. lk.
3. 13.

11.  4.

15.  0.

12.  0.

3.騨 5.

15. 10.

15・ 霆OO

7.  5.
12.  4.
16. 19.+

6.  P.
9.  4.

15. 10.

11.  9.
16. 13.
n.  o.

11.  5.

14. 10.

21.  8の

18.  0.

7. 11.

2.  4.

10.

18.
8.

7.

0.

2.

in.

7.

7.  6.

10.  9.
15.  5.

e.  27.  an.

4，  29.  3P.

5.  47.+ 29.

16.+ 29.  ?6.

12.  24.  29.

4●  31・  39●

9.  40.  ze.

10. 35. 32.

5.  43.  34，

9.  25.  2S，

0.  27.  55.+

A，  33.  29.

7，  38.  17.

3.  41・  41●

9.  35.  40.

5●  20●  40・

16.  Z8.  24.

7.  4A.+ 31.

3●  28・  3ら ●

10・  10・ ● 55● ・卜

10.  40.  ?_5.

4，  32.  42.

3.  23.  39.

10・  38・  2n.●

7.  36.  37.

5.  29.  4n.

11.  33.  26.

0.  32.  26.

12.  50.  39.

5，  30.  41.

3.

4，

14.

7.

6.

10.

5.

6.

9.

28.
25.
21.
31.
53.+

38，

42，

3?...

3H，

24，

zo. ao.

27. 41.

37. 34.

39. ?_6，

9. 34.

4. 3ら.

10. 31.

37，

33，

31.

243



244

     性回

答     市

  カテゴ
属性   リ

カテゴリー

全 体

 年  齢

1.20歳 ～25歳

2.26歳 ～35歳

3.36歳 一一一50歳

4.51歳 ～65歳

5.66歳 ～

歴邂
学

中

高

大

 

-
凸
2

ハ6

 
業

ト
婦
K

業
 
 
 
n

 
 

冖

学

職
専
パ
主
無

 
-亠
り臼
3
4

 

内
下
区
部
K

地

 

 
、

U

務
 

毛

勤

市
都
中
区
無

 

1
9一
3
4
尸0

 住 居状況

1.一 戸建/上

2.一 戸建/中 ・下

3・ 集 合/上 ・中

4.集 合/下

 住居所右
1.自  家
2.借   家
3.社 宅 等

 居 住 年
1.35年 以 前

2.36～50年

3.51～53年

4.54年 以 降

 

党
党
系
他
K

党

 
 
 
 
 
.

政

民
明
新

の
D

持

 
 

 
 

，

支

自
公
革
そ
無

 

-
り臼
り◎
4
PO

 家族構成
1.定 位 家 族
2.単   身

3.既 婚/子無 し
4.学 童以下有
5・学童以下無

人

人

人

数 

4

～

弟

 
～
人

兄

1

2

3

5

1
亠
9
θ
3

4

 兄 弟順位
1.1番 目

2.2，3番 目

3・4番 以 降

武蔵野

1   2

社会 それ
地域 以外

1F3. k2.

13. 97.
16. R4.

iq. 31.

24. 76.

t5. p5.

A.一 92.+

20. 80.

21. 79.

14. f11，

21. 79.

19. a1.

10. 90.

17. 93.

16. A4.

2厂3. 72.

13. N8.

19. 81.

76. 74.

19. H1.

16. H4.

10. 90.

22. 78.

11・ 願 Y9● ・卜

19. 83.

26・ φ 740r

14. 86.

16。 84。

1Q. 90.

●

 
■

 
●

7

「

0

◎
'

1

1
↓

2

●

 
●

3

【
ζ

7
フ

ー

19.

4● の

?6.

17.

zo.

O

 
●

 
 ●
 

O

◎
!

¶
↓

ー
へ

∩
)

 

ー

へ
ζ

2

83.

90.

71.一

67.

88.

ei.

96。 や

74.

Fi 3.

ao.

91.

89.

79，

ao.

16. A4.
19. H1.

71. 79.

女

      付 表 32

問20 家 の なかで話 題 にす るこ と

性
一   r一}一 一.

  三

'一.一罰皿「一.'               ■

鷹

回答
ヵ  市

一一.『

   武蔵野
テ一一.一『 一 一 一丁-「 『 「一

 1

 社会 
地域

一 「.

2

それ
以外

   コ“
属性   リ    冖
カテ ゴ リー

1

社会
地域

z

それ
以外

lg.

冖τ「 ..一一 門一

82. 全   体 26. 74.

年  齢
zz. 78. 1.20歳 ～30歳 29. 71.

15. 85. 2.31歳 ～40歳 17. 63.

19. 81. 3.41歳 ～55歳 26. 74.

20. an. 4.56歳 ～ 33. 67.

11. 59.

学  歴

13. 87. 1.中 学(新) 9. 91.

lA. 82. 2.高 校(新) 27. 73.

24. 76. 3.大 学 以 上 29. 71.

職  業

20. yo. 1・ 技 ・管 ・自 由 32. 58.

19. fi 1. 2.事   務 17. H3.

17。 93. 3.労 働 ・自営 15. 85.

11. 89. 4.無 ，学 ，D.K. 36. 64.

勤 務 地
a.i. 79. 1.市   内 1{7. 58.一

12. 88. 2.都   下 ?.5. 75.

12。 Q7. 3.中 心 区 7.1. 79・

72. 78. 4.区   部 21. 79.

16. 34● 5.無 ， D.K. 72. 78.

住居状況

29.+ 71.瞬 1.一 戸建/上 35. 65.

te. ez. 2.一 戸 建/中 ・下 72. 78.

15. 65. 3・ 集合/上 ・中 22. 78.

7.一 03，+ 4.集 合/下 2a. 72.

住居所右

23.+ 77.。 1.自  家 25. 75.

11.隔 89.+ 2.借   家 zo. 80.

11. 89， 3.社 宅 等 38. 6㍉

居 住 年
17. 83. 1.35年 以 前 33. 67.

18. 62. 2.36～50年 24. 76.

14. 81。 3.51年 以 降 18. 82.

ユ4. A6.

支持政党
17. 83. 1.自 民 党 23. 72.

20● 80. 2.革 新 系 zy. 71.

20. 80. 3.そ の 他 30. 70.

37.. 63.一 4・ 無 ，D.K. 20. 80.

15. 85.

家族構成
21. 79. 1・ 定 位 家 族 2b. 74.
4. y6. 2.単   身 23. 77.

；. 77. 3.既 婚/子 無 し k4.+ 56.一

19. A1. 4.学 童以下有 1H. 82.
15. HS. 5.学 童以下無 25. 75.

兄 弟 数
27. 73. 1.1  人 z9， 71.

14， S6の 2.2  人 23. 77●

16. 84. 3.3～4人 25. 75.
24. 80. 4.5人 ～ 27. 73.

兄弟順位
zo. 80. 1.1番 目 21. 79.

15. 85. 2.2，3番 目 zs. 72.
ly. 81. 3.4番 以 降 z9. 71.

男

三 鷹

1   2

社会 それ地域 
以外

?.7. 73.

27. 73.

27. 73.

27. 73.

25. 74.

18. 82.

27， 73.

28. 72.

?4. 7b.

26. 74.

27. 73.

3b. 64.

27. 73.
21. 79.

2h. 72.
22. 78.
k5. 55.

36. 64.

27. 73.

?5. 75.

20. 80.

28. 7?_.

?_5. 75.
29. 71.

30. 70.
29. 71.

21. 79.

30. 70.
29. 71.

31. 69.
?2. 78.

34， b6.

21. 79.

21. 74.

?5. 75.

29. 71.

30.

lA.

3b.

pn，，

70.

82.
70.
72.

zs. 7z.

26. 74.

26. フ4.



躅

一.}㎜ 一 「. 一一一.一 一

  z  丶

一 一 一一 一..一 ・「 レ 〉 一    一一
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